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八城二本杉東遺跡・弥生土器 (166号土抗出土)

待回大道~tl貧跡 ・ 1虎泊玉 (83号住居跡出土、 長さ 2.7cm )
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仔回大道北遺跡 ・諸機c式土器 (55号住居跡出土)

行回大道北遺跡・諸磯c式土器 (65号住居跡出土)



行回大道北遺跡・柄鈍形敷右住居跡 (96号住居跡)



序 文

上信越自動車道の建設に伴い、本調査会が発足したのは昭和62年11月のことでした。

発掘調査では、縄文時代を中心に弥生、古墳、奈良、平安、中~近世と、私たちの祖先

の足跡、が間断なく発見されました。ここに至り、ょうやくその成果を報告する次第であ

ります。

縄文時代では、国内初の発見となった石棒製作跡の西野牧小山平遺跡をはじめ、早期

土器を伴う横川大林遺跡、クッキー状炭化物が出土した行田大道北遺跡、弧状配石墓群

の行田梅木平遺跡など、全国規模の重要遺跡が発見されました。また、縄文時代前期か

ら平安時代までの集落である八城二本杉東遺跡、大型掘立柱建物跡の検出で古代東山道

の駅家を示唆する原遺跡も注目を集めた遺跡でした。

本町においては、計11箇所の遺跡が発見された訳ですが、これらはこれまで調査され

たものとともに、郷土の生い立ちを示す貴重な遺産であります。今でこそ電車や自動車、

また飛行機でと、交通の利便性はとどまるところを知りませんが、古くは碓氷峠の峰が

行く者の前に大きく立ちはだ、かったことでしょう。縄文やそれ以前から人々の地域間の

交流があったといわれるようですが、遺跡に見られる祖先達の営みの積み重ねの上に現

代の私達の文化が成り立っているということ、このことをあらためて認識することが大

切なのだと思います。

ここに刊行いたします報告書が、広く皆様に活用されることを祈念するとともに文化

財に対する認識を深める一助となれば幸いに存じます。

最後になりましたが、発掘調査から整理作業を通じて御指導・御協力をいただいた日

本道路公団、群馬県教育委員会、実務の全てを遂行された山武考古学研究所、また、調

査に従事された全ての方々に厚く御礼を申し上げ、序文とさせていただきます。

平成 9年 3月

松井田町遺跡調査会

会長武田弘



例

1.本書は関越自動車道(上越線)建設工事に伴い、事前調査された群馬県碓氷郡松井田町に所在する八城

二本杉東遺跡・行田大道北遺跡の発掘調査報告書である。

2.本報告書は、本文編・写真図版編及び付図から構成される。

3. 発掘調査は日本道路公団の委託を受けた群馬県教育委員会の指導で、松井田町教育委員会に松井田町遺

跡調査会を組織し、実施したものである。

4. 実際の発掘調査及ぴ整理事業は、松井田町遺跡調査会より委託された山武考古学研究所が担当した。

5.発掘調査時における各遺跡名は事業名を使用していたが、その後、整理事業時に遺跡所在地の大字・小

字連名による正式遺跡名に変更された。なお、小字名は松井田町役場税務課の「町内字名一覧」による。

各遺跡の事業名(旧遺跡、名)は下記の通りである。

行田大道北遺跡-・…行田 I遺跡八城二本杉束遺跡..・・・・八城遺跡

6.遺跡の所在地・面積・調査期間・調査担当者は下記の通りである。

地:群馬県碓氷郡松井田町大字八城字二本杉東792-2他在所八城二本杉東遺跡

積:24.000凶f面

調査期間:昭和63年 3月8日~同年 9月1日

司・長谷川一郎・長井正欣優・及川調査担当者:千田幸生・桐谷

地:群馬県碓氷郡松井田町大字行田字大道北732他在二
T
i

}
門
戸
川行田大道北遺跡

積・ 16.l00m2 (東地区 -8，900rrイ、西地区 7，200ぱ)面

調査期間.昭和63年 7月11日~平成元年10月3日)

司・長井正欣・関本寿雄調査担当者:及川

7 .本書の編集は山武考古学研究所が行い、同所員の長井正欣が担当した。

8.本書の執筆分担は以下の通りである。

聡(群馬県教育委員会)調査に至る経緯一・・一一飯塚第 1節序章

修(松井田町教育委員会)調査会の経過・・…・・・一…・田口第 3節

第 6章一-一一一-中村祥子(園皐院大学大学院)行田大道北遺跡E 

その他……・・.........…・…・・一・・…………長井正欣

9. 本書に掲載した遺構写真は、各遺跡発掘担当者が撮影した。また、遺跡全景写真は青高館に依頼して空

撮で、行った。遺物写真は長井が禄影した。

10.発掘調査における、基準点測量・水準測量・全体遺構測量等は開成測量に依頼した。

八城二本杉東遺跡出土石剣の石材についてはパリノ・サーヴェイに、行田大道北遺跡 4号住居跡出土小11. 

形石棒の石材については陣内主一氏に鑑定していただいた。

自然科学分析については下記のような内容を実施しているが、本書ではその一部概要のみについて記載12. 

した。なお、詳細については『自然科学分析編』として別途刊行される。

残存脂肪酸分析…・ズコーシャ総合科学研究所

鈴木正男氏

炭化材同定、樹種同定、種実同定、リン・カルシウム分析、脂質分析一-パリノ・サーヴェイ

黒曜石分析・・・ーー…立教大学理学部



13園八城二本杉束遺跡及び行田沢道北遺跡に関わる出土遺物・図面・写真等の資料は、一括して松井田町教

育委員会が保管している。

14. 本書の作成に際し、出土遺物・図面・写真等の整理には、青木千賀子・石田満理・樺沢美枝・

小林ちか子・根津珠ft.磯洋子・今成勝子・土|三津利江・石坂純江・小野沢昌子・岡田うめー坂本秀美・

菅野栄子・三宅美智子。藤井陽子園大野智子・佐藤洋子・伊藤順子・池田と志子・秋山京子・

五十嵐信子・矢島l専丈・ ILJ崎悟の協力を得た。

15. 発掘調査から報告書刊行に至るまで、 ド記の諸機関・諸氏にこ指導・ご協力をいただいた。ここに記し

て感謝の意を表します。(敬称略)

群馬県教育委員会 群馬県埋蔵文化財調査事業団

相京健史石坂茂梅沢重昭大栗勇一鬼形芳夫神戸聖詰菊池実近藤功小宮俊久桜岡正信

志村哲陣内主一鈴木徳雄鈴木正男関根慎二大工原豊田辺芳昭角田真也寺内敏郎

寺村光晴外山和夫外山政子中野益男能登健野村宗作巾隆之原田恒弘春山秀幸平林彰

古君1;正志松田猛三浦茂三郎水田稔 山口逸弘

開成測量新成田総合杜青館高 ズコーシャ パリノ・サーヴェイ 美山土木文化総合企画

16. 発掘調査参加者は下記の通りである。

赤塚みつ子秋山森雄蘭三枝子蘭美佐子有賀登志雄飯塚栄司石井シズ、エ石島正敏

磯部祐太郎井田年代市川繁弘井上幸雄入津夏代入村きよ子岩井明美岩井ひで岩井儀一

上原春枝 ヒ原ヒサ l二原藤男 上原千恵子打越進浦野美奈子遠藤ふみ江大島昭代

大塚美恵子大野ひろ子岡田早百合小比木起治小比木つね尾高小鈴加藤震二金井輝秋

金谷清一郎工藤繁工藤マサ小池美恵子小泉美津子小板橋静乃小板橋昌江小板橋守

小林節子後藤昇二後藤ふじ子 酒井善三郎坂本文吉桜井きん桜井慎三佐藤友江佐藤巴

佐藤正子塩原かはる 柴山厚子清水かず江清水サト 清水千秋清水とき子白石登美枝

白石ふさゑ神宮房子杉木はま子鈴木一好鈴木信子鈴木弘子須藤セウ 高橋きくの

高橋冨美子高橋みさ子高橋美代田口千代子武井武武田アサコ 田中今造谷口英夫

田村綾子土屋育太郎土屋キミエ寺島アキ江寺島明子寺島石松寺島ハツ子 寺島洋子

都丸孝江富田静江寅本隆之中沢スミ子 中山美恵子 中山忠和庭植吟子畑山洋子原田康子

馬場ツヤ子平石信好藤巻勝江古沢豊太郎古谷きく枝古谷久子細矢吾一増田トヨミ

松本|専松本芳黛はつ江三田今朝次毛利ヨシエ山口一男 山越梅子山田京子古川勝蔵

由田辰二吉本美代子吉本律子和田光江



凡例

1.本書で使用した地形図の発行者・縮尺は、各国キャプション脇に示した。

2. 遺構の記載について

( 1 )遺構名・遺構番号

遺構名・遺構番号は、基本的に現地調査時のものをそのまま使用している。そのため、遺構名に適切

性を欠くものや欠番が生じている。

( 2 )縮尺・方位

遺構挿図は、全体国を八城二本杉東遺跡1/1，000、行田大道北遺跡1/600縮尺で掲載し、各遺構は住居

跡1160、炉跡・カマド1/30、土坑・集石1130・1/60・1/80、円形柱穴列1/120、掘立柱建物跡1/60縮

尺を基本とし、各挿図にはスケールを付しである。なお、八城二本杉東遺跡は1/500縮尺、行田大道

北遺跡は1/250縮尺の付図を添付しである。図中の北方位は座標北を示す。国家座襟値(第E系)は

各遺闘の全体図及び付図に示しである。

( 3 )計測値等

遺構の規模は基本的に中軸線上で計測し、竪穴住居跡は壁面下端で、士坑・柱穴等は上端での数値で

ある。遺構の深さ(残存深度)は確認面から床面・底面までの数値で、竪穴住居跡平面図の柱穴・ピ

ット脇数値は床面からの深さ(単位:cm) を示す。また、遺構の面積は原図をもとにデジタルプラニ

メーターを用いた 3回計測平均値である。主軸方位は座標北を基準とした振れを示している。土層図

・エレベーション図の基準線数値は標高を示す。

(4 )土坑の形態分類

各遺跡の土坑については一覧表にまとめて記載し、形態については下記のような基準で分類した。

平面形態 :A類一....円形 B類・・・・・・楕円形(長軸:短軸二1.1>1) C類…・ー方形

D類・…・・長方形(長軸:短軸=1.1>1) E類一....不整形

断面形態 1類…・ー箱状 E類・…-逆台形 E類一…・皿状 N類…・・フラスコ状

V類・・…・凹凸のあるもの・不整形・その他

( 5 )記号

遺構挿図中に使用した出土遺物の記号は次のような意味を示す。

.一…・土器・土製品 企・・…石器・石製品 0・…・クッキー状炭化物

( 6 )スクリーントーン

遺構挿図中に使用したスクリーントーンは次のような意味を示す。

一....焼士、池山の被熱



3. 遺物の記載について

( 1 )縮尺・遺物香号、等

各遺物の縮尺は f記を基本として掲載し、挿図中にスケールを付した。遺物写真は一部を除き遺物挿

図とほぼ同縮尺である。遺物香号は本文・挿図・観察表・写真図版と一致する。なお、報告書作成の

工程上、写真図版編を先に印刷・製本したため 部の土器片・石器等の向きが挿図・写真とで異なる

ものがあるが、遺物挿図での向きを最終的に正位と判断している。

縄文土器・弥生土器一 "'1/3・1/4 土製品 .....1/1・1/2

石器・石製品一 "1/1~1/6 クッキー状炭化物一一 1/ 2 土師器・須恵器 .....1/4

( 2 )遺物観察の記載

土器・土製品等は遺物観察表にまとめ、石器ー石製品等は遺物挿図の脇に計測値・石材・備考等を記

した観察略表を付した。

石器の言tiP'1j値は図上における長さ(縦) x幅(横) x厚さの順に記し、単位はcmで、ある。重さは200

g程度のものまではデジタル秤で、lOkg程度のものまでは上皿バネ秤で、それ以上のものは体重計で

計測した。

土器観察表の計測値で( )で示したものは推定値である。土器・土製品の色調は『新版標準土色帖』

(16版， 1995，財団法人日本色彩研究所色彩監修)を用いて観察した。土器・土製品の胎土は、ルー

ペを用いて観察し、特徴的なものを記した。

石器・石製品の石材については、例言11に示した遺物を除き、下記文献 4)等を参考に担当者が観

察・判断した。

(3 )スクリーントーン

遺物挿図中に使用したスクリーントーン

......赤彩範囲
煤口一…範囲

4. 本書で使用した用語・術語及び、石器の石材名は原則的に下記文献に準拠している。

1 )戸沢充則編 1994 r縄文時代研究事典』東京堂出版

2 )佐原 真 1981 r縄文施文法入門Jr縄文土器大成 3後期』講談社

3 )大塚初重・戸沢充則編 1996 r日本考古学用語辞典j柏書房

4 )木下亀城・小川留太郎 1967 r標準原色図鑑全集 6岩石鉱物』保育社
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第 1節調査に至る経緯

上信越自動車道 (1関越自動車道ヒ越線J) は、首都圏と上信越地方とを結ぶ高速自動車国道として、東京都

練馬区を起点とし、新潟県上越市に至る総延長約280km (このうち練馬~藤岡インタ一間80.4kmは関越自動

車道新潟線との重複区間)が日本道路公団によって建設されている。なお、平成 5年 3月27日には、藤岡~

佐久両インター間69.5kmが供用されており、その後平成 7年11月には佐久~小諸両インタ一間10.8kmが供用

され、そして平成 8年11月14日には小諸インター~更埴ジヤンクション問36.8kmが供用されて長野自動車道

と接続し、現在信州中野インターまでが供用されている。本県内は、藤岡市・多野郡吉井町・甘楽郡甘楽

町・富岡市・甘楽郡下仁田町・甘楽郡妙義町・碓氷郡松井田町の各市町を通過する。

本県部分の埋蔵文化財発掘調査にかかわる上信越自動車道藤岡~佐久間については、昭和47年に基本計画

が策定され、同54年に建設大臣より日本道路公団が施工命令を受けている。そして岡田年には、藤岡市・吉

井町・甘楽町・富岡市。下仁田町(東部) ・妙義町・松井田町(東部)の路線が発表され、翌日年には松井

田町(西部) ・下仁田町(西部) ・長野県佐久市までの路線が発表された。

上信越自動車道にかかわる群馬県内の埋蔵文化財の取り扱いと調査経過、ならびに松井田町における埋蔵

文化財発掘調査の経緯は以下の通りである。

昭和49年度 藤岡市~下仁田町聞に存在する埋蔵文化財について、群馬県教育委員会は県企画部幹線交通

課に対し、文化財保護法の遵守、国・県・市町村の各指定文化財を避けること、文化財に関

係する事項は県教育委員会文化財保護課と協議すること、等の考え方を示す。

昭和54・ 県教育委員会文化財保護課は、路線通過地周辺の埋蔵文化財包蔵地の状況をまとめ、県企画

55年度 部交通対策課により、『関越自動車道仁越線関連公共事業調査報告書』として報告される。

昭和59年度 建設工事の具体化に伴い、日本道路公団から県教育委員会に対し、路線内の埋蔵文化財に関

する具体的な調査の依頼がなされ、県教委文化財保護課は包蔵地の詳細分布調査を実施した。

昭和60年度 県教育委員会は分布調査の結果、包蔵地を「遺物分布の濃い部分J1遺物分布のj炎い部分」

「試掘調査を必要とする部分」に区分、発掘調査必要面積を約100万111'と想定し、 55遺跡を

認定した(後の試掘調査によって52遺跡に変更)。そして、埋蔵文化財発掘調査に関する基

本方針を次のように策定した。

①発掘調査終了年度は昭和66年度とする。

①発掘調査は制群馬県埋蔵文化財調査事業団を中核機関とし、対応できない部分については

調査会方式を導入し、関係市町には進捗状況を考慮しながら協力を求める。

①調査関係別対応面積は次のとおり。

-埋文事業団:富岡市以東の約76万111' (面積は変動の可能性あり)。

-調査会:下仁田町・妙義町 e 松井田町の約22万111' (面積は変動の可能性あり)。

。発掘調査事業実施方法:日本道路公団東京第二建設局が群馬県教育委員会に対し発掘調査

の依頼を行い、年度毎に委託契約を締結する。県教育委員会はこれを受けて、問群馬県埋蔵

文化財調査事業団ならびに各遺跡調査会に対し、再委託のかたちで委託契約を締結し、それ

ぞれ発掘調査を実施する。

昭和61年度 4月 例群馬県埋蔵文化財調査事業団により 4遺跡にて発掘調査が開始された。

昭和62年度 11月 松井田町遺跡調査会が設立され、年度末 3 月より発掘調査を開始(~平成 3 年度迄)

平成 4年度 発掘調査の終了した各遺跡について整理事業を開始する。

平成 8年度 各遺跡の整理報告書が刊行となり、松井田町遺跡調査会の全事業が終了する。
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第 2節 遺跡の位置と考古学的環境

松井田町は群馬県の南西部に位置し、西側は碓氷峠・入山峠・和美峠を境に長野県北佐久郡軽井沢町に接

している。松井田町の地形は山地・正陵・河岸段正面に大別され、北西部・西部及ぴ南西部には山地が囲み、

それぞれの山地から流れる各河川沿いにE陵や段Eが形成されている。

また、松井田町の市街地から西北西26kmには浅間山が位置し、有史以前から度重なる噴火を繰り返してき

た。この降下火山灰・軽石は、遺構の年代決定の指標にもなっている。

松井田町を流れる主要河川には、碓氷川・九十九川・増田川などがあり、それぞれ並行するように南東流

している。Ji陵地には、長者久保正陵・松井田丘陵・西横野正陵・細野丘陵などがある。 河岸段Eは、碓氷

川流域・九十九川流域・増田川流域に形成されている。

長者久保丘陵は、剣の峰から地蔵峠を経て南東方向に延び¥安中市板鼻まで続く当地方最大の丘陵地で、

碓氷郡と群馬郡との分水嶺となっている。松井田正陵は、剣の峰から松井田城跡を経て安中市名山へと延ぴ

るもので、南面を碓氷川及びその支流に、北面を九十九川及ぴその支流に浸食されている。西横野E陵は、

碓氷川南岸のE陵で、碓氷郡と甘楽郡との郡境をなし、碓氷谷と鏑谷との分水嶺になっている。同E陵は表

妙義の山稜から派生し、源ヶ原・行田・越泉・上人見を経て、安中市へと続いている。なお、妙義山地の白

雲山から流下する猫沢川・柳瀬川が西横野E陵を束流している。

平坦な地形は、おもに碓氷川・九卜九川・増田川流域南側の正陵上及び河岸段E上に分布し、この平坦地

を中心に遺跡が分布している。以下、各時代ごとに本地域の遺跡を概観する。

旧石器時代

行田大道北遺跡(2)から細石核が出土しているが、旧石器の検出は極めて少ない状況にある。本地域では、

浅間山噴火に伴う浅間 板鼻黄色軽石 (yp 層:約13，OOO~14，000年前)や浅間一板鼻褐色軽石 (BP層:

約 18，OOO~21 ，OOO年前)が厚く堆積し、遺物の検出が困難なことにも起因していると考えられる。また、碓

氷川右岸の上位段丘では地表下 8~9m で広域火山灰の姶良一 T 口火山灰 (AT層:約24，OOO~25，000年前)

が確認される。なお、安中市の古城遺跡で、 AT層前後の局部磨製石斧・ナイフ形石器が出土している。

縄文時代

今回の上信越自動車道関連の発掘調査において、当該期遺跡の状況が多数明らかにされた。

碓氷川右岸では、八城二本杉東遺跡(1)・行田大道北遺跡(2)・行田梅木平遺跡(3)・新堀東源ヶ原遺跡的が調

査されている。八城二本杉東遺跡では、前期関山式期の住居跡が円形柱穴列を取り囲むように検出された。

行田大道北遺跡では、早期押型文期の住居跡 1軒・前期黒浜~諸磯式期を中心とする集落跡・後期初頭の敷

石住居跡などが検出されている。また、前期の遺構からクッキー状炭化物が出土している。行田梅木平遺跡

では、中期末葉から後期にかけて形成されたとみられる弧状列石と配石墓群が 3群検出され、西方に位置す

る妙義山を意識して構築された可能性が指摘されている。新堀束源ヶ原遺跡は、中期初頭~末葉の大規模な

集落跡であるが、前期花積下層式期の住居跡及び同時期とみられる滑石製品・未製品・砕片などが大量に検

出され、工房跡の可能性も考えられている。同遺跡では、早期押型文期の住居跡も検出されている。

碓氷川左岸では、前期諸磯式・後期加曽利B式期の住居跡や後期の配石墓が検出された五料野ヶ久保遺跡

的、早期撚糸文期末の住居跡が検出された横川大林遺跡(8)が調査されている。

碓氷川支流の入山川左岸では、西野牧小山平遺跡(11)から石棒製作跡が発見され、注目されている。同製
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作跡は、浅間D軽石と思われる桜色軽石の直下で検出されており、中期後半の時期が想定されている。

上信越自動車道関連以外でも、前~晩期の遺物が出土した千駄木岩陰遺跡(24)、敷石住居跡 4軒など検出

された仁田遺跡(23)、後期初頭の敷石住居跡と環状列石が検出された暮井遺跡(22)、前期間山式期の住居跡が

検出された八城赤羽根遺跡(18)、後期前半の敷石住居跡が検出された二軒在家二本杉遺跡(17)などの遺跡が調

査されている。

弥生時代

碓氷川右岸では、上人見遺跡(13)で再葬墓に使用したとみられる土器が出土しているほか、八城二本杉東

遺跡でもほぼ同時期の遺構。遺物が検出されている。また、行田梅木平遺跡では東海地方西部の水神平式と

思われる査が出土している。さらに、松井田工業団地遺跡(15)でも中期後半の住居跡が調査されている。

碓氷川左岸では、五料稲荷谷戸遺跡(7)から中期初頭の岩植山式土器が出土している。

細野正陵東端に位置する国街遺跡(27)では、中期後半から後期の住居跡 3軒が調査されている。

古墳時代

松井田町地域の古墳は、『上毛古墳綜覧j(1938，群馬県)に63基が記載されており、松井田・西横野・塚

原・九十九 a 細野地区などに後期~終末期を中心とした古墳群がある。増田川右岸に位置する下増田上田中

遺跡(83)の 1号古墳は、 T字状の横穴式石室を有するもので円筒埴輪や須恵器が出土している。同古墳は出

土遺物などから 6世紀前半(初頭)の築造とみられ、県内における横穴式石室受容期の古墳と考えられる。

同様の横穴式石室は、九十九川流域の安中市省後関 3号墳にもみられる。なお、碓氷川l流域には安中市に、

同じく横穴式石室受容期の前方後円墳である築瀬二子塚古墳があるO

集落跡は、松井田工業団地遺跡や国街遺跡などで後期の住居跡が調査されている。また、入山峠祭把遺跡

(89)では、 4世紀代から 6世紀代の土師器 s 滑石製模造品が多量に検出されている。なお、同遺跡での祭杷

は、奈良・平安時代まで継続するようである。

奈良@平安時代

原遺跡(10)では、布掘りを施す大形の掘立柱建物跡が検出され、東山道の坂本駅跡の一部と推定されてい

る。なお、東山道は入山峠越え・碓氷峠越えの二説がある。また、五料稲荷戸遺跡では、浅間B軽石が埋没

土上層に堆積する大規模な溝状遺構が検出されている。

集落跡は、松井田工業団地遺跡で大規模な集落跡が調査されているほか、愛宕山遺跡(26)・仁田遺跡・暮

井遺跡。人見北原遺跡(16).五料山岸遺跡(19)・国街遺跡。下増田天神原遺跡(29)・二軒在家二本杉遺跡など

が調査されている。これらの遺跡の内、愛宕山遺跡では、皇朝十二銭の万年通宝や巡方・丸鞘が出土してい

る。また、上信越自動車道関連では、八城二本杉東遺跡。行田梅木平遺跡・五料平遺跡(5)・五料野ヶ久保遺

跡 a 五料稲荷谷戸遺跡・横川萩の反遺跡(9)・原遺跡で住居跡が調査されている。

生産遺跡としては、松井田工業団地遺跡や新堀陣場遺跡(25)で浅間 B軽石下の水田跡が検出されている。

また、高梨子碓貝戸遺跡では、同軽石下の畠跡が調査されている。近接して位置する五料山岸遺跡・五料平

遺跡では、多量の須恵器が検出され、周辺に窯跡の存在が推測されている。

中・近世

城郭では、北条氏の重臣・大道寺氏の松升二田城(31)が著名で、ほかに松井田西城(32)・小日向城(33)・F増

田城・愛宕山城・坂本城・大王寺城・人見城・名山城などが知られている。

生産遺跡では、横川大林遺跡@下増田百石遺跡(88)・上増田長久保遺跡(80)で浅間A軽石下の畠跡が検出さ

れている。また、人見北原遺跡では、「妙義道Jと推定される道路状遺構が調査されている。
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県内位置図

第 2図松井田町遺跡分布図



表 1 松井田町遺跡一覧表(1 ) 

No 近 ilf 名 n~j 代 f重 日リ jl'A 要

八城一二本杉東illilf
1品x:TiiiJ町中!問、

c¥f:ミNfr跡
縄文fÌÍj j間関山式期を王体とする集落~jF" 住民跡34 f打、士坑218茶、円形柱穴列

1 
弥生前!問、平安 2列、限立柱建物跡 1十束。

2 行lTI:1ci草」ヒ遺跡 縄文早期j-後期 集Fi-跡
縄丈l自!聞を王体とする集活跡。 住居跡117軒、政石住居跡 1'li1'、土坑535基、長石 5基、

{持 3条、 J官立柱建物跡、4棟、ピ yト1if辛が検出され、ク yキー状炭化物が出上しているr

h回l11J木平.iTI跡
縄文nIJ期~後期、

配石ittt-品、集落跡
配石 配布幕前 3 群、{上)社跡35]1恥一上，J;t506基、)芸外埋設 l二(，~26基、製鉄跡、 2

3 
弥生、干安 基、制立柱建物跡35Ni、集石 8J止、溝、柵列跡。

縄文早期~中期、
縄文中期環状集/書、住民跡182軒、上坑1070基、チャート jti]片集中区 Iケ所、

4 新堀:qLi原ケ原J1l跡 集落跡 屋外国設上器15基、樹立柱建物跡 2棟、古墳 22;1;が検IIIJIされ、滑石製品 スタ
必生、古成、平安

ンプ型土製品が多量に1I¥士しているc

5 五料平遺跡 奈良ー平安 集落跡
住居跡 7軒、 上坑77基、構 4条。集1，5J，企、上野型短頚壷、 I~J而硯等の須恵器が多

;bi に出上し、他に紋~rtl椀。万子、鉄族、鉄{字、紡錘'1王等が出土している。

縄文前期中H月
縄文後期配石活情、配石J皐~28基を王体とし、明之内・加持干IJB 高井京式の逃物が多l~

6 五料野ケ久保泣跡 配石辺備、集落跡 に出十している。他に縄文前期住居跡 7~f、'11)哲l 住居跡3'Ilfc 後期住居跡 2'1'1'、 Wi1:i迅
後期、奈良平安

情2;~、集七土坑、埋設土得、奈良 干安時代住居跡 2軒、治 2条を検出しているG

7 五科稲荷谷戸遺跡 奈良・平安 集落跡、大仇1状泣[持
住民跡23判、掘烹柱建物~1f4棟、大形法状1立構 1 条、畠跡 3 枚、道跡、{品、井

戸等が検出され、子三形i削犬lli!NはJ丘跡の可能性がJ百J南されている。

縄文早期 前期
縄文早期後半絡条体圧痕文系土器を伴う士坑群、集石、焼土跡を主体として、

8 横川大林逃跡 集落跡、上坑群 早期前半住居跡 5軒、前期 中期住居跡 4軒、近世t1n跡等が検出され、'f¥1I長七i
中期

を主体とするTi倣製作関係、の資料が大量に山 lーしている。

9 横川萩の反追跡 平安 13ミ居跡 平安時代住居跡 1軒が検出され、状況的に焼失家屋と考えられる。

原遺跡 奈 良 平 安
集落跡、 住居跡、 5'1'F、大形畑立柱建物跡 1棟、 i持2条3 大形州立柱建物跡は退構形態と立地条件

10 
掘立柱建物跡 より、東山道坂本駅家の可能性が指摘され、埋め戻しによる保存処理がとられているむ

全国初の先見附である縄文吋1¥11'期末の石1$工房跡が検出され、注目された遺跡である。石1幸は最

II 西野牧小ILi平J.I..:l.助、 縄文中則 石棒工房跡 長1mを測る大形で原石かり未製品 破損品 I 完成品に至る各段階のものが125六n1llL、{，il全般

片 剥11、針作刻午工具の自iき石、加曽利E3 式上Õ~~.'~ が 1* う状況で出 t している。

12 東山道推定路 古代 古代官道 入山峠、 m，氷峠の 2抗有り。

13 上人見逃跡 5{]if仁 再非基 弥生'1'則の査、去、スクレイパ 同士。

14 人比谷津辺助; 縄文~古墳、中世 住居跡 弥生後期住居跡、人見城堀切跡、縄文土器、弥生土器、 上師器O_!lt。

15 松井田工業団地遺跡 古J;l，-平安 集古寺跡、水田跡 古墳から平安時代の住居跡445軒、掘立柱建物跡11棟、 B'怪石トの水間跡、 i!iiIt、持円。

16 人見北原遺跡 古墳、平安 1主i存跡、道路手 平安時代住居跡、ピット群、 t坑、近世の道路状j立情。

17 事「イE家本杉遺跡 縄文、平女 住民一跡 縄文後期柄銭形敷石住民及び干安時代住r~i跡。

18 八城赤羽恨遺跡、 縄文、中世 住民跡、包蔵地 縄文前期住民跡、包含階、中世堀跡内

19 五料 UI岸遺跡 奈 良 平 安 廃棄I品、住居跡 奈良時代土坑 l基、須恵器片集中部 I、平安時代住居跡 2軒。

20 力料丙ノj、竹遺跡、 縄文、子安 集部跡、土坑司 縄文中期iの配石遺構 JJよ、平安時代住民跡 l判、士坑多数。

21 北野牧狐背j立跡、 縄文 包低地 l 器小片のみU

22 J位JI'近跡 縄丈~平安 集/i跡等 敷石住居を含むîJ~文住討跡 4 粁と環状列石、平安時代住居跡 l 軒、 '1'\止は跡、石垣等。

23 仁田近跡 縄丈~平安 集落跡等 敷石住居を含む縄文ftJii跡日軒、干安時代住府跡 3'1'1'。

24 千駄木岩陰遺跡 純文~平安 包政地(住居跡) 昭和'18年に県と町で調査したt;陰遺跡、縄文~干安II!dtの造物が多数倹出、県指定史跡η

25 新堀阿I場逃跡 平安 水田跡 B軽石 Fの干安時代水田跡。

26 愛宕Ul遺跡 奈良~干安 集落跡 住民跡 5'肝、 4号住居より木工用具、装身具、紡織具、万年通宝出 t。

27 国街遺跡 縄文~平安 集J喜跡15 石組状itt!再と石組炉 l基、弥生時代住民跡3軒、古墳時代住民跡4軒、平安時Itftlli跡HL

28 国街森浦朝H遺跡 縄文~近世 住居跡干;ご 縄文i走)m!両鋭形敷石住居跡、包含層、弥生後期住居跡、 Lli寄式円墳、江戸末期古院跡c

29 下地FR天神原遺跡 縄文、平安 住居跡、包政地 縄文前期包蔵地及び↑安住民跡 l軒、遺跡丙側で三角i主形上製品IH士。

30 上海下原近跡 縄文 住居跡、包蔵地 縄文'1'則住居跡 2軒、日:石遺構 3)土、炉跡 L弘、包含層。

安中氏、武田氏を経て北条氏の重岡大道寺!~;i河守政繁により現在の城が形成された。疋

31 松井田城 中i止 ~HÎi ~!f 正18年(J590)年に前田利家をit大将とする It国勢により落ちる o A{{有160年度林道開発

引 jl~j により事前の発掘調査が行われ、青段、占瀬戸、 J)J-、石臼等がll1 -t。

32 松井田由城跡 中1[[ 城館跡 諏dJj但馬τfの屑城と l占えられている。

33 小日向城 中世 城館~jf 松井田城の京北の出J!Aとして武江l氏|時代に築かれたものと思われる。

34 大王寺城 仁TIlt j成館跡 }j形館跡か。 i原J~Wの城と伝えられる。

人見城 中1[[ 城館長年
南北朝]則、足利氏に属した人見四郎，\"，f日の町!として創建され、 ni~同期に大改修がわわれ

35 
たと思われる。

36 河田陣)芸 近世 fìi邦王手'U;:~跡 Jl:利[2年肱木政i'l!により築かれるο

37 塚原古 I員~F 古墳 墳墓 10数阜の小円)j't群、数jtは消滅し、うち J!tはriij方後円)J'tの可能性あり c

38 西{itt野6号墳 古I白 Jtトt}，:c 戦前の訓告ではIfI刀2振が出土J宅地内にあり墳丘mjは柄込になっているコ

39 西横町 21号ll'[ 古i責 墳墓 Jl'f[王部は残存しない丹畑地而lこ玄主ffI¥の石が数個あるのみ。

40 白横野20号)J~ 古墳 墳墓 石室の 却を残すのみ v

41 西横野 5 号)j~ 古1]'¥ Jtt~ 石室のよ{iが少々存在する他はほとんど原型をwlめない。

42 松井1112耳Jj't 市IJ't :tlt?J ほとんと原引を留めていない。石室 D!JVi~~ と側壁14部の石が少々残存。

43 松井田 3百年号 古I此 Jùk~ 石室は 1-，1ドに残存しているようである Jj'\丘 l-_~I;は illJ、 1' ，
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表2 松井田町遺跡一覧表(2 ) 

No 遺跡名 ß~f 代 E歪 ~IJ 概 要

44 松井田 5号墳 古墳 墳墓 墳丘Ii:削平され、石室部が僅かに残るc 本墳の他すべて横穴式石室の小円墳c

45 松井田 6号Jf4 市1貞 墳墓 (えな塚、陣場塚13∞年程前から昭有13C年前代までえな塚であったようだ。

46 小日向古境群 古墳 墳墓 古墳時代末期の小円墳が密集し ιおり、一部前方後円墳も存在する。

47 白井 7号墳(本学院) r甘I貞 i責;墓 東西10m、南北 8m、品さ 3mo 

48 (人見法正寺) 古墳~平安 包蔵地 土師器、須恵器が散布するc 古墳群の中にあり、周辺の濃官な散布が想定される。

49 (二軒在是正別所) 縄文 包蔵地 縄文中期を中心に濃密な造物の散布が確認、されている。

50 (二軒在家上座馬) 古墳~平安 包蔵地 土師器、須恵器が散布する。周辺への広がりが想定される。

縄文、土師器、須忠器、布日瓦、子持勾玉が出土した。 帯は各期の複合遺跡
51 (新婦雨下原) 縄文~平安 包威地

としてi濃密な分布があるものと思われる。

52 (五料滝名|円) 平安 包蔵地 土器の散布が見られる。

板碑、磨耗が進み、年号は不明ながら小型 cかなり形骸化しており、中世末期
53 (五科高基) 中世末

の所産と考えられる。

54 (北野牧遠入) 縄文 包蔵地 縄文時代加曽利B式期の土器が検出されている。

55 (小口 10)中原自由) 縄文~予安 包成地 縄文土器、上師器、罰恵器が散布包小日向地医で古j員!Iと共に分布域は広がると思われるc

56 品梨子二次郎遺跡 純文、古墳~平安 集落跡 古墳~平安時代住居跡14軒、掘立柱建物跡、土坑、 i再等。

57 (品梨子中貝戸) 弥生~平安 包成地 周辺部は濃密な散布地。弥生、土師器、須恵器が見られる。

58 品梨 f刑坂 弥生 包蔵地 弥生後期の樽式上器が散布する。

59 (新井白石) 縄文 包蔵地 造物の散布が認められる。

60 (土塩山口) 中世末 小型の板碑じ記年銘等は不明。中世期の物と考えられる。

61 I官j梨子碓貝戸遺跡 弥生、奈良平安 集落跡、品跡 弥生、奈良~平安の住居跡27軒と B軽七下品跡、集石、土坑等。

62 小日 10)速地谷戸遺跡 弥生 住居跡 弥生後期樽式土器及び住居跡 2軒。

昭和33年中期加曽利E式土得のほほ完形品が出土。昭和35年畑の開墾の際に前
63 (土塩束火久保) 縄文 包蔵地

期関111式土器が出土。

64 (新井上原) 縄文 包蔵地 昭和132年、中期勝坂式土器が出土。

65 (土塩畑中) 縄文 包蔵地 昭和49年、道路拡幅の際に後期堀之内式土器の完形品が出士。

66 (上増田仁細野原) 縄文 包蔵地 昭和31年、後期加曽利B式土器が，:B土。 u岡野小所威)

67 (上増回収ケ沢) 縄文 包蔵地 昭和11年、後期加曽利B式矧の小型コップ型土器が出土。

68 (上増田宮掛~浅谷) 縄丈 包蔵地 中期を中心とした土器、石器が濃密に分布している。

昭和28年-40年にかけて用水路工事が行われ、これに伴い縄文中期を中心に多くの造物

69 (土塩地内) 縄文 包蔵地 及び遺構が出土。住居床面の一部、炉、敷石部等の他67の北西では土坑が10数基検出さ

れ、該地周辺での広がりが推祭される。

70 (土嵐長久保) 縄文 包蔵地 中期を中心に造物が確認されている。

71 (土塩白石) i屯文 包蔵地 中期を中心とした造物の分布が認められ、石i拡が多く見られる。 (ωと同一)

(狩家)。上毛古1M::;覧によると帆立貝古墳とあるが現状では不明。昭和53年の
72 細野 7号墳 お墳 墳墓

県道工事の際に茸石の一部と須恵器、士師器片が出土。

73 細野 8号 ~jJ'\ J貞主主 石室部は陥没しているが全体に残存状況は良好。前方後円墳と恩われるc

鎌倉
建治4(12781年の銘をもっ板碑。残長171叩と大型で頂上娘、天華、理培、種(-(キリーク、サ、サ

74 (土塩坊地)
ク)及U蓮曜と共に下部には梧量寿経念仏往生願の一節カ5刻まれるc

75 (JニI盟国引ノ IAJ) 中世末 小型の石碑仁記年銘等は全く不明。筒ιl'に所在する。

76 (上増田引ノ内) 中世末 同上。入部に所在する。

77 原遺跡(町調査分) 縄文、奈良ー平安 包蔵地、集落跡 縄文包含層及び奈良~平安期に住居跡 4軒、土坑等。

78 二軒在家東光寺遺跡 縄文、平安他 集落跡 縄文住居跡 2軒、平安掘立柱建物跡 2棟、士坑、海跡等。

79 土塩西玉三夕、 1~，遺跡 縄文 包蔵地 縄文中期遺物包含層。

80 上増団長久保遺跡 縄文、近世 包蔵地、畠跡 縄文土器片少々。 AT畠跡、縄文~古代(つ)遺跡。

81 新堀東 F原近跡 ド~!i: 住民跡 平安時代住居跡 2軒、寸て坑12;1;1;。

82 下増田下問中遺跡 古墳、平安 1i居跡、 1'1墓他 古墳時代住民跡 2軒、古墳)IiJilltl、平安時代海跡、土坑。

83 下増FH上田中遺跡 縄文、古墳~平安 住民跡、墳墓他 縄文11'府跡 l軒、弥生土器、 T字形石室円墳 2基、平安性届跡 1軒。

84 松井田塚越遺跡 縄文、古墳 包成地、住居跡 縄文時代上坑、放七住居跡(? 1 1軒、古墳時代遺物包含層。

85 下増田卜平遺跡 平安 住居跡 平安時代住居跡 2軒、土坑。

86 人見東原遺跡 古墳 集落跡 古墳時代住居跡 3軒。

87 八城二flrIJ遺跡 縄文、平安 集落跡 縄文中期住居跡 4軒、土坑12基、平安時代講跡。

88 FI盟国百石造跡 古墳、近世 住居跡、白跡 古I六時代住居跡 1軒、 A下畠跡。

古墳時代前期を中心とする祭杷遺跡、滑石製膜造品を主体として土師器、須恵
89 入山liF祭記述跡 縄文、近世 祭申E跡

器、銅銭等がfB土している c
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第 3節調査会の経過

松井田町遺跡調査会は昭和62年度に組織され、西野牧小山平遺跡の確認調査から開始し、平成 8年度の報

告書刊行をもって解散した。調査組織は以下の通りである。

表 3 松井田町遺跡調査会組織表 1 (昭和62年度~平成 3年度)

一¥一一~ー 年 度
昭和62年度 昭和63年度 平成元年度 平成 2年度 平成 3年度

組 織

1設 名 f支 職 氏 名 氏 名 氏 名 氏 名 氏 名

lZL 3E 長 田I 長 中山治秀 武田弘 武田弘 武田弘 武田弘

副会長 教 育 長 小板橋丈夫 小板橋丈夫 宮下初太郎 宮下初太郎 宮下初太郎

玉里 事 教育委員長 宇佐美忠一 宇佐美忠一 宇佐美忠一 宇佐美忠一 佐藤博昭

文化財調査委員 小林二三雄 小林二三雄 関光保 関光保 関光保

文化財調査委員 上原 富次 上原富次 上原富次 上原富次 上原富次

総務課長 坂本克朋 坂本克朋 寺嶋正行 春原直方 上原坦

企画課長 上原坦 上原坦 上原収 土原収 上原収

財政課長 上原長男 春原直方 萩原修一 白石敏行 白石敏行

社会教育課長 白石敏行 土屋異 土屋農 土屋異 土屋農

雇E 問 県企画部交通対策課長 町田達男 小野宇三郎 小野宇三郎 小野宇三郎 磯貝弘二

県教委管理部参事文化財保 梅沢重昭 梅沢重昭 梅沢重昭 梅沢重昭

護課長

県教委管理部文化財保護課 上月正博

長

日本道路公団富岡工事事務 栗原紀一 栗原紀一 栗原紀一 倉沢貞夫 倉沢貞夫

所長

日本道路公団佐久工事事務 蛭川 友司 蛭川友司

所長

山武考古学研究所長 平岡和夫 平岡和夫 平岡和夫 平岡和夫 平岡和夫

I臣Eと工 事 監査委員 松本武夫 松本武夫 松本武夫 佐藤敏夫 須藤祐仲

~又 入 役 小板橋正昭 小板橋正昭 内田武夫 寺嶋正行 寺嶋正行

事務局長 文化財一保護係長 伊藤節夫 伊藤節夫 伊藤節夫 伊藤節夫

社会教育課課長補佐文化財 清水博

保護係長

事務員 文化財保護係主事 7l¥. i宰祝彦 *i事祝彦 7J<. i宰祝彦 水 j皐祝彦 7]<.i事祝彦

松井田町遺跡調査会臨時 中津美江子 中津美江子 中淳美江子 中津美江子 中津美江子

職員
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表 4 松井田町遺跡調査会組織表 2 (平成 4年度~平成 8年度)

組 -----------踊---------- イド---------------度¥ 
平成 4年度 平成 5年度 平成 6年度 平成 7年度 平成 8年度 l

司裁 名 f支 職 氏 名 氏 名 氏 名 氏 名 氏 名

ZZL ミ 長 四I 長 武田弘 武田弘 武田弘 武田弘 武田弘

副会長 教 二円止ミ 長 宮下初太郎 宮下初太郎 稲塚勇 稲塚勇 稲塚勇

理 事 教育委員長 中島久 山賀基宏 山賀基宏 山賀基宏 山賀基宏

文化財調査委員 関光保 上原富次 上原富次 上原富次 上原富次

文化財調査委員 上原富次 佐藤義一 佐藤義一 佐藤義一 佐藤義一

総務課長 上原坦 白石敏行 白石敏行 白石敏行 白石敏行

企画課長 上原 収 武井貞夫 武井貞夫 武井貞夫 武井貞夫

財政課長 白石敏行 土屋員 土屋民 土屋冥 土屋員

社会教育課長 土屋員 金谷宏二 金谷宏二 金谷宏二 金谷宏二

顧 問 県企画部交通対策課長 青木茂一

県土木道路建設課長 武井上己 武井上巳 高橋丑五郎 高橋丑五郎

県教委管理部参事文化財保 上月正博 荒畑大治 荒畑大治 荒畑大治

護課長

県教委文化スポーツ部文化 土田明

財保護課長

日本道路公団富岡工事事務 佐々木芳文 佐々木芳文

所長

日本道路公団佐久工事事務 土井俊二 土井俊二 村上友章

所長

山武考古学研究所長 平岡和夫 平岡和夫 平岡和夫 平岡和夫 平岡和夫

l臣Iと丘一 事 監査委員 須藤祐伸 須藤祐伸 須藤祐伸 中山公平 中山公平

4又 入 役 寺 II[高正行 寺嶋正行 寺嶋正行 寺嶋正行 寺嶋正行

事務局長 社会教育課課長補佐 清水博 清水博 清水博 佐野興仲 佐野興伸

文化財保護係長

事務員 文化財保護係主事 水 j宰祝彦 田口修 田口修 田口修 田口修

松井田町遺跡調査会臨時 中津美江子 中津美江子 中津美江子 中津美江子 中津美江子

職員
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第 1章 遺跡の立地と基本層序

第 1節遺跡の立地

本遺跡は JR松井田駅の南南西約O.7km、主要地方道松井田・下仁田線の東側に位置する。碓氷川右岸の

西横野E陵に立地し、標高は305m~315mで、西方から東方に向かつて援やかに傾斜する。西横野正陵は西方

約 4kmに位置する妙義山の山稜から派生し、東方の安中市域まで帯状に展開している。

本遺跡の北西には柳瀬川の谷をはさんで、縄文時代前期黒浜~諸磯式期を中心とする集落遺跡である行田

大道北遺跡が近接する。

第 2節基 本層序

第 3図はM23グリッドで観察したものである。他の地点においても多少の差異はあるものの、ほほ同様な

層序を示している。弥生時代及び平安時代の遺構はV層上面において確認でき、その下層 (VI層)の黒褐色

土中に、縄文時代前期から中期初頭にかけての遺物包含層が一部に存在する。縄文時代前期の遺構はVII層中

~VllI層上面において確認することができた。 x層以下にはyp 及び'B P層の厚い堆積がみられた。

313∞m 一一一一一一一一一
Ia 

Ic 

入 m312.00m 

v 

311.00m 

310.00m 

309.00m 

Xl Vg 

308.00m 

Ia 灰白色土 浅間八位行(任 2-20m澗)をluみヒけた1¥1"
1 b 灰褐色土浅間A峰石町(任 2-20mm) 

lc 灰内色土浅間A軽石附(佳 5-2umm) 
H 県柏色土 浅間B転石(径 1-10mm) を青むt しまりない、

由 民同色 i 戊IlIlB軒イT府(径 1-lOmmlコ

IV : iJ:'， t.s色 l' IJ白色の軒イiI径 l- ;j mm) 生 ~I! を合むへしまり強しh

¥' 陪 w色1 灰白色の粍七(径 1-5mm)yf正を，jむF しまりやや強いr

H 黒褐色土 ロ←ム校を少日を合む しまり曲目い、

市 î~l 色 j ロ ム粒 ロームフロノク(径 2-5mml少i止を合む。 しまり強い

l目 前向色土ハードローム府ご

IX 出向色上ロムl¥'Ie' しまり強〈、組!い yp山 j"_O))Jxl¥'i火i!iJ1(
Xa : b'， I白色 1: yn'l (作 2-10皿，)。
Xb : !_i'i十日色 1: y P回 (任 1-lOmm) 
Xc 主ll1色土 YP府(径 5-30mm) 

¥1 茶褐色土 1市民ロ ム1('Io

四 茶 I~ 色 1: i'111f'tロ ム問。 l辻色町松イJ-(任 2-5剛")を合むr

司 茶it¥色:t. B P府(任 2-5醐)を古む

¥Jia . N、1t¥色土 B PI';'I (f正 2-2umm)ややもろいハ

b 茶尚色1: B PI{.I。柵粒Ii壬 Imm l:J 卜)で 1~ くしまっている

c 茶尚色 1- B PJ¥，';' ({f_:2 -5mm) 

d : {長 I日色 l' BP陪(任 2-lOmm) a-cl71よりやや附い

e :高十日色 BP府(任]"削i主J'.!.くしまっている

f : }I~ t日色土 BP府(径 1-lOmm) 

g 茶阿色土 BP片L 制栓 li壬h同1).ド)て良くしまっている「

h 茶出色1: B PIFi (径 2-2umm) もろい、

I 灰?i~ltl 色土 B P i，¥i l任 1-5剛)..砂it
n 陥 ttj包士 J川 i強いローム川、

第 3図基本層序
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第 2章調査の方法と経過

第 1節発掘調査

八械 >1ド杉以ili跡('11・;.~((， :八城ill跡) 1;j: ltr ，U~県教Tt安L1会がlI(j .f1l 59{I~HUニソI~Jjúi した JJU血出n1tの~'，'i ~~、刈・

g~J臨 |メ::-'I!: 1/11に制文時代のjU物がi政術に分布する地区に指定さ九た。

ぷ 1--除去に'/1:.¥'，:ち、 2m x 2mの~Jhl\JA5 1 かl肝を 11:，むにl世i.i::し、 ilt，Wt1i(li ，I~，‘ 1(li までの 1'.1け の状態や、 illl'，'lf . 

iii物の分布状態をkまかにJ目出した その車.'i~~、制文 II，~代 lìíJJUJの.iUHlf倣(，J!，lfIiの仁川に制)(IIS代'1'JUJ初Jばi&ぴ

仰'1:11ふ代悼の辿榊.Ai物のイ{:イ1:が(I(li，.!j，され、これらの辿{叫が桃山されたJ血)，'，(は 21(，i，u，'，J1tを行ったのまた、本

的I'I(Jな111イi出II~'代の lut'tJ 1f.は行っていないが、ローム Jì1 卜， 1{Jj).えび. ì'11)の ，~1J1t J山)，'，(において Jhll り 1;げたJた本 1 : 1\"'i

f必然川坑からは 11 1イ i 出，，~:代の ìll物は検11\ され令かった。

れ辿t+lltはJ'lli生状態 ・H1t捕状態 ・辿物/1¥ 1:状態の制伐・ ，h.!$，止を行った。

ill榊ìJIIJ) ，t は、 I"l家公共州開(都民系)を)，~i\flに 10m x 10mのグリッドを J立;として行った。 グリッ I"'~うは、

北II4'f'Jをル点に114'から以にアルフ ァベッ ト合、 Jじから|十jに引:川数千:を什し、 A-1グリッドのようにldl!し

た。辿榊')!iJlIJ1ズ|は、 1/20制jくを)，~本とし、カ i~~; ・カマド咋を 1/10制jふ l' JJ例 1:火ダ'J~'併合 1 /40制(ì)~でイ'I : I~I した ，

また、 J山形iJIIJ: ， U~1は1/500*I(ì)~、泊V~;全体|火|は J1200制(ì)~で作成した。

'Ji J'~~hlJ;~ は，U，'J伐の作j拙41で随時1J'ぃ、 1'1!，1，¥G x 7 'I'IJ・1'1.'.1，¥3501111.カラースラ イド3511101のフィルムを仙川し

た。，Jt'tJ1町並行状削は1'1!.I，¥35m01でも，tl!蝕しである また、.iU W~:の令jitリ !'ìはバルーン常jt'l~で行った。

i~1J 1t純iiIのlJ仰|併は 1; ，1~のj泊りである。

昭和63年

3月期 8 11 :党執r!，~1J 1f.を IJ:I~れする D ，例代1.l(IN*

flliJを'1'心に拭Jhr!i/CをfT:JU:に|世lとしてJhllり

ドげを行う (-1011)0 1111 : J<. !J;fiAーを

1~I~dJIII よ り Imf1する 。 23 ・ 211 11 : 10，'，) 1f.1.x: 

11' 火;''il1 を小心に，~\J~lIJ;，(の J~r!り1"げを行う 。

また、 i旬以jJIIIのillHlHi'(ll，iU'J 1f.をl)lJ~fìする

(-3111 )。訓Jhl!!/(，Ut'tJ 1慢の*'.'i米、 iWJ 1t 1)( It"i 

dけIIJはロームMI-.Iuiをjfi+llt 1i(ti il~， 1 (1 iとし、

川じく '1'リリ11は包f，-II"1が1i'(li却されたため

I"J h'1からのIJ，'J1f. {I:行うことにした，，JIJィモ

|ベ!旬以jJIIJのill+停はtlU文11，¥，代liifJUJ 1則111式JUJ

が'1'心である。なお、，J，'，11f.lx:11'火行11のI;J¥

Jhll JA ，U，'，I1t 11，¥'にイi剣が/1¥ト.しているョ

4月期 先}J JUJに引き制さ、，O，'，Jィ旬以内J* iUllのillH1t

<<(11，法制作を行う (-711)。般行して1<'1'， 

|除去を行う (-30 日)r 6 11・7II : )品本

lì'11 i':を制併するための IIs\:J~IIJ/L を任ぷに 4

か19I'，11"山し、 日p J(1までj¥IIりFげを行っ

た ，1s¥ Jhl! ijC ì~l\分に W~つては 111 イ{時 1 1.\';代の

や

占_' ~...;.指.-

昭和63年 4月20日

昭和63年6月9日



jii物は/1¥1:しなかった。1111 :作ilimの

IJM 1f. を l)i.J~れする 。 ìJIIJ :I ~ )，ら il'i{Aの設 ii'，'.を行

う 1611: V -25~W26グリ ッ ドにかけ

て II J JI手に巡る 1 .. :t/C ltYiが.f~ / I\ さ れ、 I 1)'1 LJ 

j隠れ:火ゲIJとして，J:J1f.をj旦めるc ，JHelズ'1'

火;111の地物IL.JL'i引けは品川文 II ~; 代'1 'JYJ初liJtが

'1'心とみられ、、II;;T:JUJの |て坑のイf:イ1:が:t!.l

1とされる。

5月期 1'.旬:;JIJ 1f.I，( IN以1J11Jの，J:，J1'f.に.1P.q J~ して '1"1

火日11の(1(11，1;制1'11f.を行う。911 : ，O，'，J 1f 1)( I~j 

~~1l11J の喰加を打い、 1311 に I ， ;JJ也|メの訓告

を終 fする l 13 11 : ，vlJ 1f. Ii.北1111JJ.えぴ'1'火

;'';1¥1十imlJのム1".1除去 (-2'111)，.1じlUIJは;l'l怖

の分イげがll.~ いよう である o '1'火百11の).lt物

1& ;'i;" I¥"i 1、には制文II~代 q lJUJ 初!1ftの 1'.比例:

がイ{:イ1:すゐ。2611: '1'火 ì~lllt.iiJiiJにおいて

‘ I~安11.\イtの11:/， ';'跡 2 11q:が検/1\ された 』

6月期辿川，0，'，]1f.を制jl航するc 2 ~J' I'JJ隠れ火ダIJ.

1 ~J ' 4hl! 、ï.Hill物跡;が検/1\ される 。 /!\ !:ill 

物はないが、(I(':iÏ:包 '(11 から‘I!IJI却f して制止: II~;

代，jiIJYJのものである IIrnHI:が山uυ8

1.1 : 1 1'火 ;~'II~.(1I11Jを'1'心に空jJ'!lを行う c 15 

11 : ，.1M 1f.1.x:北1l11Jの長 1:除去を行う (:1011)。

必'1: 1I~; f~の I : J/Cが検 / 1 \ されたため、 I"J地

|ズも'お112，(Ii，JHf.を行うことにした。

7月期 足t+11; ，UIJ ffを制:制する。検/J¥されている泣

十，'1/は制文H主代IjijJUJ 1刈山式JUJのものが'1'心

であるが、 I"J'I'JUJ初j副や体'1:時代の!:抗

も比般的多しり 166 り・ 1 :坑は IIHド~.~と以わ

れ、 fEと条4U丈系の引が/1¥Lしている。

iti肋;令体|ぼ|の作成をわう。1211:昨.t.I~Y，~

JHf~O 会による終(純，i払 1 911 ・1I~411l

を行い、 ，.1M1f.1)(: '1'火日11のぷIJ，'J1'1': f'ill分を|徐

いて，JMff.終 t 22 11 : 求。~IJ 1f. ì~11分の Ijl，J1f. 

にllTーする，l<. 1:1除去を行う (2611)， 27 

H : !ll物包合li"1のIJ，'J1f及び.illm{i"(I:1I忠利'jft

を行う (3111 )、'L.JL-;，; 11'1からは仙文IIHt'l'

WJ初j凶のi立物が多く 11¥ 1:している

昭和63年 6月23日

昭和63年6月29日

昭和63年 7月6日

昭和63年 7月27日
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8月期 」は，'，J1正{';II分からねfたに検/1¥されたjliWJ:の

，~1J 1t を u う 11~ }，，;. V~: はいずれもがU丈11.\\代

liif JUJ 1則IIIJ¥JUJのものとJ41われるが、iJ'JUJ 

初'JlJJ'1のill物もii幻↓される 2911 : l，iJJ也IJ{

の全iitり mll~);~ を ~i う 。

9 月期 J 11 : j辿立ω{榊.t背1持'11'.克必刈i削i日川i川リ . "ηJ五:!'i~ 

し、本ill:跡のJ)L地;WJ1f.の令 1:早川を終 fす

る

第 2節盟理胴査

昭和63年8月29日

ill物;J<ì先ぃ・ ll: ;!Gb(びり:μ ・ |災1 1{l i~~;の戦)'111は、 日 i'tll弛iJill，U，'J1f.μ、，1v.~ i'してJlliめており、その|館、 ill跡r，(j)，IL! 

械は!Ji.:r~~〆l である「八峨jit肋;J を }IJ いている。 illY~:r，はその後「八城 >1~杉以ili糊:J に'~~されたが、外資

本|・ (ill物収納~fi . び!'(ア Jレパム・|百11Mケース、怜) のjfi跡r，の，fG，liI1.は 'J~ :râ，の 「八城jiI跡」のままとした

~~辿跡では、説、;t;?に述べる j凶り制文:11 ，\‘代 lìífJUJ・'1'JUJ、弥'I:IIS代liiIJUJ 、‘I~ 'b:時代のj世情・;.u物が検/1\されて

いる。 引きJII\ 山，Jff.は、党~hll ，d，'J1f.で~~I\ られた資本1.をもとに fl~{';' ，'}によってill:跡の全体像、 110'.1々のiliHIJの状態、/1¥

I : ill物の;I)~j比が%削n~にW~klできるようにとの Ji~1・で'kiJ邸した。 また、作H判UJ ごとにJli:Hlj.の分布状i~c を |リj航

にするため、 jli例検/1¥1¥¥11なや/1¥ I :ill:物をもとに ill仰のII~;JUJ 'l'lj ~JIj を行い、 IIS:J別別のili+IIll~1 を作成した

/1¥ I :.ìû物は、すべて水洗いをわい、)，~本的に小~J1'を I~いて j 1: !ÌL!したが、イ i1hk"'~; 'よパッケージに収納し、

パッケージにillW~:t，・ 11¥ 1 :地点サ~~ 19J.1Gしであるυ iUG(よホワイ卜で行い、ニスでコーティングした il:，!G 

には |ヘUのようなUV('r，ftj;をJIJいた。

八峨illV功;・・…'MY 11:J川糊，..….Il 1'.ゐト・・υ ・1: グリッド・・…・グ

jfi物のJ主~ . 似)L;は IIJ能な IO~ り行った ， -1廃合にはセメダイン C を、似Jl:には必'~'こ)，é.;じてエポキシ糸制JJfI

修似点IJ(パイサム)を)IJ\，、たが、)，~~~的に tlfi'Jrt! を日的としたもので、 泌を|治さ'心)f~"II" にまでは~U)じしてい

ない。なお、 イ行i命仰剣|リlについてlはまL引削巳川|ド11引1

l山1¥1仁:i辿t立i物は、作辿tHIJ¥ごとに11/，1々の 1'.出・イ{協の.fi[i別・イiM.故Iltを，iGUした |・で、制作。li:仰，liI1.j立物を池山l

し 、 その|段、 ;I~終的なj立榊のII~;JUJ を'J!IJ 附した。

ill物'Jj:点は十11;';' ， IHt.l )liI1. ill物について~JIUl~し、)，l;~，;i'I~に I'I!.I.\ () x 7 'I!IJフィルムに，IG制した。m:物実iJlIJも制作

J刊誌依泣物についてhぃ、 lハ稲川で1'1:1官|した‘ill物実iJIIJには、 -出11に1，，1仏1，1，(レンズを他IIJしたせ/火災iJIIJを

行っている。 また、必l叫に応じてHi~';I~1 を作成している ι Hi~川紙にはJIlf:J.立、I'~紙 <f)'，: ，'，'， J)をJ1J¥'、ている

j立物トレースにはロット リング及び九ペンをJIJいた。It断Ilは)，じ本1'1句に :H市内紙を仙川した。

4梶山，]IJ1t終n去のjii;物は、 fll{';'， I~に仙川したものとボ他川のものに分け、 5 らに作辿HIJごとに分けてj品物

収納fIiもしくはl早川段ボール加に収納した。iti物収納の1:~1には、作.iü物をミナパックなどで州包して1~~IIIQし

である。 また、外泊物収納~riの小11 にはillv~;r， . .ill榊r，. tlt;I， ，1:・仙川のイi!nr;相をIVl.jGしである

ili +l11I1X11(IIは、外jii榊ごとに検討・を))11え 'iil¥修正を1iった段、 m;'，'，ll'.f!，J 'li11.のものについて、 トレース・Jtlli中Il

を行った。 1:抗については ーは点を作成した。 トレースはロットリングを IIJ い、 WJ(品Ilはル本(I~に :~m.ず?紙;を

f必川した

j立十時..iit物定iJlIJI'XIは作jli梢ごとに戦}II¥し、|百11mケースに収納した また、治的 1~11(li . '1/氏、 i立物|判11M・'Ii

九のf千台帳を作成した
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第 1節概 要

4本>:l正辿:むi肋跡;からは制丈H

縄文目時寺代

第 3章遺構と遺物

桃山されたW，':' Y~;は32ilq: で、 IjífJUJ以l山式JUJのもの25!lq:、IliJじく li行機a式JUJのもの 211if、11'JUJ 11:官l ヶ f~.!=UUJ

のもの 2)Iq:、IISJUJボIVJ3.illfである。このほか川j例J:火ダIJ2 )，~、抗II.V:f1: ill物跡 |州、 1')./L205)，~がある < i:.休

となるのは|剣山式JUJの集約跡であるが、 !t:官lケfiJ¥ JUJ (J);批判'Itも多い。なお、33~Jイ1:)， 1 :湖:を 2 1 8 り・ 1 :抗に名称

変!liしている。

|見，JIII;¥JUJの11:}，';'跡は 2)，~の川 j例l:火ダIJ を取り巻くように 211下に分かれて分布する状態にある。 いずれのf1:. 

}， I:'跡も ìr(fUすることなく 、あ るf'tHílのy.1(lm~を附いて州都されている。 1U'げがの‘|λ 1M形態はおおむね以 )j)院で、

4特性ン'(~IJ やイ iliilい均 iをイfするものが多い。 N - 12グリ ッドに似iitする 22~J'W， I;・跡は 大形のもので!被穴外に-1'1:

火ダIJが巡っている。 (iI)'f 1:川肋;からはi'l.t，(i ¥挫の4fsIilが/1¥1:しているc 11判倒的には|対111IJ J'¥JYJのものが人;‘!とで

あるが、|則1111λjリjの地物もiiれよされる。

lり・1'1:火ダIJは11'(何15.5-16.0rn、2 IJ-fl:火州は11'(任8.0111で、2 )，~は130 m ほど向性れて似 1;せする。 これら川j形

H火州やJhll 川町 l: ill物跡はi'1~11'， ill物がなく、 ' lJ況にjii仰のIIS: JUJ を 判|析 し~II:いが、 1U':'U~;~~のill+，'I，~の分布状削々

JIIl1立1:の特徴から|則山式JUJのものと1L!むしておきたい。

1，:官l?f~;:\JUJのf l:)， ， ;. V~;は '1~ I(tiIIJ)r~で、 3t1 IJ' f!:}I':'V..o;の 1 1 1火 j''illには |二時JIIL世のカ lがHIJ'秘されていた。

1 :坑の|人j 、 II ，~: JUJ を 'I:IJ断できたものは8t1)，~で、 lìífJUJ と母えられるものは 7 )，~と少なく、伐り 77)品がII ' JUJ .Mvti

の IÎ.制ヶ f~J\JUJ-I!IIJ I~fì式JUJのものであるむ 後日・は 、I'I ，!京JUJ1 I; )， ';'IM;の後í"fに l .JiC IIr~ を形成している。 特に T -

J 0-J -11グリッドにかけては術な分イli状態にある。l21)，~については 11¥ I:ill物がなく、 IYHi'(1tなII.¥"JUJ I;J:不IYJ

であるが、.illf，'It{i'(ll11&' 1 (Jjの )\'1f\/: n~ な ;I~i}cから制丈H判tのiii仰と与・えておきたい。

また、 ill物包合}¥'，1tJ 1からは、 IjifJUJ 1則ill;:'¥:' !H i~式 ・ 品峨式・ ト .: 1'JI~~)~式、tJ1 JUJ !t: ~fl ケず?式JUJ ' I~IJ I~ f~.!=\ ' 

加円利E式ホの.ill物が11¥1:しているが、 1，:制ヶ什式JUJの辿物が多い傾向にある。

弥生時代

1 '.坑 1 3)，~が検/1 \ されている。 J -7 -[1 -R グ リ ッドに lO)，~が~tJ lする o ¥，、ずれもの 1:抗からもliifJUJ後、1".

もしくは11'JUJ liif ')".の辿物が/1¥ 1:しており、111:).16以内における跡中時代指IYJJUJの資料がりられている。'11.1(11形

態は川)1}もしくは柿川形である。

1661)' 1:坑からは人副大のl燃とともに、伐と却が/1¥ 1:している。II，J1:抗は.ill物11¥ 1:状態から IIHド必の111能

性が与えられるが、 M!J j~ t'II't・'\'1' 1い~1;J:.t食/1\されていない。

また、仰l l1.~，，~，'J 代11与にこれら 1 :坑11)\の近J産地点からイ i自IJが/1¥ 1'，している。中川本町砂川(シルト ，;;.}加で.aの;Iill

分に机状のもの合在つけていた瓜跡があるc 1iji/ I~.時代 1 :抗 /t下との|見Li!l!fl:が l~.えられるが、 frM，hEはない

平安時代

，'.II;J 1f I )(~ IH IJ4端の 0-27-28グリッドから fU~'湖、 2 '1!J:が検/ 1\ されている カマドは、31~J' f tJ， ，:.~~;は以側に、

32り'1U，':'跡は北側1)に州都されている。32り・イ1:)，':'跡のカマドは似状の安山引を仙川したイ[秘lみのもので、カマ

ド1)'、Jから 「コ」のIj':状11柑の!'.nlli山知が/1¥ 1:している。
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第 2節縄文時代

(1 )住居跡

1号住居跡(遺構・第 6図、 PL4/遺物:第36・37図、 PL36、観察表P146) 

位置:V -28グリッド。検出状態:上面は撹乱を受けている。平面形態:長方形。規模・ 3.37mx 2.84m。

床面積:9.3m'。残存深度・ 30cmo 長軸方位 :N -73
0 

- W。床面の状態・多少の凹凸がみられるが全体的に

ほぼ平坦で、ある。炉跡周辺に硬化した部分がみられた。壁面の状態:ほほ垂直に立ち上がる。柱穴・壁柱穴

が連続し、南東部は 2 重に検出されている。そのほか、炉跡を囲うように深さ 20~36cmのピット 4 基があり、

また、炉跡西側に近接して深さ23cmのピットが位置する。炉跡:中央部やや西寄りに位置。平面形態は不整

楕円形で、規模は72cmX 58cm、深さ11cm。河原石をコの字状に配している。炉跡内から焼土・炭化物・灰等

は確認されなかった。遺構埋没状態 :ypやロームブロック等を含む黒色土・黒褐色土が自然埋没する。遺

物出土状態:土器片・石器類が埋没土中に散在するような状態であった。時期.前期間山式期。

遺物.土器片127点、石器(石錐 1、打製石斧 1、スクレイパ-6、石匙 l、磨石・凹石 7、石鉢 1、厳石 1、砥石

2、剥片その他26点)を確認している。このほか少量の炭化材を検出している。 掲載遺物、土器13点、石器 7点。

2号住居跡(遺構:第 7図、 PL4/遺物.第38図、 PL36、観察表P146) 

位置:V -27グリッド。検出状態:遺構中央部を広範に撹乱を受けているほか、南側隅部も撹乱を受けてい

る。平面形態:長方形。規模:5.50m X 3.99m。床面積:;}住定21.6m'。残存深度・ 19cmo 長軸方位 :N

38
0 -w。床面の状態:多少の凹凸がある。全体的に硬くしまっている。壁画の状態:残存部分が少なく、

明確ではない。壁周溝:I幅20cm前後の浅い壁周溝が巡る。柱穴:壁柱穴が連続する。壁柱穴列は北東側及ぴ

南西側は 2重に、南東部は 4重に検出されている。炉跡 :i畳乱のため残存しない。遺構埋没状態:黒褐色士

が自然埋没するものと思われる。遺物出土状態・土器片・石器類が散在するような状態であった。備考:壁

柱穴列の状態から拡張された可能性がある。時期:前期関山式期。

遺物.土器片30点、石器(スクレイパ-2、石匙 1、磨石・凹石 2、石皿 1、剥片その他11点)を確認して

いる。掲載遺物、土器 3点、石器4点。

3号住居跡(遺構:第 8図、 PL5/遺物:第39図、 PL37、観察表P146) 

位置:U -21グリッド。検出状態:南東一部が調査区外。平面形態:長方形。規模:推定4.58mX 3.02m。

床面積:全容不明で、あるが13.5ぱ前後と推定される。残存深度:50cm。長軸方位:N -25
0

-W。床面の状

態:全体的に平坦で、硬くしまっている。壁面の状態:80
0

前後の勾配で立ち上がる。柱穴:壁柱穴が連続

する。北西側は 3重に検出されている。そのほか、炉跡周辺にピット数基が位置する。炉跡.中央部に位置。

平面形態は不整楕円形で、規模は102cmX 57cm、深さ 16cm。奥に河原石を置き、両脇に土器片を配して全体

としてコの字状を呈している。炉跡中央部にピットがある。炉跡埋没土中から少量の焼土粒が検出されて

いる。遺構埋没状態 :ypやロームブロックを含む黒褐色土が自然埋没する。遺物出土状態:炉跡使用の土

器片のほか、埋没土中に土器片・石器片が散在するような状態であった。備考:壁柱穴列の状惑から拡張さ

れた可能性がある。時期:前期関山式期。

遺物.土器片31点、石器(スクレイパー 1、磨石・凹石 4、石皿 I、剥片その他16点)を確認している。掲

載遺物、土器 3点、石器3点。
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4号住居跡(遺構 E 第9図、 PL 5・6) 

位置:W-27グリッド。検出状態:南東壁は削平されている。平面形態:長方形。規模:3.40m x 2.84mo 

床面種 :9.5111'。残存深度:11cmo長軸方位:N -28
0 
-W。床面の状態:多少の凹凸がある。全体的に硬く

しまっている。壁画の状態・残存部分が少なく、明確ではない。壁周溝.南東側で一部途切れるが、ほほ全

周する。柱穴:壁柱穴が巡る。また、炉跡北西側に深さ58cm及び、68cmの柱穴 2基が位置する。そのほか、小

ピット数基がある。炉跡・中央部やや北西寄りに位置。平面形態は楕円形で、規模は95cmx 48cm、深さ22clll。

炉跡中央部に細長い河原石を置き、両脇に小振りな河原石を配してコの字状に囲んでいる。石囲い部分の底

面には32cnix 23cm .厚さ 9cmの平坦な河原石が置かれているが、この石に顕著な被熱痕は認められない。炉

石北西部分の地山には顕著な被熱痕がみられる。炉跡埋没土中から少量の焼士粒が検出されている。遺構埋

没状態 :ypやローム粒を含む黒褐色土が自然埋没する。遺物出土状態:埋没土中からごく少量の遺物が出

土している程度であった。 備考:遺構南西部に小ピットと壁周溝を結ぶ細い溝があるが、規模的に間仕切り

溝とは考えにくく、性格は不明で、ある。時期・出土遺物が少ないが前期間山式期の可能性が高い。

遺物:土器片 2点、石器(スクレイパー 3、磨石・凹石 3、剥片その他14点)を確認している。掲載遺物 O点。

6号住居跡(遺構:第10図、 PL 5・6/遺物:第40・41図、 PL37、観察表P146) 

位置 S-27グリッド。検出状態.北側隅部を217号土坑に切られる。平面形態:長方形。規模:3.68m x 

3.l8m。床面積:11.3111'。残存深度:19cm。長軸方位:N -64
0
-W。床面の状態・やや凹凸がみられる。南

側に地山が被熱した部分が 2か所ある。壁画の状態.残存部分が少なく、明確ではない。柱穴:壁柱穴が連続

する。また、炉跡南東側に深さ38cmと35clllの柱穴(P3・P4) がある。 P1~P6 の 6 基を主柱穴と判断した

が、 P1 . P 3・P5は直線ラインに位置するのに対し、 PZ'P4'P6の配置は直線ラインではない状態に

ある。炉跡:中央部やや北西寄りに位置。平面形態は不整楕円形で、規模は74cmx 54cm、深さ12cm。細長い喋 2

点がL字状に残存する。本来は磯がコの字状に配されていたと推測されるが、北東部分には炉跡内やその近

接地点から出土した土器片が利用されていた可能性も考えられる。遺構埋没状態:ロームブロックを含む黒

褐色士が自然埋没する。北側に217号土坑構築時のものと思われる貼り床が確認されている。遺物出土状態:

炉跡周辺からの出土が比較的多い。南側焼土付近からは滑石製垂飾が出土している。時期・前期関山式期。

遺物.土器片300点、 i骨石製垂飾 1点、石器(スクレイパー 3、石匙 2、磨石・凹石 6、剥片その他46点)

を確認している。土器は関山 I式が主体で、ある。掲載遺物、土器12点、石器類 7点。

7号住居跡(遺構:第11図、 PL 7・17/遺物・第42・43図、 PL38、観察表P146) 

位置:U -25グリッド。検出状態:良好な状態で遺存していた。平面形態:隅丸長方形。規模:3.38m x 

2.74m。床面積:8.7ni'。残存深度・ 64cm。長軸方位:N -48
0
- W。床面の状態 :yp層中に床面を構築す

る。炉跡周辺は硬くしまっている。壁面の状態・ 75~850 の勾配で立ち上がる。壁周溝.幅1O~25cm程度の

浅い溝が全周する。柱穴・壁柱穴が巡るが、小規模なものが多く、柱穴の間隔もややまばらである。そのほ

か、炉跡北西及び南西にピットが位置する。南西部のピットは深く (45cm)掘りこまれている。炉跡:中央

部に位置。平面形態は不整楕円形で、規模は74cmx 54cm、深さ16clllo底面はyp層下の粘質土層にまで及ぶ0

9点の礁をコの字状に配し、奥側の礁は比較的大振りで、被熱痕が認められる。炉跡埋没土中から少量の炭

化物が検出されている。また、炉跡西側に焼土の分布がみられる。遺構埋没状態 :yp及びロームブロック

を含む黒色土・黒褐色土が自然埋没する。遺物出土状態.埋没土中に散在するような状態であるが、比較的
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炉跡周辺からの出土が多かった。炉跡の南東から石皿が出土している。時期:前期間山式期。

遺物:土器片194点、石器(打製石斧 1、スクレイパー 2、磨石・凹石 5、石皿 2、棒状喋 1、剥片その他

25点)を確認している。土器には関LlJl式期のものもみられるが、同 E式のものが主体である。深鉢には片

口土器もみられる。このほか少量の炭化材が検出されている。掲載遺物、土器15点、石器3点。

9号住居跡(遺構:第12図、 PL 7 ・ 17/遺物:第44~46図、 P L39・40、観察表P147) 

位置:U -23グリッド。検出状態:比較的良好な状態で遺存していた。平面形態・長方形。規模・ 4.l0mx 

3.66m。床面積:14.8111。残存深度:48cm。長軸方位:N -18
0 
-E 。床面の状態・全体的に平担で、硬くし

まっている。壁面の状態:70~800の勾配で立ち上がる。柱穴:壁柱穴が連続する。そのほか炉跡周辺に小

ピット 6基がある。炉跡:中央部やや北寄りに位置。平面形態は不整楕円形で、規模は112cmx 77cm、深さ

15cmoコの字状に擦を配し、固まれた部分に平坦な礁を置いている。いずれの礁にも被熱痕が認められ、囲

まれた部分に置かれた平坦な礁は顕著に焼けた状態で、あった。また、炉跡北側と東側に焼土が分布していた。

遺構埋没状態 :yp及びロームブロックを含む黒色土・黒褐色土が自然埋没する。遺物出土状態:炉跡南側

から石皿が置かれたような状態で出土しているほか、床面付近及び埋没土中に散在するような状態であった。

備考:東壁中央付近に100cmx 65c111の長方形の浅いくほみがあるが、どのような性格のものか判断できなか

った。時期:前期関山式期。

遺物:土器片368点、石器(石鉱 2、スクレイパー 1、磨石・凹石 8、石皿 1、剥片その他51点)を確認し

ている。石皿 (26) にはベンガラ状赤褐色物の付着が認められた。掲載遺物、土器25点、石器6点。

10号住居跡(遺構:第13図、 PL17/遺物:第47図、 PL40、観察表P147) 

位置:X -27グリッド。検出状態:大半が調査区外で、南西隅部を調査したのみである。平面形態 不明。

規模:不明。床面積:不明。残存深度:25cmo長軸方位.不明。床面の状態:調査範囲においては平坦であ

る。壁画の状態:調査範囲が少なく判断できない。柱穴:調査範囲の壁付近にピット 2基があり、壁柱穴列

が存在する可能性がある。炉跡:調査範囲内において検出されなかった。遺構埋没状態:ロームブロック等

を含む黒褐色土が自然埋没するものと思われる。遺物出土状態:調査範囲内において埋没土中から少量の遺

物が出土している程度である。時期:前期間山期と想定される。

遺物.土器片 2点、石器(剥片 1点)を確認している。掲載遺物、土器 1点、石器 0点。

11号住居跡(遺構:第14園、 PL8/遺物.第48図、 PL40、観察表P147) 

位置:T -21グリッド。検出状態:良好な状態で遺存していた。平面形態.隅丸長方形。楕円形に近い形態

である。規模・ 3.66mx 2.64m。床面積:9.7111' 0残存深度:40cm。長軸方位 N -30
0 
-E 。床面の状態:南

側に向かつてわずかな傾斜がある。多少の凹凸はあるが、全体的に平坦で、、硬くしまっている。壁面の状

態:70~75。の勾配で立ち上がる。壁周溝:幅16~28cmの溝が全周する。柱穴:北東壁際に 2 基、南西壁際

に2基の柱穴がある。炉跡:中央部に位置。平面形態は楕円形で、規模は64cmx 38cI11、深さ 8Cl110底面中央

部の地山に被熱痕が認められる。石固い施設はみられなかった。遺構埋没状態.ロームブロックを含む黒褐

色土・暗褐色土が自然埋没する。遺物出土状態.床面付近及び埋没土中に少量の遺物が散在するような状態

であった。備考:東側に平面形態楕円形、規模78cmx 45c111、深さ20cI11の掘り込みがあるが、性格については

判断できなかったO 時期:前期間山式期。
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遺物.土器片23点、石器(打製石斧 1、磨石・凹石 5、敵石 1、磨製石斧 1、剥片その他 3点)を確認して

いる。掲載遺物、土器 3点、石器3点。

12号住居跡(遺構・第15図、 PL 8・17/遺物:第49・50図、 PL40・41、観察表P147) 

位置 S~21グリッド。検出状態:良好な状態で遺存していた。平面形態:南辺の長い台形。規模: 4.52 

m X3.24m。床面積:14.6111'。残存深度・ 40cmo長軸方位 :N ~220 ~ E 。床面の状態 :yp上位の成層火山

灰層を床面としている。中央部3.5mx 1.7mほどは不整形に数cm低い状態にある。壁面の状態:70
0
前後の勾

配で立ち上がる。壁周溝.帝国い溝が西側部分でのみ確認された。柱穴・壁柱穴が巡る。そのほか数基のピッ

トがあるが、炉跡北東側の P1 . P 2や炉跡南東側の P3、南側壁沿いに位置する P4 . P 5の5基は深さ

40~55cmで、規模も比較的大きく、主柱穴の可能性がある。炉跡:中央部やや北東寄りに位置。平面形態は不

整楕円形で、規模は84cmx 48cm、深さ 5cmo機と土器片を L字状に配している。炉跡内からは焼土・炭化物

等は検出されなかった。遺構埋没状態 :ypと思われる褐色軽石等を含む黒褐色土が自然埋没する。遺物出

土状態:床面付近及び埋没土中に散在するような状態で出土している。時期:前期関山式期。

遺物:土器片227点、石器(石鉱4、石錐 4、スクレイパー 3、磨石・凹石 6、石皿 1、剥片その他200点)

を確認している。土器片10は炉に使用されていたものである。掲載遺物、土器17点、石器8点。

14号住居跡(遺構:第16図、 PL9/遺物・第51図、 PL41・42、観察表P148) 

位置・ M~19グリッド。検出状態:中央部に平面形態楕円形、規模約4.4m x 3.5m、床面からの深さ20~30

cmの掘り込みがあり、床面の大半がこの掘り込みによって壊されているような状態である。他の遺構が重複

していた可能性もあるが、埋没状態や遺物出土状態からは明確に把握することはできなかった。掘り方もし

くは床下土坑とも考えにくく、性格については不明である。平面形態:長方形。規模:5.12m x 4.58m。床

面積:23.5m' 0残存深度:床面まで、60cmo楕円形の掘り込み底面まで、90cm。長軸方位:N ~220~W。床面の

状態.多少の凹凸がある。先述の楕円形の掘り込み底面は、全体的に平坦である。壁面の状態:80~850の勾

配で立ち上がる。柱穴:壁柱穴が連続するが、楕円形の掘り込みが接する南東壁側では検出されなかった。

炉跡:検出されなかった。遺構埋没状態 :yp及びロームブロックを含む黒褐色士・黒色土が自然埋没する。

遺物出土状態・埋没土中に散在するような状態であった。時期:前期関山式期。

遺物:土器片275点、石器(石鍛 1、石匙 2、磨石・凹石 7、融石 1、石核 1、剥片その他106点)を確認し

ている。 掲載遺物、土器14点、石器4点。

16号住居跡(遺構:第17園、 PL9・17/遺物・第52図、 PL42・43、観察表P148) 

位置:P ~ 18グリッド。検出状態:良好な状態で遣存していた。平面形態:長方形。規模 5.04m x 3.80m。

床面積:19.0111' 0残存深度:70cmo長軸方位 :N ~810 ~ W。床面の状態 :yp層中に床面を構築し、全体的

に硬くしまっている。東側に間仕切り状の溝がある。壁面の状態:70~800の勾配で立ち上がる。壁周溝:

南西側一部でのみ検出されている。柱穴:壁柱穴が連続する。炉跡東側の 2 基と東側壁際の 2 基は深さ45~

65cmと比較的規模の大きいもので、主柱穴の可能性がある。先述の間仕切り状溝に沿って小ピットが位置す

るほか、小ピットが不規則な配置で検出されている。炉跡:中央部西寄りに位置。平面形態は楕円形で、規

模は1l0cmx 74cm、深さ30Clllo東側に埋設土器を配し、炉体としている。また、埋設土器に接して河原石が

検出されている。炉跡埋没土中からは焼土・炭化物等は検出されなかった。遺構埋没状態 :yp・ロームブロ
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ック等を含む黒褐色土・黒色土・暗褐色土が自然埋没する。遺物出土状態:炉跡出土の埋設土器のほか、埋

没土中に土器片・石器類が散在するような状態、で出土している。時期.前期関山式期。

遺物:土器片88点(埋設土器 1を含む)、石器(スクレイパー 2、石匙 l、磨石・凹石 3、石皿 2、石核 2、

剥片その他23点)を確認している。掲載遺物、土器8点、石器 5点。

17号住居跡(遺構:第四図、 PL10/遺物:第53図、 PL43、観察表P148) 

位置:M-14グリッド。検出状態:良好な状態で遺存していた。平面形態:長方形。規模:3.70m x 2.86m。

床面積:10.5111' 0残存深度・ 50cm。長軸方位:N -580-W。床面の状態 :yp層中に床面を構築し、全体的

に硬くしまっている。炉跡周辺がわずかに低くなる。壁面の状態・ 60~800の勾配で立ち上がる。柱穴:壁

柱穴が連続する。そのほか、炉跡南東部に小ピットが集中する。炉跡:中央部北西寄りに位置。平面形態は

不整楕円形で、規模は104cIllx 68cm、深さ15cmo南東半部に河原石をコの字状に配している。各石には被熱

痕が認められるが、炉跡埋没土中からは焼土・炭化物等は検出されなかった。遺構埋没状態 :ypやローム

ブロック等を含む黒褐色土・暗褐色土が自然埋没する。遺物出土状態・少量の土器・石器類が埋没土中に散

在するような状態で出土している。時期:前期関山式期。

遺物:土器片19点、石器(石銑 1、スクレイパー 2、磨石・凹石 2、石皿 1、剥片その他11点)を確認して

いる。掲載遺物、土器 5点、石器4点。

18号住居跡(遺構・第19図、 PL10・17/遺物:第54図、 PL43、観察表148)

位置:K -15グリッド。検出状態:あまり良好な遺存状態ではなく、壁面は南側から西側半分が残存するの

みであった。平面形態:長方形。規模:推定4.10mx 3.55m。床面種:推定14.1m' 0残存深度 14cIllo長軸方

位 :N-90-W。床面の状態:北側は削平を受けている。南側は比較的良好な状態で、全体的に平坦で、あ

る。壁画の状態:残存部分が少なく、明確ではない。柱穴:壁柱穴が連続する。また、炉跡の対角線上に位

置する P1~P4 の 4 基は、規模や位置関係から主柱穴と考えられる。そのほか、小ピット数基がまばらに

位置する。炉跡.中央部に位置。平面形態は楕円形で、規模は59cIllx 45cm、深さ14cIll。北側に土器片を、西

側に河原石を配してL字状に囲んでいる。南側に炉跡底面よりlOCIllほど深いピット状の凹みがある。炉跡埋

没土中からは焼土・炭化物等は検出されなかった。遺構埋没状態・残存部分少ないが、 yp.ロームブロッ

ク等を含む黒褐色土が自然埋没するものと思われる。遺物出土状態:少量の土器片・石器類が埋没土中に散

在するような状態で出土している。時期:前期間山式期。

遺物:土器片26点、石器(石錐 1、スクレイパー 3、磨石・凹石 2、剥片その他15点)を確認している。炉

跡使用の土器片は図化できなかった。掲載遺物、土器 3点、石器 2点。

19号住居跡(遺構・第20図、 PL11/遺物:第55図、 PL44、観察表P149) 

位置:K -14グリッド。検出状態:南側壁面の西側半分が削平される。平面形態・東辺の長い台形。規模:

3.86m x 2目78m。床面積:推定10.71110残存深度 :19cm。長軸方位:N -82
0 

-Wo床面の状態 :yp層上位

の成層火山灰層を床面としている。壁画の状態:残存部分が少なく、明確で、はない。柱穴 壁柱穴が連続す

る。炉跡の西側及び東側に位置する P1~P4 の 4 基は、規模や位置関係から主柱穴と考えられる。炉跡:

中央部西寄りに位置。平面形態は不整楕円形で、規模は80cmX 50cm、深さ 7cmo際や土器片等を利用している

状態は確認されなかった。また、炉跡埋没土中から焼土・炭化物等は検出されなかった。遺構埋没状態:残存
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部分少ないが、ロームブロック等を含む黒褐色土・暗褐色土が自然埋没するものと思われる。遺物出土状

態:少量の土器・石器類が埋没土中から散在するような状態で出土している。時期・前期間山式期。

遺物:土器片12点、石器(石錐 I、凹石 I、石核 1、剥片その他 8点)を確認。掲載遺物、土器 4点、石器 2点。

20号住居跡(遺構:第21図、 PLll・17/遺物:第56・57図、 PL44・45、観察表P149) 

位置:J -13グリッド。検出状態:比較的良好な状態で遺存していた。時期不明の30号住居跡に切られるよう

であるが明確に確認できなかった。平面形態:長方形。規模:5.08m x 3.90mo床面積 :19.1111'0残存深度.

33cm。長軸方位:N -700 
-Wo床面の状態・多少の凹凸はあるが、全体的に平坦で、硬くしまっている。壁

面の状態:60~750 の勾配で立ち上がる。柱穴:壁柱穴が連続する。また、 P1~P4 と P5~P8 は、ほほ

平行して直線上に配置されており、規模的にも主柱穴と考えられる。そのほか、炉跡北西側に深さ48cmのピ

ットがある。炉跡・中央部北西よりに位置。平面形態は不整楕円形で、規模は72cmx 52cm、深さ10cmo北西端部

に河原石をコの字状に配している。炉跡埋没土中から、微量の焼土粒・炭化粒が検出されている。遺構埋没状

態 :ypと思われる黄褐色軽石やローム粒を含む黒褐色土・暗褐色土が自然埋没する。遺物出土状態:比較

的多量の遺物が埋没土中から出土している。炉跡周辺や東側に多い状態が認められた。時期.前期関山式期。

遺物.土器片336点、石器(石鍛4、石錐 1、打製石斧 1、スクレイパー 2、石匙 2、磨石 3、石皿 1、厳石 l、

石核 2、剥片その他90点)を確認している。 18は台付深鉢の脚台部である。掲載遺物、土器18点、石器 9点。

21号住居跡(遺構:第22図、 PL12/遺物:第58図、 PL45、観察表P149) 

位置:K -12グリッド。検出状態 比較的良好な状態で遺存していた。平面形態:隅丸方形。規模:2.36 

m x 2.24m。本遺跡における前期間山式期住居跡の中で最小規模である。床面積:5.0111' 0残存深度:24cm。

長軸方位 :N-O。で、ほほ座標北方向を指向する。床面の状態:多少の凹凸がみられる。壁面の状諮:残

存部分少ないが、遺存状態の良い箇所では70
0

前後の勾配で、立ち上がっている。柱穴 :P1~P4 が規模や

配置からみて主柱穴と考えられる。そのほか小ピット数基があるが、 P5 (深さ45cm)、P6 (深さ30cm)

を除き、いずれも浅い。壁柱穴列は巡らない。炉跡:中央部に位置。平面形態、は楕円形で、規模は40cmx 32 

cm、深さ 5cmo喋や土器片等を利用している状態は確認されなかった。北西側に顕著な地山被熱痕が認めら

れた。遺構埋没状態 :yp・ロームブロックを含む黒褐色土・暗褐色土が自然埋没する。遺物出土状態.小

規模住居跡としては多量の遺物が出土している。床面付近や埋没土中に散在するような出土状態であるが、

比較的炉跡周辺からの出土が多かった。時期.前期関山式期。

遺物:土器片20L点、石器(石鯵、 2、スクレイパ-4、磨石 5、翫石 1、剥片その他22点)を確認している0

9の深鉢は外底部にも施文されている。掲載遺物、土器11点、石器 5点。

22号住居跡(遺構:第23・24図、 PL13・17/遺物:第59・60図、 PL46・47、観察表P149) 

位置:N -12グリッド。検出状態・良好な状態で遺存していた。埋没土上層から中期初頭の遺物が多量に出

土しており、遺構が重複していた可能性が高いが、確認することができなかった。なお、この中期初頭の遺

物については遺構外 (N-12グリッド)出土遺物として後掲する。平面形態:長方形。竪穴外に壁外周溝と

柱穴列が巡る状態にある。規模:竪穴部は8.65mx 4.70m、壁外周iw部は10.70mx 6.45m。本遺跡における

前期関山式期住居跡の中で最大規模である。床面積:竪穴部で、40.6111'・壁外周溝部まで含めると68.9111'。残

存深度:1l0cI1lo 長軸方位:N-6
0

-W。床面の状態 :yp層中に床面を構築し、多少の凹凸がみられる。
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また、北側には10cmほど高い部分が認められる。壁面の状態:80
0

前後の勾配で立ち上がる。壁周溝.幅20

~30cm、深さ 30cm程度の壁外周溝が竪穴部とほぼ相似形に巡るが、北側はやや弧状に近い状態、にある。北東

隅と南側中央付近で一部途切れ、西側中央付近では竪穴部分に向かう段差へとつながる状態にある。また、

竪穴部にも北側壁から東側壁北半部にかけてごく浅い溝が存在する。柱穴.壁外柱穴が連続する。壁外柱穴

列は壁外周溝内に掘りこまれている。壁外周溝が途切れる南側中央付近には深さ50cmのピットがある。竪穴

内では深さ 47~73cmのピット 5 基が確認されているが、 yp粒等が充填される状態で検出されており、柱穴

とは断定し難い。そのほか、竪穴部と壁外周溝聞のベルト地帯にも数基のビットが不規則に存在する。炉

跡.中央部北寄りに位置。掘り込みはごく浅く、あまり明瞭ではない。 80cmX 60cmほどの範囲に河原石をコ

の字状に配しており、これらの礁には被熱痕が顕著に認められた。遺構埋没状態.ロームブロック等を含む

黒褐色土・黒色土・暗褐色土が自然埋没する。遺物出土状態・埋没土中に散在するような出土状態であった

が、比較的竪穴部外寄りからの出土が多かった。また、竪穴部と壁外周溝の聞からも少量の遺物が出土して

いる。備考・西側中央付近に壁外周溝からの段差があり、この部分に出入り口施設が存在していたと思われ

る。壁外周溝が途切れる北東隅と南側中央付近については、採光・通風施設等の存在を想定しておきたい。

時期:前期関山式期。

遺物・土器片470点、石器(石鋭、 2、石錐 1、石匙 2、打製石斧 1、際器 1、スクレイパー 7、磨石・凹石

26、石皿 1、鼓石 5、砥石 1、石核 4、剥片その他101点)を確認している。掲載遺物、土器15点、石器8点。

23号住居跡(遺構・第25図、 PL18/遺物:第61図、 PL47、観察表P150) 

位置:L -10グリッド。検出状態:比較的良好な状態で遺存していた。平面形態.隅丸方形。規模:2.54 

m x2.54m。先述の21号住居跡よりやや大きい程度で小規模な住居跡である。床面積:6.0ぱ。残存深度:22 

cmo長軸方位:N -67
0

-W。床面の状態:多少の起伏がみられる。壁面の状態:残存部分が少なく、明確こ

ではない。柱穴:遺構内に21基のピットがある。深さは 8cmと浅いものから、 122cmと極端に深いものまで、

ぱらつきがある。炉跡をはさんで、ほほ平行に配置されるピットが主柱穴を構成するものと思われる。壁際

にも柱穴が位置するが、壁柱穴列が明瞭に巡る状態ではない。炉跡・ほほ中央部に位置。平面形態は円形で、

規模は42cmx 39cm、深さ 9cm。擦や土器片を利用している状態は確認されなかった。また、顕著な地山被熱

痕は認められず、炉跡埋没土中からも焼土・炭化物等は検出されなかった。遺構埋没状態:ロームブロック

を含む黒褐色土が自然埋没。遺物出土状態:埋没土中に散在するような状態であった。時期:前期関山式期。

遺物:土器片147点、石器(石鉱 2、スクレイパー 2、磨石・凹石 3、石核 2、剥片その他12点)を確認し

ている。掲載遺物、土器 9点、石器3点。

24号住居跡(遺構:第26園、 PL12・18/遺物:第62図、 PL48、観察表P150) 

位置:K -10グリッド。検出状態:残存深度浅く、遺構上面は削平を受けているものと思われる。平面形

態:長方形。規模:4.22m x 3.30m。床面積:13.7m'o長軸方位 :N-2
0

-E。ほほ南北方向を指向する。

床面の状態:やや凹凸がみられるが、全体的に硬くしまっている。壁面の状態:残存部分が少なく、明確で

はない。柱穴:壁柱穴が連続する。北側・南側は 2重に存在するようであるが、あまり整然とした状態では

ない。また、炉跡をはさんで南北方向にほぼ平行するような状態でピットが位置しており、主柱穴の可能性

がある。炉跡:中央部北寄りに位置。平面形態は楕円形で、規模は106cmx 52cm、深さ14cmo北側端部に角

礁を、南西端部に円際を配している。各i擦には被熱痕が認められる。炉跡埋没土中からは、焼土・炭化物等
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は検出されなかった。遺構埋没状態:ロームブロック等を含む黒褐色土・暗褐色土が自然埋没する。遺物出

土状態.少量の遺物が埋没土中に散在するような状態で出土している。時期:前期関山式期。

遺物.土器片57点、石器(磨石・凹石 3、剥片その他15点)を確認。掲載遺物、土器 5点、石器 1点。

26号住居跡(遺構.第27園、 PL14・18/遺物 第63~65図、 P L48・49、観察表P150) 

位置:Q -19グリッド。検出状態:良好な状態で遺存していた。時期不明の161号土坑と重複するが、新旧

関係は確認できなかった。平面形態:北西辺がやや長い台形。規模:5.50m x 4.80mo床面積・ 25.3111。残存

深度:64cm。長軸方位:N -20
0 
-W。床面の状態・全体的にほぼ平坦で、硬くしまっている。壁画の状

態:70~800 の勾配で立ち上がる。柱穴:壁柱穴が連続する。また、炉跡対角線上に深さ 42~60cmのピット

4 基 (P1~P4) が位置する。そのほかに小ピット数基があるO 炉跡:中央部北西寄りに位置。平面形惑

は不整形で、規模は122cmx 117cm、深さ22cmo北西端部に河原石を 1石配している。炉石には被熱痕が認め

られるが、炉跡埋没土中からは焼土・炭化物等は検出されなかった。遺構埋没状態・ロームブロック等を含

む黒褐色土・黒色土が自然埋没する。遺物出土状態:床面付近及ぴ埋没土中から多量の遺物が出土している。

外側寄りからの出土が比較的多かった。時期:前期間山式期。

遺物:土器片748点、石器(石銑 2、スクレイパー 6、磨石・凹石 9、故石 2、剥片その他152点)を確認し

ている。掲載遺物、土器29点、石器 9点。

27号住居跡(遺構.第28図、 PL14 ・ 18/遺物:第66~68園、 P L50・51、観察表P151) 

位置:S -19グリッド。検出状態:良好な状態で遺存していた。南側に確認調査時の試掘坑痕跡がある。平

面形態・方形。規模:4.46m x 4.08mo床面積:17.7111。残存深度:62cm。長軸方位:N-7
0
- W。床面の

状態 :yp層中に床面を構築している。おおむね平坦で、全体的に硬くしまっている。壁画の状態:70~ 

80
0

の勾配で立ち上がる。柱穴.壁柱穴が連続する。東側の壁柱穴列に平行して、やや小規模な柱穴列が位

置している。規模的に住居跡が拡張された痕跡ではなく、何らかの施設が存在していた可能性を想定してお

きたい。また、このほかにも大小のビットが多数検出されている。炉跡・中央部北寄りに位置。平面形態は

楕円形で、規模は77cmx 46cm、深さ17cm。河原石を北側と西側に配している。炉跡埋没土中からは焼土・炭

化物等は検出されなかった。遺構埋没状態 :yp.ロームブロックを含む黒褐色土が自然埋没する。遺物出

土状態:埋没土中から多量の遺物が出土している。時期・前期間山式期。

遺物:土器片726点、石器(石鋭、 7、石錐 1、スクレイパー13、石匙 2、打製石斧 3、磨石・凹石14、石皿 1、

融石 2、丸石 1、磨製石斧 1、石核 1、剥片その他256点)を確認している。掲載遺物、土器20点、石器15点。

29号住居跡(遺構:第29図、 PL15・18/遺物:第69・70図、 PL51・52、観察表P151) 

位置・ Q-24グリッド。検出状態:良好な状態で遺存していた。平面形態:長方形。規模:3.78m x 3.40m。床

面積・ 12.2111' 0残存深度:46cm。長軸方位:N-22
0
-W。床面の状態:多少の凹凸はあるが、全体的に平坦で、

硬くしまっている。壁面の状態:60
0

前後の勾配で立ち上がっている。柱穴:壁柱穴が連続する。また、北西壁

際の P1.P 2及び南東壁際の P3.P 4は比較的深い掘り込みを有し、 P1-P 3ラインと P2-P 4ラインに

は小ピットが位置しており、これらが主柱穴と考えられる。そのほかにも小ピット数基が不規則に位置して

いる。炉跡:中央部やや北西寄りに位置。平面形態は楕円形で、規模は77cmx 51cm、深さ14cm。河原石 4石をコ

の字状に配している。奥側は10cmほど掘りくほめ、大振りな河原石を置いている。炉跡外東側を中心に焼土の
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分布が認められた。遺構埋没状態.ロームブロックを含む黒褐色土・暗褐色土が自然埋没する。遺物出土状

態.床面付近や埋没土中から散在するような状態で出土している。時期.前期間山式期。

遺物.土器片179点、石器(石銑 7、石錐 1、スクレイパー 3、石匙 1、打製石斧 1、磨石・凹石 8、石核

1、剥片その他272点)を確認している。土器は関山 H式が主体であるが、 1・3・13などのように櫛歯状

工具やヘラ先状工具による刺突文が施される神ノ木式土器もみられる。掲載遺物、土器18点、石器12点。

35号住居跡(遺構.第30図、 PL15 ・ 18/遺物:第71~76園、 P L52~55、観察表 P 152) 

位置:L -18グリッド。検出状態:良好な状態で遺存していた。平面形態.南東辺がやや長い台形。規模:

3.86m x 3.74m。床面積:14.4m'。残存深度:60cmo長軸方位:N -40
0
-W。床面の状態:全体的に平坦で¥

硬くしまっている。中央部分2.05mx 1.90mほどの範囲が数cm低くなっている。壁面の状態:70~800の勾配

で立ち上がる。柱穴:壁柱穴が連続する。また、南西壁柱穴列にほぼ平行して小ピットが位置し、そのほか

にも数基のピットがある。 P1~P6 が位置関係から主柱穴と考えられる。炉跡:中央部やや北西寄りに位

置。平面形態は楕円形で、規模は89cmx 52cm、深さ12cm。北西側は深く掘り込んだ後、土器片を配している。

また、南東側には埋設土器がある。炉跡埋没土中からは焼土・炭化物等は検出されなかった。遺構埋没状

態:ロームブロックを含む黒褐色土・暗褐色土が自然埋没する。遺物出土状態:床面付近及び埋没土中から

大量の遺物が出土しており、比較的炉跡及びその周辺からの出土が多かった。時期:前期関山式期。

遺物・土器片1，582点、石器(石銑 6、スクレイパー23点、石匙 5、打製石斧 1、磨石・凹石18、蔽石 2、棒状

磯 1、丸石 4、石核 2、剥片その他174点)を確認している。土器はある程度器形復元できたものが多く、関山

I式を中心としたまとまった資料が得られている。 4は炉跡埋設土器である。掲載遺物、土器49点、石器22点。

36号住居跡(遺構:第31図、 PL16・18/遺物:第77・78園、 PL56、観察表P153) 

位置:K -17グリッド。検出状態.良好な状態で遺存していた。平面形態.長方形。規模:4.86m x 4.08m。

床面積:19.7111' 0残存深度:50cm。長軸方位:N -119
0 
-Wo床面の状態:炉跡北東側に不整形の浅い掘り

込みがあるが、全体的にほぼ平坦で、硬くしまっている。壁画の状態:70~850 の勾配で、立ち上がっている

が、本来はほぼ垂直に近い状態であったと思われる。柱穴:壁柱穴が連続し、南西側と北東側及び南東側で

はその内側にも柱穴列が検出されている。そのほかにも数基のピットがあり、 P1~P8 は規模や位置関係

から主柱穴と考えられる。炉跡・中央部やや南西寄りに位置。平面形態は楕円形で、規模は75cmx 45cm、深

さ9cmo南西側にはL字状に礁を配し、北東側には埋設土器がある。奥側の礁は大振りなもので、深く掘り

込んだ後に、はめ込むように置かれている。また、埋設土器にも深い掘り方があり、土器の下側10cm弱の位

置に礁が置かれていた。炉跡埋没土中からは焼土・炭化物等は検出きれなかった。遺構埋没状態:ロームブ

ロックを含む黒褐色土が自然埋没する。遺物出土状態・床面付近及び埋没土中から散在するような状態で出

土している。備考:壁柱穴列等の状態から本住居跡は拡張された可能性がある。時期:前期間山式期。

遺物:土器片156点、石器(石散し石錐 1、スクレイパー 2、石匙 1、磨石・凹石 6、石皿 2、融石 3、

丸石 1、石核 1、剥片その他157点)を確認している。 1は炉跡埋設土器である。 11の石皿にはベンガラと

思われる赤褐色物の付着がみられた。掲載遺物、土器10点、石器6点。

8号住居跡(遺構:第32図、 PL16/遺物.第79図、 PL57、観察表P147) 

位置:V -24グリッド。検出状態:残存深度浅く、あまり良好な遺存状態ではない。 浅い竪穴内の南寄りに方
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形に周溝が巡る状態、にある。単純に拡張された住居跡とは断定し難いが、逆に規模を縮小した可能性につい

ても炉跡の状態からは首肯し難い。遺構が重複していた可能性が高いが、明確に確認できなかった。平面形

態.外側は楕円形に近い。内側は方形。規模は、外1~IJ5.44m x 5.l0m、内側は4.00mx 3.74m。床面積:外側

は24.8111'、内側は13.9111'。残存深度:12cm。長軸方位:外側はN-8
0

-E、内側はN-3
0

-E。床面の状

態:多少の凹凸や地割れ状のひび割れがみられるが、全体的に平坦である。なお、周溝内側と外側とに顕著

な高低差は認められない。壁面の状態:残存部分が少なく、明確ではない。周溝:先述したように竪穴内に

おいて方形に巡る。[福は1O~25cm、深さ 10cm前後で、ある。柱穴.規模・位置関係から P1~P4 を内側の主

柱穴、 P5 ~ P 10を外側の主柱穴に想定しておく。炉跡:外側部分の中央部北寄りに位置。周溝を切る状態

にある。平面形態は不整楕円形で、規模は75cmx 45cm、深さ 9cmo北西側に顕著な地山被熱痕が認められた。

遺構埋没状態:残存部分少ないが、 YP・ロームブロックを含む黒褐色土が自然埋没するものと思われる。

遺物出土状態.少量の遺物がまばらに出土している。時期・前期諸磯a式期に想定しておく。

遺物:土器片39点、石器(スクレイパー 2、打製石斧 1、磨石・凹石 4、議石 2、砥石 l、磨製石斧 1、剥

片その他20点)を確認している。土器には関山式期のものが少量混在する。掲載遺物、土器 2点、石器4点。

28号住居跡(遺構:第33図、 PL18/遺物.第80図、 PL57、観察表P151) 

位置 1-2グリッド。検出状態・あまり良好な遺存状態ではなく、北西側の壁面は削平されている部分が

ある。東側は調査区外。平面形態:不明であるが台形に近いものと推定される。規模:一 x3.94m。床面

積.不明。残存深度 16cmo長軸方位・不明。南東辺はN-54
0 

- Eを指向する。床面の状態.木の根の影

響であろうか、北西側は凹凸が激しい。南東側は比較的平坦である。壁面の状態・残存部分が少なく、明確

ではない。壁周溝.南東壁から南西壁にかけて検出されている。南東壁のものは間仕切り状に北西方向に60

cmほど延びる。柱穴.調査範囲において 5基を検出しているが、主柱穴構成は不明である。炉跡:調査範囲

内において検出されなかった。遺構埋没状態:残存部分少ないが、ロームブロックを含む黒褐色土が自然埋

没するものと思われる。遺物出土状態:埋没土中から少量の遺物が散在するような状態で出土している。時

期:前期諸磯 a式期に想定しておく。

遺物・土器片54点、石器(凹石 1、磨製石斧 1、剥片その他 5点)を確認。掲載遺物、土器 3点、石器 1点。

25号住居跡(遺構:第34図、 PLl9/遺物.第81図、 PL57、観察表P150) 

位置:L -9グリッド。南西から北西方向に本住居跡と同時期と思われる土坑群が位置する。検出状態:南

東側は広範に撹乱を受けている。また、北東側は40号士坑に切られている。平面形態・不明であるが円形基

調と想定される。規模.不明。床面積・不明。残存深度:12cm。床面の状態:多少の凹凸がみられる。壁面

の状態:残存部分が少なく、明確ではない。柱穴:検出範囲内にピット 6基がある。 P1は深さ73cmで、主

柱穴の一部と思われる。炉跡:調査範囲内において検出されなかった。遺構埋没状態:残存部分が少ないが、

ロームブロックを含む黒褐色土が自然埋没するものと思われる。遺物出土状態:埋没土中から少量の遺物が

散在するような状態で出土している。時期 中期初頭~前半に想定しておく。

遺物:土器片41点、石器(石最長 1、剥片その他17点)を確認している。掲載遺物、土器4点、石器 I点。

34号住居跡(遺構.第35図、 PL19・20/遺物:第82・83図、 PL57、観察表P152) 

位置 1-7グリッド。検出状態:比較的良好な状態で遺存していたが、北東側は風倒木の影響を受け、一部

円
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が壊されていた。平面形態・ほほ円形。規模:3.52m x 3.44m。床面積:9.3m' 0 残存深度 30cmo床面の状

態:多少の凹凸や地割れ状のひび割れがみられるが、全体的に平坦である。壁画の状態:遺存状態良好な箇

所では70
0

前後の勾配で立ち上がる。柱穴:遺構内にピット 8基があり、炉跡を取り囲むように位置するも

のは比較的深い掘り込みを有する。炉跡:ほほ中央部に埋設土器を用いた炉跡がある。埋設土器の掘り方は、

平面形態円形で、規模は26cmx 24cm、深さ16cmと、土器よりもわずかに大きい程度である。この埋設土器は

深鉢の上半部を使用したもので、内外面に煤の付着が認められた。遺構埋没状態:ロームブロックを含む黒

色土・黒褐色土が自然埋没する。遺物出土状態.先述の埋設土器のほか、埋没土中から散在するような状態

で出土している。時期:中期初頭。

遺物:土器片(埋設土器 1を含む) 195点、石器(石鍛 1、打製石斧 2、石皿 1、剥片その他21点)を確認

している。土器の胎土には、いわゆる「金雲母」を含むものが多く、 1・2・4・6には結晶片岩の含有も

認められた。掲載遺物、土器 7点、石器 3点。

13号住居跡(遺構:第35図、 PL20) 

位置:P -21グリッド。検出状態・縄文時代の遺構確認面で検出。平面形態:ほほ円形。規模:2.44m x 

2.12m。床面積・ 4.6m'。残存深度:14cm。床面の状態:ほほ平坦で、ある。壁面の状態・残存部分が少なく、

明確ではない。柱穴・遺構内にピット 5基があるが、いずれも主柱穴とは判断し難い。炉跡:検出されなか

った。遺構埋没状態・ロームブロックを含む黒褐色土が自然埋没する。遺物出土状態:埋没土中からまばら

に出土している程度であった。備考:本遺構からは炉跡も検出されておらず、住居跡とするには小規模であ

り、遺構名称に適切性を欠いたきらいがある。時期:不明であるが、中期初頭の可能性がある。

遺物:土器4点、石器0点を確認している。土器は小破片であるが、縄文施文で胎土に繊維を含むもの 1点

と、無文で胎土に金雲母を含むもの 3点がみられた。掲載遺物 0点。

15号住居跡(遺構:第35図、 PL20) 

位置・ o-18グリッド。検出状態:縄文時代の遺構確認面で検出。平面形態・台形。規模:2.68m x 2.44m。

床面積・ 6.0nl 0 残存深度・ 10cmo床面の状態:多少の凹凸がみられた。壁面の状態:残存部分が少なく、

明確ではない。柱穴:抜根状のものが多く、 3基のみを本遺構に伴うピットと判断した。炉跡:検出されな

かった。遺構埋没状態:ロームブロックを含む黒褐色土が自然埋没する。遺物出土状態:埋没土中からまば

らに出土している程度であった。時期:不明。

遺物・土器片11点、石器(凹石 l、その他剥片 3点)を確認している。掲載遺物 O点。

30号住居跡(遺構.第35図、 PL20/遺物.第84図、 PL57) 

位置 1-13グリッド。検出状態:関山式期の20号住居跡と重複し、本遺構の方が新しいと思われるが明確

に把握できなかった。平面形態.楕円形。規模:2.l4m x 1.88m。床面積:3.3m' 0 残存深度 20cmo床面の

状態:やや凹凸がみられる。壁面の状態:残存部分が少なく、明確ではない。柱穴・炉跡:検出されなかっ

た。遺構埋没状態:基本的にロームブロックを含む黒褐色土・暗褐色土が自然埋没する。遺物出土状態:ま

ばらな出土状態であった。備考.本遺構も 13号住居跡と同様に遺構名称に適切性を欠いた。時期・不明。

遺物.土器片 5点、石器(打製石斧 1、磨石 1、剥片 1点)を確認している。土器片の内 4点は関山式のも

ので、 20号住居跡に帰属する可能性が高い。 1点はごく小破片である。掲載遺物、土器0点、石器 2点。
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(2 )円形柱穴列・掘立柱建物跡

1号円形柱穴列(遺構:第85図、 PL20) 

位置:V -25~W-26グリッド。検出状態:浅い楕円形のピット 20基が円形に巡る。西側円周上に関山式期

の7号住居跡が位置する。円周内側には諸磯 a式期の25号土坑、時期不明の26号土坑がある程度で、他の遺

構や施設は検出されなかった。また、本遺構に伴う遺物は出土していない。規模:ピット心々聞による直径

は15.5~16.0m程度O 各ピットの規模は長軸が60~ 1l8cm で、平均81.0cm、残存深度は 7 ~35cmで、平均14.2cm で、

ある。遺構埋没状態・各ピットにより多少の差異はあるが、おおむねロームブロックを含む黒褐色土・暗褐

色土が自然埋没する。柱痕は確認されなかった。

2号円形柱列穴(遺構.第86図、 PL21) 

位置:N -15~O -16グリッド。 1号掘立柱建物跡が北東に近接する。検出状態:円形・楕円形のピット20

基が円形に巡る。円周内側には、他の遺構や施設は検出されなかった。また、本遺構に伴う遺物は出土して

いない。規模.ピット心々聞による直径は8.0m程度。各ピットの規模は長軸が36~76cmで、平均59.7cm、残存

深度は15~54cmで、平均36.l cm と相対的に l 号円形柱穴列よりも深い。遺構埋没状態.各ピットにより多少の

差異はあるが、おおむねロームブロックを含む黒褐色土・暗褐色土が自然埋没する。ピット iの1層は柱痕

と思われるが、その他のピットでは明瞭に柱痕を確認できなかった。

1号掘立柱建物跡(遺構.第87園、 PL21) 

位置:0 -14~O -15グリッド。 2 号円形柱穴列が南西に近接する。検出状器:南東側のピット a~c はそ

れぞれピット 2基が重複しており、作り替えの可能性がある。主軸方位:N -35
0 

- E 。規模・ 2間x1問。

桁行3.40~3.60m (柱間寸法は1.70m. 1.80m) 、梁行3.30~3.75m。柱穴掘り方:平面形態は円形もしくは楕

円形で、長軸径51~76cm、残存深度は46~64cm。遺構埋没状態:各ピットにより多少の差異はあるが、おお

むねYP・ロームブロックを含む黒褐色土・暗褐色土が埋没する。
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( 3 )土坑

205基を縄文時代の土坑と判断した。前期 7基、中期初頭77基と後者が圧倒的に多い。残り 121基について

は出土遺物がなく、詳細な時期は不明である。なお、いずれの土坑についても、その性格については明確に

判断できなかった。

前期の土坑はまばらに分布する程度であるが、中期初頭の土坑は調査区北西側に比較的多く分布し、先述

したように当該期住居跡の後背に土坑群を形成している。また、前期関山期の住居跡が広範な展開をみせな

がら、同時期の遺物を出土する土坑がほとんどみられない点は特徴的である。

形態的にはいずれの時期も、平面形態が円形 (A類)もしくは楕円形 (B類)を呈するものが大半で、断

面形態は箱状(1類) ・逆台形状(Il類)のものが半数近くを占める。フラスコ状(町類)を呈するものは

76・159号土坑 2基のみで、いずれも中期初頭の土坑である。

前期の土坑出土遺物は、総計76点の土器片、 56点の石器類(石鉱 2、磨石 l、剥片その他53点)を確認し

ている。関山式期から諸磯 c式期のものがみられるが、量的にそれほど多くはない。

中期初頭の土坑出土遺物は、五領ヶ台E式段階の土器が主体で、阿玉台 1a式段階の土器もみられ、さら

にこれらを前後する時期の土器も H:¥土している。 48・50・55・81・106.108・182・184・190・205・207号

土坑からは比較的遺存状態良好な土器資料が得られている。 182号土坑には 5個体以上の深鉢が存在してい

たと思われる。当該期の出土遺物総計は、土器片2.249点、石器232点(石銑 1、スクレイパー21、石匙 1、

打製石斧13、磨石・凹石19、石皿 2、石核 6、機器 1、剥片その他168点)である。打製石斧は頁岩製、磨

石・凹石は安山岩製のものが多い。剥片としたものは大半が黒曜石のチップである。

表 5 縄文時代土坑①

遺構 遺物
遺構番号 検出位置 形 態 j剥莫 (m) 残存深度 おもな出土遺物/備考 時期

挿図 PL 挿図 PL 

l号土坑 V29 A-II 1.62 x 1.51 125crn 不明 95 32 

2号土坑 V28 A-V 1.24 x 1.20 11crn 不明 95 

3号土坑 W28 B-V 1.46 x 1.05 60crn 不明 95 

4号土坑 X27 B-II 1.18 x 1.07 38crn 不明 95 

5号土坑 T27 B-II 1.71 x 1.50 29crn 不明 95 

6号士坑 R28 B-皿 1.00 x 0.88 7cm 不明 95 

7号土坑 R28 A-I 0.97 x 0.90 45cm 不明 95 32 

8号土坑 R28 B-皿 2.06 x 1.57 17clll 不明 95 

百号j-.坑 Q28 A-II 1.92 x 1.82 107crn 不明 95 32 

10号土坑 R27 B-II 1.76 x 1.26 25cm 不明 95 

11号土坑 R27 A-II 1.11 x 1.02 14crn 不明 95 

12号土坑 T26 B-II 1.49x 1.14 109cIll 土器片13.石倣2 却j片27 五昔話h 88 22 101 58 

13号土坑 T25 B-V 1.48 x 1.18 27cm 不明 95 
」ー 一 」
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表 6 縄文時代土坑②

遺構 遺物

遺構番号 検出位置 形 態 規模 (m) 残存深度 おもな出土遺物/備考 時期

挿図 PL 挿図 PL 

14号土坑 T25 B-II 0.98 x 0.82 40cm 不明 95 32 

15号土坑 T25 B-V 1.25 x 0.87 18c皿 不明 95 

16号土坑 T25 B-V 2.36 x 1.13 12cm 不明 95 

17号土坑 U25 B-V 1.07 x 0.75 15cm 不明 95 

|闘士坑 U24 B-V 1.40 x 0.98 26cm 不明 95 

19号土坑 U23 B-II 0.90 x 0.70 47cm 不明 95 32 

20号土坑 U23 B-V 0.60XO.44 24cm 不明 96 

21号土坑 V23 B-II 0.96 x 0.67 18cm 不明 96 

22号土坑 V23 B-II 0.89 x 0.62 39cm 不明 96 

23号士坑 V23 B-V 0.74X 0.50 14cm 不明 96 

24号土坑 V24 B-III 0.89 x 0.80 12cm 不明 96 

25号土坑 V25 B-V 1.15 x 0.85 21cm 土器片 1 三者{機 a 88 22 101 58 

26号土坑 V26 B-皿 1.08 x 0.95 25cm 不明 96 

27号土坑 T26 B-II 0.94 x 0.78 12cm 不明 96 

28号土坑 U25 B-III 1.13 x 1.02 8cm 不明 96 

29号土坑 W29 不明 XO.99 84cm /1号土坑に切られる 不明 96 

30号土坑 S29 A-I 1.15 x 1.07 46cm 土器片 9 五領ヶ台 89 22 101 58 

31号土坑 T20 B-III 1.29 x 0.83 22c皿 土器片 2・剥片 l 関山E 88 22 101 58 

32号土坑 S 19 A-III 0.58 x 0.56 25cm 不明 96 

33号土坑 N12 A-II 0.61 xO.59 llcm 不明 96 

34号土坑 L 9 A-II 0.75 x 0.69 33cm 土器片 1 不明 96 

35号土坑 L 9 A-II 1.06 x 1.00 20c皿 /小ピットあり 不明 96 

36号土坑 L 9 A-II 1.27 x 1.17 24cm 土器片21・剥片 7/上面に磯 五領ヶ台 89 23 101 58 

37号土坑 L 8 A← V 1.09 x 1.06 16cm 不明 96 

38号土坑 K7 不明 xO.65 33c皿 /北側を抜根により壊される 不明 96 

39号土坑 K7 B-V 1.16 x 1.02 32cm 不明 96 

40号土坑 L 9 不明 x2.45 33cm 土器片25・剥片 5/小ピット 阿玉台 I 89 101 58 

41号土坑 I 5 B-ill 2.23 x 1.94 20cm 剥片 4 不明 96 

42号土坑 I 3 不明 x 1.34 12cm /東側は調査区外 不明 96 

43号土坑 G 2 B-II 1.14 x 0.94 28cm 不明 96 

44号土坑 L 10 A-V 2.05 x 1.88 20cm 土器片46.剥片 9 関山E 88 22 101 58 

45号土坑 M12 B-V 1.11 x 0.99 20cm 不明 96 
一」
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表 7 縄文時代土坑①

遺構 造物

遺構番号 検出位置 形態 規模 (m) 残存深度 おもな出土遺物/備考 時期

挿図 PL 挿図 PL 

46号士坑 K10 B-lI 1.03 x 0.92 15cm 剥片 I 不明 96 33 

47号土坑 K9 B-V 1.19 x 1.08 15cm 土器片37・石鍛 1.スクレイパー l 五領ヶ台 89 23 101 58 

48号土坑 J 9 A-I 1.13 x 1.08 38cm 深鉢 1・土器片17・磨石 1.剥片 2 阿玉台 I 89 23 102 58 

49号土坑 K10 B-III 1.07 x 0.96 18cm 土器片 1・磨石 1.剥片 1 関山 H 88 22 101 58 

50号土坑 ]10 A-I 1.19 x 1.04 48cm 深鉢 2・石皿 1.剥片 5・際 1 阿玉台 I 89 23 102 58 

51号土坑 JlO A-I 1.15 x 1.13 25cm 土器片10・打製石斧 l田スクレイパー l 五領ヶ台 89 23 103 59 

52号土坑 J 10 A-V 1.06 x 1.00 20cm 不明 96 33 

53号土坑 JlO A-V 0.92 x 0.87 25cm 不明 97 

54号土坑 J 10 A-III 1.01 x 0.92 22cm 土器片 1・スクレイパー 1 五銭ヶ台 89 23 103 59 

55号土坑 J 10 B-I 1.30 x 1.15 34cm 深鉢 1・剥片 1 五領ヶ台 89 23 104 59 

56号土坑 J11 E-V 1.56 x 1.27 24cm 土器片40・剥片 6 五領ヶ台 89 23 103 59 

57号土坑 J11 A-III 1.11 x 1.03 17cm 不明 97 

58号土坑 110 A-lI 1.24 x 1.17 18cm 土器片 5.剥片 3 五領ヶ台 89 24 103 59 

59号土坑 ]10 A-lI 1.32 x 1.21 20cm 土器片 5.剥片 1 五領ヶ台 90 24 103 59 

60号土坑 110 B-lI 1.17 x 1.05 24cm 土器片 4 五領ヶ台 90 24 104 59 

61号土坑 110 A-lI 1.37 x 1.25 33cm 土器片 7 五領ヶ台 90 24 104 59 

62号土坑 1 10 A-lI 1.00 x 1.00 20cm 剥片 2 不明 97 

63号土坑 ]10 B-V 1.11 x 0.93 27cm 不明 97 

64号土坑 KlO B-V 1.24 x 1.08 21cm 土器片19・剥片 1 五領ヶ台 90 24 104 59 

65号土坑 J11 A-lI 1.38 x 1.26 35c皿 土器片 5・円板 1・剥片 1・際 1 五領ヶ台 90 24 104 60 

66号土坑 111 B-V 1.59 x 1.29 34cm 不明 97 

67号土坑 111 A-lI 1.34 x 1.27 28cm 土器片12.剥片 2 五領ヶ台 90 24 104 60 

68号土坑 112 B-I 1.40 x 1.23 29cm 土器片16 五領ヶ台 90 24 104 60 

69号士坑 1 12 B-V 1.27 x 1.07 20cm 不明 97 

70号土坑 1 12 B-V 1.22 x 1.00 16cm 不明 97 

71号土坑 1 13 B一国 0.93 x 0.83 llcm 土器片 1 五領ヶ台 90 25 

72号土坑 113 A-I 1.04 x 1.01 33cm 不明球 2 不明 97 33 

73号土坑 1 13 A-III 1.03 x 0.95 10cm 土器片 2 五領ヶ台 90 25 104 60 

74号土坑 H13 D-皿 0.98 x 0.84 18cm 不明 97 

75号土坑 112 B-血 0.96 x 0.84 17cm 土器片 1.剥片 I 阿玉台 I 90 25 104 60 

76号土坑 111 E-N 1.48 x 1.25 44cm 土器片44・打製石斧2・スクレイパー l 五領ヶ台 90 25 104 60 

77号土坑 1 11 B-III 1.32 x 1.17 26cm 土器片14.打製石斧 1・剥片 2 五領ヶ台 90 25 105 60 
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表 8 縄文時代土坑④

遺構 遺物

遺構番号 検出位置 形 態 規模 (m) 残存深度 おもな出土遺物/備考 時期

挿図 PL 挿図 PL 

78号土坑 111 B-II 1.16 x 1.02 17cm 不明 97 

79号土坑 J 8 A-II 1.00 x 0.92 22cm 土器片15'，JiU片 2 五領ヶ台 91 25 105 60 

80号土坑 111 B-II 1.30 x 1.17 31cm 土器片 13・打製石斧 2・剥片 1 五領ヶ台 91 25 105 60 

81号土坑 111 B-II 1.67 x 1.11 26cm 深鉢 1.磨石 2 五領ヶ台 91 25 105 60 

82号土坑 111 B-II 0.93 x 0.90 17cm 土器片 8 五領ヶ台 91 25 105 60 

83号土坑 111 B-ill 0.94 x 0.84 30c皿 土器片 2 五領ヶ台 91 26 105 60 

84号土坑 H11 B -1 0.98 x 0.89 49cm 剥片 2 不明 97 33 

85号土坑 H11 B-II 1.40 x 1.13 42cm 土器片 1.剥片13・残核 1 阿玉台ヵ 91 26 105 60 

86号土坑 H11 B-Y 0.99x 0.89 21cm 不明 97 

87号土坑 Hl1 A-II 1.20 x 1.12 28cm 石皿 1・剥片 1 不明 97 33 113 65 

88号土坑 H11 B-II 1.05 x 0.92 33cm 土器片22・打製石斧 2・剥片 1 五領ヶ台 91 26 105 60 

89号土坑 HlO B-II 0.91 x 0.82 14cm 深鉢 1・剥片 5 五領ヶ台 91 26 105 60 

90号 ~lて坑 1 9 B-II 1.19 x 0.93 122cm /落とし穴か 不明 97 33 

94号士坑 G 9 B-Y 1.02 x 0.91 22cm 土器片 1.剥片 2 不明 97 

95号土坑 G 8 B-田 1.33 x 1.08 15cm 土器片5.磨石l目凹石1.スクレイパーl 五領ヶ台 91 26 106 61 

96号土坑 G 9 E-ill 1.21 x 1.10 15cm 剥片 2 不明 97 

97号士坑 G 9 B-Y 1.46 x 1.02 43cl11 不明 97 

98号 i二坑 G 9 B 皿 0.96 x 0.84 20cm 土器片16・剥片 1 五領ヶ台 91 26 106 61 

99号土坑 G 9 B-ill 0.98x 0.82 9cm 不明 97 

100号土坑 FlO A-II 0.93 x 0.92 29cI11 土器片 6.凹石 1.スクレイパ-4 五領ヶ台 91 26 106 61 

101号土坑 FI0 A-Y 0.84 x 0.80 12cm 不明 97 

102号土坑 FI0 A-ill 1.12 x 1.07 18cm 土器片15 五領ヶ台 91 26 106 

103号士坑 F 10 B-Y 1.60 x 1.l0 29cm 石皿 1・剥片 1/2基重複か 不明 97 33 113 65 

104号土坑 F 9 E 皿 1.57 x 1.18 19cm 土器片 3・剥片 1 不明 98 

105号土坑 F 9 B-ill 1.26 x 0.87 13cm /上前に際 不明 98 33 

106号土坑 F 8 A-ill 1.12 x 1.09 15cm 深鉢 I・語表器 1・剥片 1 五領ヶ台 92 27 106 61 I 

107号土坑 F8 B-Y 1.35 x 1.12 31cm 土器片 l 五領ヶ台 92 27 

108号二1:坑 F 9 B-I 1.20 x 1.00 24cm 深鉢 1・スクレイパー 1・剥片 2 五領ヶ台 92 27 107 61 

109号土坑 E9 B-ill 0.99 x 0.86 9cm /小ピットあり 不明 98 

110号土坑 F 9 A-Y 0.84x 0.79 lOcm 不明 98 

111号土坑 F 9 B 皿 1.31 x 1.02 14cm 不明 98 

112号土坑 F8 A-ill 0.92 x 0.84 17cm 土器片 1 不明 98 
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表 9 縄文時代土坑⑤

遺構 遺物

遺構番号 検出位置 形態 規模 (m) 残存深度 おもな出土遺物/備考 時期

挿図 PL 挿図 PL 

113号土坑 D9 A-II 1.21 x 1.12 36cm スクレイパー 1 不明 98 34 113 65 

114号土坑 D9 E-V 1.40 x 1.13 24cm 不明 98 

115号土坑 F11 B-II 1.04 x 0.92 18cm 不明 98 

116号土坑 ]13 A-II 1.18 x 1.14 36cm 不明 98 34 

117号土坑 ]13 B-I 1.15 x 1.00 37cm 石皿 1 不明 98 34 

118号土坑 L 13 不 明 x 1.07 29cm /119号土坑に切られる 不明 98 34 

119号土坑 L 13 E-I 2.46 x 1.12 36cm 不明 98 34 

120号土坑 L 13 B-V 1.14 x 0.93 18cm 不明 98 

121号土坑 M14 B-V 1.04 x 0.91 15cm 不明 98 

122号土坑 M14 B-II 1.03 x 0.93 24cm 不明 98 

123号土坑 M14 B-II 1.21 x 1.01 17cm 不明 98 

124号土坑 N13 A-II 0.89 x 0.84 36cm 土器片 l・スクレイパー 1.剥片 l 五領ヶ台 92 27 107 61 

125号土坑 N13 B-I 0.86 x 0.77 27cm 不明 98 34 

126号土坑 014 B-II 0.94 x 0.84 28cm 土器片 2 五領ヶ台 92 27 107 61 

127号土坑 015 B-II 1.22 x 1.06 47cm 土器片 1 不明 98 34 

128号土坑 015 E-V 1.10 x 0.80 36cm 不明 98 

129号土坑 P 16 B-V 0.98 x 0.88 24cm /小ピットあり 不明 99 

130号土坑 Q16 E-V 1.50 x 1.20 24cm 不明 99 

131号土坑 017 B-ill 1.24 x 0.95 21α1 土器片 7.剥片 2 五領ヶ台 92 27 107 61 

132号土坑 018 B-V 1.09 x 0.98 16cm 土器片 1 五領ヶ台 92 27 107 61 

133号土坑 P 18 B-ill 1.00 x 0.90 28cm 土器片 3/c面に際 五官民ヶ台 92 27 107 61 

135号土坑 R20 A-II 0.88 x 0.83 35cm 土器片 1.剥片 6 関山H 88 22 101 58 

136号土坑 Q20 B-II 1.08 x 0.92 19cm 不明 99 

137号土坑 Q20 B-V 1.05 x 0.80 15cm 土器片 I 不明 99 

138号土坑 Q21 B-V 1.13 x 0.94 24cm 土器片 1・スクレイパー 1 不明 99 34 113 65 

139号土坑 R21 B-V 1.07 x 0.92 25cm 不明 99 

140号 I~坑 Q21 A-II 1.00 x 0.89 24cm 不明 99 

142号土坑 Q21 B 皿 0.97 x 0.77 22cm 不明 99 

144号土坑 R21 E-V 1.73 x 1.34 25cm 不明 99 

145号土坑 R21 A-凹 0.82 x 0.78 13cm 不明 99 

146号土坑 R21 B-I 0.89 x 0.79 16cm 不明 99 

147号土坑 R22 B-II 1.05 x 0.92 20cm 不明 99 
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表10 縄文時代土坑⑥

遺構 遺物

遺構番号 検出位置 形 態 規模 (m) 残存深度 おもな出土遺物/備考 時期

挿図 PL 挿図 PL 

148号土坑 P25 A-Y 1.16 x 1.10 19cm 土器片 1 不明 99 

149号土坑 P26 B-II 1.06 x 0.94 14cm 不明 99 

150号土坑 P26 B-II l.25 x l.04 36cm 不明 99 34 

151号土坑 M19 A-I 0.82 xO.75 32cm 不明 99 35 

152号土坑 019 B 皿 1.10 x 0.95 20cm 土器片 8 五領ヶ台 92 107 61 

153号土坑 019 B-II 1.06x 0.96 23cm 土器片 2 五領ヶ台 92 28 

154号土坑 020 A-II 1.09 x 1.02 19cm /上面に磯 不明 99 

155号土坑 021 B-II 1.14x 1.02 19cm 不明 99 35 

156号土坑 Ll6 B-II 0.91 x 0.81 14cm 不明 99 35 

157号土坑 N15 B-II l.40 x 0.80 29cm /2基の重複か 不明 99 

158号土坑 N16 B-Y l.34 x 1.12 30cm 不明 99 

159号土坑 025 A-lV 1.15 x 1.05 92cm 土器片28/フラスコ状土坑 五銭ヶ台 92 28 

160号土坑 111 A-II 0.97 x 0.95 26cm 士器片3・打製石斧2・スクレイパー l 五~阿玉 92 28 107 61 

161号土坑 Q20 不 明 -xー 30cm /26号住居跡と重複・新旧不明 不明 27 

162号土坑 026 B-IIl 1.27 x 1.12 19cm 土器片 1 不明 99 35 

163号土坑 026 B-II 1.36 x 1.17 46cm 不明 100 35 

164号土坑 J11 B-Y l.65 x 1.40 35cm 土器片23 剥片 2/段差あり 五領ヶ台 93 28 107 61 

172号土坑 G 7 A-II l.20 x 1.15 29cm 土器片8・石匙1・スクレイパ-3・訓片4 五領ヶ台 93 28 107 61 

173号土坑 G 7 B-II 0.95x 0.83 22cm 不明 100 

174号土坑 E 5 B-Y 1.59 x 1.36 23cm 土器片 4.剥片 2 五領ヶ台 93 28 107 61 

175号土坑 F 7 B-Y l.23 x 1.07 31cm 不明 100 

176号土坑 E 7 B-II 1.16 x 0.97 57cm 不明 100 35 

177号土坑 D6 B-IIl 1.20 x l.04 24cm 不明 100 

178号土坑 E4 B-Y 1.76 x 0.97 38cm 土器片 8・剥片 2・不明機 1 五領、ケ台 93 29 108 62 

179号土坑 F 3 B-IIl 1.14 x 0.89 31cm 不明 100 35 

180号土坑 D3 B 皿 1.07 x 0.85 29c皿 土器片 1 五領ヶ台 93 28 

181号土坑 C4 B-Y 1.74 x 1.40 25cm 磨石 1 不明 100 

182号土坑 H8 A-I 1.16 x 1.10 19cm 深鉢 5個体以上・磨石 I 五領ヶ台 93 29 108 62 

183号土坑 H5 不明 一 x1.26 32cm 土器片 2.剥片 1 不明 100 

184号土坑 H8 B-II 0.96 x 0.96 27cm 深鉢 1・5引l片 1 五領ヶ台 93 29 109 62 

185号土坑 1 7 B-II 1.11 x 1.00 27cm 土器片14・スクレイパー 1・剥片4 五領ヶ台 93 29 109 62 

186号土坑 H6 B-II 1.82 x l.72 29cm 深鉢1・磨石1・凹石 1.石皿1・剥片 五領ヶ台 93 29 109 62 
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表11 縄文時代土坑⑦

遺構 遺物

遺構番号 検出位置 形態 規模 (m) 残存深度 おもな出土遺物/備考 日寺 期

挿図 PL 挿図 PL 

187号土坑 日6 B-V 0.92 x 0.77 25cm 土器片 4 五領ヶ台 93 29 

188号土坑 H6 B 皿 1.49 x 1.13 13cm 土器片103・剥片 1 五領ヶ台 93 30 109 62 

189号士坑 1 8 A-II 0.85 x 0.78 10cm 土器片 4・剥片 1 五領ヶ台 93 30 109 63 

190号土坑 K18 B-V 0.85 x 0.74 lOcm 深鉢 1・土器片26 五領ヶ台 93 30 109 63 

191号土坑 L 18 B-ill 0.99 x 0.89 14cm 土器片10・剥片 1 五領ヶ台 93 30 109 63 

192号土坑 H5 不明 一 x1.31 24cm /北側撹百L 不明 100 

193号士坑 G 8 B-II 1.32 x 1.04 24cm 土器片 l 五領ヶ台 94 30 

194号土坑 K19 B-I 1.08 x 0.89 14cm 不明 100 

195号土坑 L 18 B-ill 1.15 x 0.99 17cm 土器片20・スクレイパー 1・剥片 6 五領ヶ台 94 30 110 63 

196号土坑 N19 B-II 1.00 x 0.85 15cm 土器片 3 五領ヶ台 94 30 

197号土坑 N17 B-II 1.16 x 0.96 29cm 土器片39.スクレイパー 2・剥片 9 五領ヶfi 94 31 110 63 

198号土坑 N17 B-I 0.98 x 0.88 28cm 土器片 6・磨石 1・凹石 1 五領ヶ台 94 31 110 63 

199号士坑 N16 A-II 1.04 x 0.96 14cm 土器片 6.凹石 1.剥片 1 五領ヶ台 94 31 110 63 

200号土坑 N16 B -1 0.82 x 0.73 40cm 土器片 3 剥片 2 五領ヶ台 94 31 

201号土坑 N16 B-ill 1.08 x 0.96 26m 土器片 3 五領ヶ台 94 31 

202号土坑 M16 B-I 0.94 x 0.78 16cm 土器片 3・不明機 l 不明 100 

203号土坑 M17 A-II 1.09 x 1.04 39cm 土器片 3 五領ヶ台 94 31 

204号土坑 L 17 B← E 0.66 x 0.53 26cm 不明 100 

205号土坑 Ll7 B-I 1.06 x 0.93 32cI11 深鉢l・土器片23・磨石 2・剥片 6 五領ヶ台 94 31 110 63 

206号土坑 L 17 A-II 1.07 x 0.97 24cm 土器片15・凹石1・スクレイパー 1・剥片 五領ヶ台 94 31 112 64 

207号土坑 L 17 B-II 1.41 x 1.23 51cm 深鉢1・打製石斧 1.凹石 1.)](IJ片13 五領ヶ台 94 31 111 64 

208号土坑 L 16 B-II 0.82 x 0.71 26cm 剥片 3 不明 100 

209号土坑 L 16 A-II 1.13 x 1.03 31cm 土器片8・打製石斧2・磨石 2・手IJ片 五領ヶ台 94 32 112 64 

210号土坑 L 17 A-ill 0.82 x 0.76 15cm 土器片 l 不明 100 

211号土坑 L 17 B-II 1.19 x 0.98 26cm 土器片 1・れ製石斧 2・剥片 2 不明 100 113 65 

212号土坑 K17 B-II 1.44 x 1.30 23cm 土器片 2 不明 100 35 

213号土坑 L 16 B-II 0.65 x 0.58 13cm 不明 100 

214号土坑 N17 B-II 1.56 x 25cm 土器片 3・剥片 1/197土と重複 五領ヶ台 94 30 112 64 

215号土坑 L 17 A-II 1.08 x 1.04 49cm 土器片10・剥)十 1 残核 1 五領ヶ台 94 32 112 64 

216号土坑 L 17 A-ill 0.93 x 0.90 14cm 不明 100 

217号土坑 S27 A-ill 2.79 x 2.64 16cl11 土器片 7・剥片 4ノ小ピットあり 諸磯a 88 22 101 58 

218号土坑 H5 A 皿 2.79 x 2.58 18cm 土ml5/小ピットあり 五領ヶ台 94 32 112 64 
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(4 )遺構外出土遺物

土器(第114~116図、 PL65~67、観察表 P 156) 

遺物包含層及び遺構外からは土器片4，216点が出土している。前期間山式土器から中期後半にかけてのも

のがみられ、中でも中期初頭(前半)の土器が圧倒的に多い。 100点以上の土器が出土しているグリッドは、

G-7、G-8、日一 7、H-8、 1-8、 1-11、 1-12、J-8、M-19、N-12、N-16、N-17グ

リッドで、遺構の分布状態とほぼ一致している。掲載遺物30点。

1~8 は前期の土器で、 1は黒j兵式、 2・3は諸磯 a式、 4~8 は諸磯 c 式土器である。 9 ~29は中期初

頭(前半)の土器で、先述したように遺構外出土土器の大半が当該期と想定されるものである。 30は中期後

半の加曽利E式土器と思われるが、同時期の遺物は、きわめて客体的に出土している程度であった。 14.16 

はN-12グリッドから出土したもので、 22号住居跡内に五領ヶ台H式期の遺構が存在していた可能性をうか

がわせる。

石器(第116~118図、 PL67・68)

785点が出土しており、石鍛13、石錐 4、スクレイパ-87、石匙 3、打製石斧29、磨石・凹石43、石皿 2、

融石 4、砥石 1、磨製石斧 4、石核 6、剥片その他589点を確認している。掲載遺物34点。

表12 遺構外出土遺物点数表

グリッド 土器片 石器類 グリッド 土器片 石器類 グリッド 土器片 石器類 グリッド 土器片 石器類 グリッド 土器片 石器類

C-6 3 6 H -10 4 1 K -13 1 N -16 159 12 Q -20 1 

C -7 l 日 11 28 16 K -16 3 1 N -17 326 79 Q -21 72 4 

D-3 6 1 -3 5 K -17 21 15 N -18 14 16 Q -23 77 6 

D-4 2 1 -4 3 K -18 35 N -19 1 Q -24 1 

D-6 3 1 1 -5 3 L-8 2 N -20 3 Q -25 3 

D-7 2 1 -6 15 L-9 4 1 N -25 1 R -16 1 

E -5 5 2 1 -7 72 14 L -10 2 1 N -27 4 R -17 11 2 

E -6 7 4 1 -8 122 9 L-11 0-14 6 2 R -18 1 2 

E -7 2 1 1 -10 4 L -12 2 0-15 46 2 R -20 1 

F -3 1 1-11 300 28 L -13 6 0-16 10 1 R -21 3 

F-6 1 1 -12 128 L -16 17 13 0-18 1 R -22 5 3 

F-7 6 J -5 L -17 35 21 0-20 3 S -18 3 1 

F -10 13 2 J -6 1 L -18 54 6 0-25 2 S -20 1 

G-5 2 2 J -7 2 M-10 3 1 0-27 1 S -21 4 

G-6 1 1 J -8 104 9 M-13 1 I P -15 l S -22 1 1 

G-7 116 25 J-lO 26 1 M-15 2 P -18 1 S -29 12 

G-8 207 5 J-11 2 1 M-16 40 24 P -20 1 T -20 6 

G -9 15 1 J -12 4 1 M-17 39 13 P -21 3 T -21 2 

H-4 11 J -13 17 2 M-18 40 l P -22 2 T -22 5 

H-5 1 J -17 2 M-19 102 8 P -24 2 U -20 4 

H-6 8 K-7 5 lvI -20 7 P -27 l 表採、他 976 310 

H-7 175 10 K-8 6 N-11 1 Q -17 5 

H-8 349 47 K-9 4 N -12 228 Q -18 3 2 

H-9 10 6 K -10 2 N -15 1 Q -19 14 l 
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第 3節弥生時代

( 1 )土坑

弥生時代の土坑は13基を検出している。いずれの土坑からも、群馬県内における弥生時代家明期の土器が

出土しており、本報告書では前期後半(~中期前半)に位置付けておく。縄文時代と判断した土坑の中にも、

弥生時代のものが含まれている可能性はあるが、出土遺物の量的な状態から判断して、本遺構数を大幅に上

回るとは考えにくい。各遺構は基本土層(第 3図)のV層・暗褐色土上面において確認できたが、埋没土は

ロームブロックや白色軽石粒を含む黒褐色土もしくは暗褐色土であり、地山との区別があまり明瞭で、はなか

った。また、検出されたのは土坑のみで、当該期の住居跡は本遺跡のみならず周辺遺跡においても現在まで

のところ確認されていない。

土坑の分布は 1-7~H-8 グリッドに10基が集中し、同地点から南東へ150mほど離れた R -18、Q-

21、Q-22グリッドにそれぞれ 1基ずつ位置する。平面形態は円形 (A類)もしくは楕円形 (B類)で、断

面形態は逆台形状(]J類)を呈するものが最も多く、箱状(1類) ・皿状(田類) ・不整形 (V類)もわず、

かにみられる。規模は長軸が0.72~ 1.48mの範囲にある。確認面からの深さは15~47cm と浅いものが多い。

土器には条痕文や沈線文様を施すものがみられる。 166号土坑出土遺物を除き、ほとんどが小破片である。

胎土には半数近くの土器に結晶片岩の含有が認められ、 171号土坑 2には白色針状粒(海綿骨針)も観察さ

れた。石器類は、縄文時代の遺物が紛れ込んだものと考えられる。

166号土坑からは条痕後に変形工字文を施す聾 1点と、条痕文系の査 l点が出土している。同士坑からは

人頭大の磯 2点が出土しており、副葬品・骨片等は検出されなかったが、再葬墓の可能性を想定しておきたい。

171号土坑からも喋 2点が出土している。その他の土坑の性格については判断し難い。

なお、本土坑群近接地点から石剣が出土しているが、同遺物については次項で述べる。

表13 弥生時代土坑

遺構 遺物

遺構番号 検出位置 形 態 規模 (m) 残存深度 おもな出土遺物/備考

挿図 PL 挿図 PL 観察表

91号土坑 I 8 A-II 1.05 x 0.97 27cm 土器片 2・剥片 2 119 69 120 72 106 

92号土坑 H8 B-ill 1.13 x 0.98 15cm 土器片 2 119 69 120 72 106 

93号土坑 H8 B-II 1.16 x 0.98 17cm 土器片 1・凹石 1 119 69 120 72 106 

134号土坑 R18 B-ill 1.15 x 0.92 24cm 土器片 3 119 69 120 72 106 

141号土坑 Q21 B-V 1.48 x 1.14 47cm 土器片 1 119 70 120 72 106 

143号土坑 Q22 B-ill 1.06 x 0.93 19cm 土器片 4 119 70 120 72 106 

165号土坑 I 8 A-II 0.87 x 0.82 37cm 土器片 8・剥片 4 119 70 120 72 107 

166号土坑 I 7 B-II 1.16 x 0.79 45cm 壷 1・斐 1・際/再葬墓か 119 70 121 72 107 

167号土坑 I 8 B-II 0.88 x 0.78 28cm 土器片 2・剥片 2 119 70 120 72 107 

168号土坑 I 7 B-II 0.72 x 0.63 40cm 土器片15 119 71 120 72 107 

169号土坑 I 8 B-II 0.78 x 0.60 34cm 土器片 2 119 71 120 72 107 

170号土坑 日 7 B-II 0.98 x 0.82 41cm 土器片 3 119 71 120 72 107 

171号土坑 H7 B -1 1.13 x 0.97 47c皿 土器片18 石器類 2.際 119 71 120 72 107 

。。つd
T
よ
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P L 73、観察表P158) (2 )遺構外出土遺物(第122図、

包含層及び遺構外からも少量の弥生土器が出土している。時期的には前項で、扱った土坑出土遺物と同様、

前期後半~中期前半に位置付けられる。遺物分布も土坑の分布とほぼ重なる状態にある。

3は底部に網代痕がある。 12は1は条痕後に沈線を施している。土器は条痕文系のものが主体を占める。

1 . 4・5・6・7・8・12には胎土に結晶片岩の含有が認横位平行沈線後に縦位隆帯を貼り付けている。

められる。

13の石剣は、確認調査時に弥生時代土坑群近接地点(第 5図)から出土したものである。出土状態は PL

のV層上面に相当する層位からの出土と考えられる。本遺物の明確71に示しであるが、基本層序(第 3図)

車斤守宇
佐ヨムL

な時期は断定しがたいが、本遺跡の主体となる縄文時代前期もしくは中期初頭の遺物とは考えられず、

的に弥生時代の遺物に想定しておく。石剣は全体が7寧に研磨されており、側面は丸みを持ちつつも稜をな

す。先端部は弧状を呈し、擦痕がある。把端部は方形を呈する。把の部分には紐状のものが巻つけられてい

た痕跡が認められる。
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第 4節平安時代

住居跡 2軒が周囲よりやや低い位置にあたる 0-27グリッドから検出されている。南西側調査区外に関連

する遺構が存在する可能性もあるが、調査区内には他に当該期の遺構・遺物は検出されていない。

31号住居跡(遺構第123図、 PL74/遺物-第123図、 PL75、観察表P158) 

位置・ 0-27グリッド。検出状態・南西部はあまり良好な遺存状態ではなく、壁面の一部が削平されていた。

また、床面北半は根の影響で凹凸が激しい。平面形態:縦長長方形。規模:3.95m x 2.52m。床面積・ 9.77111。

残存深度・ 27cmo 主軸方位 :N -1180 

- E 。床面の状態:先述したように北側は凹凸が激しいが、南側はほ

ぼ平坦である。北東隅とカマド手前に焼土が検出されている。特に硬化した面は確認されなかった。壁面の

状態・残存部分が少なく、あまり明瞭ではない。柱穴・堅穴内及び堅穴外とも柱穴・ピットは確認されなか

った。掘り方.明確に確認できなかった。カマド:東壁の南寄りに位置。 60cmほど壁外に突出する掘り方を

検出し得たのみで、構造等の詳細は不明で、ある。火床部と想定される位置に地山被熱痕が認められた。また、

カマド内から土師器斐が出土している。遺構埋没状態:ローム粒等を含む黒褐色土・暗褐色土・褐色土が自

然埋没する。遺物出土状態・先述したカマド内出土の土師器蓋のほか、カマド手前からも土師器査が出土し

ている。全体的に出土遺物は少なかった。備考:カマド向かつて右側に、平面形態が不整方形、規模55cmX 

50cm .深さ10cm程度の掘り込みがあるが、底面に凹凸があり貯蔵穴とは断定し難い。時期:土師器蓋の形態

的特徴から 9世紀後半代に想定しておく。

遺物:土師器霊 3以上、須恵器上不 1以上・蓋破片を確認している。土師器室はいずれもコの字状口縁のもの

で、胎土には結晶片岩の含有が認められる。掲載遺物 4点。

32号住居跡(遺構:第124図、 PL 74・75/遺物 第124図、 PL 75、観察表P158) 

位置:0 -27グリッド。検出状態:南側は調査区外。調査範囲内の南東側は耕作が床面にまで及んでいる。

平面形態.全容不明であるが、長方形基調と想定される。規模:ー X2.91m。床面積・不明。残存深度:40 

cmo 主軸方位 :N -17
0 

- E 。床面の状態.先述したように床面が壊されている部分があるが、残存部分は

多少の起伏はみられるものの平坦で、全体的に硬くしまっている。また、中央から北側にかけて焼土の分布

がみられる。壁面の状態:北側から西側にかけての壁面は比較的良好な遺存状態にあり、 70
0

前後の勾配で

立ち上がっている。北壁際に炭化材が検出されている。柱穴:調査範囲内に深さ 1O~30cm程度のピット 4 基

を検出しているが、主柱穴とは判断し難い。カマド向かつて右側のピットは貯蔵穴の可能性があるが、やや

小規模で、ある。掘り方・明確に確認できなかった。カマド・北壁のやや東寄りに位置。板状の安山岩と河原

石を使用した石組カマドである。カマド内から土師器蓋 2個体が出土しており、二つ掛けであった可能性が

高い。なお、支脚は検出されていない。また、火床部と想定される位置に地山被熱痕が認められた。遺構埋

没状態・耕作の影響で不明な点が多いが、ローム粒等を含む黒褐色土・暗褐色土が自然埋没していたものと

推定される。遺物出土状態・カマド内から土師器蓋 2個体(内 I個体はほぼ完存)が出土しているほかは、

埋没土中から須恵器小破片がわず、かに出土している程度であった。備考:炭化材や焼土の状態から火災住居

と想定される。時期・土師器棄の形態的特徴から31号住居跡と同様、 9世紀後半代に想定しておく。

遺物:土師器霊 2、須恵器妻小破片を確認している。土師器棄はいずれもコの字状口縁のもので、外面に煤

が付着する。 2には胎土に結晶片岩の含有が認められる。掲載遺物 2点。
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縄文時代土器観察表 1

遺品4喬号ノ/真 番号 ①計測11f[ ⑦-;tiI'形文f;I，①色調①胎土包{市考 7玉百己

l号住居跡、 ②ループ文・羽状縄文+コンパス文①灰黄伺IOYR412Cl悦維 長石 石英①外而に似付着。 46 

第36図 2 G組紐文①にぶい褐7.5YR6/3①繊維ー長石 石英 18 

P L36 
②組組文+コンパス文⑦明黄t?;¥IOYR7/6CD繊維長石石英3 

4 G:組紐丈+コンパス文①黒十^iIOYR3I2CD繊維ー長石・石英 10 

5 ② LR縄文ループ文CD1を5YR6/8④ 繊維長石石英

6 cv異条縄文(，E反の合撚) +コンパス文①にぶい黄樟IOYR6/4④繊維ー長石ー石英

7 @異条縄文(正反の合撚)①黒福2.5Y3/2①繊維長石石英

8 ⑦呉条縄文(J[反の合燃)③にぶい黄褐IOYR5/3①繊維 長石 石英 9 

9 ②異条縄文(正反の合燃)(l)にぶい黄褐IOYR5/3Cl繊維・長石ー石英 14 

10 ②羽状縄文①黒褐IOYR31l①繊維長石石英 45 

11 ②異節縄文(前々段合撚)①褐7.5YR41災以ι最維・長石 石英微砂粒 30 

12 ②縄文+コンパス文 半松竹竹状工具による平行沈静、①にぶい黄燈1OYR6/3Cl繊維 微砂粒

13 ⑦縄文+平行沈線ー爪形文ー円JF;竹管文①にぶい黄褐10YR5/3Cl繊維 長右 石英 17 

2号住居跡 1 ②RL縄文CD~褐7.5YR31l④繊維ー長石'1'1英角閃石

第381~1 2 ① RL縄文+コンパス文①黒褐7.5YR4/3(i)繊維・長石ー石英・角閃石

P L36 
③O段多条縄文①にぶい黄信¥lOYR5/4①繊維微妙粒。

3号住居跡 1 ⑦縄文+平行沈線短沈線 コンパス文③褐灰7.5YR4/1①繊維粗砂粒①外面にj;¥，;付着。 炉5

第39図 2 ②羽状純文+コンパス文①灰褐7.5YR4/2①繊維 長石・石英①外面に煤付泊二。 炉3

P L37 
②O段多条縄文①明褐7.5YR51“E繊維 白色粒・赤褐色粒3 11 

日号住居跡 1 ①口径 (50.6cm)QJ4単位の波状口縁で、波T!'[聞に 6個前後の単依で鋸歯状突起を有する。組紐文+悌歯状工具による 30・73

第40'41凶
平行沈線ー同心円文ーコンパス文+fLl錐状貼付文①にぶい黄澄10YR7/4Cf:繊維 向色杭・赤褐色粒

P L37 
2 ②半裁竹令状工具による平行沈線+ボタン状貼付文①にぶい黄援10YR7/4Ci繊維・微砂粒 57 

3 ①異条縄文(正反の合撚) 半裁竹 f.i:状工具による平行沈線+ボタン状貼付文③にぶい黄燈10YR7/4①繊維・微砂粒 71 

① 3と同一個体。

4 ①羽状縄丈 櫛IfFIJ，工具による沈品l③lこぶい黄絞10YR714①繊維 微砂粒 13 

「。 ⑦0段多条縄文③lこぶい黄燈1OYR6/4④iE員維・微砂粒 40 

6 G組紐文 コンパス文@'こぶい褐7.5YR5/3(i)，J!i，佐・微砂利 33 

7 ②口唇首~Iこ貼付文。 o段多条縄文①灰褐7.5YR4!2Cl繊維・微砂粒 39 

8 ø組組文+半if!<竹千7状 rJ:~ーによる平行沈線①にぶい l~~t宝1OYR6/4①繊維 長tJ・石英 16 

9 G::呉条縄文(正反の合長¥) ー街1向状工具による沈線①にぶい黄符10YR7/4①繊維・微砂粒 70 

10 C乙口辱郊に鋸歯状突起。異条縄文(正反の合撚)①にぶい持7.5YR714④繊維・長石 石英 3 

11 ①異条縄文(正反の合撚) +コンパス文③暗褐IOYR3/3Cl繊維 長石・石英 52 

12 ①底筏(10.0，m) ① l二げ民の!託部片。 o段多条縄文+コンパス文G符7.5YR7/6Cl繊維 微砂粒守ノ内面に煤・焦げ。 37 

7号住民跡 1 ①υ径 (22.1cm) CVJi口it円土器。ループ文 O段多条縄文①lこぶい黄符10YR7/4CD繊維ー長石 石英 29 

第42・43図 2 ① 9 i~1以上の単位で鋸白状突1包。組紐文+半~~竹信状工具平行沈将、弧1J(，~、③税7.5YR616'1 繊維 長石 石英・角 Il~l石 10 

P L38 
(忍口唇部に鋸的状突起。 o段多条縄文+、ド行沈線+円形貼付文UE僚7.5YR61ぶD繊維 微砂粒3 46 

4 okn秘文+半銭竹行状[共によるτl'行沈線③にぶい褐7.5YR5/4④繊維 長石石英角閃.fJ 40 

5 Onr千部にfA41省状突起。 o段多条縄文+平行沈iR!で三角形を描く+rJ形ftl!i付文①lこぶい符7.5YR6/4Ci:品l*11 長石・白色粒 15 

6 ⑦口唇部に長庁形状突起。仁1'，否自 1\に刺突を ))11 える。組紐文+櫛 l有状工J~による沈線で三角形を姉く G 際 7.5YR6/6②繊 20 

維ー微砂粒(3)外而に煤付着。

7 ⑦波頂部片ι 組Hl丈+半故竹管状工具による平行沈n:，車引こぶし寸肘fHOYR6/4①，:1¥.11:. 1故砂粒

8 ② RL 縄文①にぶい首位10YR6/3CI繊維 長七ー石英

9 o組組文+コンパス文③t!.i7.5YR7/6(!j繊維長石石英 22 

10 CI組紐文+コンパス文@1lt7.5YR6i6Clj繊維ー長{i.石英 角i刈石
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縄文時代土器観察表2

遺構骨子号ノ/頁 託子号 ①計測{直②器形文係①色調①胎土①備考 i主記

7号住居跡 11 ②末端}レープ付縄文+コンパス文①にぶい賞特IOYR6/4①繊維 微砂粒

12 ②異条縄文(正反の合撚)①にぶい黄桜IOYR6/3C[繊維 微砂粒 41 

13 ①ループ文+RL縄文①』こぶし、黄褐IOYR5/4①;官維・微砂ti/:

14 Q 組紐丈+鋸歯状に沈t~S!①にぶい褐7.5YR5/4④繊維 微砂純 17 

15 ⑦ l二げ!長の底部。組紐文③にぶい燈7.5YR6/4①繊維・微砂粒 |守色粒

8 ij住居跡 1 ② RL縄文①控25YR6/8CD長石・石英・角閃石 5 

第791火1P L57 2 ① RL縄文①にぶい赤伺5YR5/4CI朝日砂粒 長石・石英 1 

9号住居跡 1 ①口径 (24.5叩)②口唇部に半円形突起。突起右側に欠損するが注目あり。組紐文 +it線を直線 弧状・×状に施す。 52 

第44・45WI
突起部分に半政竹管状仁具による弧状の平行沈線 爪形文①にぶい黄IOYR7/4①繊維 微砂粒

P L39 
2 ①口径24.6叩CVRL縄止①にぶい黄信IOYR7/4①結品片岩 長石ー石英・角閃石ー赤褐粒 74 

3 ②干行i尤線+ヘラ先状工具による連続刺突文①にぷい黄位IOYR6/3C[繊維ー l~í砂粒

4 ①rJ唇部に鋸歯状突起。 LR縄文①'R褐IOYR3/2④繊維 長石ー石英〔5外面に煤付着。

5 ⑦羽状縄文(2明黄禍IOYR7/6①繊維・長石 石英

6 ②復白iJ縄文①にぶい黄渇IOYR5/4①繊維 長イョ・石英 赤褐粒 81 

7 (2)口縁部やや肥厚する。 RL縄文①灰黄信olOYR4/2④繊*ft.粗砂1';)

8 ①組紐文①にぶい黄桂IOYR6/4CC繊維 微砂粒.E'I色杭 67 

9 ①ヘラjt;状工具による述続刺突文十円形貼付文(討こぶい茂樟IOYR6/4①繊維・微砂粒

10 ci組組文也)亦褐5YR41ぽDk州佐ー長石.1:I1< .白色杭 65 I 

11 o復節縄文G明黄絹IOYR6/6①繊維ー長石 石英・角閃石

12 ⑦ル←プ文 RL 縄文+口縁端部に悌歯状工具による料突①控75YR6/6G繊維 微砂粒 25 

13 u)具一条縄文 (.l[反の合撚)①灰黄伺IOYR4/2任繊維・長石 石英

14 ②異条縄文(正反の合撚) ーO段多条縄文+コンパス文G褐灰IOYR4/1CI繊維・長石・石英 64 

15 ①O段多条羽状縄文+コンパス文①にぶい黄位IOYR6/4GC，i維ー長石・石英

16 ⑦呉条縄文(正反の合撚) +コンパス文①にぷい様5YR6/40iJ&維ー長石 石英

17 ①:旦条縄文(正反の合撚) +コンパス主①位7.5YR6/6①繊維 長石 石英ー角閃石

18 ②組紐丈+コンパス文①lこぶい11'f褐IOYR5/4①繊維ー微砂粒 18 

19 ①~iHII文⑦明貰褐IOYR61ば)繊維長石イリ':t .角|河石

20 (l組紐文①明褐7.5YR51民心繊維・微砂粒・ l江色粒 63 

21 rI組紐文CD赤褐5YR4/8①繊維ー微砂粒ー向色粒 2 

22 ②複節縄文G燈7.5YR6/8④繊維・微砂粒 1 

23 ②半i，JtW~状工具 ヘラ先状工具による沈線⑦lこぶい黄符IOYR6/4③繊維長石石英 51 

24 ①撚糸文①lこぶい褐75YR5/，j①繊維・結8[lj片岩・長石・石英

25 ②上げ底の底部片。羽状縄文①tli7.5YR6/6④繊維ー粗砂粒・白色粒

10号住居跡 第47図、 PL40 ①O段多条縄文①にぶい鐙2.5YR6/4①繊維長石石1;~ .角閃石 3 

11号住居跡 (IJ異条縄文(正反の合撚) +櫛歯状工具による沈級①にぶい燈7.5YR6/4 c[繊維 長石ー石英 7 

第48図 2 ②ル プ付縄文+コンパス文ー沈線(三角形を~l1í く)①燈7.5YR7/6①繊維・粗砂粒‘白色粒 8 

P L40 
②I_H兵部にJ~~m状突起nlií、J. 縄文+櫛的状工具it~1J~ (政手;Ik)①t:il5YR7/6C切断佐ー向色粒3 5 

12号住民跡 1 CV'民条縄文(正反の合撚)@褐IOYR4/4①繊維 結品片右 組砂粒 赤十日粒 61 

約19・50閃 2 ①組紐丈+半故竹管状工具による沈線。コンパス丈①灰褐7.5YR4/2くじ悦維・長イγ 石 9~ 39 

P L40 . 41 
②O~立多条縄文①赤i協5YR4/6iくD，油~*f1 微砂粒 白色粒3 74 

4 ①異節縄文(前々段合撚)③にぶい民間OYR6/40，，]¥&，%. iWJ砂粒 116 

5 ①ループ丈+i'故竹信状工具平行沈i君、・ヘラ先刺突Q)tこぶいiNl笠lOYR64CC繊維・微砂粒 135 

日 (Z)U'j長部に鋸商状突起。縄文+コンパス丈沈~:fIKi)rfr7.5YR6/6①咲維長石石英
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縄文時代土器観察表 3

近!，'Ii番号/頁 香号 ①言i測値 ①器形 文係 ③色調 ①目白土 ①備考 u二吉己

12号住居跡 7 ②口唇部に鋸歯状突起。縄文+コンパス文+円形貼付文⑦明褐7.5YR5/6①繊維ー長石・石英 24 

8 ①異条縄文(正反の合撚)①にぶい黄符IOYR6/4G:繊維 微砂粒・白色粒s外面に煤付着 171 

9 ②異条縄文(正反の合撚)①灰黄褐JOYR5/2([繊維ー長石・石英 57 

10 ②異条縄文 (JE反の合撚) +コンパス文③にぶい灰褐7.5YR5/4④繊維ー長石ー石英・角閃石 炉I

11 CI撚糸文①灰黄褐IOYR412①繊維ー長石ー石英 白色粒 168 

12 ②異条縄文(正反の合撚) +コンパス文①にぶい黄褐IOYR5/3C[載維・長石ー石英・白色粒 35 

13 ②異条縄文(正反の合撚) +コンパス文①男、5Y2/1([繊維 長石・石英 白色位 88 

14 ②O段多条縄文③褐75YR5/3CI::繊維・長石ー石英 白色粧 17 

15 ①縄文+コンパス文①lこぶい赤褐5YR5/3CD繊維・長石 石英ー白色校 亦褐校 134 

16 CD組紐文①控7.5YR6/6G繊維微砂続・白色粒 160 

17 ②上げ底の底部片。異条縄文③にぶい樟7.5YR6/4④繊維 長石 石英・白色粒 157 I 

14号住居跡 1 ①口径 (25.5叩)②口唇郊に鋸歯状突起 (1か所のみ残存)， 0段多条縄文 ループ文③浅黄経JOYR8/4Oii買維 長石・ 6英 30 

第51Wl 2 ①口径15.9cm⑦口唇部に鋸筒状突起。 o段多条縄文 yレ←プ文十コンパス文①にぶい黄袴JOYR6/4①繊維ー結品片岩 49・50

PL41.42 長石ー石英⑤外面に煤付着。

3 ⑦口唇部に鋸歯状突起。 縄文+'1三社主竹管;IJe工具平行沈線G袴7.5YR6/6①繊維.EJ色粒

4 ②口唇部に鋸的状突起。ループ文+コンパス文①にぶい黄位JOYR7/4①繊維・長石 角閃石

5 ①縄文+半裁竹管工具平行沈線 爪形文①にぶい黄櫨IOYR7/4([繊維・長石ー石英・角閃石 14 

6 ①ループ文+コンパス文③にぶい黄桜IOYR6/3G:繊維 微砂粒 白色粒

7 ⑦O段多条縄文ーループ文+コンパス文 沈線幾何学文+享状貼付文①絞7.5YR7/6①繊維・長石 石英①外面に煤付 7 . 31 

着。内面丁寧に硲かれる。 .35 

8 ②ループ文+コンパス文①にぶい賞褐IOYR5/3①繊維・長石 石英ー角閃石 53 

9 ①0段多条・ループ文+コンパス文①にぶい黄桜IOYR7/3④繊維・長石 石英CIT外面煤付着。 55 

10 ②呉条縄文(正反の合撚) +コンパス文③褐以IOYR4/1②繊維 長石 .6英ー白色校

II ②爪形文①黄灰2.5Y4/1CI::繊維微砂粒白色粒

12 ②半裁竹管状工具による平行沈線①にぶい黄褐IOYR6/3([繊維ー長石・石英 7 

13 ①波頂部の左右鋸歯;伏突起。縄文+沈線・刺突+貼付文③!ll'7.5YR7/6CD繊維 長石 石英 46 

14 ②底部。佑子白状撚糸文③にぶい黄桜IOYR7/4③繊維・長七 石英ー角閃石 45 

16写住居跡 1 ①口径32.5cm②口唇部に 3個以上単{立で長万形の突起貼り付け。 o段多条縄文ーループ文①にぶい黄僚IOYR7/3①繊 炉I

第52図
維 白色粒①外面に煤付着。

P L42 2 ①末端ループNO段多条縄文+鋸歯状に沈線①にぶい黄僚IOYR7/4①繊維・長石 石英 15 

3 ②末端ループ付 O段多条縄文①にぶい黄検IOYR7/4①繊維 長石・石英

4 ⑦ループ文G明黄褐IOYR7/6G繊維ー長石 ';ii英 炉l

5 ②平行沈線ーヘラ先状刺突+豆状貼付文③樟7.5YR7/6G繊維ー長石・石英 60 

6 ②縄文+沈線+豆状貼付文③にぶい赤褐5YR5/4①繊維 粗砂粒・白色粒 63 

7 ~組組文+コンパス文①にぶい黄櫨IOYR7/4④繊維 長石・右英ー白色粒 29 

8 ②やや 1.げ底の底部。組紐文③黄櫨7.5YR7/8①繊維・長石ー石英①!大j面に煤付着。 18 

17号住居跡 l ①口唇部に刻み目のある小突起。 o段多条縄文+コンパス文・半裁竹管状工具による弧状沈線・へラ先刺突①樟 12 

第53凶
7.5YRG/GCDi1i1維・向色粒⑤外而に土佐付着。

P L43 2 ②口唇部に小突起。ループ文 O段多条縄文①にぶい黄燈IOYRG/4([繊維ー白色粒 G.9 

3 ②口唇部に制n状突起貼付。末端ループ付O段多条縄文①に品、符7.5YR6/4白噴出佐ー白色粒 4 

4 ⑦末端ループ付O段多粂縄文①にぶい椅7.5YRG/4④械>Iffi 長石 石英⑤外面に煤付着。 炉l

5 ①0段多条縄文 コンパス文⑦灰黄褐IOYRG/2①繊維 白色粒①外面に煤付着。 18 

18号住居跡 (ìl半il~竹~T-状工具による平行沈線 爪形状+円形貼付文③にぶい黄櫨IOYR6/4①械維 長石・石英①外而に煤付着。 5 

第54r羽 】ワ ②複節縄文+コンパス文ー沈k，~+ 円形貼付文③にぶい黄褐IOYR5/4①繊維ー長石・石英 2 

P L43 
3 (忌異条縄文(正反の合撚)①にぶい褐7.5YR5!4①繊維 長石石英 6 
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縄文時代土器観察表 4

遺構番号/頁 番号 ①計測値 ⑦器形・文tr， G:色調 ④胎土 ③備考 1主記

19号住居跡 I a組紐文+円形貼付文①にぶい黄校10YR6/3①繊維 長石 石英

第55図 2 ②口唇部突起に刺突。 0段多条 lレ プ文十コンパス文①にぶい粒7.5YR6/4U繊維・微砂粒

P L44 
3 ②末端ループNRL縄文⑦にぶい黄褐10YR5/4Q:繊維ー微砂粒

4 ①異条縄文(正反の合撚)①にぶい黄褐色10YR5/3②繊維・微砂粒・白色村ム

20号住居跡 ②口唇部に鋸街状突起(3 f閥単位)。縄文十斜 }J向中心の不規則な平行沈線 コンパス文①笹7.5YR6/6Q:繊維・長石・ 107 

石英・白色位ci外面に.iJI:付着。
第56.57図

P L44 2 ②口唇部に鋸歯状突起。異節縄文(前々段合指!と) .0段多条縄文①lこぶい黄褐10YR7I4④繊維・長石 石英・白色村千 147 

3 ②波状口縁部片。ループ文縄文十平行沈線ヘラ先刺突 コンパス文+貼付文①澄7.5YR7/6CD繊維・長石・石英・ 127 

角閃石⑤外面に煤付着

4 ②ループ文 O段多条縄文ー平行沈静、+円形貼付文+ヘラ先刺:;~①灰黄褐10YR5/2Q:繊維 微砂粒@外而に煤付着。 炉I

5 ②口唇部に刻み目のある小突起。 0段多条縄文 ループ文1])，こぶい黄柱10YR6/3②繊維・微砂粒・白色粒号外面に煤付着。 154 

6 ②口唇部に鋸歯状突起。ループ文+平行沈線+円形貼付文+ヘラ先刺突③明黄絹10YR7/6U繊維 微砂粒 白色粒 角 炉2

閃石①外面に煤付着。

7 ①波頂部の左右に刻み目のある小突起。ループ文ーへラ先刺突 口将部に沈線、①鐙7.5YR6/6④繊維・長石・ 6英 101 

8 ⑦ループ文+豆状l!占付文①黄灰2.5Y4/1④繊維・長右・石Jjf・角閃石①外i面に煤付着。 184 

日 ⑦ループ文①明褐75YR5/6Q:繊維ー長石ー石英 角閃石 24 

10 ②呉条縄文 (ll反の合撚)①にぶい政経10YR7/4④繊iト長石・石英 白色;j';):G外而煤付着。

11 ②口唇部に長方形状突起o)レープ文 縄文+コンパス文①授7.5YR6/6(.j)繊維・長イゴ・石英信外出に煤付着。 29 

12 ⑦異主[1縄文(前々段合撚) 羽状縄文①灰黄褐10YR4!2U繊維 粗砂粒ー石英6外而に焼、付着。 98 

13 ①ループf寸O段多条縄文十コンパス文①にぶい黄符10YR6/3①繊維・白色粒〈E外面に煤{、t着。

14 ②異条縄文(正反の合撚)Q鐙7.5YR6/6Q:繊維・長石ー石英 角閃石

15 ②lレ←プ文十平行沈線 (コンパス文)③明赤褐5YR5/6CD繊維・長石・石英①外面に煤付着。 38 

16 ⑦異条縄文(正反の合駄)①オリーフ黒5Y31lU繊維ー長石ー石英 80 

17 ①民径(10.0cm)②やや|二げ底。ループ付O段多条縦文①にぶい黄符10YR6/4①繊維 微砂粒 白色粒①外底部にも施文。 17 

18 ①脚台部底径8.9叩⑦台fJ深鉢の脚台部。 o段多条縄文+コンパス文①黄信7.5YR8/8U繊維・白色粒G外面に煤付着。 127 

21号住居跡 ①口径(16.0cm)a組紐文①明赤褐5YR5/6①繊維・微砂粒・白色粒 23 

第581~1 2 ①沈線1・コンパス文+粒状貼付文③灰黄伺10YR5!2④繊維 長石ー石英 14 

P L45 
3 ②波状口縁波頂部欠損。ループ文・沈線①褐7.5YR4/3Q:繊維ー長石 石英ー白色粒 37 

4 ⑦組紐文①にぶい黄燈10YR6/4④繊維 微砂粒ー白色粒 43 

5 ②呉条縄文(正反の合撚)③にぶい黄櫨lOYR6/3U繊維ー微砂校ー白色粒①外而に煤付着。 28 

6 ⑦口唇昔日に鋸歯状突起。組i丑文+半裁竹管平行沈線、⑦にぶい褐7.5YR5/4①繊維・長石・石英 30 

7 ②異条縄文(正反の合撚) +コンパス文③にぶい黄燈1OYR6/4①繊維 長石ー石英 2 

8 ⑦絞節縄文 O段多条縄文+コンパス文 半裁竹管状工只一平行沈線・同心円文G:J1J;J7.5YR4/3U繊維 長石ー石英 臼色粒 68 

9 ①底径10.4cm①底部上げ底。異条縄文(正反の合撚) +コンパス文③にぶい鈴7.5YR6/4Q:繊維・長石・石英・白色粒③ 8・41

外底部にも施文。 .57 

10 ①底径1O.4cm②底部上げ底。異条縄文(正反の合撚)①にぶい樫75YR6/4品加佐・微砂粒 86 

11 ②くびれ部に隆帯。組紐文①にぶい福7.5YR5/4①繊維 長石ー石英①隆帯仁にも施文。 12 

22号住居跡 1 ②波状口縁(4単位)。波頂部左右に主IJみ目のある小突起。組紐文+コンパス文 沈t~Í!文 爪形文+耳状l!占付文、突起 202 

上にへラ先刺突①明黄褐10YR7/6①繊維・長石・石英
第59.60図

P L46 2 ②片口注目部の脇に鋸的;伏突起。組組文 O段多条縄文+コンパス文①にぶい黄鐙10YR7/4①繊維 微砂粒 向色粒① 92 

外而に煤付着。

3 ⑦口唇部に鋸歯状突起。ループ文ー 0段多条縄文①燈5YR6/6([繊維 粗砂粒③外面に煤付着。 182 

4 ②末端ループ付O段多条縄文G桜7.5YR7/6④繊維・長石 石英 角閃石⑦外而に煤付着。 205 

5 ①組紐文①にぶい黄鐙10YR7/4Q:繊維 微砂粒ー白色位①外国に煤付着。 138 

6 ①複節縄文①tiU.5YR6/6③繊維・長石・石~~

7 ②口唇部に鋸歯状突起。ループ文①にぶい黄詰10YR7/4U噴出It.微砂粒 白色粒

149 



縄文時代土器観察表 5

i立構高二号/頁 旧ヨ，-，ソI の計調IJ値 @'6'J Jf~ .文様 ①色調 ③11台土 ①備考 it記

22号住居跡 8 ①U唇部に鋸l請状突起c 品l紐文+コンパス文CDt在7.5YR6/6④繊維・石英

9 ①胴片l'屈巾するυ 末31MループO段多条縄文+コンパス文①符7.5YR7/6([繊*If・微砂粒・白色粒@yl面に煤付着。 122 

10 @異条縄文(日以の合撚) +コンパス丈①明黄褐IOYR7/6([繊維・長石・石英 185 

11 会)波状 1~1縁の波頂部欠ffL ル←プ文+ '[モ故竹管状工具平行沈線 同心円丈①燈7.5YR7/6([繊維・長石・石英 114 

12 ②0段多条縄文+コンパス文⑦にぶい褐7.5YR5/4①繊維ー微砂粒①外面に煤付着。 145 

13 ②異条縄文(正反の合撚)U掻7.5YR7/60，断1，.長石・石英 186 

14 @縄文+半裁竹管状工J=t.による平行沈線③にぶい黄符IOYR6/4①繊維 微砂粒 238 

15 ②呉条縄文(正反の合撚)③にぶい黄校IOYR7/4①繊維・微砂粒・白色粒

23号住民跡 1 (J)組紐文+半故竹筒状 r具、l'行it，l'⑦黒褐10YR21ぬ〉繊維長石 石英ー魚肉石 52 

第61凶 2 ②波J~部片。ループ文①にぶい黄符IOYR6/4①繊維ー微砂粒 86 

P L47 
3 ①il主頂部片。縄文+櫛的状工具条~~1 +円形貼付文①にぶい黄件t!OYR6/4([繊維 白色牧 78 

4 ①無文③悩75YR4/3([繊維・微砂粒 21 

5 (J)'尺条縄文(正反の合撚)ー 0段多条縄文ーループ文+条線と同心円文を鋸的状に繋げる①伺7.5YR4/3C[繊維・長石ー 83 

石~~ .白色粒@外面に煤付着。

6 ①O段多条純文+コンパス丈①にふ、い黄信HOYR4/3U繊維・長，(j.石英 28 

7 (il末端1レ プí~O段多条縄文①明褐7.5YR5/6C[ 繊維ー長石ー石英 72 

8 ⑦末端ループ付 O段多条縄文CN~'7.5YR61ぽJ)繊維 長石・石英. I~I 色続

9 ⑦羽状縄文+コンパス文 沈線+円形nr1i付文①にぶい尚7.5YR5/3①繊維ー長石ー石英 12 

24号臼!舌跡 ②末端ル←プHO段多条純文①にぶい抗符IOYR7/3①繊維ー1'[[砂粒・長石・ {o英 4 

第62同 2 ②n唇昔日に刻み日のある小突起e 0段多条純文十沈線、突起 1:.にへラjt刺突(l)にぷい黄燈IOYR7/3C[繊維・長右 石英 3 

P L48 
(2)燃糸文+裕子H状初、糸文①にぶい褐7.5YR5/3①繊維 長石石1s・角閃石3 11 

4 (J)末端ループ付O段多条+コンパス文①にぶい此佐IOYR6/4C[;繊維 向色粒①外而煤付着。 6 

5 ②異条縄文(正反の合撚)(1)にぶいずl褐IOYR5/4(1)繊維 長石・{j一英

25号住居跡 l ①波頂吉I，)f。沈線、丈(DU白褐75YR31反主)金雲lチ・長石・ 6英.jfJ閃石①波]買部内l師に抽象文係。 6 

第81図 フ ①内而u縁部に段。降惜!メ:凶l内にi:.t線①灰黄褐10YR4/2CD全雲母 長石ー石英・角閃石 5 

P L57 
3 (1: 外出'-1縁部に突起。ド、jffiiU"一郎に破。F世帯+沈線lメー凶i内に波状沈材、①明赤褐5YR5/6CD長石石英角閃石①外而煤付着c

4 @沈f~ç+ 刺突文①燈7.5YR6/6(じ，(j JA' jfJl刈石①亦色i主彩の仮跡あり。 9 

26号住居跡 ①lI:ff¥'ljl8.6cm・υ径(J6.8cm) 底径 (8.5叩)⑦口容部に小突起、突起左右に刻み日 c 0段多条縄文 ループ文+コン 1・4

第63・641刈
パス文①にぷい黄怪IOYR6/4U繊維・長七.fi英・内色粒@底部にも縄文施文。外I固に煤付着。 198 

PL48'49 2 ②無節縄文①明褐7.5YR5/6①繊維 長石 イゴ英①器面凹凸があり粗雑なっくり。 ]]8 

3 ⑦波状円縁の波TJ1!部欠損。異条縄文(正反の合撚) +コンパス丈 櫛商状工具により版予状の文様①にぶい黄住 191 

IOYR7!4①繊維・長石・石英

4 ⑦組紐文+コンパス文①にぶい黄符IOYR6/4弘樹佐ー長石・石英①外面に煤付着。 241 

5 ①r1唇部に鋸的状突起。組組文+判tH'r行状工具平行沈線 放子状丈繰(l)明赤褐5YR5/6①繊維・長七ー石英 419 

6 ②羽状縄文十豆状貼付文①E褐10YR31l(i)繊維 微砂粒 38 

7 ⑦口腎部に鋸歯状突起。複節縄文⑦灰黄褐IOYR41広Z繊維。長石・石英 133 

8 cv呉節縄文(前々j段合撚)①明!w.褐10YR7/6(J)械維 長石ー石英 448 

Q ⑦ループ文+~居前状沈線①にぶい黄褐10YR5/4①繊維 微砂校 内色粒C外面に煤付着。 3 

10 ②羽状縄文+コンパス丈①にぶい黄褐IOYR5/3①繊維・長イョ・ 6失 98 

]] ①縄文+倒的状工具沈線①にぶい償5YR6/6CJ)繊維・長七 向色粒 32 

12 ①沈ii'Jj、を格子状に交差させる①にぶい黄続IOYR7/4①繊維ー長石 石英 3【75

13 ①O段多条縄文+沈"'~'直線文 渦巻状文①位7.5YR6/6(J);¥jIi，佐。粗砂粧・長石ー石英赤褐粒 73 

14 ②円唇部に小突起。末端ループ付O段多条縄文+沈線①i;t7.5YR61妖.D，jl~維 長石石英 220 

15 ②末端ループHO段多条純文 LR縄文Q)にぶしミ首長~IOYR7/4O: 繊維ー長石・{j英 向色粒 354 

ハURυ 
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縄文時代土器観察表 6

泣構番号/頁 一ili一F日J ①計測値⑦(，~j診文係①色調④胎土①備考 1主言己

26号住居跡- 16 側担f丑丈①にぶし佐7.5YR6/4の繊維 長石 石英・白色粒①外面に煤付着。 58 I 

17 ②ループ文羽状縄文G続5YR6/6②繊維ー結品片岩ー長石石英 259 

18 ②組紐文①にぶい黄絹1l0YR5/3(D~維・微砂粒・白色粒 144 

19 o破片|勾に 2条の降帯。縄文十(コンパス文)むにぶい符7.5YR61ぶD繊維 長石 石英 301 

20 o平行沈粉、+ヘラ先刺突 円形貼付丈①にぶい長llHOYR6/4①繊維 長石 :(i英 20 

21 ①宍条縄文(正反の合撚) ・組組文+コンパス文①にぶい:t~経10YR6/4Q)

22 (z)異条縄文(正反の合撚) ループ付 O段多条IdH文①にぶい黄信10YR6/3①繊維 白色粒 85 

23 ⑦呉条縄文(正反の合撚)①黒褐10YR3/1C[繊維ー石英・白色粒③外面に煤付着。 131 

24 ①異条縄文(正反の合撚) .0段多条縄文+施文原体!玉痕+コンパス文①にぶい枝7.5YR6/4C[渦財主 長石ー石英 337 

25 ②異条縄文(正反の合燃)①lこぶい黄褐10YR5/3②繊維・長石・石英 168 

26 ②ループ文①にぶい黄符10YR6/4①繊維・微砂粒 117 

27 ⑦組紐文①にぶい黄褐10YR4/3④繊維 長 石 石英 355 

28 ①底径9.8cm⑦底部上げ底。組紐文①lこぶし、僚7.5YR6/60~繊維 長石・石英①内面に焦げ。 338 

29 ①底律7.4c，"①底首1¥1一一げ!まc 組紐文①明赤褐5YR5/8④繊維・微砂粒 石英 402 

27号付属跡 ⑦口唇部に長方形状突起。組紐文ー異条縄文(正反の合撚) +コンパス文・口縁端部にヘラ先刺突③にぶい符 441 

当1'，66. 67l~J 7.5YR6/4①繊維 長石・石英①外而に煤付着。

P L50 
②異 fjÍ'j~:f:日文(前々段合撚)①償7.5YR6/6④繊維ー長石 石英 向色位・赤褐粒 373 2 

3 (奇組中E文 具条紺文(J!，反の合撚) +コンパス文 口縁端部ヘラ先刺突①lこぶい褐7.5YR5/3①繊維 長石 石英① 1 427 

と|司個体か。

4 cv口唇部に小突起。末端ル←プ付O段多条縄文①にぶい黄l~色10YR5/3①繊維長石石英 白色粒①内面に焦げ。 409 

戸d ②口唇部に子ζ小の山形小突起。ループ文ー羽状縄文(反撚か)①にぶい黄禍10YR5/3Q繊維・石英・白色粒⑦外面煤付 257 

着。

6 信組紐文+櫛歯状工具により直線・鋸商状ー波状 同心円 蕨子状の文十五①'I'褐2.5Y3/2④繊維・微砂粒・石英 108 

7 ②口唇部に鋸歯状突起。羽状縄文(Iji節・ 0段多条)③にぷい黄桜10YR6/4②繊維・結晶片岩ー長石ー石英

8 ②組組文+半裁竹管状工具平行沈粉、⑦にぶし崎7.5YR6/4①o:lurr・世間外立，白色粒 66 

9 ②組紐文+コンパス文、口唇部に櫛向状工具刺突①燈7.5YR6/6w繊維ー長石 石英 168 

10 o縄文+沈線+夜状 円Jr;貼付文①灰黄絹IOYR4/2(C繊維ー粗砂粧・石英(主)外I師に煤付着。 292 

11 ②:異条縄文(正反の合撚) +コンパス文①にぶい黄符J]OYR5/31(D哨維 石英・白色粒

12 ②n条縄文(正反の合撚)①lこぶい黄燈10YR7/3③繊維・長イョ・石英

13 cv縄文+平行沈線+刺突ー円形貼付文①にぶい赤褐④繊維ー白色主|状粒・イ'lj~ 105 

14 o呉条縄文(正反の合撚) +コンパス文③時灰黄2.5Y4/2Q繊維 長石ー石英 内色粒

15 ②異条縄文 (j[反の合撚) +コンパス文(j)黒伺7.5YR3/1C[繊維ー微砂粒包外面に煤付着。 443 

16 ①O段多条縄文+、Îj民竹管状 L具平行沈線(j)A音褐7.5YR3/3①繊維 微砂粒⑦外而に煤{、I着。 439 

17 ②)?<条縄文(正反の合撚) +ド哉竹管状T具による鋸m状沈線①にぶい黄燈IOYR6/3Q繊維・長石・石英 60 

18 ②ループ付O段多条縄文施文後、原体のj王1民③にぶい倍7.5YR5/4①繊維ー粗砂粒・長石 石英①内面の剥雌激しい。 170 

19 ①コンパス丈+刺突①にぶい燈5YR6/4Q)繊維・長七l'石英 白色紋 赤褐粒

20 ①!氏径 (9.8cm)②底部上げ底。組組文Q)怪7.5YR6/6①繊維・長，!:J・石英 372 

28号住居跡 l ①RL縄文CD~こぶい黄校10YR6/3①微砂純 白色杭 16 

第801割 2 ø~吉 Þí'ìある 0段多条縄文①にぶい詮7.5YR6/4④組砂粒・白色絞①外而に煤付着。 6 

P L57 
d η (玄+JJm条縄文①黒褐7.5YR3/1Q)i"rr砂粒 長石石英・角閃石 22 

29号住居跡 l :1)口唇却に小突起。櫛歯#工具ード松竹管状 L具刺突文(D浅黄!1nOYR8/4①繊維 白色粒 16 

第69・70図 2 ør!，糸丈①lこぶい 1\'it~守10YR6/4ω繊維ー長石・石英・亦j日粒 149 

P L51 
(去ヘラ}t;刺突L討奇7.5YR7/ω湘i維ー長石ー石英 向色紋3 51 

4 包〉羽状縄文+口縁部によ}状突起l!占付①にぶい黄桜10YR7i4(l)繊維 キII砂粒・長石 石英 110 

1
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縄文時代土器観察表7

近情番号/頁 番号 ①計 測 値 ① 詩 形 文tji ①色調④胎土 G術革 1玉五日

29号住居閥、 5 ②双山状波状口k:?z ~:I;。縄文+ニl'紋竹管状工具沈線①にぶい黄tl' 10YR7/4④繊維 長石・石英 122 

6 ②組紐文+半放竹管状工具沈線G:褐7.5YR4/3([繊維 石英@'iト曲に煤付着。 89 

7 ②組紐文+王二枚竹管状工具沈k~Jl①lこぶい ßH茸10YR7/4([繊維・白色粒 95 

8 ⑦異条縄文(正反の合撚)十コンパス文①にぶい黄経10YR6/4⑪繊維・微砂1'.;):.亦褐紋 84 

官 ②O段多条縄文+ (コンパス文)①lこぶい抑rnOYR6/4④繊維粗砂粒長石ー石英赤褐粒①補修孔あり。 145 

10 o口将部に鋸L;Jtl状突起。組紐文+コンパス文③lこぶい黄僚10YR6/4CC繊維ー微砂粒・石英 48 

11 CbMHJi:文+コンパス文①にぶい{登7.5YR7/4①繊i佐 微砂粒 向色粒 11 

12 ⑦ループ文 O段多条縄文+半故竹管状L具平行沈静、①にぶい黄位10YR6/4①繊維 石英 125 

13 ⑦半裁竹管状工具平行沈線ー述続刺突文CDj登7.5YR7/6(])111砂粧・白色粒ー赤褐杭 9 

14 ①呉条縄文(正反の合撚)⑦にぶい貨燈10YR7/4CI汲維・結晶片岩 長石 石英 115 

15 CI組紐文 複節縄文①にぶい黄褐10YR5/3①繊維 長石・石英ー角閃石①外面に煤付着c 20 

16 ②組組文①lこぶし、黄段10YR61ぬ;繊維ー長石・石英 白色粒 103 

17 ②異条縄文(正反の合撚) +コンパス文①にぶい黄褐lOYR6/4④繊維 長石 石英・白色粒 82 

18 0)庚f干9.2cm①羽状縄文①にぶい密7.5YR7/4CC繊維ー長石・石英 白色粒 138 

34号住居跡 I ①口径18.6cm②断面三iJ)形の凸帯貼り付け後、 RL縄文を地文とし、口縁部に逆U字状のI'ii土品II貼り付け等間隔 4単位、 炉I

第821主l
口縁部は沈線押引文 短沈~'ff .車IJ突文で文係描出、 I円帯下に結節文。①にぶい符7.5YR6/4④結晶片岩ー金雲母・長

P L57 
石 石英①炉に使用。内外出に煤付着。

2 ②口縁部内相1Iに稜c 直線・波状の押引文、口唇部にも押引文(2暗街10YR3/3①結品片E'金雲母・長石 石英 9 

3 ⑦口縁部内側に稜。口縁部に押引文 2条Q褐7.5YR41ぶD全雲IJ・長石ー石英.flj 1河石

4 ⑦口縁部内側に稜。口縁部にiを帯で指円形1)(画+縄文を地文+沈線を結円形 直線に施し文相、描出①暗伺7.5YR3/3① 34 

結晶片岩金雲母ー長石石英⑦内外国に煤付着。

5 ②縄文+沈線Q褐色10YR4/6②金雲母長石石英・角|河石 6 

6 ② LR縄文+押引文①lこぶい亦褐5YR4/3①結晶片岩 長石 石英・角閃石 71 

7 ②破片内に隆帝 2条沈，W，4条③明褐7.5YR5/6(C金雲!手・長七，.石英 角閃石 76 

35号住居跡、 ①器高31.6cm 口径指定32.lcm 底径9.9叩②口持部に鋸歯状突起。底部上げ底。ループ文 末端ループ付O段多条縄文 88 

第71-75図
(j)，こぶい黄樟lOYR7/4①繊維 長石・石英・白色粒⑦底部にも施文c 内雨下半焦げ付着。図上復元。

P L52-54 2 ①'-1径 (31.0cm)⑦口唇部に低く(高さ5mm)幅広の板状突起、推定 4単位。胴部に異条縄文(正反の合撚) +コンパ 8目 47

ス文 平行沈線、口縁部に直線及び弧状沈線+円形貼付文列、突起 t面に爪形刺突①にぶい黄櫨10YR7/3①繊維 長

石・石英ー白色粒③外面部分的に煤付着。

3 ①口径 (33.4cll1)①口唇部に低く (高さ5mm)幅広で主IJみ日のある突起、推定 4単位。ループ文 O段多条縄文+半裁 174・

竹管状工具による三角形及び菱形文 コンパス文、突起 t面に爪形刺うと①笹7.5YR6/6([繊維・長石ー石英角閃石 185 

4 ①口径 (29.0cm)⑦仁l唇部に鋸歯状突起。ループ文 0段多条羽状縄文 異条縄文(正反の合撚) +コンパス文③にぶ 130・

い黄住10YR6/4①繊維・結品片岩ー長石・石英CIT外而 部赤彩。 304 

5 ①口径(128叩)②口干宇部に低い隆起、推定4単位。 ループ文 羽;IJ~縄文+コンパス文 口縁部に円形貼付文列、日唇 192 

部降起部分に爪形刺突③にぶい黄控10YR7/3CC繊維・長厄・石英 白色粒⑦外面部分的に煤付着。

6 ①口径(15.5叩)②キャリバー状の器形c 4単{立の二又波状口縁と怨定され、波JJ'!問に三角形小突起 2個単位。複節縄 178・

文①にぶい黄符10YR7/4④繊維長石石英・角閃右 182 

7 ①口径20.5cm②口唇Jj¥に鋸歯状突起、 4単{立。末端ループ付 O段多条縄文+口縁部に短沈iRl①にぶい黄澄10YR7/3CI織 炉I

維・角閃石 白色粒@炉に使用。

8 ②口唇部に鋸歯状突起。末端ループ付O段多条縄文①役7.5YR7/6①繊維・長石 石英 38 

9 ①u径 (45.7cm)②呉条縄文(正反の合撚)③にぶい黄燈10YR7/4CI湖i維 長石ー石英 260 

10 ②波状LI縁と}J.~われ、波頂聞に三角形小突起。胴郊湾曲し中途でくびれる D 羽状縄文+コンパス文①憧7.5YR7/6Q 繊 313 

維 長石・イョ英

II ①口径 (20.0cm)②片口注口土器。注目右側に半円形突起。左側に刻み目のある小突起。鎖的状突起。ループ文・ O段 208 

多条縄文①にぶい黄怪lOYR6/4③*l司世 白色杭・長七・石英 336 

12 ⑦口唇部に鋸尚状突起。末端ループ付O段多条縄文①樟7.5YR7/6CI繊維ー長石・ 6英白色粒@1Si成後の穿孔あり。 3.60 

13 ②ループ文 O段多粂縄文+口縁部に円形ー粒状の貼付文CDI9.'7.5YR6/6CI:峨維・長石ー石英白色粒G)外面に煤付着。

14 ⑦口唇部に鋸歯状突起。末端ループ付O段多条縄文①にぶい授7.5YR6/4CD繊維長石石英角閃石@外而に煤付着。 329 

15 ②口唇部に鋸白状突起。ループ文ループ付縄文、 n縁部に短沈線①にぶい黄符10YR6/4C!繊維長石石英・角閃右 235 

-152一



縄文時代土器観察表 8

ill構番号/員 百干5 ①計測値②器j巴 文係①色前l④胎士0)1;;;j考一 iJ百己

35号住居跡、 16 ⑦口)岳部に鋸的状突起。主|三校竹管状 l 具による干行沈~~~に I弟子段状短沈線+円 ~It状の貼付文 +N沈tJíl①にぶい黄信

IOYR7/4([ 繊維長石.{=j英・ I~I 色村

17 @rl唇首1¥にさ角形小突起。復白fi縄文⑦にぶい黄jfilOYR6/3(1)蹴*11 長石ー石英①外I而煤付着。

18 ⑦rl唇部にJJ/iWFlk突起。中11紐丈①rVJ黄t!;lIOYR7/6(1)I州佐・長石 石英 272 

19 oループ丈G〉にぶい責特IOYRG/4①繊維・長石ー石英ー角1)リ七

20 CVll唇却に{氏い紋状突起。ループ丈、突起上面に爪形刺突①燈7.5YR7/G匂繊維・長石.:[i英 148 

21 ②波状円iまじ波JJ'l部の左 .(_j に刻み目のある小突起。口縁部にヘラ ~l[;WJjÿ~ +ループ文 +Wi付文+貼付文上面に刺突①にぶ

い1引なIOYR7/，j①繊維長石石英

22 乏)内I有する波状口縁。波原音1\の左右に刻み I~ のある小突起。仁1.ま部ドに耳状及びボタン状貼付文+それぞれのi柏村文トー 5 

面 1!副総にヘラ先刺突、縄文 +ì;{;線+円形粒状の貼付立.+口~~部にヘラ先刺突(:P明黄褐IOYR7/6(1)繊維長石石英

23 (2)末端ループ付 O段多条縄文+コンパス丈①にぶい貨符IOYR7/3(I繊維ー長イ6・石英①外而に煤付着c

24 (否呉節縄文 (~íJ 々段合撚) +コンパス文十粒状貼付文③明貰褐IOYR7/6①繊維ー長石 石英 98 

25 ⑦異条縄丈(l[反の合撚) +コンパス文(J)~~1尚 IOYR3/2任繊維 長石.ij英

26 ①u容部に小突起o ;J;J状縄文+コンパス文①笹5YR6/6CI繊維・長石 石英 角閃石 222 

27 ②ループ丈 O段多条縄文①怪7.5YR7/'叫;繊維長石石英角閃石 58 

28 ⑦縄文+判1\'<竹信引t工具平行沈~Jf:①にぶい黄燈IOYR6/3CI 繊維・長石ー石英

29 00段多粂縄文(l)1fi5YR6/6②繊維長布石英 172 

30 ①ループ文末端ル プ付 O段多条縄文①灰褐7.5YR51瓜繊維・長石石英⑤外国に煤付着。 94 

31 C乙組組t丸一十 ut~(部に短沈線〈白粉7.5YR7/6①繊維ー長石ー石英

32 ⑦O段多条*1Il丈+三|三政竹1~状工具弧状 直線沈n，1[、①lこぶいIti7.5YR7/4([繊続 長正1.石英 64 

33 ②縄文+爪形刺うと①灰黄褐IOYR6/2([繊維 白色粒

34 ② 01段多条縄文+口縁部に爪形刺突①によ九、黄綬IOYR7/4③繊維 白色 ~I 状粒(海綿骨量十) 微砂粒

35 cv口縁部外反する。口唇部に小突起。末端ループ1J縄文+コンパス文 小円形刺突のある円形貼付文、口唇部に爪形刺 242 

突①給5YR6/6([繊維・長石ー石英①外面に煤付着。

36 (1)縄文+口縁部及び口唇部にへラ先車IJ突十コンパス丈③にぶい赤褐5YR5/4①繊維 長石 石英赤褐粒

37 ②波状口縁部片。口唇部に鋸歯状突起o ;j:]状純文弓符7.5YR6/6①繊維 白色粒①外面に煤付着。 177 

38 CVループ文 O段多条縄文+コンパス文CDllt5YR6/6①繊維・長石 石英ー赤褐粒 炉I

39 ②見条縄文(正反の合撚) +コンパス文①黄t!i75YR7/8CDl持維ー長石 石英①外面に煤付着。 36 

40 ⑦宍条縄文(正反の合撚) ーループ文・ O段多条縄文①1h:f¥l'7.5YR7/8(I淑矧t.長布 石î~ 176 

41 ②末端ループ付 O段多条縄文CD符5YR6/6①繊維 長石ー石英 238 

42 ②末端ル←プ付O段多条縄文①般5YR6/6([繊維ー長石・石英・赤褐粒①外面に煤付着。 322 

43 o異節縄文(前々段合撚)③黄桜7.5YR8也①繊維ー長石ー石英①底部付近の破片で内面焦げる。 146 

44 ct'異条縄文(正I;;i.の合撚)+半裁竹管状工具による沈線文(DlfI75YR7/6④繊維ー白色粒

45 ①異条縄文(正反の合撚)+コンパス文・沈線文①灰褐7.5YR6/2①繊維長石石英白色粒⑦内面わずかに焦げる。 30 

46 wループ丈ー呉条縄文(正反の合r!¥l +コンパス文〈主符75YR6/6C弘被維・長石・石英

47 ⑦組紐文③続7.5YR6/8①繊維・長石・石英ー角臥]石ー白色粒③内面焦げる。

48 ②:異条縄文(正反の合撚)(D{仕75YR6/8(1)t品Mi:.長石ー石英ー角閃石・白色粒

49 ①成径(10.4叩)② 1.げ底と推返される。末端ループ付O段多条縄文、底部大二l'を欠Jl:1するが底部にも施文CDにぷい絞 119 

7.5YR7I4CDi似佐ー相i砂粒長石石英角閃石①内而焦げる ο

36号仕活跡 l ①口径17.4cm'玄O段多条縄文+口縁部に沈線佑二HJ文+コンパス文①にぶい佐7.5YR6/4①繊維・長石 石英CS炉に使

第77図
用。

P L56 2 ②異節縄文(前々段合撚) +豆;1);貼付文G:rこぶい抗符IOYR6/4CD峨i世 長七l'石英 3 

〈つ〉 Q)口縁部厚く、口唇部平:[-R_u W___条縄文 (JE反の合撚) +コンパス文①明黄褐IOYR6/6(む繊維 長石 石英‘ fg閃石 18 

4 o波]員部に突起ο 波fR片1¥左イヨに主IJみ目。 rJ，主部に刺突文①枝7.5YR6/6①繊維 長石ー石英

5 CVf具節縄文+ユ|三政竹管状 I具による波状丈CI)にぶい黄続101ヂR6/4①繊維・白色粒 角閃石

6 C乙!呉条縄文(正反の合撚)・呉節縄文(前々段合燃)+コンパス文①にぶい黄怜IOYR6.4(主繊維 長石ー石英 .f司閃石 つ23

っ
a
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縄文時代土器観察表9

近構番号ノ/頁 昏号 ①計測値②25形文係①色調じD胎士⑤備考 イ五日己

36号住居跡 7 ②ループ文①にぶい撞7.5YR6/4Ci繊維 長石ー石英・角閃石

8 ⑦異条縄文(正反の合撚) +コンパス文①にぶい黄校10YR6/4①繊維ー長石 石英

9 ①底待(7.6c01)⑦異条縄文(正反の合撚)+コンパス文①にぶい黄概lOYR7/4①繊維ー長石 石英 角閃石①内而焦げる。

10 ①底径7.7叩⑦底部上げ底。 o段多条縄文③にぶい黄符10YR7/4④繊維 長石ー石英 32 

31.0-士坑 1 第101図、 PL58②異条縄文(!E反の合撚)①lこぶし叶昔5YR6/6Ci繊維 .iWl砂粒

44号土坑 c?:組統文+コンパス文①灰黄褐10YR4/2Ci繊維・長石石英 白色粒

第10l[rl 2 ①異条縄文(正反の合撚) +コンパス文①lこぶい黄信10YR7/3①繊維 長石・石英ー白色粒

P L58 3 ②O段多条縄文+コンパス文①にぷい黄鐙10YR6/4④繊維 長石ー石英 亦褐粒 4 

49号士坑 第101図、 PL58②末端ループ付 O段多条縄文①にぶい促7.5YR6/4①繊維 長石・{i英

135号土坑 l 第1011刻、 PL58② RL縄文+コンパス文@1lJ'5YR6/8Ci繊維ー長石・石英ー向色粒

25号土坑 1 第101問、 PL58② RL縄文①明赤褐2.5YR5/60長石ー石英・角閃石 1 

217号土坑 l ②縄文+半裁竹管状工具による平行沈線・爪形文で木の葉状にi亙幽し区阿外の縄文を磨消す①にぶい樟7.5YR6/4①粗

第101図
砂粒長石ー石英

P L58 2 ②結節のある RL縄文③lこぶい黄符lOYR7/3①白色粒・角Wl石

12号土坑 1 第101図、 PL58①集合it線+耳状貼付文①淡黄2.5Y8/4④粗砂粒・長石 石英 2 

30号土坑 1 第10l図、 PL58①平行沈線区画+沈線による格子日文③にぶい褐7.5YR5/4③長b 石英

36号上坑 1 第101図、 PL58②無文G陪赤褐5YR3/3④ 長 石 石 英 白 色 粒 4 

40号士坑 1 ②降常区画f+隆帯沿いに 2条の沈線+口縁端部に縄文①灰褐7.5YR4/2①金雲母・長;凸ー石英 1・5

第101図 2 ⑦縄文+口縁部に工字状のit品I[(1)にふ、い黄樫10YR6/4③長石 石英・角閃石 12 

P L58 3 c?:縄文+小さい同心円状ー平行沈線⑦にぶい褐7.5YR5/3④長石・石英 角閃石⑤内面焦げる。 2 

48号土坑 1 ①器j吉&21.8cm.口径23.5cm 底径12.5cm② 41i"一位のi症状口縁。波頂部は鋸歯状で、中央が半円形に凹み 2単位のY字状 1'2・

陸線を貼り付けるもの、指円形の透かし孔を持ち孔に沿うようにY字状陸線を貼り付けるものとがあり、それぞれ対を
3・4・

第102図 なしている。胴部にV宇状の貼付文、内面口縁部に沿って沈線が施される。①にぶい符7.5YR6/4④金雲母・粗砂杭

P L58 長石 石失⑤内面 F判£わずかに焦げる。 5・6

】ワ ②内而口縁部に段。無文③にぶい赤褐5YR4/3①長石・石英・角WJ石 14 

50号土坑 ①口径 (25.0cm)⑦日縁部に小突起を推定 4単位配す。日縁部に角押文 2列、胴部は無文。①にぶい燈7.5YR6/4G:結品

片岩ー雲母 長石・石英ー角閃石⑦外両市分的に煤付着。
官

第102図
17' 20 

P L58 2 ①口径 (23.9叩)② 4 単位の波状口縁と也~，~される。波頂部に粘土を V字状に重ねた小突起を貼り付ける。外出刷部に

輪積痕を意図的に残し ILJ字が連続するような効果を上げている。③にぶい経7.5YR6/4④金雲母 長石ー石英

②波状，-J縁部。波頂部に円形刺突、波頂部 FにV字状隆線+口縁部・隆線、沿いに沈線 2条(j)n昔赤褐5YR3/2①長石・イゴ 29 
3 

英角閃石⑤外商に煤付着。

51号上坑 1 第103関、 PL59①無節縄文①明赤褐2.5YR5/6白金雲ほ・長七 石英ー角閃石 I 

54号土坑 第103図、 PL59①底径8.6cm②無文③明赤褐2.5YR5/6①金雲母 長石石英・角閃石①内面焦げる。 3 

55号土坑 ①口径 (52.2cm) ② 4 単位の波状円縁と想定される。頚部くびれる。 IÁJ面口縁部に絞。施文は上半 tn~のみ。 縄文+頚部 2'3 

下に V字状の貼付文+胴部被位沈線の上側u字状・下側~U字状の連続沈線区画、波頂部門別立に中IJ突により円形文様 4'5 
第104図 を配置、円形文様及び口縁部に沿うように押引文もしくは沈線、による区画①にぶい検7.5YR7/4①結品片岩 長石・石 6'9・
P L59 英 角閃石①図上復元。 内面底部付近焦げ。外面上半部~頭部に煤付着。 10 

56号土坑 1 a縄文+隆帯即iり付け+二三角印刻文①黒褐10YR3/1④金雲母・長石ー石英 角閃石 16 

第103図 2 ⑦縄文+同心円状沈税、①黒褐10YR3/1④金雲I:J.長石ー石英 角肉石 6 

P L59 3 ⑦.iH立降若 +LR縄文+平行沈線①にぶい褐7.5YR5/4④金雲母・長石 石英 角閃石 13 

58号上坑 1 第103図、 PL59①沈線角押文G経5YR61従D長石石-9".角閃石 I 

59号七坑 第1031叫、 PL59⑦縄文+1白一線 u 1=状沈Æ'Jj!⑦にぶしサ《褐5YR5/4①結品片 6~ ・長石 イi英 角閃石C!D外面煤、 IJ~I面焦げ。 2' 3 

第104図、 PL59②u縁部下に1'liJ:紐を逆三角形状に回して目I~ り付ける+押引文①明赤褐2.5YR5/6①長石・-6英 角閃 2'3 
60号土坑 l 

石⑦外而に煤付着。

61号土坑 1 第104図、 PL59② RL縄文③桂7.5YR6/6①結晶片岩 長石ー石英 角肉石①内面焦げる。

64号土坑 第104図、 PL59② RL 縄文を"fVj向に施文+~:IJË1立降情+平行沈，';11①にぶい尚7.5YR5/4④金言母ー長石ー石英・角 l河石 4 

65号-t坑 1 ①口縁部に RL縄文①暗褐7，5YR3/4①金 言 母 長 石 石 英 3 

第104図

P L60 2 (1)114.4 x 4.1 C01 '厚さl.l叩②土製円板. L R縄文+沈線(l)亦褐5YR41妖.D結品1-1右 長石ー石英・角 Ij~ 七 2 
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縄文時代土器観察表;0

遺構香号/頁 番号 ①計担1)値①器 形 文 係 ① 色 調 ① 胎 土 佐 荷 考 注記

67号土坑 1 第104図、 PL60②結節ある RL縄文+沈統!①暗赤十品5YR3々 ①結晶片岩ー長石 石英 1・9

68号土坑 第104凶、 PL60:I縦位斜位の沈線③明赤褐5YR5/60i古品片岩 長石・石英・角閃石 8 

1 第1041司、 PL60Q 破片内に 4 条の沈~~í!①にぶい褐7.5YR5/4④金雲母ー長石 石英 角閃石①口縁部S字状に折れる。
73号上坑

外面に煤付着。

75号土坑 第 1041~J 、 P L60①角押文⑦黒褐7.5YR3/1④金雲町ー長石ー石英・角|河石①外面に煤付着。 1 

76号土坑 I ② RL 縄文十平行沈線、①にぶい赤褐5YR4/3①結晶片岩・長石 石英 角閃石 17 
第104図

P L60 
ヲ ①隆，昔日占り付け+平行沈線任務7.5YR6/6④長石 石英 角閃ゐ

77号土坑 1 ③内面口縁部にf去を持ち、波状貼1J文。外商口縁部、沈線後に連続刺突を施す。①灰黄褐10YR4/2①金雲母 長石ー石 9 

第105図
英 角閃石G外面に煤付着。

P L60 2 ②沈線③にぶい褐7.5YR5/4④金雲母ー長'U・石英-角閃石①鋭く屈曲する。 10 

3 ⑦弧状iUi，.押引文①椅7.5YR6必④長石石英角閃石 I 

4 ②糊iJある LR縄文①にぶい十日7.5YR5/4④結晶片告・長石 石英ー角Jjリ石 7 

79号土坑 1 第105図、 PL60②it線①にぶい褐7.5YR5/4①金雲母ー長石・石英 角閃石①外面煤付着。 4 

80号土坑 第1051司、 PLω②押引文CD黒褐IOYR312④金 雲 町 長 石 石 英 6 

81号土坑 1 第105図、 PL60①器商26.3c01.口径 (22.5叩) 底径12.4cm⑦無文①にぷい校7.5YR7/4①長石・石英 角閃石 l 

82号土坑 1 第1051河、 PLω② RL縄文③黒褐7.5YR3/1①長石ー石英ー角|河右 2 

83号上坑 1 第105図、 PL60②~;I，t位隆帯+縄文+平行沈線①黒褐IOYR3/2①結晶片岩 長:{i 石英 2 

85号ニUJL 1 第105図、 PL60②無文①lこぶい偶7.5YR5/4①金雲母 長石・石英・角閃石

88号土坑 1 第105図、 PL60①1-11壬 (216cm)②内面口縁部に絞を持つ。口縁部下に隆帯 胴部に縦位陵情+RL縄文 +it線を直 3・6

線逆U字状ー三又状に施す③にぶい褐7.5YR5/40金雲l手長石石英 角 1)~Jll@Í'ト直! 部に煤付着。図上復元。 7'8 

89号土坑 1 第105図、 PL60②刻み目のある波状口縁。 RL縄文+平行沈線による長方形区画①にぶい赤褐5YR5/4①結晶片岩・長 2'4 

石ー石英・角閃石①外面一部に煤付着。 5'6 

950'-土坑 1 ①!氏径13.8c01②LR縄文を ~1;É方向に施文⑦燈5YR6/6G:結品片宥・長石 石英 1'6 
第106図

P L61 2 ②日縁部内而に稜を持つ。縄文+沈線・刺突③黒褐5YR31l0*1i品片岩・長石・石英 角閃石

98号土坑 1 第106図、 PL61 ①縦位隆帯+抑引文③にぶい赤褐5YR4/3②結品片岩 長石 石英 2 

100号土坑 ①隆帯 +RL縄文①にぶい赤褐5YR5/4①長石石英角閃石 4'5 

第106図 2 品。屯文+i土線。褐7.5YR4/3④長石・石英 角閃石

P L61 
3 ① RL縄文+蛇行沈線①にJ品、黄褐10YR5/3②金雲母 長石ー石英ー角閃石 2 

102号土坑 1 第106図、 PL61 ① RL 縄文+沈線①にぶい亦褐5YR5/4④結晶片岩ー長石 石英

106号士坑 第106図、 PL61②縄文+半裁竹管状工具による平行沈粉、で同心円 横位直線・縦位直線を描く③lこぶい赤褐5YR5/4① 2 

結品片岩 白色粒⑤内面 F半炉、げ。外面部に煤付着。

108号土坑 1 ①器両20.7cm 口径16.0c01 底径9.5c01②口唇部L小突起、 21iif止と推測される。縄文+口縁部に半哉竹管状工具Lよる 5・6
第107図 U字状沈iElを連続させる その下に憤佐平行沈線+ヘラ J):;状工具連続刺突①赤掲5YR4/6①結晶片岩・長石 白色粒

P L61 赤褐粒①外曲i上半に煤付着。

124号土坑 I 第107図、 PL61⑦縦位平行沈線①にぶい赤褐5YR5/4①雲母・長石ー石英

126号土坑 1 第107閃、 PL61②τF行i主総ー爪形文①にぶい亦褐5YR4/4①結晶片右・長石・石英 I 

131号上坑 1 第1071盟、 PL61⑦平行沈線+ヘラ先刺突③明赤褐5YR5/6④金雲母 長石・石英 5 

132号仁坑 1 第107図、 PL61Q縦{立沈線①明赤褐5YR5/6①結品片岩長石・石英 角閃石@j明l付着。 I 

133号土坑 第1071災l、PL61②干行沈線①符5YR6/6④長石石英角閃石

152号二二坑 1 ②半裁竹管状工具及びヘラ先状1二具による交互沈線①黒褐5YR3/1④長石・わ英・角WJ石

第107図

P L61 2 ⑦沈線による|司心円丈①亦褐5YR4/6①結晶片右J-長石・イゴ英 4 

164号t坑 1 cv爪形文、口唇首11にも刺突文①明亦褐5YR5/6①結品片持 金芸母・長石 石英ー角似j右

第107凶

P L61 2 0~目縄文+平行沈;f，~①明赤禍5YR5/氏〔結1品片岩・長石ー石英①内面焦げる。

172号土坑 I 第107図、 PL61CV縄文+沈線・三角形印刻文③黒褐5YR3/1④結晶片岩雲母 長石 5 

174号 tlJt 1 第1071刈、 PL61①て具予行沈線+交差するヘラ先沈線CD亦褐5YR4/6①長石 石英 角 I)~)石①外面口縁部に煤付着。

182号上坑 1 ①器高33.8明 日径21.6c01 底径12.8叩⑦頭部くびれる。内面口縁部に役。底部欠損。無文(l)~怜7.5YR7/6①長石・石 68~95 

英 角閃石(2;外面 1--半に煤。内面ド三!土は焦げる。
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縄文時代土器観察表1I 

ill砧番号ノ頁 4子号 ①計 ililJ伯②6ifJrc 文lJt 0:色調①胎土包)f'ili考 I工記

182号上坑 2 ①器出:，24.7c01 口径 (20.6叩，，) 底任14.2c01⑦内面口縁部にJ去を持つ011占付文 2単位。仁l縁部に径 6mm程度の円柱状粘 29 

士を縦iすに同11り付け、その1"1りに111M8 mmの情状主'i:tを上面ーから見ると V字状に 3段n!iり付けている。そのほかは証文で 43 
~， 108図 ある u Q)にぶい11IlenOYR6/4:j 44 
P L62 

d つ (2)r勺市[-1縁部に絞r ~:Niííí縄文①にぶい亦褐2.5YR4/4②結品片宕ー雲母ー長石石英・角 l刈石①内而焦げる。 υ唇部に縄文。 38 

4 ① 1_1縁部肥}I?する。縄文①}具体1l0YR3/2①結品片宕・雲母 長石 石英・角川石CD外而に煤付着。 11唇部にも縄文。 52 

5 @波状口縁部li。内面口縁部に殺を持つ。湘縄文十沈線CPにぶい赤f品5YR4/4CD結品li岩 長 布 石英 角閃石 25 

日 ①外出無文であるが内面1-1縁部に押引文①位7.5YR6/6④長石 石英・角閃イj 28 

7 む~:rn縄文 +M.ïf立・{首位の平行it~:JJ1③にぷい黄褐10YR5/4⑤出~l}-í 岩 長石ー石英角閃b

184号土石L ①器両23.0c01. r:Jj壬18.3c01 底径9.7c01⑦ RL縄文①にぶい亦褐5YR5/4C1結品片岩 長石ー石英 白色粒①内而良部付近

第 1091~1 に焦げ。外面上半部分的に煤付着。

P L62 
@縄文 +%1，J文に引IJ':足①lこぶいtltliilOYR7/ 4①長石ー石英 戸JI河石ー赤偽村2 

186号土坑 ①器高 (23.6cm)②縄文+円縁部にV字状貼付文 +'1三枚竹信状工具平行沈線十ヘラ先刺突o::t登5YR6/6④結品片宥・長 3. 23 

第109図
七 行及。外I市部分的に煤付着。 .26 

P L62 2 ⑦亙粒状ftii付文①lこぶい赤褐5YR4/4C1結品片岩 長15・石英①地文はない〕 17 

3 ②角押文(::)!宣5YR7/6④長石石J;~ .角閃石 11 

188号 |二坑 ] @~丑状粘土品ii付け+縄文+弧状沈線③将5YR7/8①長石・イ」英 角閃石①口縁部内側に折返。 42 

第109図 2 '20単節縄文①黄灰2.5Y41l0向色粒 長石・石英 jfJ Il~J石①口縁部外側に折返すυ 65 

P L62 . 63 
3 ① RL 縄文を，1，11布施丈+沈線①明赤褐5YR5/6①長石・石英 角閃石 18 

189号:1二J)L 1 第109凶、 PL63②内面u，手話に絞っ縄文 ~;j-1 i1'rj文+沈線+中IJ突文①褐灰7.5YR4/1①結晶片手十・粗砂粒 長石ー石:tJt

190号上坑 ① U径 (29.2cm) . JiHi (l8.6cm) C:2_)U紘部内必する。口縁部に粘土純貼付け、頚部に降帯、主'Il部下に V字状貼付文、 1・2

第1091火! 胴部縦{立11，¥付文に刺突十綱沈静、+'1三政竹管状工只による渦巻状.，1，11立.t品位 斜位のit科l①にぶい褐7.5YR5/4①金雲 5'6 

P L63 l手結晶1，'岩長石石英ー角閃石 7 

191号上坑 1 ①内面i日縁部に稜を持つ〕則i付文fD県褐5YR31l(去長七一.石英 角閃石①地文はなし、。

第109図

P L63 2 ①沈線+刺突文(J)明赤褐5YR5/6CC'雲!手・長石石英 角閃石@内面焦げる。

195号上坑 l ⑦内的jll 縁部に殺をねつ。隆'市を l泊り Hけ口縁部で X字状に交差させる。縄文+沈~J?ç +刺うたぐむ黒褐7.5YR3/l④金雲 5 

f:J・長イョ 石英①日干宇都にもヘラ先刺突c

第110悶 2 ①底符推定13.2cm①平行沈t:lj!+D字状刺突③燈5YR6/6④結品片岩ー長石ー石英@内面焦げる F 11 

P L63 
(~)括れ部に降~l;:+ I胴部に斜め|唾総+LR縄文・沈線ー刺突文①HL1褐10YR3/4Q)金雲母ー結品片'F.'Ll色針状粒長石・わ英3 6 

4 C:i)J甲引文Q)明赤十~~5YR5/6(J)~:ii 品 n.~~ 長石 石英 3 

5 OIiH立隆布 +LR縄文①黒t~7.5Y3 IlCC雲町・長イ1 ・石英 角閃石 。
6 乞細縄文+単行 ìt線(立桁7.5YR7/凶、;~~J手 長石ー石英 角I河イ百①内面焦げる。

197号 tJ!I: ②括れ部に隆部+沈線口縁部にXO:it線①nJJ赤tr.l2.5YR5/6C:D金雲母長石 {l英角閃石

第110図 2 ②沈線+二角形刺突文①にぶい掲75YR5/3Ci金雲母 長石・石英ー角|河石
P L63 

3 (1)~，í，t位隆帯 +LR縄文①明赤褐5YR5/6①雲母・長石・右英 角閃石⑤内面焦げる。

199号土坑 ②内面n，%(部に稜を持つ。 LR縄文+沈線+刺突①lこぶい赤褐25YR4/40雲母 長石 石英

第110図
⑦縦{す平行j尤*，~③明亦褐5YR5/60金雲母 長D ・石英・育JIJ~J石5EJ内而焦げるリ

P L63 2 

205号土坑 ①沈線(l'ド部は倍子日状)③鈴7.5YR6/6'在金雲旬・長石ー石英・角閃厄 26 

第110. 112図 2 ①Mi.片内は無文(]Iこぶい亦褐5YR5/4④雲母・長石ー石英ー角閃石

P L63 
3 ①庭筏14.4cm.残存肖42.3cm②IJ岡部 i半にI眼目R縄文(下半部は鉦文)①にぶい詮5YR6/4①長石 石英・角IYJ石⑦外面 I 

部分的に煤付着。 2 

206号土坑 第1121司、 PL64@，'IH立沈~~1!CD明赤禍5YR5/6④長石ー石英 角閃D

2070 仁坑 ①6~i白42.2cm 臼筏36.6cm'底径16.lc01②円縁部肥厚する。庭部欠損。括れ部に降帯。括れ部隆市，'1:.:n，ま(;:1;に逆 IJ J 

第111閃 字状の ~ii付文 4 中位十日縁部に 2 cm1JIj 後の帽でRL縄文+降';ji+平行沈線十川;線ー半lil:Yr'i'i状て具による刺突、胴部

P L64 RL 縄文を ~:IJË方向に施文十政手状貼付文+半故竹管状工具による版1'.;1);等のi止材、①検7.5YR6i6①金雲母 長石ー石英

214思t坑 1 第112図、 PL64@)!!liI前縄文①赤褐5YR4/6CD結晶!十告長石石英角閃石・赤褐粒

215号土坑 第1121~1 、 P L64(T)r氏径 (12.2cm)0)無節縄文①にぶい黄給IOYR6/4在申書品片岩 長石ー石英 角閃ィ~C⑦外而一部煤付着。

218号上坑 I 第112図、 PL 64@'θト雨条痕 内面口紋部押引文(歪燈5YR6のこI>~[I品片岩 長石ー石英 I 

1也 f市外 l (と半政竹管状工具平行沈点、atこぶい賞十社IOYR7/4④品U:lf 長石 石英 角閃石 G8 
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縄文時代土器観察表12

JlliTi番号/頁 f書号 ①計測1n1 ②器形文様①色調④11台士①1@考 注j己

j立構外 2 ② RL縄文+推定径15胴の円形孔①にぶい黄校IOYR7/3①長石ー石英ー角閃石 J8 

第114-116悶
3 ⑦半裁竹:ffi;二;1犬工具平行沈線(木葉状) +円形竹信刺突①附グi;r1:J5YR3/6CD長石・石英 角閃石 衣採

P L65-67 4 ①i手線文+斜めに刻みー刺突①浅黄住IOYR8/4④長石ー石英 角肉石 表l;fi

5 o沈掠+耳状貼付文①にぶい黄燈IOYR7/2④:長石 石英・角閃石・白色料 H8 

6 ②制限節縄文+耳状 ボタン状貼付文①にぶい黄僚IOYR712①長石 石英・角閃石・白色牧 17 

7 ②集合iH事①』こぶいl立校10YR7/4①白色粒 亦褐校・角閃石 1-I8 

8 o*r古島iJ状浮線文①授7.5YR6/6②長石ー石英 角閃石 赤褐粒 Bト

9 ② LR 縄文+平行沈kJlt+三角形印刻文①にぶい黄1立IOYR5/4G)結品11岩ー金雲母・長石 石J~ClJ外国 部に煤付着。 Ll7 

10 ①口縁部外側に折り返される。単節縄文①偉7.5YR6/6③長石 石英・角閃石 III 

①~~高37.7cm 仁川壬 (268cm) 底径11.8cm②円縁部の 5crnほど下に太いliJl，時一周させ、 X判犬つまみを推定 8引立+ H7・
11 

無色[1縄文+平行沈線をnri位横位鋸歯状に施す①にぶい符7.5YR7/4①粗砂粒長石石英・角閃石①外而一部に煤付着。 H8 

CD7-主存，~;27.8cm ・日任22.4cm②推定 3 単位の波状口縁。波岡部に渦巻き状文t張。 縄文十縦位降級 3単位+棒状工具によ G8 
12 

る弧状・直線・蛇行状等のj主総+部分的lこ俸状工具による刺突①にぶい黄位IOYR7/4④雲母ー長石 石英 角閃七 J8 

①底f子12.2c01③ RU主文+半裁竹管状工具*i，I位平行沈線4単位①にぶい!，t7.5YR6/40:結品片岩ー;五母・長石・石英①施 III 
13 

丈後器而をナテ。

①口律 (19.8cm)②仁l縁部内側に折り返される。括れ部に降布・胴部に垂 Fする降'，¥1+隆線の両側に文係を対称jj{!j文 NI2 
14 

(1建の子状に複数の沈線+連続刺突文)①lこぶい佐7.5YR6/4①金雲町 長石 石英伍外面 部に煤付着c

①H径 (29.0cm) ⑦波状口縁。内面口伝部に稜。波1'"部卜に貼付文+様状工具による沈~~R +括れ部に円形竹管状工具連 Ll7 
15 

続刺笑文①にぶい燈7.5YR6/4①金雲母ー長行石英 角閃石 1VI19 

16 ①口唇首1¥双山状小突起。仁l縁;}[;内側に折り返される。口縁部下3cmほどに隆帝+沈線十刺突①灰褐7.5YR4/2④金雲母石英 N12 

17 ①底任9.8cm⑦無節縄文③にぶい校7.5YR6/4①結品片岩・長石 石英 角閃石①内而焦げc N17 

18 ①底律6.8c01(1)平行沈線CDtこぶし、1f(7.5YR6/4①結品片岩ー長石・石英・角閃石①内而焦げ。

19 ②波状口縁部片。波頂吉1¥に凹み。 渦巻状等の押引文口唇部に刻み目①lこぶしオ島7.5YR5/4①結品片岩長石イョ英・角閃石 III 

20 ②波状口i諮問。沈線(樹立沈線開は格子日状) +.;皇制司j突文③にぶい赤何日'R41幻)金;主母・長石・石英 f1J閃石 018 

21 ②縄文+沈線を5.瓜状 鋸的状に施す①lこぶい伺7.5YR5/4C心結品片岩ー粗砂粒 1vI16 

22 (1)隆帯ー口縁部に縄文+連続爪形文刺突文①黒褐IOYR3!l①雲母 長石石英 ]]2 

23 ②n!i対1¥把手部分。頂首11に渦巻き ;Ik!!占付文 I~手部分に円形及び逆U字状!l，片付文①にぶい赤沼5YR4/3①雲母 長七・ G8 

石英・角閃石

24 ② LR縄文+半枝竹管状工具平行t主総 連続爪形文③椅5YR6/6①長石・石英.J'1J閃石 1VI19 

25 ②隆帯 +RL 縄文 (~tr:沿より上は横方|白] 隆帯より卜は縦 }j向に施丈) +沈線を直線 弧状 鋸歯状に施す①燈 111 

7.5YR6/6①長石・石英角閃石

26 ②縄文+弧状沈線〔むにぶい黄!ll'IOYR6/4①長石 石Js 角閃石①施文後ナデG III 

27 ⑦内面口縁部に綾。口紋部に貼付文+角押文①lこぶい褐7.5YR5/3GJ)金雲母ー長石ー七失①口縁部内外而に煤付着。 112 

28 ⑦隆帝+降帝問に i)(J状のn!i付文①にぶい赤褐5YR4/3①長石・石英・角閃石 G8 

29 ②縄文+弧状隆干去を対象配置し交点に円形貼付文+隆帯に沿うように平行沈線①にぶい鐙7.5YR7/3①長石 イョ英・角 111 

閃石①赤彩の痕跡あり。

30 ⑦単節縄文+沈線+沈線問の縄文を磨り ii~す①にぶい黄符IOYR7/3GJ):机砂粒・石英ー角閃1.í Bト

弥生時代土器観察表 1

遺構香号〆頁 香号 ①計調IJ値①器形文j，J，⑦色調④胎士①備考 7主日己

91号土坑 1 第120図、 PL 72Vc細縄文+沈i官邸主j灰IOYR4!l①結品片宕 長石・ 6英

92号オ坑 1 ②条痕文③u，褐7.5YR4/2②粗砂粒 結晶片岩・長石・石英①外而一部に煤付着。

第120図

P L 72 2 ②矢羽;よ平行沈線也、柱5YR6/6①長石ー石英 角似j石 ι 赤禍粒

93号土坑 第120図、 PL7認〉条痕条線③黒褐5YR2/1①結品片岩 長石石英 I 

134号士坑 第120図、 PL 72②無文CDlB灰10YR4/2①結品片手守 雲!手 長石ー石英

141号土坑 1 第120肉、 PL72②結節のある縄文十半故竹管状工具による平行沈~:fJ~+逆三角形 弧状の区画①にぶい黄litlOYR7i4②

長石ー石英 角i河石 ~l色粒

143り一;士坑 1 Q)半正Ji.竹管状工具沈~:Jj! +ヘラ先沈線æ~こぶいf付言IOYR6/4①長石ー石1J'f. f可閃 1j(~"'. 一部赤彩あり。

円
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弥生時代土器観察表 2

iU tJ~番号/貞 苔号 ①計測値②;器形文jX，①色調④胎土①備考 /主員己

143号土坑 2 ①半依竹令状工具沈線(l)にぶいj貨樟IOYR7/4③粗砂粒長石石英角閃石

苦手120図
PL72 3 ①沈紙〈訓告7.5YR6/6②長石ー石英 角閃石

165号上坑 ①条痕文(む褐灰IOYR4/1④粗砂粒 白色杭 角閃石G)外面に煤付着。 2 

第120図 2 CD条痕文①褐IOYR，1/6①長石 石英・角閃石

P L 72 
勺〉 ①条痕文①浅首位IOYR8/3④組砂粒・長右‘石英ー角閃石

166号t坑 ①口径23.0cm②円唇部平坦。底部欠J目。 ni宇部無文。条痕文を地文とし、胴部上半に幅 4mmほどの工具による沈線で変 2 

第1211m
Jf;て字文を施文。(l)1天白IOYR81l④長七石英角閃石ー白色粒①内的il"，半は丁寧に!在かれ、 F半には擦痕がある。

P L 72 2 ①底筏8.0cmo胴部最大径27.9cm⑦口縁部欠f&。全体に条痕文①にぶし、首燈IOYR7/3Q粘品片宕 長石・石英①外面部分 l 

的に煤付着。

167号十坑 l 第120['災l、PL 72 ②条痕丈CD灰褐5YR4/2Q結品片計 長石ー石英・角閃石

168号土坑 ③条痕文+沈線、によると4角文①灰貨褐IOYR6/2①粗砂紋ー角閃石 3 

第120図 2 ⑦条1長文CE明赤褐5YR5/6CI結晶片計 長石石英・角閃;s

PL72 
3 ②条痕文①赤{主j5YR4/6'J;結晶片宕長石石英角1)江石 2 

169号 lて坑 1 第120図、 PL 72 ②条痕文(l)赤禍5YR41臥Ð~古品片宕長石石英角閃石①内面焦げる。

170号土坑 第120閃、 PL72 @集合it~'i~①浅貨枝IOYR8/4(l)雲母長石石英 2 

171号土坑 o日縁部外反。条痕文①褐灰7.5YR41lの結品片岩 長石 {j~~ 角閃石⑤内面にも条張。 2 
第120図
P L 72 2 o条痕文(l)tこぶい位7.5YR6/4①結品片岩ー白色針状粒ー長石ー石英①外出-;11)に煤付着。 I 

近構外 l C号条痕文+沈線①灰i計百IOYR4/2①結品J-¥宕 長石石英ー角閃石 白色粒 H8 

第1221火i 2 ②条痕文Glにぶい黄符IOYR6/4④長イJ .石英 角閃石

P L 73 
ο 'ヲ (0底f子8.4cm②条痕文①lこぶい長特lOYR6/3①石英・白色粒①底部に網代痕。外面煤付着。 H8 

4 ②条痕文①灰lii7.5YR4/2①結品片宕 長石石~①外面に煤付着。内面焦げる。

5 こむ条痕文①I!Pf褐IOYR3/3④結晶li宥・長石・七英 18 

6 ①条痕文①にぶい褐7.5YR6/3CD結品片宕細砂粒 18 

7 ①条痕丈①にぶい燈7.5YR6/4④ii品片岩粗砂粒・長石毛i英 G8 

8 (11条痕文a明赤褐5YR5/6④結品片岩 1'fi砂粒・ 6英ー赤褐色粒

9 ②条痕文①燈7.5YR6/6①長石 石英・角閃石c2外而一首11に煤付着。

10 CD条痕文①伶5YR6/6①相砂粒・角伏l石ー白色校 17 

11 ¥1;条痕文CD灰黄社'JIOYR5/2①長石ー石英ー角閃石

12 o半政竹管状工具予行沈線後、縦i止隆帯を破片内に 2本①にぶい黄{f1l0YR6/3G.:結晶片岩 長石・石英 角閃石 G7 

平安時代遺物観察表
31号住居跡(第123図、 PL75) 

番号
接種 残存

経形成形・整形等の特徴 ①色調②'I)'t成③I1白土 CDi土記 Cu備考
器高口保氏径 (cm)

1 仁師器宝E 112 コのすて状口縁。肩部付近に最大径 (23.4cm)。外面、円縁部横ナデ、胴部ヘラ削り。 ①にぶい撞7.5YR6/4①酸化①結品

25.6 . 20.1・ 4.6 内面、ヘラナデ。 片宥・石英・長石のカマド、他

2 土自I[j器斐 1/4 コの字状口縁。肩部付近に最大径(推定21.6cm)0 外出、 U縁部横ナデ、 IJ同部ヘラ 心にぶい位7.5YR6/4②酸化①結品

. (20.6)・ 削り。内面、ヘラナデc 片岩石英長石①1.10・62'83 

3 須恵器破片 内外面ともナテ。 ①以1_j5Y7/J②還元や平不良③

石英.，rJ:l~色粒く040' 45、他

*Ji恵~~:t.克 115 ロクロ成 .1\1:形。体部内 i寄気味に立ち上がり、口~~部やや外反する。 1121台剥稿。 ①灰内2.5Y8/2②還ie①石英角WI
一・(16.0) 行赤褐色粒①

32号住居跡(第124図、 PL 75) 

高二号
R:; t，世残 {f

6~形・成形 j主形等の特徴 ①色調a;焼成①胎上 CDr_玉記Q)備考
器I白口径底径(叩，)

1 土自Ilj器支 ]/2 ~Jl いコの守二状 11縁 c irl大作21.7cm。外面、仁川是部横ナデ、胴部ヘラ削り。内面、 ①にぶし主黄位IOYR7/4o酸化①細

27.3 19.5 3.5 ヘラナデ。 砂粒①カマド e0ィY~TI面 部に煤付着

】フ 土師日十]~ ほほ完形 コのY;lkυ4言。肩百[;付近にぷ大任 (20.6cm) 。外出l 、 LH言古IH~!ナデ、!胸部ヘラ削り。 (0にぶいぬ7.5YR6/4①際化③結晶

26.7 . 19.0 ・ 3.6 内面、へラナデコ );ZJ 石英長七 I~カ 9 .~)煤{寸右

~ 158 



第 4章まとめ

第 1節遺跡の変遷

八城二本杉東遺跡では、関山式期を中心とする縄文時代前期集落跡→縄文時代中期初頭土坑群→弥生時代

前期後半~中期前半土坑群→平安時代集落という断続的な遺跡の変遷がみられる。ここでは各時期ごとに遺

構・遺物を概括しておく。

縄文時代前期集落跡と遺物(第125図)

関山式期から諸磯 c式期にかけての遺構・遺物が検出されているが、主体となるのは関山式期のものであ

り、黒浜~諸磯式期の遺構・遺物はわずかに散在するような状態にあるO 本遺跡の北西には柳瀬川の谷をは

さんで黒浜~諸磯式期の集落遺跡である行田大道北遺跡(本書所収)が近接しており、本遺跡の関山式期集

落は黒浜式期に至って行田大道北遺跡へと移動した可能性が考えられる。

関山式期の住居跡は25軒が検出されている。遺構の分布状況をみると、 2基の円形柱穴列を取り巻くよう

に2群の住居跡群の存在を想定することができる。 1号円形柱穴列を中心とする A群住居跡は円心から半径

約60mの範囲内に、 2号円形柱穴列を中心とする B群住居跡は円心から半径67m程度の範囲内に弧状もしく

は円形に分布する状態にある。特に、 B群の北側に位置する23号住居跡から南東側に位置する27号住居跡に

かけては比較的整然とした弧状に住居跡が分布している。なお、 B群の円弧の中心は 2号円形柱穴列の円心

から北東27mほどの位置(十)にあたり、その場合の円弧の半径は約70mで、ある。住居跡中心点と円形柱穴

列の円心との距離は、 A群が8.5m~57m 、 B 群20.5m ~64.5mで、あり、その位置関係に明確な規格性は認め

られない。住居跡の主軸方向も不規則であるが、 A群の 1号・ 3号.4号住居跡、 B群の17号・ 19号 .20

号・ 22号・ 26号・ 35号 .36号住居跡等は円形柱穴列方向を指向しているようでもある。

関山式期の住居形態、については次節で述べるが、 1号住居跡と 4号住居跡のように構造の類位した住居跡

が近接して位置する状況が認められる。また、炉跡に埋設土器を有する住居跡(16号・ 35号 .36号住居跡)

はB群にのみ分布する。 B群には大形住居跡 (22号住居跡)も存在する。

本遺跡のように円形柱穴列を中心とした関山式期の集落形態は安中市・東畑遺跡 1)でも調査されている。

また、住居跡群が 2群存在する点については小林達雄が論じており 2)、小林は「竪穴住居跡群が二分される

現象はj縄文時代の「早期以来晩期にいたる各地の縄文集落遺跡に多数存在する」とし、いくつかの事例を

検証しながら「縄文人の中には自らの集団に二分的なものを区別する原理の存在していた蓋然性がきわめて

高かったjと指摘し、縄文人の社会組識や世界観との関係に言及している。

A.B住居跡群の中心的な位置にある円形柱穴列は、その位置関係から推測して集落構成員にとって何ら

かの象徴的な構築物であったと思われるが、上部構造等に不明な点が多い。遺構名を柱穴列としたものの柱

痕と思われるものが確認できたのは 2号円形柱穴列のピット I基のみで、確実に柱が立てられていたとは断

定し難い状況にある。仮に柱が立てられていたとしても、各ピットの規模からみて高い柱であった可能性は

低い。また、各ピットの円心からの配置角度は、 1号円形柱穴列では 7~460 とぱらつきがあるが、 2 号円

形柱穴列は14~220 と均等に近い状態にある。近年、こうした象徴的構築物と太陽の運行や山などとの関係

が積極的に論じられている 3)が、妙義山や浅間山などの本遺跡周辺の山や日の出・南中・日没等との関連性

を明確にすることはできなかった。
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関山式期の遺構からの出土遺物の内、土器は関|上[1I式が主体で関山 I式も散見される。施文は組紐文・異

条縄文(正反の合撚) ・羽状縄文 .0段多条縄文・ループ文などにコンパス文や沈線文を加えるパターンが

多い。 29号住居跡 1・35号住居跡13などのように刺突文が多用される神ノ木式土器もみられるが、量的には

少ない。 35号住居跡16のように、平行沈線聞に梯子段状短沈線を施すものは二ツ木式土器の特徴とされてい

る4)が、口唇部に鋸歯状突起があり本書では関山 I式土器の範囲毒に含めておきたしミo

口唇部の突起には、いくつかのバラエティがあり、本書では鋸歯状突起・長方形状突起 (27号住居跡 Iな

ど) ・半円形突起(9号住居跡 1・35住居跡11) ・刻み目のある小突起・山形小突起 (27号住居跡 5) ・板

状突起 (35号住居跡、 2・20) ・三角形小突起などのように示した。半円形突起は片口注口土器の左右両端に

付加されるとの指摘があり 5)、本遺跡例でもそれは首肯される。また、口縁部付近を中心に円形もしくは円

錐状・ボタン状等の貼付文を施すものは関山 I式土器に多いようである。

当該期土器の胎土には、繊維・石英・長石等が特徴的に観察される。 9号住居跡 2・24、12号住居跡 1、

14号住居跡 2、26号住居跡17、27号住居跡 7、29号住居跡14、35号住居跡 4・11などには結晶片岩の含有も

認められたが、比率的には全体の 3%に満たない。

関山式期の住居跡及び土坑から出土した石器類は2，204点で、器種別の数値は以下の通りである。なお、( ) 

内の%数字は剥片類を除いた383点での比率を示す。石倣41点(10.7%)、石錐12点 (3.1%)、石匙17点

(4.4%)、スクレイパ~90点 (23.5%) 、打製石斧 9 点 (2.3%) 、磨製石斧 1 点 (0.3%) 、磨石・凹石152点

(39.7%)、鼓石17点 (4.4%)、石皿15点 (3.9%)、砥石 2点 (0.5%)、棒状牒 2点 (0.5%)、丸石 6点 (1.6%)、

石鉢 1点 (0.3%)、石核17点 (4.4%)、垂飾 1点 (0.3%)、剥片その他1，821，点。石材は、黒曜石1，432点、チ

ャート 151，点、珪質頁岩 9点、黒色安山岩13点、頁岩364点、安山岩202点、砂岩11点、結晶片岩 5点、緑色

岩類 4点、滑石 1点、石灰岩 3点、不明その他 9点である。

縄文時代中期初頭土坑群と遺物(第126図)

当該期の土坑群は先述したように住居跡の後背に展開する状態にある。住居跡 2軒に対し、土坑77基と圧

倒的に土坑の数が多い。これらの遺構からは五領ヶ台式期の良好な資料が得られている。また、包含層中か

らも多量の遺物が出土しているが、これらは何らかの遺構に伴っていた可能性が高い。

五領ヶ台式土器については種々の編年細分案が提示されている引が、本書では I式(古段階) . II式(新

段階)と区分するにとどめた。本遺跡の土器は、おおむね五領ヶ台E式を中心とし、阿玉台式土器の古い段

階のものまでがみられるようである。

群馬県内の当該期土器資料については山口逸弘がまとめており 7)、五領ヶ台E式段階の土器分析の視点と

して、 a 結束縄文の多様、 b:区画内加飾手法の発展、 c 口縁部肥厚部縄文施丈の一群をあげ、 cにつ

いては五領ヶ台式期の終末期の様相で東関東の土器群との対比が必要であるとしている。口縁部肥厚部縄文

施文の土器は、本遺跡では108号土坑 Iや207号士坑 1などが該当する。また、 50号土坑 2のように器面に輪

積痕を残し、ひだ状文様のつくものは阿玉台 1b式の特徴とされるが8)、1a式段階にも存在するようであ

り9)、器形も頚部が括れる点など、やや古相であることから本遺跡例は阿玉台 1a式段階と考えておきたい。

遺構外14は胴部が大きく膨らむもので、類似した器形と文様構成を持つ土器が栃木県・鶴田中原遺跡10)にみ

られる。本遺跡出土の当該期土器は胎士に、いわゆる金雲母や長石・石英・角閃石を含むものを通有とし、

そのほか結晶片岩を含むものも目立つ O なお、 190号土坑 1は破片資料から図上復元したものであり、上下

の位置関係にずれがあることを付け加えておく。
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弥生時代前期後半~中期前半土坑群と遺物(第127図)

土坑13基と包含層中から条痕文や変形工字文・三角連繋文などを施文する土器が出土している。おおむね

弥生時代前期後半(末葉)を中心とする時期の遺物と考えられるが、不詳な土器片もあり、中期前半までの

時期幅を持たせておく。群馬県内の編年観では若狭編年1l)の 1-2 期~1I期に相当する時期と想定されるも

のである。なお、土坑の性格については、骨片等が検出されていないため一概に断定はできないが、 166号

土坑の遺物出土状態などから再葬墓の可能性を考えておきたい。

166号土坑 Iは細密条痕地丈に変形工字文を施す斐で胴部下側から底部を欠く。同じく 2は口頭部を欠く

条痕文の施された査で、器形がある程度把握できるものはこの 2点のみである。後者には胎土に結晶片岩の

含有が認められる。また、破片資料ではあるが168号土坑 1や遺構外 1には三角連繋文が施されるようであ

る。これらの遺物は藤岡市・沖 E遺跡例12)や倉淵村・上ノ久保遺跡、例13) ・下仁田町・柏瀬田遺跡の包含層

出土遺物14)に時期的に近い資料と考えられる。雲寺明期の弥生土器については、かつて第 4回三県シンポジウ

ムによって検討がなされ15)、上ノ久保遺跡出土土器は中期前半の岩植山式土器に先行するものと指摘されて

いる 16)。松井田町内では岩橿山式系土器の良好な資料として上人見遺跡出土遺物17)がある。

さて、当該期の土坑群近接地点から出土した石剣については、先述 (P142) したように弥生時代(前期)

の遺物と想定した。石剣は縄文時代晩期を主体とした時期にみられる遺物であり 18)、柄頭を癌状に造作した

り、柄の部分に沈掠彫刻による文様が施されるものが多い。本遺跡例は、柄の部分に紐状のものを巻き付け

た痕跡はあるものの、こうした加飾はみられず、形骸化した段階のものと考えることも可能である。なお、

本遺跡例に類似した石剣が、縄文時代後・晩期を中心とする月夜野町・矢瀬遺跡でも検出されている 19)。

平安時代の遺構

本遺跡では住居跡 2軒が検出されているにすぎず、しかも他の時期の遺構より地形的に低い部分に位置し

ている。この内、 32号住居跡からは板状の安山岩と河原石を使用した石組カマドが良好な状態で検出されて

いる。また、 31号住居跡 1・2、32号住居跡 2のコの字状口縁蓋の胎士に結晶片岩が含有されていたことに

注意しておきたい。

第 2節 縄文時代前期関山式期の住居形態

本遺跡で検出された関山式期の住居跡は、他の遺構との重複が少なく、その形態を理解する上で良好な検

出状態にある。また、本遺跡の当該期住居跡にはいくつかの類型がみられ、形態的な特徴からの分類が可能

である。前節で述べたようにA.B住居跡群において類似した住居跡が近接して位置する状況が認められ、

ここでは、住居形態の分類を通してそれを検証したい。なお、群馬県内の縄文時代前期住居形態については、

既に原雅信や大工原豊がその特徴・類似性に着目して検討しており側、県外では、笹森健_21)らによる研究

も行われている。以下に炉跡の構造も視点に加え、分類を試みることにする。

平面形態には(隅丸)長方形17軒・ (隅丸)方形 3軒・台形 4軒、不明 1軒がみられ、(隅丸)長方形の

ものが大半を占める。(隅丸)長方形の短軸・長軸比は 1・1.2までのもの 7軒、同じく 1: 1.2~1.5未満のも

の7軒、 1 : 1.5以上のもの 3軒で、方形にちかいものも多い。住居跡の規模は、床面積でみると21号住居

跡の5.0m'を最小とし、最大は22号住居跡の40.6m'である。平均値は15.2m'であり、 22号住居跡の規模は本遺

跡において突出して大きい。壁周溝を一部にせよ有するものは 6軒のみで、壁柱穴列は11号・ 21号・ 23号住居

跡を除いて存在し、壁柱穴列が壁周溝を伴わない例が多いようである。この内、 22号住居跡は壁外に周溝・

-164-



柱穴列が巡るもので他にあまり類例をみない。主柱穴配置は明確に把握できなかったものも多いが、 1列 2

~3 基主柱を平行配置するものが主体となるようである。

住居形態を平面形態・規模・壁周溝・壁柱穴列を基準に次のように分類する。

A類 :平面形態長方形(短軸:長軸比 1: 1.5以上)、床面積は40ぱ以上と大規模で、壁外に周溝・柱

穴列を有する。 22号住居跡のみが該当する。

B 1類:平面形態長方形(短軸:長軸比 1: 1.2~1.5未満)、床面積20~30m'未満とやや規模が大きく、

壁周溝・壁柱穴列を有する。 2号住居跡のみが該当する。

B 2類:平面形態長方形(短軸:長軸比 1: 1 .2~ 1.5未満)、床面積10~20m'未満と中規模で、壁柱穴列

を有する。 16号・ 17号.20号・ 24号住居跡。 3号住居跡も本類と思われる。

B 3類:平面形態長方形(短軸:長軸比 1: 1.2~ 1.5未満)、床面積10m'未満と小規模で、、壁周溝を有す

るが、壁柱穴はあまり密な状態ではない。 7号・ 11号住居跡。

表14 関山式期住居跡一覧

遺構番号 位置 群 平面形態 規模 短軸:長軌 床面積 壁周溝 壁柱穴 柱穴配置 炉跡構造 分類

1号住居跡 V28 A群 長方形 3.37m x 2.84m 1 : 1.19 9.3m' 。 (平行) コ状石|到し、 C 3 -1 

2号住居跡 V27 A群 長方形 5.50m x 3.99m 1 : 1.38 21.6m' 。。 不明 不明 B 1 

3号住居跡 U21 A群 長方形 4.58m x 3.02m 1 : 1.52 不明 。 (平行) 石十土器問い B2-[] 

4号住居跡 W27 A群 長方形 3.40m x 2.84m 1 : 1.20 9.5m' 。。 (平行) コ状石固い C 3 -1 

6号住居跡 S27 A群 長方形 3.68m X 3.18m 1 : 1.16 11.3n1 。 (平行) L状石囲い C 2 -1 

7号住居跡 U25 A群 隅丸長方形 3.38m X 2.74m 1 : 1.23 8.7nイ 。。 (対角) コ状石図しミ B 3 -1 

9号住居跡 U23 A群 長方形 4.10m X 3.66m 1 : 1.14 14.811l' 。 (平行) コ状石岡+石敷 C 2 -1 

10号住居跡 X27 A群 不明 不明 不明 不明 (0) 不明 不明 不明

11号住居跡 T21 A群 隅丸長方形 3.66m X 2.64m 1 : 1.39 9.7ni 。 平行 地床炉 B3-IV 

12号住居跡 S 21 A群 台形 4.52m X 3.24m 1 : 1.40 14.6m' 一部 。 平行 石+土器開い E2-[] 

14号住居跡 M19 B群 長方形 5.12m X 4.58m 1 : 1.12 23.5ぱ 。 不明 不明 C 1 

16号住居跡 P 18 B群 長方形 5.04 m X 3.80 m 1 : 1.32 19.011l' 。 平行 埋設土器 B2-Ill 

17号住居跡 M14 B群 長方形 3.70m X 2.86m 1 : 1.29 10.5ぱ 。 (平行) コ状石囲い B 2 -1 

18号住居跡 K15 B群 長方形 4.10m X 3.55m 1 : 1.15 14.1 n1 。 平行 石+土器囲い C2-[] 

19号住居跡 K14 B群 台形 3.86m X 2.78m 1 : 1.39 10.7m' 。 平行 地床炉 E2-IV 

20号住居跡 ]13 B群 長方形 5.08m X 3.90m 1 : 1.30 19.111l' 。 平行 コ状石囲い B 2 -1 

21号住居跡 K12 B群 隅丸方形 2.36 m X 2.24 m 1 : 1.05 5.011l' (平行) 地床炉 D3-IV 

22号住居跡 N12 B群 長方形 8.65m X 4.70m 1 : 1.84 40.6m' 壁外O 壁外O コ状石固い A-I 

23号住居跡 LlO B 群 隅丸方形 2.54m X 2.54m 1 : 1.00 6.0m' (平行) 地床炉 D3-IV 

24号住居跡 K10 B群 長方形 4.22m X 3.30m 1 : 1.28 13.7m' 。 平行 石囲い B 2 -1 

26号住居跡 Q19 B群 台形 5.50m X 4.80m 1 : 1.15 25.3ni 。 平行 石 1 E 1 -1 

27号住居跡 S 19 B群 方形 4.46m X 4.08m 1 : 1.09 17.7ni 。 平行 石囲い D2-1 

29号住居跡 Q24 A群 長方形 3.78m X 3.40m 1 : 1.11 12.2 nj 。 平行 コ状石囲い

35号住居跡 Ll8 B群 台形 3.86m X 374m 1 : 1.03 14.4nj 。 平行 土器+埋設土器 E 2 -皿

36号住居跡 K17 B群 長方形 4.86m X 4.08m 1 : 1.19 19.7m' 。 平行 石間十埋設土器 C2-Ill 
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C 1類:平面形態長方形(短軸 長軸比 1 ・ 1.2未満)、床面積20~30ぱ未満とやや規模が大きく、壁柱

穴列を有する。 14号住居跡のみが該当する。

C2 類.平面形態長方形(短軸.長軸比 1 ・1.2未満)、床面積1O~20m'未満と中規模で、壁柱穴列を有

する。 6号・ 9号・ 18号・ 29号・ 36号住居跡。

C3類・平面形態長方形(短軸:長軸比 1・1.2未満)、床面積10m'未満と小規模で、、壁柱穴列を有し、

壁周溝を有するものもある。 1号・ 4号住居跡。

D2 類・平面形態方形、床面積1O~20m'未満と中規模で壁柱穴列を有する。 27号住居跡。

D3類:平面形態隅丸方形、床面積10m'未満と小規模で、、壁周溝・壁柱穴列はない。 21号 .23号住居跡。

笹森分類の「井沼方タイプjに類似したものである。

E1 類:平面形態台形、床面積20~30m'未満とやや規模が大きく、壁柱穴列を有する。 26号住居跡。

E 2 類:平面形態台形、床面積1O~20m'未満と中規模で、壁柱穴列を有する。 12号・ 19 号・ 35号住居跡。

平面形態方形の住居跡には20m'以上の規模の大きいものはなく、また、同じく台形の住居跡には10m'未満

の小規模なものはみられない。なお、これらの分類は数値での機械的な操作によるところが大きいため、近

接した各類には類似性の高いものも存在する。

次に、炉跡構造をみてみると、石囲い炉(l類)、石と土器で囲うもの (II類)、埋設土器を有するもの

(固ま節、地床炉で石ー土器固いや埋設土器等の施設がないもの(町類)に大別できる。 I類の石固い炉はコ

状に囲む例が多いが、 L字状のものもみられる。 N類には本来石囲い等が存在した可能性もあることを考慮

しておく必要がある。なお、 I類の内、コ状石囲いについては群馬県内以外には存在しないようであるとの

指摘22)があり、それによると県内では花積下層式段階に既に存在するようである。

I類の石固い炉は、 A類(22号住居跡)、 B2類(17号 .20号 .24号住居跡)、 B3類(7号住居跡)、 C2類

( 6号.9号 .29号住居跡)、 C3類(1号・ 4号住居跡)、 D2類(27号住居跡)、 E1類(26号住居跡)にあり、

いずれの住居跡形態にも通有である。 II類の炉跡は、 B2類(3号住居跡)、 C2類(18号住居跡)、 E2類

(12号住居跡)にあり、中規模な住居跡に採用される傾向がみられる。皿類の埋設土器を有する炉跡は、 B2 

類(16号住居跡)、 C2類(36号住居跡)、 E2類(35号住居跡)が相当する。町類の炉跡は、 B3類(11号住居

跡)、 D3類(21号・ 23号住居跡)、 E2類(19号住居跡)にみられる。皿類の埋設土器を有する炉跡を有する

16号.35号'36号住居跡は、いずれも関山 I式期と考えられ、この炉跡構造は時期差とみることが可能である。

以上のように、住居跡形態・炉跡構造から分類してみると、いくつかの分類群が抽出できる。 A住居跡群

の 1号.4号住居跡 (C3 -1類)、 6号.9号.29号住居跡 (C2 -1類)、 B群住居跡の21号・ 23号住居

跡 (D3-N類)、 17号・ 20号・ 24号住居跡 (B2 -1類)は同形態・同構造の住居跡と考えられる。また、

A住居跡群の 7号 '11号住居跡、 3号・ 12号住居跡、そしてB住居跡群の18号・ 19号住居跡、 16号・ 35号・

36号住居跡、 14号.26号.27号住居跡は、それぞれ住居跡形態や炉跡構造の類似性が高い。

第125図をみると、これらの同形態・同構造の住居跡や類似性が高い住居跡 2~ 3軒が近接して分布して

いる状況が理解できる。 B住居跡群をみると、関山 I式期と考えられる16号 .35号ー 36号住居跡は 3粁が縦

列して位置し、これに後続すると思われる14号・ 26号.27号住居跡も 3軒が縦列し、しかも前者に平行する

ような位置関係にある。また、小規模住居跡である21号 .23号住居跡は大形住居跡である22号住居跡の北西

に位置する状況にある。このように、円形柱穴列を中心とする A.B住居跡群の中には、さらに 2~3 軒程

度の小住居跡群が認められるのであり、小住居跡群ひいては住居形態・炉跡構造には時期差も関連している

ことが再検証された。なお、他遺跡例との比較 a 検討は不十分で、あり、それについては稿を改めたい。
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H 行田大道北遺跡

(65号住居跡出土遺物)



第 1章 遺跡の立地と基本層序

第 1節遺跡の立地

本遺跡は一般県道磯部停車場・妙義山線を挟んで東地区と西地区に大別される。東地区は西横野正陵上に

立地し標高315m前後、西地区は碓氷川右岸上位段E上に立地し標高325m前後で、ある。

東地区の南東側には柳瀬川の谷をはさんで、縄文時代前期間山式期を中心とする集落遺跡である八城二本

杉東遺跡がある。西地区の北西には縄文時代後期の配石墓群等が検出された行田梅木平遺跡が近接する。

第 2節基本層序

第131図は東地区中央部付近及び西地区Ca -21グリッドにおいて観察したものである。両地区の層序は

おおむね類似した状態にある。浅間B軽石層 (II層)は部分的に確認されるのみで、表土下は黒色土(困層)

が40cm程度の層厚で、堆積する部分が多い。その下層は東地区では暗褐色土 (N層)が堆積する。縄文時代の

遺構はこの暗褐色土層中もしくはローム層 (Va層)上面で確認できた。なお、この上層での遺構・遺物は

皆無に近い状態であった。 VI層はYP層上面の成層火山灰層で非常に硬くしまる。VlIa層以下には、 YP

層・粘質ローム層・ BP層の厚い堆積がみられた。

東地区

316.00m 

315.00m 

324.00m 

\~ 

323.00m 

314.00m l唖c

322.00m 
I 表1 料i'FIυ 浅間A恒石 ({U-30剛)をやや多く合む。

E 抗措色土 ii.問B位石川. 1 却の中E1:1 は i壬 5-10日目。中間に J1(Jì~がラミナ状に堆私するハ
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第133図 トレンチ設定位置図
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第 2章調査の方法と経過

第 1節発掘調査

行田大道北遺跡(事業名・行田 I遺跡)は群馬県教育委員会が昭和59年度に実施した現地踏査の結果、縄

文時代の遺物が濃密に分布する地区に指定された。

調査は工事工程上、 一般県道磯部停車場。妙義山総の東側(東地区)と西側(西地区)に分けて進めるこ

とになり、束地区を先行して実施した。なお、東地区は工事工程等との関連で 8調査区・ 4次に分けての調

査となった。

東地区は表土除去に先立ち、遺構確認面までの土層の状態や遺構・遺物の分布状態を把握するため、 2

mx2mの試掘坑10か所を任意に、東端部にトレンチ 8本を設定して確認調査を行った。その結果、縄文時

代前期を中心とする遺構・遺物が検出され、遺跡の広がりは調査区全面に及ぶと想定された。また、各遺構

はローム層ヒ而もしくはその上層の暗褐色土中で確認できた。

西地区については、東地区の調査に並行して確認調査を実施した。 2mx2mの試掘坑を任意に設定して調

査した後、南北方向のトレンチ28本を設定し、遺構・遺物の分布状態を確認した。その結果、 I~N トレン

チにかけては縄文時代の遺構。遺物が確認されたため本調査の対象とし、 O~Q トレンチにかけては検出さ

れた溝のみを調査することとした。また、 Rトレンチι東は黒色土~黒褐色士の厚い堆積がみられ、遺構・

遺物が検出されなかったため、本調査対象から除外した。

また、本格的な旧石器時代の調査は行っていないが、ローム層上面及び一部の調査地点において掘り下げ

た基本土層観察用坑からは旧石器時代の遺物は検出されなかった。ただし、整理調査の段階で遺構埋没土中

からの出土遺物に旧石器の可能性のあるものがわず、かに確認されている。

各遺構は、埋没状態・構築状態・遺物出土状態の観察・記録を行った。

遺構測量は、国家公共座標(第医系)を基準に10mx 10mのグリッドを設定して行った。グリッド名は、

北西角を基点に北から南に大文字・小文字のアルファベットを組み合わせ、西から東に算用数字を付し、

Bh -15グリッドのように表記した。遺構実測図は、 1/20縮尺を基本とし、炉跡等を1/10縮尺で作図した。

なお、 96号住居跡(柄鏡形敷石住居跡)については、後日移築が可能なように 1/5縮尺で作図しである。ま

た、地形測量岡は 1/500縮尺、調査区全体図は 1/200縮尺で作成した。

各遺構は重複するものが多く、調査ではその新旧関係が把握できるよう埋没土層の観察に努めたが、明確

に確認できないものも多かった。

出土遺物は、極力出土地点を記録して取り上げたが、重複等の影響で帰属する遺構を明確に把握できない

ものも多かった。また、埋設土器等は出土状態図を作成した。

京地区から出土したクッキー状炭化物については、群馬県内においては稀少な資料であることから、遺物

取り上げ後、和紙で包み、その外側をさらにアルミホイルで桐包して保管した。同遺物については、その後、

脂肪酸分析を委託して実施している。また、遺構から出土した炭化材や埋設土器中の土壌などのサンプリン

グを行い、後日、樹種同定やリン・カ jレシウム分析などを行うことにした。

写真撮影は調査の各過程で随時行い、白黒 6x 7判・白黒35nml.カラースライド35nmlのフィルムを使用し

た。各遺構は基本的にローリングタワー上から撮影し、また、調査区全景写真はバルーン空撮で、行った。
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第 2節 整 理 調査

遺物水洗い・注記及び写真・図面等の整理は、一部発掘調査に並行して進めており、その際、遺跡名の記

載は事業名である「行田 I遺跡」を用いている。遺跡名はその後「行田大道北遺跡」に変更されたが、各資

料(遺物収納箱・写真アルバム・図面ケース、等)の記載は事業名のままとした。

本遺跡では、第 3~5 章に記載するように検出された遺構・遺物のほとんどが縄文時代のもので、時期的

には前期中葉~末葉を中心とし、早期~後期にわたる。整理調査は、発掘調査で得られた資料をもとに報告

書によって遺跡の全体像、個々の遺構の状態、出土遺物の状況が客観的に把握できるようにとの方針で実施

した。また、本遺跡は遺構が密集・重複するものが多く、各時期ごとに遺構の分布状況を明確にするため、

出土遺物や切り合い関係から遺構の時期判別を行い、時期別の遺構図を作成した。

本遺跡は、先述したように東地区と西地区に大別され、両地区はやや異なった様相を呈し、位置的にも本

来は別遺跡と考えられる。掲載にあたっては、東地区の遺構・遺物を第 3章、西地区の遺構・遺物を第 4章

で、扱った。また、遺構外出土遺物については、表採遺物の中に地区が不明なものもあることから、第 5章に

一括して掲載した。

出土遺物は、すべて水洗いを行い、基本的に微細破片を除いて注記したが、石鉱等の注記困難な遺物につ

いては、パッケージに収納し、パッケージに遺跡名・出土地点等を明記しである。注記はホワイトインクで

行い、ニスでコーテイングした。注記には下記の略称を用いた。

行田 I遺跡…...MO1 住居跡一 ...H 土坑・…-土 集石一…集 グリッド・・…グ

遺物の接合・復元は可能な限り行った。接合にはセメダイン Cを、復元には必要に応じてエポキシ系樹脂

修復剤(パイサム)を用いたが、基本的に補強を目的としたもので、一部を除き完形状態までには復元して

いない。

出土遺物は、各遺構ごとに個々の土器や石器の種別・石材、数量を記録した上で、報告書掲載遺物を選別

し、その際、最終的な遺構の時期を判断した。

遺物写真は、報告書掲載遺物について撮影し、基本的に白黒 6x 7判フィルムに記録した。遺物実測も報

告書掲載遺物について行い、基本的に 1/1縮尺で作図したが、特=大遺物については 1/2縮尺で作図したもの

もある。遺物実測には、一部に長焦点レンズを使用した写真実測を行っている。また、必要に応じて拓本図

を作成している。拓本用紙には雁皮半紙 (1若草J)を用いている。遺物トレースにはロットリング及び丸ベ

ンを用いた。版組には基本的に 2倍台紙を使用した。

整理調査後の遺物は、報告書に使用したものと不使用のものとに分け、さらに各遺構ごとに分けて遺物収

納箱もしくは専用段ボール箱に収納した。遺物収納の際には、各遺物をミナパックなどで梱包して保護しで

ある。また、各遺物収納箱の小口には遺跡名・遺構名・報告書使用の有無などを明記しである O なお、クッ

キー状炭化物については、先述した(第 1節)方法で保管しである。

遺構図面は、各遺構ごとに検討を加え、一部修正を行った後、報告書掲載のものについて、 トレース・版

組を行った。また、必要に応じて遺物水平分布図及び垂直分布図を作成した。土坑については一覧表を作成

した。トレースはロットリングを用い、版組は基本的に 3倍台紙を使用した。

遺構・遺物実測図は各遺構ごとに整理し、図面ケースに収納した。また、遺構図面・写真、遺物図面・写

真の各台帳を作成した。
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第 3章遺構と遺物(1 )東地区

第 1節 概 要

検出された遺構はすべて縄文時代と判断されるもので、時期的には前期中葉~中期初頭が大半を占め、前

期前半及び中期後半の遺構も散見される。全体としては中央部に土坑群が形成され、土坑群を取り巻くよう

に住居跡が分布する状態にある。遺跡は、西側及び北東方向へと広がりを持つものと推定されるが、北側に

は西地区の試掘調査の結果から、あまり広範には展開しないものと思われる。また、南東側は柳瀬川の谷が

あり、崖状の地形となっている。

住居跡

95軒を検出しており、前期91軒、中期 4軒と、前者が圧倒する。これらの住居跡は、複雑に重複しており、

しかも黒浜・有尾式期の住居跡は数次にわたる拡張が行われた形跡も認められる。また、黒j兵・有尾式期の

住居跡には出入り口部と思われる掘り込みが存在するものがみられた。

住居形態は重複等の影響で不明確なものも多いが、おおむね前期諸磯b式期頃までのものは長方形もしく

は方形を基調とし、諸磯 c式期には円形のものもみられる。中期の住居跡はいずれも円形と想定される。ま

た、炉跡は、前期のものは地床炉・土器埋設炉がみられ、中期のものは石固い炉が多い。

調査区南東端に位置する 4号住居跡は黒浜・有尾式~十三菩提式にかけての遺物が大量に出土しており、

遺構の時期のみならず、その性格も問題となるものである。同住居跡からはこれらの遺物に混じって珪藻土

製の小形石棒 2点が出土している。中期以降にみられる石棒とは系統を異にするものと思われ、石棒とする

のに疑問視する向きもあるが、本報告書では前期の小形石棒としておく。

83号住居跡からは諸磯b式期を中心とする大量の遺物とともに琉羽製の玉が出土している。同琉E白玉は均

整化されたもので、現在までのところ群馬県内における縄文時代の琉拍製品は本遺跡例のみである。また、

全国的にみてもおそらく最古期のものと忠われる。なお、同住居跡からは北白川下層式系の土器もみられる。

55号.65号住居跡からは諸磯 c式土器のほぼ完形品が出土している。

クッキー状炭化物

諸磯 c式期と想定される 6号・ 7号.8号・ 10号住屑跡、 12号.243号 .324号土坑からクッキー状炭化物

が出土している。完存するものは 5点であるが、図化可能なものは64点にのぼる。平面形は円形もしくは楕

円形で、中央部に凹みのあるものが多い。群馬県内初の出土例である。

土坑

475基を確認している。時期的には、黒j兵式期71基、諸磯且式期65基、諸磯b式期27基、諸磯 c式期45基、

十三菩提式期 7基、五領ヶ台式期92基、中期中葉 3基、加曽手!JE式期 9基、不明156基で、前期中葉から中

期初頭と想定される士坑が大半を占める。 93号・ 203号土坑からは訣状耳飾りが出土している。

集石

土坑としたものを含めて 7基を確認している。伴出遺物が少なく時期は判然としないものが多いが、おお

むね前期後半から中期初頭にかけての遺構と想定される。

その他の遺構

掘立柱建物跡 I棟を確認している。本来は数棟が存住していた可能性がある。この他、時期不明の溝 1条、

ピット多数を検出している。
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第 2節住 居跡

1号住居跡(遺構:第135図、 PL3/遺物.第198図、 PL48、観察表P566) 

位置:Eb-60グリッド。東~南側は調査区外。検出状態:20号・ 21号土坑に切られる。表土から浅い位置

にあり、床面の一部が削平を受けている。平面形態・全容不明であるが長方形基調と推定される。規模・床

面積 不明。残存深度:30cmo長軸方位:不明で、あるが、西壁はN-25
0

- Wを指向する。床面の状態:ロ

ーム面を床面とし、やや凹凸がある。壁画の状態:残存部分が少なく不明確。壁周溝:西側から北側にかけ

て検出されているが、西側で、は幅が50cm前後と広く、一概に壁周溝とは判断できない。柱穴:大小のピット

が存在するが、主柱穴については明確に判断できなかった。炉跡:中央部北寄りに位置するものと推定され

る。土器埋設炉で、掘り方は、平面楕円形、規模65cmx 46cm、深さ約40cm。遺構埋没状態 :ypを含む黒褐

色土が自然埋没する。遺物出土状態:先述の炉跡埋設土器の他、土器片・石器類が埋没土中に散在するよう

な状態であった。時期:前期黒浜・有尾式期。

遺物:土器片218点、石器(石鍛 1、石匙 1、磨石・凹石 3、打製石斧 2、剥片その他 9点)を確認してい

る。黒曜石総重量8.1go炉跡埋設土器は非常に脆弱な状態であり、図化できなかった。掲載遺物、土器 6点、

石器3点。

2号住居跡(遺構:第136図、 PL3/遺物:第199・200図、 PL48、観察表P566) 

位置:Ec -60グリッド。南東側は調査区外。検出状態.遺構上面は耕作により削平されている。平面形

態:不明。検出部分は、やや弧状を呈している。規模・床面積:不明。残存深度:約20cm。床面の状態.多

少の起伏はあるが、ほほ平坦である。壁面の状態:残存部分が少なく不明確。壁周溝:検出されなかった。

柱穴:検出されなかった。炉跡:検出されなかった。遺構埋没状態・ロームブロック .yp等を含む暗褐色

土が自然埋没する。遺物出土状態・土器片・石器類が埋没土中に散在するような状態であった。時期.前期

黒浜・有尾式期。

遺物:土器片157点、石器(スクレイパ-2、その他剥片17点)を確認している。黒曜石総重量 40.2g。関

山E式土器が少量確認されている。掲載遺物、土器 5点、石器 2点。

3号住居跡(遺構・第137図、 PL4/遺物:第201. 202図、 PL48・49、観察表P566) 

位置:Ed -59グリッド。束~南側は調査区外。検出状態.重複が著しい。遺構上面は一部に撹乱を受ける 0

9号住居跡に切られる。また、2号・ 28号土坑を切るが、調査時には両土坑とも本住居跡と同時に掘り下げて

しまった。 11号住居跡との新旧関係は不明である。 11号住居跡は本住居跡の拡張前のものである可能性もあ

る。平面形態:不明。検出部分はやや弧状を呈している。規模・床面積:不明。残存深度:39cmo長軸方

位.不明。床面の状態:多少の凹凸があるが、全体的にはほほ、平坦である。壁面の状態:80
0

前後の勾配で

立ち上がる。壁周溝:部分的に不明瞭な箇所もあるが、検出範囲においでほぼ全周するようである。柱穴:

多数のピットが存在するが、主柱穴は明確に判断できなかった。炉跡:中央西寄りに焼土の分布がみられ、

炉跡の痕跡である可能性もある。遺構埋没状態 :yp等を含む黒褐色基調の土がやや不安定な状態で埋没す

る。遺物出土状患.土器片・石器類が埋没土中に散在するような状態であった。時期:前期諸磯a式期。

遺物:土器片1.699点、石器(石錐 1、石匙 1、スクレイパー 3、磨石・凹石15、翫石 2、砥石 1、打製石

斧 1、チャート原石 1、剥片その他165点)を確認している。黒曜石総重量237.0g。重複の影響で帰属を明

確にできなかった遺物が多い。掲載遺物、土器 5点、石器13点。
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4 号住居跡(遺構:第138~141図、 PL5/遺物・第203~208図、 P L50~53、観察表 P566) 

位置:Ee -58グリッド。南東側は調査区外で、崖面に近接する位置にある。検出状態-後述するように多

時期にわたる遺物が出土しているが、明確な遺構の重複は確認できなかった。平面形態・全容不明であるが、

円形基調と推定される。規模:不明で、あるが、径6.5m前後と推定される。床面積:不明。残存深度・ 98cffio

長軸方位:不明。床面の状態:起伏・凹凸がみられる。壁画の状態:遣存状態良好な部分では80
0

前後の勾

配で立ち上がる。壁周溝:検出されなかった。柱穴:大小のピットが存在するが、主柱穴は不明である。こ

れらのピットの多くは北側から検出されている。炉跡:明確に確認できなかったが、中央西寄りに浅い楕円

形の凹みが 2か所あり、同部分からはわずかな被熱痕が認められた。遺構埋没状態 :yp.ローム粒等を含

む黒褐色~暗褐色土が埋没する。遺物出土状態.前期黒浜・有尾~十三菩提式期にかけての土器・石器が埋

没土中から大量に出土している。第139~141図に各時期別の土器及び石器類の分布概念図を示した。水平分

布には特に遺物集中地点などの偏りは認められない。垂直分布は、諸磯a式・ b式土器が上層から下層にか

けて万遍なく出土している一方で、、諸磯 c式土器は上層からの出土が多い。十三菩提式土器は量的には少な

いが、やはり上層から出土している。黒浜式土器はややまばらな分布状態にある。また、諸磯b式・ c式・

十三菩提式土器は比較的大きめな破片で出土しているものが多かった。埋没土の中位付近からは小形石棒 2

点が出土している。備考:出土状態から判断して、これらの遺物は一括廃棄されたものと考えられるが、諸

磯 c式土器や十三菩提式土器が上層に集中する点など疑問も残る。時期:一括廃棄だと仮定した場合、前期

諸磯 c式期もしくは十三菩提式期以降と想定される。

遺物.土器片5，681点、石器(石鍛 5、石錐 2、石匙4、打製石斧 3、スクレイパー 2、磨石・凹石13、敵

石 1、石皿 2、砥石 1、磨製石斧 1、滑石片 I、小形石棒 2、剥片その他 565点)を確認している。黒曜石

総重量697.6g。土器の比率(破片数での単純比率)は、黒浜・有尾式5.1%、諸磯 a式27.5%、諸磯 b式

48.1%、諸磯c式18.8%、十三菩提式0.6%で、諸磯b式土器が半数近くを占める。諸磯b式土器は器形復元

できたものが多く、 (1)・ (2)のように大形の深鉢もみられる。また、十三菩提式土器にも凶のように完形に近

い遺物がある。小形石棒凶・凶は 2点とも珪藻土製で、非常に軟質である。掲載遺物、土器28点、石器26点。

5号住居跡(遺構:第142図、 PL5/遺物・第209図、 PL53、観察表P567)

位置:Ee-54グリッド。検出状態:29号 .40号住居跡と重複し、本住居跡が新しい。平面形態.楕円形。

規模:3.03m x 2.48m。床面積:6.4m2
。残存深度 :24cffi。長軸方位:N -58

0

- W。床面の状態.全体的に凹

凸がみられる。壁面の状態:遺存状態良好な部分では80
0

前後の勾配で立ち上がる。壁周溝・北東側で一部

確認されたのみである。柱穴:大小のピットが存在するが、主柱穴は明確に判断できなかった。炉跡:検出

されなかった。遺構埋没状態:黒褐色基調の土が自然埋没していた。遺物出土状態:埋没土中に散在するよ

うな状態であった。黒i兵~諸磯 a式期の紛れ込み遺物が多かった。南西部からは長さ30cm前後の牒 3点が出

土している。時期:前期諸磯 c式期。

遺物:土器片900点、石器(石鍛 2、磨石・凹石 2、珪藻土 1、棒状諜 1、磨製石斧 l、剥片その他70点)。

黒曜石総重量94.7g。珪藻土(6)は4号住居跡出土の石榛と同質石材。掲載遺物、土器3点、石器 5点。

6号住居跡(遺構.第143図、 PL5/遺物:第210・363図、 PL53・134、観察表P567) 

位置:Ea -59グリッド。北側は調査区外。検出状態:25号土坑と重複し本住居跡が切られるようであるが、 1

層においては区別がつかなかった。平面形態 全容不明であるが、隅丸方形状と推定される。規模:不明。南
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北方向は 3.6m前後で、ある。床面積:不明。残存深度・ 72cm。長軸方位:不明。床面の状態:全体的に平坦

である。壁面の状態:80
0

前後の勾配、もしくは垂直に近い状態で立ち上がる。壁周溝:検出されなかった。

柱穴:検出されなかった。炉跡:検出されなかった。遺構埋没状態.ロームブロック等を含む暗褐色~褐色

土が自然埋没する。遺物出土状態:埋没土中に散在するような状態で、土器片・石器類が出土しているほか、

数点のクッキー状炭化物(第 3章第 3節)や炭化したクルミが出土している。時期:前期諸磯 c式期。

遺物:土器片86点、石器(石鍛 1、砥石 1、剥片その他52点)、クッキー状炭化物、クルミを確認している。

黒曜石総重量159.2g。掲載遺物、土器 I点、石器 I点、クッキー状炭化物 3点。

7号住居跡(遺構・第142図、 PL5/遺物・第211・363・364園、 PL54・134、観察表P567)

位置:Ea -59グリッド。検出状態・比較的良好な状態で検出された。平面形態:隅丸長方形。規模:2.53 

m x2.04mo床面積 :4目8ぱ。残存深度:64cil1o長軸方位:N -25
0 

- Wo床面の状態:多少の起伏はあるが、

全体的に平坦で、ある。壁面の状態 :70~80o の勾配で立ち上がる。壁周溝:検出されなかった。柱穴:検出

されなかった。炉跡:検出されなかった。遺構埋没状態:ローム粒等を含む黒褐色・暗褐色・褐色土が自然

埋没する。遺物出土状態:埋没土中に散在するような状態で土器片・石器類が出土している。また、西側中

央部付近を中心にクッキー状炭化物(第 3章第 3節)が出土している。 ほかに、炭化したクルミや炭化材が

少量みられた。時期・前期諸磯 c式期。

遺物:土器片120点、石器(石鍛 2、石皿 1、砥石 1、剥片その他47点)、クッキー状炭化物、クルミ、炭化

材を確認している。黒曜石総重量378.5g。掲載遺物、土器 2点、石器 4点、クッキー状炭化物l3点。

8号住居跡(遺構・第144図、 PL5/遺物:第212図、 PL54、観察表P567) 

位置:Dj -59グリッド。北東側大半が調査区外。検出状態・上面は部分的に撹乱を受ける。南西部壁外に土

坑状の掘り込みがあるが、明確に遺構とは判断できなかった。平面形態:不明。検出部分は弧状を呈してい

る。規模・床面積:不明。残存深度:65cll1。長軸方位・不明。床面の状態:全体的に平坦である。壁面の状

態:85
0

前後の勾配で立ち上がる。壁周溝:検出されなかった。柱穴:検出されなかった。炉跡ー検出され

なかった。遺構埋没状態:ロームブロック等を含む黒褐色~暗褐色土が自然埋没する。遺物出土状態:少量

の土器片・石器類が埋没土中に散在するような状態であった。ほかに、クッキー状炭化物小片(第 3章第 3

節)、炭化したクルミ、炭化材がわずかに出土している。時期:前期諸磯 c式期。

遺物・土器片29点、石器(磨製石斧 1、剥片その他17点)、クッキー状炭化物小片、クルミ、炭化材を確認

している。黒曜石総重量78.5g。掲載遺物、土器 4点、石器 1点。

9号住居跡(遺構:第l37図、 PL4/遺物・第213図、 PL49、観察表P567) 

位置:Ed -59グリッド。東~南側は調査区外。検出状態 3号・ 11号住居跡と重複し、本住居跡が新しい。

平面形態.不明で、あるが、検出部分は弧状を呈しており、円形基調と推定される。規模・床面積:不明。残

存深度:50ω10長軸方位'不明。床面の状態・凹凸が著しい。壁面の状態:重複の影響もあり、明確に把握

できなかった。壁周溝.検出されなかった。柱穴:多数のピットがあるが、主柱穴は明確に判断できなかっ

た。炉跡.検出されなかった。遺構埋没状態 :yp等を含む黒褐色~暗褐色土が自然埋没する。遺物出土状

態:埋没土中に散在するような状態であった。時期:前期諸磯 c式期。

遺物:土器片485点、石器(石鍛 1、スクレイパー 1、磨石 1、剥片その他23点)を確認している。黒曜石
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総重量123.8go(1)・(2)の土器は凹凸文が施丈されるものである。掲載遺物、土器 7点、石器 3点。

10号住居跡(遺構.第144図、 PL5/遺物:第214・364図、 PL54・134、観察表P567) 

位置:Eb-59グリッド。検出状態:比較的良好な状態で検出された。 46号土坑と重複し、本住居跡が新し

いと思われる。平面形態.隅丸方形。規模:3.23m x 3.00mo床面積・ 8.7m'o長軸方位:N-31
0
-Wo床面

の状態:ローム面を床面とし、多少の凹凸はあるものの、全体的にほぼ平坦である。壁面の状態:80
0

前後

の勾配で立ち上がる。壁周溝:検出されなかった。柱穴 5基のピットを検出しているが、主柱穴は明確に

判断できなかった。炉跡:中央南寄りに平面楕円形、規模1.l0mx 0.76mの浅い掘り込みがあるが、被熱痕

や炭化物等は検出されず、炉跡とは判断できなかった。遺構埋没状態・ロームブロック等を含む黒褐色~暗

褐色土が自然埋没する。遺物出土状態:埋没土中から土器片・石器類が多量に出土している。また、これら

の遺物に混じってクッキー状炭化物(第 3章第 3節)や炭化したクルミや炭化材等が少量出土している。時

期.前期諸磯 c式期。

遺物.土器片506点(手担土器 1)、石器(磨製石斧 2、打製石斧 1、剥片その他87点)、クッキー状炭化物、

クルミ、炭化材を確認している。黒曜石総重量162.1go炭化材は分析の結果「クリ」に同定された(別巻

『自然科学分析編j)。掲載遺物、土器4点、石器 2点、クッキー状炭化物 3点。

11号住居跡(遺構:第137園、 PL4/遺物・第214図、 PL49、観察表P567) 

位置:Ed -59グリッド。検出状態:重複が著しい。 3号住居跡内の(壁)周溝が巡る範囲内を本住居跡と

判断したが、先述したように 3号住居跡拡張前の状態とも考えられる。 9号住居跡に切られる。また、 28号

土坑を切るが、調査時には本住居跡と同時に掘り下げてしまった。平面形態:隅丸長方形と想定される。規

模・3.75mX 。床面積:不明。残存深度:39cl11。長軸方位:N -lQo-W前後と想定される。床面の状態:

多少の凹凸はあるが、全体的にほぼ平坦である。壁面の状態:不明。壁周溝:幅25Cl11前後の壁周溝が巡る。

柱穴:大小のピットが存在するが、主柱穴は明確に判断できなかった。炉跡:検出されなかった。遺構埋没

状態・不明。遺物出土状態:本遺構に明確に伴うと考えられる遺物は確認できなかった。時期.不明。

遺物・掲載遺物、土器 1点。

12号住居跡(遺構:第144図、 PL5/遺物:第214図、 PL54、観察表P567) 

位置:Ec -59グリッド。南東側は調査区外。検出状態:表土からの深さが浅く、上面は削平を受けている。

平面形態・楕円形に近い形態と思われるが、全容は不明である。規模:3.40m X 。床面積:不明。残存深

度:39cl11。長軸方位・推定N-47
0 
-E 。床面の状態:凹凸が著しい。壁面の状態:80~850 の勾配で立ち

上がる。壁周溝:壁際にやや不整然とした溝があるが、途切れ途切れの状態であり、一部はピット状になっ

ている。柱穴:数基のピットが検出されているが、主柱穴は明確に判断できなかった。炉跡.検出されなか

った。遺構埋没状態 :yp・ローム粒等を含む暗褐色土が自然埋没する。遺物出土状態・土器片・石器類が

埋没土中に散在するような状態で出土している。時期・前期諸磯a式期と思われる。

遺物:土器片85点、石器(剥片27点)を確認している。黒曜石総重量34.3g。掲載遺物、土器 1点。

13号住居跡(遺構:第144図、 PL5/遺物:第215図、 PL55、観察表P567) 

位置:Ec -59グリッド。南東側は調査区外。検出状態.表土からの深さが浅く、あまり良好な遺存状態ではな
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い。また、他の時期のピットが遺構内外に多数存在しているが、重複関係等の詳細は明確に把握できなかっ

た。平面形態.全容不明であるが、長方形基調と想定される。規模 一x2.70m。床面積:不明。残存深

度:54cm。長軸方位:推定N-17
0

- W。床面の状態:やや凹凸がみられる。壁面の状態・遺存状態良好な

部分では80
0

前後の勾配で立ち上がる。壁周溝:検出されなかった。柱穴:北西壁際は壁柱穴状に検出され

ている。その他、不規則にピットが位置するが、主柱穴は明確ではない。先述したように他の時期のピット

も存在するようである。炉跡:コの字状石囲い炉。長さ23cmの河原石を奥側に配し、両脇には角擦を使用し

ている。周辺には顕著な被熱痕や炭化物等は検出されなかった。形態的には関山式期の炉跡に類似している。

遺構埋没状態 :yp等を含む黒褐色基調の土が自然埋没していた。遺物出土状態:土器片・石器類が埋没土

中に散在するような状態であった。時期:前期諸磯a式期と判断したが、住岩跡や炉跡の形態等にはやや古

い様相も見受けられる。

遺物・土器片182点、石器(磨石・凹石 5、剥片その他26点)を確認している。黒曜石総重量24.3g。土器は

諸磯 a式のほか、黒j兵・有尾式も多い。掲載遺物、土器4点、石器 3点。

14号住居跡(遺構.第145図、 PL6/遺物.第216図、 PL55、観察表P568) 

位置:Ec -58グリッド。南側は調査区外。検出状態:表土からの深さが浅く、遺存状態は良好ではない。

表土下が既に床面の状態、で、壁面は残存していなかったため、壁周溝から住居跡範囲を想定した。住居跡内

外に多数のピットが存在しており、他の時期のピットも多いと思われるが、その新旧関係については明確に

把握できなかった。また、 41号住居跡が本住居跡の内側に納まるような状態で重複しており、本住居跡の方

が新しいと判断した。 41号住居跡には炉跡が遺存しているため問題も残るが、同住居跡の床面は本住居跡よ

りも22cmほど下に位置するため、 14号住居跡構築後も残されたものと考えられる。平面形態・全容不明であ

るが、長方形基調と想定される。規模・不明で、あるが、東西方向は 9m前後と想定される。床面積.不明。

残存深度 ocmo 長軸方位:推定N-70
0 

- E。床面の状態:遺存状態の影響ーもあり、凹凸が著しい。壁画

の状態:不明。壁周溝:一部不明瞭であったり、幅が極端に広くなっている部分もみられるが、ほほ全周し

ていたものと推定される。柱穴・多数のピットが存在するが、先述したように他の時期のピットも多いと思

われる。炉跡:検出範囲の西寄りに65cmX 55cmの範囲で、被熱痕が確認されているが、明瞭な掘り込みはなく、

炉跡とは断定できない。遺構埋没状態:不明。遣物出土状態・壁周溝やピット内から土器片・石器等が出土

している。時期:前期黒浜・有尾式~諸磯a式期と思われる。

遺物:土器片157点、石器(石鎌 1、磨石・凹石 1、剥片その他12点)を確認している。黒曜石総重量34.3g。

掲載遺物、土器 2点、石器 2点。

15号住居跡(遺構・第 146図、 PL6/遺物:第217園、 PL55、観察表P568)

位置:Eg-55グリッド。調査区南端部の緩斜面に位置。検出状態:遺構上側は削平を受けていた。 48号土

坑と重複し、本住居跡の方が新しい。平面形態:隅丸長方形。規模:4.20m x 3.35m。床面積・ 13.3m2。残存

深度 :55cm。長軸方位:N-51
0

-Wo 床面の状態:多少の起伏はあるが、おおむね平坦で、南東方向へ緩

やかに傾斜している。壁画の状態:遺存状態良好な部分では80
0

前後の勾配で立ち上がる。壁周溝:検出さ

れなかった。柱穴.数基のピットが不規則に位置する。炉跡:検出されなかった。遺構埋没状態 :yp等を

含む黒褐色~褐色土が埋没する。遺物出土状態:埋没土中に土器片・石器類が散在するような状態であった。

紛れ込みと想定される前期黒浜・有尾~諸磯 c式土器も多くみられ、五領ヶ台式土器は比較的西側隅付近か

c
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らの出土が多かった。 備考:床面の傾斜状態など本遺構を住居跡と断定するには問題がある。時期:中期五

領ヶ台式期と判断したが、遺構の形態や遺物出土状態等に疑問も残る。

遺物:土器片456点、石器(磨製石斧 1、磨石 7、石鋭、 2、剥片その他34点)を確認している。黒曜石総重

量65.7g。掲載遺物、土器 4点、石器 1点。

16号住居跡(遺構:第147図、 PL6/遺物:第218図、 PL55、観察表P568)

位置:Ee -56グリッド。検出状態・ 20号住居跡と重複し本住居跡の方が新しいが、残存深度が浅く、遺構

南側の範囲は明確に把握できなかった。平面形態:全容不明であるが、円形に近い方形と推定される。規

模・ 3.37mx 3 m前後。床面積:不明であるが、 8.5m'前後と推定される。残存深度:19cm。長軸方位・推定

N -75
0

-W。床面の状態:凹凸が著しい。後世の桑根等の影響と思われる。壁面の状態・残存部分が少な

く、明確ではない。壁周溝・検出されなかった。柱穴・検出部分の各隅付近に位置する 3基が主柱穴と思わ

れる。南東隅の 2 基は規模が小さく主柱穴とは考えにくい。南側は不明で、あるが、本来は 4~5 基で構成さ

れたものと考えられる。炉跡・中央東側に位置する。平面不整楕円形の地床炉で、規模は62cmx 46cm、深さ

20cm。焼土や炭化材等は顕著に確認されなかった。遺構埋没状態:ローム粒等を含む暗褐色土が埋没する。

遺物出土状態:炉跡内から凹石が出土しているほか、埋没土中に少量の土器片・石器類が散在するような状

態であった。時期:中期五領ヶ台式期。

遺物・土器片22点、石器(磨石・凹石 1、翫石 1、剥片その他149点)を確認している。黒曜石総重量

203.9g。掲載遺物、土器 4点、石器 3点。

17号住居跡(遺構・第148図、 PL6/遺物:第219図、 PL55、観察表P568) 

位置:Ed -56グリッド。検出状態.確認面からの残存深度が浅く、遺構の範囲を明確に把握することが困

難な状態であったが、炉跡は比較的良好な状態で遺存していた。 149号土坑及ぴ18号住居跡と重複し、両遺

構よりも本住居跡の方が新しい。ただ、 149号土坑.18号住居跡壁周溝の方が本住居跡よりも深く掘り込ま

れており、図面上は本遺構を切るような表現になっている。平面形態:あまり明確ではないが、長方形基調

と想定される。規模:推定4.45mx 3.65m。床面積:不明であるが、 13ぱ前後と推定される。残存深度:15 

cm。長軸方位 :N← 74
0

- E 。床面の状態・凹凸が著しい。後世の桑根等の影響と思われる。壁面の状態:

残存部分が少なく、明確ではない。壁周溝:検出されなかった。柱穴:149号土坑との重複部分も含めて10

基のピットを検出しているが、他の時期のピットも存在するようである。 P← 1 ~ 4は規模・形状・位置

等から主柱穴の可能性がある。炉跡・ほほ中央部に位置。四方を大形の河原石で囲んだ石固い炉で、中央部

には底部を欠いた深鉢を埋設している。 河原石の下側と深鉢の口縁部がほぼ同じレベルにある。 河原石は北

西及び南東側に長めのもの (56cm. 57cm) を北東及び南西側に短めのもの (41cm・43cm) を配している。掘

り方は、平面楕円形で 2段に掘り込まれ、規模95ωx76cm、深さは石固い部分で、27cm、埋設土器のある中央

部分で、54cmで、ある。炉跡内・埋設土器内からも焼土・灰・炭化物等は顕著に確認されなかった。遺構埋没状

態・不明。遺物出土状態:炉跡埋設土器のほかは、紛れ込みと思われる黒浜・有尾式土器や諸磯a式土器が

遺構範囲内から出土している程度であった。時期:中期加曽手IjE3式期。

遺物.深吉本l、土器片75点、石器(石鍛 1、剥片その他14点)を確認している。黒曜石総重量4.4g。土器片は

前期のものであり、石倣等の石器類も紛れ込み遺物である可能性が高い。掲載遺物、土器 1点、石器 1点。
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18号住居跡(遺構.第149図、 PL7/遺物・第220図、 PL56、観察表P568)

位置:Ed -56グリッド。検出状態・床面まで既に削平されており、壁周溝から遺構の範囲を把握した。 17

号住居跡と重複し、本住居跡の方が古い。床面の一部は削平を受けている。また、他の時期のピットが重複

するようであるが、明確に確認できなかった。平面形態:隅丸方形。規模・ 4.20mx 3.92mo床面積:14.2m'。

残存深度 ocmo長軸方位:N -40
o
-Wo床面の状態:凹凸がみられる。 後世の柔根等の影響と思われる。

壁面の状態:不明。壁周溝:ほほ全周し、壁柱穴を伴う。柱穴・やや不整然とした状態ではあるが、壁柱穴

が存在する。そのほか、遺構内に大小のピットがあるが、本遺構への帰属が不明瞭なものが多く、主柱穴構

成は明確に判断できなかった。炉跡:確認できなかった。遺構埋没状態:不明。遣物出土状態・壁周溝・ピ

ット及び遺構範囲内に土器片・石器類が散在するような状態、であった。時期:前期黒浜・有尾式期。

遺物.土器片141，点、石器(石匙 I、スクレイパー 2、磨石・凹石 3、残核 2、砥石 3、剥片その他22点)

を確認している。黒曜石総重量142.8g。掲載遺物、土器 2点、石器 5点。

19号住居跡(遺構:第150図、 PL8/遺物:第221図、 PL56、観察表P568)

位置:Ed -56グリッド。検出状態・床面まで既に削平されており、遺構の範囲は明確ではないが、ピット

が円形に巡ることなどから住居跡と判断した。規模・床面積:不明。残存深度 ocmo 長軸方位・不明。床

面の状態:一部は削平を受けているものと思われるが、おおむね平坦で、ある。壁面の状態:不明。壁周溝:

検出されなかった。柱穴:先述したようにピットが円形に巡り、そのほかにも大小のピットが存在する。他

の時期と考えられるピットも多いようである。炉跡.ほほ中央部と想定される位置に、 85cmX 80cmほどの範

囲で地山被熱痕が検出され、同部分を炉跡の痕跡と判断した。なお、同部分の北端はピットに切られる状態

にある。遺構埋没状態:不明。遺物出土状態:ピット内等から土器片・石器類が出土しているが、帰属が不

明確なものが多い。時期:中期後半に想定しておく。

遺物:土器片119点、石器(凹石 1、スクレイパー 1、剥片他15点)。黒曜石1O.7g。掲載遺物、土器 1点、石器 3点。

20号住居跡(遺構.第152園、 PL8/遺物.第222~226図、 P L56~58、観察表 P568)

位置:Ee -56グリッド。検出状態:南側は後世の削平のため、一段低い状態にある。 16号 .32号 .33号・

35号住居跡、 52号.53号・ 78号土坑が重複して位置する。これらの遺構は五領ヶ台式期と想定される16号住

居跡や諸磯b式期と想定される35号住居跡を除き、いずれも黒浜~諸磯a式期と考えられる近接した時期の

もので、土層観察等からも新旧関係を明確に把握できなかった。ただ、床面のレベル差や出土遺物からは本

住居跡は33号住居跡、よりも新しく、 32号住居跡には切られるものと推測される。また、 4回程度の拡張が行

われているようである。平面形態.長方形基調と思われるが、全容は不明。規模・床面積:不明。残存深

度:約40cmo長軸方位:不明。床面の状態:やや凹凸・起伏がみられる。壁画の状態:遺存状態良好な部分

では垂直に近い状態にある。壁周溝.北側は 5重に確認されており、先述したように 4回の拡張が想定され

る。柱穴.ピット多数が存在するが、主柱穴は不明である。炉跡:地山被熱痕が 5か所確認されているが、

明確に炉跡と判断できるものは検出されなかった。遺構埋没状態:黒褐色基調の土が埋没していた。遺物出

土状態:本住居跡想定範囲埋没土中からは多量の遺物が出土している。当初、 32号住居跡上面も本遺構の範

囲と判断し、同部分からの遺物も本住居跡出土遺物として取り上げ、本喜一にもそのまま掲載している。これ

らの遺物は32号住居跡に帰属する可能性もある。時期:前期黒浜有尾~諸磯 a式期。

遺物:土器片3.220点、石器(石皿兼多孔石 l、磨石・凹石22、打製石斧 4、磨製石斧 2、砥石 1、模形石器 1、
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スクレイパー 2、石匙 3、石錐 2、石鍛 5、剥片その他206点)を確認している。黒曜石総重量262.2go ご

く客体的にではあるが、北白川下層式系の土器もみられた。掲載遺物、土器56点、石器24点。

21号住居跡(遺構:第153園、 PL8/遺物:第227・228図、 PL58・59、観察表P569) 

位置:Ef-55グリッド。検出状態・南側は後世の削平のため、一段低い状態にある。 37号住居跡を切り、 51

号土坑に切られる状態、にある。また、北東側に位置する33号住居跡よりも本住居跡の方が本来は新しいと思

われる。また、北側に位置する29号住居跡もほぼ同時期の遺構で、本住居跡との新旧関係は明確に判断でき

なかった。平面形態 不明。規模・床面積:不明。残存深度:30cmo長軸方位:不明。床面の状態:凹凸が

著しい。後世の桑根等の影響と思われる。壁面の状態・遺存状態良好な部分で、は垂直に近い状態にある。壁

周溝:南側や東側は削平や重複の影響で不明であるが、西側から北側にかけて確認されている。柱穴:大小

のピットがあるが、主柱穴は明確に把握できなかった。炉跡:検出されなかった。遺構埋没状態:黒褐色基

調の土が埋没していた。遺物出土状態:埋没土中から多量の遺物が出土している。時期・前期諸磯 a式期。

遺物:浅童相、土器片1，014点、石器(磨石・凹石17、打製石斧 1、スクレイパー 1、剥片その他89点)。黒曜

石総重量126.0g。ごく客体的にではあるが、北白川下層式系の土器がある。掲載遺物、土器19点、石器5点。

22号住居跡(遺構:第154図、 PL11/遺物:第229・230図、 PL61、観察表P570)

位置:Ee -54グリッド。検出状態:重複が著ししミ。遺構東寄りには撹乱溝がある。出土遺物から判断して

本住居跡の北側に重複する23号住居跡の方が新しいと考えられるが、同住居跡は確認面からの掘り込みが浅

いため、図面上は本住居跡が切っている状態になっている。 40号住居跡は時期不明であるが、本住居跡が切

る状態にある。本住居跡から出土した遺物が前期黒浜~諸磯a式土器のものであることから、当該期の遺構

と判断したものであるが、住居形態は中期的な様相にあり、遺構の時期を誤認している可能性もある。なお、

重複する土坑の内、 133号土坑は諸磯c式期、 129号.132号・ 182号.183号.204号土坑は諸磯a式期もしく

は黒浜式期と想定される。平面形態:円形。規模:5.08m x 5.03m。床面積:推定21.6m'o残存深度:16cm。

床面の状態:凹凸が著しい。後世の桑根の影響と思われる。壁面の状態:残存部分が少なく、不明確。壁周

溝:重複等の影響で不明瞭な部分もあるが、南側・北東側の一部を除いて確認されている。柱穴:多数のピ

ットが存在し、掘り込みの深いものも多いが、主柱穴は明確に把握できなかった。炉跡.検出されなかった。

遺構埋没状態:黒褐色基調の土が埋没する。遺物出土状態:埋没土中に土器片・石器類が散在するような状

態であった。時期:出土遺物から前期黒浜~諸磯a式期と判断したが、先述したように疑問が残る。

遺物:土器片694点、石器(石皿 l、磨石・凹石 7、打製石斧 1、磨製石斧 2、砥石 1、石匙 1、剥片その

他52点)を確認している。黒曜石総重量60.5g。掲載遺物、土器12点、石器7点。

23号住居跡(遺構:第154園、 PL11/遺物:第231・232図、 PL61・62、観察表P570) 

位置:Ee -54グリッド。検出状態:重複が著しい。 22号・ 40号住居跡及び 133号士坑と重複し、いずれの遺

構よりも本住居の方が新しいと思われるが、図上では22号住居跡・ 13号土坑に切られる状態になっている。

確認面からの掘り込みが浅く、壁周溝から遺構範囲を判断した。平面形態:楕円形。規模:推定4.l0mx 

3.47m。床面積:推定11.9rぜ。残存深度:10cm弱。長軸方位:N-5
0

-W。床面の状態・凹凸が著しい。後

世の桑根等の影響と思われる。壁面の状態.残存部分が少なく、明確ではない。壁閤溝:重複部分で不明瞭で

あるほかは全周する。 Ipfiî25cm前後、深さ 15cm前後で、ある。柱穴・各隅に位置する P-1~4 の 4 基が規模や位
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置から判断して主柱穴と考えられる。炉跡:中央部付近に位置する。 河原石を使用した石囲い炉で、南側に

は長さ41cmx 27cm .厚さ10cm前後の石を広面を上にして置き、他の石は斜めに差し込むような状態で構築さ

れている。掘り方は平面楕円形で、規模は94cmx 81cm .深さ17cmo また、炉跡中央部には炉跡底面からの深

さ約50cm、平面形態円形・径45cl11前後の坑が掘り込まれている。炉跡埋没土中には焼土ブロックや炭化粒が

少量認められた。遺構埋没状態.黒褐色基調の土が埋没する。遺物出土状態:133号土坑の北側上面から深

鉢上半部が、同土坑の東側からは打製石斧が4点まとまって出土している。時期:中期後半。

遺物.土器片174点、石器(打製石斧 6、石匙 1、剥片その他15点)を確認している。黒曜石総重量20.2go

掲載遺物、土器 3点、石器 7点。

24号住居跡(遺構:第155図、 PL11/遺物:第233・234図、 PL62、観察表P570)

位置:Ee -53グリッド。南西側は調査区外。検出状態:31号住居跡.45号土坑を切る状態にある。北側の

外側周溝聞の床面は内側床面より40cl11ほど高い状態にあり、別の遺構が重複していた可能性がある。平面形

態.楕円形~隅丸長方形。規模:3.28m x 2.87mo北側は中央の壁周溝までを本住居跡の範囲と想定した。

床面積・不明。残存深度:55cl11。長軸方位:N -12
0 

- Wo床面の状態:全体的にほぼ平坦である。周縁部

を中心に後世の桑根等の影響と思われる凹凸がみられる。壁画の状態:遣存状態良好な部分では垂直に近い

状態で立ち上がる。壁周溝:内側のものは楕円形状に全周し、北側及び東側方向は 2重に存在する。拡張が

行われたものと思われる。柱穴-多数のピットが存在するが、主柱穴は把握できなかった。炉跡・確認でき

なかった。遺構埋没状態:黒褐色基調の土が埋没していた。遺物出土状態:埋没土中から多量の土器片・石

器類が出土している。重複する31号住居跡・ 45号土坑の遺物も紛れ込んで、いるものと考えられる。時期:前

期黒浜・有尾~諸磯a式期。

遺物:土器片1.150点、石器(磨石。凹石 7、石鍛 4、i骨石製品 1、剥片石器 1、剥片その他148点)を確認

している。黒曜石総重量150.3g。掲載遺物、土器18点、石器 5点。

25号住居跡(遺構:第151図、 PLlO'll/遺物:第235・236図、 PL63、観察表P571) 

位置:Ee -55グリッド。検出状態・南東部壁面付近は桑根等の影響で凹凸が著しい。数基の遺構が重複し、

29号住居跡.211号土坑を切る状態にある。また、遺構内に位置する110号・ 111号土坑よりも本住居跡が新

しい。 163号土坑との新旧関係は不明である。平面形態:円形。規模:3.60m x 3.58m。床面積:9.5ば。残存

深度:26cl11。床面の状態:多少の凹凸がみられるが、全体的に平坦である。壁面の状態・残存部分が少なく、

明確でない。壁周溝・南東部を除き、ほぼ全周する。幅25Cl11前後、深さ15Cl11前後で、ある。柱穴:遺構の各隅

付近に位置する P-1~4 の 4 基が規模や位置から主柱穴と考えられる。炉跡・検出されなかった。遺構中

央部に位置していたものと思われるが、同部分には焼士・炭化物等は確認されず、 トレンチ調査を行ったと

ころ本住居跡よりも古い111号土坑が存在していることが判明した。なお、後述の河原石が石固い炉に使用

されていた可能性がある。遺構埋没状態・ロームブロック .yp等を含む黒褐色土が自然埋没する。遺物出

土状態:埋没土中に土器片ー石器類が散在するような状態であった。黒浜~十三菩提式期にかけての紛れ込

み遺物が多い。深鉢(1)は、破砕されて遺構西側及び南側に散らばるような状態で出土している。また、111号土

坑の周辺部を中心に長さ 25~50cm程度の河原石が合計 8 点出土している。時期:中期加曽利E4 式期。

遺物:i采鉢 2以上、土器片234点、石器(磨石・凹石 9、打製石斧 l、石匙 1、スクレイパー 1、石錐 l、

剥片その他53点)。黒曜石総重量52.lgo深鉢(1)は曽利V式と考えられる。掲載遺物、土器 3点、石器 6点。
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26号住居跡(遺構:第157図、 PL11/遺物:第237・238図、 PL63・64、観察表P571) 

位置:Ed -55グリッド。検出状態:遺構内に多数のビットや周溝が雑然とした状態で存在する。これらの

ピットと本住居跡との関係は明確にできなかったが、拡張等の立て替えが行われた可能性もある。また、五

領ヶ台式期と想定される155号土坑が北西側に位置する。平面形態:長方形。規模:6.20m x 5.30mo床面

積:24.6m'。残存深度:23cI11。長軸方位:N -17
0 

- W。床面の状態.先述したようにピット・周溝が多数存

在し、床面の状態を把握できなかった。壁面の状態:遺存状態良好な部分では垂直に近い状態にある。壁周

溝:不整然とした状態であるが、ほほ全周している。また、その内側にも西側から南側にかけても周溝があ

り、拡張が行われている可能性がある。柱穴.多数のピットが存在し、主柱穴は明確に把握できなかった。

炉跡.確認できなかった。遺構埋没状態:ローム粒等を含む黒褐色基調の土が埋没する。遺物出土状態:埋

没土中やピット内・壁周溝内に散在する状態で出土している。出土した土器の大半は前期黒浜・有尾~諸磯

a式と想定されるものである。十三菩提式土器及び五領ヶ台式土器も少量出土しており、これらの時期の遺

構が重複していた可能性がある。時期.前期黒浜・有尾~諸磯旦式期と想定される。なお、時期判断を誤認

しており、土器は十三菩提式土器・五領ヶ台式土器を掲載している。

遺物.土器片564点、石器(石血 1、磨石・凹石15、取石 4、砥石 2、石匙 1、スクレイパー 1、剥片その

他105点)を確認している。石皿(6)は中央部に穴が聞けられている。掲載遺物、土器 5点、石器 9点。

27号住居跡(遺構.第156園、 PL11/遺物:第239図、 PL64、観察表P571) 

位置:Ee -53グリッド。検出状態:あまり良好な遣存状態ではない。南西側は28号住居跡に切られている。

南東側は桑根等の影響で凹凸が激しく、遺構範囲を明確に把握できなかった。 8号土坑は本住居跡内に位置

すると想定され、本住居跡を切るものと思われるが、時期は不明である。平面形態.不明であるが、長方形

基調と推定される。規模.不明。短軸方向は2.90m前後で、ある。床面積:不明。残存深度 8cm弱。床面の

状態:凹凸・起伏がみられる。壁画の状態:残存部分が少なく、明確ではない。壁周溝:南西側で確認され

ているが、南東方向に向かうにしたがって不鮮明になる。柱穴:数基のピットが存在するが、主柱穴は明確

に把握できなかった。炉跡.確認されなかった。遺構埋没状態 :yp等を含む黒褐色土が埋没する。遺物出

土状態:埋没土中から少量の土器片・石器類が出土している。時期:前期黒浜・有尾~諸磯a式期。

遺物:土器片44点、石器(石皿 1、剥片その他22点)。黒曜石総重量43.3g。掲載遺物、土器4点、石器 2点。

28号住居跡(遺構:第156図、 PL11/遺物.第240~242図、 P L64・65、観察表P571) 

位置:Ee -53グリッド。検出状態:47号土坑に切られ、 27号住居跡を切る状態にある。平面形態:全容不

明であるが、楕円形に近い状態と思われる。規模:3.75m x 2.90m。床面積.推定9.6m'o残存深度:28cmo 

長軸方位 :N -42
0

-W。床面の状態:凹凸・起伏がみられる。中央部分がやや低い状態にある。壁画の状

態:70
0

前後の勾配で立ち上がる。北側~東側~南側にかけて確認されているが、あまり明瞭な状態ではな

い。柱穴:壁際沿いを中心にピットが位置している。炉跡:中央部付近73cmx 47cmの範囲に被熱痕が確認さ

れ、明確な掘り込みはないが、同部分に炉跡が位置していたものと考えられる。遺構埋没状態 :yp等を含

む黒褐色土が埋没する。遺物出土状態:埋没土中に散在するような状態であった。土器は諸磯 c式土器が主

体であるが、諸磯 a.諸磯b式土器も多かった。時期 前期諸磯 c式期と想定される。

遺物.土器片454点、石器(石核 l、スクレイパー l、石匙 1、模形石器 1、石錐 l、石鍛4、磨石 3、砥石 1、

剥片その他175点)。黒曜石総重量236.2go土器(6)は縁孔のある浅鉢。掲載遺物、土器 9点、石器 9点。
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29号住居跡(遺構:第158図、 PLll/遺物.第 243図、 PL65、観察表P571) 

位置:Ee-55グリッド。検出状態.遺構の掘り込みはほとんど残存していない状態であり、壁周溝の存在

から住居跡と判断したものである。 25号住居跡及び184号土坑に切られる状態、にある。南東側に位置する21

号住居跡との新旧関係は不明であるが、同住居跡の方が掘り込みが深く、また先行して調査したため図上で

は同住居跡に切られる状態になっている。平面形態.長方形と想定される。規模-x4.85m。床面積.不

明。残存深度 oCl11。長軸方位:N -27
0

-W。床面の状態.凹凸が著しい。後世の桑根等の影響と思われ

る。壁面の状態:不明。壁周溝.重複部分を除き確認されている。幅は20~40cm、深さ 25Cl11前後で、ある。北

側は比較的幅が広い状態にあり、壁柱穴列を伴っている。柱穴.北側の壁周溝内に壁柱穴列があるほか、数

基のピットが不規則に存在するが、主柱穴は明確に把握できなかった。炉跡:検出されなかった。遺構埋没

状態:不明。遺物出土状態.遺構範囲内から少量の土器片・石器類が出土している。時期 前期諸磯a式期。

遺物・土器片17点、石器(磨石・凹石 2、石匙 1、剥片その他 7点)を確認している。黒曜石総重量8.5go

掲載遺物、土器 3点、石器 2点。

30号住居跡(遺構.第160図、 PL13/遺物.第244~248図、 P L65~67、観察表 P571) 

位置:Ef-56グリッド。南東側は調査区外。検出状態:44号士坑を切る状態にある。平面形態:不明。規

模・床面積 不明。残存深度:最下面までは約160Cl11。長軸方位.不明。床面の状態:北側はテラス状に40

Cll1ほど高くなっており、また中央部は一段低い状態にある。壁面の状態:西側は70
0

前後の勾配で立ち上が

る。壁周溝.検出されなかった。柱穴:ピット 3基が検出されているが、主柱穴は不明で、ある。遺構埋没状

態 ローム粒因 YP等を含む黒褐色基調の士が埋没する。遺物出土状態:埋没土中から大量の遺物が出土し

ている。土器は諸磯 c式土器が主体で、あるが、黒j兵~諸磯b式土器もやや多かった。時期:前期諸磯 c式期。

遺物:土器片3，204点、石器(石皿 1、磨行・凹石16、前石 1、砥石 7、スクレイパ-4、打製石斧 9、磨

製石斧 2、石匙 3、石錐 1、模形石器 1、石鋭、 9、石核 3、剥j片その他687点)を確認している。黒曜石総

重量1，358.4g。土器には興津式とみられるものもわずかに確認されている。掲載遺物、土器15点、石器31点。

31号住居跡(遺構:第155図、 PL11/遺物:第249図、 PL63、観察表P572) 

位置:Ee -53グリッド。南西側は調査区外。検出状態:24号住居跡に切られており、調査区内においてわ

ずかな範囲を検出したのみである。平面形態:不明。規模・床面積:不明。残存深度:20cm。長軸方位・不

明。床面の状態:凹凸が著しし、。壁面の状態:残存部分が少なく、明確ではない。壁周溝:検出範囲におい

て3重に存在する。柱穴:ピット 4基を検出しているが、主柱穴は不明。炉跡・検出されなかった。遺構埋

没状態:黒褐色基調の土が埋没していた。遺物出土状態・埋没土中に土器片・石器類が散在するような状態

であった。時期.前期黒浜・有尾式期。

遺物.土器片97点、石器(磨石 3、打製石斧 1、剥片その他 2点)を確認している。黒曜石は検出されなか

った。掲載遺物、土器 6点、石器 2点。

32号住居跡(遺構.第161図、 PL 12・13/遺物:第250・251図、 PL59、観察表P572)

位置:Ee -56グリッド。横出状態:南側は後世の削平により消失している。 20号・ 33号・ 34号・ 35号住居

跡及び49号.52号土坑が重複する。 49号土坑は五領ヶ台式期、 35号住居跡は諸磯b式期と想定され本住居跡

よりも新しいと考えられるが、他の遺構はいずれも黒浜~諸磯a式期と考えられる近接した時期のもので、新
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旧関係を明確に把握できなかった。ただ、床面のレベル差からは20号 .33号住居跡よりも本住居跡の方が新

しいと想定される。平面形態:全容は不明であるが、ほほ方形と考えられる。規模:推定5.30mx 4.95m。

床面積.不明。残存深度:20号・ 33号住居跡からの深さ約30Cll1o 長軸方位:N -120 

- E 。床面の状態.多

少の凹凸はあるが、全体的にほぼ平坦で、ある。壁面の状態 :80
0

前後の勾配で、立ち上がる。壁間溝:検出部

分において全周する。北東付近にある溝は33号住居跡壁周溝の一部と考えられる。柱穴:多数のピットが存

在するが、主柱穴は明確に把躍できなかった。炉跡 確認できなかった。遺構埋没状態.黒褐色基調の土が

埋没していた。埋没土中から多量の土器片・石器類が出土している。時期.前期黒浜・有尾~諸磯a式期。

遺物・土器片1.297点、石器(磨製石斧 1、石核 1、石匙 1、スクレイパー 2、石錐 l、模形石器 1、石倣

1、磨石・凹石 5、石皿 1、翫石 1、剥片その他110点)を確認している。黒曜石総重量188.6g。土器(20)は

北白川下層式系と想定される。掲載遺物、土器20点、石器8点。

33号住居跡(遺構・第152図、 PL8/遺物・第252図、 PL60、観察表P572) 

位置:Ee -55グリッド。検出状態:南側は後世の削平のため、一段低い状態にある。 20号・ 21号 .32号・

37号住居跡、 52号・ 78号.135号土坑が重複して位置する。これらの遺構は135号土坑(諸磯 c式期)を除き、

いずれも黒浜~諸磯 a式期と考えられる近接した時期のもので、新旧関係を明確に判断することができなか

った。ただ、床面のレベル差や出土遺物からは、本住居跡が20号 .32号住居跡よりも古いものと推測される。

また、 2回程度の拡張が行われた可能性がある。平面形態:全零不明であるが、長方形基調と推定される。

規模:不明。短軸方向は 5m前後で、ある。床面積:不明。残存深度・ 40Cll1o 長軸方位:N -440 -W。床面

の状態:残存部分においては、ほほ平坦である。壁面の状態:遺存状態良好な部分は垂直に近い状態にある。

壁周溝・検出部分において全周する。図示できなかったが、 32号住居跡内にも延びており(第161図参照)、

南側の削平部分にまで及んでいる。北東側・南西側は 1条で、南西側の壁周溝は幅が広く深く掘り込まれて

いる。北西側は 3重に検出されており、先述したように 2回の拡張が想定される。柱穴:数基のピットが存

在するが、主柱穴は不明である。炉跡:52号土坑に切られるような状態で地山の被熱痕が確認されたが、明

確な掘り込みはみられなかった。遺構埋没状態.黒褐色基調の土が埋没していた。遺物出土状態:埋没土中

に散在するような状態、で土器片・石器類が出土している。時期:前期黒浜・有尾式期。

遺物.土器片412点、石器(石鍛 1、スクレイパー 1、打製石斧 1、台石 1、砥石 1、磨石 6、剥片その他

44点)を確認している。黒曜石総重量101.1go掲載遺物、土器 5点、石器 5点。

34号住居跡(遺構:第162図、 PL8/遺物・第253図、 PL60、観察表P572)

位置:Ee -56グリッド。検出状態:南側は後世の削平のため大半が消失している。 35号住居跡と重複し、

本来は本遺構の方が古いと考えられる。平面形態・不明。規模・床面積:不明。残存深度・ 33Cll1o 長軸方

位・不明。床面の状態:多少の起伏があるが、ほほ平坦である。壁面の状態 :80
0

前後の勾配で立ち上がる。

壁周溝:検出されなかった。柱穴:ピット 3基を確認しているが、いずれも床面からの深さが浅い。炉跡.

検出されなかった。遺構埋没状態・黒褐色基調の土が埋没していた。時期:前期黒浜・有尾式期。

遺物 土器片18点、石器(石識し磨石 1、剥片その他20点)0黒曜石総重量16.7g。掲載遺物、土器 2点、石器 1点。

35号住居跡(遺構:第162図、 PL8/遺物 第254図、 PL60、観察表P572) 

位置:Ee -56グリッド。検出状態:南側は後世の削平のため大半が消失している。本来は、 20号・ 32号暗 34号
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住居跡を切るものと思われるが、遺構の範囲を明確に把握することができなかった。平面形態:不明。規

模・床面積:不明。残存深度:20号住居跡床面からの深さ10cm前後。床面の状態:調査範囲においてはほぼ

平坦である。壁画の状態:不明。壁周溝:検出されなかった。柱穴.調査範囲において検出されなかった。

炉跡.検出されなかった。遺構埋没状態.黒褐色基調の土が埋没していた。遺物出土状態:埋没土中に土器

片・石器類が散在するような状態であった。時期:前期諸磯b式期。

遺物:土器片112点(内、獣面把手 3点)、石器(磨石・凹石 3、石匙 1、石鍛 1、石皿 1、剥片その他13点)

を確認している。黒曜石総重量5.67g。掲載遺物、土器 6点、石器4点。

36号住居跡(遺構:第163図、 PL12 ・ 13/遺物・第255~257図、 P L67・68、観察表P573) 

位置・ Ef-54グリッド。検出状態:南側は後世の削平のため消失している。また、西側は撹乱を受けている。

5基の土坑が重複し、諸磯 c式期と想定される55号土坑を除き、他の土坑はいずれも諸磯 a式期と考えられ

るものである。 73号土坑を切り、他の土坑には切られるようであるが、諸磯a式期の土坑との新旧関係はあ

まり明確ではない。また、炉跡の位置や壁周溝の状態から他の住居跡が重複している可能性も考えられる。

平面形態.全容は不明であるが、隅丸方形もしくは長方形と思われる。規模:東西方向(短軸方向と想定さ

れる)は4.5m前後と推定される。残存深度:55cll1o長軸方位・推定N-29
0

-W。床面の状態・やや起伏が

みられる。また、中央南東よりに地山の被熱痕が確認されている。壁画の状態・ 85
0

前後の勾配で立ち上が

り、垂直に近い状態にある。壁間溝.検出部分において 3重に検出されている。柱穴・多数のピットが存在

しているが、主柱穴は明確に把握できなかった。炉跡:一南西側に偏在するような状態にある。土器埋設炉で、

掘り方平面形は楕円形を呈し、規模は55cmX 35cm、埋設土器部分の深さ26cm。遺構埋没状態:黒褐色基調の

土が埋没していた。遺物出土状態:炉跡埋設土器のほか、埋没土中から多量の土器片・石器類が出土してい

る。時期:前期黒浜・有尾~諸磯 a式期。

遺物.土器片1.078点、石器(磨石・凹石 8、融石 2、磨製石斧 4、砥石 2、スクレイパー 2、石皿 1、石

匙 1、石鍛 2、剥片その他117点)を確認している。黒曜石総重量193.6g。炉跡埋設土器は掲載していない

が、胎士に繊維を含まず、単節縄文が施文されるものである。掲載遺物、土器18点、石器16点。

37号住居跡(遺構:第153図、 PL8/遺物・第258図、 PL60、観察表P573) 

位置:Ef-55グリッド。検出状態:南側は後世の削平のため、一段低い状態にある。 21号住居跡等の遺構に

切られており、南西側の一部が残存するのみである。平面形態:不明。規模・床面積:不明。残存深度:35 

Cll10 長軸方位:不明。床面の状態:検出部分は比較的平坦な状態であった。壁画の状態:遺存状態良好な北

西部では垂直に近い状態にある。壁周溝.検出されなかった。柱穴・主柱穴は不明である。炉跡:検出され

なかった。遺構埋没状態・黒褐色基調の土が埋没していた。遺物出土状態.少量の遺物が埋没土中に散在す

るような状態であった。時期・前期黒j兵・有尾式期。

遺物:土器片 6点、石器(石皿 1、剥片その他 9点)を確認している。黒曜石は検出されていない。土器(6)

は関山 E式と想定される。掲載遺物、土器 6点、石器 1点。

38号住居跡(遺構:第159図、 PL13/遺物:第259・260図、 PL68、観察表P573) 

位置:Ed -54グリッド。検出状態:比較的良好な遺存状態であるが、上面は一部撹乱を受けている。平面

形態:不整円形。規模:2.60m X 2.52m。床面積:5.4m'o残存深度:74cmo床面の状態:多少の起伏がみられ
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る。壁面の状態:80
0

前後の勾配で立ち上がる。壁周溝・検出されなかった。柱穴:検出されなかった。炉

跡:検出されなかった。遺構埋没状態・ローム粒 .yp等を含む黒褐色土が埋没する。遺物出土状態・埋没

土中に土器片・石器類が散在するような状態であった。時期:前期諸磯 c式期。

遺物.土器片300点、石器(凹石・磨石 8、石皿 1、石倣 1、剥片その他80点)。黒曜石総重量202.3go磨石

(8)にはベンガラと思われる赤褐色物が付着していた。掲載遺物、土器 7点、石器4点。

39号住居跡(遺構・第164図、 PL13/遺物・第261図、 PL69、観察表P573)

位置:Dj-54グリッド。検出状態ー黒浜式期の72号・ 73号住居跡に切られる状態にあり、 73号住居跡の床面

下にかろうじて壁周溝と 5cmほどの掘り込み及び炉跡が残存していた。平面形態:長方形。規模:推定3.90

m X3.30m。床面積・推定11.9m'。残存深度・ 73号住居跡床面から約 5cm。長軸方位:N -31
0

-W。床面の

状態・やや凹凸・起伏がみられる。壁面の状態:残存部分が少なく、明確でない。壁周溝:北西側から東側

にかけて確認できたが、他の部分ではあまり明瞭な状態ではない。柱穴:重複の影響もあり、主柱穴は把握

できなかった。南東側は壁柱穴列が存在するようである。炉跡:ほほ中央部に位置する。土器埋設炉で深鉢

上半部を使用し、底部には胴部片を置いている。また、炉跡北西端にも土器片を立てている。埋設土器内か

らは凹石が出土している。炉跡掘り方は、平面楕円形で、規模は75cmx 50cm、埋設土器部の深さは25cmであ

る。炉跡埋没土中からは少量の焼土が検出されている。遺構埋没状態:不明。遺物出土状態:炉跡出土遺物

のみを本住居跡の遺物と判断した。時期.前期関山 E式期。

遺物:深鉢 l点、土器片10点、石器(凹石 1点)を確認している。黒曜石は検出されていない。深鉢(1)は口

唇部に 9個の鋸歯状突起が4単位ある。掲載遺物、土器3点、石器 1点。

40号住居跡(遺構・第154図、 PL13/遺物ー第262図、 PL 70、観察表P573) 

位置:Ee-54グリッド。検出状態.遺構の掘り込みがほとんど残存していない状態で、壁周溝の存在から

住居跡と判断したものである。重複が著しく遺構の範囲も明確ではない。 5号.23号住居跡及び126号土

坑・ 132号土坑に切られる状態にある。 128号土坑との新旧関係は不明である。平面形態:不明で、あるが、長

方形基調である可能性が高い。規模・床面積:不明。残存深度・ ocmo長軸方位:不明。床面の状態.凹凸

がある。壁面の状態:不明。壁周溝:北西側及び23号住居跡内に同住居跡の炉跡に切られる状態で存在する

が、他の部分では明確に確認できなかった。北西側は 2重に検出されており、拡張された可能性がある。柱

穴・遺構想定範囲内に数基のピットが存在する。炉跡:検出されなかった。遺構埋没状態.不明。遺物出土

状態:遺構想定範囲内から少量の土器片が出土している。時期・断定はできないが前期黒浜・有尾式期の可

能性を考えておきたい。

遺物:土器片14点を確認している。石器類は検出されなかった。掲載遺物、土器 1点。

41号住居跡(遺構:第145図、 PL15/遺物:第262図、 PL 70、観察表P573)

位置:Ec -58グリッド。南側は調査区外。検出状態・ 14号住居跡と重複し、本住居跡の方が古いと考えら

れる (14号住居跡参照)0 また、ピットの状態は14号住居跡と同様である。半面形態:全容不明であるが、

方形もしくは長方形と想定される。規模 不明。東西方向は推定2.8m前後で、ある。床面積:不明。残存深

度:14号住居跡床面から22cm。長軸方位:推定N-33
0

-W。床面の状態・凹凸がみられる。壁面の状態・残

存部分が少なく、明確でない。壁間溝:検出されなかったO 柱穴.多数のピットが存在するが、主柱穴は明確
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に把握できなかった。また、壁柱穴列も確認できなかった。炉跡・長さ35cmほどの細長い河原石と埋設土器

で構築されている。埋設土器は 2か所にあり、掘り方の規模85Cl11X 30cl11、深さ約35Cl11で、ある。遺構埋没状

態:不明。遺物出土状態:炉跡内出土の土器のほかは、埋没土中から土器片がわずかに出土している程度で

ある。時期:前期関山 E式期。

遺物:土器片10点を確認している。炉跡埋設土器は脆弱な状態にあり、 十分に復元できなかった。 (1)・ (2)・

(3)は炉跡埋設土器の J 部と炉跡内から出土した遺物である。掲載遺物、土器 3点。

42号住居跡(遺構:第166図、 PL15) 

位置:Ed -57グリッド。南西側は調査区外。検出状態:ごく一部分を検出し得たのみである。北西側に壁

周j弄と思われる溝が検出されたため住居跡と判断した。ピット 2基が存在するほか、詳細は不明である。遺

物も出土していない。諸磯 c式期と想定される333号土坑、時期不明の335号土坑が重複する。

遺物掲載遺物 O点。

43号住居跡(遺構 第165図、 PL14・15/遺物:第263・264図、 PL 70・71、観察表P573)

位置:Dh -52グリッド。検出状態:44号住居跡内に納まるように位置し、本住居跡が新しい。諸磯 a式期

と想定される 217号土坑、時期不明の 218号 .219号土坑が位置する。土層の状態から 217号・ 218号土坑よ

りも本住居跡の方が新しいと思われる。 219号土坑との新旧関係は不明である。また、図上では数基のピッ

トが本住居跡を切る状態にあるが、これは44号住居跡に帰属するものと考えられ、本来は本住居跡の方が新

しい。平面形態.北側壁が長い台形。床面積:11.6m'o残存深度・ 37Cl11。長軸方位:N -17
0 

- E 。床面の状

態:多少の起伏がある。壁画の状態・ 70
0

前後の勾配で立ち上がる。壁周溝・北側及び東側で確認されてい

るが、他の部分では明瞭な状態ではなし、。柱穴:多数のピットが存在するが、主柱穴は明確に把握できなか

った。炉跡:確認できなかった。遺構埋没状態・ローム粒 .yp等を含む黒褐色士が自然埋没する。遺物出

土状態・埋没土中から土器片・石器類が散在するような状態で出土している。時期・前期諸磯a式期。

遺物ー土器片330点、石器(磨石・凹石 8、磨製石斧 l、砥石 1、スクレイパー 3、打製石斧 1、剥片その

他39点)を確認している。黒曜石総重量17.3g。掲載遺物、土器11点、石器10点。

44号住居跡(遣構:第165図、 PL14・15/遺物.第265図、 PL 71、観察表P574)

位置:Dh -52グリッド。検出状態:43号住居跡に切られる状態にある。 217号・ 218号・ 219号土坑が重複し

て位置する。西側はあまり良好な遺存状態ではない。平面形態:長方形。規模:6.85m x 5.75mo床面積:

32.9ぱ。残存深度:20cl11。長軸方位:N-6
0

- iIi[。床面の状態:やや凹凸・起伏がある。壁画の状態:75
0 

前後の勾配で立ち上がる。壁周溝:やや不整然とした状態で一部不明瞭な部分もあるが、本来は全周してい

たものと推定される。北側及び東側は 2重に存在するようであり、拡張が行われた可能性がある。柱穴.多

数のピットが残存する。 P-1・2は規模や位置から主柱穴の占部と考えられる。炉跡:重複の影響もあり、

検出されていない。遺構埋没状態 ローム粒 .yp等を含む黒褐色土が埋没していた。遺物出土状態.埋没

土中から土器片・石器類が散在するような状態で出土している。時期:前期黒浜・有尾式期。

遺物:土器片227点、石器(磨石・凹石 8、残核 1、打製石斧 I、スクレイパー 2、剥片その他32点)を確

認している。黒曜石総重量27.9g。掲載遺物、土器4点、石器 6点。

196-



45号住居跡(遺構 第167図、 PL15/遺物・第266~269図、 P L 71~73、観察表 P574)

位置:Di-51グリッド。検出状態:重複が著しい。 54号・ 56号住居跡を本住居跡が切る。また、時期不明の

227号土坑、黒i兵式期と想定される228号.347号土坑が重複するほか、遺構番号をf寸さなかったが228号土坑

の北東側にも士坑が存在する。これらの遺構は、工事工程の関係で北西側と南東側に分けて、 2次にわたる

調査を行っている。平面形態:長方形。規模・ 6.20mx 5.40m。床面積:推定33.lm'0 残存深度:30cl11。長軸

方位:N-l1
O

-W。床面の状態:やや凹凸・起伏がみられる。壁画の状態・ 60
0

前後の勾配で立ち上がる。

あまり良好な遣存状態で、はなかった。壁間溝・北東隅部では確認できなかったが、ほほ、全周するものと思わ

れる。多重に存在し、北側では 4重に検出されており、 3回の拡張が行われたものと推定される。柱穴:重

複・拡張の影響で多数のピットが存在するが、 P-1~4 が最終拡張段階での主柱穴と思われる。 溝状の

P -5・6は出入り口部に関連する可能性が考えられる。北倶IJ寄りに河原石を使用した小規模な石囲い炉が

あり、その手前に埋設土器がある。石固い炉の掘り方は、平面不整円形で、規模43Cl11X 40cl11、深さ19C111で、あ

る。埋設土器は下半を欠いた深鉢を北から 3番目の壁周溝内に付設したもので、位置的に炉跡に関連する可

能性もある。遺構埋没状態.ローム粒等を含む黒褐色土が埋没する。遺物出土状態:先述の埋設土器(1)のほ

か、多量の土器・石器類が埋没土中に散在するような状態で出土している。土器は黒浜~諸磯 a式と想定さ

れるものが大半であるが、諸磯b式.C式士器もわずかにみられる。時期:前期黒浜~諸磯 a式期。先述し

たように諸磯b式・ c式土器も散見されるが、主体となる土器や遺構の形態から時期判断した。

遺物ー深鉢 1点、土器片2，825点(黒j兵・有尾式959点、諸磯 a式1，742点、諸磯 b式84点、諸磯 c式 2点、不

明38点)、石器(磨石・凹石29、蔽石 2、砥石 3、打製石斧 1、スクレイパ-4、石匙 4、石鍛 2、剥片そ

の他131点)。黒曜石総重量143.9go掲載遺物、土器20点、石器14点。

46号住居跡(遺構.第169図、 PL17/遺物・第270~272図、 P L 73・74、観察表P574) 

位置:Dj-51グリッド。検出状態:工事工程の関係で、本住居跡は北西側と南東側に分けて調査を行ってい

る。壁周溝の状態から 2軒の住居跡が重複している可能性もあるが、床面に顕著な高低差は認められず、土

層観察からも重複は確認できなかったため、規模を大幅に拡張したものと判断した。黒浜式期と想定される

226号.357号土坑が重複して位置する。平面形態:拡張前は隅丸方形、拡張後は隅丸長方形。規模・拡張前

は3.50mx 3.25m、拡張後は6.70mx 5.40mo床面積:拡張前は11.0m¥ 拡張後は33.lm'と推定される。残存

深度:18cl11。長軸方位:拡張後はN-l1
O

-W。床面の状態:多少の凹凸・起伏がみられる。壁面の状態.

残存部分が少なく、明確でない。壁周溝・北東側のー部は不明瞭で、あるが、拡張前・拡張後ともほぼ全周す

る。拡張後部分では北側・東側においてあまり良好な遺存状態ではないものの 2重に存在する部分があり、

大規模拡張と小規模拡張の合わせて 2回の拡張が行われたものと想定される。柱穴:多数のピットが存在す

るが、 P-1~4 の 4 基が最終拡張後の主柱穴と思われる。また、 P -5・6の溝状ピットは出入り口施設

に関連するものと判断した。炉跡:確認できなかった。南側に地山被熱痕が 2か所にみられるが、明瞭な掘

り込みは認められず、炉跡とは断定しがたい。遺構埋没状態・黒褐色基調の土が埋没していた。遺物出土状

態・埋没土中に散在するような状態で土器片・石器類が出土している。時期:前期黒j兵・有尾式期。

遺物・深鉢 6点、土器片2.410点、石器(石皿 4、磨石・凹石37、磨製石斧 1、砥石 3、打製石斧 2、スク

レイパー 2、石匙 I、研磨具 1、石銑 1、残核 3、剥j片その他134点)を確認している。黒曜石総重量

139.7g。深鉢(1)~(6)はある程度器形が想定できる状態にまで復元できた。菱形状に縄文を施丈するものが多

い。石器闘は研磨具と想定したものである。掲載遺物、十一器11点、石器12点。
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47号住居跡(遺構:第168図、 PL17/遺物:第273・274図、 PL 75、観察表P575)

位置:Dj -50グリッド。検出状態:48号.53号住居跡と重複し、 48号住居跡に切られるようである。本住居

跡は工事工程の関係で、 2次に分けて調査を行っている。北側に向かうほど遺存状態が悪い。平面形態:方形

基調と想定される。規模:推定49.5mx 4.60m。床面積:不明。残存深度 26cm。長軸方位:N -780 

- E。

床面の状態:凹凸・起伏がみられる。壁面の状態:遺存状態が良好ではなく、明確で、はない。壁周溝:重複

の影響等で不鮮明な部分もあるが、ほほ全周するものと推定される。西側は 2重に、東側は 3重に検出され

ており、拡張が行われた可能性がある。柱穴:多数のピットが存在し、あまり明確ではないが、 P-1~4

は規模や位置から主柱穴と思われる。 P-5や溝状の P-6は出入り口部の可能性が考えられる。炉跡:中

央東寄りや同じく西寄り等に地山被熱痕が認められたが、いずれからも明瞭な掘り込みは確認されなかった。

遺構埋没状態.ローム粒 .yp等を含む黒褐色土が埋没していた。遺物出土状態・埋没土中から土器片・石

器類が散在するような状態で出土している。時期:前期黒浜・有尾~諸磯a式期。

遺物:土器片787点、石器(磨石・凹石11、磨製石斧 1、打製石斧 1、スクレイパ-3、石匙 1、石霊長 1、

蔵石 2、砥石 2、剥片その他56点)を確認している。黒曜石総重量20.lgoごく客体的にではあるが、北白

川下層式系の土器もみられる。掲載遺物、土器11点、石器10点。

48号住居跡(遺構.第168図、 PL17/遺物.第275図、 PL 75、観察表P575) 

位置:Dj -50グリッド。検出状態:47号.53号住居跡と重複し、いずれも本住居跡が切るものと思われる。

本住居跡は工事工程の関係で 2次に分けて調査を行っており、 2次調査時に遺構西側を明確に検出すること

ができなかった。また、北側に向かうほど遺存状態が悪い。平面形態:全容は不明であるが、方形基調と思

われる。規模:不明。南北方向は4.1m前後で、ある。床面積:不明。残存深度:10cm。長軸方位:不明。床

面の状態:多少の凹凸がみられる。壁画の状態:明確に確認できなかった。壁周溝:西側や北東隅部では明

瞭に確認できなかったが、本来は全周していたものと思われる。柱穴:多数のピットが存在するが、主柱穴

は把握できなかった。炉跡.確認できなかった。南東隅に地山被熱痕が確認されているが、これは重複する

47号住居跡に関わるものと思われる。遺構埋没状態:ローム粒・ yp等を含む黒褐色土が埋没していた。遺

物出土状態:埋没土中に土器片・石器類が散在するような状態であった。時期:前期諸磯 a式期。

遺物:土器片386点、土製円板 1点、石器(磨石・凹石 8、スクレイパー 2、石匙 I、石錐 1、剥片その他

32点)を確認している。黒曜石総重量64.2g。掲載遺物、土器 7点、石器 6点。

49号住居跡(遺構:第170図、 PL17/遺物.第276~278図、 P L 76、観察表P575) 

位置:Eb-50グリッド。検出状態:上面の一部に撹乱を受けるが、比較的良好な状態で遣存していた。平

面形態.隅丸方形に近い円形で、北西側は50cm前後外側に張り出す状態にある。規模:3.62m x 3.16m。床

面積:9.0m'o残存深度:62cmo長軸方位:N -66
0

-W。床面の状態.全体的にほぼ平坦である。東側が数

cm程度高い状態にある。壁画の状態:ほほ垂直に近い状態(勾配角85
0

前後)で立ち上がる。壁周溝:全周

する。北西側は 2主に存在するが、これは拡張や重複ではなく、本住居跡に付随する何らかの施設の存在を

想定しておきたい。柱穴:各壁際に位置する P-1~8 の 8 基が主柱穴と考えられる。 P -1・2とP

5'6，P-3・4とP-7・8がそれぞれ対応する。炉跡 明確な掘り込みは確認できなかったが、中央

北東寄りに38cmx 32cmほどの範囲で地山被熱痕があり、炉跡の痕跡と判断した。遺構埋没状態:ローム粒・

ブロック等を含む黒褐色~暗褐色土が自然埋没する。遺物出土状態:埋没土中に散在するような状態で土器
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片-石器類が出土している。時期:前期諸磯a式期。

遺物:深鉢 1点、土器片1，345点、石器(石皿 1、磨製石斧 2、打製石斧 2、融石 1、磨石・凹石 2、砥石

l、剥片その他124点)を確認している。黒曜石総重量64，2g。土器には(8)などのように、ごく客体的にでは

あるが北白川下層式系のものが確認されている。掲載遺物、土器8点、石器10点。

50号住居跡(遺構:第171図、 PL16・17/遺物:第279図、 PL 76、観察表P575) 

位置:Dj -57グリッド。検出状態・撹乱溝に切られるが、比較的良好な遺存状態であった。平面形態・円形。

規模:径3.80m前後。床面積:推定1l，5m2。残存深度 :20cmo方位:炉跡長軸方向はN-7
0

-E前後を指向

する。床面の状態ー多少の起伏はあるが、全体的にほぼ平坦である。壁画の状態:遺存状態良好な部分では

80
0

前後の勾配で立ち上がる。壁周溝:検出されなかった。柱穴・円形に配列されており、主柱穴は 8基前

後と想定される。炉跡:ほほ中央部に位置する。本来は石固い炉と思われるが、河原石 2石が残存するのみ

であった。掘り方は平面楕円形で、規模88cmX 76cm、深さ22cmで、炉跡内に小ピット 7基がある。炉跡埋没

土中からは少量の焼土が検出されている。遺構埋没状態:ローム粒等を含む黒褐色土が自然埋没するものと

思われる。遺物出土状態:埋没土中に散在するような状態で土器片・石器類が出土している。前期の紛れ込

み遺物が多かった。時期:中期加曽利E3式期。

遺物・土器片123点、石器(磨石 1、石核 I、剥片他17点)。黒曜石総重量32.4g。掲載遺物、土器3点、石器 3点。

51号住居跡(遺構・第171図、 PL17/遺物:第280図、 PL76、観察表P575) 

位置:Di-57グリッド。北東側は調査区外。検出状態:調査区の関係で遺構南西部を検出し得たのみである。

平面形態:不明。検出部分は弧状を呈している。規模・床面積・不明。残存深度・ 48cm。長軸方位・不明。

床面の状態:多少の起伏はみられるが、ほぽ平坦である。壁面の状態・遺存状態良好な部分では直立に近い

状態にある。壁周溝:検出されなかった。柱穴:数基のピットが検出されているが、主柱穴は不明で、ある。

炉跡:検出されなかった。遺構埋没状態・黒褐色基調の土が埋没していた。遺物出土状態:埋没土中から土

器片がわずかに出土した程度である。時期:前期諸磯 c式期。

遺物・土器片 5点、ミニチュア土器 1点を確認している。石器類は確認できなかった。掲載遺物、土器 2点。

52号住居跡(遺構:第172図、 PL18・19/遺物:第281・282図、 PL 77、観察表P575) 

位置:Ea -50グリッド。検出状態 5軒の住居跡が重複するものと思われる。新旧関係は土層観察から、

新しい順に68号・ 69号.52号・ 70号・ 71号住居跡と判断したが、いずれも黒浜~諸磯 a式期の遺構であり、

誤認している可能性もある。なお、これらの遺構は工事工程の関係で第172図c-cラインの東側と西側

に分けて、 2次にわたる調査を行っている。平面形態:楕円形に近い形態。規模:推定4.55mX 4.15m。床

面積.推定16.0m'0 残存深度:43cm。長軸方位:N-8
0

-W。床面の状態.多少の凹凸・起伏がみられる。

壁面の状態.重複の影響もあり、明確に確認できなかった。畳間溝・全周する。柱穴・多数のピットが存在

し、重複する遺構に帰属するものも多いと思われるが、規模及び位置関係から P-1~4 の 4 基を本住居跡

の主柱穴と判断した。炉跡:確認できなかった。遺構埋没状態 6・7層が残存した本住居跡の埋没土と思

われ、ローム粒等を含む黒褐色土が埋没している。遺物出土状態:埋没土中に散在するような状態で土器

片・石器類が出土している。時期・前期黒j兵・有尾~諸磯 a式期に想定しておく。

遺物・土器片1，530点、石器(磨石・凹石16、打製石斧 4、スクレイパー 2、融石 2、磨製石斧 1、石匙 2、剥片その
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他87点)を確認している。黒曜石総重量76.9g。掲載遺物、土器12点、石器 8点。

53号住居跡(遺構ー第168図、 PL17/遺物:第283図、 PL 75、観察表P576)

位置:Di-50グリッド。北西側は調査区外。検出状態:あまり良好な遺存状態ではない。 47号・ 48号住居跡

と重複し、 48号住居跡に切られるようであるが、 47号住居跡との新旧関係は不明である。本住居跡は工事工

程の関係で 2次に分けて調査を行っており、 2次調査時に住居跡と判断したものである。平面形態.不明。

規模:不明。東西方向は 5m前後と思われる。床面積:不明。残存深度:28cm。長軸方位:不明。床面の状

態:凹凸・起伏がみられる。壁面の状態:残存部分が少なく、明確で、はない。壁周溝:西側部分を除き明瞭

に確認できなかったが、西側は一部 3重に存在しており、拡張が行われた可能性がある。柱穴.重複部分も

含めて多数のピットが存在し、あまり明確ではないが主柱穴 4基と仮定した場合、規模や位置からは P-7 

~10が相当するものと思われる。炉~YJï :確認できなかった。遺構埋没状態:黒褐色基調の土が埋没していた。

遺物出土状態.埋没土中に土器片・石器類が散在するような状態であった。時期.前期黒浜~諸磯a式期。

遺物:土器片98点、石器(磨石・凹石 2、剥片その他 5点)。黒曜石4.lg。掲載遺物、土器4点、石器 1点。

54号住居跡(遺構:第167図、 PL15/遺物:第284・285図、 PL 73、観察表P576) 

位置:Di-51グリッド。検出状態・重複が著しい。 45号住居跡に切られる状態にある。 56号住居跡にも切ら

れるようであるが、明確には確認できなかった。また、黒j兵式期と想定される 228号・ 293号土坑が重複す

る。重複の影響もあり、本住居跡については不明確な点が多い。なお、これらの遺構は工事工程の関係で北

西側と南東側に分けて、 2次にわたる調査を行っている。平面形態・不明。規模・床面積.不明。残存深

度:20cmo長軸方位:不明であるが、北西方向を指向すると思われる。床面の状態:やや凹凸・起伏がみら

れる。重複する56号住居跡の床面である可能性もある。南東寄りに小範囲ではあるが、地山被熱痕がみられ

た。壁面の状態:残存部分が少なく、不明確。壁周溝・南東側から北西側にかけて検出されたが、その他の

部分は重複のため確認できなかった。柱穴・数基のピットが存在するが、主柱穴は不明で、ある。炉跡:検出

されなかった。遺構埋没状態:黒褐色基調の土が思没する。遺物出土状態:埋没土中に散在するような状態

であった。重複する56号住居跡に帰属する可能性もある。時期:前期黒浜・有尾式期に想定しておく。

遺物・土器片453点、土製円板 1点、石器(石皿 1、磨石 3、磨製石斧 2、際器 1、剥片その他20点)を確

認している。黒曜石総重量5.7g。掲載遺物、土器10点、石器4点。

55号住居跡(遺構:第171園、 PL19・20/遺物:第286・287図、 PL 78、観察表P576)

位置:Eb-58グリッド。検出状態・集石土坑である260号土坑と重複し、本住居跡が新しいと想定されるが、

調査時に新旧関係を誤認しており、北東側一部の状態が不明瞭である。平面形態・台形に近い隅丸方形。規

模:推定3.33mX 3.23m。床面積:;}住定9.9m'。残存深度:32cm。長軸方位:N -43
0 

- E 。床面の状態:多少

の起伏があるが、全体的にほぼ平坦である。壁画の状態・ 80
0

前後の勾配で立ち上がる。壁周溝.北東側の

状態が不明であるが、各隅部で途切れる状態にあるものと想定される。幅20cm前後、深さ10cm前後。柱穴.

大小のピット 6基を検出している。 P-1・4は比較的掘り込みが深い。 p-zは長軸65cmと規模が大きく、

柱穴以外の性格が考えられる。 他のピットはいずれも小規模なものである。炉跡.確認できなかった。遺構

埋没状態:ロームブロック・ YP等を含む黒褐色土が自然埋没するものと思われる。遺物出土状態:北側隅

部で深鉢(1)がほぼ完形の状態で出土し、東側隅部では上半部を欠損する深鉢(2)が出土している。このほか、埋
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没土中から少量の土器片・石器類が出土している。時期:前期諸磯 c式期。

遺物・深鉢2点、土器片60点、石器(磨石・凹石 1、スクレイパー 1、石織 3、剥片その他23点)を確認し

ている。黒曜石総重量46.6g。掲載遺物、土器 3点、石器4点。

56号住居跡(遺構.第167図、 PL 15) 

位置・ Di-52グリッド。検出状態:重複が著しい。 45号住居跡に切られる状態にある。 54号住居跡を切るよ

うであるが、明確には確認できなかった。また、黒j兵・有尾式期と想定される228号・ 293号土坑が重複する。

重複の影響もあり、本住居跡については不明確な点が多い。なお、これらの遺構は工事工程の関係で北西側

と南東側に分けて、 2次にわたる調査を行っている。平面形態・全容は不明であるが、長方形基調と想定さ

れる。規模:不明。短軸(東西)方向は残存部分で、5.25m。床面積.不明。残存深度:15cm。長軸方位:不

明。北側壁はN-10
0 

- W前後を指向する。床面の状態:やや凹凸・起伏がみられる。重複する54号住居跡

の床面である可能性もある。壁画の状態:あまり良好な遺存状態ではなく、不明である。壁周溝.西側で確

認されているのみである。柱穴:ピット数基が検出されているが、主柱穴は不明。炉跡・検出されなかった。

遺構埋没状態:黒褐色基調の土が埋没していた。遺物出土状態:本住居跡出土遺物としては取り上げていな

いが、 54号住居跡出土遺物としたものが本住居跡に帰属する可能性もある。時期・不明確な部分が多いが、

前期黒浜・有尾式期に想定しておく。

遺物.掲載遺物 0点。

57号住居跡(遺構:第173図、 PL19/遺物.第288・289図、 PL 78・79、観察表P576) 

位置:Dg-50グリッド。北側及ぴ西側は調査区外。検出状態-比較的良好な遣存状惑であったが、北側・

西側が未調査のため、詳細は不明である。平面形態:不明。規模・床面積.不明。残存深度:40cm。長軸方

位:不明。床面の状態:ローム面を床面としており、多少の凹凸はあるが、全体的にほぼ平坦である。壁面

の状態・遣存状態良好な部分では80
0

前後の勾配で立ち上がる。壁周溝:検出部分において全周する。東側

は2重、南側は 3重に確認されており、拡張が行われた可能性がある。柱穴:大小のピット数基が存在する

が、主柱穴は不明。炉跡・検出されなかった。遺構埋没状態 2・3・6層が本住居跡の埋没土と考えられ

る。ローム粒 .yp等を含む黒褐色基調の土が自然埋没するものと思われる。遺物出土状態.埋没土中に散

在するような状態で土器片・石器類が出土している。南東隅付近には長さ35cmほどの河原石がみられた。時

期:前期黒浜・有尾~諸磯 a式期。

遺物:土器片1.166点(黒浜・有尾式102点、諸磯a式1，063点、不明 l点)、石器(石皿 5、磨石・凹石16、磨製石

斧 1、残核 1、スクレイパー 2、石匙 1、剥片その他19点)0黒曜石総重量21.7g。掲載遺物、土器9点、石器 9点。

58号住居跡(遺構:第174図、 PL19/遺物・第290・291図、 PL 79、観察表P576) 

位置:Dg -51グリッド。検出状態・工事工程の関係で、 2次に分けて調査を行っている。東側及び北側は

遺存状態が悪く全容を把握できなかった。また、ほほ同時期と想定される355号土坑に切られる状態にある。

平面形態:不明であるが、長方形基調と思われる。規模:不明。南北方向は4.5m前後と推定される。床面

積:不明。残存深度:44cmo床面の状態.多少の起伏がみられる。壁面の状態ー遺存状態良好な部分では 1

80
0

前後の勾配で立ち上がる。壁周溝:南側から西側にかけて確認されたが、あまり明瞭な状態ではない。

柱穴.数基のピットが存在し、深く掘り込まれているものが多いが、主柱穴は明確に把握できなかった。炉跡:
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確認できなかった。白色・褐色軽石やローム粒等を含む黒褐色~暗褐色土が自然埋没する。遺物出土状態:

埋没土中に散在するような状態で土器片・石器類が出土している。時期:前期黒浜・有尾~諸磯a式期。

遺物:土器片243点(黒浜・有尾式66点、諸磯 a式176点、諸磯 b式 I点)、石器(磨石・凹石11、磨製石斧

1、砥石 2、スクレイパー 3、剥片その他32点)。黒曜石総重量1O.6g。掲載遺物、土器 9点、石器 9点。

59号住居跡(遺構:第176図、 PL20 ・ 23/遺物:第292~ 294園、 PL80、観察表P576) 

位置:Dh -51グリッド。検出状態:西側一部に撹乱を受ける。平面形態・隅丸台形。規模:4.65m x 4.08mo 

床面積 :14.9m'。残存深度:30Cffio 長軸方位 :N -58
0 

- E 。床面の状態:後世の桑根等の影響と思われる凹

凸・地割れ状の溝が著しい。壁画の状態・おおむね70
0

前後の勾配で立ち上がる。壁周溝・南西側で確認さ

れているが、あまり明瞭な状態ではない。柱穴.数基のピットが存在し、 P-l~4 の 4 基が主柱穴と想定

される。炉跡.確認できなかった。遺構埋没状態:黒褐色基調の土が埋没していた。遺物出土状態.中央部

付近から深鉢(1)が、東側から深鉢(2)が、南側からコップ形土器(3)が出土しているほか、埋没土中から土器

片・石器類が出土している O 時期・前期諸磯a式期。

遺物:深鉢 2点、コップ形土器 I点、土器片189点、石器(磨石・凹石20、翫石 2、磨製石斧 1、砥石 2、

スクレイパー l、剥片その他26点)を確認している。黒曜石は検出されていない。磨石・凹石及び鼓石の内

18点に明瞭な被熱痕が認められた。掲載遺物、土器 5点、石器11点。

60号住居跡(遺構:第175図、 PL21 ・ 23/遺物.第295~297図、 P L80・81、観察表P577) 

位置:Ea -52グリッド。検出状態:いずれも諸磯 b式期と想定される376号.378号土坑に切られる状態に

ある。また、壁周溝やピットの検出状態からは拡張が行われたものと判断される。平面形態:隅丸長方形。

規模:7.09m x 5.40m。床面積:35.9ぱ。残存深度:31cm。長軸方位:N -30
0

- W。床面の状態.凹凸・起

伏がみられる。壁画の状態:遺存状態良好な部分では直立に近い状態にある。壁周溝:重複等の影響で不明

瞭な部分もあるが、ほほ全周するものと想定される。また、不整然とした状態ではあるが、南東側は 2重に、

南西側は 3重に、北西側は 4重に存在するようであり、 3回にわたる拡張が行われた可能性がある。柱穴・

先述したように拡張が行われているため、多数のピットが存在するが、 P-1~6 の 6 基を規模や位置関係

から最終拡張段階での主柱穴と判断した。 P-1・3・5及びP-2・4・6は、それぞれほほ同一ライン

上に位置している。また、 P-7としたものは溝状のもので、出入り口施設に関連する可能性が考えられる。

炉跡:確認できなかった。遺構埋没状態:ローム粒・白色粒等を含む黒褐色~暗褐色土が自然埋没するもの

と思われる。なお、 1・5層は重複する378号土坑の埋没土と考えられる。遺物出土状態・埋没土中に散在す

るような状態で土器片・石器類が出土している。時期:前期黒浜・有尾~諸磯a式期。

遺物:土器片753点(黒浜・有尾式61L点、諸磯 a式78点、不明その他64点)、石器(石皿 1、磨石・凹石18、

砥石 1、鼓石 2、打製石斧 1、磨製石斧 l、スクレイパー 2、石鍛 1、剥片その他68点)を確認している。

黒曜石総重量48.8g。掲載遺物、土器12点、石器15点。

61号住居跡(遺構:第177図、 PL23/遺物・第298図、 PL81、観察表P577) 

位置:Ea -49グリッド。南西側大半が調査区外。検出状態.調査区の関係で北東側の一部を検出し得たの

みであり、遺構の全容は不明である。 67号住居跡と重複し、本住居跡が切る状態にある。平面形態:不明。

規模・床面積:不明。残存深度:38cm。長軸方位:不明。床面の状態:多少の凹凸はあるが、ほほ平坦である。
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壁面の状態:遺存状態良好な部分では80
0

前後の勾配で立ち上がる。壁周溝・検出部分において全周する。

柱穴.ピット数基が検出されているが、主柱穴は不明。炉跡.検出されなかった。遺構埋没状態.黒褐色基

調の土が埋没していた。遺物出土状態:埋没土中から深鉢(1)のほか、土器片・石器類が出土している。時

期:前期黒j兵・有尾~諸磯 a式期。

遺物:深鉢 1点、土器片122点(黒浜・有尾式71点、諸磯 a式51点)、石器(磨石 1、翫石 1、石鍛 1、剥片

その他 3点)を確認している。黒曜石総重量2.6g。掲載遺物、土器 2点、石器 3点。

62号住居跡(遺構:第178図、 PL21・23/遺物・第299図、 PL82、観察表P577)

位置:Eb-52グリッド。検出状態:比較的良好な遺存状態であった。平面形態:隅丸長方形。規模:3.90 

m x 3.45mo床面積:12.5m
2
o残存深度:23clTI。長軸方位 :N← 130-W。床面の状態:やや凹凸・起伏がみ

られる。東側に向かつてわずかに低くなる状態にある。壁面の状態・遺存状態良好な部分で、は直立に近い状

態にある。壁間溝.西倶IJの北半から北側~東側にかけて確認されたが、北東隅部で、は途切れる状態にある。

柱穴:大小のピットが存在するが、規模や位置関係から P-1 ~ 4基を主柱穴と判断した。 P-3は掘り

方の規模が他に比して大きい。 P-5・6等も深い掘り込みを有している。炉跡.中央北側に焼土がわずか

に分布していたが、焼士下にはピットがあり、炉跡とは断定し難い。遺構埋没状態・ロームブロック等を含

む黒褐色基調の土が埋没していた。 1層の状惑からみて南北に細長い他の遺構が重複していた可能性もある

が、明確に把握できなかった。遺物出土状態:北側壁周溝の上側から土器(1)が出土しているほか、埋没土中

に散在するような状態で土器片・石器類が出土している。 P-6の北側には大振りな河原石がある。黒浜~

諸磯b式期にかけての土器も多くみられた。時期:前期諸磯 c式期。

遺物:土器片338点(黒浜・有尾式82点、諸磯 a式126点、諸磯 b式32点、諸磯 c式98点)、石器(石核 1、

石錐 1、剥片その他51点)を確認している。黒曜石総重量147.4g。掲載遺物、土器4点、石器 2点。

63号住居跡(遺構:第179図、 PL22・24/遺物:第300・301図、 PL82・83、観察表P577)

位置:Dj-49グリッド。検出状態・上面に一部撹乱を受けているものの、比較的良好な遺存状態であった。

平面形態.隅丸長方形。規模:4.50m x 3.92m。床面積:15.6m'。残存深度:37clTIo長軸方位:N -10
0 

- W。

床面の状態:多少の凹凸・起伏がみられる。壁面の状態:遺存状態良好な部分では直立に近い状態にある。

壁周溝:不明瞭な部分もあるが、ほほ全周する。西側・南側では 2重に、東側では少なくとも 3重に存在す

るようであり、数回にわたる拡張が行われた可能性がある。柱穴:拡張の影響もあり、多数のピットが存在

する。あまり明確ではないが、 P-1~4 の 4 基を最終拡張段階での主柱穴と判断した。炉跡.中央部やや

西寄りに72ClTIx 35cmほどの範囲で地山被熱痕が認められ、炉の痕跡と推定される。遺構埋没状態:ローム

粒・ブロック等を含む黒褐色~暗褐色土が自然埋没するものと思われる。遺物出土状態.埋没土中に散乱す

るような状態で土器片・石器類が出土している。時期・前期黒浜・有尾~諸磯a式期。

遺物:土器片680点(黒i兵・有尾式240点、諸磯 a式439点、その他 1点)、石器(石皿 1、磨石・凹石11、磨製

石斧 2、融石 1、棒状喋 1、砥石 3、不明石器 1、スクレイパー 2、滑石片 1、石匙 1、剥片その他34点)。黒

曜石総重量56.5g。不明石器凶は凹面が平滑であり、磨る用途と推定される。掲載遺物、土器13点、石器14点。

64号住居跡(遺構.第180図、 PL22・24/遺物.第302図、 PL83、観察表P577) 

位置:Dj-49グリッド。検出状態.北西側から北側~東側にかけての遺存状態が悪かった。破線で図示した
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範囲がおおむね遺構範囲と思われるが、掘り過ぎている可能性が高い。時期不明の370号土坑が重複する。

平面形態・不明。規模・床面積:不明。残存深度:10cmo長軸方位.不明であるが、北西方向を指向してい

るものと推定される。床面の状態・凹凸・起伏がみられる。壁面の状態:残存部分が少なく、明確でない。

壁周溝・南東~南西~北西部にかけてコの字状に確認されているが、本来は全周していた可能性がある。南

西部は 2 重に存在するようであり、拡張が行われた可能性がある。柱穴・規模や位置関係から P-1~5 の

5基を主柱穴と判断した。 P-1・2・4はほぼ同一ラインヒに位置することから、主柱穴は本来 6基であ

った可能性があり、重複する370号土坑の位置に残りの主柱穴が存在していたものと推定される。炉跡:中

央北西よりに位置する。土器を埋設したものである。掘り方は、平面不整円形で、規模35cmx 35cm、深さ15

cmo遺構埋没状態:黒褐色基調の土が埋没していた。遺物出土状態:先述の炉跡使用の深鉢(1)のほか、埋没

土中から少量の遺物が出土している。時期:炉跡使用の土器から前期諸磯 a式期と想定される。

遺物.深鉢 1点、土器片109点(黒浜・有尾式46点、諸磯 a式63点)、石器(小円牒 I、剥片 2点)を確認し

ている。黒曜石総重量2.9g。掲載遺物、土器4点。

65号住居跡(遺構:第177図、 PL24/遺物・第303・305・306図、 PL83、観察表P577)

位置:Dj -51グリッド。検出状態:比較的良好な遺存状態であったO 西側に黒浜式期と想定される357号土

坑が重複し本来は本住居跡が新しいが、土坑を先行して調査してしまったため、西側一部の状態が確認でき

なかった。平面形態:円形。規模・ 2.65mx 2.57mo床面積:推定5.6m'。残存深度:26cm。床面の状態:全

体的にほぼ平坦である。壁面の状態:遺存状態良好な部分では直立に近い状態にある。壁周溝ー重複部分は

不明だが、全周していたものと推定される。柱穴:ピット 6基が検出されているが、主柱穴構造は判断でき

ない。 P-5・6は壁周溝を切るように対の状態で配置されている。炉跡 :P-2の北東側にわずかな地山

被熱痕が認められるが、炉跡とは断定し難い。遺構埋没状態:黒褐色基調の土が埋没していた。遺物出土状

態:東側の壁周溝上に倒れた状態で深鉢のほほ完形品(1)が出土しているほか、埋没土中に散乱するような状

態、で土器片・石器類が出土している。時期.前期諸磯 c式期。

遺物.深鉢 1点、土器片128点(黒浜・有尾式11点、諸磯 a式33点、諸磯 b式21点、諸磯 c式62点、不明 I

点)、石器(スクレイパー 1、剥片その他20点)を確認している。黒曜石総重量11.5go深鉢(1)は諸磯 c式土

器の優品である。掲載遺物、土器 6点、石器 2点。

66号住居跡(遺構:第181図、 PL23/遺物:第304・307図、 PL83・84、観察表P578) 

位置:Di-52グリッド。検出状態:壁面の立ち上がりがほとんど確認できないような状態であった。平面図

の線で囲んだ部分が、おおよその床面範囲と推定される。平面形態:不明で、あるが、長方形基調と推定され

る。規模:不明で、あるが、長軸方向3.9m前後、短軸方向3.2m前後と推定される。床面積:不明。残存深

度 oCll10 長軸方向:不明であるが、北方向を指向するものと推定される。床面の状態.ほほ平坦である。

壁面の状態・不明。壁周溝:検出されなかった。柱穴:ピット数基が検出されているが、主柱穴は不明。炉

跡.中央部南西寄りと想定される位置に、埋設土器を用いた炉跡がある。 深鉢上半部を使用しており、南東

側には焼土が確認されている。掘り方は、平面円形で、規模34cmx 34cm、深さ15cmで、ある。炉跡に接して長

さ44c111の大振りな河原石が位置していた。遺構埋没状態:不明。遺物出土状態:炉跡使用の埋設土器(1)のほ

か、遺構想定範囲内に散在するような状態で土器片・石器類が出土している。時期・前期諸磯b式期。

遺物:深鉢 l点、土器片403点(黒浜・有尾式33点、諸磯a式185点、諸磯b式134点、不明51点)、石器(磨石・凹石
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3、砥石 1、石錐 1、石鍛 2、剥片その他59点)0黒曜石総重量74.9g。掲載遺物、土器14点、石器 4点。

67号住居跡(遺構・第177図、 PL23/遺物:第308図、 PL81、観察表P578) 

位置:Ea -49グリッド。南西側大半が調査区外。検出状態:調査区の関係で北東側を検出し得たのみであ

り、遺構の全容は不明である。 61号住居跡と重複し、本住居跡が切られる状惑にある。また、北隅部に黒浜

式期と想定される363号土坑が重複するが、新旧関係は確認できなかった。平面形態:不明で、あるが、長方

形基調と推定される。規模:不明。北西 南東方向は検出部分において4.90m。床面積:不明。残存深度:

15cm。長軸方位:不明。北東壁は北西方向を指向する。床面の状態:凹凸・起伏がみられる。壁面の状態.

残存部分が少なく、明確でない。壁周溝:北隅部で明瞭に確認されなかった以外は、検出部分において全周

する。東側では 2重に検出されているが平行な位置関係で、はなく、他の住居跡が重複している可能性も考え

られる。柱穴:ピット数基が存在するが、主柱穴は不明。遺構埋没状態:黒褐色基調の土が埋没していた。

遺物出土状態:埋没土中から少量の土器片・石器類が出土している。時期・前期黒j兵~諸磯a式期。

遺物・土器片25点(黒浜・有尾式20点、諸磯 a式 5点)、石器(磨製石斧 1、砥石 1、剥片その他 5点)を

確認している。黒曜石は検出されていない。掲載遺物、土器 2点、石器 3点。

68号住居跡(遺構.第172図、 PLl8・19/遺物:第309図、 PL77、観察表P578)

位置:Ea -50グリッド。検出状態 5軒の住居跡が重複するものと思われ、新旧関係は土層観察から、新

しい順に68号 .69号・ 52号・ 70号・ 71号住居跡と判断したが、いずれも黒浜~諸磯a式期を中心とする時期

の遺構であり、新旧関係を誤認している可能性もある。本住居跡が本来は最も新しいと思われるが、 52号住

居跡の掘り込みが深く、同住居跡を先行して調査してしまったため、北西側一部の状態を確認し得たのみで

あった。なお、これらの遺構は工事工程の関係で第172図c-c'ラインの東側と西側に分けて、 2次にわ

たる調査を行っている。平面形態:不明で、あるが、長方形基調と推定される。規模・床面積:不明。残存深

度 8cm。長軸方位:推定N← 47
0 -w。床面の状態:確認し得た部分においては、ほぽ平坦な状態であっ

た。 52号住居跡との重複部分では、 6. 7層上面を床面としていたと思われるが、両層の上面に顕著な硬化

面は確認できなかった。壁面の状態:残存部分が少なく、明確ではない。壁周溝:確認し得た部分において

は全周する。柱穴:帰属する柱穴を明確に把握できなかった。炉跡:検出されなかった。遺構埋没状態.黒

褐色基調の土が埋没していた。遺物出土状態:明確に確認できなかった。 c-cノラインの西側においては52

号住居跡との重複部分上層の遺物を本住居跡出土遺物として取り上げている。土器は諸磯a式土器が大半を

占めるが、黒浜・有尾式土器も多く、諸磯 b 式土器もわずかに出土している。時期:前期諸磯 a 式~b 式期。

遺物:土器片320点、石器(融石 1、砥石 1、スクレイパー 1、磨石・凹石 4、石皿 1、剥片その他14点)

を確認している。黒曜石総重量2.3g。掲載遺物、土器12点、石器 3点。

69号住居跡(遺構:第172図、 PL18・19/遺物・第310図、 PL78、観察表P578) 

位置:Ea -50グリッド。検出状態:68号住居跡参照。重複の影響で南側一部の状態が把握できたのみであ

る。平面形態.全容不明で、あるが、台形に近い形態と推定される。規模:不明。南側端部は4.90m。床面

積:不明。残存深度:22c111。長軸方位:不明。西側壁面はN-0
0

を指向する。床面の状態:検出部分には

多少の起伏がみられる。壁面の状態 :70
0

前後の勾配で立ち上がる。壁周溝・検出部分においては西側から

南側の西端にかけて確認されているが、南側の大半と東側では確認できなかった。柱穴:明確ではないが、
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P -5・6を主柱穴の一部と判断した。炉跡:検出されなかった。遺構埋没状態:ローム粒・白色粒軽石

粒・ yp等を含む黒褐色土が埋没する。遺物出土状態.埋没土中に散在するような状態で土器片・石器類が

出土している。土器は諸磯a式が大半であるが、黒j兵・有尾式も多い。時期:諸磯 a式期と想定しておく。

遺物:土器片411点(黒浜@有尾式130点、諸磯a式247点、不明34点)、石器(磨石・凹石11、磨製石斧 2、

スクレイパー 2、石匙 2、石皿 1、融石 1、砥石 1、剥片他47点)。黒曜石85.3g。掲載遺物、土器 7点、石器 6点。

70号住居跡(遺構:第172図、 PL18・19/遺物:第311図、 PL 78、観察表P578) 

位置:Ea -50グリッド。検出状態:68号住居跡参照。重複の影響で西側から北側にかけての一部が残存す

るのみであるが、 52号住居跡の南側の溝は本住居跡の壁周溝と想定される。平面形態:明確ではないが、隅

丸方形に近い形態と思われる。規模:推定5.l0mx 4.65m。床面積・不明。残存深度・ 21cm。長軸方位:推

定N-85
0 

- E 。床面の状態:残存部分においては、多少の凹凸はみられるものの、ほほ平坦で、ある。壁面

の状態:残存部分が少なく、明確ではない。壁周溝・一部不明瞭な部分があるが、本来は全周していたもの

と推定される。柱穴:本住居跡に帰属する柱穴・ピットを把握できなかった。炉跡:検出されなかった。遺

構埋没状態:黒褐色基調の土が埋没していた。遺物出土状態:本住居跡の残存部分埋没土中から少量の土器

片・石器類が出土している。時期・前期黒浜・有尾式期と想定しておく。

遺物:土器片30点、石器(磨石 1、融石 I、剥片その他 4点)。黒曜石はない。掲載遺物、土器4点、石器 1点。

71号住居跡(遺構:第172図、 PL18・19/遺物:第312図、 PL 78、観察表P579)

位置:Ea -50グリッド。検出状態:68号住居跡参照。重複の影響で遺構南側は壊されている。平面形態:

全容不明であるが、隅丸方形に近い形態と思われる。規模-ー x4.60m。長軸(南北)方向は 5m程度と推

定される。床面積:不明。残存深度:12cm。長軸方位:N-8
0

-W。床面の状態:多少の起伏がみられる。

壁面の状態:残存部分が少なく、明確ではない。壁周溝:残存部分において全周する。東側及び西側では 2

重に確認されており、拡張が行われた可能性がある。柱穴'明確ではないが、 P-7・8を主柱穴の一部と

判断した。炉跡:検出されなかった。遺構埋没状態:ローム粒・白色軽石粒 .yp等を含む黒褐色~暗褐色

士が埋没する。遺物出土状態.埋没土中に散在するような状態であった。時期:前期黒浜・有尾式期。

遺物:土器片152点、石器(スクレイパー I、石匙 1、磨石・凹石 3、取石 2、磨製石斧 1、打製石斧 1、

剥片ーその他15点)を確認している。黒曜石総重量1l.5g。掲載遺物、土器片 5点、石器 2点。

72号住居跡(遺構:第164図、 PL13/遺物・第313図、 PL69、観察表P579) 

位置:Dj-54グリッド。検出状態:39号住居跡を切り、 73号住居跡に切られる状態にある。東側の遺構範囲

は重複のため不明である。また、五領ヶ台式期の406号土坑、黒浜式期の405号士坑が遺構内に位置する。平

面形態:全容は不明であるが、長方形基調と思われる。規模.不明。残存部分の短軸方向は3.50mo床面

積:不明。残存深度 18cm。長軸方位:N -73
0

-W。床面の状態:多少の起伏はあるが、全体的にほほ、平

坦である。壁面の状態:残存部分が少なく、明確でない。壁周溝・検出されなかった。柱穴:本住居跡に伴

うと考えられる柱穴・ピットは確認できなかった。炉跡:検出されなかった。遺構埋没状態.白色軽石粒・

ローム粒等を含む黒褐色土が埋没していた。遺物出土状態:埋没土中に土器片・剥片が散在するような状態

であった。時期:前期黒浜・有尾式期。

遺物:土器片18L点、石器(剥片20点)。黒曜石総重量16.5go掲載遺物、土器 5点、石器 I点。
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73号住居跡(遺構:第164図、 PL13/遺物:第314・315図、 PL69・70、観察表P579) 

位置:Dj-54グリッド。検出状態:39号・ 73号住居跡を切る状態にある。また、黒浜式期と想定される405

号・ 431号土坑が重複する。なお、遺構範囲を明確に把握できなかった部分がある。平面形態:隅丸方形。

規模.推定4.90mx 4.60m。床面種.推定19.2m2o残存深度:18cm。長軸方位:N -80
0

- W。床面の状態:

多少の起伏はあるが、全体的にほぼ平坦である。壁面の状態:残存部分が少なく、明確でない。壁周溝:明

確に確認できなかった部分もあるが、ほほ全周すると思われる。柱穴・数基のピットが存在するが、主柱穴

は明確に把握できなかった。遺構埋没状態:白色軽石粒・ローム粒等を含む黒褐色土が埋没していた。遺物

出土状態:埋没土中に土器片・石器類が散在するような状態であった。時期・前期黒i兵・有尾式期。

遺物.深鉢 2点、土器片804点、石器(磨石・凹石 9、打製石斧 1、スクレイパー 1、石散し剥片その他52点)。

黒曜石総重量93.6g。深鉢(1)・ (2)は器形が想定できる状態に復元できた。掲載遺物、土器10点、石器 7点。

74号住居跡(遺構:第182~184図、 P L25/遺物:第316~318図、 P L84、観察表P579) 

位置:Dj -55グリッド。検出状態:本住居跡を含めて少なくとも 4軒の住居跡が連鎖状に重複している。ま

た、本住居跡の南西側から北西側にかけても不明瞭ながら壁周溝が存在しており、もう 1軒住居跡が存在し

ていた可能性がある。壁周溝の状態から本住居跡は 2回の拡張が行われたものと想定され、これらの重複・

拡張により本住居跡内は複雑な状態にある。新旧関係は、各遺構がいずれも黒浜・有尾式期と想定されるこ

とから誤認している可能性もあるが、土層観察等により、新しいものから74号→75号・ 76号→95号住居跡の

)11買と判断した。平面形態・南東壁がやや長い隅丸台形。規模:6.00m x 4.30m。床面積:36.5m2
。残存深度.

25cmo長軸方位:N -44
0

- W。床面の状態:凹凸・起伏が著しい。壁面の状態.あまり良好な遺存状態で

はなく、明確でない。壁周溝 Z~3 重の状態で全周する。先述したように 2 回の拡張が行われた可能性が

ある。柱穴:重複・拡張の影響で一概に断定できないが、 P-1~4 の 4 基を本住居跡の最終拡張段階での

主柱穴と判断したo P -3は溝状であるが、柱穴が重複した結果と考えられる。また、 P-5・6は南東壁

から溝状にのびるもので、出入り口部に関連するものと想定される。炉跡:確認できなかった。北西端付近

に焼土の分布がみられたが、位置的に本住居跡の炉跡とは断定し難い。遺構埋没状態:A-A' の 1・2層

が本住居跡の埋没土と考えられ、ローム粒・白色軽石粒 .yp等を含む黒褐色土が自然埋没する。遺物出土

状態:埋没土中から多量の土器片・石器類が出土している。時期.前期黒浜・有尾式期。

遺物:土器片1，541，点、石器(石皿 3、磨石・凹石 8、砥石 2、スクレイパー 5、石鍛 2、融石 6、剥片そ

の他135点)を確認している。黒曜石総重量171.4g。掲載遺物、土器17点、石器11点。

75号住居跡(遺構:第182~184図、 P L25/遺物:第319・320図、 PL85、観察表P579) 

位置:Di-55グリッド。検出状態:74号住居跡参照。南東側を74号住居跡に切られるものと思われる。平面

形態:南東壁がやや長い隅丸台形。規模:4.70m x 4.70m。床面積・ 21.6m'。残存深度:18cl11。長軸方位:

N -40
0

- W。床面の状態:やや凹凸・起伏がみられる。壁面の状態.残存部分が少なく、明確ではない。

壁周溝 全周する。柱穴:多数のピットが存在し明確ではないが、 P-9 ~12の 4 基を本住居跡の主柱穴と

判断した。また、北西壁部には P-7・8が対の状態で位置している。炉跡:確認できなかった。南西側に

わずかに地山被熱痕が認められるが、炉跡とは断定し難い。遺構埋没状態.ローム粒・白色軽石粒 .yp等

を含む黒褐色~日音褐色土が埋没していた。遺物出土状態.埋没土中に散在するような状態で土器片・石器類

が出土している。時期・前期黒浜・有尾式期。
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遺物:土器片527点、石器(磨石・凹石12、打製石斧 1、磨製石斧 2、スクレイパー 2、模形石器 1、石皿

1、石匙 1、剥片その他29点)を確認している。黒曜石総重量35.3g。掲載遺物、土器11点、石器 7点。

76号住居跡(遺構:第182~184図、 P L25/遺物:第321・322図、 PL85、観察表P580) 

位置:Dj-56グリッド。検出状態:74号住居跡参照。北西側を74号住居跡に一切られるものと思われる。また、

東隅部を五領ヶ台式期と想定される449号土坑に切られる。平面形態:隅丸長方形もしくは楕円形に近い形

態である。規模.推定6.05mx 5.25m。床面積:推定27.9ぱ。残存深度:14c111。長軸方位:N -46
0

-W。床

面の状態:やや凹凸・起伏がみられる。壁面の状態:残存部分が少なく、明確でない。壁周溝:本来は全周

していたものと思われるが、北東側では明瞭に確認できなかった。柱穴ー明確ではないが、 P-13・14を主

柱穴の一部と判断した。重複する74号住居跡内にも本住居跡の柱穴が存在するものと思われるが、把握でき

なかった。また、南東壁から溝状にのびる P-15・16は出入り口施設に関連する可能性がある。遺構埋没状

態:A-A'の5・6層が:本住居跡の埋没土と考えられ、ローム粒・ yp.白色軽石粒等を含む黒掲色土が

埋没していた。遺物出土状態・埋没土中に散在するような状態であった。時期.前期黒浜・有尾式期。

遺物:土器片279点、石器(玉石 1、磨石・凹石11、敵石 1、剥片石器 l、剥片その他42点)を確認してい

る。黒曜石総重量31.4go玉石とした(8)は全体が丁寧に磨かれている。掲載遺物、土器 7点、石器4点。

77号住居跡(遺構-第185・186図、 PL26 ・ 27/遺物ー第323~325図、 P L86、観察表P580) 

位置:Di-56グリッド。検出状態・ 78号住居跡を切る状態にある。また、時期不明の439号土坑が重複して

位置する。先述の74号・ 75号・ 76号等の住居跡と平行するような位置関係にある。平面形態;南東壁がやや

長い隅丸台形。規模・ 7.35mx 5.60m。床面積:40.1ぱ。残存深度・ 28c1110 床面の状態.凹凸・起伏がみられ

る。壁画の状態・遺存状態良好な部分では80
0

前後の勾配で立ち上がる。壁周溝:北西隅付近では明瞭に確

認できなかったが、ほほ全周するものと想定される。 Z~4 重に存在するようであり、数次にわたる拡張が

行われた可能性がある。柱穴・重複・拡張の影響で多数のピットが存在し、明確ではないがP-l~4 の 4

基を最終拡張段階での主柱穴と判断した。あるいは、主柱穴 6基構成である可能性もある。 P-5・6は南

東壁から溝状にのびるもので出入り口施設に関連する可能性がある。 P-5・6部分は、こうした溝状の掘

り込みが重複するようであり、また、内側の壁周溝部分にも同様の掘り込みが認められることから、拡張時

に出入り口施設も作り替えられたものと推測される。炉跡:北西側に偏在する。地床炉で、平面不整楕円形

を呈し、規模72Cll1X 43cll1、深さlOC111。底面にはわず、かな被熱痕が認められ、炉跡埋没土中からは少量の炭化

材や焼土が検出されている。遺構埋没状態:ローム粒・白色軽石粒 .yp等を含む黒褐色~暗褐色土が埋没

していた。遺物出土状態・埋没土中から多量の土器片・石器類が出土している。 時期:前期黒浜・有尾式期。

遺物:土器片1，662点、石器(磨石・凹石27、スクレイパー 5、石錐 1、石匙 4、石鍛 4、石皿 1、砥石 2、

蔽石 3、打製石斧 2、剥)十その也81点)を確認している。黒曜石総重量116.2go(1)はある程度器形が想定で

きる状態にまで復元できた。 (5)はI高台部である。掲載遺物、土器18点、石器12点。

78号住居跡(遺構.第185・186図、 PL26 ・ 27/遺物:第326~328図、 P L87、観察表P580)

位置:Di-56グリッド。検出状態:77号住居跡に南東側を切られる状態にある。また、諸磯a式期と想定さ

れる438号土坑、黒j兵・有尾式期と想定される452号土坑が北西側で重複する。平面形態:不明であるが、長

方形基調と推定される。規模:推定5.90mx 。床面積.不明。残存深度:22c111。長軸方位 推定N-46
0 

- E 。
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床面の状態:多少の凹凸・起伏がみられる。壁面の状態:あまり良好な遺存状態ではなく、明確でない。壁

周溝:ほほ全周するものと推定される。柱穴:明確で、はないが、 P-7・8は主柱穴の A 部と思われる。な

お、主柱穴 4基と想定した場合、 77号住居跡内に位置する P-9もしくは P-10及びP-llがP-7・8

に対応する可能性がある。炉跡:北西側に偏在する。よ也床炉で、平面楕円形を呈し、規模41cmx 36cm、深さ

8 cmo底面にはわずかな被熱痕が認められ、炉跡埋没土中からは少量の焼土が検出されている。遺構埋没状

態:C-C'の13・14層が本住居跡の埋没土であり、ローム粒・白色軽石粒 .yp等を含む黒褐色土が埋没

していた。遺物出土状態・炉跡南東側から中央部に穴の聞いた石皿(13)が出土しており、その下には深さ75cl11

のピットが存在する。埋没土中からは多量の土器片・石器類が出土している。時期:前期黒浜・有尾式期。

遺物・土器片931点、石器(石皿 I、磨石・凹石14、スクレイパー 3、石匙 1、石鍛 1、剥片その他46点)

を確認している。黒曜石総重量52.lgo掲載遺物、土器12点、石器 7点。

79号住居跡(遺構:第189図、 PL24/遺物:第329図、 PL87、観察表P581)

位置:Dh -56グリッド。北西側大半が調査区外。検出状態・調査区の関係で南西側ム部を調査し得たのみ

であり、全容は不明である。本住居跡との新旧関係は把握できなかったが、時期不明の440号 .456号 .457

号土坑が重複して位置する。南東側の遺構範囲は誤認している可能性がある。平面形態:不明。規模・床面

積:不明。残存深度:35cl11。長軸方位・不明。床面の状態:やや凹凸・起伏がみられる。壁面の状態:あま

り良好な遺存状態ではなく、おおむね50~600 の勾配で、立ち上がっている。壁周溝.検出部分において 2 重

に確認されている。柱穴:ピット数基が存在するが、主柱穴は不明である。炉跡:検出されなかった。遺構

埋没状態:ローム粒・白色軽石粒 .yp等を含む黒褐色~暗褐色土が自然埋没する。遺物出土状態.埋没土

中に散在するような状態で土器片・石器類が出土している。時期:前期黒浜・有尾~諸磯a式期。

遺物・土器片218点(黒浜・有尾式183点、諸磯 a式22点、不明その他13点)、石器(磨石・凹石 7、スクレ

イパー 1、敵石 2、剥片その他17点)を確認している。黒曜石総重量15.0g。掲載遺物、土器4点、石器4点。

80号住居跡(遺構:第187図、 PL27/遺物:第330・331図、 PL88、観察表P581) 

位置:Dh -56グリッド。北東側は調査区外。検出状態:黒浜・有尾式期と想定される329号土坑が重複する

が、本遺構との新旧関係は把握できなかった。平面形態:全容は不明であるが、方形に近い形態と推定され

る。規模:5.50m x一。床面積:不明。残存深度:28cm。長軸方位:N -20
0
-W。床面の状態.やや凹凸・

起伏がみられる。壁面の状態・ 80
0

前後の勾配で立ち上がる。壁周溝 検出部分においでほぼ全周する。南

西側を中心に 2重に確認されており、拡張が行われたものと想定される。柱穴:多数のピットが存在し、明

確ではないがP-1~5 の 5 基を拡張後の主柱穴と判断した。調査区外にもう 1 基存在するものと推定され、

主柱穴は 6基構成と考えられる。また、 P-6・7としたものは、南側壁から溝状にのびるもので、出入り

口施設の可能性がある。なお、 P-6・7の内側にも溝:1犬の掘り込みが確認されており、これは拡張前の出

入り口施設で、拡張に伴って出入り口施設も作り替えられたものと推定される。炉跡:確認できなかった。

遺構埋没状態.ローム粒・白色軽石粒・ yp等を含む黒褐色~暗褐色土が自然埋没するものと思われる。遺

物出土状態.埋没土中から多量の土器片・石器類が出土している。時期:前期黒浜・有尾式期。

遺物:土器片1，558点、石器(磨石・凹石12、磨製石斧 2、打製石斧 1、砥石 2、スクレイパー 3、不明石器 I、石錐

1、石皿 2、剥片その他78点)0黒曜石総重量75.9go(1)・(2)はある程度器形が想定できる状態にまで復元でき

た。底部片同には木葉痕がある。不明石器削は両側面中央部に扶りがある。掲載遺物、土器11点、石器14点。
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81号住居跡(遺構:第190図、 PL28/遺物:第332~335図、 P L89・90、観察表P581) 

位置:Dh -53グリッド。検出状態・比較的良好な遣存状態であった。東側隅付近に黒浜・有尾式期と想定

される221号土坑が位置する。平面形態・長方形。規模・ 4.00mx 2.95m。小規模な住居跡である。床面積:

11.5ぱ。残存深度:55cmo長軸方位 :N -63
0 

- Wo床面の状態:多少の凹凸・起伏はあるが、全体的にほぼ

平坦で、ある。壁面の状態:遺存状態良好な部分では80
0

前後の勾配で立ち上がる。壁周溝.全周する。幅20

cm前後、深さ 5~ 10cm程度で、ある。柱穴 :P-1~4 の 4 基が主柱穴と判断される。 P -5・6は出入り口

施設に関連するものと想定される。炉跡:北西側に位置する。地床炉で、平面形は不整円形、規模50cmx 45 

cm、深さ 8cn日。底面には被熱痕が認められた。遺構埋没状態:ローム粒・白色軽石粒 .yp等を含む黒褐色

~暗褐色土が自然埋没するものと思われる。遺物出土状態:埋没土中から多量の土器片・石器類が出土して

いる。時期:前期黒浜~諸磯a式期。

遺物・深鉢 2点、土器片1.902点(黒浜・有尾式1.505点、諸磯旦式391，点、不明その他 8点)、石器(磨石・

凹石23、砥石 3 、磨製石斧 1 、スクレイパ~4 、石匙 4 、石鉱 2 、剥片その他63点)を確認している。黒曜

石総重量1l0.6go土器片岡は生焼けの状態で、あった。掲載遺物、土器36点、石器18点。

82号住居跡(遺構:第191図、 PL28/遺物:第336図、 PL90、観察表P582) 

位置:Dg-55グリッド。北西側は調査区外。検出状態:北西側に諸磯a式期と想定される442号土坑が重複

する。平面形態:全容は不明であるが、長方形基調と思われる。規模:不明。南北方向は5.2m前後と推定

される。床面積:不明。残存深度・ 18cm。長軸方位:不明であるが、西側壁面はN-2
0 -W前後を指向す

る。床面の状態.多少の凹凸・起伏はあるが、全体的にほぼ平坦である。壁面の状態:残存部分が少なく、

明確で、はない。壁周溝:検出されなかった。柱穴:数基のピットが存在するが、主柱穴は把握できなかった。

炉跡:検出されなかった。遺構埋没状態:ローム粒・白色軽石粒 .yp等を含む黒褐色~暗褐色土が自然埋

没するものと思われる。遺物出土状態:埋没土中から少量の遺物が出土している。時期:前期黒浜~諸磯b

式期の土器がみられるが、主体となる諸磯a式期に想定しておく。

遺物・土器片182点(黒浜・有尾式56点、諸磯a式99点、諸磯 b式19点、不明 8点)、石器(磨石 2、剥片そ

の他国点)を確認している。黒曜石総重量26.4g。掲載遺物、土器 7点。

83号住居跡(遺構・第193~195図、 P L28~31/遺物.第337~346図、 P L91~95、観察表 P582)

位置:Dh -54グリッド。横出状態.本住居跡を含めて 6軒の住居跡が重複するものと想定され、煩雑な状

態にある。各遺構の状態や出土遺物・土層観察等により、古いものから84号→89号→90号→88号→94号→83

号住居跡の順に構築されたものと判断し、本住居跡を最も新しい時期の遺構と想定した。遺構変遷想定図を

第195図に示しである。また、本住居跡の上部には諸磯 c式期と想定される 4号集石が構築されていた。そ

のほか、諸磯 b式期と想定される459号土坑が北西隅付近に位置するようであるが、同士坑の詳細は不明で

ある。平面形態.隅丸方形O 規模:5.26m x 5.04mo床面積:推定25.1ぱ。残存深度:65cm。長軸方位 :N

21
0 -W。床面の状態・凹凸・起伏がみられる。壁画の状態-重複の影響で不鮮明な部分が多いが、遺存状

態良好な部分では75
0

前後の勾配で立ち上がる。壁周溝:南側で確認され、他の部分にも存在するようであ

るが、明瞭な状態ではない。柱穴:多数のピットが存在するが、主柱穴は把握できなかった。なお、北側に

は壁柱穴列が存在する。炉跡:南西隅付近に平面円形の穴があり、埋没土中や北西側に焼土の分布がみられ

たことから炉跡と判断した。規模は83cl11x 82cm、深さ41cm。位置や深さから疑問も残る。遺構埋没状態.黒褐
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色基調の土が埋没していた。遺物出土状態.大量の土器・石器類が出土している。重複する遺構からの紛れ

込み遺物も多い。また、埋没土中から琉E白玉が検出されている。備考:本住居跡からは少量の炭化材が検出

されており、樹種同定の結果、「オニグルミ jという分析結果を得ている(別途刊行の『自然科学分析編』

参照)。時期:前期諸磯b式期。

遺物:深鉢約10点、浅鉢 6点、ミニチュア土器・子担土器 4点、土器片7.504点(黒浜・有尾式1，458点、諸

磯 a式3.755点、諸磯b式1.959点、諸磯 c式203点、北白川 F層式 6点、その他不明123点)、石器(琉泊玉 1、

石皿 3、磨石・凹石52、棒状際 1、砥石11、磨製石斧 4、打製石斧13、スクレイパー 5、石匙 9、石錐 2、

模形石器 2、石鎌10、剥片その他913点)を確認している。黒曜石総重量l.719.2goある程度器形復元できた

土器が多く、諸磯b式期の良好な資料が得られているc また、 (14)などのように北白川下層式系の土器にも好

資料がある。琉泊玉(叫は発掘調査時には粉々に近い状態であったが、ある程度にまで復元することができた。

垂飾等の装飾品と思われ、非常に丁寧な整形で均整のとれた形状である。掲載遺物、土器60点、石器34点。

84号住居跡(遺構.第193~195図、 P L28・29/遺物:第347図、 PL96、観察表P584) 

位置:Di-54グリッド。検出状態:83号住居跡参照。 89号及び88号住居跡に切られる状態にある。また、時

期不明の 462号・ 465号土坑が重複する。平面形態・全容は不明であるが、方形基調と推定される。規

模:ー x6.l5mo床面積:不明。残存深度・ 20cm。長軸方位:推定N-20
0

-W。床面の状態:多少の凹凸・

起伏がみられる。壁面の状態:残存部分が少なく、不明確。壁周溝:ほほ全周するものと推定される。南側は

不鮮明ながら 3重に確認されており、少なくとも 2回の拡張が行われたものと思われる。柱穴・重複・拡張

等の影響で明確ではないが、 P-1・2を最終拡張段階での主柱穴の一部と判断した。 P-3・4は出入り

口施設に関連するものと思われ、 P-3は南壁から溝状にのびている。なお、同様な溝状の掘り込みは内側

の壁周溝にも認められる。炉跡:検出されなかった。遺構埋没状態:黒褐色基調の土が埋没していた。遺物

出土状態:埋没土中から土器片・石器類が散在するような状態で出土している。時期:前期黒浜・有尾式期。

遺物:土器片436点、石器(打製石斧 1、スクレイパー 1、磨石 1、砥石 1、石匙 2、剥片その他46点)を

確認している。黒曜石総重量61.4g。掲載遺物、土器 7点、石器 3点。

85号住居跡(遺構:第192図、 PL30/遺物.第348図、 PL98・99、観察表P584)

位置:Dg-54グリッド。検出状態:北東に位置する93号住居跡を除き、本住居跡を含めて 4軒の住居跡が

重複するものと判断した。ただ、 91号住居跡としたものは南西隅付近の本住居跡壁周溝と86号住居跡壁周溝

聞に位置する壁周溝の部分で、本住居跡の拡張前の状態である可能性がある。これらの住居跡は土層観察や

出土遺物により、古いものから85号→86号→87号住居跡の順に構築されたものと判断される。本住居跡、は86

号 .87号住居跡に大半を切られる状態にある。平面形態.隅丸長方形と想定される。規模:5.80m x 4.70m。

床面積:推定27.3m2o残存深度:55cm。長軸方位:N -68
0 

-Wo床面の状態:大半を86号.87号住居跡に切

られる状態にあるが、残存部分においてはほぼ平坦な状態である O 壁面の状態:70
0

前後の勾配で立ち上が

る。壁周溝.重複の影響で不明瞭な部分もあるが、ほほ全周していたものと想定される。先述したように91

号住居跡とした壁周溝部分は本住居跡の拡張前のものと想定される。柱穴:明確ではないが、規模や位置関

係から P-1~4 の 4 基を本住居跡の主柱穴と判断した。また、明瞭な状態ではないが、南東壁から溝状にの

びる掘り込みが対の状態、で存在するようであり、同部分が出入り口部と想定される。炉跡:確認できなかっ

た。遺構埋没状態:A-A'の9・10層が本住居跡の埋没土と考えられ、ローム粒・ yp.白色軽石粒等を
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含む黒褐色土が埋没していた。遺物出土状態・当初86号住居跡部分の遺物も本住居跡出土遺物として取り上

げているため、帰属を誤認している遺物が多く含まれている。時期:前期黒浜・有尾式期。

遺物:土器片1，227点、石器(磨石・凹石10、打製石斧 3、スクレイパー 2、石匙 1、石鍛 2、敵石 3、剥片その

他104点)。黒曜石総重量170，7go(1功のように関山式土器も混在していた。掲載遺物、土器14点、石器7点。

86号住居跡(遺構・第192図、 PL30/遺物:第349図、 PL99、観察表P584)

位置:Dg-54グリッド。検出状態:85号住居跡参照。 85号住居跡を切り、 87号住居跡に切られる状態にあ

る。平面形態:全容は不明であるが、隅丸長方形と推定される。規模:推定4.60mx 4.l0mo床面積:不明。

残存深度・ 60cmo長軸方位 :N -10
0

← E 。床面の状態:全体的にほぼ平坦で、ある。壁画の状態:重複の影

響で明確に確認できなかった。壁周溝 :87号住居跡と重複する部分では確認できなかったが、本来は全周し

ていたものと推定される。柱穴:重複の影響もあり明確ではないが、 P-5~8 の 4 基を本住居跡の主柱穴

と判断した。また、壁周溝内に小ピット数基がみられる。炉跡:確認できなかった。遺構埋没状態 :A

A' の 6~8 層が本住居跡の埋没土と考えられ、ローム粒 .yp. 白色軽石粒等を含む黒褐色土が埋没して

いた。遺物出土状態:床面付近の遺物のみを本住居跡出土遺物として取り上げたため、量的に少ない状態に

ある。時期:前期黒浜・有尾式期と想定される。

遺物:土器片83点、石器(磨石・凹石 7、スクレイパー 1、融石 2、砥石 1、剥片その他 6点)を確認して

いる。黒曜石は検出されていなし、。掲載遺物、土器4点、石器 3点。

87号住居跡(遺構:第192園、 PL30・31/遺物・第350図、 PL99、観察表P584) 

位置:Dg-54グリッド。検出状態・ 85号住居跡参照。 85号 .86号住居跡を切る状態にある。また、床面付

近及び埋没土中から多量の炭化材が検出されている。平面形態.円形に近い隅丸方形。規模:4.05m x 3.95 

mo床面積:14.9m'。残存深度:25clJ1o 85号住居跡の東側確認面からは85ClJ1。長軸方位:N -390 

- E 。床面

の状態:多少の凹凸がみられる。また、地山被熱痕が随所に確認され、先述したように炭化材も多量に検出

されていることから本住居跡は火災を受けた可能性がある。壁面の状態:遺存状態良好な部分では80
0

前後

の勾配で立ち上がる。壁周溝.不明瞭な部分もあるが、全周するものと想定される。柱穴:重複の影響もあ

り明確ではないが、 P-9 ~12の 4 基を本住居跡の主柱穴と判段した。また、北西から南西にかけての壁際

には小ピットが多数検出されている。炉跡.中央西寄りに位置。本来は85号・ 86号住居跡の柱穴P-1・5

を切る状態にあるものと想定される。平面形は不整桔円形で、規模64ClJ1X 44clJ1、深さ 9ClJ1で、ある。炉跡埋没

土中からは微量の焼土・炭化材が検出されている。遺構埋没状態:A-A' の 1~ 5層が本住居跡の埋没土

と考えられ、ローム粒 .yp.白色軽石粒や炭化粒・材を含む暗褐色~黒褐色土が埋没していた。遺物出土

状態・中央南側から埋設土器(1)が検出されている。径28ClJ1・深さ19C1J1ほどの平面円形の掘り方内に深鉢の上

半部を埋設したものである。埋設土器炉の可能性も考えられるが、内部からは焼土・炭化材等は検出されて

いない。また、南西隅付近からは深鉢(2)が出土している。そのほか、埋没土中から土器片・石器類が散在す

るような状態で出土している。なお、先述したように本住居跡からは多量の炭化材が検出されているが、こ

れらは樹種同定の結果、「クリ」という分析結果が得られている(別途刊行の『自然科学分析編』参照)。時

期:埋設土器から前期諸磯a式期と想定される。

遺物・深鉢 2点、土器片337点(黒浜・有尾式255点、諸磯 a式182点、その他 1点)、石器(磨石・凹石11、

石匙 1、石皿 1、打製石斧 1、砥石 1、剥片その他30点)。黒曜石総重量30.5go掲載遺物、土器 7点、石器3点。
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88号住居跡(遺構・第193~195図、 P L28~30/遺物:第351図、 P L96、観察表P585) 

位置・ Di-54グリッド。検出状態:83号住居跡参照。 84号 .89号・ 90号住居跡、を切り、 94号住居跡及び83号

住居跡に切られる状態、にある。また、時期不明の462号土坑が重複する。 94号住居跡南側壁面と90号住居跡

の南側壁面の聞には貼り床が確認されているが、これは、本住居跡構築時に90号住居跡範囲に貼り床を施し、

94号住居跡構築時に同住居跡部分が壊された結果と推定される。なお、この貼り床は黄褐色のローム士を中

心とした土を充填したもので、上面は非常に硬くしまっていた。平面形態.隅丸長方形。規模:推定8.50

m X7.30m。床面積:不明。残存深度:20cl1lo長軸方位:N -23
0 

- W。床面の状態・残存する床面が少なく

明確な状態ではないが、先述のように90号住居跡との重複部分には貼り床が施されていた。壁画の状態:明

確に把握できなかった。壁周溝・重複のため確認できない部分もあるが、全周するものと思われる。 2~3

重に存在するようであり、拡張が行われた可能性がある。柱穴:多数のピットが存在するが、主柱穴は不明

である。また、壁周溝内にも部分的にピットが存在する。炉跡・検出されなかった。遺構埋没状態・黒褐色

基調の土が埋没していた。遺物出土状態・土器片・石器類が埋没土中に散乱するような状態であった。備

考:本住居跡からは少量の炭化材が検出されており、樹種同定の結果、「クリ」という分析結果を得ている

(別途刊行の『自然科学分析編』参照)。時期:前期黒浜・有尾~諸磯 a式期。

遺物:土器片853点(黒浜・有尾式 467点、諸機a式382点、不明 4点)、石器(磨石・凹石11、際器 1、スク

レイパー 2、石匙 2、石撮 2、石皿 3、剥片その他147点)0黒曜石総重量222.8g。掲載遺物、土器 4点、石器 8点。

89号住居跡(遺構・第193~195図、 P L28~30/遺物:第352 ・ 353図、 P L96、観察表P585) 

位置:Di-54グリッド。検出状態:83号住居跡参照。 84号住居跡を切り、 90号住居跡に切られ、その後さら

に88号住居跡にも切られる状態にある。南側の一部と南西側壁周溝部分が残存するのみで、詳細は不明であ

る。なお、北西側は床面の状態から破線部分までを遺構範囲と推定した。平面形態:不明であるが、長方形

基調と推定される。規模:推定7.90mx一。床面積:不明。残存深度 5Cl1l程度O 長軸方位:不明。南西壁

面はN-39
0

-Wを指向する。床面の状態・残存部分が少ないが、やや凹凸・起伏がみられる。壁画の状

態:残存部分が少なく、明確でない。壁周溝:残存部分において全周するO 遺構推定範囲の破線部分には壁

周溝は明瞭に確認できなかった。柱穴:主柱穴は不明であるが、壁一周溝内に壁柱穴列が確認されている。炉

跡:検出されなかった。遺構埋没状態・黒褐色基調の土が埋没していた。遺物出土状態・遺構範囲内から土

器片・石器類が散在するような状態で出土している。時期:前期黒浜・有尾式期。

遺物:土器片444点、石器(石匙 1、石錐 1、石綴 1、磨石・蔽石 8、剥片その他29点)を維認している。

黒曜石総重量81.2g。掲載遺物、土器 7点、石器4点。

90号住居跡(遺構:第193~195図、 P L28~30/遺物.第354図、 P L97、観察表P585) 

位置:Di-54グリッド。検出状態:83号住居跡参照。 89号住居跡を切り、 88号住居跡及び94号住居跡に切ら

れる状態にあるものと想定される。平面形態 隅丸長方形。規模:9.30m x 6.25mと想定され、大形の住居

跡である。床面積:推定57.0m"o残存深度:18cl1l。長軸方位:N -22
0

- W。床面の状態.大半が重複により

壊されているが、残存する南側部分は比較的平坦な状態であった。南東隅部にピットに切られるような状態

で焼土の分布がみられたが、その性格については把握できなかった。壁面の状態.残存部分が少なく、明確

でない。壁周溝:全周する。不整然とした状態であまり明瞭で、はないが、 2重に存在するようであり、拡張

が行われた可能性がある。柱穴 ヒット数基が残存するが、主柱穴は不明である。炉跡.検出されなかった。

丹
《
U

1
ょっμ



遺構埋没状態:黒褐色基調の土が埋没していた。遺物出土状態・本住居跡の残存部分から土器片・石器類が

散在するような状態で出土している。時期:前期黒浜・有尾~諸磯 a式期。

遺物:土器片531点(黒浜・有尾式122点、諸磯 a式317点、不明その他92点)、石器(磨石・凹石 4、磨製石斧

1、スクレイパー 1、石匙 1、石撤 1、剥片その他75点)。黒曜石総重量128.9g。掲載遺物、土器 5点、石器 5点。

91号住居跡(遺構:第192図、 pL30) 

位置:Dg-54グリッド。検出状態・ 85号住居跡参照。 85号住居跡南西側壁周溝と86号住居跡壁周溝間に存

在する壁周溝部分を本住居跡と判断したが、先述したようにお号住居跡の拡張前のものである可能性がある。

いずれにしても、検出範囲はごくわずかであり、詳細は不明である。遺物出土状態:本住居跡想定部分から

黒浜・有尾式期の土器片・石器類がわずかに出土している程度である。

遺物:土器片 7点、石器(磨石 1、剥片 1点)。黒曜石は検出されていない。掲載遺物 O点。

92号住居跡(遺構:第196図、 PL31/遺物・第355図、 PL99、観察表P585) 

位置:Di-57グリッド。北東側は調査区外。検出状態.壁周溝と思われる溝 2条やピットが存在することか

ら住居跡と判断したが、遺存状態が悪く不明瞭な部分が多い。黒浜・有尾式期と想定される463号士坑に切

られるようである。平面形態:不明。規模・床面積:不明。残存深度:20cm。長軸方位:不明。床面の状

態:凹凸・起伏がみられる。壁周溝.先述したように 2条が存在するようであるが、あまり明瞭な状態では

ない。柱穴:ピット数基が存在するが、主柱穴等の詳細は不明である。炉跡.検出されなかった。遺構埋没

状態・ローム粒・白色軽石粒 .yp等を含む黒褐色~暗褐色土が埋没する。遺物出土状態:P -1から磨石

等が集中して出土しているほか、埋没土中から土器片少量が出土している。時期:前期黒浜・有尾式。

遺物・土器片24点、石器(磨石・凹石 5、その他 8点)。黒曜石総重量1.7g。掲載遺物、土器 2点、石器 1点。

93号住居跡(遺構.第197図、 PL31/遺物・第355図、 PL99、観察表P585) 

位置:Dg-54グリッド。北側は調査区外。検出状態・壁周溝と思われる溝やピットが存在することなどか

ら住居跡と判断したが、 J畳乱を受けるなど遣存状態が悪く、不明瞭な部分が多い。南西側に85号 .86号 .87

号住居跡が位置し、本住居跡の掘り込みが浅いことから図上ではこれらに切られる状態になっているが、 85

号・ 86号住居跡よりは本住居跡の方が新しいと想定される。また、黒j兵・有尾式期と想定される358号士坑

や時期不明の464号土坑が重複し、本来は358号土坑を切る状態にあるものと思われるが、新旧関係を誤認し

土坑を先行して調査してしまった。平面形態・不明。規模・床面積:不明。残存深度:壁面の立ち上がりは

確認できなかったが、遺構範囲内に18cmほどの厚さで埋没土が認められた。床面の状態.凹凸・起伏がある。

壁面の状態.不明。壁周溝:南側で確認されているが、あまり明瞭な状態ではない。柱穴:数基のピットが

存在し、 P-l~4 基は規模的に主柱穴の可能性もあるが、住居プランが不明瞭であり、断定できない。炉

跡:確認できなかった。遺構埋没状態・ローム粒・ yp.白色軽石粒等を含む黒褐色・暗褐色土が埋没して

いた。遺物出土状態:遺構範囲内から少量の遺物が出土している。時期:前期諸磯a式期に想定しておく。

遺物:土器片21点、石器(剥片 1点)を確認している。黒曜石は検出されていない。掲載遺物、土器 2点。

94号住居跡(遺構:第193~195図、 P L28~30/遺物:第356~358図、 P L97・98、観察表P585) 

位置:Dh -54グリッド。検出状態:83号住居跡参照。 90号住居跡及び88号住居跡を切り、 83号住居跡に切ら
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れる状態にある。 88号住居跡構築時に施されたと推定される貼り床を、本住居跡が壊しているものと想定さ

れる。また、床面の大半は83号住居跡との重複により壊されている。平面形態:重複により全容は不明であ

るが、隅丸方形もしくは台形に近い形態、と推定される。規模:推定6.20mx 6.15mo床面積:不明。残存深

度:30cmo長軸方位・推定N-20
0

-W。床面の状態:83号住居跡との重複により大半が壊されているため、

明瞭な状態ではない。壁面の状態.明確に把握できなかった。壁周溝.重複により不明瞭な部分が多いが、

全周していたものと推定される。柱穴:数基のピットが残存するが、主柱穴は不明である。炉跡.検出され

なかった。遺構埋没状態:黒掲色基調の土が埋没していた。遺物出土状態:本住居跡の残存部分から少量の

土器片・石器類を検出している。時期:前期諸磯a式期と想定される。

遺物:土器片71点(黒浜・有尾式11点、諸磯a式57点、北白川下層式 2点、諸磯b式 1点)、土製円板 1点、

石器(畝石 2、石皿 1、磨石 6、剥片その他 3点)を確認している。黒曜石総重量1.5go諸磯b式土器は本

来は重複する83号住居跡に帰属する遺物と考えられる。土器片岡・(ぉ)は色調灰黄褐色を呈する薄手のもので、

北白川下層式系と判断した。掲載遺物、土器34点、石器 2点。

95号住居跡(遺構・第182・188図、 PL31) 

位置:Dj-56グリッド。検出状態・ 74号住居跡参照。 76号住居跡に北西側を切られる状態にある。また、五

領ヶ台式期と想定される449号土坑、諸磯a式期と想定される426号土坑、時期不明の427号土坑が重複する。

北側には撹乱溝がある。平面形態・不明であるが、長方形基調と推定される。規模・ー x5.30mo床面積:

不明。残存深度:14cm。長軸方位・推定N-30
0 

- E 。床面の状態:やや凹凸・起伏がみられる。壁面の状

態・残存部分が少なく、明確でない。壁周溝:検出きれなかった。柱穴.大小のピットが存在するが、主柱

穴は把握できなかった。炉跡・確認できなかった。遺構埋没状態:黒掲色基調の土が埋没していた。遺物出

土状態:土器片 1点が出土したのみである。時期:出土遺物がほとんどなく明確ではないが、重複関係等か

ら前期黒浜・有尾式期の可能性を考えておきたい。

遺物:掲載遺物 0点。
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1 黒褐色上 ローム杭 内色位石粒 ypをやや多く

含む。粘t生あり、しまり強い。

2 黒褐色土 ローム粒 白色搾石位。 ypを留に、民

化立世~bl:含む。色調 l 肘よりやや明るい。

枯性あり、しまり強いe

3 : .rr-褐色 l ロ←ム粒 白色軽石杭を濃密に yp少

'''-、炭化枝問i~ 合む。枯性ゃゃあり、し
まり強い。

4 黒褐色仁ロ ム1立 白色軽石村 yp 徒化位少

l止古む。枯性あまりなく、しまり強し、

5 黒褐色土ロ ム粒内色軽石粒 YP隙.!l!.合む。

枯性やゃあり、しまりやや強い。

6 弔問色 i ローム粒 白色位打粒 YP少日、ロー

ムフロック微日吉む。粘性あり、しまり

強いe

7 黒褐色土 ロ ム杭白色軽五位臨むA青む。拍性あ

り、しまり強い。

8 : w:褐色土 ロ ムフロック少乱、ローム粒白色軽

石n倣!li:古む。柚性あり、しまり強い。

5
8
2的

凶

9 黒褐色 i ロ←ム粒 白色軽石粒 炭化t~:微旦古む。

粘性やゃあり、しまり強い。

10 黒渇色土ロ ム杭 白色軽石粒i担比合む。粘性あ

り、しまり E車い。
11 黒褐色 t ロ ム杭 白色程イ日位微日青む。粘性あ

り、 しまり E主し、。
12 弔問色土ロ ム粒向色蛙石粒 YP少日常む J

1，¥.rJあり、しま')強い。

目黒褐色，1- ローム位 白色特イ;1<，Y PI虹日t合む。
相性あり、しまり強いョ

14 町褐色土 ローム料をやや多く合む。粘性あまりな

ししまりやや強い。

15 黒褐色士 ローム粒 白色軽イl1:tL'Y P 炭化粒微

世古むD 粘性あまりなく、しまりやや匹、

~ \~ 

16 黒褐色 i二 ローム泣 白色軽石粒 .yp合目、ロ

ムフロック 炭化杭i世世含む。枯性あり、

しまりやや強い。

17 黒褐色土 ローム位 向色軽石粒微'1'.含む。粘性あ

り、しま I)I;，ぃ。

18 日出褐色，- ローム粒多託、白色軽石粒 YP微日l合

む。 tl!i性あり、しまり強C'.

19 黒褐色土 ローム杭 Il色軽石杭 YP少'lt古むの

粘性あり、しまり強い。

20 附褐色土 ローム 1，多 :_~k含む。粘性あまりなく、 L

まり強いわ

21:.1J:I，褐色 i ローム位 白色怪石粧微'J1.含む。粘性あ

1)、しまり強しも。

。 2m 
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I 黒褐色土 A怪石多[占合む。排作土。

H 里色土 A軽石少日含む。粘性 しまりあまりな
し、o

E 黒褐色土 ローム杭微;lt含む。 1，¥性ゃゃあり、しま

りあまりない。

1 黒褐色土 色調 I-IVより明るい。ロ ム杭 yp 

少註古む。品目性あり、しまりやや強い。

Z 里褐色 j 色調 1よりやや明るしも。ロ ム粒 yp  

をやや多く含むp 枯性あり、しまり強い。

3 '1暗褐色土ロ ム粒フロック yp多吐含む。枯

'l'tあり、しまり 1ドl古に強い。

4 黒褐色土 ローム杭 白色悦石粒少1t古む。粘性

しまりある。

5 陥褐色 i ローム位多止に含む。粘性やや強〈、 L
まりやゃある。

6 :Ug.尚色土 ロームH多i;::に合む。枯位やや強く、 L

まり強い。
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1 里 1&色上 ローム杭 白色肢をごく少吐、炭化粒

焼土粒{駐日含む。粘性 しまりある。

2 町H~ 色土 1府に似るがローム粒 白色粒の混入や

や多い。粘性 しまりある。

3 黒侶色 i一 色調 2府よりやや明るし、。ローム位

白色粒少-l，}合む。粘性あまりなく、し

まりやや強い。

4 陥褐色上 ロ←ム杭をやや多く古む。的性 しまり

ある。

5 陥商色 f ロームフロ yクをやや多く、炭化粒微世

吉む~ H，~q乙である。枯性やや強く、しま

りある。

6 黒褐色土 ロ ム栓少 'H青む。色調 2府に問るn 枯

性 しまり強い。
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1 早急褐色士

ローム粒少罰含む。粘性やゃあり、しま

りある。

2 ":r，褐色土

色調 1府より暗い。ローム粒少日吉む。

枯性やゃあり、しまりある。

3 黒褐色土

ロ ムフロックを含む。 yp少日吉む。

粘性わすかにあり、しまりやや強い。

4 . I暗褐色 l

ロ ム粒をやや多く含む。粘性 しまり

ある。

5 黒褐色土

ロームフロアクをやや多く含む。粘性

しまりやや強い。
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弘、、 1 :，rr-，褐色 j ローム柱少日吉む。枯性やゃあり、しま
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75号住居
1 :，f)!，褐色 i ローム杭 白色軽石粧 ypを少'1>_含む。

しまりやや強く、粘性がある。

2 黒褐色土 ローム粒 白色軽七"，.y pを開Ujl含む。
しまりやや強く、枯性がある。

3 黒褐色土 ローム杭 肉色怪石粧を少i止、 ypを微

日合む。しまり強い。粘性あまりない。

4 黒侶色土 ローム位 白色怪石粒を少位、 ypを微

~ß..含む。 しまり強くう枯性がある。

5 陪褐色土 ロ ム村をやや多く、 yp 白色軽石粒

を微日吉むο しまり 1，¥性やや強い。 。

第183図 74号・ 75号・ 76号住居跡、 328号・ 449号土坑②
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328号土坑
斗

2 74号・ 76号住居跡

l 黒間色上 ローム粒 白色軽石粧微日含む。 粘性あ

り、しまりヤや強い。

2 :n吉褐色土 ローム柱 フロック少11¥含む。粘性あり、

しまりやや強い。

1 黒褐色上 ロ←ム位 白色転石杭 ypを少日含む。

しまりやや強〈、粘性がある。

2 里筒色土 ローム粒 白色軽石 1:~' y pを微t1i:古む。
しまりやや強く、粘性かある。

3 黒褐色土 ローム粒 フロ y ク (φ-20mm)・白色軽

石粒を少i丘含む。しまりやや強い。

4 :U[H司色J'. ローム粒 フロック (φ-40mm)をやや

多く合む。しまり強く、枯性がある。

5' .W尚色 t ロ ム粒 yp 臼色軽石粒をi世日古む。

しまり強い。枯性あまりない。

6 :，l草稿色土 ロ ム粒を歩i託、 ypを微世合む。 しま

り強く、拍性ゃゃある。
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1 黒褐色j ローム粒 白色軽石 *~Î:- y p微雨含む。

枯性やゃあり、しまりある。

2 黒褐色土ローム位白色怪石粒 yp少E含む。

品性やゃあり、しまりやや強い。

3 ni¥褐邑土 ローム 1:~ 多E古む。柚性やゃあり、しま
り強い。

4 黒褐色上色調 2層に似る。 2回よりやヤ多く yp
を青む。粘性あり、しまり強い。

5 黒褐色土ロ ム粒ー白色怪石粒ロ ムフロック

微立、 yp少-ra含む。粘性あり、しまり

強い。

6 : .IJJ褐 色 土 ロ ム 粒 フ ロ アク 白色軽石投 yp
うか日吉む。柏性あり、しまりやや強い。

7 :nlH白色 l ロ ム粒フロ yク yp 白色軽石拍

間g'，:含む。枯性あり、しまり強い。

8 暗褐色土 ローム粒をやや多く、ロームフロック少

日、 yp，白色軽石粒微11:含む。枯性あ

り、しまり強い。

9 暗褐色土 ロ ム粧フロック多量含む。粘性やや

強く、しまり強い。

10 黒褐色土 ロームN フロ yク 肉色軽石粒 yp 
少i止含む。粘性あり、しまりやや強いc

11 暗褐色土 ローム粒 フロック少冊、 yp 白色軒

石粒微i止含む。杭性あり、しまり強い。

12.mJ伺色 k ローム位 ブロック少E、yp微世含む

I占性あり、しまり強い。

13 黒褐色土 ロ ムl!，'yp 白色怪石位微E合む。

粘性やゃあり、しまりある。

14 黒褐色土ロ ム粧をやや多く、 yp微量含む。粘

性あり、しまりやや強い。

A刈川川1引-~I ι¥人 7吃空雪??|F戸住儲一居

旦 σ互がよ/G信~工?」-4jv

Om~ V"~'~VU~二三子

78号住居跡炉跡

E 

1 陪褐色土ロ←ム粒白色軽石柱焼土少笠宮む。

粘性あり、しまり強い。

2 'U百褐色土ローム粒フロック 焼土少世古む。枯

性あまりなく、しまり強い。

3 赤褐色 i 焼土フロ yク

I 黒褐色上ロ←ム粒フロック焼上舵化材少申

含む。粘性あり、しまりやや強いD

2 晴褐色1: ローム粒をやや多く、焼土少量含む。判l

性あり、しまりやや強い。
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1 里褐色 l ロ←ム自立。フロック yp 白色申宝石f立
少ll!.合む。粘性あまりなししまり強い。

2 :n百f白色土 ロ ム杭をやや多く、 yp 白色軽五杭

少註含む;0'Wi性やゃあり、しまり強い。
。 2m 
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I 表 i排作土

1 黒褐色土ロ ム粒白色粍ゐ粒 yp少日吉むc

枯性あまりなく、しまり強い。

2 :si1褐色土 ローム杭 フロック少託、 yp.白色軽

石，N:微日吉む。粘性やゃあり、しまり強
し、月

3 : n;; l~ 色 i ローム粧をやや多く、白色軽石位微主i合
む。枯性あり、しまりやや強い。
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第 3節 クッキー状炭化物

6号・ 7号・ 8号・ 10号住居跡及び12号・ 243号 .324号土坑からクッキー状炭化物が出土している。これ

らの遺構はいずれも前期諸磯 c式期と想定される。クッキー状炭化物の総数は70点以上にのぼると推定され、

64点を図化することができた。計測値等は表15に一覧しであるが、各遺構からの小片・砕片を含めた総重量

は667.5gにのぼる。形状はおおむね肩平な円形もしくは楕円形を呈し、中央部に指頭大の凹みを有するもの

が多い。完存状態にあるものは、 7号住居跡(7)・側、 243号土坑(11)・側、 324号土坑闘の 5点のみであるが、

その内、最大のものは243号土坑凶で長さ4.5cm.重さ1l.3g、最小のものは 7号住居跡聞で長さ3.0cm・重さ

3.9gで、あり、ややぱらつきがみられる。なお、遺物番号は土器・石器等からの連番である。

これらのクッキー状炭化物、伴出土器及び7号住居跡で検出された焼土については残存脂肪酸分析を行っ

ている。分析結果の詳細については別途刊行の『自然科学分析編』に掲載されるが、クッキー状炭化物につ

いては「ニホンジカ、イノシシのような動物、モズのような野鳥やウズラ卵のような野鳥の卵に類似した脂

肪が残存している」との指摘がなされている。また、 324号土坑出土の土器(11)内には「ニホンジカ、イノシ

シのような動物の脂肪が付着していた可能性がある」とされ、 7号住居跡で検出された焼土については「イ

ヌ、タヌキのような動物、キジ、モズ、ツグミのような野鳥やウズラ卵のような野鳥の卵の脂肪が残存し、

ニホンジカ、イノシシのような動物の脂肪も若干存在していた可能性があるJとのことであった。

以下に各遺構ごとにクッキー状炭化物の出土状態をまとめるが、遺構の検出状態や規模等については、住

居跡は第 2節に記載しであり、土坑については第 4節に記載することにする。

6号住居跡 (p183/クッキー状炭化物:第363図、 PL 134) 

形状が把握できるもの 3点は埋没土下層から出土している。クッキー状炭化物総重量20.9go

7号住居跡 (p184/クッキー状炭化物.第363・364図、 PL 134) 

形状の把握できるものが13点みられ、西壁際中央付近に集中する。同部分には焼土の分布が認められ、こ

の焼土については先述したように残存脂肪酸分析を実施している。クッキー状炭化物総重量72.6go

8号住居跡 (p184) 

北西側大半が調査区外で、埋没土中から砕片が検出されたのみである。クッキー状炭化物総重量0.3go

10号住居跡 (p185/クッキー状炭化物・第364図、 PL 134) 

出土状態は明確に把握できなかったが、埋没土中から形状が把握できるもの 3点が出土している。クッキ

ー状炭化物総重量21.8go

12号土坑(表16/クッキー状炭化物:第364図、 PL 134) 

埋没土中から 1点が検出されている。また、下層付近から炭化種子が出土しており、種子同定の結果、ア

ブラナ科アブラナ属という分析結果を得ている (W自然科学分析編.1)。クッキー状炭化物総重量6.6g。

243号土坑(表23/クッキー状炭化物:第364図、 PL 134) 

埋没土 2~3 層中に散在するような状態で多量に出土している。形状が把握できるものが12点あり、 (11) ・

闘は完形品で、附は本遺跡中で最大規模のものである。土器・石器類(第360図、 PL 132) も多く出土して

いる。クッキー状炭化物総重量237.9go

324号土坑(表26/クッキー状炭化物:第364・365図、 PL 134) 

埋没土中に散在するような状態で多量に出土している。形状が把握できるものが32点あり、倒は完形品で

ある。本土坑にはピットが存在し、小規模な住居跡の可能性もある。土器・石器類(第360~362 、 PL

132 . 133)も出土しており、 (6)のような獣面モチーフの耳状突起もみられる。クッキー状炭化物総重量307.4go
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表15 クッキ 状炭化物一覧表

遺構番号 NO. 残存 長さ×幅×厚さ 重さ 注記 遺構番号 NO. 残存 長さ X I幅×厚さ 重さ 注記

6号住居跡 3 1/3 ×ー x1.4cm 残 3.7g ク2 243号土坑 20 {フEτ11ノノ 4.5 x 3.8 x 1.4cm 1l.3g ク11

4 1/2 一 x-x 1.5cm 残 6.6g ク4 その他小片・砕片の総重量 159.9g

5 1/3 ×ー x1.4cm 残 3.2g ク1 324号土坑 20 7/8 4.5 x 4.1 x l.4cm 残 7.9g ク7

その他小片-砕片の総重量 7.4g 21 2/3 4.0 x -x 1.5cm 残 6.2g ク1

7号住居跡、 7 {フ己j叩lノ 3.8 x 3.4 x 1.3cm 8.5g 22 3/4 3.4 x -x 1.0cm 残 4.8g ク古

8 7/8 3.4 xー xl.2cm 残 5.1g ク2 23 1/2 3.7 xー x1.3cm 残 5.0g ク6

9 7/8 3.2 x 3.2 x 1.1 cm 残 5.0g ク6 24 2/3 3.4 x -x 1.3cm 残 4.2g ク20

10 7/8 3.3 x 2.9 x 1.1c阻 残 4.4g ク1 25 2/5 一 x-x 1.1cm 子主 3.0g ク5

11 2/3 3.3 x -x 1.3cm 残 7.2g 26 113 x -x 1.5cm 残 4.3g ク17

12 1/2 3.3 xー x1.0cm 残 3.0g 27 1/3 ×ー xl.4cm 残 4.2g ク3

13 2/3 3.2 x -x 1.0cm 残 2.2g 28 1/3 x -x 1.4cm 残 4.4g ク18

14 2/3 3.2 xー xl.2cm 残 3.2g 29 2/3 3.0 x -x l.2cm 残 3.4g

15 1/2 3.3 x -x 1.lcm 残 3.4g ク4 30 1/2 4.1 x -x 1.2cm チ''!t 5.9g 

16 4/5 3.1 xー x1.0cm 残 5.2g 31 1/3 x -x 1.4cm 残 4.9g

17 完形 3.0 x 2.9 x 1.0cm 3.9g 32 2/3 3.7 xー x1.2cm 残 6.5g

18 4/5 3.3 xー xl.2cm 残 4.4g ク3 33 {フ巳寸Jlノシ 3.4 x 3.5 x 1.1 cm 6.2g 

19 112 ×ー x1.3cm 残 3.8g ク5 34 113 ×ー x1.4α1 残 2.7g ク13

その他小片・砕片の総重量 13.3g 35 1/3 x -x 1.4cm 残 3.5g ク15

8号住居跡、 その他小片・砕片の総重量 0.3g 36 2/5 3.8 x -x 1.3cm 残 3.5g

10号住居跡 7 1/4 一×ー xl.4cm 残 2.7g 37 1/2 2.8 xー x1.lcm 残 2.0g

8 1/3 x -x 1.3cm F主 2.4g 38 113 x -x 1.4cm 残 3.1g

9 113 ×ー x1.4cm 残 2.6g 39 114 x -x 1.6cm 残 3.4g

その他小片・砕片の総重量 14.1g 40 1/2 3.4 x -x 1.3cm 残 3.0g

12号土坑 3 2/3 4.0 xー x1.7cm 残 6.6g 41 1/3 x -x 1.0cm 残 2.5g

243号土坑 9 7/8 3.4 x 3.5 x 1.lcm 残 5.8g ク2 42 1/4 x -x 1.2cm 残 2.2g

10 7/8 3.3 x 3.2 x 1.2α1 残 4.5g ク4 43 7/8 4.3 x 4.0 x 1.1 cm 残1O.8g ク4

11 完形 3.2 x 3.1 x l.2cm 5.5g ク12 44 1/2 3.1 x -x 1.1∞1 残 4.6g ク2

12 7/8 3.9 x 3.3 x 1.6cm 残 8.7g ク1 45 4/5 3.2 x 3.3 x 1.2cm 残 5.3g ク16

13 1/2 3.6 x -x 1.7cm 残 5.5g ク8 46 4/5 3.5 x 3.4 x 1.2cm 残 6.0g ク14

14 112 3.4 xー x1.3cm 残 4.6g ク10 47 2/3 x 3.5 x 1.2cm 残 6.1g ク12

15 2/5 一 x-x 1.5cm 残 3.8g ク6 48 4/5 3.8 x -x 1.2αn 残 6.9g ク19

16 1/2 3.7 xー x1.3cm 残 5.4g ク9 49 1/4 x -x 1.3cm 残 2.4g ク11

17 4/5 3.9 xー x1.6cm 残 9.0g ク3 50 1/4 x -x 1.0cm 残 3.3g ク10

18 1/2 一×ー x1.4cm 残 4.9g ク5 51 115 x -x 1.0cm 残1.7g ク8

19 1/3 ×ー x-cm 残 2.4g その他小片・砕片の総重量 163.5g
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3 暗褐色I ロ←ム粒 白色位炭化粒少南青む。枯

性ゃゃあり、しまりやや強い。
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第 4節土坑

東地区からは475基の土坑を確認している。各土坑の概要は表16~30に一覧した。なお、 26号土坑は欠番

である。時期的には、前期黒浜・有尾式期と想定されるもの71基(時期不明を除いた全体比率22.3%、以下

同じ)、同じく諸磯 a式期65基 (20.4%)、諸磯b式期27基 (8.5%)、諸磯 c式期45基 (14.1%)、十三菩提式

期 7基 (2.2%)、中期五領ヶ台式期92基 (28.8%)、中期中葉 3基 (0.9%)、加曽利E式期 9基 (2.8%)で、

住居跡は前期のものが大半であったのに比べて、中期初頭五領ヶ台式期の土坑が多い傾向が認められる。

先述したように12号 .243号.324号土坑からはクッキー状炭化物が出土している。 260号・ 264号・ 339号

土坑は集石土坑である。また、 380号.390号.461号・ 474号土坑は掘立柱建物跡の一部と判断した。諸磯b

式期と想定される203号土坑からは訣状耳飾りが出土しており、墓墳の可能性が考えられるが、その他の土

坑については性格について結論づけることができなかった。時期別の遺構番号は下記の通りである。

前期黒浜式期

2号・ 14号.20号・ 21号・ 23号 .28号・ 29号・ 45号・ 80号・ 81号・ 98号 103号'104号・ 111号・ 115号'128

号・131号・148号・164号.180号・183号・196号・198号・199号・213号.220号.221号'224号・226号'228号・237号.242

号・259号.263号・272号.291号.292号'293号・294号.299号・302号.305号・329号'337号・341号.347号・348号.351

号・355号.357号・358号.359号.361号.363号・364号'372号・400号・405号・431号'434号・435号.436号・445号.447

号.448号.452号・453号・454号.458号.463号・468号

前期諸磯a式期

1号・ 11号・ 13号・ 30号・ 52号・ 53号・ 56号・ 71号・ 72号・ 73号・ 78号・ 90号.91号・ 92号.97号・ 99

号.129号.132号'149号・152号・157号.182号.188号・200号'201号・204号.211号・215号.217号・222号.223号・225

号.229号.240号'247号・261号・271号・287号.309号・321号'322号・336号.338号・340号.343号・352号.353号・356

号.360号・362号.365号・367号.369号・373号.382号・384号.391号・393号・395号・398号.407号・426号.438号・442

号.455号

前期諸磯b式期

7号・ 22号 .42号・ 44号・ 70号・ 89号・123号・ 185号・202号・203号.232号.244号.260号・283号.297号.303

号・332号'339号・350号.376号・378号.379号・380号'389号・390号.428号・459号

前期諸磯c式期

6号・ 10号・ 12号・ 17号・ 27号・ 32号.34号・ 35号.36号・ 37号 .38号・ 40号・ 41号・ 43号・ 47号・ 48

号'51号・ 55号.75号・ 79号 .93号.108号.114号.125号'126号・127号.133号'135号.142号.184号.194号.233

号・243号.270号・278号.280号・310号.323号・324号.333号・349号.354号・374号'375号.429号

前期十三菩提式期

5号.82号・177号'181号.197号.320号.342号

中期五領ヶ台式期

9号.16号・ 18号・ 31号.39号・ 49号.50号・ 57号.58号・ 59号 .64号・ 65号・ 66号・ 67号・ 68号・ 74

号・77号・ 83号.84号・ 94号'107号・110号・112号・ 113号・120号'121号・ 130号・134号.144号.145号'146号・150

号・154号・155号・158号・160号・161号・168号・175号・178号・191号・192号・195号'206号.208号・210号・216号.234

号・246号.249号・253号.254号・255号・256号・257号.264号・266号.268号・273号'275号.276号'281号・284号.285

号・286号.288号・289号・295号・298号・301号・307号.311号・314号.316号・317号'331号.334号'381号・383号.401

号・402号.406号・409号.410号・412号'417号・425号.433号・441号.449号・470号'473号

q

、υ
口

δ
円
台
U



中期中葉

205号・207号・392号

中期加曽利 E式期

102号・ 122号・ 140号・ 151号・241号 .328号・330号 .371号・466号

表16 東地区土坑①

遺構番号 検出位置 形 態 規模 (m) 残存深度 おもな出土遺物/備考

1号土坑 Ed59 B-II 2.20 x 1.96 26cm 土器片303・剥片 7

2号土坑 Ed59 B -I 1.68 x 1.54 81cm 土器片258・スクレイパー 2

3号土坑 E丘59 B-Ill 1.32 x 0.80 27cm 剥片 2/ピット 2あり

4号土坑 Ea59 E-Ill 0.80x 0.70 33cm 

5号土坑 Ea59 B-II 1.65 x 1.35 34cm 土器片 2

6号土坑 Ea59 B -I 1.17 x 0.65 66cm 土器片 5・磨石 1・石匙 I

7号土坑 Ef56 不明 不 明 80cm 土器片 9

8号土坑 Ee53 E-Y 1.17 x 1.09 10cm /小ピットあり

9号土坑 Eb58 E -I 0.93 x 0.57 35cm 深鉢 1・石皿 l

10号土坑 Ea59 A-II 0.95 x 0.87 57cm 土器片 2.凹石 2

11号土坑 Ea59 B-II 0.50 x 0.40 70cm 土器片 3/ピット状

12号土坑 Ea59 B-II 2.27 x 1.98 75cm 土器片23・クッキー・炭化種子

13号土坑 Ea60 B-II 1.47 x 1.39 43cm 土器片 1

14号土坑 Eb59 B-Y 1.58 x 1.12 40cm i菜鉢 1/ピットあり

15号土坑 Ea56 A-I 0.50 x 0.46 52cm 

16号土坑 Eb59 A-N 0.85 x 0.80 70c血 深鉢 1.打製石斧 1・剥片 5、他

17号土坑 Eb59 A-II 0.87 x 0.82 30cm 土器片18・磨石 3

18号土坑 Eb59 B-Y 0.58 x 0.51 25cm 土器片159・剥片 7

19号土坑 Eb59 D-II 0.67 x 0.45 41cm /ピットあり

20号土坑 Eb60 B-II 1.15 x 63cm 土器片26・磨石 1

21号土坑 Eb60 E-II 1.31 x 1.07 63cm 土器片57・スクレイパー 1

22号土坑 E丘60 C-II 0.88 x 0.80 67cm 土器片 5.剥片 l

23号士坑 Ea59 不明 ← x 1.02 27cm 土器片 1/12土に切られる

24号土坑 Ea59 B-Ill 0.59 x 0.43 27cm 剥片 3

25号土坑 Ea60 B-II 一 x1.59 71cm /6 i主と重複

27号土坑 Ec59 B-II 0.80 x 0.67 70cm 土器片 8・スクレイパー l

28号土坑 Ed59 B-N 1.43 x 1.30 44cm 土器片36.敵石 1・磨石 l、他

-384一

遺構 遺物
時期

挿図 PL 挿図 PL 

諸磯 a 366 32 397 100 

黒浜 137 397 

不明 392 

不明 134 

十三菩提 366 397 100 

諸磯 c 366 397 100 

諸磯b 160 397 100 

不明 156 

五領ヶ台 366 32 397 100 

諸磯 c 366 43 360 132 

諸磯a 366 397 100 

諸磯 c 359 43 360 132 

諸磯 a 366 398 100 

黒 j兵 366 398 100 I 
不明 380 

五領ヶ台 366 32 398 101 

諸磯 c 366 398 100 

五領ヶ台 366 398 101 

不明 366 

黒 j兵 135 398 101 

黒浜 135 399 101 

諸磯b 367 399 101 

黒 j兵 359 

不明 392 

不明 143 

諸磯 c 367 399 101 

黒浜 137 399 101 



表17 東地区土坑②

遺構 遺物

遺構番号 検出位置 形 態 規模 (m) 残存深度 おもな出土遺物/備考 時期

挿図 PL 挿図 PL 

29号土坑 Ed59 B-II 不明 58cm 土器片100・剥片 2 黒浜 367 399 101 

30号土坑 E巴56 A-I 1.28 x 1.17 40cm 土器片82・磨石 1.剥片 諸磯 a 367 32 400 102 

31号土坑 Ee56 B-II 1.22 x 1.10 40cm 土器片12 五領ヶ台 367 33 400 102 

32号土坑 Ef56 B-II 1.32 x 1.13 45cm 土器片17・剥片 5 諸磯c 367 400 102 

33号土坑 Ef56 A-II 0.94 x 0.86 40cm 不明 392 

34号土坑 Ef56 D -1 2.35 x 1.42 93cm 土器片254・ミニチュア 1・敵石 1 諸機 c 160 400 

35号土坑 Ef56 B-II 1.83 x 1.45 43cm 土器片142・スクレイパー 4 諸磯c 367 33 400 102 

36号土坑 Eg55 B-II 1.17 x 0.90 25cm 土器片47・剥片 3 言者磯c 367 400 102 

37号土坑 Eg55 B-II 1.37 x 1.31 53cm 土器片61・石量産 l 言者磯c 367 400 

38号土坑 Ef56 B-II 1.30 x 0.97 32cm 土器片64・剥片石器 l 諸磯c 368 400 102 

39号土坑 Eg56 B-II 1.54 x 1.29 32cm 土器片88・剥片石器 l 五領ヶ台 368 401 102 

40号土坑 Ef56 B-V 1.12 x 0.89 33cm 土器片 3/傾斜を持つ 諸磯c 368 401 102 

41号土坑 Eg56 A-II 0.87 x 0.81 41c皿 土器片 9 言者磯c 368 401 

42号土坑 Ef55 A-II 1.43 x 1.30 60cm 土器片 2・凹石 1 諸磯b 368 401 102 

43号土坑 Eg55 B-II 2.26 x 1.10 56cm 土器片57・磨石 1 諸磯c 368 401 102 

44号土坑 Ef56 C-II 1.96 x 1.85 56cm 土器片・ミニチュア I・石器産 1、他 諸磯b 160 401 102 

45号土坑 Ee54 B-II 不 明 22cm 土器片19 石皿 1 黒 j兵 155 401 102 

46号土坑 Eb59 B-II 1.67 x 1.38 42cm /10住に切られる 不明 144 

47号土坑 Ed53 B-II 2.45 x 1.58 67cm 土器片88・石鎌 2・凹石 1 諸磯c 156 401 103 

48号土坑 Eg55 B-II 3.19 x 2.67 69cm 土器片457・石匙 1・磨製石斧 l、他 諸磯c 368 402 103 

49号土坑 Ee56 B -1 1.20 x 0.83 54cm 土器片68・石鍛 1・日石 1 五領ヶ台 161 403 103 

50号土坑 Eb59 B-II 0.80 x 0.70 40cm 土器片2・ (石葎 1) 五領ヶ台 368 403 103 

51号土坑 Ee55 A-II 1.88 x 1.77 不明 土器片135・磨石 3・剥片石器 1 諸磯c 153 403 104 

52号土坑 Ee55 B-II 1.60 x 1.36 74cm 土器片143・剥片 3・磨石 1 諸磯旦 152 404 104 

53号土坑 E巴56 E-V 1.77 x 1.08 70cm 土器片118・剥片 5 諸磯旦 152 404 104 

54号土坑 Ef54 A-II 1.35 x 1.26 42cm !V~ 片 3 不明 368 

55号土坑 Ef54 B-II 1.40 x 1.02 26cm 土器片 12・磨製石斧 1 諸磯c 163 404 104 

56号土坑 Ef54 A-I 0.88 x 0.82 100cm 土器片56 スクレイパー 1、他 諸磯 a 163 404 104 

57号土坑 Ec58 B-N 0.92 x 0.83 68cm 土器片24・剥片 4 五領ヶ台 369 405 104 

58号土坑 Ec56 B -1 0.80 x 0.68 46cm 土器片 1・剥片10 五領ヶ台 369 405 104 

59号土坑 Ec56 B -1 1.02 x 0.80 52cm 土器片 9・スクレイパー 1 五領ヶ台 369 405 104 

60号土坑 Ec56 B-II 0.83 x 0.71 50cm 不明 392 
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表18 東地区土坑③

遺構 遺物
遺構番号 検出位置 形 態 規模 (m) 残存深度 おもな出土遺物/備考 時期

挿図 PL挿図 PL

61号土坑 Eb56 E-II 1.86 x 1.38 50cm 打製石斧 1・スクレイパーし他 不明 392 405 104 

62号土坑 Eb56 B-II 0.62 x 0.52 50cm 不明 392 

63号土坑 Eb55 B-II 1.30 x 1.06 40cm 土器片 1 不明 392 

64号土坑 Eb56 E-V 1.56 x 1.05 108cm 土器片62.石皿 1・剥片 2 五領ヶ台 369 405 105 

65号土坑 Ec56 B -1 0.92 x 0.70 54cm 土器片 2.剥片 2 五領ヶ台 369 406 105 

66号土坑 Eb55 B -1 1.78 x 1.56 56cm 土器片18.剥片 9 五領ヶ台 369 406 105 

67号土坑 Eb56 E -1 0.97 x 0.32 54cm 土器片30・磨製石斧 1 五領ヶ台 369 406 105 

68号土坑 Eb56 B-V 1.08 x 0.87 76cm 深鉢 1・打製石斧 1・磨石 2、他 五領ヶ台 369 407 105 

69号土坑 Eb56 E-II 2.08 x 1.70 58cm 不明 392 

70号土坑 Eb55 B-V 1.15 x 0.80 54cm 土器片 3・剥片 1/ピット 2基状 諸磯b 369 407 106 

71号土坑 Ef54 B-II 1.34 x 1.32 36cm 土器片22・石皿 1・磨石 1 諸磯a 163 407 106 

72号土坑 Ef54 B-II 1.19 x 0.80 32cm 土器片 7.磨石 1 諸磯a 163 408 106 

73号土坑 Ef54 不明 不明 46cm 土器片 1.剥片 1 諸磯a 163 408 106 

74号土坑 Eb56 A-II 0.88 x 0.82 49cm 土器片 4 五領ヶ台 370 408 106 

75号土坑 Eb56 B-II 1.46 x 1.23 54c皿 土器片 7 石鍛 1・剥片29 諸磯c 370 408 106 

76号土坑 Ec58 B -1 1.00 x 0.79 52cm 不明 392 

77号土坑 Eb58 B-II 1.13 x 0.98 62cm 土器片 3・打製石斧 I、他 五領ヶ台 370 408 106 

78号土坑 Ee56 E-V 1.14 x 0.82 85cm 土器片180・磨石 1・凹石 1 諸磯a 152 408 106 

79号土坑 Ec56 E-II 2.13 x 1.23 43cm 土器片36・土製品ト剥片 1、他 諸磯 c 370 408 106 

80号土坑 Ec56 B-N 1.49 x 1.25 78cm 土器片66・スクレイパー l、他 黒浜 370 408 106 

81号土坑 Ec56 A-I 1.38 x 1.30 50cm 土器片39(関山式含む)、他 黒浜 370 33 409 106 

82号土坑 Eb57 A-II 1.34 x 1.29 59cm 土器片 3・剥片 2 十三菩提 370 409 107 

83号土坑 E且57 B-II 1.24 x 1.04 41cm 土器片19 五領ヶ台 371 409 107 

84号土坑 Ea56 E-II 2.52 x 1.58 58cm 土器片65・剥片 1・磨石 l 五領ヶ台 370 409 107 

85号土坑 Eb56 B -1 0.70 x 0.55 41cm 不明 392 

86号土坑 Eb56 B-II 0.98 x 0.73 40cm 不明 392 

87号土坑 Ec55 A-II 1.59 x 1.45 30cm 不明 392 

88号土坑 Ec55 B -1 1.40 x 1.08 34cm 不明 392 

89号土坑 Ec55 A-II 2.15 x 2.07 36cm 土器片13.剥片 5 諸磯b 371 409 107 

90号土坑 Ec55 B-II 2.26 x 2.00 44cm 土器片222・磨石 1 諸磯 a 371 409 107 

91号土坑 Ed56 B-V 0.75 x 0.44 71cm 土器片20・剥片 8 諸磯a 134 410 107 

92号土坑 Ed55 B-II 0.40 x 0.35 49cm 土器片 2・剥片 3 諸政支a 134 
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表19 東地区土坑④

遺構 遺物

遺構番号 検出位置 形態 規模 (m) 残存深度 おもな出土遺物/備考 時期

挿図 PL 挿図 PL 

93号土坑 Ed55 E-II 1.83 x 1.20 14cm i采鉢 1・政状耳飾 l、他 諸磯c 371 33 410 107 

94号土坑 Ed55 A-II 0.71 x 0.65 69cm 土器片 2 剥片 2 五領ヶ台 371 410 107 

， 95号土坑 Eb56 B-II 1.60 x 0.91 43cm 不明 392 

96号土坑 Ec56 B-II 1.31 x 1.17 39cm 不明 392 

97号土坑 Ec55 E-II 1.40 x 1.37 39cm 土器片 5 言者磯且 371 410 107 

98号土坑 Di53 B-II 0.52 x 0.47 52cm 土器片19・磨石 1.剥片 l 黒浜 371 34 410 107 

99号土坑 Eb55 B-N 0.86 x 0.73 77cm 土器片13.剥片 2 言者磯 a 371 410 107 

100号土坑 Eb56 B-II 0.50 x 0.44 47cm 不明 392 

101号土坑 Eb56 B-II 0.75 x 0.54 52cm 不明 392 

102号土坑 Ec56 B-II 1.41 x 0.93 42cm 土器片 1 力日曽和JE 371 410 107 

103号土坑 Ec56 B-II 1.04 x 0.79 42cm 土器片11 黒浜 371 410 107 

104号土坑 Ec55 B-II 1.43 x 1.16 43cm 土器片10 黒 i兵 371 410 107 

105号土坑 Ec55 B-II 0.99 x 0.80 37cm 剥片 2・残核 1 不明 392 

106号土坑 Eb55 A-II 0.70 x 0.76 52cm 不明 392 

107号土坑 Eb54 E-N 1.50X 0.73 51cm 深鉢 1・土器片127 五領ヶ台 372 33 410 108 

108号土坑 Ec54 E-V 1.22 x 0.56 16佃 深鉢 1・土器片29/小ピットあり 諸磯c 372 34 410 108 

109号土坑 Ee55 A-II 0.70 x 0.67 28c皿 不明 392 

110号土坑 Ee55 A-I 0.83 x 0.81 67cm 深鉢 1・石皿 1磨石 1・剥片 2、他 五領ヶ台 151 411 108 

111号土坑 Ee55 B-II 1.12 x 0.80 26cm 土器片 6 黒浜 151 411 108 

112号土坑 Ec54 B-II 1.28 x 1.10 46cm 土器片 4・磨製石斧 1 五領ヶ台 372 411 108 

113号土坑 Ec54 A-II 1.20 x 1.10 53cm 土器片 6・剥片 1 五領ヶ台 372 411 108 

114号土坑 Eb53 A-I 1.30 x 1.25 60c皿 土器片12・剥片 6/黒浜紛れ込み 諸磯 c 372 411 108 

115号土坑 Ed54 A-II 1.79 x 1.68 66cm 土器片61・剥片 I 黒 i兵 372 411 108 

116号土坑 Eb55 B -1 1.14 x 0.90 50cm 不明 392 

117号土坑 Eb54 A-N 0.83 x 0.76 83cm 不明 393 

118号土坑 Eb54 B-II 0.91 x 0.82 56cm 土器片 5 不明 372 411 108 

119号土坑 Eb54 A-II 0.82 x 0.75 47cm 磨製石斧 1 不明 393 412 108 

120号土坑 Eb53 E-II 1.24 x 0.76 67cm 土器片22・石皿 1 五領ヶ台 372 412 108 

121号土坑 Eb53 A-I 1.37 x 1.30 74cm 土器片51・石鍛 1・磨製石斧 l、他 五領ヶ台 372 412 108 

122号土坑 Eb54 B -1 0.97 x 0.70 56cm 土器片26・剥片 1 力日曽利E 373 412 108 

123号土坑 Eb54 E -1 1.05 x 0.82 41cm 土器片13.剥片 1 諸磯b 373 412 109 

124号土坑 Eb54 B -1 0.96 x 0.65 62cm 土器片 6 不明 393 
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表20 東地区土坑⑤

遺構 遺物

遺構番号 検出位置 形 態 規模 (m) 残存深度 おもな出土遺物/備考 時期

挿図 PL 挿図 PL 

125号土坑 Eb54 E -I 1.40 x 1.02 63crn 土器片 6・砥石 1 諸磯 c 373 412 109 

126号土坑 Ee54 B-II 3.48 x 2.02 16crn 深鉢 2・日石 1.スクレイパー 1 言者磯 c 373 34 412 109 

127号ヒ坑 Ed54 B-II 1.70 x 1.30 86crn 土器片82・剥片26 諸磯 c 373 413 109 

128号土坑 Ee54 A-II 0.84x 31crn 土器片170・剥片26 黒 j兵 373 413 109 

129号土坑 Ee54 B -I 1.45 x 1.30 129crn 土器片122・石皿 2・磨石 1 諸磯a 154 413 109 

130号土坑 Ed55 A-II 1.54 x 1.48 52crn 土器片 5.磨石 1 五領ヶ台 371 413 

131号土坑 Ed54 A-I 1.15 x 1.05 67crn 土器片 6.磨石 1 黒浜 373 413 110 

132号土坑 Ee54 B -I 1.00 x 0.87 112crn 土器片30・石鍛 1 諸磯a 154 414 110 

133号土坑 Ee54 B -I 1.88 x 1.28 70crn 土器97・石鍛 1・石匙 l、剥片12 諸磯 c 154 414 110 

134号土坑 Ee55 A-II 0.75 x 0.70 30crn 土器片 1・剥片 1 五領ヶ台 373 414 110 

135号土坑 Ee55 A-I 0.73 x 0.72 80crn 深鉢 1 諸磯 c 152 414 110 

136号土坑 Ec54 B 1.17 x 1.00 不明 不明 134 

137号土坑 Eb54 B-- 1.08 x 0.85 不明 不明 134 

138号土坑 Ec54 B-II 1.25 x 1.18 36crn 不明 393 

139号土坑 Ec54 E -I 1.66 x 1.18 42cm 不明 393 

140号土坑 Ec56 B-II 0.86 x 0.71 31crn 土器片 1 加曽利E 373 34 414 110 

141号土坑 Ec55 B-皿 1.42 x 1.23 40cm 不明 393 

142号土坑 Ea56 E -I 2.00 x 1.22 53crn 浅鉢 1.土器片 9・磨石 1 諸磯 c 373 34 414 110 

143号土坑 Ec54 E-II 1.75 x 1.50 42crn 不明 393 

144号土坑 Eb54 B -I 0.78 x 0.66 61crn 土器片 4・スクレイパー 1 五領ヶ台 373 414 110 

145号土坑 Eb54 A-I 0.64 x 0.60 64c皿 土器片14・剥片 1 五領ヶ台 373 414 110 

146号土坑 Eb54 A-N 0.60 x 0.55 95crn 土器片25・石訪れ・磨石 1・剥片 五領ヶ台 374 414 110 

147号土坑 Eb54 A-I 0.50 x 0.46 59crn 不明 393 

148号土坑 Ed53 A-N 1.19 x 1.09 115crn 土器片12.磨製石斧 1 黒 i兵 374 35 415 110 

149号土坑 Ed56 B-II 1.23 x 1.05 12c血 土器片 9・剥片 1 諸磯a 148 415 110 

150号土坑 Eb55 A-N 0.70 x 0.68 65crn 土器片 9・打製石斧ト磨石 1 五領ヶ台 374 415 110 

151号土坑 Ec54 B-II 0.86 x 0.65 47c皿 土器片 3・剥片 4 力日曽利E 374 415 111 

152号土坑 Ec55 E-II 1.46 x 1.28 42crn 土器片28・石匙 1・磨石 3 諸磯 a 374 415 111 

153号土坑 Ec55 E-II 0.87 x 0.60 36crn 土器片 1(高台部) 不明 393 415 111 

154号土坑 Ec55 E-V 1.39 x 1.03 20c皿 土器片70・剥片12 五領ヶ台 374 34 415 111 

155号土坑 Ed55 C-II 1.02 x 0.92 42crn 土器片26・磨石 1・剥片 9 五領ヶ台 157 415 111 

156号土坑 Eb53 B-II 0.87 x 0.75 63crn 不明 393 

388 



表21 東地区土坑⑤

遺構 遺物

遺構番号 検出位置 形態 規模 (m) 残存深度 おもな出土遺物/備考 時期

挿図 PL 挿図 PL 

157号土坑 Eb53 B-II 0.76 x 0.71 56cm 土器片 5.剥片 1 諸磯 a 374 415 111 

158号土坑 Eb53 E-II 0.70 x 0.58 53cm 深鉢卜土器片137・磨石 2、他 五領ヶ台 374 416 111 

159号土坑 Ec53 A-II 0.76X 0.70 57cm 不明 374 

160号土坑 Ec53 B -I 1.35 x 1.04 60cm 土器片15・石鍛 1.小形石皿 l、他 五領ヶ台 374 416 111 

161号土坑 Ed53 B-IV 0.70 x 0.58 52cm 土器片10・剥片 2 五領ヶ台 374 416 111 

162号土坑 Ed54 E-II 1.53 x 0.95 66c血 剥片 2/上面に磯 5 不明 393 34 416 111 

163号土坑 Ee55 B-I 0.65 x 0.58 49cm 不明 151 

164号土坑 Ef54 B-Y 1.11 x 0.96 24cm 土器片 9 黒 j兵 374 416 111 

165号土坑 Eb54 D 0.98 x 0.79 63cm 不明 134 

166号土坑 Eb54 B-II 0.94x 0.65 49cm 不明 393 

167号土坑 Ed54 B-II 1.03 x 0.89 61cm 不明 393 

168号土坑 Ed54 A-IV 0.85 x 0.77 58cm 深鉢 1・石倣 1・剥片11、他 五領ヶ台 374 36 416 111 

169号土坑 Ed55 A-I 0.80 x 0.75 65cm スクレイパー 4・剥片 5 不明 393 111 

170号土坑 Ed54 B-II 1.35 x 0.90 53cm 不明 393 

171号土坑 Ec54 B 1.50 x 0.73 49c皿 不明 134 

172号土坑 Ec53 B-II 0.76 x 0.66 21cm 剥片 1 不明 393 112 

173号土坑 Eb53 不明 0.87 x 0.85 不明 不明 134 

174号土坑 Ec53 B-IV 0.65 x 0.42 60cm /中位で隊出土 不明 393 35 

175号土坑 Ec53 E-II 1.74x 1.62 44c皿 土器片 5・石鍛 1・石皿 1 五領ヶ台 375 417 112 

176号土坑 Ec54 B 0.88 x 0.79 不明 不明 134 

177号土坑 Ed54 B-Y 2.18 x 1.35 102c皿 土器片61・剥片 3 十三菩提 375 417 112 

178号土坑 Ed54 B-II 0.87X 0.80 33cm 土器片16・石鍛 1・剥片12 五領ヶ台 375 418 112 

179号土坑 Ec54 D 1.90 x 1.59 不明 不明 134 

180号土坑 Ed53 A-IV 1.08 x 1.05 76cm 土器片14・磨石 1 黒浜 375 418 112 

181号土坑 Ed52 B-II 1.34 x 1.14 58cm 土器片38・剥片 4 十三菩提 375 418 112 

182号土坑 Ee54 E-IV 0.91 x 0.86 114cm 土器片 8・磨製石斧 1、他 諸磯a 154 418 112 

183号土坑 Ef54 A-II 1.00 x 0.96 66cm 土器片 2・凹石 1 黒浜 154 418 112 

184号土坑 Ee54 A-I 1.12 x 1.08 43cm 土器片 7・磨石1/関山紛れ込み 諸磯 c 158 418 112 

185号土坑 Eb54 B-II 0.83 x 0.63 65cm 土器片13.凹石 1 諸磯b 375 418 112 

186号土坑 Eb54 B-II 1.03 x 0.63 53cm 不明 393 

187号土坑 Eb54 B-II 1.20 x 0.90 56cm 不明 393 

188号土坑 Eb54 E -I 0.96 x 0.65 47cm 土器片14/大木系土器 諸磯 a 373 418 112 
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表22 東地区土坑⑦

遺構 遺物

遺構番号 検出位置 形 態 規模 (m) 残存深度 おもな出土遺物/備考 時期

挿図 PL 挿図 PL 

189号土坑 Eb55 E-II 0.88 x 0.59 45cm 磨石 2/上位から磯出土 不明 393 418 112 

190号土坑 Eb54 B-- 1.03 x 0.64 49cm 不明 134 

191号土坑 Ec53 B-II 0.80x 0.55 28cm 土器片 2・磨石 I 五領ヶ台 375 419 112 

192号土坑 Ec53 A-II 0.77 x 0.76 54cm 土器片12 五領ヶ台 374 419 112 

193号土坑 Di53 B-V 0.68 x 0.60 18cm 不明 393 

194号土坑 Ee53 B-II 1.98 x 1.03 20cm 土器片35.石鍛 1・磨石 l、他 諸磯 c 375 419 112 

195号土坑 Ed57 E -1 0.95 x 0.79 52ω1 土器片42・磨石 2 五領ヶ台 375 419 112 

196号土坑 Ed52 B-II 1.16 x 0.98 40cm 土器片36 黒 J兵 375 35 419 112 

197号土坑 Ed56 B -1 2.30 x 1.44 88cm 土器片143・磨石 2・打製石斧 1、他 イ三菩提 375 419 113 

198号土坑 Ed51 B-N 1.19 x 0.97 135cm 土器196・磨製石斧 1.磨石 1 黒浜 375 36 419 113 

199号土坑 Ef54 A-II 1.53 x 1.51 42cm 土器片110・磨石 3 黒浜 375 420 113 

200号土坑 Ef54 A-I 1.35 x 1.25 39cm 土器片40・剥片石器 2 諸磯 a 376 36 420 113 

201号土坑 Dg55 A-I 1.47 x 1.35 37cm 土器片45 諸磯a 376 36 420 113 

202号土坑 Ec52 E I 4.55 x 0.53 65cm 土器片 6・剥片 5/i棒状 諸磯b 376 36 420 113 

203号土坑 Ec52 B-II 1.59 x 1.22 37cm 土器42・2刻犬耳飾り 1 諸磯b 376 37 421 114 

204号土坑 Ee54 B-ill 1.14 x 0.96 18cm 土器片65・剥片 4 諸磯a 376 421 114 

205号土坑 Ed56 B -1 1.76 x 1.21 57cm 土器片81・剥片 1 中期中葉 376 37 421 114 

206'号土坑 Ed56 B-II 1.91 x 1.09 43cm 土器片49・磨石 2・ー剥片 I 五領ヶ台 376 421 114 

207号土坑 Ed57 B -1 1.26 x 1.11 98cm 土器片40・剥片 2/焼町系土器 中期中葉 376 422 114 

208号土坑 Ed56 B-II 0.95 x 0.80 60cm 土器片59.残核 1 五領ヶ台 376 422 115 

209号土坑 Ed57 E -1 1.44 x 0.70 64cm 剥片 2 不明 393 422 115 

210号土坑 Ed56 B -1 0.65 x 0.55 57cm 土器片47・磨石 1 五領ヶ台 376 422 115 

211号土坑 Ee54 B-V 一 x0.63 73cm 土器片34.磨石 1 諸磯a 151 423 115 

212号土坑 Ed57 A-I 0.76 x 0.72 50cm 不明 393 37 

213号土坑 Ed57 B -1 1.70 x 1.38 81cm 土器片 2 黒 i兵 377 423 115 

214号土坑 Ed57 A-I 0.72 x 0.66 60cm 不明 393 

215号土坑 Ed57 B -1 0.85 x 0.58 69cm 土器18 諸磯 a 377 423 115 

216号土坑 Ed57 A-I 0.95 x 0.90 61cm 土器片16・磨石 l・剥片22 五領ヶ台 377 423 115 

217号土坑 Dg52 B-II 1.65 x不明 40cm 土器片56 諸磯且 165 423 115 

218号土坑 Dh52 A-II 1.25 x 1.20 144cm /217土を切ると推定される 不明 165 

219号土坑 Dg52 A-II 1.02 x 1.00 32cm 不明 165 

220号士坑 Dg55 B-N 1.00 x 0.90 59cm 土器片59.スクレイパー 1、他 黒 j兵 377 424 115 
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表23 東地区土坑③

遺構 遺物

遺構番号 検出位置 形 態 規模 (m) 残存深度 おもな出土遺物/備考 時期

挿図 PL 挿図

221号土坑 Dh54 深鉢 1・土器片59・石皿 1.凹石 l 黒 i兵A-II 1.18x 45cm 190 28 424 115 

I 222号土坑 Dj50 A-I 1.13 x 1.08 48cm 土器片140・石匙 1・石皿 1・磨石 l 言者磯a 377 424 116 

223号土坑 Dj50 B -I 1.22 x 1.08 75cm 土器片104・砥石 1.剥片 1 諸磯a 377 425 116 

224号土坑 Dh55 A-II 1.00 x 0.97 29cm 土器片 6 黒浜 377 425 116 

225号土坑 Di51 A-I 1.11 x 1.03 64cm 土器片54・残核 1 諸磯a 377 425 116 

226号土坑 Dj52 B-II 1.24x 0.95 不明 土器片22・石倣 1・剥片 1 黒浜 169 425 116 

227号土坑 Dh51 A-II 1.27 x 1.17 29cm 不明 167 

228号土坑 Di52 B-N 1.24 x 0.86 136叩 土器片17・剥片 1 黒 i兵 167 425 116 

229号土坑 E丘50 A-I 1.12 x 1.11 38cm 土器片58・磨石 1・剥i片 l 諸磯a 377 426 116 

230号土坑 Dj58 A-V x 1.76 14cm /小ピットあり 不明 393 

231号土坑 Dj58 A-II x 1.70 15cm 不明 393 

232号土坑 Dj56 B-II 1.60 x 1.30 20cm 土器片14・剥片 1 諸磯b 377 426 117 

233号土坑 Dj56 B-II 1.48 x 1.10 21cm スクレイパー 1・剥片 I 諸磯c 393 426 117 

234号土坑 Dj57 B-N 0.80 x 0.73 70c由 土器片39・石鍛 1・磨石 1・剥片21 五領ヶ台 377 37 426 117 

235号士坑 Dj57 A-V 1.25 x 1.22 20cm 不明 393 37 

236号土坑 Dj57 B-N 0.71 x 0.60 63cm 不明 394 

237号土坑 Dj58 B-II 1.20x 0.94 66cm 土器片23・石倣 1 黒浜 377 426 117 

238号土坑 Dj58 D-II 1.33 x 0.73 72cm 磨石 1・剥片 2/中{立から隊出土 不明 394 117 

239号土坑 Dj58 B-N 1.47 x 0.85 65c皿 不明 394 

240号土坑 Dj58 B -I 1.50 x 0.80 73cm 深鉢 1・土器片33・剥片 1 諸磯a 378 37 426 117 

241号土坑 Dj58 B -I 1.38 x 1.22 89cm 土器片 1.剥片 1/ピットあり 力E曽和JE 378 426 117 

242号土坑 Ea58 B-II 1.13 x 0.81 39cm 土器片11・剥片 1/ピットあり 黒 j兵 378 426 117 

243号土坑 Di57 A-I 1.73 x 1.57 85cm 土器片128・クッキー・石鍛2、他 諸磯c 359 43 360 132 

244号土坑 Dj57 B -I 0.90 x 0.80 84c皿 土器片10 諸磯b 377 426 117 

245号土坑 Dj57 B-II 1.45 x 1.09 14cm 不明 394 

246号土坑 Eb58 B-N 1.02 x 0.82 69cm 土器片32・剥片12、他 五領ヶ台 378 427 117 

247号土坑 Ea58 B -I 1.45 x 1.07 42cm 土器片 l・磨石 1 言者五幾 a 378 427 117 

248号土坑 Ea58 B-II 1.11 x 0.80 51cm 磨石 1 不明 394 427 117 

249号土坑 Eb58 B-N 0.75 x 0.62 66cm 土器片13・石鍛 1.石錐 1 五領ヶ台 378 427 117 

250号土坑 Eb58 A-II 0.72 x 0.67 50cm 不明 394 

251号土坑 Ea58 B-V 1.22 x 0.77 23cm 土器片 1 不明 394 

252号土坑 Ea58 B-II 1.52 x 1.07 57cm 磨石 l 不明 394 427 117 
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表24 東地区土坑⑨

遺構 遺物

遺構番号 検出位置 形態 規模 (m) 残存深度 おもな出土遺物/備考 時期

挿図 PL 挿図 PL 

253号土坑 Ea57 B -1 0.82 x 0.69 66cm 土器片41・磨石 1・剥片 4 五領ヶ台 378 427 

254号土坑 Ea57 B-ll 1.04x 0.79 60cm 土器片11・石鍛 1・剥片 2、他 五領ヶ台 378 427 118 

255号土坑 Ea56 A-I 0.73 x 0.68 70cm 土器片 5.剥片 3・残核 1 五領、ケ台 378 428 118 

256号土坑 Ea56 A-N 0.93 x 0.88 76cm 土器片76.剥片20 五領ヶ台 378 428 118 

257号土坑 Ea58 B-ll 1.41 x 1.28 52cm 土器片 8.剥片 5 五領ヶ台 378 428 118 

258号土坑 Ea57 B -1 1.55 x 1.03 54cm 不明 394 

259号土坑 Eb58 B-ll 0.94x 0.65 54cm 土器片24 剥片 2 黒 j兵 378 428 118 

260号土坑 Eb58 B-ll 1.16 x 1.02 68cm 土器片51・剥片、他/集石土坑 諸磯b 453 45 455 133 

261号土坑 Ea57 B-ll 1.50 x 1.35 94c皿 土器片130・磨石 2・剥片 2 諸磯 a 379 428 118 

262号土坑 Eb57 B-ll 0.95 x 0.80 44cm 不明 394 38 

263号土坑 Eb58 B-ll 1.25 x 1.07 55cm 土器片72.磨石 2、他 黒 j兵 379 428 118 

264号土坑 Eb57 B -1 1.63 x 1.18 48ωl 土器片156.磨石 2、他/集石土坑 五領ヶ台 454 46 455 133 

265号土坑 Eb57 B -1 0.85 x 0.78 49cm 磨石 1 不明 394 429 118 

266号土坑 Eb57 B-ll 1.17 x 1.05 51cm 土器片20・剥片 2 五領ヶ台 379 429 118 

267号土坑 Ea57 B -1 1.37 x 1.02 52cm 不明 394 

268号土坑 Eb57 B-ll 1.29 x 1.09 50c田 土器片 l・凹石 1 五領ヶ台 379 38 429 118 

269号土坑 Ea58 B-II 1.30 x 1.08 58cm 不明 394 

270号土坑 Ea57 B-II 1.01 x 0.88 47cm 土器片 4・剥片 2 諸説h 379 429 118 

271号土坑 Ec58 E-II 1.65 x l.02 60cm 土器片16.剥片 1 諸説h 379 429 118 

272号土坑 Ec57 A-N 0.96 x 0.88 60cm 土器片32・石皿 1 黒浜 379 38 429 118 

273号土坑 Eb58 B-II 2.43 x 1.90 72cm 土器片26・打製石斧 1 五領ヶ台 379 430 119 

274号土坑 Ea57 B-II 1.28 x 1.00 55cm 不明 394 

275号土坑 Ea57 B-II 1.20 x 1.02 48cm 土器片41 五領ヶ台 380 38 430 119 

276号土坑 Eb57 B-II 1.16 x 0.55 52cm 土器片 6/ピットあり 五領ヶ台 380 430 119 

277号土坑 Ea57 A-II 一 x1.50 55cm /331土に切られる 不明 383 

278号土坑 Ea56 B-耳 0.99 x 0.69 47cm 土器片 8.剥片 1 諸磯 c 380 430 119 

279号土坑 Ea56 B -1 0.94 x 0.80 52cm 不明 394 

280号土坑 Ea56 B-II 2.31 x 1.37 62cm 土器片 9・剥片 4/高い部分あり 諸磯 c 380 430 119 

281号土坑 Ea56 A-N 0.80 x 0.71 62cm 土器片25・磨石 2・磨製石斧 1、他 五領ヶ台 380 430 119 

282号土坑 Ea56 B-II 1.39 x 1.05 30cm /中位から磯出土・ピットあり 不明 394 

283号土坑 Ea57 B-II 2.13 x 1.48 63cm 土器片30・磨石 1、他 諸磯 b 380 430 119 

284号土坑 E丘56 B-II 1.26 x 1.10 87cm 土器片29.石核 1.剥片 3 五領ヶ台 380 431 119 
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表25 東地区土坑⑮

遺構 遺物

検出位置 形 態 規模 (m) 残存深度 おもな出土遺物/備考 時期

挿図 PL 挿図 P L I 

l附土坑 Ea56 B-II 1.15 x 64cm 土器片97 五領ヶ台 380 431 

286号土坑 Ea56 E-II 1.10 x 0.68 24cm I采鉢卜土器片48・打製石斧 1 五領ヶ台 380 38 431 119 

287号土坑 Ea56 B -1 0.62 x 0.51 55cm 土器片 2・剥片 l 諸磯 a 380 431 120 

288号土坑 Ea57 A-II 0.74x 0.68 45cm 土器片59/剥片 2 五領ヶ台 380 431 120 

289号土坑 Eb57 A-I 0.84x 0.77 74cm 土器片49・多孔石 1・磨石 1、他 五領ヶ台 379 432 120 

290号土坑 Eb57 A-I 0.84 x 0.77 37cm 剥片 1・残核 1/中位から磯出土 不明 394 

291号土坑 Ec51 B-II 1.13 x 0.75 90cm 土器片40 黒浜 381 432 120 

292号土坑 Ec51 A-N 1.15 x 1.05 88cm 土器片53・剥片 1 黒浜 381 432 120 

293号土坑 Di51 B-II 1.30 x 1.11 16cm 土器片514・打製石斧 1・石鍛 1、他 黒 j兵 167 433 120 

294号土坑 Ea57 不明 不明 59cm 土器底部片 黒 i兵 381 

295号土坑 Ea57 不明 不 明 不明 土器片53・敵石 1・剥片 2 五領ヶ台 381 434 121 

296号土坑 E丘57 不明 不明 不明 不明 381 

297号土坑 Ea57 不明 不明 54cm 土器片39・剥片 1 諸磯b 381 434 121 

298号土坑 Ea57 不明 不明 52cm 土器片49・石皿 2・磨石 3・剥片 7 五領ヶ台 381 434 121 

299号土坑 Ea57 不明 不明 44c皿 土器片54 黒 j兵 381 435 122 

300号土坑 Ea57 不明 不 明 52cm 不明 381 

301号土坑 Ea57 B-II 1.50 x 0.95 95cm 土器片33.磨石 2・石核 l、他 五領ヶ台 381 435 122 

302号土坑 Ea58 B-II 1.60 x 1.13 70cm 深鉢 1 土器片28・磨石 l、他 黒浜 379 435 122 

303号土坑 Ea58 B-II 2.60 x 1.25 63cm 土器片64・磨石 2・磨製石斧 1 諸磯b 382 435 122 

304号土坑 Ea58 B -1 1.27 x 0.95 61cm 剥片 6・残核 1 不明 394 

305号土坑 Ea57 B-II 1.28 x 1.08 65cm 土器片11/小ピットあり 黒 J兵 382 436 122 

306号土坑 Ea58 B-II 1.95 x 1.50 74cm 不明 394 

307号土坑 Eb58 A-II 0.80 x 0.78 55cm 土器片18・磨石 1・剥片23 五領ヶ台 382 436 122 

308号土坑 Ec57 E -1 2.48 x 2.18 63cm 剥片 2 不明 395 436 122 

309号土坑 Ec57 E -1 2.38 x 2.18 50c皿 土器片 2 言者磯a 382 436 122 

310号土坑 Ec57 E -1 2.55 x 0.97 44cm 土器片 1・剥片 1 諸磯 c 382 436 122 

311号土坑 Ec56 B-II 1.23 x 0.88 47cm 土器片34・剥片 3 五領ヶ台 382 38 436 122 

312号土坑 Eb57 B-ill 1.02 x 0.65 43cm 不明 394 

313号土坑 Eb58 B-II 1.09 x 0.82 59cm 不明 394 

314号土坑 Eb58 B -1 0.88 x 0.68 59cm 土器片19・剥片 1 五領ヶ台 382 436 123 

315号土坑 Ea57 B-N 0.70x 0.69 57cm 不明 395 

316号土坑 Ea57 B -1 0.77 x 0.67 58cm 土器片16・剥片 7 五領ヶ台 382 437 
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表26 東地区土坑⑪

遺構 造物

遺構番号 検出位置 形 態 規模 (m) 残存深度 おもな出土遺物/備考 時期

挿図 PL 挿図 PL

317号土坑 Ea57 A-I 0.68 x 0.64 46crn 土器片75.剥片 2 五領ヶ台 382 436 123 

318号土坑 Dj57 B-II 1.06 x 0.85 22crn /小ピットあり 不明 395 

319号土坑 Ea58 B -I 1.32 x 0.75 68crn 不明 395 

320号土坑 Di57 A-N 0.92 x 0.85 76crn 土器片20・剥片 1 十三菩提 382 437 123 

321号土坑 Di57 A-I 0.81 x 0.75 72crn 土器片19・磨石 3・蔽石 1、他 諸機a 383 437 123 

322号土坑 Ec57 E-N 1.22 x 0.83 105crn 土器片109・砥石 1・残核 1、他 諸機a 383 437 123 

323号土坑 Eb57 B-II 一 x1.28 58crn 土器片 2 諸磯c 383 437 123 

324号土坑 Di57 E -I 2.98 x 2.58 24crn 土器片354・クッキー・石鍛 2、他 諸磯c 359 43他 360 132 

325号土坑 Ea56 B -I 0.68 x 0.61 70crn 磨石 1 不明 395 

326号土坑 Ea56 B-II 0.80xO.43 55crn 不明 395 

327号土坑 Ea56 B-V 1.03 x 0.75 34crn 磨石 7・剥片 I、他 不明 395 438 123 

328号土坑 Dj55 E-II 一 x1.33 28crn 深鉢 1・土器片75・剥片 3 力日曽手!JE 183 438 123 

329号土坑 Dh56 A-I 1.28 x 1.21 32c皿 E器113.剥片 2 黒浜 383 38 437 123 

330号土坑 Ea57 A-II 1.15 x 1.05 67crn 土器38・剥片 9/曽利系の土器 力日曽利E 383 438 124 

331号土坑 Ea57 E-II 3.37X 56crn 土器片12・磨石 1.剥片 3 五領ヶ台 383 

332号土坑 Ea57 B -I 1.60 x 1.10 48cm 土器片72 言者五幾b 383 438 124 

333号土坑 Ed57 E-V 1.85 x 1.15 不明 土器片 2・石皿 2、他 諸磯c 166 438 124 

334号土坑 Ea57 E-II x 1.53 50cm 土器片34・敵石 1・剥片12 五領ヶ台 381 439 124 

335号土坑 Ed57 不明 不 明 不明 不明 166 

336号土坑 Di53 A-II 1.22 x 1.16 34cm 土器片 5 諸磯丘 383 439 124 

337号土坑 Di53 B-II 0.89 x 0.65 42cm 土器片14.剥片 1 黒浜 383 439 124 

338号土坑 Di53 B-II 1.30 x 1.15 28cm 土器片17.磨石 1・剥片 1 言者磯a 383 439 124 

339号土坑 Di52 B-II 1.16 x 0.95 36cm 土器片22・磨石 1、他/集石土坑 諸磯b 454 46 455 133 

340号士坑 Di52 A-I 1.03 x 1.00 71cm 深鉢2・土器片85・打製石斧 2、他 諸磯旦 384 39 439 124 

341号土坑 Di52 A-II 1.87 x 1.82 35cm 土器68・磨石 9 黒 I兵 384 39 439 

342号土坑 Di53 A-II 1.26x 1.21 36cm 土器片11 十三菩提 384 440 124 

343号土坑 Di52 A-II 0.80 x 0.77 24cm 土器片 3 諸磯a 384 

344号土坑 Dj52 A-II 0.78 x 0.73 35cm 土器片 I 不明 395 

345号土坑 Dj52 A-II 1.32 x 1.23 40crn 不明 395 

346号土坑 Dh52 B-V 1.53 x 1.38 17cm 不明 395 

347号土坑 Di52 B-II 1.23 x 1.06 47cm 土器片55・磨石 3・剥片 2 黒 j兵 167 38 440 125 

348号土坑 Di50 B-I 1.50 x 1.35 95cm 土器片 2.剥片 2、他 黒 i兵 384 39 440 125 
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表27 東地区土坑⑫

遺構 遺物
遺構番号 検出位置 形 態 規模 (m) 残存深度 おもな出土遺物/備考 時期

挿図 PL 挿図 PL 

349号土坑 Dj51 B-II 1.44 x 1.10 70cm 土器片96.石匙 1・石錐 1、他 諸磯 c 384 440 125 

350号土坑 Dj52 B-II 1.97 x 1.73 52cm 土器片54 石鍛 1・凹石 1、他 諸磯b 384 440 125 

351号土坑 Dh52 B-N 1.60 x 1.37 66cm 土器364'石鍛 1.磨石 7・剥片 1、他 黒浜 384 39 441 125 

352号土坑 Dg52 A -I 1.32 x 1.21 62cm 土器片18・石核 1・剥片 2、他 諸磯 a 384 40 441 125 

353号土坑 Ea52 A-II 0.85 x 0.78 65cm 土器片99・磨石 1 諸磯 a 385 40 442 126 

354号土坑 Ea52 C-II 2.70X 2.67 30c皿 土器片57・凹石 2・剥片 6/ピット 諸磯 c 385 40 442 126 

355号土坑 Dg51 B-II 1.17 x 1.03 46cm 土器片33・磨石 2.模形石器 l、他 黒浜 174 442 126 

356号土坑 Di52 A-II 1.05 x 0.96 52仰 土器片178・凹石 1・剥片 1、他 諸磯 a 385 40 442 126 

357号土坑 Dj51 B-N 1.45 x 1.30 110cm 土器片261・石皿 l・凹石ト剥片 1 黒浜 169 443 126 

358号土坑 Dg54 A-II 0.98 x 0.93 66cm 土器片41 黒 j兵 197 443 127 

359号土坑 Dg51 B-II 1.26 x 1.05 29cm 土器片60・磨石 1 黒 j兵 385 443 127 

360号土坑 Dh51 A-II 1.18 x 1.15 88cm 土器片103・凹石 l'砥石 1.剥片 5 日昔磯 a 385 40 444 127 

361号土坑 Dh51 A-II 1.20 x 1.07 42cm 土器片 8 黒 j兵 385 40 444 127 

362号土坑 Ea51 B-II 1.44 x 1.30 64cm 土器片28・スクレイパー 2、他 諸磯a 385 444 127 

363号土坑 Ea49 A-II 1.05 x 0.99 32c皿 土器片29・剥片 1 黒 j兵 385 444 127 

364号土坑 Ea49 A-II 1.42 x 1.35 40cm 土器片17・打製石斧 1 黒 j兵 385 444 127 

365号土坑 Ea48 B-II 1.16 x 1.04 12cm 土器片 5 諸磯 a 386 

366号土坑 Dj48 B-II 1.05 x 0.94 25∞l 不明 395 

367号土坑 Ea51 A-II 1.57 x 1.53 112佃 土器片213.凹石 1・剥片 2、他 諸磯a 386 444 127 

368号土坑 Eb51 B-V 1.12 x 0.88 36cm /小ピットあり 不明 395 

369号土坑 Dj50 B -I 1.85 x 1.35 108cm 土器片156 磨石 1・剥片 1、他 諸磯 a 386 445 127 

370号土坑 Dj49 A-II 0.78 x 0.73 34cm 不明 180 

371号土坑 Dj49 A-II 1.32 x 1.30 51cm 土器片16・打製石斧 1、他 加曽手!JE 386 445 128 

372号土坑 Dg50 B-II 0.98 x 0.86 65c血 土器片 4・磨石 1・剥片 l 黒浜 386 445 128 

373号土坑 Dg50 A-II 0.88 x 0.82 70cm 土器片 1.剥片 l 諸磯 a 386 445 128 

374号土坑 Dj51 A-I 1.25 x 1.17 65cm 土器片15.剥片 1 諸磯 c 386 445 1281 

375号土坑 Dj52 B-II 1.68 x 1.17 48cm 土器片21.剥片 8 諸機 c 386 445 128 

376号土坑 Dj52 D-II 1.55 x 1.23 37cm 土器片l3・剥片 3 諸機b 175 445 128 

377号土坑 Eb52 A-II 0.93 x 0.91 24cm 不明 395 

378号土坑 Ea52 B← E 1.56 x 1.34 27c皿 土器片19.剥片 1 諸磯b 175 445 128 

379号土坑 Ea54 A-II 0.84 x 0.81 52cm 土器片 7 諸磯b 386 446 128 

380号土坑 Ea53 B-IlI 0.97 x 0.81 12cm 土器片 1/ピットは 1号掘立 諸磯 b 387 446 128 
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表28 東地区土坑⑬

遺構 遺物

遺構番号 検出位置 形態 規模 (m) 残存深度 おもな出土遺物/備考 時期

挿図 PL 挿図 PL 

381号土坑 Eb53 B-ID 1.10 x 0.78 44cm 土器片 7・剥片 2/ピットあり 五領ヶ台 387 446 128 

382号土坑 Eb53 A-I 0.70x 0.65 71cm 土器片 7・剥片 I 言者磯a 387 446 128 

383号土坑 Eb53 E-II 1.09 x 1.01 75cm 土器片 5・剥片 2 五領ヶ台 387 446 

384号土坑 Eb52 B-II 0.94 x 0.49 35cm 土器片122・磨石 l・スクレイパー 諸磯a 387 446 

385号土坑 Eb52 A-ID 0.74 x 0.69 30cm 土器片 1・剥片 1 不明 395 

386号土坑 Eb52 A-II 0.56 x 0.54 70cm 不明 395 

387号土坑 Ea53 A-II 0.74x 0.71 66c皿 不明 395 

388号土坑 Ea53 B-II 1.54 x 1.25 20cm 磨石 1 不明 387 446 128 

389号土坑 Ea52 B-II 1.20 x 0.82 16cm 土器片 6/ピットあり 諸磯b 387 446 128 

390号土坑 Ea54 E-II 0.88 x 0.61 93cm 土器片 1・剥片 1/1号掘立 諸li幾b 387 446 128 

391号土坑 Ea54 A-II 0.97X 0.93 49cm 土器片 3/小ピットあり 言者E幾a 387 447 128 

392号土坑 Ea54 B-N 0.74 x 0.68 67cm 深鉢 1・土器片116、剥片石器、他 中期中葉 387 41 447 129 

393号土坑 E且55 E-II 1.58 x 0.88 84cm 土器片18・磨石 I 諸磯a 388 447 129 

394号土坑 Ea55 B-II 0.85 x 0.72 46cm 土器片 7・磨石 1・剥片 1 不明 395 

395号土坑 Ea54 E-V 3.25 x 2.53 44c皿 土器片40、他/北白川下層式系 5昔磯丘 388 447 129 

396号土坑 Ea54 B-II 1.04 x 0.80 79cm 土器片 1/430土と重複 不明 395 

397号土坑 Ea54 A-V 0.45 x 0.42 48cm 不明 395 

398号土坑 Ea54 E-II 1.85 x 1.24 23cm 土器片11・石皿 1・磨石 1 諸磯a 388 447 129 

399号土坑 Dj53 B 田 0.92 x 0.86 28cm 不明 395 

400号土坑 Di53 A-II 1.03 x 0.98 24cm 土器片24・磨石 1/ピットあり 黒 i兵 388 447 129 

401号土坑 Ea55 A-N 0.92 x 0.84 104cm 土器片 4 五領ヶ台 388 448 129 

402号土坑 Ea55 B-N 0.81 x 0.72 94cm 土器片 3 五領ヶ台 388 448 129 

403号土坑 Ea55 B-II 0.88 x 0.70 60cm スクレイパーし他/段差あり 不明 395 448 129 

404号土坑 Ea55 B-II 0.75 x 0.73 30cm 不明 396 

405号土坑 Dj54 B-II 1.30 x 1.13 34cm 土器片19・磨石 1.剥片 1 黒浜 164 448 129 

406号土坑 Dj54 A-II 0.95 x 0.85 62cm 土器片 1 五領ヶ台 164 448 129 

407号土坑 Eb53 B-V 1.83 x 1.35 60cm 土器片18・多孔石 1、他 諸磯a 389 41 448 129 

408号土坑 Ea55 B-1V 0.79 x 0.65 76c田 土器片 2.磨製石斧 1 不明 396 448 130 

409号土坑 Ea55 B-1V 1.38 x 1.23 106cm 土器片 9・凹石 1・打製石斧 1 五領ヶ台 389 448 130 

410号土坑 Ea55 E-II 2.15 x 1.25 70cm 土器片11・石鍛 1・磨石 1 五領ヶ台 389 448 130 

411号土坑 Ea56 B-II 0.69 x 0.62 53cm 不明 388 

412号土坑 Ea56 B-II 0.75 x 0.58 33cm 土器片 4・磨石 2・剥片 3 五領ヶ台 389 449 130 
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表29 東地区土坑⑭

遺構 遺物

遺構番号 検出位置 形 態 規模 (m) 残存深度 おもな出土遺物/備考 時期

帰図 PL 挿図

413号土坑 Ea56 B-II 0.94 x 0.84 42cm 不明 389 

414号土坑 Ea56 B -1 0.72 x 0.65 29cm 剥片 2 不明 396 

415号土坑 Ea56 A-II 0.67 x 0.64 23cm 石匙 1・剥片 1 不明 396 449 130 I 

416号土坑 Ea55 B-II 0.85 x 0.70 38cm /段差あり 不明 396 

417号土坑 Dj56 E-II 2.27 x 2.02 32c皿 土器片 7.剥片 3 五領ヶ台 389 449 130 

418号土坑 Dj56 不明 不明 21cm 不明 389 

419号土坑 Ea56 D-II 1.26 x 0.91 34c皿 不明 396 

420号土坑 Dj55 B-II xO.74 30cm 不明 396 

421号土坑 Dj55 A-II 1.21 x 1.13 32cm /段差あり 不明 396 

422号土坑 Dj56 E-V 1.55 x 1.31 25cm 不明 396 

423号土坑 Dj56 B-]¥T l.l3 x 0.94 96cm 剥片 7 不明 396 

424号土坑 Ea56 B-II 0.55 x 0.50 20c皿 土器片 2.剥片 2 不明 396 

425号土坑 Dj55 A-]¥T 0.86 x 0.83 87cm 土器片10・磨石 1.剥片 9 五領ヶ台 389 449 

426号土坑 Dj56 B -1 1.00 x 1.82 94cm 土器片10・剥片 l 言者磯a 389 449 130 

427号土坑 Dj56 B-II 1.25 x 1.03 14cm /小ピット 4基あり 不明 396 

428号土坑 Dj56 B -1 0.89 x 0.80 95cm 土器片18/段差あり 諸磯 b 389 449 

429号土坑 Di56 E-V 1.07 x 1.01 28cm 土器片 5・石匙 l 諸磯c 390 449 130 I 

430号土坑 Ea54 B-II xO.55 21cm 不明 395 

431号土坑 Dj54 A-]¥T 0.98 x 0.94 不明 土器片 8 黒 i兵 164 449 130 I 

432号土坑 Ec52 不明 x 0.53 58cm /撹乱を受ける 不明 396 

433号土坑 Ea55 B-II 0.73 x 0.51 87cm 土器片12.石匙 1・スクレイパー 五領ヶ台 390 41 449 

434号土坑 Di56 B-II 1.30 x 0.82 44cm 土器片23・剥片 3/小ピット 黒 i兵 390 449 130 

435号土坑 Di55 A-II l.l8 x l.l3 25cm 土器片 6・磨石 l 黒浜 390 

436号土坑 Di54 B-II 1.65 x 1.61 39cm 土器片27 黒浜 390 449 130 

437号土坑 Di55 A-II l.l0 x 1.04 31cm 不明 396 

438号土坑 Di55 B-]¥T 1.42 x 1.29 60cm 土器片92・磨石 1・剥片 8 諸磯a 185 41 450 130 

439号土坑 Di56 E-II 1.08 x 0.72 38cm 不明 185 

440号土坑 Dh56 B -1 1.23 x 0.98 83cm 剥片石器 1. 1喋 不明 189 42 450 130 

441号土坑 Dj55 A-]¥T 1.22 x 1.19 108cm 土器片36.打製石斧 1、他 五領ヶ台 390 450 130 

442号土坑 Dg55 B-]¥T 1.38 x 1.24 84cm 土器片20/82i主と重複 言者磯a 191 450 130 

443号土坑 Dg55 B-II 1.33 x 0.94 23cm 磨石 l 不明 396 450 130 

444号土坑 Dj54 B-II 0.93 x 0.84 16cm /ピットあり 不明 396 
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表30 東地区土坑⑮

遺構 遺物

遺構番号 検出位置 形 態 規模 (m) 残存深度 おもな出土遺物/備考 時期

挿図 PL 挿図 PL 

445号土坑 Di54 A-II 1.34 x 1.25 32cm 土器片178.剥片 3 黒浜 390 42 450 131 

446号土坑 Dj54 B-II 0.87 x 25cm /450土と重複 不明 396 

447号土坑 Dj54 B-II 1.52 x 1.35 34cm 土器片44・凹石 1・剥片 4 黒 j兵 390 42 451 131 

448号土坑 Di54 A-II 1.37 x 1.28 27cm 土器片 9 黒 j兵 390 451 131 

449号土坑 Dj56 B-II 0.98 x 0.85 15cm 土器片81・石倣 1・剥片 6 五領ヶ台 391 451 131 

450号土坑 Dj54 A-I 0.85 x 0.81 24cm /446土と重複 不明 396 

451号土坑 Ea54 A-I 0.77 x 0.75 37cm 不明 396 

452号土坑 Di55 B-N 1.33 x 1.15 37cm 土器片132・石鍛1・磨石 1 黒浜 185 451 131 

453号土坑 Di55 A-I 1.02 x 0.98 47cm 土器片37・磨石 1 黒 j兵 391 42 451 131 

454号土坑 Di53 B-II 1.62 x 1.44 40cm 土器片 8 黒 i兵 391 451 131 

455号土坑 Dh55 A-II 1.55 x 1.50 43c皿 土器片23・スクレイパー 1、他 諸磯a 391 451 131 

456号土坑 Dh56 B-V 1.37 x 1.07 36cm 不明 189 

457号土坑 Di57 B-II 0.93 x 0.68 33cm 不明 189 

458号土坑 Dh54 A-II 1.40 x 1.37 94cm 土器片84・磨石 3・凹石 1・剥片 4 黒浜 391 42 452 131 

459号土坑 Dh55 不明 不 明 不明 土器片79・磨石4・剥片 1、他 言者磯b 134 452 131 

460号土坑 Ea54 B-II 0.75 x 0.64 36cm 不明 396 

461号土坑 E丘54 E-V 1.04x 0.53 73cm /1号掘立の柱穴 不明 396 

462号土坑 Di54 E-II 0.71 x 0.69 74cm 不明 194 

463号土坑 Di57 B-N 1.16 x 0.80 84cm 土器片 2・剥片 2 黒 j兵 196 452 131 

464号土坑 Dg54 B-II 0.81 x 0.61 lOcm 不明 197 

465号土坑 Di54 不明 不 明 不明 不明 194 

466号土坑 Ea55 B-II 不 明 32cm 土器片28・剥片 8 加曽利E 391 452 131 

467号土坑 Ea55 B-II 0.60 x 0.37 70cm 不明 391 

468号土坑 Dh54 A-耳 1.14x 1.10 45cm 土器片44・石皿 1 黒 j兵 391 452 131 

469号土坑 Ea55 A-II 0.62 x 0.58 30cm 不明 396 

470号土坑 Ea55 B-II 0.76 x 0.60 44c皿 土器片30・剥片 1 五領ヶ台 391 452 131 

471号土坑 Ea54 A-II 0.85 x 0.79 52cm 不明 396 42 

472号土坑 Dh56 B-II 0.55 x 0.48 41cm 不明 396 

473号土坑 Eb54 B-[] 0.55 x 0.46 34cm 土器片 2 五領ヶ台 391 452 131 

474号士坑 Ea54 A-I 0.45 x 0.43 51cm 土器片10/1号掘立の柱穴 不明 454 42 452 131 

535号土坑 Ec55 B-II 0.90 x 0.70 39c皿 不明 134 

536号土坑 Ec55 E-II 0.97 x 0.88 22cm 不明 134 
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戸
A A' 

ーにノに/ 十~-

A A' 

亡三二Z子1
1号土坑

l 黒褐色土 ローム粒炭化粒少吊含む。しまり強い。

2 暗褐色土 ロ ムフロックを40-50喝、最化粒少泣

合む。しまり強い。

3 褐色 i二 炭化粒少吊含む。 しまり 粘性やや強い。

A_ (g/~ 
A 1，カ土ラン A'

314.30mャι村長fl

A 

5号土坑 6号土坑

A 

314.40m 

1 黒褐色土 粘性やや弱く、しまりあまりない。

2 :D暗褐色土ロ ムフロック少i住吉む。枯性 しまり

やや強い。

3 暗褐色 i 色調明るく褐色気味。ロ ム柱をやや多

く含む。枯性やゃあり、しまり強い。

4 陪褐色土 ローム粒世trJ合む。粘性あまりなく、 L
まりやや強い。

b:<1 

叫凶l
与 2 1 A A' 
k31 

¥ 4 I 
31町三工T

11号土坑
13号土坑

1 黒褐色 iこ ローム粒jl~í_[;，(合む。

2 日吉褐色土 ローム牧少民合む。しまりある。 1 弔褐色土 粘性やゃあり、しまりやや弱い己

3 :n百褐色 k ローム粒やや多く合む。しまりやや強しも。 2 陪褐色 i ロ←ムフロ yクをやや多く含む。 Wi性や

4 褐色土掘り過ぎ部分 や強〈、しまり強い。

凶 I¥U 3 
A fL i¥ !I ¥¥ 

凶|υ|

A A 

/ ~、 i
( -.__j) 16号土坑

A' 

l 里褐色土 ローム粒微 'l~合む。粘性 しまりあまり

ない。

~羽田色土 yp少!止、提化物尚昆含む、柿性あまり

なく、しまり強い。 勺L_)

第366図東 地 区 土 坑 ①

-399-

A' 

山亡f 9号土坑

-U10問

l 塁褐色 k ロ ム粒 炭化物抗日止合む。枯性あまり

なく、しまりやや強いD

2 陪褐色土 ロ ム粒少民合む。しまり強いハ

À~' 

A A' 

14号土坑

1 月旦褐色土 ロ ムフロック微量古む。粘性あまり企

く、しまりやや強い。

2 黒褐色士 ロームフロック青む。

3 日高褐色土 ロ ムフロ yク yp少日含む。しまり

強い。

。

~ b:<1 

匂ギ句
A 

314.20m r、
--.._二:::...-r一

A' 

18号土坑

2m 



h
y
y
 

いひ
A 

314ヘf
A〆

22号土坑

1 黒沼色 i ロ ム粒悦lJ:含む。枯性あまりなく、 L
まりやゃある。

2 暗褐色土 ロ ム粒昔、'1'.含むo *，Ii性あまりなく、し

まりやゃある。

3 暗渇色土 ローム粒少E含む。しまり 拍性ややあ

る。

A dDth|ト
山 Ufu
1 弔問色上 色調やや明るい。ロ ムフロック微日吉

む。粘性やや強く、しまりやや弱い。

2 暗何色土 ロ ムフロックをやや多く古む。拙性や

や強く、しまり強い。

3 褐色土 ローム粒多日含む。粘性強く、しまり弱
L、。

同
川
川
山

J

私
/
ν
八一一

同

G叫

L_j 
A' 

30号土坑

1 黒褐色土 ローム粒少日、炭化物限_:)1古む。枯性あ

まりなく、しまり強い。

2 暗禍色土粘性vゃあり、しまり Jjljい。

A A' 

A〆A 
3 

3お5号土坑

2m 

A A' 

313.10m'ミ己7
31号土坑

1 黒褐色土 ロ ム純フロック古むこ粘性 しまり

ベコゃある D

2 :Ilii尚色 i ロームフロゾク古む。枯判強〈、しまり

あまりない

3 階出色1: Y Pをやや多く合む「仙仕弱〈、しまり

よいp

A' 

土口写

A
一
問

1 よ褐色 1: yp少世含む。粘性あまりなく、しまり

やや強いG

2 時相邑士 !日色枯質土少'1'.含む。枯性ゃゃあり、し

まりあまりなし~

第367図 東 地 区 土 坑 ②

400 

1:0/ 

∞l 凶i
A' A 

312.60m 

号自 29号土坑

1 黒褐色とロ ムf.'i 炭化1'!l微日含むと枯性あまり

なく、しまりやぞ強い。

2 暗褐色土 ローム牧 民化粒徹ill:含む。枯性あまり

なく、しまりやや強いっ

3 時間色土 ロームフロックを合むo fii性ゃゃあり、

しまりやや弱いc

4 何色 1: 枯刊あり、しまり弱い。

AI(・， ¥¥ A' 

凶 1 A' 凶!

313.00m ¥ _________ 

2〉44L43 32号土坑

1 黒褐色土ロ ム粒フロ yク合む。 Wi性弱〈、 L
まり強い。

2 日告尚色土 褐色粘i'(l少!日含む。粘性 しまりやや

ある G

3 褐色上 (地Lil)拍1り過さ

よーミ | 

主Lf五
A 叫

312.70mで¥

孔ノ 「二で三二r

に主主手ゴ2 37号土坑
4 

1 黒1白色上 yp粒少中古む。防性 しまりやゃある

2.n古褐色土 褐色砧i1j少E含む01，占性ゃゃあり、 L
まりあまりない。

3 時侶色 1: 1品色も'i坑土微hl合む。粘性ャゃあり、 L
まりあまりない。

4 白色土 1日色粘TIi多目合むυ 粘性あり、しまり

やや弱いa

A〆凶|



メ
K
一

へ
い
い
)
イ
/

/斤
/
J
I
¥
¥

A A' 

1 '.'m白色土 yp微佐古む。しまりやや強い。

2.11前回色 l 褐色粘土品 I正含む。枯性やゃある。

J

J

¥
一

1 黒褐色土 ロームフロ y ク微 f1t含む。 +I~性ゃゃあり

しまり lJ~ い。

2 日産褐色 1: 1日色枯土をやや多く古む。粘性強く、し

まり弱い。

A 

A 
311.60m 

48号土坑

A 

A 
312.40m 

てグ;9号土坑

1 :.IJ:I，十日色上 ロームフロック yp少立合む。 しまり

粘性やゃある。

A 

A A〆

312.90m ¥ r 

一一一一----.J 42号土坑

/ぱ

主otJZ
A 

坑土
ロ
宵
d

k
一

切
m
干ト
l
、、

A
回
.

1 :ff古侶色土ロ ム粒由化杭微世古む。粘性 しま

りあるο

2 陪褐色 t ロ←ム位 yp世日 炭化粒世Hi;合むp

t，1itt しまりやマ強いn

第368図 東 地 区 土 坑 ①

401 

A' 

312.2~ 

40号土坑

1 里褐色土 ロ ムフロック微封古む。枯性ゃゃあり

しまりやや弱い。

2 :ff音褐色上 yp 褐色粘土台も。しまり 枯性やや

ある ο

A 

A' 

A' 

A 
312.90m 

3 

43号土坑

1 黒褐色土 yp少量、炭化粒微量含む。粘性ややあ

り、しまりやや強い。色調黒 I~:;_強い。

2 黒褐色土 yp少肝、炭化粒微日:青む。枯性ややあ

1)、しまりやや強いっ I府より明るい。

3 . .'H，褐色土 ypやや多く、炭化粒微1t合む。拍性。

しまりややある。

子fi
ム~A

て~ I )2j 
54号土坑

1 黒!日色土 yp ロ ム粒微日吉む。枯性あまりな

く、しまりやや強い。

2 暗褐色土 ロ ムフロック古む。

。 2m 



A UF1 
-<<7/ 

A'凶!A 

土ロ写7
'
 

R
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59号土坑

1 黒褐色 i二 ロ ム杭少立合も。しまり 粘性やや強
し、。

2 黒褐色土 ロ ム粒 ypをやや多く含む。しまり

4占性やや強い。

3 :Affi褐色土 ロ ムフロック ypをやや多く古む。

I占性やや強く、しまりやや弱し、

1 司王褐色 l ローム位 yp少吐、炭化肢を微)1':古む。

粘性わずかにあり、しまりあまりない。

2 黒褐色土 yp フロック世世含む。粘性あまりな

ししまりやや強い。

3 暗褐色土 ロ ム位 yp ブロック少 ~î: 含む。粘性

やゃあり、しまりやや強い。

1 黒筒色土 yp ローム杭少日、炭化粒微量含む。

fM:吐あまりなく、しまりやや強い。

2 暗褐色土 ローム位少i止含む。しまりやや強い。

3 陪褐色土 ロ ム粒 ypフロック多量古む。 fl1i日

やゃあり、しまりあまりない。

A 

主i:Q1

戸; 勾/ ぬ!

ぬl ∞| 

AqAH ~十A' 
匂/

A 凶|

…E~ 
A ∞l 

314.9九-J
66号土坑

A 
314.S0m 

64号土坑

1 黒褐色土 ローム粒少lJ 炭化粒微~;:含む。粘性

しまりある。

2 黒褐色土 yp少「仕合む。枯性ゃゃあり、しまりや

や強い。

3.n音褐色土 褐色粘土多 Ill:古むc 粘性あり、しまりや

や強い。

4 陪褐色土褐色拍土 yp少'I'_含む。粘性あり、 L

まり強"0
5 'U吉褐色 1: yp多E合む。粘性あり、しまりやや強

1 黒褐色土 ロ ム粒微吐含む。拍性ゃゃあり、しま

りあまりない。

2 里褐色土ロ ム粒 yp少位、炭化技微早吉む。

j，¥性あまりなししまりやや強い。

3 : !J~褐色土 ローム粧 yp少量、提化村微日吉む。

f占性あまりなししまりやヤ強い。

4 日吉褐色土 Y pjl吐、最化粒 !)~í :ir含む。拍性ややあ

り、しまりやや強い。

5 :H青褐色 l 色調明るい。褐色粘土多}Iiに含む。枯性

やや強〈、しまりあまりない。

1 '，IJ:，褐色土 ローム粒 ypやや多く含む。粘性 L 
まりややある。

2 暗褐色土 ローム粒フロ y ク。 yp多旺含む。粘

性ゃゃあり、しまり強い。

3 褐色 i ロ ム桂 .yp多lJ:古む。 柏性強く、し

まり弱し、。

6.n青褐色土 yp少}l(含む。拍性 しまりやや強い。
〆

|∞ i∞吋

(ペnO)正

主~~， η ， I問問
1"孫声器ι511 10 J 

よどう込VJ ' J A 1 A' 
A「 φ ム〆白| に y f/  31L15m子守三二「

314.sOml ∞| ∞| ペム~I
)'-〆~ 2 U 

~ - } 八 A' 三一-I._j 

」一一_.) 67号土坑 31百'Om i 70号土坑

} ¥ 黒褐色土 ロ ムフロック微日合む。枯性ゃゃあり
I 黒白色土 ロ ム粒間出合む c 柚性あま吋く、し ( ¥.一ε } しまりやや弱い。

まりやアJjlJぃ。¥~- I 1 同色土 ローム粒 フロックをやや多く計。 L
I 里褐色土 ロ ム位 フロノク少川む。しまりや ¥ _..-へJ __~... ，， 1)'1，占性やや強い。

や弱い、酬やゃある。~~ 68号土坑 2 附色 1: ローム校 yp机針。粘性少しあり
2 月巨褐色J 色調 I屑よりやや明るいc ロム位フ しまり強い。

ロy クをやや多く合むc 粘性やゃあり、 3 陪侶色土 ローム粒多註 yp少:;'c含む。枯性強く

しまりやや強い。 しまりやや弱し、。
3 . ~.立問色土 ロ ム位微日吉むa 粘性やや強〈、しま

り拐し、。

4 陪褐色土ロ ム位をやや多く、 yp 少'I~含む。 L
まり 粘性やや強いい

5 陥同色上 ローム粒多目、 ypをやぞ多く青む 色

調は出色lこjliいご tl'itl強く、しまりやや
。 2m 

~ß い。

第369図東地区土坑④
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主 jh|

1 黒褐色土 ローム粒 yp少旺含む。枯性あまりな

く、しまりやや強い。

2 黒褐色上 ローム粒 ypをやや多く古む。粘性や

ゃあり、しま 1)強い。

3 黒褐色土ロ ム粒フロアク ypを2府よりや

や多く青む。 I占性やや強〈、しま 1)強い。

4 暗惜色土 ロ ム杭多問、 yp少lu:含むつしまり。

枯性強い。

5 :A高官J色二| ローム粒多品i合む。枯性強く、しまりや

や強い。

|ロ

A 

|同A

314.60m 

4 

1 黒褐色土 ローム枕 yp少l立含む。粘性ゃゃあり

しまりやや強し、

2 黒褐色土 ロ ム粒 ypをやや多く古む。粘性や

ゃあり、しまり強い。

ョ ;黒褐色士 ypをやや多く含む。しまり 粘性やや

強い0

4 : n暗褐色 1 ロ ム粒多吐、 yp少日古む。しま 1)

粘性やや強い。

5 陥褐色士 ローム粒多民吉む。枯性強〈、しまりや

や弱い。

〆づ三、チ l />~~~正
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l 黒褐色土 ローム位少'1'.、ロームフロ yク間引合む。

fl1iN_ しまりある。

2 弓ミ褐色 t yp少l止含むo fl~性あり、 しまりやヤ強
し、ο

:~ . nd褐色土 ローム粒多l止含む。 Wi性あるが、しまり

やや~~い十、

争下
j

ジ

/汐

7
¥人

γ

ム吋~ A'凶|
314.70m¥←-ニ;:---'-;-一二=デTて7二I 2 1¥ Lョ十yp

¥5¥ ，ムか〉へ生ヨ
35 75号土坑

1 黒褐色仁 ローム位置I世含む。粘性あまりなく、 L
まりやや強い。

2 黒褐色土ロ ム粒フロックをやや多く、 yp少

量含む。粘性ゃゃあり、しまり強い。

3 暗褐色土ロ ム杭をやや多く、ロ ムフロック。

yp少:j;:含む。 しまり 粘性やや強い。

4 :1暗褐色! 色調は 3li'iに同じ。ロ ム杭多E、大き

めのロ ムフロック ypをやや多く青

む。しまり 枯t生やや強い。

5 褐色土 ロ ム粒多量含むc 粘性強〈、しまりや

ゃある。

/切

υ| 

A' 

1 : ~黒褐色 i ロームフロック少託、 yp l~í 世含む。粘

性ややあ 1)、しまりやや強し~

2 里褐色土 ロームt" フロックをやや多く、 yp少

国含む。枯刊ゃゃあり、しまり強い 0

3 黒褐色 i ローム位 フロ yク ypを2府より多

早合む。粘性ゃゃあり、しまり強い。

4 黒?と1色土 ローム粒フロック生吐、 yp微'.1'.合む

粘性ゃゃあり、しまり曲い。

5 陪椙色土 ロ ムキ;多旺に含む。粘性強〈、しまり

やや弱い。

A 

古

1..T:二褐色土 yp微日含む。枯性ぞゃあり、しまりや

や強いc

Z 黒侶色上 ロ ム粒 yp少日吉む。粘性ゃゃあり、

しまりやや強いF

3 恩褐色土 ローム粒限!日古むQ J，'I占性やゃあり、しま

りやヤ強い。

第370図東地区土坑⑤

403-

A A' 
314.40m 示二三ご~

¥ ~ニてご ? I 
ト 3 ¥ ~ I 

¥ 4一一/

一 77号土坑

1 哩褐色土 ローム粒倣l止合む。枯刊 しまりあまり

ない。

2 :1#，伺色 i ローム校少i戸、炭化1立似日合む。枯性あ

まりなく、しまり強い。

3 黒褐色土ロ ム粒ーロ ムフロック ypをやや

多く、炭化粧阪日古む。枯性あまりなく

しまり強い。

4 尚色 1， yp多E含む。柚性あり、しまりやや弱
し、。

A 

A 

凶|

A' 

~81問
1 黒褐色上ローム粒 yp少:J含む。枯性 しまり

ある。

2 黒褐色土 ロ ム粒 yp をやや多く、民化粒限~.

含む。粘性ないが、しまりややある。

3 : JI~褐色土 ロ ム松をやや多く古む。枯性あ 1)、し

まりあまりない。

4 黒褐色" y p多量 e'む。枯性あまりなく、しまり
やや強し、。

ム 1 カクラン 主
314.70m ¥ に寸ーっ『マ与~一一ァー

¥ 4 ¥ トよ〉こシ 6 / 

5寸_Qミテxす斤Y

A' R
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B
 

しとノ
84号土坑

4 黒褐色 1， y pをや。多く古む。枯性あまりなく、

しまり強¥， ，~ 

5 陥m色土 m邑枯土少J仕合む， I占性 しまりある

6 黒褐色土 ローム粒 ypをやや多く含む， 11，性や
ゃあり、しまり強い。

y P I\~ 

褐色粘土。 2m 



A 竺i一一二五叫
314.9C弘一 ~s~ゾ

2 83号土坑
l 児褐色土 ローム校少量、民化校微!止含むQ Wi'l生や

ゃあり、しまり強い。

2 : ，t昌嗣色土 yp少1t含む。 粘性あり、しまりやや強

A 

~ム坑
1 黒褐色土 ローム粒少E含む。粘性あまりなく、 L

まりある。

2 黒褐色土 yp少rJl含む。枯性ゃゃあり、しまりあ

る円

3 断柱1色 t y p少佐合む。粘性あり、しまりやや強
し、0

4 :11i.褐色土 yp多征含む。 枯性あまりなく、しまり

ある。

4N+l 

叫

一

O)

ぬ1

A' 

A 勾/ ム冶1

314.9orl， r--ー

し一一一_) 99号土坑

1 . .rp，褐色土 ローム位 yp相'1'，，¥古むζ 粘性あまりな

く、しまりやや強いE

2 黒褐色土 ローム粒 yp少[I(古む p 枯性やぞあり

しまり強い。

3 黒褐色j ローム粒 フロ yク yp少日含む n 枯

性ゃゃあり、しまりやや強い。
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主 γ- Ab:ll同

314.70m下「ー

L一一一一一一一一一一./ 89号土坑
I 堅褐色土 ロ ムJ立 yp少祉、炭化立微量古む。

柏性あり、しまりやや強い。

2 : u:~褐色土 ローム校をやや多く、炭化粧微日常む。

粘性。しまりやや強い。

3 黒褐色土 yp多民吉む υ 枯性 しまりやや強いc

J 

A 吋 A'∞1

314.70m 

¥一Jノ-1明O位掛2持号
1 県褐色土 ロ一ム粒微;日J合むF 粘性な〈、しまりや

や強い。

2 黒褐色土 ローム粒合厄合むc 柏性なく、しまりや

や強いA

3 褐色 1， yp ロ ム粒多用含む。枯性あり、 L

/Q;( 

:Oi 
日ヘ_r

第371図東地区土坑⑤
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A 川 IA〆

\~ー.//

A 
凶| A~I 

山~空手 1附土坑
1 ::s間色土 ロ ム粒微封合む。 tl1i'lt しまりあるG

2' .'n褐色 1，ローム粒少日含む。粘性 しまりある ο

3 黒褐色士 ロ ム粒をやや多く古む。枯性あまりな

ししまり強い。

4 時同色土 yp多J止合も。 T占性あまりなく、しまり

やや強い。

5 里褐色 1'， y p多'I.!.古むn 粘性あまりなく、しまり

やや強い円

G :nri褐色土 ローム粒多l止、 yp世{:11合むの枯性あり

しまりあまりなしL

。 2m 



¥Ci 

314乍ヌヰ

ーし~
l 哩渇色上 ローム位 yp少旺合む。枯性ゃゃあり

しまりやや強い。

2 : n百褐色仁 ローム杭 ypを1回よりやや多く含む

粘性ゃゃあり、しまり強い。

3 黒褐色土ロ ム:ti[.フロック微世古む。1'11]性 L 
まりやゃある。

4 黒褐色土 ロ ムフロック少E古む。粘性やゃあり

しまりやや強い。

5 暗褐色ゴ ローム粒をやや多く含む。しまり 粘性

強い。

113号土坑

1 黒禍色 i ローム粒少E含む。粘性あまりなく、 L
まりやや強い C

2 里褐色土 ypやや多く、炭化粒徹日含む。粘性あ

まりなく、しまりやや5ml.、。

3 暗褐色土 ロ ム杭をやや多く古む。粘性あり、 L
まりあまりない。

ぬ|

A 

もA ヒロ|

-v/108問

l 宅褐色土 ロームキi徹世合む。枯刊 しまりぞや弱

や

や

り

り

ま
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A 

A ロコi A'∞i 

3山也斗l
112号土坑

1 黒褐色土 ロ←ム杭少E含む。粘性なししまりや

や強い。

E 黒褐色土 ローム粒 yp少E含む。枯性なく、 L
まりやや強い。

3 暗j~色 i ローム粒をやや多く古む。粘性ー しまり

ある。

ぬ|

" ~、J 1¥11 
にQ

A ¥  JA 主(( も )) A' 

--ー-----'
A A' 、ニグ 凶|ト寸寸

∞i 

一LfJ
114号
41へ I15悶

1 理掲色土 ローム粒 yp少吐、炭化粒微量古む。

粘f生やゃあり、しまりやや強しu

2 褐色二て ローム粒多E合む。粘性あり、しまりあ

まりない。

ぬ|

むつ。

A
凶I A' 凶

|l
A

叫

坑土ロ写no 

一i

一2
¥
3

-m 

1 黒褐色J ローム肢 ypをやや多く、炭化粧微量

合む。枯性あまりなく、しまりやや強いο

2 :s書簡色土 ypをヤや多く合む。枯性やゃあり、し

まりやや強い。

3 貰褐色士 ypを多く古む。粘性あまりなく、しま

りやや強い。

∞| 
A' 

一1
1
2
~

-m 
ハU

1
i
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内
〈

υ

120号土坑

1 :~褐色土 ローム枝微p古む。品"性あまりなく、し

まりある。

2 黒褐色 l二 yp倣l止含むο 枯性あまりなく、しまり

ある。

第372図東 地 区 土 坑 ⑦

-405 

1 黒褐色土ロ ム粒 yp微量含む。枯性やゃあり

しまりやや弱い。

2 黒褐色土 ローム粒 フロック ypをやや多く合

む。枯性あまりなく、しまり強い。

3 甲
y褐色土 ローム位 ypy¥j(古む。 柏性やゃあり

しまり平や強いっ

4 黒褐色 i ローム粒多f，¥.yp少世吉むc しまり

f占刊やや強い。

5 里褐色土 ロ ム粒をやや多く、 yp少量含む。 L

まり 粘性やや強い。

6 :0古褐色土ロ ム枝多日吉む。砧性強ししまりや

や強い。

klfl 
E
C
的己的

坑土

寸

L
P

品
同

1nJι 
~I ~I 

1 黒褐色土 ロ←ム杭限日吉むc 枯性 しまり弱い。

2 黒褐色土ロ ム校微M含む。枯性 しまりある。

3 黒褐色土 ypをやや多く含む。枯性あまりなく、

しまりやや強い0

4 掲色仁 枯質土。拍性あり、しまりあまりなしも。

。 2m 



A ∞I A' 凶 1

315.l0m、一

l__一一一ノ 125号土坑

1 黒褐色土 ローム粒微.'Jl.合む。枯惜 しまりあまり

ない0

2 早褐色土 YP微乱含む。 粘性あまりなく しまり

やや強い。

3 黒褐色土ロ ム位 ypを依l止古む。粘性あり、

しまりやや強い。

4 黒褐色 1: Y P少日合むョ粘性 しまりぞやJj!jぃ。

5 :H立褐色 t枯tt士気味ο 粘性あり、しまりやや弱い。

判 / 町 出

:QFh1 
1山 LJしJ

1 黒褐色 L y pj位微'J'.古むo 枯性ゃゃあり、しまり

やや強い。

2 :，!f:'，褐色土 Y Pi，微旺含む。 {11;性 しまりある。

3 県;r，色土 色調やや明るい。 YP粒向日1含む。粘性

ー しまりやや強い。

同A〆

同i 凶!
主 315∞m 五

しJ122号土坑

131号土坑

1 黒褐色士 ローム粧品、日、炭化粒微H'_含む。粘性や

マあり、しまりある。

2 日高褐色 t ローム粒多目含む。枯性やや強く、 しま

りある。

A 

142号土坑 ¥、

A31480m ¥こニニ/A' 

1 黒褐色土 yp少量、最化附i:[ji:古む。州生あまり '--一 一←一一一一----r

黒掲色 t y p ローヅ山針。抽出 し¥γー，，1~ 
暗褐色土褐色枯土0':a:含む 粘性 しまりある。'--一一一ーー」ιー一一_J

~~;rg(ÇoI~ 
ム 1〆、 j主~ 1 

、や J//υ
-Q.，立主:s/ V _j 
/九~ ~ 

.!l. 315∞m A"∞l' 

:as 

同
入
小
h
R

A' 

、ρi
¥tJ |ロ

|ロ
∞i 

A 戸
し

I 里褐色土 ローム位 ブロックタ 't(含む。枯r主あま

りなく、しまり強い。

2 県福色土 ロームフロック少;l(古む。色調 1層より

ややl暗いc +V;性やゃあり、しまり強u、
3 里褐色 1.. ロ ム続。フロ γクをやや多く含む。粘

性ゃゃあり、しまり強いc

" '.~褐色土 ローム粒 yp. m化位少_'1'_含む。粘性

やゃあり、しまり守や強しも。

5 黒褐色土 ローム粒フロ yク ypを4同よりや

や多く、炭化世阪社合む。 1，¥性ゃゃあり
しまり強い。

6 暗褐色j ローム粒少泊、 ypをやや多く含む o L 
まり 枯性やや強い。

7 . AfftEi色士 ローム粒をやや多く古む。粘性やゃあり

しまり強い。

8 :Aii褐色 t色調 G.7附より明るい。ローム粒各自

yp少日含む。枯性強〈、しまりやや強
し、。

一φF
AQ正

U び 144号土坑

1 思同色土 ローム桂 yp 少~I'、炭化粒微日古む門

rl，也あまりなく、しまり強い

2 黒褐色」 ローム1'，.y p少日吉む九枯性ゃゃあり

しまりャゃある

3 黒尚色 t ypを干や多く含むl 色調 21(oiより

やや明るいο 粘性やや強く、しまりやや

弱し~

J/ 

イ 126号土坑
cQ¥ 

A ~ 

山 Om上、4ー〈ι--ーι~γτJ子一l "  5 イ一一戸 ------/ I T ? γて/

ド~~ 3~3 

¥. -8  __.) C 

A_314.70m 

¥______[ 
140号土坑

~t 
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315九」ロ杭
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主 g~

九J 坊

十主。-
|∞ l切
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148号土坑

] 黒褐色上 ローム粒 yp少'1'.合むQ 1'1占性あまりな

く、しまり強い。

2 早f白色土 ロ ム粒 ypを1府よりやや多く古む。

粘性やゃあり、しまり強い。

3.;r，褐色土ロ ム粒 yp少l正吉む。しまり 枯性

やや強し、。

4 黒侶色 1， y p少i占含む。拍性やや強〈、しまりあ

る。

5 黒褐色土ロ←ム粒フロック。 yp少日含むc 粘

性あまりなく、しまり強い。

6 :1暗褐色土 ローム粒やや多く、 yp '1品色粘 i少午

合む。粘性強く、しまりやや弱い。

7 : ns'it'J色=l ローム粒焼土化したフロック 炭化校

をやや多く古む ν 粘性強く、しまりある。

12 
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L
寸
バ
ノ
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、

凶

凶

A 
A 

¥_____f，52号土坑
泊|

1 黒褐色土 ローム粒 yp少日l含む。粘性あまりな

く、しまりやや強い。

2 罵侶1色I. YP少'H古む。粘性あまりなく、しまり

やや強い。
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gO' 
315.

60UV  
A 

'i:ol 

A ∞ Ai:Q1 

315.20m r 

1 二三_) 158号土坑

主Uココ
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--ーー、 / 

主(:0:ド
一、--〆

泊l

A A' 

m六三孟71同土坑

1 型1日色士 ロ ム位 .yp少."古むι 枯性ゃゃあり

しまり強い。

2 黒褐色j ロ ム杭 YP微'1'.合む。枯性ゃゃあり

しま i)~ì~'o 

∞| 
ド

A
十

凶

m山
一

A
一

161号土坑 2m 。

東地区土坑⑨
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自
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的
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坑土号F
h
d
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坑土ロ
守口ヨ

泊|
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A 

315.20m 
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~I 

土ロ写

叫

ぬ
K
一

1

J
 

A
一

1 思褐色土 ローム粒 yp微吊含む。粘性あり、 L
まり強い。

2 黒褐色土 ローム位 yp微1J:含む。色調 1府より

やや暗い。粘性あり、しまり強い。

3 時十回色土 ローム粧多:!;}:古む。粘性強く、しまりや

や弱い。

i:ql 

A 

1 黒褐色 1-
ローム粒 yp 白色粒少量古む。枯性

あまりない。

2 黒褐色土

ローム粒 yp 白色粒をやや多く含む。

粘性あまりなく、しまり強い。

1 黒褐色土 ローム1<，Y P微E合む。粘性あり、 L
ま!J5iliし、。

2 :.el¥l出色二七 ローム粒 y P!旺-fii:、ロ ムフロック少

l止含むc 枯性あり、しまり強い。

3 : ~.IÀ褐色土 ローム粒フロ yク微吊青む。粘性あり

しまり強い。

4 黒栂色土 ロームフロックをやや多く合むe 枯性あ

り、しまり強い。

5 黒t.@色 t ロ ム粒フロック ypをやや多く、

炭化粒5レ:;(合む。粘性やや強〈、しまり

強いο

A5f 丘巴1
315.10m 

U5号土坑A A' 
316.l0m ¥ rー

'---一一一一ノ 181号土坑

坑土口写
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叩
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一

1
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一

A
 

1 黒褐色士 ローム粒 yp微日肯む。粘性あり、 L
まりやや強いc

2 黒褐色土 ローム粒 yp少世含む。拍性あり、 L
まり強いc

毛£ι;こζ;
A!¥ げ 1迎正

¥. J /宅

間企
315.20m 2 

198号土坑

第375図 東 地 区 土 坑 ⑮

408 
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A' 

主d
ヘー_r

A' 

195号土坑

A' 

l 黒褐色土 yp徹:U(含む。粘性ないが、しまりやや
強い。

2 塁褐色土 yp少:;';:含むc 粘性ゃゃあり、しまりや

や強い。

3 . Dff褐色土 ロ←ム粒 yp 褐色粘土少量含む。枯

性 しまりある。

4 褐色土 粘性強く、しまりない。
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坑土号

A
一向

A
一

向/

1~ 
A 

;lk孟77mL土坑

1 里褐色土 ローム粒 yp.白色怪石粒少量、炭化

粒焼オ i立微吐含む。 :Wi性あり、しまり

強い。

E 黒褐色二i ローム粒・ yp 白色程石柱少E含む。

枯性 しまりやや強い。

3 黒褐色土 ローム位 yp微量含む。粘性やや強く

しまり強し、。

A 

A' 

A' 

A 

1二「
205号土坑

ム。む
A A' 

314.50m 

しん社

ぬi

A 

~I 

A' i 

A'∞l 
LB 
3 

314.90m r 

t::qj r 一一一←

主 s iLr凶 I I 203号土坑

316.20m \~一一~下Jf 1 黒褐色土 ロ ム粒をやや多く、 yp少量含む。粘

ヤー~宍L一一~フ 性あり、しまり強い。

」一一ニーー一 2 里褐色土 ローム粒・フロック少吐、 ypやや多く

含む。粘性あり、しまり強い。

I 黒褐色土 ロ ム粒微lJ'含む。粘性あまりなく、し

まりやゃある。

2 黒褐色土 ローム粒 フロック少量含む。枯性あり

しまりやや強い。

3 黒褐色土色調 2層よりやや明るい。ロ ム位をや

や多く、ロ←ムフロック少E含む。粘性

あり、しまり強い。

4 黒褐色土 色調 3層に近い。ロ ム粧をやや多く、

ロームブロック少量含む。粘性あり、し

まり強い。

ァ
阪
/

A A' 

A A' 

A A' 
314.50m 

L二~
206号土坑

AOす

U210問

第376図東地区土坑⑪

-409 

202号土坑

5 黒褐色 i ロ ム1祉をやや多く、ロームフロック

YPj，'量古む。粘性あり、しまり強い0

6 黒褐色土 ローム粒をやや多く、ロームフロック

yp倣日含む。粘性ゃゃあり、しまり強
し、。

7 陪褐色上 ローム粒。 yp各 '1'_含む。粘性あり、 L
まりやや強い。

8 暗褐色土 ローム粒多包古む。粘性やや強く、しま

りやゃある。

ポ』

204号土坑

A c:Q¥ A'凶|
314.50m 

l_]207 

I 理褐色 ローム粒 y p少吐、炭化純微量古む。

粘性あまりなく、しまりやや強い。

2 黒褐色 yp少E合む。枯性あまりないが、しま

りやや強い。

3 黒褐色 ロームフロ yク Y p j..'f，.1含む。枯性わ

ずかにあり、しまりやや強い。

4 黒褐色 yp悦日正吉む。粘性あまりないが、しま

りやや強い。

5 黒褐色 ypをやや多く含む。粘性あまりないが

しまりやや強い。

6 黒褐色 ロ ム粒 ypをあまり合まない。粘性

あり、しまりやや強いc

7 黒掲色 褐色粘土少E含む。粘性あり、しまりあ

まりない。

8 黒褐色 褐色帖土 yp少E含む。 粘性あり、 L
まりやや強い。

。 2m 
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凶 1

314.70m I~ I _/j 

~ 2 J 

I -γ ) 234号土坑

1 :.f);¥間色土 ローム粒微'，'含む。粘性ーしまりある。

2 : .~，!，同色士 ローム位少日合む。抽性あり、しまり 1

府よりあるe

3 黒褐色 i 色調やや暗い。ロームH'_'Y P少日、 m
{七枕微 II!:-古む~ 1"1古性あ 1)、しまりやや強

A' 

A 
314.20m 

A' 

216号土坑

万三 Y ぬl
fψ¥¥ 

A ¥¥ ¥ I A' 

∞l 
一泊6.20竺 主∞!

~ 2 ¥ 223号土坑

盟褐色士 yp少し干合む v 枯何あり、 しまりやへつ強

メ
A' A 

主、.::sI A' 
316.90m 

LB"モニニ主=ニオ3 229号土坑

1 :.'.I:!，褐色 1: 11'陪石を古む丘二|む品性 しまりあまり

1 黒悔色土 ローム粒微叶合む。 粘性 しまりややあ

2 黒褐色仁 ローム杭少'l'.合む。枯性あまりなく し

まり強いp

3 黒褐色仁 ロ ム柱 フロック少l止古む。粘性あり

しまり強"，

土ロ一勺『，，n4u 
n/』

第377図東地区土坑⑫

-410一

白l lぬ|

A 日~l¥A" 
\〆~ ~け/
'-'斗 J

A ∞I A' ∞| 
314.20mカクラン

しトー_-叫S'¥

¥ 2 l 220号土坑

1 :.~褐色土 y P . rl色軽石杭世H't:合む。枯判あり、

しまりやぞ強し、。

2 . :~褐色土 ローム粒 yp 白色軽石粒微!n合む。

も"性白しまり強い。

勾/
主 カクラン

314.50m寸てご1一丁ー'T一

¥ごとユ_j224号土坑

] 里出色土 ロ ム校。フロック少位、白色軽石校。

炭化杭院HJ:古む。 1占性あり、しまり強い0

2，1巳何色土 ローム枕少'11合む。粘性あり、しまり強

が;尺ぬ!

A 

坑

一
土

一

口

守

一
A
一
市

A' 

1 . '1褐色 i ロ ム粒少"含む。粘性 しまりやや強

2 里I白色土 ロ ム杭 ypをやや多く、炭化世隙'"

古む ι 打)'1チ;あまりなく、 しまりやや目主い。

3' 1青白色土 YPをやや多く古むc 枯性ゃゃあり、 L
まりあまりない

2m 



'o:1j--------守弘、ぬ1

A A' 

A ∞! A'凶|

314.60m¥ 1--' 
12¥ 12 >-イ
「三イ} 240号土坑

1 .~.!l同色土 ローム粒 .yp少_r;正含む。仙性あまりな

く、しまりやや強い。

2 :1日色土 ロームフロック yp多日古も。粘性あ

り、しまり強い。

3 :n古筒色土 尚色枯土をやや多く、炭化粒倣~~含む。
粘性あ，)、しまりやや血jい。

込
ーが / 

A ・21ifY

'0:1¥ 
/ーメ'0:11

p工¥
主¥ごノ A

A 314.50m 
凶i A 凶|

「ヘ、'-- 2/  I 

\~~三_j 241号土坑

1 : ~.l!.tM色土ロ ム牧白色粒少吐合む。粘性あまり

なく、しまりやや強い。

2 黒褐色土 yp少f止含む。 枯性あまりなく、しまり

やや強い。

3 .'!:，褐色士 ロームフロック ypをやや多く含むの

粘性やゃあり、しまりやや強いロ

4 黒褐色 1. 褐色粘土 yp少;11:古む n 枯性 しまり

ある。

5 . 11(;'褐色 k 褐色粘土多目、炭化粧微量合む。 枯性あ

り、しまりやや弱い。

凶~~、|

A;;t;:寸1A' 

d 
A ∞1 A'凶|

314.50m"'--一丁一一ア

3~242号土坑
l 黒同色 i ローム粒微 'J~合む。粘性 しまりあまり

ない。

2 黒侶色 l ローム粒 yp少0j_0合む。 的性あまりな

〈、 しまりやや強い。

3 黒褐色土 ypをやや多く含む。枯性 しまりある。

r 
ょ;:民
Rづ~ A' 

|同 A I勾 A' 

、ふ A'凶 1

1 主
A 314.40m 

314.40mー十←ー十一一

249号土坑 に三三J
黒褐色土 yp 白色牝少日古む。枯性あまりなく

しまりやや強い。

\~3 _..j 
¥-.. 2 /ノ l

辻~4_j 246号土坑

1 黒尚色土 ロ ム粒 .yp 肉色杭少日含む。干性

あまりなく、しまりやや強いο

2 出制色上 YP!駐日常むc 粘性 しまりある。

3 黒褐色 1: ypをやや多く、炭化粒椴i止含む。粘性

しまりある。

宅褐色土 色調やや明るい。尚色粘 i少fi(古む。枯

n しまりある。

主。巴ど
A 314.70m 

" 1 __)-十寸 ---l十 LB
\~ I 41- 1 
¥ 2 I 1 2 1 

I 3 I 

1 見向色 l ローム杭 y P j/ 日合むの粘性あまりな

く、しまりやや強いロ

2 黒褐色オニ ローム』立 yp ロームフロノクをやや

多く古むo Wit!ゃゃあり、しまりやや強
し、む

3 .1Jl，白色土 褐色枯土少J止古む。枯性あり、しまりや

や弱い C

4 . ~l~ 位j 色 i二 1肘によく似る。

A 314.50m凶| 主戸I

2 黒褐色 i 色調やや明るい. Y P少!I'含む。粘性。

しまりある。

3 里褐色土 yp少:1::含む。白色粒の混入少ない。枯

性あまりなく、しまりやや強い。

4 黒褐色土 ロ ムn.yp少量含む。枯性あまりな

く、しまりやや弱い。3~t\_ 1 /2  J 
1i~一一て) 247号土坑

1 出尚色上 ローム位。 yp 臼色村fをや宇多く含む。

t~î':生あまりなく しまりやや強い。

2 黒褐色土 1肘より色調明るい。混合物は同じ。

3 黒褐色士 ローム位微止含む。粘性 しまりある

4 : .':1:，色土 YPをやや多く含むc 枯生あり、しまり

やや弱いむ

冶¥ / 民 泊 |

心

第378図東地区土坑⑬

411-

主。
255号土坑

A 314.80m 

N 

弐 1
川、

一
256号土坑

主。合
A' mu 259-%.:t.:!:it 

2m 



泊l

A A' 

A'∞1 

261号土坑

A 314.50m ムf

B '---ー__./ B' 

A ρ1Aノ

314.40m 一一一一一一一「ー「

t 2 y-3 263号土坑

1 黒褐色土 ローム枕 ypうか吊合む。枯性あまりな

く、しまりやや強い。

2 黒褐色士 y p ~レ量含む。粘性 しまりある。

3 黄褐色士 yp吉む。

主O-A4

A A' 
314.50m ¥ー/

Lミニゴ三) 270号土坑

I 黒褐色土 ローム杭少此含む。粘性あまりなく、 L
まりやや強い。

2 褐色土 褐色枯上をやや多く含む。枯性あり、 L
まりやや弱い。

3 黒褐色土 ypをやや多く含む。州生あり、しまり

やや弱い。

A 凶I A月|

314.60m -.-一一一一一一一一

¥'?て一一二ゴ 266号土坑

l 弔褐色土 ローム桂 ypを少日吉む。粘性あまり

ないが、しまりやや強し、。

2 褐色土 褐色粘土 .ypをやや多く含むc 粘性あ

るが、しまりあまりない。

|∞ 

A A〆

|句

;;;;L坑」土nJ
1 :1詰褐色土 ロ ムJ立 白色粧少社合む。粘性あまり

なく、しまりやや強い。

2 褐色 i 褐色粘上をぞや多く合むp 枯性あり、し

まりやや弱い。

3 黒褐色土 ypをやや多く含む。粘性あり、しまり

やや弱い。

¥ I 1 黒褐色土 ローム粒 白色粒少百合む。粘性あまり

I =コS なく、しまりやや強いD

¥ I 2: ""惜色土 褐色粘土少}t>:青む c 枯性やゃあり、しま

¥ j りあまりない。

2 

ゐ/~弘、泊|

ふ住戸?、
主 /1/ 王、lJLr

， I、 いv，

¥一
、":-ラム〆

勾 / 凶|
主 314.30m A 

I 2'--ー巧 1

1ーすーっ 272号土坑

1 黒褐色 k ローム校 白色位少日吉む。枯性あまり

なく、しまりやや強い。

2 褐色土 褐色枯土をやや多く古む。粘性あり、 L
まりやや弱い。

3 :1品色土 同色枯土多li合む。枯性 しまりある〔

!∞ 
¥て同 i回同庁

¥ A /) ¥ ¥ A' 

I l(ζ発刊 メ

A A'-一一----， "--一一一~冒|宍ー←tP，

A A' 

314.60m ----.-

¥-.._ i 2 |貝
A 314.50m 

戸、 A' し一三二二二二二一ブ

4 

273号土坑

I 黒褐色土 ロ←ム作白色粒を少E含む。粘性あま

りなく、しまり干や強しも。

2 ，fjJ，褐色士 ローム位 yp 白色粒少日合む。拍性

ややあり、しまりやや強い。

3 黒尚色土 ypをやや多く含む。粘性 しまりある C

4 黒悟色 1: yp多日合むレ枯性やゃあり、しまりや

ゃ弱い。

5 :1日色ヒ 尚色枯 iをやや多く古むn 枯性あるが、

しまりあまりないc

第379図東地区土坑⑭

-412-

302号土坑
1 黒褐色オ ロ ム粒 yp 白色粒合託、炭化粒i世

世古む。#生あまりなく、しまりやや強

2 :11富十日色土 yp多量含むわ枯性やゃあり、しまりあ

まりない。

3 褐色土 褐色粘土多目E古むο 粘性あり しまり弱

。 2m 



坑土
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l
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向

F
t

A
一
目

l 黒褐色上 ロ ム佐世!立青むo 1'llj性あまりなく、し

まりやや強いU

2 :.!J:'，褐色士 ypをやや多く、白色粧少佐合む。粘性

ゃゃあり、しまりやや強い。

3 尚色土 褐色粘仁 ypをやや多く含むつ枯判あ

り、しまりあまりないの

~I ぬ|

A A' 

∞j 凶|

A 314.70m A' 

干¥ー_ 2ノ-----
~二〉三コ 280号土坑

|。
/。

11 
/η 

314.70m ¥ 

」ーー二一--<.べ-...._ 2 ノベ
¥ 3 " /31 284号土抗 ¥ムーームムJ

1 黒色土 ロ ム 校 yp微封含む。粘性しま 1)

ある。

2 褐色上 褐色枯上をやや多く含む。防性あり、 L
まりあまりなしh

285号土坑
1 黒尚色土 yp 主化物少 '11_合む。粘性やゃありし

まりやや強い月

2 黒褐色土 ypを全体にやや多く古むο 枯性ややあ

り、 しまりやべ吋虫し、。

3 防相色 i 渇也Wi-I少日吉む。的性あり、しまりあ

まりないわ

ム色flフ
31450U斗鳩
1 月~.t白色仁 ローム粒 向色粒少叶含むc Wi性あまり

なく、しまりやや強し、。

2 : .!:J'~褐色 [c yp多佐古む。

3 陪褐色土褐色枯jをやや多く古む八

.，...， 1円一よさ官、 且褐色立

~王さ，ーニー、 / ローム粒少日正吉む。 1千1性 しま

A /r.，，_ ~ β 〆 りやや針。

t I 引 一一A' yp少佐古む。粘性やゃあり、

、.¥. .3/) しまりやや強い。

¥ミ=-" 281号土坑

〆【~，

よと 314.80m _0_， ~ー よ主LJ LBUTB l 、 A
1 

1 :.l}A褐色土 ローム粒 白色粒少E、能化物微量含む。

名古性あまりなく、しまりやや強いG

2 黒褐色 t ローム柱。 yp 白色粧をやや多く、炭

化物倣世古む。 1古性やゃあり、しまり強
し、0

3 暗褐色土褐色!Ii上 YP'J;、日合む。粘性あり、 L

まりやや弱い。

4 褐色土 YP~ll}、褐色粘土少日含む。 枯性あり

しまりやや弱い。

k
r一円以
K
一

A

一日
凶

ロ

考

3

n

6

 7' 
円
〆
』

1 黒褐色土 ローム政 白色位少 'II_古むο 枯性なく、

しまりやや強い。

2 黒褐色土 yp各i止含む。拍性やゃあり、しまりや

や弱い。

IXJI t o:ll 

平|
A' 

A ∞1 A，~I 

品 Omi..占r286号土坑

問|

¥弘

ムCイ

A A' 

坑土ロ
方向。au 

n，L
 百

1 黒褐色二二 yp 白色杭少雨含む。粘性ゃゃあり、

しまりやや強い n

2 黒侶色t ypをやや多く合むつ枯性やゃあり、 L
まりあまりない内

第380図東地区土坑⑮

η
t
U
 

1
E
i
 

バ
パ
宝

A' 

ぬ| 凶|

号

I 黒褐色土 ローム1':1 白色粒少!l!含む。粘性あまり

なく、しまりやや強いο

2 黒椙色ct y p 少_!1_~含む。粘性あまりなく、しまり
やや強い。

3 褐色土 yp多目青む。柏町一ゃゃあり、しまりあ

まりない。

4 褐色 1 褐色土(白色佐古む)多目t古むp 粘性な

いが、しまり強し、。

日 h
T
Z
k
 

h
u日

314.70mUU  

1 黒褐色土 ロームt';[少日吉む。柿性やゃあり、しま

りあまりないι

2 黒間色土 褐色枯ゴ少 '0古むリ粘性やゃあり、しま

りあまりなし'0

。 2m 



戸

A' 

|∞ 

凶|

297号土坑
295号土坑~ ザー

|同 A カクラン A' 

叫 E5不可
1 里褐色土 ローム粒 白色粒少E含む。粘性あまり

なく、しまりやや強い。

ロ ムフロックをやや多く含む。粘性あ

まりなく、しまりやや強い。

ypをやや多く合む。粘性ゃゃあり、し

まりあまりない。

ローム粒を多目に古む。粘性ゃゃあり、

しまりやや強い。

5 黒褐色 i ローム粒少笠宮む。粘性あまりなく、し

まりある。

ロームフロック多なに含む。枯性なし

しまり強い。

7 黒渇色土 ypを少日吉む。拍性あまりないが、 L
まり強い。

ロ ム粒をやや多く含む。粘性ゃゃあり

しまりやや強い。

褐色粘土を少量合む。粘性あるが、しま

りやや弱い。

2 褐色土

3 褐色 i

4 褐色土

6 褐色土

8 褐色 iこ

9 褐色土

1 黒褐色土 ロ ム粧長化杭微量含む。枯性ややあ

り、しまりやや強い。

2 里褐色上ロ ムフロ yク yp少hl古む。枯性や

ゃあり、しまりやや強い。

ロームフロック多fii合む。粘性 しまり

ある。

4 黒褐色土 ローム粒少託合む。粘性やゃあり、しま

りやや強い。

5 黒褐色土 yp少!l!.含む。粘性 しまりある。

6 黒褐色土 yp少E含む。色調 4. 5問に似る。 fii
甘 しまりある。

7 暗褐色土 yp 褐色粘ゴをやや多く青む。粘性あ

り、しまりやや弱い。

8 黒褐色 t ypをやや多く古む。粘性あり、しまり

あまりない。

3 褐色土

l() /-~J t 
主(日)K

U'9' 

ぬ|

A イ
ー
¥

L____) 
い!

4LしιJA' 

1 黒褐色土ロ ム粒白色粒少'1'.青も。粘性あまり

なく、しまりやや強い。

334号土坑

々

縄問| υ 

三主 316.10m よと

U -1 黒褐色土 ローム校 白色粒:T'lit 炭化物微世含む。

3 1，占性あまりなく、しまりやや強い。

2 黒褐色土 yp ロ ム粒少日吉む。粘性ゃゃあり、

しまりやや強いο

3 黒褐色 i二 yp多早合む。粘性ゃゃあり、しまりあ

まりない。

A 

8 黒褐色土 ローム粒 白色粧少量古む。粘性あまり

なく、しまりやや強い。

9 黒褐色 1， yp ローム粒少泣含む。枯性あまりな

くしまりやや強L、。

褐色枯 tをやや多く古む。粘性あり、し

まりあまりない。

υ| 

七¥ / 6ιf-Jイ

r、 4 一一一一~ιーJ

5 

A 
314.60m 

10 褐色土

4.¥豆褐色上 yp ローム位少-'H、炭化物保i止含む。
f占性あまりなく。しまりやマ強い。

5 褐色 k 渇色を多目;含む。

6 黒褐色土 ローム位。 yp少中古む。枯性あまりな

く、しまりやや強い。

間色粘土多日合む。 1占性あり しまりあ

まりない。

1 黒褐色土 yp ローム杭 白色位少日1古む。粘性

あまりなく、しまりやや強L、。

2 唱伺邑土 ypをやや多く含む p 枯性やゃあり、 L
まりあまりないο

3 時侶色 1- 間色枯j少i止含むο 枯性あり、しまりあ

まりなし、 2m 。
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相~'

切4Qギ

モ戸
1 黒褐色上 ロ ム粒 a 白色粒微量古む。粘性ややあ

り、しまりある。

2: .~褐色土 ロ←ム粒 yp少日吉む。粘性 しまり

ある。

〔
307号土坑

らb:11

i 十

主 二 ム 刊 主;∞1

J
4
j
k一
宮

A 

1 黒褐色土 ロ←ム粧 白色粒少量古む。粘性あまり

なししまりぞや強い。

2 陪褐色土褐色粘土 yp少量含む。枯性あり、し

まりあまりない。

目A 
b:11 

1 黒褐色土 ローム粒 白色粒少社合む。粘性あまり

なく、しまりやや強い。

2 . n~褐色土 偶色粘 l二少日吉む。粘性ゃゃあり、しま

りある。

ぬi一命F

1 黒褐色土 ロ←ム粒 yp 白色粒少庇合む。粘性

あまりなく、しまりやや強い。

2 暗褐色上褐色Wi~t少号含む。粘性あり、しまりあ
まりない。

A 

凶|
310号土坑

l 黒褐色仁 ローム粒 白色位少"色合む。粘性あまり

なく、しまりやや強い。

2 暗褐色土褐色枯土少:Jt含む。粘性やゃあり、しま

りある。

ypをやや多く含む。粘性ゃゃあり、し

まりあまりない。

[3 ¥ >>d 

¥ψ 
i∞ 

3 褐色土

、。

主Gi
やー

1 黒褐色土 ローム粧 yp 白色杭少日吉む。粘性

あまりなく、しまりやや強い。

2 暗褐色土 ロ ムフロック ypをやや多く含む。

粘性 しまりある。

褐色粘土多量 炭化粒少!な含む。粘性あ

り、 しまり弱い。

3 褐色 t

向ド
八
一
・

¥

同

J

一2

一

A
一閃
m
-
J
〈

LI工」
巳J 320号土坑

1 :.11主褐色土 ローム粒 yp少E含む。枯性あまりな

く、しまりやや強い。

2 暗褐色土 yp 褐色枯土少 's古む。枯性やゃあり

しまりあまりない。

1 黒褐色七 ロ ム粒 yp 白色粒少見合む。枯性

あまりなく、しまりやや強い。

2 黒褐色土 yp少:il:含む。粘性やゃあり、しまりあ

る。

叫 ∞l
企 314.50m A' 

目別
1 黒褐色上 ロ ム位 yp 白色粒少括合む。粘性

あまりなく、 しまりやや強い。

2 黒侶色土 yp少's含む。枯性やゃあり、しまりあ

る。
2m 。
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314.30mγ7でゴ

i 
321号土坑

1 里褐色土 ローム粒 白色粒歩吐含む。粘性あまり

なく、しまりやや強いc

2 黒褐色士 ローム枇 yp 白色粒P:ht含むr 枯性

やゃあり、しまりある。

In 
F 小

わ

JY 

289号土坑

A' 

322号土坑

∞i 

I~ 主 lq 正

日伽L~J
277号土抗
l 黒褐色 i ローム粒 白色粒少日古む。粘性なく、

しまりやや強い。

2 黒褐色土 yp多民合む。粘性やゃあり、しまりや

や弱い。

330・331号土抗
I 里褐色 l YP ロームf_:(少民、炭化技微IIl:Sむ。

粘性あまりなく、しまりやや強いD

cP.l古色上 yp 渇色枯 i 少 ~t含む。枯性ヤゃあり、
しまりある。

3 : .~.f:l.間色 1， Y P .ロームfV.j;可t、従化粒i世日合む。

約性あまりなく、しまりやや強い。

4 叩'.1り色土 色調 11(7よりやや明るいぞ褐色粘土佐t~;t 

台も。粘性 しまりやゃある。

lli褐色上 YP '1品色村l上少 'l(青む。粘性や?あり、

しまりあるご

戸;

A '¥.3 J 正

ム 314.30m A' 

一℃三三ヨ7
329号土坑

1 黒褐色j ロ ム粒 YP 白色軽石粧品、早

炭化粒微'j~含む。粘性あり、しま

り強い。

2 中:褐色土ロ ム柱ーフロ y ク。白色軽石杭

yp少封、炭化粒微fl;:青むc 粘

性あり、しまりぞや強いい

3 黒陪色土 ローム粒 白色恒石位体E止古むご

粘性あり、しまりやや強い。

A' 

v=-il 
332号土坑

1 豆褐色 iこ YP ローム粒少'f!.古む。柚性あま

りなく、しまりやや強いc

2 時間色土 yp少尻、同色枯 lこをやや多く含むハ

鮎性あるか、しまりあまりないc

|∞ |∞ 

A A' 

一L__ J 
1 黒褐色土 ローム粒 白色粒微日合む。粘性あまり

なく、しまりやや強い。

2: ~褐色 t ロームj:!J:.yp少一日合む。枯性あまりな

く、しまりやや強い。

3 :n計局色土 yp 何色粘土少'll含む。粘性ゃゃあり、

しまりある。

4 褐色土 yp多日含む。粘性やゃあり、しまりあ

まりないc

1:11 

∞l ∞! 
A A' 

~336号土坑
1 :.'r，褐色土炭化杭焼 t粒微'l'l、ローム拍少~i:含むじ

J11性あまりなく、しまりやや強い。

2 :11世褐色 t ロ ム粒をやや多く含む占性 しまり

やゃあるG

1_J，37聞 で三三プム号土坑

1 黒褐色上ロム粒ロムフロックを

やや多く、焼 UL 炭化粧微

量吉む。 :h'J性あまりなく、し

まりやや強い

聖褐色土ローム純炭化杭焼 i粒少

日吉む。 I占性あまりなく、し

まりやや強し~

第383図東地区土坑⑮
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1 黒褐色土民化粒焼土抗微位、

ローム杭少世古む。

1，¥性あまりなく し

まりやや強しも。

2 :JI(¥，褐色土 ローム位をやや多く

合む円枯性 しまり

ややある、

。 2m 



A 315.90m A 

U~O号
1 黒褐色 l 色調陥く黒色気味。 yPI~少!It古む。枯

性ゃゃあり、しまりやや強い。

2 弓， l~ 色=1 ロ ムi立をやや多く、炭化粒微日合む。

枯性やゃあり、しまりある。

3 黒褐色土 ロ ム粒少;;.:、炭化粒微笠宮む。粘性や

ゃあり、しまりやや強い。

A 

A 
315.50m 

叫 A~I 

348号土坑

1 弔褐色土 yp少臣官む。

粘性あまりなししまりやや姐1いD

2 黒i尚色土 ロ ム壮 yp 微 Ij~合む。 枯性やゃあり、

しまりやや強い叫

3 :1庁褐色土 ロ ムフロヅク yp多日古む。枯性や

ゃあり、しまりあまりない。埋め艮Lと

思われる。

4 黒偽色[. y p少li'古む。粘性あり、しまりやや弱

し、P

A A' 

~一一ノ
350号土坑

同十φz_ ぬi

ムI1 o(] ¥) ¥ ¥ A' 

坑

|

土

凶

ロ

官

d

k
一

如

凶

↑

一

A
一伽

1 黒褐色土色調黒色気味c ローム位炭化粒焼土

粒ごく少日古む。枯性ゃゃあり、しまり

やや強い。

1 黒褐色 I 細かいロ ム位少量、

炭化1立 地土粒微 'l~ 古む。
粘性あまり止ししまりある0

'.¥'1日色土 色調 1屑より明るしもc

ローム粒少'1¥合む。

中占性ゃゃあり、 しまりある。

坑土

叫

時

V
A

一

3

一

O

一

/

ノ

一

」

一

。、一一、
r
l
i」

A
一
M

1 黒何色土 ロ ム位少吊含むζ 粘性ゃゃあり、しま

りある。

2 里褐色j ロ ムt![.i，主化位やや多く、焼ゴ粒少吊

含むc 粘性ゃゃあり、しまりやや強いc
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4
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A〆

1 黒褐色土 ローム粒を少:辻、ロームフロ yクを微日

古む。 11，性わすかにあり、しまりやや強い。

2 黒褐色土 ローム粒少日、ロ ムフロ yク微'JI.含む3

拍性わずかにあり、しまりやぞ強い。

A 

叫
A' 凶|A 

349号土坑

1 黒褐色仁 ローム料 焼土粒微l企含む。粘性やゃあ

り、しまりやや強い。

2 :JJ.!褐色上 ローム粒少足、焼上位微社合む。枯性あ

まりなく、しまりやや強いc

3 黒褐色土色調やや明るい。ロ ムt!l少目、ローム

フロ y ク微~I' 合む。袖性あまりなく、し
まりやや強い。

4 黒柱i色I ローム位をやや多く青む。粘性あり、 L
まりあまりない。

f ヘミ戸、1

A ¥¥.・2 11ム:
~ 
~ 

A A' ∞| 
314.30m _ 

¥ I 352号土坑

1 里同色土 ローム位少'['.含む。粘性 しまりある。

2 里褐色土 ロ ムフロ y ク少位、炭化杭世ili含む c

粘性あり、しまり強いc

fR褐色土 ロ ムf立を少'It合む。粘性あり、しまり

強いδ

。 2m 



主りと|
1 里悩色 l一 色調時〈黒色気求。ローム粒少託、民化

1:~ 微:]{含む。粘性やペコあり、 しまりやや

強い。

2 黒褐色 t 色調 1暗にliJ，るがわずかに暗い。ロ ム

*，の混入も 1屑よりやや多い。枯性やゃ

あり、しまりやや強し'0

A 

+NGlk一
A '-ここ:;_/ A' 
314，90m r-

¥OS ~ I 
L一一ヲ 356号土坑

0' 
よと 314JOm .!2_ 

'-- _j 359ロ土「'--ー一一一一ー一ーノ 下7コニ J"

A 

~r CoI 

//一一、

~ーベグ

坑土

計

口

守

門

]

戸

内

ノ

』

K
一

3

U
y
m

平
た

A
 

l 思間色j ロ ム粒少民、民化leC微日一合むo!占性あ

まりなく、しまりやや強い。

2 黒出色土 色調 1回よりやや明るい。炭化位微量吉

む。粘性やゃあり、しまり強い。

3 黒褐色土 色調 1肘より黒色気味。ローム粒少日含

む3 粘性やゃあり、しまりやや強い。

|。
CoI 

A Aノ

凶|

ム
m

(
U
、

日

3 354号土坑

A' 

A 

1 黒褐色土 ロームキt 炭化粧微旺青む。粘性あまり

なく、しまりやや強いc

2 黒褐色土色調 1庖より明るい。ローム位民化相

少hl含む。粘性あまりなく、しまりやや

強い。

3 陪褐色上 ローム杭少日吉む。粘性あり、しまりや

や強い。~ 

A' 

~ 

360号土坑

A 
315，OOm 

'̂ 360号土坑
土土ー 1 里褐色土 ローム粒をやや多く、ロームフロック

民化粒世lLJ:合む。粘性やゃあり、しまり

やや弱い。

2 黒褐色土 ローム粒炭化粧少日古むc 粘性あまり

なく、しまりやや強い 3

3 黒褐色土 ローム粒少量、炭化粧微量:含む。粘性ゃ

ゃあり、しまりある。

B，4 黒褐色土 色調やや黒褐色気味。ローム杭少量含む。

粘性 しまりある。B 

361号土坑
1 黒褐色土 ローム純 炭化粧品、量古む。枯性ややあ

り、しまりやや弱い。

2 黒褐色土 ロ ムJ立をやや多く、炭化*，少世古む。

粘性 しまりある。

3 聖褐色士 ロ ムフロック微f1(含むむ粘性やゃあり

しまりやや強い。

|∞ 

A 

363号平三二J 坑土号

正

犯

A
一

m

理褐色土 ローム粒少Hl:含む。枯性 しまりあるo

~，f;l; it:'J色土 ロ ム粒少量合む a *1占性あり、しまり強
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h
j川
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戸
時
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号

、
ゐ
大
正

K
一-姉

(
ど
1 黒褐色土 ローム粒ー yp少日吉む。粘性あり、 L

まり強い。

2 黒褐色オ ローム粒をやや多く含む。粘性あり、し

まり強い。

A A 

凶l
A 316.60m A〆

369号土坑

1 黒褐色土 ローム粒少量、 yp.白色軽石微日吉む。

粘性やゃあり、しまりある。

2 黒褐色士ロ ム枝少目、 yp微量含むc 粘性あり

しまり強い。

3 : ~担問色士 ローム粒少託、 yp少畳、炭化粒微昆:古

む。粘性あり、しまり強い。

4 黒栂色上ローム ~'fl . Y P少日含む。粘性 しまり

ある。

5 晴褐色土 ローム粒をやや多く、 yp少ー抗含む。鮎

性強く、しまりやや弱い。

i:ol 

∞J ∞1 

A 315.30m A' 

γ" 2 
¥-τーノ 374号土坑

1 里褐色土 yp ロ ム HL少託、炭化位撒 ~lt合む。

粘性やゃあり、しまりぞや強い。

2.;.1.1褐色士 色調暗い。ローム粒少世、炭化柱尚lJ肯

む。枯性あり、しまりぞや強い。

3 黒褐色土 ypをやや多く、ロームフロック微日l古
む。粘性 しまりやや強い。

A 

4ト

ぬi

A〆

、副

A 
A 316.00m A'凶|

367号土坑

1 黒褐色土制かいローム粒 yp少立青む。粘性

しまりある C

2 黒褐色土 色調 1府よ 1)11音い。 ypをごく少吐、炭

化粧微旦含む。粘性 しまりある。

3 黒褐色 i 色調暗い。 yp少量古む。枯性やゃあり

しまりやや強い。

4 弓ミ褐色土 色調日出褐色に近い。ロ ム杭ー yp少日

合む。粘性 しまりある。

主。
373号土坑

A 
314.10m 

戸もYJ 、ヒJ

官ヨ戸ラン

寸 fム1問

1 宅褐色土 ロ←ムフロック少日古む。粘性

。しまりあまりなし、

2 黒褐色土 ロームフロックをやや多く含む。

枯性あまりなく、しまりある。

3 黒褐色j ローム粒微日合む。粘性ーしま

りある。

4 黒間色土 ロ ムフロソクをやや多く含む。

↓占性やや強く、しまりある。

5 黒褐色 i ロ ム杭をやや多く、ロ←ムフ

ロ yク少日合む。粘性やや強〈、

しまりある。
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子i:ol
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A'凶 1

τロ了375号土坑

I 黒褐色上 ロームフロック多位、炭化粒微吐合む。

粘性・しまり強い。

2 陪i昌色仁 ロームフロック多託、 J主化粒世目立合む。

枯性 しまり強い。

第386図東地区土坑⑪

-419 

i:ol 

ρl ∞1 
A A' 

315.00m一一一一一一一

子行 379号土坑

1 '.~褐色土 ロームnフロ yクー向色慌石佐世1_;i(合

む。粘性あり、しまり~iÎlい。
2 黒褐色仁 ローム粒 白色軽石位世吐含むコ枯性あ

り、しま 1)強し、。

3 黒褐色土 ローム粒フロソク 白色恒石粒をやや

多く、炭化粒尚封含む。枯性あり、しま

り~iÎì し、

。 2m 



h~民'çq l 'cql 

L4:  

A 

坑土
ロ
官
dnu 川

A
一加

1 黒褐色上 ローム位 白色軽石~~Î. . Y P 2--'世古も。

枯性あり、しまり強い。

2 :."!:¥褐色土 ローム粧やや多く、内包怪b位 yp微

11(含む。枯性あり、しまり強い。

3.n音褐色土 ロ ム位フロヅク多目合む。枯性あり

しまり強い。

AdAK  l 
一向1

315.40mーて弓ミ一一了一一ァ-
2 ¥1 3、'---./

k 4-寸 ~5

巳ゴ-6 383号土坑

1 黒褐色土 ローム粒 yp 白色軽石粒炭化位少

i止古む01，¥-1生あ 1)，しまり強い。

2 時褐色土 ローム粒少量含む。粘性あまりなく、 L
まりやや強し、。

3 黒褐色土ロ ム校 yp少.!1(合む。砧性あり、 L
まりやや強い。

4 黒褐色 t ロ ム枕・フロック・ yp少日古む。砧

世あり、しま 1)強い。

5 弔褐色土 ローム位少吊、 yp微m_合む。粘性あり

しまり強いコ

6 員褐色 i ソフトローム。

1
0 

Icz 
A 

315.30m 

ミミ三三つ てコ~

388号土坑
1 単褐色 i ロ ム粒 白色恒石粒彼:Il古む 3 的性や

ゃあり、しまりやや強い。

2 " ~.~尚色土 ローム粒 フロソク Il色怪而粒少日、

炭化?を微lJ合む 3 杭性やゃあり、しまり

強い。

3 時侶色土 ロ ム壮少 q~古むヘ f占性あり、しまり強
、、n

389号土坑
1 思尚色 l ロ ム粒微日、 el色軽石壮少'"古むο 粘

性ゃゃあり、しまりややら"いι

2 : 11計目色七ロ ム粒白色恒イ'11:i!:世llt!:合む枯i生や
ゃあり、しまり強い、

/
私
/
ト
A
一同。同

J
仰

U
洲一

主 ot旨
∞l 

A' A' 

坑土

-

ロ

写

A-
祈

A 
315.30m一一

¥ I 382号土坑

1 :m~\色土 ローム粒微日含む。粘刊一あまりなく し

まりやゃある。

2 黒褐色 t ローム料 yp少百合む。枯代あり、 L
まりややある 0

3 陪褐色土ロ ム杭 yp多庇古む， 111性あり、 L
まりある。

l 黒褐色 i ローム粒ー白色怪，;位微!日吉む。枯性あ

り、しまりやや強い。

2 黒褐色土 ロ←ム粒 yp 白色怪石粒少r;_t含む。
枯性あり、しまりやや強い。

3 黒褐色土ロ ム位フロック ypをやや多く古

む。粘性あり、しまり強い。

¥ 'cql 
J々 々'.CIト--ー~ -ー、 -¥ l同寸ー「

，∞ 同ヂ丘(QD\~， ~回
引 と(0 )正 A 正叫に吋

III  -一一一j 一 1 

汚γ白 |同同∞宍、 カ川んιλ干「一一一~一一一一-
:;; A A' I / 390号土坑

mし」問土坑 11Jr…ゃありしま

黒褐色ヒロ ムi'!i 白色軽石杭.y P~.H;l合む。
1占性あり、

黒褐色士 ローム粒白色軽石粒

ロ ム枕 yp微庇含む3 粘性あり、 L

6 時褐色 j 口 ム粒事日含む。粘性あり、しまり強

1 暗褐色土 ローム粒 .yp阪日吉む。粘性あり L 
まり強い。

2 時褐色 i ローム粒・ yp少吐青む ν 枯性あり、し

まり強い。

しも。

∞勺アぬ1

A@正:ョ
A' 

] ;!旦褐色土 ローム粒 肉色怪手].1'合間，:止古む 1'11;性あ

り、 しまり;"し九
2 : .~~Jg色上ロ ム杭フロック yp 院i1~合む内枯

性あり、しまりやや強い 3

3 : ~早間色 t ロ ム粒フロック 白色軒石粒 yp
少fJt含むD 粘性あり しまり強い

A 
314.90m""， r 

1 ' ¥.1 

A 一一一一 A' 

m 392<;ioOt 
。 2m 

氾侶色土 ローム杭 yp 白色軽石粒院U1l含む ο

J占性あり、しまりやや強し、

2 : ~WI{，) 色 l ローム粒 yp 白色軽石粒少日吉む、

1，¥'1'1:あり、しまり5かい。
3 陥侶色士 ローム佐多 ~l~吉む。砧性 しまりやや強

". 

第387図東地区土坑@

-420-
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393号土坑

1:01 

+N

令
1

A 

1 町三褐色土 ローム位 フロ yク yp 白色軽石粒

少日含む。枯性あり、しまり強い。

2 黒伺色士 ローム粒少;目、 yp阪自含む。粘性あり

しまり強い G

3 黒褐色土 ローム粒 yp 白色軽石粒彼~Ii 青む。

粘性あり、しまり強い。

4 時褐色土ロ ムl立フロ yクをやや多く、白色軽

石微i立合む。粘性やや強ししまり強い。

A 

3 暗褐色上 ローム杭 フロ y ク多民、 él 色恒石粒 i~l

~l:含む。枯性あり、しまり強い。
4 :n吉褐色土 ローム粒多位、白色軽石世ill!-合む。粘性

やや強く、しまり強いD

5 :ljJ色土 ロ ム粒多白古む。枯性やや強く、しま

り強い0

6 陥褐色土ロ ム桂多民、 yp微r;l:含む o *I~性 L 
まり強い。

A' 

∞| 凶|

カクラン A' 

314.90m一ててよ _ I V ___//3/ 
一「寄与 ------τ 一一ーィr395号土坑

4 

1 :.~t昌色土ロ ム位向色軽石粒 yp微f!l:合む。

粘性あまりなく、しまり強いn

z 黒褐色上ロ ム杭 フロアク 白色経石杭 yp
生、 'l~含む。もlitt あり、しまり強い。

3 時褐色土 ロ←ム粒フロ yクをやや多く、 yp
白色軽石1'，t微司古む。粘性あまりなく、

しまり強い。

4 黒褐色仁 ロ ム粒 フロック多世合む。粘性あり

しまり強し、。

A A' 

∞| 

A 315.00m 主:
て~ 398号土坑

A A' 
1 黒褐色土 ローム粒 白色軽石桂微泣含む。 粘性あ

まりなく、しまり強い。

2 黒褐色土ロ ム杭フロック yp 白色佳石杭

少量含む。粘性あり、しまり強いp

3 黒褐色土ローム粒フロ yク yp少吐、白色軽

石杭微百十含む。も'i性あり、しま 1)強い。

4 黒褐色土 ローム粒 フロ yク 白色怪石柱少E合

む。粘性あまりなく、しまり強い。

5 黒褐色 1二 ローム粒 フロ yク少量含む。粘性あり

しまり強い。

70?吉宗 400号土坑

1 暗褐色士 ローム粒 白色軽石粒少lll:古む。砧性あ

まりなく、しまり強いコ

2.1前掲色土 ローム粒 フロック少号、 yp 白色軽

石粒限l止含むの砧性あ 1)、しまい強い。

第388図東 地 区 土 坑 ⑫
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l
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日
〕

A
一加

A' 

B B〆

402号土坑

1 : !1~椙色仁 ロ ム位向色軽石粒微出合むc 粘性や

ゃあり、しまり強い。

2 黒褐色土ロ ム杭フロソク yp向日吉むc 粘

性あり、しまり強い「

3 黒褐色 I ロ ム位。白色怪石粒少吐合むc 粘性あ

り、しまり強いふ

4 黒褐色土 ロ←ム位 フロック少 'l¥、yp多目合むへ

粘性あり、しまり強い今

5. .~ll.l色土ローム粒 yp 少 111:青む。枯性 しまり

やや強いv

。 2m 



1出

A A' 

ρi ∞| 

A〆

315.50mトご三¥よ工プフ
¥.4、¥ー____ J 

¥ 3 i 407号土坑

A 

1 黒褐色 t ローム粒 Y P'T'1止、白色慌右祖徴証合

む。枯性あまりなく、しまりやや強い。

2 黒褐色 t ローム杭 フロック・ yp 白色軽石粒

少足合む。粘性あり、しまり強い。

3 暗褐色j ロ ム位フロック ypをす;に含む。

粘性あり、しまり強い。

，1 :11百褐色土 ロ ム佐多民、フロック ypをやや多

く古む。粘性あり、しまり強い。

A 

~-- ~円'"プ~-

A' 凶|A 
314.90m 

凶(

409号土坑

1 黒褐色土 ローム枚。 yp 白色軽イヨ粒'(iilr，そ合むつ

粘性あり、しまりやや強い。

2 黒褐色土ロ ム校フロックー yp少罰、炭化粒

微 :j1古む。粘性あり、しまり曲いむ

3 附褐色土ロ ム杭フロヅク ypをやや習に合

むG 粘性あり、しまり強い。

4 里褐色土ローム杖フロック yp少日 炭化位

微量含む 2 粘性あり、しまり強い 9

5 陪褐色土 ローム粒をやや多く、フロック yp少

日吉むc 粘性あり、しまり強い。

6 陪褐色 i ローム粒・フロアク yp多吐古む。粘

性やや強く、しまり強い。

7 陥褐色土 ローム拍 yp 多 ~I~合む。枯性やや強〈
しまりやや弱い。

dl:Aq:U主

1 時褐色土 ローム粒微E古む。拍性あり、しまり強

2 黒筒色土 ローム粒ブロック .yp微旺合む。 f~i

性あり、しまり強い。

A 

425号土坑

耳褐色 l ロ ム料。白色恒石料問日含む。枯性。

しまりやや強い》

2 里褐色土 ローム粒ーフロ yク 白色軽石杭微日吉

む t[lj性あり、しまり強い。

3 . :.l}.t白色仁 ローム杭 yp 白色(軽石) I立を悦 'j~

合む 枯性あり、しまり強いο

『や¥:

∞| 

A カクラン 主
314.90m --.~ 

12r一「メデ3
¥-、-、、<'4J

i 

¥ -ーノ 410号土坑

1 :U計百色土

ローム粒 フロック多位、 yp少量含む。

粘性あり、しまり強い。

2 : ~旦尚色ゴ
ローム杭白フロック少目、 yp似日合む。

粘性あり、しまりやゃある。

3 陪褐色土

ロ ム粒少量、ロームフロック微世含む。

枯世ー しまりある 3

4 陪褐色 t
ローム主主 フロック ypを省に含む。

枯性あり、しまり強い。

5 I暗褐色土

A' yp多市古む。粘性やゃあり、しまり強
し、。

/ゲ

314.80m "-へ一一一_r

コ
坊

同
W
「

r

k

一

io叫可
1 黒渇色」 ローム結 白色料石粒微日含む。粘性あ

り、しまりある。

黒褐色士 ローム粒 フロノク微:It合むe 粘性あり

しまりやや強い。

3 時間色土 ローム杭。フロ yク yp 白色恒石村

をやや多く、炭化村m:立合む c 拍11あり

しまり ~rtì ~ ¥， 

4 附褐色 i ローム粒多i止、ロームフロ yク Y PI世

:It古む。'1'1占性やや曲く、しまりマゃあるι

第389図東地区土坑⑫
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γ'h 
ム ¥¥ (0) )J(f吉正 卜4岨 l

434号土坑

AO:o i:ql 

A A' 
314.80m ，-

¥ I 433号土坑

I 時国色CI ローム粒 白色恒石杭少日、ロ ムフロ

yク 炭化1<世tf!::d-む。枯性あり、しま

りやマ強し、。

2 I暗褐色土 ローム粒 フロ yクをやや多く合む。柏

性あり、しまり強い。

~'~ 

--=-~/ 

A (i(( ¥i¥: A 
11 li!1 一一一

号~
A' A 

314.80m 

山 m-c_十=d436問

A' 

l∞ |∞ 

A 

1 黒褐色 l ロ ム粒 フロ yクー白色軽石粧品、位、

炭化粧{粧品古む。粘性あり、しまり強い。

2 黒褐色 i ロ ム柱。フロック少世含む。粘性あり

しまりd協し、。 B' カクランB 

A 314.60m 正

¥/fiJ 4ω2泊9
3 

l 里禍色土 ロ ムJ位立 向色中桜手4石i杭 炭化粒微!H民Il:合む。

粘性あまりなししまり強い。

2 :11音褐色土 ロ ム粒少百合む。 1古性あり、しまり強

3 時十日色上 ロ ム粒 フロック多世含む。粘性あり

しまり強い。

凶|φ¥ 

A 314.70mA' 

いキメ 435号土坑

2 

1 黒褐色土 ロ ム粒・ yp 白色粍石組少日i古む。
枯主あり、しまり強い。

2 暗褐色土ロ←ム位フロック少11合む。粘性あり

しまり強い。

凶|

i:ql 

441号土坑

1 :.~褐色土ロ ム粒フロ yク 白色軽石粒限目、

ypをやや密lこ含む。粘性あり、しまり

強いわ

2 時同色土 ローム粒 フロック yp少i止古む。杭

性 しまり強い。

3 暗褐色土ロ ム粒フロック ypをやや多く合

む。粘性 しまり強い。

入

h
p
h
R

、をψ¥

A〆

。

¥ 
ーゲ

A 

~/~に|
∞| 

AノA 

A A' 

山 m¥___J4同土坑

K
一。A 

l 円~m色土ロ ム1".Y P 白色恒石粒炭化位タ

日含む。枯性あまりなく、しまり強い。

2 暗1日色ト ローム粒をやや多く、白色崎石桂 YP 

少i止、炭化位保田含む。帖性あり、しま

り強いの

∞1 

ム314.80m 正

ミニL4コベ 445号土坑
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1 盟褐色土 ロ ム粒 YP 白色粍イf粒少日、炭化

粧微'11.色、む。枯性あり、しまり強い。

2 宅渇色主 ロ ム枕少託、炭化粒院HJ1:含む。枯性あ
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第 5節集石・集石土坑

1号集石(遺構:第453図、 PL44) 

位置:Ec -58グリッド。 2号集石が東側に近接する。検出状態・士坑内に多量の礁が埋められたような状

態で出土している。礁はやや大振りな河原石で、大半に被熱痕が認められる。礁には立石状のものもみられ

るが、規則性は認められない。埋没土はローム粒を含む暗褐色土で、焼土や炭化材の混入は認められなかっ

た。土坑の底面等にも被熱痕はみられなかった。平面形態・不整楕円形。規模:1.25m x 1.08mo残存深

度:10cm前後。遺物出土状態:土器片 1点と黒曜石のチップが出土している程度である。時期:不明。

2号集石(遺構:第453図、 PL44) 

位置:Ec -59グリッド。 1号集石が西側に近接する。検出状態:土坑内に大量の礁が埋められたような状

態で出土している。礁は 1号集石と同様、やや大振りな河原石で、大半に被熱痕が認められる。礁の配置に

は規則性は認められないが、出土状態からは南東側から順に積まれたものと推定される。埋没土はローム粒

を含む黒色土で、しまり・粘性ともにあまりなく、焼土や炭化材の混入は認められなかった。土坑の底面等

にも被熱痕はみられなかった。平面形態:不整形。長方形に近い形態である。規模:1.06m x 0.58m。残存

深度:15cm程度O 遺物出土状態.喋以外の遺物は検出きれなかった。時期:不明。

3号集石(遺構:第453図、 PL44) 

位置:Eb-53グリッド。検出状態:土坑内に多量の擦が埋められたような状態で出土しているが、土坑底

面より浮いた位置もしくは上面からの出土が多い。また、中央部には少ない状態であった。磯の大半には被

熱痕が認められる。埋没土はローム粒・白色軽石粒を含む黒褐色土で、しまり・粘性はややあるが、焼土や

炭化材の混入は認められなかった。土坑の底面等にも被熱痕はみられなかった。平面形態:楕円形。断面形

態.フラスコ状。規模:O.72m x 0.55m。残存深度:19cmo遺物出土状態・土器片 1点が出土しているのみ

である。時期:不明。

4号集石(遺構:第453図、 PL45) 

位置:Dh -54グリッド。検出状態:諸磯 b式期と想定される83号住居跡の上面で検出された。土坑内から

大量の礁が出土している。床面から浮いた状態のものが多く、また、北西側に集中している。礁には円際・

角喋がみられ、大半に被熱痕が認められる。埋没土中には焼土・炭化材は認められず、土坑の底面等にも被

熱痕はみられなかった。平面形態:丸みを持った三角形状を呈する。規模:2.48m x 2.30m。残存深度・ 23

cmo遺物出土状態:礁に混じるような状態で諸磯 c式土器片が出土している。時期:前期諸磯 c式期。

260号・ 264号・ 339号土坑(遺構・第453・454図、 PL45・46/遺物.第455図、 PL 133) 

各遺構の概要は第 3節の表に一覧しである。前述の 4基と同様な遺構である。 260号土坑は諸磯 b式期と

想定され、 55号住居跡に切られる状態にある。際は中央部上面付近を中心に出土している。 264号土坑は五

領ヶ台式期と想定され、機は底面より浮いた状態にある。 339号土坑は諸磯 b式期と想定され、擦は大振り

な河原石が多い。 3基とも礁には被熱痕が認められるものが多いが、土坑埋没土からは焼土や炭化材は検出

されておらず、土坑底面等にも被熱痕はみられなかった。

-486 
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第455図集石土坑出土遺物

第 6節掘立柱建物跡

1号掘立柱建物跡(遺構:第454図、 PL47) 

位置:Ea -54グリッド。検出状態:当初は単独の土坑として調査していたが、その配置に規則性が認めら

れたことから掘立柱建物跡と判断した。各ピットを結ぶラインは菱形に近い形状を呈する。いずれのピット

からも明確な柱痕は確認できなかった。発掘調査時の検討が不十分であり、ほかにも同様の遺構が存在して

いた可能性がある。桁×梁間 2x 1問。桁行・北側4.70mo南側4.00m。梁行:西側4.55m。東側3.80m。

柱間寸法:P -1・2間2.60m、P-2・3間2.l0m、P-4・5間2.25m、P-5・6間1.75m。掘り方平

面形:円形・楕円形。残存深度:50~95cm。遺物出土状態・ 474号土坑から黒浜式土器片、 380号土坑及び390

号土坑から諸磯b式土器片が出土している。時期:一概に断定できないが前期諸磯b式期と想定しておく。

第 7節 溝

1号溝(遺構:第454図、 PL47) 

位置:Ec -58グリッド。検出状態:14号 .41号住居跡の上面で検出された。縄文時代の遺構とは判断し難

い。底面の標高に顕著な高低差は認められず、性格も不明である。上端最大幅:0.73m。下端最大幅・ 0.54m。

残存深度:断面観察からは30cmほどと想定される。遺物出土状態:遺物は出土していない。時期:不明。
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第 4章遺構と 遺物(2 )西地区

第 1節 概 要

西地区は東地区から北西に300mほど離れて位置し、北西方向には縄文時代後期の弧状配石・配石墓群 3

群等が検出された行田梅木平遺跡が近接する。西地区で検出された遺構は溝 2条を除き、すべて縄文時代と

判断されるものである。各遺構は調査区の西側に多く分布し、北側から東側にかけてはややまばらな分布状

態にある。時期的には早期~後期前半までの遺構・遺物がみられるが、東地区に比べて中期後半(末葉)~

後期初頭にかけてのものが多い。東地区で多くみられた諸磯 a~諸磯 c 式期・十三菩提式期・五領ヶ台式期

の遺構は極端に少ない状態にあり、東地区・西地区は、本来、別の遺跡ととらえるべき様相にある。なお、

115号住居跡埋没土中から細石核や縦長剥片が出土している。これらは旧石器時代の遺物と考えられ、同遺

物については第 5章(，遺構外出土遺物J) に掲載する。

住居跡

早期押型文期 1 軒、前期黒浜~諸磯 a 式期12軒、中期後半(末葉)~後期初頭 9 軒の計22軒を検出してい

る。前期黒浜~諸磯 a 式期のものと中期後半(末葉)~後期初頭のものとにほぼ大別される状態にある。

早期押型文期とみられる114号住居跡は深い掘り込みを有するものであるが、出土遺物は山形の押型文土

器片と撚糸文系とみられる無丈土器片のみであった。

前期黒浜~諸磯a式期の住居跡は、おおむね東地区の当該期住居跡と同様の形態にあり、拡張の行われた

形跡や出入り口部と思われる掘り込みも認められる。

中期後半(末葉)~後期初頭の住居跡は平面プランを明確に把握できなかったものが多いが、柄鏡形敷石

住居跡である96号住居跡は良好な状態で検出されている。同住居跡は主体部(居住主体部)には板状の安山

岩、張り出し部(出入り口部)には河原石を使用している。出土遺物から後期初頭の遺構と考えられる。

土坑

60基を確認している。時期不明の28基を除き、中期後半(末葉)~後期初頭のものが21基あり、前期黒

浜・有尾(~諸磯 a 式期) 10基、中期五領ヶ台式期 1 基と中期後半(末葉)~後期初頭の土坑が圧倒する状

態にある。東地区では475基の土坑が検出されているにもかかわらず、中期後半代の土坑がわずか 9基であ

ったことからみても、本地区における当該期の土坑の多さがうかがえる。なお、五領ヶ台式期と想定される

475号土坑は、 Bj-27グリッドにおいて、試掘トレンチ調査時に 1基のみ単独で検出されたもので、西地区

の遺構が多く分布する区域からは離れた位置にある。

集石

1基(5号集石)を確認したのみである。性格・時期ともに明確に把握できなかった。

掘立柱建物跡

3棟を縄文時代の掘立柱建物跡と判断した。 4号掘立柱建物跡は調査区の関係で規模等は不明であるが、

3号掘立柱建物跡は 2間x1問、 5号掘立柱建物跡は 1間x1間である。 5号掘立柱建物跡は中央部に中期

末葉と想定される486号土坑が位置し、同士坑に関連する可能性がある。

溝

2号.3号の 2条を調査している。両溝とも西方から東方に位置する谷に向かつて走行する。埋没土上層

に浅間A軽石の堆積が認められることから近世の溝と想定される。
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第 2節住居跡

96号住居跡(遺構:第458~461図、 P L138~141/遺物.第477~479図、 P L 152・153、観察表P60l)

位置:Bh -15グリッド。検出状態:遺構南東部に浅間A軽石の二次堆積がみられ、同層を除去したところ

多量の河原石が組まれたような状態で検出された。当初は近世の井戸等の可能性を想定していたが、その後、

東側において板状の安山岩が検出され、土器片も出土したことから縄文時代の敷石住居跡と判明するに至っ

た。本住居跡は竪穴内に敷石を施すもので、それに伴う柱穴も円形に巡る状態で検出されている (PL 

138・139の上段)0 ただ、壁面はハードロームではなく、硬くしまった暗褐色土であったことから、さらに

掘り進めた結果、外側にも柱穴が巡る状態が確認された (pL 138・139の下段)。これらの柱穴の状態や、

先述した壁面の状態から判断して、本住居跡は規模を内側に縮小した可能性もある。なお、遺構東側は遺存

状態が悪く、壁面は削平されている状態であった。平面形態.全体としてはいわゆる柄鏡形を呈する。主体

部(居住主体部)はやや方形に近い不整円形、張り出し部(出入り口部)は南東部が広がる不整楕円形であ

る。規模:全長外6.80m、内6.35m。主体部外4.65mx推定4.60m、内4.20mx推定4.25m。張り出し部2.15

m x 1.80m。主体部と張り出し部との連結部幅は0.95m前後で、同部分の敷石l幅は0.44mで、ある。残存深度:

敷石面まで、20cm前後、掘り方底面までは28cm前後で、ある。長軸方位:N -340-W。敷石の状態:主体部に

は、厚さ 3~ 5 cm程度の板状安山岩を敷きつめるが、北西側は半月状に敷石を欠く。同部分には撹乱を受けた

痕跡は認められず、遺物も他の部分と同様に出土していることから、敷石付設当初から敷石が施きれなかっ

たものと想定される。また、敷石と柱穴の状態 (pL 140)から判断して、柱を立てた後に敷石を施した可能性

が高い。さらに、縁辺部には玉石や円磯、石棒片などが各柱穴聞に位置するように配されていた。敷石に使用

された板状の安山岩は大きいものは長さ80cm、本来は 1mを超えるものもあったようである。張り出し部に

は、河原石を用い、両側に横位もしくは縦位に立て並べ、底面にも河原石を敷く (PL 140)。北西側には河原石

を立てるための溝状の掘り方が確認されている。掘り方は連結部寄りが一段低い状態にあるが、これは底面

の敷石面をほぼ水平に保つためのものと考えられる。また、南東側は崩れた状態にあるが、張り出し部壁面に

は複数の河原石が積まれていた可能性もある。連結部には板状の安山岩を敷き、主体部側には板状の安山岩

を立て、張り出し部側には河原石を配している。床面の状態:敷石面の検出を急ぐあまり、床面の把握が不十

分であった。炉跡南西側から深鉢片が重ねられるように出土している (PL 140)が、敷石面より 5cm弱ほど浮

いた状態にある。他の遺物出土状態等からも敷石面が床面とは考えにくく、敷石面の上に 5cm前後の土を充

填し床面を構築していた可能性が高い。ただし、掘り下げの過程では顕著な硬化面は確認できなかった。壁面

の状態・内側の柱穴調査時点では遣存状態良好な南西壁面は、ほほ直立に近い状態であった。壁周溝.検出

されなかった。柱穴:先述したように外側にも柱穴が巡るが、第460図の P-1~22を最終的な本住居跡の柱

穴と判断した。連結部両脇の P-ll・12は非常に規模が大きく、掘り込みも70cm前後と深い。この P-ll・12

に対応する位置には P-1があり、他の柱穴よりもやや内側に位置している。 P-1も規模的には他の柱穴よ

り大きく、「大黒柱j的な性格が想定される。 P-4とP-20、P-5とP-19、P-6とP-18、P-7とP-17、

P-8とP-16、P-3とP-9、P-2とP-10、P-22とP-13、P-21とP-15は、それぞれ対応する位置関係

にある。また、主体部・張り出し部の外側にも多数のピットが存在しており、これらは周縁外部に何らかの施

設が存在した可能性、垂木のピットの可能性、張り出し部にも上屋構造が存在した可能性等を想起させるも

のであるが、本遺構との帰属関係を明確に把握できなかったため、いずれの可能性についても確証は得られ

なかった。炉跡.主体部の中央やや南東寄りに位置する。大振りの河原石 4石を用いた石固い炉で、東側隅の
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隙間には石棒の頭部片がはめ込まれていた。平面形態は長方形で、規模は75cmx 58cm、石上面からの深さ37

cmo 各石が安定するように掘り方を施している。各石の内側はいす、れも顕著な被熱痕が認められ、炉跡底面

も著しく被熱していた。黒褐色土を基調とする炉跡埋没土からは、焼士や炭化粒が検出されている。石固い

施設:連結部の主体部側に石囲い施設がある。底面に板状安山岩を敷き、同じく板状の安山岩を立てて方形

に囲うもので、規模は33cmx 28cm、立石上端から底面の敷石面までの深さは19cmで、ある。同施設の埋没土は

黒褐色土を基調とし、焼土や炭化材等は検出されなかった。本住居跡からは埋設土器は検出されておらず、

この石囲い施設が埋設土器と同様の性格を持つ可能性があるが、土壌サンプリングを行う前に埋没士をすべ

て掘り下げてしまったため、自然科学分析を実施することができなかった。遺構埋没状態:ローム粒・白色

軽石粒 .yp等を含む黒褐色士が埋没していた。遺物出土状態:第461図の遺物分布図に示したように、土

器・石器とも主体部・張り出し部のほぼ全面に散在するような状態にある。また、基本的に敷石面よりも浮

いた位置から出土していた。炉跡南西側からは深鉢(2)片が重ねられたような状態で出土し、それに近接して

石皿兼多孔石凶が出土している。また、先述したが、各柱穴聞には玉石・円磯・石棒片が配されており、特

にP-2とP-3の聞に置かれた玉石は長さ約30cmと大振りのもので全体が丁寧に磨かれていた。備考:本

住居跡は移築復元を想定して調査を実施しており、遺構実測図は 1/5縮尺で作図し、各敷石や炉石等は番

号を付した上で取り上げ、松井田町教育委員会に保管しである。時期:後期初頭と想定される。

遺物:深鉢 1点、土器片895点(紛れ込みの黒浜・有尾式土器97点を含む)、石器(石皿兼多孔石 1、石皿 2、

磨石・凹石12、スクレイパー 1、石鍛7、石棒片 2、玉石・丸石10、磨製石斧 3、剥片その他82点)を確認

している。黒曜石総重量57.3g。掲載遺物、土器22点、石器12点。

97号住居跡(遺構:第462・463図、 PL142/遺物・第480・481園、 PL153、観察表P602)

位置:Bf-13グリッド。検出状態・中期末葉~後期初頭と想定される101号住居跡に切られる状態にあるが、

同住居跡は遺存状態が極めて悪く、床面は本住居跡よりも高い位置に構築されていたようである。東側壁周

溝付近で検出された埋設土器は101号住居跡に帰属するものである。また、 3号掘立柱建物跡や中期末葉と

想定される476号.482号土坑に一部を切られている。平面形態.長方形。規模:5.50m x 4.85m。床面積:

推定26.7m2。残存深度 :20cm前後。長軸方位:N -30
0

- W。床面の状態:凹凸・起伏が著しい。壁面の状

態:遺存状態良好な部分では80
0

前後の勾配で、立ち上がっている。壁間溝:全周する。柱穴 :P-1~4 の

4基を規模や位置関係から本住居跡の主柱穴と判断した。また、南側壁周溝から溝状にのびる P-5・6は

出入り口部に関連するものと思われる。炉跡:確認できなかった。遺構埋没状態:ローム粒・白色軽石粒-

yp等を含む黒褐色~暗褐色土が埋没していた。遺物出土状態:南東隅部から深鉢(1・2)が出土してい

るほか、埋没土中に散在するような状態で、土器片・石器類が出土している。時期:前期黒浜~諸磯a式期。

遺物:深鉢2点、土器片660点(黒浜・有尾式540点、諸磯 a式120点)、石器(石皿 1、磨石・凹石 9、磨製石

斧 1、スクレイパー 2、剥片その他33点)を確認している。黒曜石総重量72.4g。掲載遺物、土器 5点、石器 5点。

98号住居跡(遺構:第464図、 PL143/遺物:第482・483図、 PL153・154、観察表P602)

位置:Be -12グリッド。横出状態・表土の堆積が薄く、あまり良好な遣存状態ではない。所々撹乱を受け、

北西側は風倒木に壊されている。 99号住居跡を本住居跡が切る状態にある。拡張・立て替えが著しく、 99号

住居跡としたものを含めて、本地点では少なくとも 5回の立て替えが行われたものと想定される。平面形

態:隅丸長方形。規模・推定6.45mx 5.85m。床面積:不明であるが、 37m'前後と想定される。残存深度・ 11
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crn。長軸方位:N -17
0

-W。床面の状態.凹凸・起伏が見られる。炉跡西側に地山被熱痕がみられた。壁

面の状態.残存部分が少なく、明確ではない。壁周溝:全周するものと想定される。不明瞭な部分もあるが、

5重に存在するようである。柱穴:重複・拡張の影響で多数のビットが存在し、あまり明確ではないが、

P-1~6 の 6 基を本住居跡の最終拡張段階での主柱穴と判断したo 3基ずつが並列する状態、にあるものと

想定される。 P-1とP-5問、 P-2とP-6間とも心々距離は3.50mである。また、南側の各壁周溝

から溝状にのびる掘り込みが確認されており、不明瞭で、あるが本来は対の状態存在していたものと思われ

る。同部分は出入り口部に関連するものと想定される。炉跡.中央部北寄りに位置。地床炉で、平面形態は

不整楕円形、規模73crnx 53crn、深さは約30crnで、あるがピットと重複するようである。南側を中心に被熱痕が

認められた。遺構埋没状態:ローム粒・白色軽石粒 .yp等を含む黒褐色基調の土が埋没していた。遺物出

土状態:埋没土中に散在するような状態で土器片・石器類が出土している。時期・前期黒浜・有尾式期。

遺物:土器片 412点、石器(石皿 1、スクレイパ-3、石鹸2、石匙 1、磨石 2、厳石 1、剥片その他58点)

を確認している。黒曜石総重量66.3go掲載遺物、土器6点、石器6点。

99号住居跡(遺構:第464図、 PL 143/遺物:第483図、 PL 154) 

位置:Be -12グリッド。検出状態:98号住居跡参照。 98号住居跡に切られる状態にあり、同住居跡の南西

側でわずかに壁周溝が確認できるのみである。平面形態:不明。規模 -x推定4.40m。床面積:不明。残

存深度 8crno長軸方位:不明。床面の状態.やや起伏がみられる。壁面の状態:残存部分が少なく、明確

ではない。壁周溝 残存部分においては全周する。柱穴:不明。炉跡 検出されなかった。遺構埋没状態:

ローム粒等を含む黒褐色基調の土が埋没していた。遺物出土状態:本住居跡出土遺物と判断したものは石器

類 2点のみである。時期.不明確であるが、前期黒浜・有尾式期と想定しておく。

遺物.石器(スクレイパー 1、剥片 1)。黒曜石は検出されなかった。掲載遺物、石器 1点。

100号住居跡(遺構:第465図、 PL142/遺物・第484・485図、 PL154、観察表P602)

位置:Bf-10グリッド。検出状態.遺構北側は崖状地形で急激に落ち込む状態にあり、遺構も地形の改変

により壊されているような印象を受けた。遺構の遺存状態が悪く、不明瞭な点が多い。本住居跡の床面は黒

浜・有尾式期と想定される 102号住居跡の床面よりも 30~40crnほど低い位置に構築されている。また、 488

号.489号.490号土坑に切られる状態にある。平面形態:不明。規模:不明。短軸方向は2.80m程度と思わ

れる。残存深度・ 102号住居跡の床面から 30~40crno 床面の状態:若干の起伏がみられる。壁面の状態.

80
0

前後の勾配で立ち上がる。壁周溝・検出されなかった。柱穴.数基のピットが存在するが、主柱穴は不

明。炉跡 確認できなかった。遺構埋没状態:黒褐色基調の土が埋没していた。遺物出土状態:埋没土中に

散在するような状態で土器片・石器類が出土している。時期:前期黒浜・有尾式期。

遺物:土器片243点、石器(磨石・凹石 6、異形剥片石器 1、石匙 1、石鍛 1、敵石 1、剥片その他26点)

を確認している。黒曜石総重量36.4g。掲載遺物、土器8点、石器4点。

101号住居跡(遺構.第462・463図、 PL142/遺物.第486・487図、 PL 154・155、観察表P602)

位置 Bf-13グリッド。検出状態:円形にピットが巡るようであり、おおよその範囲は想定できるが、遺存

状態が悪く、壁面も残存していない。 97号住窟跡を切る状態にあるが、床面は本住居跡の方が高い位置に構

築されていたようである。また、 3号掘立柱建物跡が重複するが、新旧関係は把握できなかった。平面形態:

に
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先述したピットの状態から円形基調と想定されるが、明確ではない。規模・床面積:不明。残存深度 ocmo 

床面の状態:遺構想定範囲内においてはやや凹凸・起伏がみられるが、本来の床面は削平されている可能性

がある。壁面の状態・不明。壁周溝:97号住居跡東側壁周溝の東側に、不明瞭ながら溝が弧状に検出されて

いる。本住居跡の壁周溝とは考えにくく、別の遺構が重複していた可能性もある。柱穴:明確ではないが、

p -7 ~10の 4 基を本住居跡の主柱穴と判断した。周縁部と想定される位置にピットが巡るようであるが、

本住居跡との帰属関係を明確にできないものが多かった。炉跡:確認できなかった。遺構埋没状態・不明。

遺物出土状態 :p-gとP-10の中間点付近から埋設土器(1)が検出されている。把手部分を欠損するものの

ほほ完形に近い状態にあり、わずかな掘り方内に正位で埋設されていた。そのほか、遺構想定範囲内から少

量の土器片・石器類が出土している。時期:中期末葉~後期初頭と想定される。

遺物:深鉢 1点、土器片52点、石器(磨石 2、スクレイパー 1、剥片その他 l点)を確認している。黒曜石

総重量5.5g。掲載遺物、土器6点、石器1点。

102号住居跡(遺構:第465図、 PL 142/遺物:第488図、 PL 155、観察表P602)

位置:Bf-llグリッド。検出状態:100号住居跡参照。部分的に撹乱を受けている。遺構北側の状態は不明

である。 100号住居跡と重複し、中期末葉もしくは後期初頭と想定される488号 .489号.492号.494号土坑

及び時期不明の490号士坑に切られる。また、東側は中期末葉~後期初頭と想定される107号住居跡に切られ

る位置関係にあるが、同住居跡の床面は本住居跡の確認面よりも高い位置に構築されていたようである。平

面形態:全容は不明であるが、長方形基調と推定される。規模:ー x3.85mo床面積・不明。残存深度:25 

cm前後。長軸方位・推定N-llO-W。床面の状態:全体的に平坦であるが、北側に向かうにしたがって凹

凸・起伏が多くなる。壁画の状態:残存部分が少ないが、 60
0

前後の勾配で立ち上がるようである。壁周

溝.南側で一部確認されているが、あまり明瞭な状態ではない。柱穴 :P -1・2の2基を主柱穴の一部と

判断した。また、南側壁面から溝状にのびる P-3・4は出入り口部と想定される。炉跡:検出されなかっ

た。遺構埋没状態:黒褐色~暗褐色土が埋没していた。遺物出土状態.埋没土中に散在するような状態で土

器片・石器類が出土している。時期:前期黒浜・有尾式期。

遺物・土器片358点、石器(磨石・凹石 3、スクレイパー I、石匙 1、石鍛3、取石 1、砥石 1、石核 1、

剥片その他16点)を確認している。黒曜石総重量16.4g。掲載遺物、土器5点、石器5点。

103号住居跡(遺構:第466図、 PL 143/遺物・第489図、 PL 155、観察表P603)

位置:Bf-13グリッド。検出状態:残存深度が浅く、あまり良好な遺存状態ではない。また、重複が著し

く、遺構内は煩雑な状態にある。 108号住居跡は、本住居跡とほぼ同時期と思われるが、検出状態から本住

居跡の方が新しいと判断した。そのほか、 5号掘立柱建物跡や中期末葉と想定される482号.486号 .487号

土坑に切られる状態にある。さらに、北側には97号・ 101号住居跡が近接する。平面形態:北側方向は遺構範

囲を明確に把握できない状態にあるが、隅丸長方形基調と想定される。規模-x4.80m。床面積.不明。残存

深度:18cm。長軸方位:N -29
0

-W。床面の状態.重複の影響もあり、凹凸・起伏が著しい。壁面の状態:

残存部分が少なく、明確ではない。壁周溝・不明瞭な部分もあるが、本来は全周していたものと想定される。

柱穴:多数のピットが存在するが、主柱穴は把握できなかった。南東壁周溝部分から溝状にのびる P-1・

2は出入り口部分に関連するものと考えられる。炉跡:確認できなかった。遺構埋没状態.ローム粒・白色

軽石粒 .yp等を含む黒褐色基調の士が埋没していた。遺物出土状態.埋没土中に散在するような状態で土
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器片・石器類が出土しているが、重複する 108号住居跡との遺物の帰属関係はやや暖昧な状態、にある。時

期:前期黒浜・有尾式期。

遺物:土器片188点、石器(磨石・凹石13、スクレイパ-2、石錐 1、剥片その他27点)を確認している。

黒曜石総重量22.5g。掲載遺物、土器 4点、石器 5点。

104号住居跡(遺構・第467図、 PL 143/遺物:第490図、 PL156、観察表P603)

位置:Bg-13グリッド。検出状態 5号掘立柱建物跡の柱穴に北西隅部を切られる。また、北東側は浅い

撹乱を受けている。平面形態.隅丸方形。規模・3.65mX 3.43m。床面積:推定11.8m'。残存深度 5cmo長軸

方位・ほほ座標北方向を指向する。床面の状態・多少の凹凸・起伏がみられる。壁面の状態:残存部分が少

なく、明確ではない。壁周溝:全周する。不明瞭ではあるが、 2重に存在するようである。柱穴:P -1・3・7

とP-2・6・8はそれぞれ同一ライン上に位置しており、規模的にも主柱穴の可能性が高いが、 P-4・5も

深い掘り込みがみられ、あるいは P-3~6 の 4 基が主柱穴で、 P -7・8は出入り口部に関連するピットと

も考えられる。炉跡・確認できなかった。遺構埋没状態・黒褐色基調の土が埋没していた。遺物出土状態・

埋没土中に散乱するような状態で少量の土器片・石器類が出土している。時期:前期黒浜~諸磯 a式期。

遺物:土器片13点、石器(磨石・凹石 3、石匙 1、剥片その他 7点)を確認している。黒曜石総重量8.lg。

掲載遺物、土器 2点、石器 2点。

105号住居跡(遺構:第467図、 PL 143/遺物:第491図、 PL 156、観察表P603)

位置:Bf-11グリッド。検出状態.柱穴・ピットが円形に巡る状態から住居跡と判断したもので、壁面は全

く残存していなかった。 時期不明の480号土坑が重複する。南西部に不整形の掘り込みがあるが、本住居跡

との関連性は不明である。平面形態:円形基調と想定されるが、 P-1・2を連結部の対ピットとする柄鏡

形住居跡、もしくは敷石住居跡であった可能性も考えられる。規模:不明で、あるが、直径4.5m程度と推定

される。床面積.不明。残存深度・ ocm。長軸方位:不明。先述したように P-1・2を連結部の対ピット

と仮定した場合、 N-59
0

-W。床面の状態:全体的に平坦であるが、本来の床面は削平されている可能性

がある。壁面の状態・不明。壁周溝:検出されなかった。柱穴:P -1・2を連結部の対ピットと仮定した

場合、 P-3がそれに対応する奥側の柱穴と考えられる。なお、 P-1・2からは径25cmほどの柱痕が確認

されている。炉跡:確認できなかった。遺構埋没状態:不明。遺物出土状態:遺構想定範囲内やピット内か

ら土器片・石器類が出土している。時期:中期末葉~後期初頭と想定される。

遺物:土器片110点、石器(スクレイパー 1、剥片その他国点)を確認している。黒曜石総重量20.lg。掲載

遺物、土器 3点、石器2点。

106号住居跡(遺構:第468図、 PL144/遺物:第492図、 PL156、観察表P603)

位置:Bf-12グリッド。検出状態:炉跡と埋設土器及ぴ柱穴・ピットが残存するのみである。黒浜式期と想

定される477号土坑と時期不明の478号土坑が重複する。平面形態:不明で、あるが、円形基調と推定される。

規模・床面積:不明。残存深度 ocmo長軸方位:不明。床面の状態:多少の凹凸がみられるが、本来の床

面は削平されている可能性がある。壁画の状態:不明。壁周溝:検出されなかった。柱穴 :P-l~5 の 5

基が本住居跡の柱穴と思われる。炉跡:先述の各柱穴の中央部付近に位置する。遺存状態はあまり良好では

ないが、河原石を用いた石囲い炉である。南西側に張り出した部分がみられるが、本来は平面楕円形と想定さ
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れ、規模81cmx 62cm、深さ20cmで、ある。掘り方には河原石を配するための溝が確認されている。各石には被

熱痕が認められ、炉跡底面にも被熱痕がある。遺構埋没状態:不明。遺物出土状態 :P-6から埋設土器が

検出されている。 深鉢の下側から底部までが遺存していたのみであるが、かなり大形の土器と思われる。 深

鉢内からは礁が検出されている。炉跡東側に人頭大前後の河原石 7点がみられたが、本住居跡との関連性は

不明である。そのほか、遺構想定範囲内や柱穴・ピット内から少量の遺物が出土している。時期・中期末葉

~後期初頭と想定される。

遺物:深鉢 1点、土器片59点、石器(磨石・凹石 1、不明機多数)を確認している。黒曜石は検出されなか

った。 掲載遺物、土器 6点、石器 1点。

107号住居跡(遺構:第469図、 PL144/遺物:第493図、 PL 156、観察表P603)

位置:Bf-llグリッド。検出状態:上面は削平を受けており、壁面は全く遺存していない状患であった。遺

構範囲は耕作痕が著しい。遺存状態は先述した理由で悪いものの、柱穴の状態からおおよその遺構の範囲を

想定した。中期末葉と想定される 492号・ 494号土坑、時期不明の481号 .485号土坑が重複し、西側は黒浜・

有尾式期と想定される 102号住居跡を切る状態にあるが、同住居跡の確認面よりも本住居跡の床面の方が高

い位置に構築されていたようである。平面形態.円形基調と想定されるが、 P-1・2は柄鏡形住居跡の連

結部対ピットと考えられ、本来は敷石住居跡であった可能性もある。規模.不明であるが、直径4.9111程度と

推定される。床面積:不明。残存深度 ocmo長軸方位:推定N-120 

- W。床面の状態.本来の床面は既に

削平されていた。壁面の状態:不明。壁周溝.検出されなかった。柱穴.周縁部に柱穴を巡らせているもの

と想定される。先述したように P-1・2は連結部の対ピットと判断した。炉跡:中央部やや南寄りと想定さ

れる位置に炉の痕跡を確認している。本来は石囲い炉であったと思われるが、石は小振りの 1石のほかは取

り除かれていた。掘り方は、平面不整長方形で、規模 11lcmx 96cm、深さ19cmで、ある。底面や壁面には顕著な

被熱痕は確認できなかった。底面の周縁部には炉石を固定するためのものと思われる溝状の掘り込みがみら

れた。遺構埋没状態・不明。遺物出土状態:遺構範囲内から土器片 2点、剥片 1点が出土したのみである。時

期:出土遺物が少なく明確で、はないが、他の遺構との類似性から中期末葉~後期初頭に想定しておく。

遺物:土器片 2点、石器(剥片 1点)。黒曜石は検出されていない。掲載遺物、土器 1点。

108号住居跡(遺構:第466図、 PL 143/遺物:第493図、 PL155、観察表P603)

位置:Bf-13グリッド。検出状態・ 103号住居跡参照。平面形態:やや不明瞭であるが、隅丸長方形と想定

される。規模-X 4.45111。床面積・不明。残存深度:17cm。長軸方位:N-740

-Wo床面の状態:凹凸・

起伏がみられる。壁画の状態:残存部分が少なく、明確ではない。壁周溝.不明瞭な部分もあるが、本来は

全周していたものと想定される。柱穴:主柱穴は把握できなかった。炉跡:確認できなかった。遺構埋没状

態:黒褐色基調の土が埋没していた。遺物出土状態・本住居跡残存部分から少量の遺物が出土しているが、

重複する103号住居跡との帰属関係はやや暖味な状態にある。時期.前期黒浜・有尾式期。

遺物.土器片32点、石器(磨石 1、剥片 1点)。黒曜石は検出されていない。掲載遺物、土器3点。

109号住居跡(遺構:第470図、 PL 144/遺物:第494図、 PL 156、観察表P603)

位置:Bg-20グリッド。他の住居跡群からは東方に離れて位置する。検出状態:東側は撹乱を受けている。

また、南東側の状態から、他の住居跡が重複していた可能性もあるが、明確に把握できなかった。平面形態
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.南東壁面が長い隅丸台形。規模:6.20m x 4.35m。床面積:推定25.0ぱ。残存深度:13cmo長軸方位 :N

45
0 -w。床面の状態:凹凸・起伏が著しい。壁面の状態:明確に把握できない。壁周溝:不明瞭な部分も

あるが、全周するものと想定される。北西側及び南西側は 3重に存在するようであり、 2回の拡張が行われ

た可能性がある。柱穴:多数のピットが位置するが、 P-1 ~ 6の 6基を規模や位置関係から最終拡張段

階での主柱穴と判断した。 3基ずつが並列するものと考えられる。また、南東側壁周溝から溝状にのびる

P-7は出入り口に関連するものと思われるが、対になる状態ではなかった。炉跡:中央北西寄りに位置す

る。幅45cmほどの細長い溝状に検出されているが、これは新旧の炉跡が重複しているものと考えられ、北西

端に枕石状に河原石を置く部分が新しい炉跡と想定される。深さは10cm前後で、ある。炉跡内の河原石 2点に

は被熱痕が認められ、また、古い炉跡と想定される方の埋没土 2層からは焼土ブロックが検出されている。

遺構埋没状態:ローム粒・ yp.白色軽石粒等を含む黒褐色~暗褐色土が埋没していた。遺物出土状態:埋

没土中に散在するような状態で、少量の土器片・石器類が出土している。時期:前期黒浜・有尾式期。

遺物:土器片53点、石器(打製石斧 1、スクレイパー 3、磨石 5、翫石 2、砥石 1、剥片その他国点)を確

認している。黒曜石総重量29.9g。掲載遺物、土器 3点、石器4点。

110号住居跡(遺構・第471図、 PL 144/遺物:第495図、 PL157、観察表P603)

位置:Bf-14グリッド。検出状態:116号住居跡内に重複して位置し、本住居跡が切る状態にあるが、調査

当初は重複関係を把握できず、 2軒を同時に掘り下げてしまったため、壁面の状態等が確認できなかった。

また、中期末葉~後期初頭と想定される115号住居跡が重複するが、同住居跡の床面は116号住居跡の確認面

かそれよりも高い位置に構築されていたものと考えられる。 115号住居跡に帰属すると判断した埋設土器の

状態から判断して本住居跡の方が古い遺構と考えられる。平面形態:円形。やや楕円形に近い。規模:3.85 

m x3.60m。床面積:推定11.8m
2
o残存深度:116号住居跡からの深さ10cm弱。長軸方位:ほほ座標北方向を

指向する。床面の状態.凹凸・起伏がみられる。壁画の状態:確認できなかった。壁周溝.不明瞭な部分も

あるが、全周するものと想定される。柱穴:重複の影響で明確ではないが、 P-1 ~ 4の4基を本住居跡

の主柱穴と判断した。炉跡:確認できなかった。遺構埋没状態:黒褐色基調の土が埋没していた。遺物出土

状態.埋没土中から少量の土器片が出土している程度である。時期:中期末葉(~後期初頭)に想定しておく。

遺物:土器片21点を確認しているが、 115号住居跡に帰属する遺物が含まれている可能性がある。石器類・

黒曜石は検出されなかった。掲載遺物、土器 3点。

111号住居跡(遺構:第473園、 PL 145・146/遺物:第496・497図、 PL158、観察表P603)

位置:Bc -14グリッド。検出状態:北西側に早期の114号住居跡が隣接し、本住居跡の方が新しいが、当初

重複関係を把握できず掘り込みの深い114号住居跡を先行して調査したため、北西側の遺構の範囲を明確に

することができなかった。遺構中央部に時期不明の534号土坑が位置し、遺物出土状態等から本遺構の方が

新しいと考えられる。平面形欝.全容は把握できなかったが、円形基調と想定される。規模.直径 5.5m前

後と推定される。床面積:不明。残存深度:30cmo長軸方位:不明。床面の状態.検出されている磯や埋設

土器の口縁部は、「床面」よりも 10cm前後上の位置にあり、当初床面と判断していたものは掘り方底面で、

本来の床面は土を充填して構築されていた可能性がある。壁面の状態:遺存状態良好な西側部分では、直立

に近い状態にある。壁周溝:検出されなかった。柱穴.明確ではないが壁面付近に柱穴が巡るものと思われ

る。炉跡:中央北西よりの円形坑を炉跡の痕跡と判断した。平面形は不整円形で、規模は推定70cmx 65cm、

499 



深さ25cm。なお、同炉跡部分から南東方向へ向かつて二又の溝が掘り込まれており、南側の溝上面には河原

石等の離が集中し、その南東側には深鉢上半部の埋設土器(1)が検出されている。この溝や礁の性格について

は明確に判断できなかった。遺構埋没状態:黒褐色基調の土が埋没していた。遺物出土状態・先述の埋設土

器(1)の南西側にも埋設土器(2)があり、深鉢の完形品が正位に埋設され、上部には礁が埋め込まれていた。そ

のほか、埋没土上層を中心に土器片・石器類が出土している。また、河原石等の離も多く検出されており、

炉跡を取り巻くように弧状もしくは円形に小礁が巡っている (pL 145)。時期:中期後半。

遺物:深鉢5点、土器片159点、石器(多孔石 1、石倣 2、磨製石斧 1、打製石斧 1、剥片その他11点)を

確認している。黒曜石総重量16.0go(5)は高台の付く片口深鉢である。掲載遺物、土器6点、石器3点。

112号住居跡(遺構:第474図、 PL 147/遺物.第498図、 PL 158、観察表P603)

位置:Bh -14グリッド。南側は調査区外。検出状態:南東側を中期末葉と想定される501号土坑に切られる

状態にある。平面形態:全容は不明であるが、隅丸方形と推定される。規模:推定3.80mx 3.50mo床面

積.不明。残存深度:15cm。長軸方位:N -480 

- Wo床面の状態:凹凸・起伏が著しい。壁画の状態:残

存部分が少なく、明確ではない。壁周溝・南東側では確認できなかったが、本来は全周するものと想定され

る。西側では不明瞭ながら 3重に確認されている。柱穴:大小のピットが存在するが、主柱穴は把握できな

かった。炉跡:確認できなかった。遺構埋没状態:黒褐色基調の土が埋没していた。遺物出土状態:埋没土

中に散在するような状態で土器片・石器類が出土している。時期・前期黒浜・有尾式期。

遺物:土器片100点、石器(磨石 3、剥片その他 3点)。黒曜石総重量1.2g。掲載遺物、土器4点。

113号住居跡(遺構:第474図、 PL 147/遺物:第499図、 PL158、観察表P603)

位置:Bh -14グリッド。南側は調査区外。検出状態:遺構名は住居跡としたが、柱穴の配置から掘立柱建

物跡の可能性が高い。遺構範囲内に時期不明の500号土坑が位置する。規模:全容は不明だが、各柱穴聞の

心々距離は、 P-1~P-2 が1.35m 、 P-2~P-3 が1.35m 、 P-3~P-4 が2.50mで、ある。柱穴の掘

り方径は40~55cm、深さは約60~80cm といずれも深い。備考 :P-4 の 5 層は柱痕と想定され、柱痕径は約20

cmで、ある。長軸方位・不明であるが、 P-1~P-3 のラインは N -810 

- Eを指向する。遺物出土状態・柱

穴内から土器片 1点、剥片 1点が出土している。時期:明確ではないが、中期後半~後期初頭と想定しておく。

遺物:土器片 1点、石器(剥片 1点)。黒曜石は検出されていない。掲載遺物、土器 1点。

114号住居跡(遺構・第475図、 PL145・147/遺物:第499図、 PL 158、観察表P603)

位置:Bc -14グリッド。検出状態:111号住居跡参照。平面形態:いびつな隅丸長方形。南側壁面は弧状を

呈する。規模:4.40m x 3.40m。床面積・ 13.6m'。残存深度:70cm。長軸方位:N -78
0

- W。床面の状態:

YP層中に構築している。若干の起伏がみられる。壁面の状態・おおむね600

前後の勾配で立ち上がるが、

遺存状態良好な部分では直立に近い状態にある。壁周溝.検出されなかった。柱穴・小ピット多数がみられ

るが、床面からの深さが浅いものが多く、主柱穴は把握できなかった。遺構周辺にも小ピットが多数みられ

るが、本住居跡との関連性は明確ではない。炉跡:中央部付近に位置する。地床炉で、平面楕円形、規模70

cm x 60cm、深さ12cmで、ある。炉跡埋没土中からごく微量ではあるが、炭化粒が検出されている。被熱痕は顕

著ではなかった。遺構埋没状態:黒褐色基調の土が埋没していた。遺物出土状態:北側隅付近の埋没土上層

から押型文土器片(1)が、北東部の壁外から土器片(2)が出土している。時期・早期押型文期。
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遺物:土器片 4点を確認し、内 3点は接合した(1)。石器類・黒曜石は検出されなかった。 (1)は山形の押型文

が施丈され、 (2)は無丈であるが撚糸文系土器と思われる。掲載遺物、土器 2点。

115号住居跡(遺構:第471・472図、 PL144・147/遺物.第500・501図、 PL 157、観察表P604)

位置:Bf-14グリッド。検出状態:110号住居跡参照。 116号住居跡の周辺にピットが巡るような状態から住

居跡と判断したものであるが、詳細は不明である。また、後期初頭と想定される518号土坑が重複する。平

面形態・規模・床面積:不明。残存深度:不明。長軸方位:不明。床面の状態:床面の範囲は明確に把握で

きていない。壁画の状態:不明。壁周溝・検出されなかった。柱穴:先述したように多数のピットが存在す

るが、柱穴構成は把握できなかった。炉跡:検出されなかった。遺構埋没状態:不明。遺物出土状態・埋設

土器 2点を本住居跡に帰属するものと判断した。埋設土器(1)は、 110号住居跡の北側周溝の上側に大形の深

鉢下半部が埋設され、埋設土器(2)は、 116号住居跡の西側壁際中央付近に相当する位置で、ほほ完形の状態

で検出されている。なお、両埋設土器の掘り方底面は110号・ 116号住居跡の床面にまでは達していない。そ

のほか、遺構想定範囲内やピット内から土器片・石器類が出土している。また、旧石器時代の遺物と想定さ

れる細石核等が出土している(第 5 章参照)。時期(中期末葉~)後期初頭に想定しておく。

遺物・深鉢2点、土器片92点、石器(スクレイパーし磨石 6、打製石斧 1、剥片その他10点)を確認して

いる。黒曜石総重量11.7go掲載遺物、土器 5点、石器 1点。

116号住居跡(遺構:第471図、 PL144/遺物:第502・503図、 PL157、観察表P604)

位置:Bf-14グリッド。検出状態:110号住居跡参照。遺構中央部は110号住居跡に切られる状態にある。遺

構東側は遺存状態が悪い。平面形態:隅丸長方形。規模:5.80m x 5.l0m。床面積:推定27.4m2。残存深度.

32cm。長軸方位:N -15
0 

- W。床面の状態:多少の起伏がみられる。壁画の状態:遺存状態、良好な部分で

は70
0

前後の勾配で立ち上がっている。壁周溝:不明瞭な部分もあるが、全周するものと想定される。柱

穴:重複の影響で明確ではないが、 P-5 ~10の 6 基を規模や位置関係から本住居跡、の主柱穴と判断した。

3基ずつが並列するものと想定される。また、南側壁周溝から溝状にのびる P-11とP-12は出入り口部に

関連するものと思われる。炉跡:検出されなかった。遺構埋没状態:黒褐色基調の土が埋没していた。遺物

出土状態:埋没土中に散在するような状態で土器片・石器類が出土している。時期:前期黒浜・有尾式期。

遺物:土器片264点、石器(磨石・凹石13、打製石斧 1、磨製石斧 2、スクレイパー 1、石匙 1、石鍛 2、石皿 2、

剥片その他26点)。黒曜石総重量10.lgo土器には神之木式土器も混在する。掲載遺物、土器 6点、石器 6点。

117号住居跡(遺構・第476図、 PL 147/遺物:第504図、 PL 158、観察表P604)

位置:Bd -14グリッド。検出状態・遺存状態が悪く、不明な部分が多い。平面形態:長方形基調と想定さ

れる。規模:ー x2.60m。床面積:不明。残存深度:10cm弱。長軸方位:推定N-13
o
-W。床面の状態.凹

凸・起伏が著しい。壁面の状態・明確な状態ではなしミ。壁周溝:明瞭で、はないが、本来は全周していたもの

と想定される。柱穴・大小のピットがみられるが、主柱穴は不明。炉跡:確認できなかった。遺構埋没状

態・ 4・5層が本住居跡の埋没土で、ロームブロック .yp・白色軽石粒等を含む暗褐色基調の土が埋没し

ていた。遺物出土状態・埋没土中からわずかに出土している程度であった。時期:前期黒浜・有尾式期。

遺物・ミニチュア土器 l点、土器片 7点、石器(石皿 l、磨石 2点)を確認している。黒曜石は検出されて

いない。ミニチュア土器は紛れ込みの可能性もある。掲載遺物、土器 3点、石器 1点。
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1 崎褐色上 ローム杭フロック 白色怪石粒 yp

少量含む。粘性あまりなく、しまりやや

強い。
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1 :1暗褐色土 yp ロ ムフロック少吐、炭化物似日

白色軽石柱合む。枯性あり、しまりよい。

2 暗褐色土 1府より明るし、。 yp ロ ムフロアク

少号、白色軽石粒合む。枯性 しまりある。
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白色軽6校合む。粘性多少あり、しまり

ある。

2 陪褐色土ロ ム粒多lu:含む。粘性 しまりある。
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砧性 しまりある。
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第 3節 土坑

西地区からは60基の土坑を確認している。各土坑の概要は表31~33に一覧した。時期的には前期黒浜・有

尾式期(~諸磯 a 式期)と想定されるもの10基(時期不明を除いた全体比率31.3%、以下同じ)、中期五領

ヶ台式期 1 基 (3.1%)、中期後半(末葉)~後期初頭21基 (65.6%) 、時期不明28基である。

486号土坑は 5号掘立柱建物跡(第 4章第 5節)の中央部に位置しており、同遺構との関連性が想定され

る。 489号土坑からは後期初頭土器の好資料が検出されている。時期別の遺構番号は下記の通りである。

前期黒浜・有尾式期(~諸磯 a 式期)

477号 .483号・502号 '504号・505号 '507号・510号 '515号 '520号 '525号

中期五領ヶ台式期

475号

中期後半(末葉)~後期初頭

476号 '482号 .484号 '486号 '487号 .488号 '489号 .492号・493号 .494号 .495号 .496号・501号 509号 '511号 '514

号・518号 '528号・531号 '532号・533号

表31 西地区土坑①

残存深度 遺構 遺物
遺構番号 検出位置 形 態 規模 (m)

(cm) 
おもな出土遺物/備考 時期

挿図 PL 挿図 PL 

475号土坑 Bj27 A-I 1.66 x 1.57 104cm 土器片I・磨石 2/底面中央に磯 五領ヶ台 505 148 509 159 

476号土坑 Bfl3 A-II 1.00 x 0.93 39cm 土器片30・被熱線 1、他/ピット 中期末葉 505 509 159 

477号土坑 Bfl2 C-II 1.29 x 1.25 24cm 土器片 4 黒浜 468 509 159 

478号土坑 Bfl2 A-II 1.30 x 1.22 21cm /小ピットあり。 不明 508 

479号土坑 Bfl2 A-皿 1.00 x 0.97 12cm /小ピットあり。 不明 508 

480号土坑 Bfl2 A-II 0.99 x 0.90 50cm /柱痕あり。 不明 508 

481号土坑 Bfll B -1 1.01 x 0.90 51cm 不明 508 

482号土坑 Bfl3 A-I 1.33 x 1.29 32cm 土器片40・石皿 1・磨石 2 中期末葉 466 509 159 

483号土坑 Bg13 A-II 0.93 x 0.91 14cm 土器片36・剥片 2/小ピット。 黒 j兵 505 510 159 

484号土坑 Bfll A-I 0.86 x 0.81 51cm 土器片 18・剥片 1 後期初頭 505 148 510 159 

485号土坑 Bfll E-II 1.45 x 1.25 44cm 土器片 5・磨製石斧 1.磨石 1 不明 508 510 159 

486号土坑 Bfl3 A-II 1.68 x 1.57 81cm 土器片129・石鍛2・磨石4.剥片11 中期末葉 466 148 510 159 

487号土坑 Bfl3 E-V 1.04x 31cm 土器片14 中期末葉 466 511 159 

488号土坑 BflO B-II x 1.00 62cm 土器片 2 中期末葉 465 511 160 

489号土坑 BflO A-II 1.08 x 0.97 95cm 深鉢 1・磨石 2、他 後期初頭 465 148 511 160 

490号土坑 BflO 不明 不明 40cm 不明 465 

491号土坑 Bh15 A-II 1.15 x 1.14 24cm 不明 508 

492号土坑 Bfll A-II 1.41 x 1.31 56cm 深鉢 I 石鍛1・多孔石 I、他 中期末葉 469 148 511 

493号土坑 土器片120・剥片 3 後期初頭Bfll B-II 1.04x 0.83 43cm 505 148 512 160 
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表32 西地区土坑②

残存深度 遺構 遺物

遺構番号 検出位置 形態 規模 (m)
(cm) 

おもな出土遺物/備考 時期

挿図 PL 挿図 PL 

494号土坑 Bfll E-]J xO.80 27cm 土器片 9 中期末葉 469 513 161 

495号土坑 Be13 B-]J 0.98 xO.88 36cm 土器片16・石鍛1・剥片石器1、!深 後期初頭 506 148 513 161 

496号土坑 Bfll B-ill 1.03 x 0.75 36cm 土器片14・多孔石 l・磨石 4 中期末葉 506 149 513 161 

497号土坑 Bfll 不明 不明 30cm /496土に切られる。 不明 506 

498号土坑 Be13 B-Y 1.67 x 1.33 35cm 不明 508 

499号土坑 Bfl3 B-]J 1.33 x 1.14 18cm /ピットが重複。 不明 508 

500号土坑 Bg14 不明 不明 不明 不明 474 

501号土坑 Bh15 A-]J 1.16 x 1.08 97cm 土器片31・石鉱 1・剥片 6 中期末葉 474 150 513 161 

502号土坑 Bi17 A-]J 0.85 x 0.83 30cm 土器片 3 黒 i兵 506 514 161 

503号土坑 Bi18 A-]J 1.06 x 0.99 44cm 不明 508 

504号土坑 Bh17 A-]J 0.87 x 0.81 35cm 土器片 2 黒 j兵 506 514 161 

505号土坑 Bh19 B-]J 1.35 x 1.18 19cm 土器片 7/小ピットあり。 黒 j兵 506 514 161 

506号土坑 Bg19 B-]J 1.50 x 1.25 14cm /小ピットあり。 不明 508 

507号土坑 Bg20 B-]J 1.65 x 1.37 29cm 土器片 1・石匙 1・際 1 黒浜 506 514 161 

508号土坑 Bg20 A-]J 1.18 x 1.13 21cm 不明 508 

509号土坑 Bj19 A-]J 0.74xO.70 33cm 橋状把手土器 1.土器片21 中期末葉 506 149 514 162 

510号土坑 Bg15 B-]J 1.45 x 1.27 20cm 土器片12・石鍛 1・剥片 3・磯2 黒浜 506 514 162 

511号土坑 Bg15 B-]J 1.09 x 0.92 42cm 土器片52・石鍛 2・剥片 5 中期末葉 506 515 162 

512号土坑 Bd17 A-]J 1.10 x 1.02 39cm 不明 508 

513号土坑 Bfl4 B-]J 1.29 x 1.11 39cm 剥片 1/514土に切られる。 不明 507 

514号土坑 Bfl4 C-]J 0.97 x 0.94 14cm 土器片 2・石器産 4・剥片 3 中期末葉 507 515 162 

515号土坑 Bg15 A-]J 0.84x 0.77 34cm 土器片 2/ピットが重複。 黒 j兵 507 515 162 

516号土坑 Bf20 E-Y 2.18 x 1.28 37cm 不明 508 

517号土坑 Bh21 B-]J 0.76x 0.67 14cm 不明 508 

518号土坑 Bfl4 A-]J 1.10 x 1.02 28cm 土器片 1 後期初頭 472 515 162 

519号土坑 Bh20 A-]J 0.81 x 0.77 12cm 不明 508 

520号土坑 Bg21 B -1 0.97x 0.85 41cm 土器片 3 黒 j兵 507 515 162 

521号土坑 Bf21 B-]J 1.24 x 1.13 38cm 不明 508 

522号土坑 Be16 B-]J 1.08 x 0.98 26c皿 不明 508 

523号土坑 Bfl7 B-ill 1.05 x 0.91 27cm 不明 508 

524号土坑 Bfl8 B-ill 1.50 x 1.32 33cm 土器片 1/小ピットあり 不明 508 515 162 

525号土坑 Bg18 B-]J 1.45 x 1.04 90cm 土器片25・砥石 1・剥片 1 黒 j兵 507 515 162 
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表33 西地区土坑③

残存深度 遺構 遺物

遺構番号 検出位置 形 態 規模 (m)
(cm) 

おもな出土遺物/備考 時期

挿図 PL 挿図 PL 

526号土坑 Be17 B-II 1.18 x 1.05 30cm 不明 508 

527号土坑 Bd17 B-II 0.95 x 0.86 20cm 不明 508 

528号土坑 Be13 B-II 1.78 x 1.32 47cm 土器片191・石現在2・磨石 2・剥片 5 後期初頭、 507 516 163 

529号土坑 Bh17 c-v 1.17 x 1.15 46cm /中央部にピットあり。 不明 508 

530号土坑 Bg15 E-II 1.80 x 1.20 24cm 剥片 1 不明 508 516 163 

531号土坑 Be14 A-III 0.73 x 0.70 14cm 土器片40・磨石 2・剥片 2・際 1 後期初頭 507 517 163 

532号土坑 Be14 A-III 1.05 x 1.02 16cm 土器片 4/小ピットあり 中期末葉 507 517 163 

533号土坑 Bell D-II 1.22 x 1.05 39cm 土器片82・凹石 1・剥片 3 中期末葉 507 517 163 

534号土坑 Bc14 B-II 1.36 x 1.34 60cm 不明 473 150 

'co¥ r:ol 

r:ol 

ム A〆

A A' 

∞i ∞1 
l 黒褐色土 yp 白色軽石佐世{JJ含む。粘性あり、

しまり弘主u、C

2 黒柱j色 J-_ YP 白色軽石粒少月子、ロームf_t{微日、

出化t~こく世19]-合む。 Wi性あり、しまり
強い。

3 陪褐色仁ローム杭 フロック YP少'"合む2 粘

性 I しまりやや強し、。

4 黒褐色 i ローム粒 YP少日合むι 粘性あり、 L
まりあまりなし"

5 陥間色上 ローム粒やや多く、ロームフロ yク Y 
P少'1.'..含む。粘性あり、しまりやや強い。

∞ | 凶 !

A A' 

326初、J
476号土坑

A 

321.40m 

A' 

475号土坑

。J ベ

C
 

r:ol 泊|

A A' 

∞ |凶|

t二 了 時 土 坑

A A 

A A' 
327.00m '--

IJ - 483号土坑

tJ793号

1 盟問色上 ローム粒少日合む 品性あり、しまり強

1 出向色土 ローム壮 yp 炭化杭 白色恒石1{[微
日合む。 1占性ゃゃあり、しまりや"'強い A

2 県伺色上ロ ム位 フロヴク YP 内色恒石村

合 :I~_ ， IlU七十古限i江合む。粘性あり、 しま

りpや強い 。 2m 

し、。

2 陥下品色土 ロ ムl'i フロック少:ll吉む +1占性あり

しまり強いc
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υ刷凶l'υi

A A' 

九三~495号土坑
1 陥ト目色 tロ←ム位 フロック少日、炭化村院í.:~肯

む。枯rtあり、しまり強い。

2 :siH日色上 ロームti'1 フロ y ク少位、炭{ヒU"I尭i

枕限早合も。 粘性あり、しまり強いむ

3 :111{褐色土 ローム粒少日含む。粘性あり、しまり強
し、。

A A' 

工Jくω

1 里担J色土 ローム杭 y P . (1色任石柱少日合む。

粘性あり、しまり強い。

2 '11可制色土 ローム粒 YP . i'J色怪石砧少'"古む。

粘性あり、しまり強い【

企。:自
1 黒褐色 t ロ ム杭 YP 白色任イI杭微-'ll_、ロ

ムフロ yクこく慨は合む 粘性あり、し

まり強し~

2 尚色 l ロ ム粒向色中I_Uj杭此Htt古むν1，11'1あ
り しまり強し、。

3 "出侶色j ロ ム t~ フロック少'1'.、YP 白石悦

イjf~ 世w 合む 1，占性あり、しまり強し、

い|
¥ 

A' 

B' 
ぷ。

J / 
。¥ υ| 

A A 

山¥_f

で三ブ
1 'W褐色 l ロ ム粒 .yp 白色粍石位微日、炭化

:f{[こく限'l'.合む。枯性やゃあり、しまり

やや強い心

ム

2 : W.褐色ゴ ローム粒 YP 白色 ~_fo {j，f :l 少沼、炭化
校微"古む。枯性やゃあり、しまり強い。

判;民 ぬ|

叫 ∞| 

A' 

~一一一f 505号土坑

1 : ，IH間色 l ロ ム祉 YP 白色軒イJ-P:院(i，;、炭化

t，Iごく i駐日合む。枯叫あり、しまり強い。

2 附褐色CI ローム杭 フロック少社、炭化立ごく微

'1'古む。杭性あり、しまり強いp

トl

A J込

勾/
∞| 

_A A' 

ミ孟等y問土坑

1 : .[.~，同色土 ロームフロ yク YP 炭化t!'!:少{託、山
色恒{，村多 ~I~合むに枯性 しまりあるC

2 陥褐色上 ロームフロソク yp少'1'.、白色軽石位

耐1:止古む 1，¥性 しまりあるι

第506図西地区土坑②
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企<) 'Cql 

ムO正 p
A A' 

χ _ )問土坑

1 . .'.~~褐色ヒ ロ ム位 YP 白色蛙石位微日古む ω

:fii性やマあり、しまりやや強い。

2 黒褐色上 ロ ム位フロアク ))'，上フロック搬用

合も、G 粘性Aやや強く、しまり強い。

.~ 'Cql 

ム(( ¥ I A' 

点 凶|

A A' 

1一一一J507号土坑

1 黒伺色土 YP 白色軽石杭微日、ローム粒ごく慨

:j(含む011;性あまりなく、しまりやゃあ

る吋

2 抑制色 i ローム粒 YP 向色軒.(j杭少"'合むも

:fl~性あり、しまり強い。
3 :[1 

少;泣止古むρ1粘古性あり札、 Lまり強いヲ

ム 企 :

~511号土坑
1 :.'11，1品色土ロ ムフロック y P . (1色恒石杭炭

化物少'"合むご 1古性あり、しまりよいl

2 : Hiit-白色j: Y P少i止、炭化物白色柱石粒 ロ ム

フロックを含む。粘性 しまりある

。 2m 
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513号土坑 514号土坑

)mし--J515号土坑326.70mc乙ァー
1 : ~主褐色土 ローム杭フロ yク 白色軽石粒少I，k、

炭化位ごく微i!t含む〈粘何あり、しまり

強いこ

2 陥褐色土 ローム粧 フロック yp少吐、内色慌

石柱微炭化Ur:ζ く世1hl含む。粘性あ

り、しまり 5.iIiし、。
3 黒褐色土 ローム岨 フロック yp少匹、円色科

石校生、社含む。 f占性あり、しまり強い。

4 盟問色 1，ローム粒 フロック少出、白色軽石粒微

i止、炭化粧ごく微日吉むu 粘性あり、し

まり強い。

1 暗褐色上ロ ム粒白色軽石松似lJ:含む。粘性や

ゃあり、しまり強い。

2 階褐色土 ローム粒フロック 白色軽石粒をやや

多く、 yp微i止含む。粘性あり、しまり

強い。

J :11苦悩色土 ロ ム粒倣日含む。柿性あり、しまり強
し、。

|∞ 

A 

A2Jh| 
A ¥1 517 lj'._J' 8~\ A' 

|りそ |りそ
A A' 

∞| 同|

王子一6.60L_I52

1 貴褐色土 ロームフロ y ク ypやや多く、炭化物

白色軽石村少E含むc 粘性やや忠〈、

しまりよし、。

2 暗t<l色ゴ ノドの根が入り込んでいる。ロームフロッ

ク。 yp少'"、白色軽石校。炭化物古む。

枯性やや思ししまり木の恨のため悪い

ところもあるが、他はややよし、。

3 .nff褐色!: ロームフロック .ypやや多く、白色軽

石粒少止、炭化物含む。木町恨が入り込

んでいるため所々に黒土の混入見勺れる。

I占f生しまりやゃあるc

4 暗褐色土ロ ムフロ yク yp多E、白色怪石粒

炭化物少lll:合むc 撹乱のため所々小随

凶で黒仁が混入している。枯性良しし

まりやや悪い。

1 '，ER間色土 白色軽石粒少日 ローム杭 yp微S_'_、
炭化物合む。 粘性よく、しまりややよい。

2 :1肝褐色上 白色軽石肢をやや多く、ロームフロック

yp少'l!.、炭化物含む。粘性 しまり

ややよい。

3 暗褐色 i 白色嵯石粒をやや多く、ローム粧 yp 
炭化物微i託合む。粘性あまりなく、し

まりやゃあるG

4 附褐色土 ローム料。 yp 白色軽石粒少日、炭化

物合む。粘性やゃあり、しまりよい。

5 : ß~褐色 i φ3目lm-70川位のロ ムフロックが混入

しているの yp 民化物少E、臼色軽石

位微世合む。枯性ゃゃあり、しまりある。

6 暗褐色土ロ ムフロック ωyp 白色軽石粒炭

化物少l止含む。粘性やゃあり、しまりや

や弱い。

⑨ 
b:11 

ぉ呼。込、| ゎ
|の

の止場 明。
∞| 

In. n 
A 

山Om~込 σ二;占、

ぬl

A ~\ 
∞I~ 

A 5号集石

第507図西地区土坑③、 5号集石

-540一

山~問土坑
1 黒褐色土 ロームフロ yク yp多目、白色軽石柱

やや多く、民1t物少'"合む。↓占性 しま
りある。

2 1暗褐色土 ロ ム粒 Y P j?日、炭化物ー白色軽石

佐多少合む、粘性あり、しまりよいが所

々軟らかい所ある。柚性ある。
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第517図 酉地区土坑出土遺物⑨ 533土司2

第 4節 集石

5号集石(遺構・第507図、 PL 150) 

位置:Bc-13グリッド。検出状態:1.80m x 0.85mほどの範囲に礁の集中がみられたことから集石としたも

のである。各礁の出土位置は、他の遺構の確認面よりも 10~25cm浮いた状態にある。大小の磯25点が検出さ

れ、その大半に被熱痕が顕著に認められた。集石の下側に土坑等の掘り込みは確認できなかった。また、こ

れらの際以外には遺物は検出されなかった。時期:縄文時代と想定されるが、詳細は不明である。

第 5節掘立柱建物跡

西地区からは 3棟の掘立柱建物跡を確認しているが、先述したように113号住居跡としたものも掘立柱建

物跡の可能性が高い。なお、 2号掘立柱建物跡は欠番とした。時期は明確に判断できないが、 5号掘立柱建

物跡などの検出状態から、おおむね縄文時代中期後半(末葉)~後期初頭と想定しておきたい。

3号掘立柱建物跡(遺構:第518図、 PL 150) 

位置:Bf-13グリッド。検出状態:97号・ 101号住居跡と重複する。また、 P-4とP-5の聞には中期末

葉と想定される476号土坑が位置する。いずれの柱穴からも柱痕は確認できなかった。桁×梁間 2x 1問。

桁行:(柱穴心々距離、以下同じ)北東側4.l0m。南西側3.90m。梁行.北西側2.l5m。東南側2.00m。柱閏寸法

ハU
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u
 

R
U
 



: P -1・2間2.05m、P-2・3間2.05m、P-4・5間2.20m、P-5・6間1.70m、P-1・4間2.15

m、P-2・5間2.15m、P-3・6間2.00m。主軸方位:N -58
0 

-Wo掘り方平面形:円形・楕円形。残

存深度':33~50cm。時期:明確で、はないが、中期後半(末葉)~後期初頭に想定しておく。

4号掘立柱建物跡(遺構:第457図、 PL 150) 

位置:Bg-12グリッド。検出状態:柱穴 3基を確認したのみで、詳細は不明で、ある。柱穴間の距離は2.80m

前後で、掘り方平面形は円形・楕円形、残存深度は45cm前後で、ある O 時期.明確ではないが、中期後半(末

葉)~後期初頭に想定しておく。

5号掘立柱建物跡(遺構:第518・466図、 PL 151) 

位置:Bf-13グリッド。検出状態 4基の柱穴がほぼ方形の位置に配置され、中央部には中期末葉と想定さ

れる486号土坑が位置する。本掘立柱建物跡と同士坑は本来同ーの遺構である可能性もあり、土坑の上屋を

覆うための柱穴とも考えられる。 P-1の1層は柱痕と想定され、直径25cm前後で、あるが、その他の柱穴で

は柱痕は確認できなかった。また、前期黒浜・有尾(~諸磯 a) 式期の 103号・ 104号. 108号住居跡を切る

状態にある。桁×梁間 1x 1問。柱間寸法:P -1・2間3.20m、P-3・4間3.15m、P-1・3間3.15

m、P-2・4聞3.20m、で各柱穴聞の距離はほぼ均ーな状態にある。主軸方位:N -36
0 

- E、もしくは

N -54
0

-W。掘り方平面形:楕円形。残存深度:55~85cm。時期:先述した486号土坑と同時期と判断し、

中期末葉と想定しておく。

第 6節溝

2号溝(遺構・第456・457図、 PL136・137)

位置:Ca -21 ~ Ca -26グリッド。検出状態.浅間A軽石層下で検出されている。南側に位置する 3号溝と

ほぼ平行して、西方から谷地形が存在する東方へと走行する。 Ca-21グリッド以西では明瞭に確認できず、

東側もCa-26グリッドにおいて確認できなくなる状態にある。 3号溝よりも 1段高い位置に構築されてい

る。溝の走行状態から排水を目的に構築された可能性が考えられる。 溝底面の標高は西端で、323.05m、同じ

く東端で、321.70mで、ある。上端最大幅:0.95m。下端最大幅:0.80m。残存深度:25cm前後。埋没土の特徴:

l層に浅間A軽石が堆積する。遺物出土状態:微量の縄文土器片が出土している程度である。時期:不明で、

あるが、検出状態から近世の可能性が高い。

3号溝(遺構:第456・457図、 PL136・137)

位置:Ca -24 ~ Ca -28グリッド。検出状態:浅間A軽石層下で検出されている。北側に位置する 2号溝と

ほぼ平行して、西方から谷地形が存在する東方へと走行する。 Ca-24グリッドでは明瞭に確認できず、東

側はCa-26グリッド付近で二又に分かれる状態にある。 2号溝よりも 1段低い位置に構築されている。 溝

の走行状態から 2号溝と同様の性格が想定される。溝底面の標高は西端で、321.95m、同じく東端で320.20m

である。上端最大幅:二又に分かれる手前で2.40mo下端最大幅:同じく 1.35mo残存深度:35cm前後。埋

没土の特徴:ローム粒 .yp.灰白色軽石粒等を含む黒褐色~暗褐色土等が自然埋没する。遺物出土状態

微量の縄文土器片等が出土している程度である。時期:不明であるが、検出状態から近世の可能性が高い。
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第 5章遺構外出土遺物

第 1 節土器(遺物:第519~525図、 P L 164~167、観察表 P606)

縄文時代早期~後期にかけての土器や土製品が確認されており、東・西地区合わせて107点を掲載した。

縄文時代早期

撚糸文系土器 (1~ 5) と押型文土器 (6~ 8)がいずれも西地区から出土している。押型文土器は 3点

とも縦位に山形押型丈が施文されている。山形押型文土器は西地区の114号住居跡からも検出されているが、

同住居跡のものは横位施文である。

縄文時代前期

間山式土器(9・10)、黒j兵・有尾式土器 (11~21) 、諸磯 a 式土器 (22~33) 、諸磯 b 式土器 (34~40) 、

諸磯 c式土器 (41~44) 、北白川下層式系土器 (49~62) 、十三菩提式土器 (63~65) のほか、 (78) も前期

末葉の土器と判断した。また、ミニチュア土器 (45~48) も施丈の特徴等から前期諸磯式期の遺物と考えら

れる。北白川下層式系の土器はおおむね薄手のっくりで、幅広の爪形文を密に施文しているものが多く、ま

た、羽状縄文が施文されるものもみられる。

縄文時代中期・後期

中期初頭の五領ヶ台式土器 (66~76) 、阿玉台式土器 (77) 、中期後半の加曽手!J E式~後期初頭の称名寺式

期のかけての土器 (79~98) 、後期前半の堀之内式~加曽利 B式土器 (99~10l)がある。中期後半代以降の

土器は西地区から出土しているものが多い。

土製品

(103) は平面分銅形の板状土製品で、初期土偶の可能性がある。 (104・105) は土偶の一部と思われる。

(106) は土製円板。(107) は石棒状の小形土製品で、ある。

第 2 節石器(遺物・第526~530園、 PL168~170)

東・西地区合わせて55点を掲載した。

( 1・2)はいずれも 115号住居跡から出土したものであるが、旧石器時代の遺物と判断し、本章に掲載

したものである。(1 )は細石刃核、(2 )は細石刃と判断した。(3 )は縦長剥片を素材とした石器、(4 ) 

は縄文時代創草期のものと想定される尖頭器片である。

( 5 )は大形の多孔石、(6 )は石皿兼多孔石である。 (7~ 11) は磨石・凹石で、凹石から磨石へ転用さ

れるものが多い。 (12~ 14) は打製石斧で、分銅形・短冊形・援形のものがある。(l5~20) は磨製石斧で、

いわゆる緑色岩類(輝緑凝灰岩)を石材としている。 (24~28) は石匙、 (29~32) は石錐、 (33~47) は石

鍛である。 (48) は縦長石匙の可能性がある。 (49~51)は石錐の可能性もあるが、不明石器としておく。ま

た、石鍛としたものの内、大形のものは石槍の可能性もある。 (52) は研磨具と想定した石器である。 (53)

は石棒頭部で、全体が丁寧に研磨されており、切断面の一部にも研磨痕がみられる。 (54) は決状耳飾り片、

(55) は滑石原石である。

第 3節 奈良・平安時代、中・近世(遺物:第531図、 PL 170、観察表P608)

当該期の遺物は非常に少ない状態であった。先述した 1~3 号溝は近世の可能性があるが、そのほかには

当該期の遺構も検出されていない。須恵器(1・2)、措鉢片(3 )、寛永通宝 (4・5)の計 5点を掲載した。
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東地区土器観察表 1

遺構番号/頁 番号 ①計測値 cl器形・文様 ①色調 ①胎士 G:備考 jiti己

1号住居跡 1 ②波状口縁部片。平行沈線爪形文⑦にぶい褐7.5YR5/4Ci繊維長石石英角閃石 2 

第198図 2 ②波状口縁部片。平行it材、 爪形文、口縁部に匁沈線G燈7.5YR6/6④繊維 結品片岩 22他

P L48 
3 ②口唇部に小突起。平行沈線ー爪形文、口縁部櫛歯状工具連続刺突文③棒7.5YR6/6①繊維粗砂粒石英・長石・赤褐色粒 19 

4 cl括れ部上は平行沈線、 FはO段多条羽状縄文①にぶい黄櫨10YR7/4Ci繊維 :0英ー白色粒 21他

5 ① 0段多条羽状縄文①黄褐10YR5/6C1繊維ー石英・長石・白色粒・赤褐色粒 16 

6 ⑦単節 RL.O段多条羽状縄文①にぶい褐7.5YR5/4C1繊維・石英・長石 白色粒 赤褐色粒

2号住居跡 1 ② RL縄文十平行沈線③にぷい褐7.5YR5/4④繊維ー石英・長石・角肉石0:外面に煤付着。

第199[Sl 2 ②口唇部に小突起。 RL縄文③にぶい黄桜lOYR6/4④繊維・石英ー長石 角閃石①煤付着。

P L48 
3 cl組紐文+コンパス文①にぶい黄符10YR7/4④繊維・石英ー白色粒

4 cl括れ部上は平行沈線、下は O段多条羽状縄文③にぶい黄澄10YR7/4④繊維 石英・角閃石

5 ②条線①にぶい黄控10YR7/3CI繊維・結品片岩 石英ー角閃石・白色粒

3号住居跡 1 ①口律(l1.9cm)①RL縄文十円形竹管文を縦位に施文①黒褐7.5YR3/1④石英国角閃石 白色粒⑤補修孔あり。 278 

第201偲l
2 ①波状口縁部片。単節縄文①lこぶい褐7.5YR5/3④石英 長石ー角閃石・白色粒 156 

P L48 3 ①波状口縁部片。単節縄文 口唇部に刻みI3Glt堂5YR6/6④結晶片岩・石英 白色粒①煤付着。 276 

4 ②RL縄文①にぶい褐7.5YR5/4④結品片岩石英 長石・角閃石

5 ②波状口縁部片。 RL縄文+円形竹管文を縦位に施文・口唇部に刻み目①燈7.5YR6/6③粗砂粒 石英・赤褐色粒 189他

4号住居跡 1 ①口径60.2cm 括れ部径33.5cm②口縁部は「く jの字状に屈曲する。口縁部平面形は隅丸方形 (51.2cmx 49.6cm) で、各 7 

角部分が波頂部となり、環;[j((孔径 6mm前後)の把手が付く。各波m部間も緩い波状を呈す。不鮮明であるが地文に 425 
第203~206図

RL縄文を施文した後、浮線文(波頂部下は同心円状ー他は横位)を施しま}位の刻み目を入れる。①にぶい黄穏 586 
P L50~52 

10YR7/3Ci結品片岩・石英ー角閃石 赤褐色粒 白色粒①2と同一個体と思われる。

2 G:括れ部径(33.0cm)・胴部最大径(35.9叩)⑦胴部中位膨らむ。単節縄文を地文とし、浮線文を績位に施し斜伎の主IJみ目を 437・

入れる。①にぶい控7.5YR7/4①石英・角閃石ー白色粒・赤褐色粧① 1と同一個体と思われる。補修孔あり。内面下側に焦げ。 529他

3 ①口径30.4cm②キャリバー形の器形で口縁部は大きく内湾。緩い 4単位の波#口縁。 RL縄文+i列車文に斜位の刻み百 405 

(浮線文は胴部 口縁部は横位平行に、屈曲部付近は斜位.#iH立に施す)。波頂部下に円形貼付文③にぶい燈7.5YR7/4

①粗砂粒・長石石英・角|主]石

4 ①口径 (39.3cm)②キャリノTー形の器形で、口縁部は「く jの字状に屈山する。緩い波状口縁。器面全体に RL縄文施 439 

文後、ナデ。③灰黄褐lOYR512④長石石英ー角閃石 473他

5 ②口縁部に向かつて聞く。 RL縄文+浮線文に斜位の刻み目 紐状貼付文①にぶい褐7.5YR5/3④砂隊長石 石英! 715 

白色粒①上半一部に煤付着。 74C他

6 ①底径10.2cm①下端に稜を持ち、外反気味に立ち上がる。 RL縄文+紐状貼付文⑦にぶい検7.5YR6/4CD砂傑・長石 石 437・

英 白色粒①内面が焦げる。 487 

7 ①底径11.4cm②径 7cm程度の円板状粘土を元に巻き上げ成形する。不鮮明であるが縄文を地文とし、浮線文に斜f立の刻 131・

み日を施す。①にぶい様7.5YR7/4①長石・石英 角閃石 5521也

8 ①口径 (34.3cm) ①キャリバー形の器形で、口縁部は内湾する。緩い 4 単位の波状口縁と想定される。浮Æ~'R文を密に配 739・

し、斜i立の刻み目を施す。地文は縄文のようであるが不鮮明。①褐7.5YR4/3①粗砂粒・石英 長石⑤図上復元。 8171也

9 ①口径 (60.0cm)①口縁部膨らみ、「く Jの字状に大きく屈曲する。 4単位の波状口縁と想定される。波頂部に環状の 383 

把手が付けられる。縄文を地文とするが不鮮明。浮線文に斜{立の刻み目を施す。③浅黄樫10YR8/3④粗砂粒ー長石・石

英角閃石①図上復元。

10 ②獣面f~手。 波頂部片。縄文+浮線文に刻み目①にぶい控7.5YR6/4①石英 長石・角肉石 378 

11 ②獣面把手。 i手線文に刻み目①にぶい黄燈10YR7/3④石英ー長石ー角閃石

12 ⑦波状口縁部。 RL縄文十浮線文に刻み目①灰昔、褐10YR4/2①石英，長石・角閃石 白色粒 539 

13 ①口径 (24.6cm)②口縁部膨らみ、「く」の字状に大きく屈曲する。 4単位の波状口縁と想定される。 RL縄文+浮線 444・

文に刻み日③灰褐7.5YR412C[粗砂粒 石英ー白色粒 5151也

14 ①口径 (20.0cm)②有段の浅吉本と想定される。 n，芸部下に筏 7mm前後の孔を連続させ、その下には刺突文が巡る。半裁 547 

竹令状工具による平行沈線で幾何学文様を描き、沈線開にヘラ先状工具による刺突を充填する。①にぶい燈7.5YR7/4

④i伝英・長石ー白色粒①赤彩の痕跡あり。

15 ①底径17.9叩⑦浅鉢の底部。弱い段を持ち内湾して立ち上がる。無文。①にぶい褐7.5YR6/3①結晶片岩・粗砂粒①外面 544 

に赤彩あり。

16 ①口径25.5cm②口縁部に向かつて大きく閃く。 RL . L R結束の粗雑な羽状縄文③灰黄褐10YR6/2①粗砂粒 石英 長 538 

石・角閃石⑤上半部に煤付着。

17 ①口筏 (35.8cm)⑦口縁部大きく開き、推定 4か所内側にくほませる。横位の集合沈線。①灰褐7.5YR412④粗砂粒 石 2 

英長石・白色粒
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東地区土器観察表 2

j凶器番号/頁 番号 ①計測値 ②器形ー文様 ①色調 ④胎土 ①備考 注記

4号住居跡 18 ①口径 (26.8cm)⑦口縁部内i有する。集合沈線施文後、口縁部に耳状ーボタン状・円形貼付文⑦ng:灰黄2.5YR4/2①石 83 

英長石角閃石 白色粒①口縁部下に焼成前の穿孔あり。煤付着。

19 ①口径 (36.6叩)②口縁部内湾。集合沈線+耳状ー 棒状 ボタン状貼付文①淡黄2.5Y8々 ④石英・長石・角閃石ー白色粒 1851t1l 

20 ②集合沈線l文十円形貼付文①灰黄褐10YR612④石英・長石・角閃石①仁l縁部に扶りあり。 521 

21 11:主'1位 弧状沈i活+ボタン状貼付文、口縁部に刻み目③褐10YR4/6④石英・長石ー白色粒 343 

22 ①底径7.0cml1横佼・横位矢羽状の集合沈線③にぶい黄栓10YR7/4G結晶片岩ー石英・長石 535 

23 ②鋸歯状・根l位の平行沈線+三角形c[J刻文①灰黄褐10YR5/2④石英ー長石 白色粒

24 ①口径31.0cm②大きな 4単位の波状口縁。 波頂部は環状。口縁ヒ端を内側に折り曲げるの口縁部に結節沈線のある蕨手 l 

状・俸状貼付文を 21囲つつ対称配置。胴部に結節沈粉、を双同心円状 横位ー鋸歯状等に施す。①lこぶい黄樟10YR6/4

④長石ー石英・角閃石 白色粧①内外面上半、部分的に煤1~ 若。

25 ②結節沈線+三角形印刻文G燈7.5YR6/6④石英・長石 角閃石・赤褐色粒

26 ⑦口縁部に印刻文、その下に平行沈線①にぶい褐7.5YR5/4C4:粗砂粒 石英・長石

27 ①器高(10.0叩) 口径 (12.2cm) ー底径(11.5cm)②器形は短筒状で、底部は切高台状と推定される。口縁部下の細 422 

い横線に沿って径 2mm前後の干しが数か所穿たれている。文様は細い沈線・太い沈線ー三角形印刻文で構成され、稲妻

状 渦巻き状に捕かれる。①にぶい控7.5YR7/3①石英・長石 角閃石 白色粒①内面は丁寧に磨かれている。

28 ②口縁部に粘土を貼り付け、両日を刺突表現し、口をヘラ先状工具により切り込む。蛇をモチーフしたものか。さらに

モチ←7胴部を巻くように粘土紐を貼り付けている。器商には R1.縄文。①にぶい褐7.5YR5/4④石英 長石・角閃石

5号住居跡 1 ①口径(17.4cm)⑦頭部で括れ、口縁部内湾する。集合沈線+耳状ーボタン状・棒状貼付文①にぶい黄桜10YR7/4①結 17 

第209図
品片目}ー石英，角肉石 赤褐色粒①内面口縁部に焦げ。 40 

P 1.53 2 ①口径 (19.0cm)②口縁部内湾。集合沈線、+耳状・ボタン状・棒状貼付文①浅黄燈10YR8/4④石英ー長石ー角閃石・白色粒

3 ⑦集合沈根+耳状・ボタン状等の貼付文①控7.5YR7/6④石英 長h ・角閃石 白色粒 11 

6号住居跡 l 第210図、 P1.53 ②口縁部内湾する。口唇部両端を刻む。集合沈線+耳状ーボタン状貼付文③燈5YR6/6①粗砂粒・石 17 

英長石白色粒・赤褐色粒

7号住居跡 l ⑦口縁部内i書する。集合沈A1R+口縁部に印刻+耳状ボタン状貼付文③にぶい控7.5YR6/4④粗砂粒ー石英角閃石ー白色粒 3 

第211図
2 ②集合沈線十円%.楕円形貼付文①灰黄褐10YR5/2①石英長石角閃石 白色粒P 1.54 32 

8号住居跡 1 ②口縁部内湾する。集合沈材、+耳状・ボタン状貼付文①以黄褐10YR6/2①石英・長石ー角i主]石・白色紋 11 

第212閲 2 ⑦集合沈級文③灰黄褐10YR5/2④石英・長石角閃石・白色粒赤褐色粒 17 

P 1.54 
3 ②半裁竹管扶り立てによる凹凸文①にぶい褐7.5YR5/3④黄褐色粒ー長石 角閃石 2 

4 ①半裁竹管扶り立てによる凹凸文①にぶい褐7.5YR5/3①黄褐色粒・長石 石英・角閃石 5 

9号住居跡、 ①口径 (22.0cm)②条痕+半裁竹管扶り立てによる凹凸文ー口唇部に貼付文③明貨褐lOYR7/6①貨褐色粒 石英 角閃 62 

第213図
石・赤褐色粒⑤内面に条痕。 2と同一個体と思われる。

P 1.49 2 ①底径(10.2叩)①条痕+半裁竹管j}tり立てによる凹凸文①明黄褐10YR7/6①賞褐色粒 石英・角肉石 赤褐色粒③内 61 

面底部付近に焦げ。 1と同一個体と思われる。

3 ①底径13.1cml1:横位基調の粗雑な沈線+円形貼付文G燈5YR7/6CD長石ー石英・角閃石 37他

4 ⑦斜位の粗雑な沈線、+ボタン状貼付文①明赤褐2.5YR5/5④結晶片岩・粗砂粒ー長石 石英

5 ②集合it線+耳状ーボタン状貼付文cl:褐10YR4/3①長石 石英・角閃石・白色粒

6 ⑦矢羽;汰沈線、①灰黄褐10YR5/2③長石 石英・角閃石 白色粧 63 

7 ①底径 (16.2cm)11鋸歯状に干行沈静、G褐10YR4/1①長石ー石英・角閃石・白色粒

10号住居跡、 ①口径 (44.2cm)⑦頚部括れ、口縁部内i書する。口縁部に指頭粘土逆立ての凹凸文。集合沈線+耳状ーボタン状貼付文 50 

第214図
(j)燈7.5YR6/6④結晶片岩粗砂粒 長石ー石1Jf・角閃石

P 1.54 2 ①口径 (36.0cm)②有段の浅鉢と思われる。口縁部下に径 8mm前後の孔、その下に径 4mm前後の孔が 2$>lJ巡る。屈曲部 25 

から下側に縦位の沈線が4不単位で施される。①にぶい殺7.5YR6/4④石英 長石ー角閃石 白色粒①赤彩の痕跡あり。 1121也

3 ①口径 (36.6cm)②浅鉢の口縁部片。主正文。口縁部は外反しつつ内傾する。口縁部から反りを持って鍔状に突出する部 51 

分に至り、幅6.9叩前後の受皿状部分をつくる。胴部は受皿状部分の中程から鋭く屈曲する。受皿状部分上側に焼成前

の、下側に焼成後の孔を穿つ。③にぶい櫨7.5YR6/4①石英長石 角閃石 白色粒

4 ①器高3.lcm 口径3.5叩⑦丸底の手短土器③呈褐7.5YR3/1①石英・長石 角閃石 赤褐色粒 75 

11号住居跡 1 第214図、 P1.49 ② 0段多条R1.①にぶい褐7.5YR5/4CI結品片岩石英長石・角閃石

12号住居跡 1 第214図、 P1.54 ⑦ R1.縄文①明赤褐5YR5/6①結晶片岩粗砂粒・石英長石

13号住居跡 1 ①口径 (19.2cm)⑦結束のある羽状縄文①にぶい黄栓10YR6/3①石英 長石ー角閃石 13他|

第215図
2 ①波状1-1縁。1.R縄文+長橋円形状の平行沈線、口縁部に平行沈"，p，・爪形文③褐7.5YR4/3CI繊維 石英長石 角閃石P 1.55 
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東地区土器観察表 3

lli構番号/頁 番号 ①計測値 ①器形ー文様 ③色調 ④胎土 ①備考 I主言己

13号住居跡 3 ②櫛歯状工具による横線 波状線⑦にぶい燈5YR5/4①石英 長石ー角閃石

4 c%櫛白状工具による肋骨状弧線+円形竹省文①灰褐7.5YR412④石英 長石・角肉石 白色粒 21 

14号住居跡 1 ②複節縄文+平行j尤線爪形文①灰黄褐10YR4/2①繊維イ白英ー長石 角 Ij~J石

第216図 2 ②口唇部に土角形小突起。。段多条縄文後、口縁部に予行沈線ー爪形文、縄文に沿うように半数竹管状工具による平行
P L55 it~泉を浅く施す。①にぶい褐75YR5/4C1 繊維 右英 長石・角閃石①内外面に煤付着。

15号住居跡 1 ⑦波状日縁。口縁部内面に援を持つ。横位.*.f，1位の沈~URI①lこぶし吋音5YR6/4①金雲母・石英 I 

第217図 2 ②縦位i主総子IJの脇に連続刺突文③にぶい燈7.5YR6/4①金正c[王ー石英・戸]閃石@9ト面煤付着。 8他

P L55 
3 ②刺突文 .K:liE 位沈線'i1JGl明赤褐2.5YR5/6④金雲母・石英 角閃石

4 a 縦位沈線横{立短沈線・渦巻状沈線連続刺~~文①灰黄褐10YR4/2C[ 金雲母・石英 白色粒⑤内面は、にぶい赤褐5YR4/4

16号住居跡 1 ⑦縄文+半裁竹管状工具平行沈線、破片上端に癒状の突起あり①にぶい経7.5YR6/4④石英ー長石 角肉石 白色粒 I 

第218図 2 ⑦口縁部内面に稜。半裁竹管状工具平行沈線Glt宣7.5YR6/6①金雲母・石英ー角閃石

P L55 
3 ②平行沈静、+斜行平行沈線に交差する沈"，>ilCDにぶい程7.5YR6/4④石英ー角閃石・白色粒

4 ②平行沈線、口縁部下は斜行平行沈線を交差させる①澄7.5YR7/6①金雲母・石英 角閃石

17号住居跡 1 ①口径24.3cm①器形はキャリバー形で、 3 単位の緩い波状口縁。臼縁部文係帝は、隆起~~lf< 沈線による渦巻文・長楕円

第219図 形の区画。胴部は LR縄文後、磨消懸垂文。①明黄褐10YR7/6①黄白色粒・石英 長石 角閃石⑤石組炉の中央に埋設

P L55 されていた。

18号住居跡 1 ② 0段多条 LR縄文①にぶい燈7.5YR6/4([繊維ー長石石英角閃石 臼色粒 I 

第220図
P L56 2 ⑦半殻竹管平行沈線(肋骨文)①にぶい褐7.5YR5/3([繊維・結品片右目雲母ー石英 3 

19号住居跡 第 221図、 PL56 ②条線+隆k~!①にぶい黄桂lOYR7/3①石英・長石ー角閃石・白色針状粒 2 

20号住居跡 l ② RL縄文十半裁竹管平行沈線 爪形文①にぶい黄符lOYR7/3①繊維ー石英・長石 角閃石

第222~224図 2 ②羽状縄文+半裁竹管平行沈線 爪形文①にぶい黄櫨10YR6/4③;被維・石英 白色粒

P L56・57
3 ①半裁竹管平行沈線 爪形文③にぶい褐7.5YR5/4G:湖i*1t.石英・長石 角閃石・白色粒

4 ②粗雑な横{立沈総①浅黄t¥tlOYR8/4①繊維ー粗砂粒 石英・長石

5 ①無節R縄文①にぶい櫨7.5YR6/4C[繊維・結晶片岩 石英・長石ー角閃石

6 ②口唇部に三角形小突起。爪形文列①灰黄褐10YR412([機維 結品片岩・石英 161 

7 ②半裁竹管状工具平行沈~~~ .コンパス文Glt霊5YR6/6C[繊維石英角閃石黄白色粒

8 ①口径 (31.0叩)②RU~文+横位平行沈線+，'fH立に円形竹管文①lこぶい燈7.5YR6/4C[結品片岩ー石英 角閃石‘赤褐色粒 1911也

9 ② RL縄文+平行沈紋・爪形文+縄文磨消し③にぶい詮5YR61企①石英・長石 黄白色粒 I 

10 ② RL縄文+平行沈線・爪形文GlI怪5YR6/6④結晶片岩ー石英・長石 60 

11 ② RL縄文+平行沈線爪形文+区両内の縄文磨消し①綬5YR6/6④粗砂粒.{j英長石黄白色粒 61他

12 ⑦弧状沈線による肋骨文+円形竹管文①浅黄桜lOYR8/4①石英 長石・角肉石ー黄白色粒 197 

13 ②波状口縁部片。半裁竹管状工具による木葉状文十円形竹管文、口縁部に結節沈線①灰黄褐lOYR6/2④石英 長石・白 2 

色粒⑦内而を丁寧に磨く。

14 ②弧状沈線による肋骨文+円形竹告文③にぶい黄詮10YR71岳①石英 角肉石'黄白色粒 207 

15 ①Ll径 (25.8叩)②浅鉢。結節ある RL縄文③にぶい鐙5YR6/4①長石・石英・黄白色粒 221 

16 a:横位平行沈線・波状沈線①極7.5YR6/6④粗砂粒 石英・長石ー黄白色粒・赤褐色粒 130 

17 a:横位の籾雑な平行i主派①灰白10YR8/2①石英 長石・角閃石 黄白色粒 10 

18 a黄位平行沈線 波状沈線①明赤褐2.5YR5/6①石英・長石ー黄白色粒

19 a横位平行沈線、①筏5YR6/6①石英・長石 角閃石黄白色粒

20 ②横{立平行i主総ー波状it線①淡黄25YS/4(I)石英・長石 白色粧・赤褐色粒

21 c%横位平行沈~~~~①黒褐 10YR3/1①石英ー長石・角|主]石ー白色位

22 a横位平行沈線+波状沈線①lこぶい黄櫨10YR7/4①石英 長石・角閃石ー黄白色粒

23 a:櫛歯:Ik工具による横位 波状繰+俸先状工具による円形刺突文①にぶい黄桂lOYR7/3①石英 長石 臼色粒ー黒色粒 217 

24 ⑦閥的状て具による刺突のある償{立総・鋸歯状線①浅黄栓10YR8/4①石英・角閃石・白色粒

25 ①波状口縁部片。 RL縄文+平行沈~'~ift①にぶい黄鐙10YR6/4(î)石英 角閃右 黄白色粒

568 



東地区土器観察表 4

遺構番号/頁 番号 ①計測値②器形文様①色調④胎土 CI荷考 i王言己

20号住居跡 26 ②縄文+平行沈線爪形文、波状i泉ci:主黄櫨10YR8/3①石英・長石角閃石 白色粒 18 

27 ②RL縄文+平行沈線・爪形文、円形竹管文①浅黄櫨10YR8/3①石英・角閃石 白色粒

28 ②RL細縄文+平行沈線・爪形文の木業状文+縄文麿消し+円形竹管文①陪褐10YR3/3①石英・長石・角閃石黄白色粒 136 

29 ②口縁部肥厚する。縄文+平行沈線・爪形文、円形竹管文①浅黄樫10YR8/4①石英・長石ー角閃石・黄白色粒 103 

30 ②LR縄文+平行沈線・爪形文による木葉状等の幾何学文様+縄文磨消し十円形竹管文①にぶい黄桜10YR7/4④石英ー 47 

長石・角閃石・黄白色粒 49 

31 ⑦RL細縄文+平行沈線爪形文①楼7.5YR7/6④長石黄白色粒

32 ⑦口唇部に主IJみ。平行沈線+爪形文十円形竹管文①lこぶい褐75YR5/4II結品片岩・石英ー長石・角閃石

33 ②細縄文+平行沈~'i!ft .爪形文①にぶい赤褐5YR5/4①石英・長石黒色粒 白色粒

34 ①縄文+平行沈線・爪形文、口唇部にも爪形文。③にぶい黄糧10YR7/3①石英・長石・角閃石ー黄白色柱⑦口縁部下に

焼成前の穿孔あり。液状口縁の可能性高い。

35 ②RL縄文十円形竹管文③にぶい褐7.5YR5/4①結晶片岩 石英・長石 9 

36 ②口縁部下に刻み目のある隆帯。平行沈線 爪形文ci:控75YR7/6②石英・長石ー角閃石

37 ①波状口縁部片。平行沈線爪形文+円形竹管文①浅黄澄10YR8/3①石英 角閃石 白色粒

38 ②波状口縁部片。口縁部に沿って粗雑な沈線①にぶい樟7.5YR7/4④石英 角閃石・白色粒

39 ②RL縄文+口縁部に沿って刺突文③にぶい控75YR7/4④結品片岩・石英 長石

40 ②波状口縁部片。頭部に粗雑な沈線。口縁部は無文で丁寧に磨かれる。①にぶい赤褐5YR5/4④結晶片岩 粗砂粒・石 186. 

英①内面も丁寧に磨かれる。 190 

41 ②口唇部に刻み。半裁状竹管平行，弧状沈隷+棒先状工具による刺突文③浅黄燈7.5YR8/3①細砂粒・石英ー白色粒①

内面丁寧な磨き。

42 ②平行沈線+棒先状工具刺突文①lこぶい燈7.5YR7/4①石英・長石 黒色粒・黄白色粒 29 

43 ①RL細縄文+悌歯状工具沈線十円形竹管文ci:燈5YR6必①粗砂粒・石英 長石・黄白色粒

44 a 縄文+平行沈線肋骨文・長楕円形区画+縄文磨消し①明赤褐5YR5/6④結晶片岩 石英

45 ②櫛歯状工具による狐状線+円形竹管文③にぶい褐75YR5々 ④石英 長石・赤褐色粒 227 

46 ②折返し口縁。 LR縄文③にぶい赤褐5YR5/3③結晶片岩ー石英⑤中期初頭土器の紛れ込み。

47 ①口縁部に刻み。 LR縄文③明赤褐2.5YR5/6④石英・長石ー白色粒・黒色粒 160 

48 。口径(l1.2cm)⑦半裁竹管平行沈線(肋骨文)③浅黄櫨10YR8/4①石英・角閃石・白色粒

49 ⑦RL縄文+平行沈説、①にぶい梓7.5YR6/4①石英長石 黄白色粒

50 ①底径7.2cm②RL細縄文①にぶい黄椅10YR6/4CD石英ー長石ー角閃石田白色粒

51 ②沈線+全体に円形竹管文③浅黄燈lOYR8/4④長石・角閃石 黄白色絞

52 ①口径(l4.3cm)②口唇部に短沈材、の刻み。平行沈線爪形文①浅黄程2.5Y7/3③石英 角閃石 白色粒①北白川下層式。

53 CI器高2.1cm 口径 (4.6叩) 底径2.8叩⑦ミニチュア土器。無文①にぶい黄樟10YR7/4④石英 長石 白色粒

54 ⑦幅 2cm弱の爪形文+爪形文の縁に沿ってへラ先状工具による短沈線①浅黄櫨10YR8/3①石英・長石 黄白色粒①北白 248 

川下層式。内外面に赤色塗彩。

55 ⑦煽 2cm弱の爪形文①にぶい黄燈10YR6/3CD-I王英・長石ー白色粒①北白川下層式。

56 ②口唇部に刻み。へラ先状工具連続刺突文①灰黄褐10YR4/2①石英・長石⑤北白川下層式。

21号住居跡 1 ①器高12.9cm 口径21.6cm・底径12.2cm①浅鉢。口縁部は内側に突出。 LR縄文+口縁部及び胴部下端に半裁竹管平行 58 

第227. 228図
沈線・爪形文①浅黄様10YR8/4CD石英 長石・角肉石・白色粒

P L58 2 a櫛歯状工具による横位・波状・×字状沈線①にぶい褐7.5YR5/3①結晶片岩・石英 白色粒 12 

3 ①口唇部に双山状小突起。平行沈線本葉状文①褐7.5YR4/3④石英ー長石 黄白色粒 黒色粒

4 ⑦RL縄文+口縁部に平行i尤線③lこぶし、黄鐙lOYR6/4CD石英 長石ー黄白色粒・黒色粒 15 

5 ②波状口縁部片。波頂部から逆Y字状に刻み目のある隆起線十縄文+半裁竹管平行沈線 爪形文+円形竹管文+縄文麿 43 

消し①にぶい鐙75YR6/4①石英・長石 角閃石 黄白色粒赤褐色粒G隆起線、の分岐点下に焼成前の穿孔あり。

6 ①半裁竹管平行沈線 爪形文③lこぶい黄燈10YR7/3①角閃石ー長石 石英・白色粒 2 

7 ⑦RL縄文+口縁部に平行沈線爪形文①にぶい褐7.5YR5/4④結晶片岩 長b'石英 47 

8 ②櫛歯状による工具横位 鋸歯状沈"\~①黒褐10YR3/1①石英 長石ー白色粒①外面煤付着。 42 
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東地区土器観察表5

遺構番号/頁 番号 ①言li則{値 ②器形・文様 ①色調 ③胎土 ⑤備考 7工百己

21号性居跡 9 ~櫛歯状による木葉縄文弧状線①黒褐7.5YR3/2④石英・長石黒色粒 白色粒 36 

10 ② RL 縄文①明褐7.5YR5/6④石英・長石ー角閃石

11 ⑦ RL縄文①褐7.5YR4/3①籾砂位ー石英ー長石 黄向色粒

12 ①口径 04.4cm)②胴部が張る浅鉢。平行沈線+爪形文①llf5YR6必①石英 長石 黄白色粒 26 

13 ~幅広の連続爪形文+爪形文の縁に沿ってヘラ先状工具による短沈線③にぶい黄鐙lOYR6/3①石英・長石①北白川下層

式。内外面に亦色塗彩。

14 ②櫛商状工具による長指円形区画+爪形文G粧7.5YR6/6④石英・長石 角|河石・黄白色紋

15 ~櫛歯状工具による横位沈線①灰黄褐lOYR6/2④石英 長石ー白色粒・黒色粒 48 

16 ②弧状沈線肋骨文+俸先状:J:具円形刺突文①にぶい黄麓10YR7/4①綱砂粒 白色粒黒色粒

17 ①単節縄文+平行沈線ー爪形文による区画+縄文麿消し+円形竹管文③にJ品、黄燈10YR6/40石英・長石角閃石ー白色粒

18 ②櫛前状工具弧状線+櫛t!ill;犬工具刺突文①にぶい褐7.5YR5/4①石英 長石・黄白色粒 5 

19 ② RL縄文+沈i翌日①澄7.5YR6/6④jl1砂粒ー長石・石英 黄白色粒

22号住居跡 ②JJ状縄文①にぶい黄褐10YR5/3G:繊維石英長石白色粒 27 

第229・230図 2 ②半裁竹管状工兵平行沈線1・爪形文①にぶい褐7.5YR5/4C[繊維・結品片岩 石英・長石

P L61 
3 ②波状口縁部片。波頂部に小突起。平行沈線ー爪形文③にぶい黄樟10YR7々 ①繊維 石英

4 ②O段多条縄文+平行沈"jt.爪形文①にぶい黄鐙10YR51長。繊維結晶片岩石英長石

5 ①半裁竹管状工具平行沈線・爪形文①灰黄褐10YR6/2G:繊維・石英・長石 白色粒 21 

6 ②O段多条RL縄文①にぶい褐7.5YR5/4④石英長石 黄白色粒・亦褐色粒 42 

7 ② RL縄文①lこぶい黄桂lOYR7/3①石英ー長石 白色粒・黒色粒

8 ~平行沈線+円形竹管文①灰黄褐10YR5/2①石英・長石 白色粒黒色粒 14 

9 ~縄文+平行沈線①にぶい褐7.5YR5/4①石英長石角閃石黄白色粒

10 ①!ま径8.4叩②RL縄文G:褐7.5YR4/3④結品片岩ー石英・長石ー角閃石 白色粒 96他

11 ①底径4.4cm②ミニチュア土器。 LR縄文③褐7.5YR4/3C4:結品片岩石英 長石ー黄白色粒

12 ①口径 (8.5cm)⑦ミニチユア土器。粗雑な条球⑦陪褐lOYR3/4④細砂粒ー白色粒

23i')住居跡 ①口径 (39.7cm)①キャリバー形。口縁部に隆起iEの長橋円形区画、区画内に RL縄文。胴部に隆起線をUliり付けるが、 8 

第231図 口縁部との間は鉦文。③にぶい黄綬lOYR7/3①石英ー長石'角閃石 黄白色粒①図 i二復]Lo

P L61 

2 ①口径 (45.0cm)⑦キャリバー形。隆起線 沈線 縄文による口縁部文相i帯。 10cm程度の鉦文荷の Fに、 LR縄文+隆 4・11

起ki~1。①にぶい黄燈10YR7/3①黄白色粒・赤褐色粒 白色針状粒

a 勺 ①底径1 1.6cm②垂下する隆起線。~:~!文あるがl掌滅。G:控5YR6/6④石英・長石ー角閃石・黄向色粒①内底部が焦げる。 14 

24号住居跡 l ①口径 (45.8c，，)a縦方向に LR縄文①灰褐7.5YR4/2包繊維ー粗砂粒ー石英長石 白色粒 1831也

第233・2341刈 2 ② LR縄文③極暗褐7.5YR2/3④繊維石英・角閃石 白色粒 89 

P L62 
3 ②波状口縁部片。平行沈線・コンパス文・爪形文G極陪褐7.5YR2/3CC繊維結品片岩ー石英・長石 白色粒 90 

4 ②半在~竹管状工具による浅い平行沈娘a褐7.5YR4/3Q:繊維ー長石 白色粒 4 

5 ② RL縄文+口縁部にコンパス文①にぶい褐7.5YR5/4Q:繊維・石英 長石 白色粒 37 

6 ② 0段多条羽状縄文①燈7.5YR6/6①繊維ー石英 白色粒ー赤褐色粒①内面下側に焦げ。

7 ②平行沈線+部分的に爪形文①にぶい控7.5YR6/4④繊維・石英・長石ー赤褐色粒・賀白色絞

8 ②直前段半撚縄文①灰黄褐lOYR4/2C4:繊維・石英ー長石・白色粧ー赤褐色村令 172 

9 ① 0段多条 LR縄文+平行沈線③褐7.5YR4/3①繊維・黄白色粧ー石英①外面に煤付着。

10 ~撚糸文(l)n音褐10YR3/40~被維ー石英・黄白色粒 赤褐色校 551也

11 ②羽状縄文+平行沈線ー爪形文①にぶい黄符10YR7/4①繊維 粗砂粒 石英ー長石ー白色粒

12 ①!!!¥節縄文①lこぶい褐7.5YR5/4CI繊維ー黄白色粒 赤褐色粒⑦補修孔あり。

13 ② RL縄文①灰褐7.5YR4/2①繊維石英黄白色粒亦褐色牧①補修孔あ 1)0 111 

14 ②単節縄文を異万向から施文G:褐7.5YR4/4G:金主母 石英・長石ー内色粒①内面指頭Hミ痕。

15 ⑦ RL縄文①亦褐5YR4/6①結晶片宕ー石英・長石 赤褐色粒

nu 

ウ

iR
U
 



東地区土器観察表6

泣構番号/頁 番号 ①計測値 cb器形ー文様①色調 ①胎土 ①備考 注記

24号住居跡 16 ⑦ RL縄文⑦にぶい黄褐10YR5/4Q:結晶片岩石英長石・黄白色粒

17 ②半裁竹管連続爪形文③淡黄2.5YR8/4④細砂粒ー角[止l石・白色粒

18 ② RL細縄文+平行沈線ー爪形文+縄文麿消し③にぶい褐7.5YR5/3④石英 角閃石ー白色粒

25号住居跡 1 ①口径29.9cm⑦口縁部文様は隆起線による楕円形[2:画内に縦位の幅広沈線。胴部は隆起線を垂下 蛇行させ、幅広の沈 1・4・

第235関 iRで弧状線を連続させる。口縁部内面に稜を有す。③燈7.5YR6/8④粗砂粒 石英・長石 a 角閃石ー黄白色位 赤褐色 5 

P L63 粒⑤外面一部に煤付着。

2 ①底径10.6cm②破片内無文①控5YR6/6④石英長石 白色位。赤褐色粒 7 

3 ①口径 (2 1.8cm) ②浅鉢か。縄文jjffi文後、口縁部は沈線による楕円形区画、胴部はi土~'~lでn字状を連続させ、区画外の 8 

縄文を磨消すc ①にぶい黄櫨10YR7/4④黄白色粒ー赤褐色粒

26号住民跡 I ①平行沈線を斜格子状に交差①褐10YR4/4①金雲母 石英・長石

第237図 2 ②無節縄文+半裁竹管平行沈線で菱形等の文係①にぶい程7.5YR6/4④長石 角閃石・白色粒 51他

P L63 
3 ②半裁竹y~;状工具による平行沈線①にぶい樟5YR7/4①石英長石 角閃石 白色牧 12 

4 ②粗雑なMH立平行i土線①にぶい掻7.5YR6/4③長h ・白色粒 赤褐色粒⑤内面下側に焦げ。 6 

5 ②集合沈線+三角形印刻文①にぶい般7.5YR7/4①石英・角閃石 白色粒①波状口縁か。

27号住居跡 ②半主!t竹管平行沈~%! 爪形文①lこぶい削笠10YR7/4①Ii商品11"石英 黄白色粒・赤褐色粒

第239図 2 ⑦木葉状に弧状沈線+円形竹管文CDにぶい黄鐙10YR6/3④石英 長石 角閃石赤褐色粒 8 

P L64 
3 ①底径 (15.1cm)⑦ RL縄文①浅黄燈lOYR8/4④石英長石角閃石黄白色粒

4 ①口径 (30.6cm)②浅鉢。縁干しが巡る。平行i尤線による木葉状等の文相i。縁孔を扶んでく状に短沈線。①燈5YR6/6② 6 

金雲母石英ー長石白色粒赤褐色粒

28号住居跡 ①口f手 (23.6cm)①RLL前々段半撚縄文+口縁部に刻み目+耳状円形貼付文⑦褐7.5YR4/3①黄白色粒石英・角閃石 8711也

2 ②集合沈線+口縁部に主IJみ目+密に耳状貼付文③にぶい褐7.5YR5/3④粗砂粒 石英・角閃石 76 

3 ①口縁部は中空の管状。集合沈材、+口唇部に煙突状の貼付文+耳状 ボタン状貼付文①にぶい黄燈10YR6/4①石英 長 92 

第240・241図 石・白色位 赤褐色粒・黒色粒

P L64・65
4 ⑦集合沈"Il文①ui黄褐10YR4/2①黄白色粒ー赤褐色粒 黒色粒G:外函一部に煤付着。 77 

5 ①底径11.5cm②無文①淡黄2.5Y8/3①石英 長石・黄白色粒 赤褐色粒①外面上半煤付着。 59 

自 ①口径 (25.0cm)①浅鉢。無文。口縁部の縁に焼成前の孔(径 9mm前後)が巡る。径 4剛前後の小孔も規則的に配置さ 23・

れる。①lこぶい黄褐10YR5/3①黄白色粒・赤褐色粒・黒色粒 24 

7 Cbli尤iJW，文①にぶい黄段lOYR6/4①:長石ー石英 角閃石⑤浅鉢片と思われる。焼成前に穿孔。

8 ①口径 (36.5cm) ①緩やかな波状口縁。 RU:~文。口縁部に半裁竹管状工具扶り立てによる凹凸文を巡らせる。③E褐 21・

7.5YR312①金雲母・石英 長石ー黄白色粒①外面部に煤付着。 29 

9 ①半裁竹管状工具刺突文①灰褐7.5YR4/的〉石英・黒色粒ー黄白色粒

29号住居跡 ②RL縄文③明赤褐5YR5/6①結晶片岩石英ー長石 黄白色粒

第243図 2 ② LR縄文①旦褐7.5YR3/1④石英・長石黄白色粒

P L65 
3 ②RL縄文①灰黄信1]OYR512①石英ー長石角閃石 白色粒⑤外面一部に煤f、I着。

30号住居跡 1 ①口径 (30.0cm)②口縁部ラフパ状に開く。集合沈線+口縁部付近を中心に棒状ー耳状貼付文③にぶい黄褐lOYR5/3② 104 

第244~246図
石英・長石・角 ß~J石ー黄白色粒C2 補修.fLあり。

P L65・66 2 ①波状口縁。 LR縄文後、半裁竹管平行沈材、を横位及ひ、渦巻き状に施す。①灰黄褐10YR4/2④黄白色粒ー灰褐色粒・角 60 

閃石G:外面に煤付着。 661也

3 ②波状口縁。 LR縄文+平行沈線+~庄頂部下に貼付文①黒褐10YR3/1②黄内色粒，灰褐色粒 角閃石⑦ 2と|司 個体か。 81 

4 ①口任 (19.4cm)①RL縄文十集合沈線+貼十j文①にぶい黄燈lOYR7/3①黄白色粒・石英 218他

5 ②集合沈iI';;tJ{、十日縁部に凹内文+耳状 ボタン状貼付文①浅黄樟10YR8/3①粗砂粒・赤褐色粒

6 ①集合沈税、十日縁部にド主!i，竹管刺突+耳状見片付文①黒褐10YR3/2④粗砂粒 白色粒・赤褐色粒 154 

7 a櫛的状工具横位沈線+半裁竹管扶りの凹凸文③にぶい黄褐10YR5/4①石英 長石・白色粒

B ②日縁部に耳状 ボタン;IJ，円形貼付文③にぶい黄検10YR7/4①黄白色粒ー角閃石

9 ①底径6.6cm①集合沈線③明黄褐10YR7/6①粗砂粒石英赤褐色粒

10 ①底径9.3cm②集合沈線③燈75YR6/60粗砂粒石英黒色粒亦褐色粒①内面に焦げ。

11 ③半殻竹管突き刺しによる問凸丈①にぶい黄笹10YR7/3①石英 長石ー角|対石・白色粒
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東地区土器観察表 7

遺構番号/頁 番号 ①計測値 <l器形ー文様 G色調 ②胎土⑤備考 注記

30号住居跡 12 ①口径 (20.0cm)①浅鉢。無文。縁干しが巡る。①燈7.5YR7/6①石英 長石 黄白色粒 赤褐色粒⑤剥落するが赤彩あり。

13 ②密な貝殻腹縁文+横位沈線③にぶい褐7.5YR5/3①石英 長石・白色粒⑤興津式。

14 ②波状口縁。結節沈続、文十円形貼付文a燈7.5YR6/6④金雲母ー石英・長石 角閃石

15 ②連続爪形文ー変形爪形文+平行沈線①lこぶい黄按10YR7/4④石英・長石ー角閃石⑤興津式。

31号住居跡 ②RL縄文①lこぶい黄経10YR7/3G.:繊維・石英 長石 21 

第249凶 2 ②平行;t線・コンパス文Q)ffi'7.5YR6/6G:繊維石英長石 12 

P L63 
3 ②直前段半撚③にぶい黄褐10YR5/4①繊維 粗砂粒 結晶片岩③外面lこ煤付着。 16 

4 ⑦無節縄文を羽状施文Q)f品7.5YR4/3G.:繊維・石英 長石 白色粒①内面下側に焦げ。 C 

5 ②(前々段半撚)CDt畳7.5YR6/6G:繊維・結晶片岩 石英・長七 18 

6 ②無節縄文を羽状施文し、頭、部に平行沈線爪形文。③lこぶい黄樫lOYR7/4④繊維 粗砂粒 結晶片岩G外面に煤付着。 14他

32号住居跡 l ②平行沈線・爪形文①淡黄2.5Y8/3G::石英・長石 角閃石ー白色粒

第250. 251図 2 ② RL縄文①にぶい黄樫10YR6/3④結品片岩石英長石黒色粒(j)Jli成前の穿孔あり。

P L59 
3 ⑦平行沈線+棒先状工具による刺突文③浅黄検10YR8/3④石英・長石 角閃石・白色粒

4 o羽状縄文十平行沈線G褐7.5YR4/3G.:繊維ー結晶片岩①境成後の穿孔あり。

5 ②浅鉢片。沈線による区画、口縁部下に刻み目のある微陵起線文、縁孔が巡る c ③にぶい褐7.5YR5/4④石英・長石

角閃石赤褐色粒.f青白色粒

6 ①無節縄文十日縁部に櫛歯状工具沈線①にぶい褐7.5YR5/3③繊維 結品片岩・石英

7 ②平行沈線・爪形文①淡黄2.5Y8/4④石英ー長石 角閃石・白色粒

8 ②半数竹管による縦位・主判立ー長楕円形状の平行沈線③lこぶい赤褐5YR5/3④結晶片岩・石英

9 ①底径(l3.2cm)⑦ RL縄文G樟7.5YR6/6②石英 長石・角閃石・白色粒 76 

10 ⑦縄文+平行沈線・爪形文による区画+A電文麿消し 円形竹管文G:澄7.5YR6/60結晶片岩ー石英・赤褐色粒

11 ②コンパス文G麓7.5YR7/6G.:繊維ー白色針状粒石英 長石ー角閃石 26 

12 ①υ径 (32.6叩)②LR縄文+平行沈線田爪形文③にぶい黄鐙10YR7/4④繊維 白色粒 4 

13 ②粗雑な羽状縄文+平行沈線・爪形文①にぶい褐7.5YR5/3②繊維 石英長石・赤褐色粒 22 

14 ②粗雑なO段多条縄文十平行;t線ー爪形文③lこぶい褐7.5YR5/3CI繊維・結品片岩ー石英 84 

15 ②口唇部に棒状工具を押しつけるようにして鋸歯状の刻み。弧状平行沈線後、円形竹管文を縦位に施文、口縁部には連

続爪形文。①lこぶい黄櫨10YR7/4①結晶片岩ー石英

16 ②浅鉢片。連続爪形文①樟7.5YR7必①粗砂粒石英 白色粒 92 

17 ②波状口縁。無節縄文+平行沈線①浅黄樟7.5YR8/6④繊維 石英 白色粒 150 

18 ②羽状縄文+平行i土線及び平行沈線噂爪形文①明赤褐2.5YR5/6④繊維ー結晶片岩・石英 10 

19 ①底径(12.6cm)⑦ 0段多条縄文を羽状施文③程7.5YR6/6④繊維 石英ー白色粒①内面に焦げ。 79 

20 ①幅広の連続爪形文③にぶい黄控10YR6/3③石英・白色位①北白川下層式。

33号住居跡 ② LR縄文①にぶい褐7.5YR5/3G:繊維ー黄白色粒 48 

第252図 2 ②ヘラ状または櫛歯状工具による凹線①燈7.5YR6/6G.:繊維・石英・白色粒ー赤褐色粒 98 

P L60 
3 ①平行沈線爪形文①にぶい黄燈lOYR6/3①繊維石英長石・白色粒 9 

4 ②原体末い羽状縄文①lこぶい黄褐lOYR4/3①繊維ー角閃石・黄白色粒

5 ①底径9.2cm②上げ底。羽状縄文①にぶい桂7.5YR6/4④繊維・結晶片宕ー黄白色粒 6・41

34号住居跡 1 ① LR縄文③黒褐10YR2/3G.:繊維・石英長石 41 

第253昆l
2 ②無節L縄文①灰黄褐10YR5/2CI繊維 石英ー黄白色粒P L60 

35号住居跡 ②獣面把手。縄文+平行司t"，~③灰黄褐lOYR5/2①石英・長石ー角閃石・賞白色位ー赤褐色粧

第254図 2 ②獣面把手。 縄文+平行沈線、①灰黄褐10YR5/2④石英ー長石ー角閃石・黄白色粒ー赤褐色粒 9 

P L60 
3 ⑦獣面把手。 RL縄文①黒褐lOYR3/2CD石英・長石・角閃石・黄白色粒ー赤褐色粒 32 

4 ① RL縄文+結節I手紙、文①黒褐10YR3/2①石英長石 角閃石・黄白色粒 20 

5 ②RL 縄文+平行沈線G褐7.5YR4/3②粗砂粒・石英 角閃石・黄白色粒赤悔色粒 つ。
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東地区土器観察表8

遺構番号/頁 番号 ①計測値 a器形・文様 ③色調 ④胎土 G備考 Y主言己

35号住居跡 6 ⑦ RL縄文十結節浮線文①にぶい黄校10YR6/3G)11l砂粒・黄白色粒ー赤褐色粒 17 

36号住居跡、 1 ②縄文+平行沈線③黒10YR2/1①繊維・石英・角閃石ー白色粒 10 

第255. 256図 2 ①口唇部に小突起。 0段多条羽状縄文、平行沈線 爪形文①灰黄褐IOYR4/2①繊維・石英 26 

P L67 
3 ②羽状縄文①黒褐10YR3/1C[繊維・結晶片岩 石英ー長石

4 a縄文+平行沈線、①黒25Y2/1C[繊維石英長石・赤褐色粒・黄白色粒

5 ②擬日縁。組紐文+コンパス文ー平行沈線+円形貼付文①燈7.5YR6/6①繊維 石英 白色粒

6 ⑦口唇部に小突起。 LR縄文+平行沈線・爪形文③にぶい黄権10YR6/4C[繊維・石英 雲母

7 ②縄文、平行沈線・爪形文①lこぶい澄10YR6/4①チャー卜・石英・黄白色粒

8 ⑦波状口縁部片。爪形文③にぶい黄経7.5YR6/4Q:繊維・石英 黄白色粒 赤褐色粒

9 ②口縁部内面に微隆起線がめぐる。複節縄文、平行沈線・爪形文①にぶい黄燈10YR6/4C[繊維ー石英・長石・黄白色粒

10 ⑦波状口縁部片。半裁竹管平行沈線①黒褐2.5Y312Q:繊維・ *fi砂粒石英長石・黄白色粒

11 a複節RLR縄文③明赤褐5YR5/6Q:結晶片岩石英長石

12 ① RL縄文①黄灰2.5Y4/1④石英ー長石 角閃石・白色粧 50 

13 ⑦ RL縄文①赤褐5YR4/6C[結晶片岩 石英・長石・黄白色粒

14 ①彼片内無文①褐7.5YR4/3①黄白色粒

15 a備歯状工具沈線+円形竹管文③にぶい黄校10YR6/4④石英 長石 赤褐色粒①補修孔あり。

16 a櫛歯状工具沈総①浅黄権IOYR8/40fiJ閃石・石英 長石

17 CIli田縄文、隆起材、に爪形文G褐7.5YR4/4④金雲母 石英・長石

18 ①平行沈~'\r~ .爪形文の入組文十円形竹管文③浅黄経10YR8/3①石英ー長石ー角閃石

37号住居跡 ②無節縄文①にぶい赤褐5YR4/3①繊維・石英 長石ー角閃石 5 

第258図 2 ⑦ 0段多条 LR縄文①にぶい燈75YR6/4Q:繊維・石英・長石・角閃石ー黄白色粒

P L60 
②半裁竹管平行沈線③黒2.5Y2/1①繊維・石英 長石3 25 

4 ②平行沈線ー爪形文+棒先状工具刺突文①にぶい褐7.5YR5/3④繊維・石英・長石 赤褐色粒

5 ②口縁部弱〈波打つ。平行沈線+D字爪形文①にぶい燈7.5YR7/3Q:繊維 石英 E 黄白色粒

6 ②異条縄文(正反の合撚)③にぶい黄樫10YR7/4C[繊維 石英ー長石 赤褐色粒⑤関山式。

38号住居跡 1 ②集合沈線+ボタン状 耳状貼付文(剥落)、口縁部凹凸文Q)t宣7.5YR6/6④粗砂粒・石英 91 

第259図 2 ②集合沈線十耳状回円形・ボタン状貼付文Q)f<l:7.5YR6/6④粗砂粒・石英① 1と同一個体。 13他

P L68 
② LR縄文+ボタン状貼付文、口縁部凹凸文①にぶい黄澄IOYR7々 ①石英・角閃石・白色粒3 

4 ②集合沈線+耳状+ボタン状貼付文①にぶい黄燈10YR6/4④粗砂粒・石英①指紋あり。 67 

5 ②集合沈線(縦位 矢羽状)③にぶい黄検10YR6/4④粗砂粒・石英・黄白色粒①煤付着。 103 

6 G集合沈線+ボタン状貼付文③にぶい賞樫10YR7々 ④石英 チャート 長石 101，也

7 ②半裁竹管突き刺しによる凹凸文①澄75YR6/6①石英・角閃石・灰白色粒 110 

39号住居跡 1 ①口径25.1叩②口唇部に 9個の鋸歯状(三角形)突起を 4単位。 RL縄文・ LR縄文③にぶい黄櫨10YR7/4④繊維 微 11炉

第261図 砂粒・白色粒・赤褐色粒

P L69 
2 ②ループ付RL縄文G:褐10YR4/6C(繊維石英長石・白色粒 l炉

3 ②波状口縁部片。粗雑な平行沈静、③暗灰黄25Y412Q:繊維ー黄白色粒 石英・長石

40号住居跡 1 第262図、 PL 70 ⑦ O段多条羽状縄文①!長黄褐10YR4/2Q:繊維 結晶片岩 1 

41号住居跡 1 a緩し;波状口縁。口縁部無文帯の下にループ1~R L縄文①にぶい黄校10YR6/3④繊維 石英・長石・黄白色粒 12 

第262図 2 ②組紐文③にぶい黄櫨10YR6/4Q:繊維 微砂粒⑤外面に煤付着。 5 

P L 70 
3 ②ループ付RL縄文③にぶい樟7.5YR6/4Q:繊維・石英 黄白色粒ー赤褐色粒 3 

43号住居跡 1 ⑦波状口縁。 RL縄文+長楕円形状等に平行沈線①にぶい黄樫10YR6/4①結晶片岩 石英 18 

第263図 2 ②波状口縁。 RL縄文結節の回転③灰黄褐IOYR412①黄白色粒 角閃石G:外面に煤付着。 15 

P L 70・71
3 ② RL縄文+菱形等の平行沈線①にぶい褐75YR5/3①結品片岩・石英①外阪に煤付着。 17 
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東地区土器観察表 9

遺構番号/頁 吾こ号 ①言|測値②器形文係①色調④胎土①備考 注目己

43号住居跡 4 ②波状口縁。 RL網縄文、口将部に主Ijみ①にぶい赤褐5YR5/4④結晶片岩ー石英 長石

5 ①底径 (5.7cmJ① RL縄文u)にぶい赤褐5YR5/3①石英長石赤褐色粒①内面焦げる。

6 ①底径 (9.0cm)@R  L縄文結節の凶転(斜位)③にぶい赤褐5YR4/3④石英黄白色粒 6 

7 ② RL縄文+平行j主総 爪形文①明赤褐5YR5/6④石英ー角閃石ー赤褐色粒

8 ②羽状縄文・口縁部沈線開に爪形文 27JIJ⑦褐75YR4/3G:繊維ー石英 4 

9 ②平行沈線 爪形文①黒褐IOYR312④繊維・石英ー長石・黄白色粒

10 ②平行沈線、 爪形文①にぶい澄7.5YR6/4④繊維ー石英・黒色粒

11 ⑦口縁部下に断面三角形の凸帝が巡る。日縁部に円形竹骨文 2ylJ。凸帝 FにLR縄文。③にぶい赤褐5YR4/3①繊維

石英ーチャート 長右

44号住居跡 1 ② RL縄文+口縁部に平行沈線ー爪形文①灰黄褐IOYR5/2④繊維 石英・赤褐色粒ー白色粒

第265図 2 ② LR縄文③にぶい黄桜IOYR6/3①繊維石英チャート 白色粒

P L 71 
3 ②羽状縄文G麓7.5YR6/6G:繊維・石英ー長石・角閃石 3 

4 ②直前段半撚縄文①にぶい黄慌IOYR7/4④繊維・石英ー赤褐色粒 白色粒

45号住居跡 ①口径 (31.6cm)②無節L縄文結節③明褐7.5YR5/6④結晶片岩ー石英長石G外面に煤付着。 1771由

第266~268図 2 ②波状口縁。 RL細純文+円形竹管文・円縁部に沿って平行沈線。口唇部に爪形文。波頂部下に焼成前の穿孔(径約 2

P L 71 . 72 cm) あり。①にぶい賞鐙IOYR7/4CD石英副長石ー角閃石 131 

⑦波状口縁。細縄文・口縁部に刻み目Gl浅黄符IOYR8/4④石英 長石・角閃石 122他

4 ② RL縄文+櫛歯状工具波状線・横位線①lこぶい校7.5YR6/4①粗砂粒 石英 黄白色粒 165 

5 ② RL 縄文@治5YR6/6①結晶片岩石英長石角閃石

6 ②RL縄文①にぶい侮7.5YR5/4①結晶片岩石英赤絹色粒①外面に煤付着。 41 

7 ci緩い波状口縁。 0段多条LR縄文①にぶい褐7.5YR5/3①粗砂粒 石英・長石

① RL縄文①黄掲2.5Y5/3①白色粒 赤褐色粒B 83 

9 ⑦条線③灰褐7.5YR4/2①石英・角閃石 内色粧

10 ②平行沈線・爪形文⑦褐7.5YR4/3CD石英・角閃石 白色粒告外面に煤付着。

11 ② RL 縄文+沈線(木禁状文)③にぶい褐7.5YR6/3①石英ー角閃石ー白色粒

12 (g:品-歯状 J:具波状線ー横位線①明赤褐2.5YR5/6([結晶片右 石英 角|河石

13 ②RL 縄文 平行沈線・円形竹管文①にぶい黄褐IOYR5/3①石英・角閃石①外面に煤付着。 106 

14 ①Ji.H壬9.2叩①LR縄文、底部木葉痕①明褐7.5YR5/6①石英 黄白色粒⑦内底部焦げる。 152 

15 ①口径 (51.6cm)②平行沈線ー爪形文と短沈線を交互施文③灰黄褐10YR5/2CDチャート・石英 133 

16 ②平行沈tiE 爪形文と短沈線、口唇部に蝶結び状貼付文①黒褐IOYR3/1③石英・角閃石

17 ②波状口縁。平行沈線・爪形文、口唇部に浅い刻み③灰賞褐10YR4/2④黄白色粒ー角閃石

18 ⑦平行沈線ー爪形文と短沈i患を交正施文③暗褐7.5YR3/3④黄白色粒・角閃石 168 

19 ②平行沈線爪形文と短沈線を渦巻き状等に施文①H音褐7.5YR3/3③黄白色粒 角閃石 137 

20 ②lji節縄文十結節浮線文①lこぶい黄櫨IOYR7/4④石英ー長石・角閃石 白色粒 12M血

46号住居跡 1 ①口径36.4cm②稜い 4単位の波状口縁。波頂部に耳状突起。無節縄文で菱形を構成する。①櫨5YR6/8③繊維 組砂 2・3

第270・271図
粒・石英 長石・チャート①器面荒れている。

PL73.74 2 ①口径24.4cm(g:無節縄文で菱形を構成G燈7.5YR6/6①械維 石英 黄白色粒①外而上半に煤付着。内面下半が焦げる。 5. 11 

3 ①口径24.5cm② 0段多条縄文を羽状(菱形状)施文①般5YR6/8①繊維・結晶片岩 石英 20 

4 ①口径 (27.6cm)①羽状縄文(菱形構成)⑦明赤褐5YR5/6G:繊 維 結 晶 片 岩 石 英 長 石

5 ①'-1径 (44.6叩)⑦緩い 4単位の波状口縁と想定されるの無節縄文で菱形構成。 G燈7.5YR6/8①繊維ー石英・角閃石

黄日色粒①図上復元。

5 ①口径 (22.8cm) 底径(lI.Ocm)②欠損するが 2単位の小さな波状口縁と推定される。波頂部聞には棒状の貼付文が 68. 

やはり 2単位施されているものと想定され、貼付文の上側は口唇部上に 1cmほど突出する。 IJ阿部には LR縄文が組雑に 110 

施文される。①燈1.5YR6/G①繊維・結晶片岩ー粗砂粒・石英 123他

7 ⑦波状口縁部片。平行沈線 爪形文③にぶい燈7.5YR6/4G:油断佐・石英 赤褐色粒①補修孔あり。

8 ①口唇却に刻み目・格子日状に平行沈球①にぶい褐7.5YR5/3([繊維・石英 子ャート・向色粒
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東地区土器観察表10

i!!t構番号/頁 番号 ①計測値⑦詩形 文様 CE色調④胎土 @1荷考 ィ主言己

46号住}言跡 百 ①口径(13.0cm)⑦直前段半撚LL+半裁竹管状工具平行沈線ー爪形文及び波状文O 施文が深い。①燈7.5YR7/6④繊 17 

維石英長石ー白色粒~外面に煤付着。

10 ②格子日状撚来文Q:袴7.5YR7/6CI繊維・赤褐色粒ー石英 ]]51血

]] ① LR縄文十日縁部に爪形文 2列①灰褐7.5YR412④繊維石英 白色粒 8811也

47号住居跡 1 ①LR縄文①にぶい澄7.5YR7/4CI繊維ーチヤ←トー石英⑤外面 部に煤付着。 36他

第273図 2 ②無節縄文を羽状施文①にぶい積7.5YR6/4([繊維ー結品片岩 石英⑤補修孔 2か所あり。 34 

P L 75 
3 ②RL縄文を羽状施文Cilt萱7.5YR6/6Q:繊維黄白色粒石英 20 

4 ②RL縄文・口縁部に短いコンパス文①にぶい黄燈10YR6/4①繊維 石英 白色粒 28 

5 a 縄文+コンパス文、口縁部に平行沈線 爪形文①にぶい黄桜10YR7/4G:繊維 黄白色粒

6 ②姉歯状工具による横位線・波状線+縦位刺突文③樟7.5YR6/6G:繊維・チャート・石英

7 ②羽状線文+平行沈~~Si 爪形文①明亦褐5YR5/6([繊維ー黄白色粒

8 ①平行it線・爪形文①lこぶい黄褐10YR5/3④繊維石英 長石⑦外面に煤付着。

9 ⑦RL縄文①にぷい黄燈10YR7/4Q:繊維ー結晶片岩ー石英ー長石 47 

①口径(16.9cm)⑦無節L縄文+沈線(格子日文)①灰黄褐10YR4々 ④繊維 石英・白色粒10 15 I 

]] ②幅広の爪形文③にぶい黄様1OYR7々 ①石英 長石・白色粒①(北白川下層 1b式)。

① RL縄文Q:按7.5YR6/6①石英長石角閃石48号住居跡 1 

第275図 2 ②縄文+沈紋〈三十l'15YR6/6④石英長石・チャート

P L 75 
3 ② RL縄文+平行沈線十円形竹管文①にぶい椅7.5YR7/4①結晶片岩・石英 角閃石

4 ①RL縄文十平行沈線十円形竹管文①にぶい燈7.5YR6/4①石'!A・チャート 角閃石

5 ①平行沈線①浅黄2.5Y7/3④白色粒

6 ②RL縄文+平行沈紋③にぶい黄桜10YR7/4④結晶片岩 石英 角i河石G:外面に煤付着。

7 ①:士製円板。 4.3x 4.0cm。無節縄文①にぶい黄樟10YR6/4①黄白色粒ー石英・角閃石

49号住居跡 1 ①口径26.5cm②LR縄文①にぶい黄櫨1OYR7/4④繊維 石英 長石田角閃石①底部欠損するが、器高36cm前後・底径10

第276・277図 cm前後と推定される。 sli也

P L 76 

2 a 縄文+半裁竹1~による鋸歯状線及び1_1縁部に平行沈線ー爪形文①にぶい黄褐10YR5/3②微砂粒ー石型~~@波状口縁と思

われる。外面に煤付着。

3 ⑦縄文+平千'fi尤線・爪形文+円形刺突文①にぶい黄褐10YR4/3①石英 角閃石 貨白色粒 15 

4 ① RL縄文①にぶい黄燈10YR6/4①石英・長石ー黄白色粒⑤補修孔あり。 106 

5 ②液状口縁。 RL縄文+焼成前穿孔(律1.6cm) ー円形竹管文①控7.5YR61ら(1)石英 雲母 139他

5 ① 0段多条RL縄文③黒褐10YR3/2④石英 長石・黄白色粒 86 

7 ①底径9.6cm⑦複節縄文①樗7.5YR6/6④石英ー長石・黄白色粒 60 

8 a面広の連続爪形文①黒褐10YR2/2①微妙粒 石英①北白川下層式。

50号住居跡 1 ②波状口縁。渦巻文 区岡l内に縄文①にぶい黄燈10YR7/4(1)石英 長石・角閃石 7 

第279図 2 ②RL縄文+懸垂文 蛇行沈線+縄文麿消し③にぶい賞授10YR7/4④石英ー長石 角i河石 18他

P L 76 
3 a:絞杉状沈線+懸垂文①にぶい黄櫨10YR7/4④石英 長石・角閃石・黄白色粒①煤付着。 5他

51号住居跡 1 ②集合沈線+ボタン状貼付文①浅黄段10YR8/3①石英 角閃石ー黄白色粒 6・7

第280図
2 ①口径 (5.6cm)①ミニチュア土器。丸底。有段。 無文。①浅黄2.5Y71誕〉粗砂粒・石英 4 P L 76 

52号住民跡 1 ①口f手 (304叩)①波状口縁。結節ある RL縄文①浅黄燈10YR8/3①石英 長石・角閃石 123 

第2811正l 2 ①口律 (30.2cm)①結節ある RL縄文G授5YR6/6([結晶片岩・石英 ]]611也

P L77 
3 ①RL縄文、口唇部に刻み目③にぶい黄袴10YR6/3④石英角閃石 白色粒 195 

4 ⑦半蔵竹管平行沈線(肋骨文) +円形竹管文①灰黄褐10YR4/2①石英ー白色粒 赤褐色粒 124 

5 ②弱い段を有Lt側に円形竹管文、下側に RL縄文③浅黄桜10YR8/3④角閃石ー白色粒 62 

日 ②降帯 2条を巡らし爪形文を充填、隆帯上下に RL縄文①灰黄褐10YR51記〕石英 白色粒 122 

7 @RL縄文+浅い平行沈線①校5YR6/6④結品片6'石英・長石 43 
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東地区土器観察表11

遺構番号/頁 番号 ①計測値②器形文様①色調①胎土~備考

52号住居跡 8 ②平行沈線 コンパス文①にぶい黄褐IOYR5/3包繊維 結晶片岩・石英・長石信〉煤付着。

9 ②RL縄文G)i音褐IOYR3/3G:繊維・石英黄白色粒

10 ②無節縄文で菱形を構成①にぶい黄褐IOYR5/4④繊維・石英ー長石

11 ②単節縄文で菱形を構成a褐7.5YR4/3①繊維ー黄白色粒ー赤褐色粒 45 

12 ②無節L縄文①にぶい黄澄IOYR7/4G.:繊維ー石英・チャート

53号住居跡 ②RL縄文③にぶい黄櫨IOYR6/3④石英・長石①外而に煤付着。

第283図 2 <I無節R縄文①lこぶい黄櫨IOYR6/3G:繊維・石英ー白色粒 3 

P L 75 
3 ②RL縄文G燈7.5YR6/6④結晶片岩・石英ー角閃石

4 ②RL細縄文③にぶい黄燈IOYR6/3④石英 長石・角閃石

54号住居跡、 ②羽状縄文+口縁部にコンパス文 3列③にぶい樟7.5YR7/4①繊維・石英 長石・赤褐色粒

第284図 2 ②羽状縄文+平行沈線・爪形文を憤 縦・事|位に施文①にぶい黄櫨IOYR6/4②繊維ー石英

P L 73 
3 ①平行沈線 コンパス文・爪形文を粗雑に施文a褐7.5YR4/3④繊維 石英・黄白色粒

4 ②縄文+円形刺突文、平行沈線爪形文⑦にぶい黄授IOYR7/4③繊維・石英 長石

5 ②RL縄文①にぶい賞桂IOYR6/3G:繊維・石英ー白色粒

6 ①口径 (7.1叩)②無節L縄文+口縁部に平行沈線3条①浅黄燈IOYR8/4G:繊維 黄白色粒①外而に煤付着。

7 ⑦羽状縄文+肋骨文状に平行沈線 爪形文③にぶい黄褐IOYR4/3([繊維・石英

8 ⑦ RL縄文と LR縄文を交互施文+コンパス文①lこぶい黄桜IOYR6/4④繊維粗砂粒 石英

9 ②付加条縄文③にぶい黄澄IOYR7/4①繊維粗砂粧・石英 チャート

10 ②土製円板。径3.2cm①にぶい褐7.5YR5/4G.:繊維・石英ー雲母

55号住居跡 1 ①器高18.9cm.口径13.5cm.底径6.4cm②集合沈糠文+口縁部~胴上部に耳状・ボタン状・棒状貼付文③にぶい黄樫 2 

第286図 IOYR7/3①粗砂粒・石英 長石①外面上半に煤付着。

P L 78 
2 ①底径11.4cm<I集合it線+ボタン状貼付文爪形文のある棒状貼付文G澄7.5YR6/6①tfl砂粒・石英・黄白色粒・赤褐色粒 1 

3 ①口縁部片。集合沈線+耳状 ボタン状 爪形文のある棒状貼付文①にぶい黄燈IOYR7/4④石英・長石・白色粒 3 

57号住居跡 ⑦波状口縁。 RL縄文。口縁部に刻み。波頂部凹む。①にぶい燈7.5YR6/4④石英 黄白色粒 91 

第288図 2 ②波状口縁部片。爪形文・沈線+波頂部下に円形貼付文①澄7.5YR6/60金雲母 石英

P L 78・79
3 ①RL縄文③にぶい鐙7.5YR5/3G.:結品片岩'石英・角閃石①外商に煤付着。

4 ⑦RL縄文+平行ii線、平行沈線・爪形文反画+交点に棒先状工具刺突文①控7.5YR6/6G:結晶片岩石英国長石①煤付着。 22 

5 ②RL細縄文③明褐7.5YR5/60石英・白色粒①外面に煤付着。 36他

6 ①底径9.5叩②LR縄文①にぶい黄綬IOYR7/4①石英ー角閃石 461i也

7 ①底径7.6cm①RL縄文+粗雑な平行沈線①にぶい黄樫IOYR7/30石英・角閃石'黄白色粒~外面に煤付着。 72 

8 ①底径(11.0叩)②RL縄文①明赤褐5YR5/6([結晶片岩・石英 長石 79 

9 ②RL縄文+$(IE位に円形竹管文を連続③明示『、褐5YR5/6③結品片岩 石英・長石~煤付着。 50 

58号住居跡 1 ①LR縄文①明赤褐5YR5/6①結晶片岩ー粗砂粒・角閃石

第290図 2 ⑦ RL縄文+平行沈線+円形竹管文①lこぶい黄櫨IOYR7/4([故砂粒・角閃石ー白色粒 43 

P L 79 
3 ① LR縄文①明赤褐5YR5/8③石英 長石・黄色色粒~外面に煤付着。 49 

4 ⑦ RL縄文c:i:積5YR6/8④石英長石 36 

5 ②RL細縄文G糧7.5YR6/6④石英 長石・黄向色粒 16 

6 ② RL細縄文+口縁部に平行ii線①にぶい黄穣IOYR6/30黄白色粒 石英

7 ②羽状縄文+口縁部にコンパス文①明赤褐5YR5/8①繊維':0英 黄白色粒 3 

8 ② LR縄文①にぶい黄燈IOYR7/4G:繊維・石英・角閃石 黄白色粒 23 

日 ⑦ LR縄文+平行沈線・爪形文①明褐7.5YR5/8④繊維 石英ー角閃石・黄白色粒

59号住居跡 ①器高 (27.5cm) ー口径 (23.5cm) 底径8.7cm⑦ 4単位の波状口縁と推定される。撚糸丈。①赤褐2.5YR4/6④石英ー長 18 

第292. 293図 石・白色粒①図上復元。 21他

P L80 
2 ①器高15.2叩 口径(l1.6cm) 底径5.4cmQ付加条縄文③にぶい黄澄IOYR7/4④角閃石石英 2他
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東地区土器観察表12

i立!1~番号/頁 番号 ①計測値 ②器形ー文係①色調 ①胎土 ①備考 I王百己

59号住居跡 η コ ①~~高9.5叩1 口径7.5cm 底径4.5cm②コ y プ形土器。半政竹管状工兵平行沈線を ~:r!'É位ー横位 斜位・弧状にjjIJjし幾何学 1 

的な文j;f，を構成。①灰白IOYR8/2①長石ー石英 角閃石

4 ② RL縄文①にぶい赤褐5YR5/4①結品11宕・石英 長石c2外国部に煤付着。 30 

5 ⑦ RL縄文①にぶい黄桜IOYR7/3CD石英 長石⑤外面に煤付着。 28 

60号住居跡 ①波状口縁部片。平f丁沈線(肋骨文)+円形竹管文、口縁部に櫛歯状工具刺突文列⑦浅黄綬IOYR8/3①角閃石黄白色粒

第295図 2 ②日段多条 LR縄文 口唇部外側に突出し刻み目①にぶい政燈IOYR71ま芯繊維 粗砂粒

P L80・81 、g、》 ①前々段半撚縄文を羽状に施文①褐7.5YR4/4④石英長石 金芸母

4 ⑦撚糸文①lこぶい黄!JnOYR6/4G:繊維ー石英ー黄白色粒・赤褐色粒

5 ② LR縄文・口唇部外側に突出し刻み目①灰黄褐IOYR4/2G:繊維ー石英ー白色1:;):

6 ①i差し、波状口縁。 LR~縄文③浅黄笹IOYR8/4@ヨ雌ー石英 赤褐色粒 角閃石①煤付着。 48 

7 ② LR縄文①lこぶい黄樫IOYR7/4Q繊維石英・長石

B ②羽状縄文+口縁部に平行沈線・爪形文⑦にぶいi計褐IOYR5/3Q繊維・右英・長石 白色粒

9 a縄文+佑子状に平行沈線①松7.5YR6/6G:繊.IJ:.石英・長石

10 ②;n状縄文①にぶい貨校IOYR6/4①繊維・石英 長石ー亦褐色粒 24 

11 ②LR縄文+櫛歯状工具条線 +~:1Iï位刺突文③鐙7.5YR6/6CI: 繊維ー結晶片岩・石英 長石 2 

12 (l)底径1l.3cm① 0段多条縄文を羽状施文③lこぶい税7.5YR6/4①繊維 石英・黄白色粒 56他

61号住居跡 1 ①器高18.lcm.口径 (23.2叩) ・底径9.2cm②口縁部に向かつて天きく外反して開く。 RL縄文①浅黄樫IOYR8/3CI:故砂 7' 16 

第298図
粒・白色粒 角閃石①外面 F'Iモに煤付着。

P L81 2 ① RL 縄文③明褐7.5YR5/6①結晶片広一 石英・長石 1・3

62号住居跡 l ①仁l径 (46.2cm)②集合沈線+口縁部に耳状 円形貼付文、胴部 t側に楕円輪状ー円形貼付文①明黄褐IOYR71ぶZ結品 14 

第299図
片岩粗砂粒石英ー長石・黄白色粒

P L82 2 ①集合沈線+耳状・円形貼付文①にぶい給7.5YR7/4①結晶片岩・砂l深・石英 長石

3 ①底径(l1.2cm)Q横{立基調の粗雑な集合沈根⑦にぶい黄燈10YR7/3①粗砂tJ:・黄白色粒 2' 3 

4 ①棒先状工具による太い沈線、で幾何学文様①にぶい黄褐IOYR4/3③石英ー長石 角閃石 7 

63号住居跡、 l ② RL縄文十円形竹管文①褐7.5YR4/3④結晶片岩ー石英 角閃石 62 

第3001見 2 ②口縁部「く」の字状に外反。 RL縄文、口縁部無文。①燈5YR61凶J石英・角肉石ー白色粒

P L82 
3 ② 0段多条RL縄文①にぶい赤褐5YR4/3④結晶片岩石英長石ー黄白色粒 105 

4 ①波状口縁。日持部に刻み 1'1・RL縄文①経5YR6/6④微砂粒ーイョ英

5 ⑦ RL縄文+平行沈線③にぶい黄褐IOYR7/4①石英・角肉石 白色粒①外出に煤付着。 96 

6 ②民径5.8cm② RL細縄文(E明赤褐5YR5/6③結品片岩 石英・角閃石 56 

7 ①J氏径 (8.4cm)② RL縄文①にぶい鐙7.5YR6/4CI:結晶片岩・石英ー角閃石 黄白色粒 30 

8 ②lilH屯平行沈線、内面口縁部に刻み目③にぶい黄信10YR7/3c:L結晶片岩・石英 角閃石

ヨ ② LR縄文+口縁部に平行沈線・爪形文①符7.5YR6/6④繊維ー微砂粒

10 ② LR縄文+平行沈材、 爪形文、コンパス文③明褐7.5YR5/6④繊維 チャート・石英 42 

11 ⑦ LR縄文+平行沈材、①明褐7.5YR5/6①繊維石英ーチャ ト③外商に煤付着。

12 ②櫛筒状工具条線+コンパス文③lこぶい花マ5YR6/4①繊維 石英・長石ーチャート

13 ①粗維な沈MiK})日青褐7.5YR3!4CDi被維ー石英・長石'白色粒 36 

64号住居跡 1 ① RL縄文ー結節+円形竹管文⑦にぷい燈7.5YR7/4①結晶J4-1-'1・石英・角閃石⑦炉に使用。 l 

第3021司 2 ② RL 縄文CDIこぶい黄桜10YR63①石英 長石 角閃石ー黄t'J色粒

P L83 
3 ①波状口縁。平行沈~~St 爪形文①にぶし崎7.5YR61話〕繊維・石英 長石

4 ⑦加節R縄丈+tl~l'晶状ユ:兵横{立 円形条線、CD~こぶしφì!:百 10YR6/3①i裁判E 石英 日色粒

65号住居跡 ①器泊'j20.3叩 口径20.0叩.}瓦径8.3cm①口縁部に向かつて外反して|非jく。集合沈線(底部付近及び口縁部は横伏線、胴 I 

第303. 305 白15は "i，Ëf立"'~・矢羽状総'弧状線を交互に対称配置) +貼付文(口縁部に耳状ーボタン状 俸状貼付文を 2i~1一組で 11単

. 306閃 i立施すが 1 か所だけボタン状alî付文 l 個、 1I同部に円形・俸状貼付文)①lこぶい褐7.5YR6/3CD~'叩砂粒・角閃石. LJ色粒

P L83 
①I1径 (12.8叩J)②集合沈根ー口縁部に凹凸文Cfi'O灰10YR41l①組砂粒 石英ー黄白色粒2 2 
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東地区土器観察表13

遺構番号/頁 番号 ①計測値②器形文総(j色調①胎土G_備考 注記

65号住居跡 3 a格子日状沈線・口唇部に爪形文①にぶい褐7.5YR5/3④石英・黄白色粒・角閃石

4 ②矢羽状に平行沈線③にぶい黄鐙10YR7/4①石英 長石・黄白色粒

5 ②RL縄文十浮線文に刻み目①にぶい黄搾10YR7/3④黄白色粒=黒色粒

日 ②縄文+浮線文に刻み目 刺突文③にぶい黄燈10YR6/3①石英ー長石 角閃石

66号住居跡 l ①口径 (23.2cm)a:無節L縄文③黄程10YR8/6④粗砂粒石英・長石・角閃石 54 

第304・307図 2 ②RL縄文・口縁部下に凹みのある隆起線①にぶい伺7.5YR5/3①石英 長石・角閃石 56 

P L83 
3 ②RL縄文①灰黄褐lOYR4/2①石英長石角閃石

4 ②縄文+平行沈線 爪形文区画+区画外の縄文麿消し+円形竹管文①にぶい黄褐10YR5々 ①結晶片岩・石英ー角閃石

5 ②櫛歯状工具条線(肋骨文)十円形刺突文(j)~音赤褐5YR3/3①石英 長石 角閃石 16 

6 ②平行沈剥1・口唇部外側に刺突①にぶい黄符lOYR7/3①黄向色粒ー角閃石

7 ②RL縄文・口唇部に刺突①灰褐7.5YR512CD石英・白色粒⑤煤付着。

8 a平行沈線ー爪形文①褐7.5YR4/3①石英・長石 角肉石黄白色粒

9 ②口縁部内屈し、波状を呈するものと推定される。浮線文に半裁竹管状工具による爪形文を充填。①にぶい黄櫨 61 

10YR7/3④粗砂粒ー石英・角閃石 黄白色粒・赤褐色粒

10 ⑦口縁部内屈。浮線文に半裁竹管状工具による爪形文を充填。③にぶい黄櫨10YR6/3①粗砂粒 石英・角閃石 黄白色

粒赤褐色粒⑤9と同個体と思われる。

11 ②波状口縁と推定される。 RL縄文+浮線文に刻み目、口拝部に貼付文①lこぶい黄褐10YR5/3①粗砂粒 石英ーチャー

ト 黄白色粒

12 ①浮線文に刻み目①按5YR6必④粗砂粒石英ー長石 角閃石 23 

13 ②i'f一線文+RL縄文①にぶい詮7.5YR6/4④繊維・黄白色校

14 a縄文+平行沈線①にぷい黄褐10YR5/3④石英ー角閃石・黄白色粒

67号。二居跡 1 ①無節 L縄文①lこぶい黄褐10YR5/4④繊維 チャート 白色粒 2 

第308図
2 ②緩い波状Ll縁。 波頂部下に焼成前の孔あり。平行沈線+竹管文(爪形文)(l:暗掲10YR3/3G::繊維 石英長石P L81 

68号住居跡 1 の底径1O.9cm① RL縄文+平行沈線 沈線(肋骨文状)③にぶい控5YR6/4①石英・長石 角肉石・白色粒①外面上半

第309図
に煤付着。内面下半に焦げ。

P L 77 2 ①RL縄文+平行沈線+刺突文①にぶい褐7.5YR5/4①石英・長石 赤褐色粒⑤外面煤付着。 74 

3 ⑦波状口縁と推定される。縄文+平行沈線、+円形竹管文①明赤褐5YR5/6①結品片岩 角閃石 17 

4 ②波状口縁部片。 LR縄文③にぶい赤褐5YR4/4①結晶片岩ー微砂粒⑤外面 A 部に煤付着。

5 ②付加条縄文+円形竹管文③にぶい援5YR7/3①石英ー長石 角閃石・黄白色粒 69 

6 ⑦RL純文+円形竹管文③赤褐5YR4/6①粗砂粒 石英・長石・赤褐色粒 18 

7 ①縄文+連続刺突文①lこぶい褐7.5YR6/3②石英ー長石・角閃石ー黄白色粒

8 ①口径 (7.2cm)⑦無節 L縄文引19:褐7.5YR3/4④石英微砂粒⑤外面部に煤付着。 16 

9 ②平行沈線(肋骨文) +円形竹管文G麓7.5YR6/6④石英ー角閃石 赤褐色粒 118 

10 ②直前段半撚RRL縄文③lこぶい極7.5YR6/4④石英 角閃石・黄白色粒 36 

11 ②平行沈線 爪形文+円形竹管文①黒褐lOYR3/2①粗砂粒・黄白色粒・石英 62 

12 ①浮線文に刻み目①浅黄桜lOYR8/3④黄白色粒 黒色粒 6 

69写住居跡 1 ⑦複節RLR縄文①lこぶい褐7.5YR5/3G:結品片岩石英黄白色粒 9 

第310図 2 ①RL縄文+平行沈線爪形文①明亦褐5YR5必①石英チャート・白色位

P L 78 
3 ②(縄文) +平行沈線①にぶい黄符lOYR6/4①石英長石 角肉七一

4 ②干行沈静、+円形刺突文、口縁部に貼付文③にぶい褐7.5YR5/4①結晶片岩ー石英・長石 3 

5 ⑦RL縄文cl様7.5YR7/6④石英ー長石ー角閃石 白色粒

6 a複節(前々段合撚)縄文③亦褐5YR4/ω〕結晶片岩石英

7 ①底径(lO.lcm)①RL縄文①にぶい黄燈IOYR7/4①石英・角|河石 黄白色粒

70号住居跡 1 ②波状口縁部片。羽状縄文+平行i土"，%③|暗褐7.5YR3/4④繊維 石英 長石 18 

第311図 a平行沈線 コンパス文①黒褐7.5YR2/2①繊維ー石英長石P L 78 2 6 
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東地区土器観察表14

遺構番号/頁 番号 ①引 I則値②器形文様①色調④胎土ca:備考 注目己

70号住居跡 3 ⑦単節縄文+円錐形状貼付文①黄樫75YR7/8G:繊維ー石英・黄白色粒 角閃石 13 

4 ②羽状縄文G:樫7.5YR7/砥繊維・石英・白色粒 8 

71号住居跡 1 ②無節縄文+平行沈線・爪形文、コンパス文③にぶい黄掲10YR4/3④繊維・長石 白色粒

第312図
2 ②緩い波状口縁と推定される。平行沈線 コンパス文。波TJ'l部に貼付文。③暗褐7.5YR3/4①繊維ー石英長石 黄白

P L 78 
色粒⑦外面に煤付着。

3 ②無節R縄文G陪褐7.5YR3/4①繊維・黄白色粒・石英ー長石 8 

4 ②無節R縄文。口唇部に小突起。③褐7.5YR4/4G:繊維・粗砂粒ー黄白色粒

5 ②無節縄文Gl1霊7.5YR7/6G:繊維黄白色粒ー石英角閃石

72号住居跡、 ②波状口縁。幅広の平行沈線①にふ、い黄燈10YR6/4①繊維・粗砂粒ー石英ー長石

第313図 2 ②波状口縁。平行沈線Glt号7.5YR6/6G:繊維石英長石

P L69 
3 ②粗雑な平行沈線・爪形文①にぶい黄樫10YR7/3①繊維ー石英 黄白色粒

4 ②波状口縁。平行沈線・爪形文G褐7.5YR4/3(i繊維・結晶片岩ー黄白色粒

5 ②羽状縄文③赤褐5YR4/6④繊維・石英 チャートー黄白色粒

73号住居跡 1 ①口径26.2cm①緩やかな 4単位の波状口縁。粗雑な縄文施文後、 ヒ半部に平行沈線を横位 斜位 弧状に施す。①明賞 71 

第314[主l 褐10YR7/6①繊維結晶片岩・石英長石

P L69・70

2 ①口径40.0cm②括れ部下に単節縄文を交互施文し、括れ部上に横{立及び鋸南J犬に施すc ①にぶい燈7.5YR7/4①繊維 石 73 

英・長石赤褐色粒 76他

3 ②波状口縁部片。菱形状に平行i:Ul!.爪形文①にぶい黄櫨10YR6/4①繊維・結品片岩・石英

4 ⑦波状口縁部片。平行沈線、①にぶい赤褐5YR4/3④繊維・結晶片岩ー石英・長石 58 

5 ⑦波状口縁部片C 平行沈材、①lこぶい褐7.5YR5/4G:繊維・粗砂粒 黄白色粒①補修孔あり。 32 

6 ②平行沈線③lこぶい赤褐5YR5/4①繊維・粗砂粒 石英・長石 52 

7 ②平行it線、日唇部外側に刻み目①にぶい樫7.5YR7/4①繊維・石英・赤褐色粒

8 ②RL縄文①明黄褐10YR6/6G:繊維ー石英ー黄白色粒

9 ①羽状縄文+平行沈線(円形) ・コンパス文①にぶい黄褐10YR5/3④繊維 結晶片岩・石英

10 ②平行沈線爪形文①にぶい黄桜10YR7/4G:繊維・石英ー長石 黄白色粒

74号住居跡、 1 ②波状口縁部片O 平行i土線①lこぶし樟7.5YR6/4①繊維・石英 長石 黄白色粒 271也

第316.317[火i 2 ②(波状口縁)平行沈紋①にぶい赤褐5寸前/4①繊維・黄白色粒 142 

P L84 
3 ②波状口縁部片。平行沈線ー爪形文①にぶい黄褐lOYR5/3④繊維 石英・長石ーチャート

4 ②縄文+平行沈線①にぶい黄澄lOYR7/4④繊維長石赤褐色粒⑦波状口縁か。 179 

5 ①平行沈線十倍円輪状に貼付文、口唇部外側に刻み目G:燈7.5YR7/6①繊維・石英，長石

6 G:緩い波状口縁部片。無節R縄文③にぶい燈7.5YR6/4G:繊維・結晶片岩 石英 18 

7 ②櫛歯状工具波状文①にぶい絵7.5YR6/4①繊維ー結品片岩・石英 27 

B ②平行沈線波状沈線+棒先状工具刺突文①lこぶい黄積10YR6/3①石英・長石 角閃石

9 ②平行沈線 爪形文で菱形構成十円錐形状貼付文③にぶい黄校10YR7/4④繊維ー微砂粒 128 

10 ②無節縄文を菱形状に施文③灰黄褐lOYR4/2G:繊維・黄白色粒 39 

11 ①平行沈線ー爪形文①黒褐10YR3/1①繊維 砂隊・石英ー長石

12 ②平行沈線ー爪形文③にぶい黄樟10YR7/4(i繊維結品片宥石英長石 37 

13 G平行沈線(横位 格子日状)①にぶい黄樟10YR6/3①繊維・黄白色粒 角閃石

14 ①列点刺突文①lこぶい黄控lOYR7/4④繊維 黄白色粒・石英・チャート

15 ②波状口縁。菱形状に平行沈隷+刺突文(凹凸文状)①lこぶい澄7.5YR7/4①繊維・黄白色粒 91他

16 ①底径 (8.3cml②無節縄文を菱形状に施文①にぶい黄麓10YR7/3(i繊維石英 長石 角閃石①内面に焦げ。 28他

17 ①径3.5cm①管状。外面に粗雑な沈線が巡る。①にぶい校7.5YR7/4G:繊維 石英ー長石・赤褐色粒①注目部分か。

75号住居跡 l ②無節L縄文①褐10YR4/4⑥唆維 石英ー白色針状粒①補修孔あり。

第319図
①波状口縁部片。平行沈線・爪形文①にぶい黄鐙10YR6/4CD繊維 黄白色粒 角閃石P L85 
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東地区土器観察表15

近株高二号/頁 番号 ①計測値⑦器形 文総①色調 ①!治上包世話考 I王J己

75号住居跡 3 ①波状口縁部片フ幅広の平行沈線(:j)r音褐7.5YR3/4([繊維 結出日宕 石英 27 

4 ②菱形状に平行沈線 爪形文(l)l~\7.5YR51 4①繊維ー結品片岩ー白色針状粒 亦褐色粒

5 ⑦菱形状に平行itkJj~ 爪形文⑦D~-亦褐5YR3/3①繊維 結品片岩・赤尚色粒①外面に煤付着。 21 

6 ⑦平行沈線ー爪形文①褐7.5YR4/3([繊維・結品片岩 石英・長沿

7 ②平行沈線ー浅い爪形文③にぶい褐7.5YR5/4G:繊維石英長石 白色粒

8 ②無節縄文を交互施文0)1fl7.5YR4/4①繊維 石lJf 黄白色粒①補修孔あり。

9 ②変形状に無節縄文③伺10YR4/4ω繊 維石英長石

10 ①底径8.6叩①底部片G控7.5YR6/6①繊維 黄白色粒，赤褐色粒①底商に繊維状圧痕あり。 16 

II ①底径 (4.6cm)⑦上げ底。器面整形粗雑。①にぶい褐7.5YR5/3倒繊維粗砂位赤褐色粒

76号住居跡、 1 ①波状口縁部片。 LR縄文+平行i:.lヒ線爪形文①浅黄線10YR8/3([繊維 角閃石黄白色粒

第321図 2 ②LR縄文+平行沈線爪形文③浅黄握10YR8/3②繊維角閃石賞白色粒① 1と同か。

PL呂5
3 ①口径 (29.2叩)②0段多条RL縄文+平行沈線①にぶい褐7.5YR5/4(i繊維・結晶片岩 長石 II 

4 ⑦平行沈線 爪形文①にぶい褐7.5YR5/4([繊維ー結晶片岩ー石英 14 

5 ①三角形状に平行沈線ー爪形文①褐7.5YR4/3①繊維 結品H岩ー石英①波状口iまか。 44 

6 ②平行沈線爪形文①にぶい問者10YR7/3②繊維ー粗砂粒石1;~長石 39 

7 ⑦RL縄文①にぶい貰控10YR6/4④繊維ー結品片6.石英 長石 45 

77号住居跡 ①口径19.4cm②無節縄文を羽状施文①にぶい棒7.5YR7/4([繊維 白色粒 角閃石①煤付着。 361他

討¥323・324悶 2 ①底径9.3cm①やや上げ廃c !.時節縄文①にぶい校7.5YR6/4①繊維・石英 長石 白色粒 178 

P L86 
3 ①H主任9.6c"，①ややIげJiEJ ljltí'i縄文を羽状施文③にぶいti;l 7.5YR6/3①繊~ffi . "占品J-i"{;;' 126他

4 ①底径9.1 cm②無îi~lill文①にぶい怪7.5YR6/4G: 繊維 結晶片岩①底部にも施文。内面焦げ。 162 

5 ①底径9.8叩②高台。 LR縄文①鐙7.5YR6/6④繊維結晶片岩石英長石①内底部焦げc 341 

6 ①υ径 (23.1cm)② 111ji.f_立の波状1_1縁と推定される。括れ部上は横位平行沈線を波m却でMH立区岡する。括れ部下 LR 230 . 

縄文。①にぶい慌7.5YR6/4Cf繊維・角In石 貰白色粒①図上復元。 288 

7 ②波状口縁。 RL縄文+括れ部上に平行沈i1~③lこぶい貨褐10YR4/3④繊維 結品片岩ー石英 59 

8 ①波状日縁。干行沈線で菱形を構成し、中央部に円を拙く。①)火黄褐10YR512([繊維 角閃石 黄白色救①括れ部下に 3. 6 

縄文施文か。

9 ①口径 (23.4cm)① 4単位の緩い波状口縁と推定される。括れ部上側は佑子日状撚糸文十横位沈掠+波頂部に押圧のあ 2 

る貼j.J文、li5れ m~ 平行沈線 (弱い)爪形文、括れ部|、側はJnl節L縄文+佑 f白状撚糸文。①にぶい検7.5YR6/4④

繊維長石角閃石黄白色粒①|河仁復元

10 (2平行沈線十円縁部に連続刺突文、口辱部に爪形文①にぶい桂5YR6/4(0ij匝維・司王英 角肉石

II ② 0段多条縄文を羽状純文(2援7.5YR6/6①繊維結晶片岩石英角閃石 195 

12 ②車1)突のある貼付文+斜位に平行沈線③にぶい絞5YR6/4①繊維 石英 白色粒

13 ②波状口縁と思われる。平行沈線①にぶい褐7.5YR5/4④繊維・粗砂粒ー黄白色粒 赤褐色粒 147 

14 ②縄文+平行沈娘①灰褐7.5YR4/2④繊維・結晶片岩ー角閃石 170 

15 ②粗雑なit線①にぶい長桜10YR7/3①繊維長石角閃:jj.白色粒 42 

16 ②波状口縁。 波頂部下に貼付文十平行沈~*①lこぶい褐7.5YR5/3(j)i~対佐 和砂t.i): 石英ー長石

17 ②LR縄文+平行沈線ー爪形文③にぶいt~'5YR6/4①繊維結品片岩・石英長石 227 

18 ⑦鋸歯状の平行沈iÍ:!~~Q)にぶい褐7.5YR5/4G: 繊維右l英ー長石角閃石 94 

78り住居跡 1 ① RL縄文①l府褐10YR3/3G:繊維ー黄白色位石英 角閃石①補修イLあり。 79 

第326. 327凶 2 ①無節縄文を菱形状に施文①褐lOYR4/4②繊維黄白色粒 赤褐色粒①外而に煤付着。

P L87 
3 ①上半償1立沈""~ .下半羽状縄文G)Bff赤褐5YR3/3①繊維石英金雲母①波状口縁か。 26)也

4 ②波状口縁。償位干行沈静、①にぶい褐7.5YR5/4④繊維ー結品J-i岩ー石英 長石 25 

5 ⑦平行沈線爪形文①陪赤褐5YR3/2①繊維結品片岩・右

6 ⑦波状口tまと思われる。羽状縄文+垂下する貼付文③i主黄検10YR8/3⑤繊維 黄白色粒

7 CVi!主状口縁。胴部LR縄文、 Ui球部平行沈線 爪形文①にぶい褐7.SYR5/4①繊維ー打l砂粒

一
-580 



東地区土器観察表16

遺構番号/頁 番号 ①計調11値 ②~if形・文係①色調 ④胎士 ①備考 /主目己

78号住居跡 8 ② LR縄文+平行沈線①にふ、い赤褐2.5YR4/4①繊維 長石黄白色粒

9 ② RL縄文+平行沈線G褐75YR4/3G:繊維・結品片宥・ 1'rr砂粒ー黄白色粒 60 

10 ②平行沈線 爪形文①にぶい黄櫨10YR7/4G:繊維・石英・長石 31 

11 ②平行沈線 コンパス文③褐7.5YR4/4G:繊維黄向色粒・石英

12 ②平行沈線ー爪形文③暗掲7.5YR3/3④繊維ー黄白色粒 石英ー赤褐色粒

79号住居跡 ①無~r:îR純文①lこぶい黄!tllOYR7/4④繊維・長石・角閃石

第32918 2 ② 0段多条縄文を羽状施文Wi'註7.5YR6/6①繊維・七i英・長石

P L87 
3 ①底径7.0叩②破片内無文①にぶい黄桜10YR6/4③繊維 黄白色粒・角閃石 l 

4 ②綱縄文+爪形文+円形竹管文①にぶい黄櫨lOYR7/4G:繊維 石英 長石①波状円縁か。

80号住居跡 I ①口径 (29.8叩)⑦無節L縄文+括れ部上に平行沈線①にぶい黄澄7.5YR713(i)jj~~佐 黄白色粒 217 

第330閃 2 ①口径 (37.0cm)①口縁部の大半を欠損するが 4単位の波状口縁と想定される。下半部に羽状縄文。 仁半部に平行沈線 百2・

P L88 で去を形を構成し、 部に円を摘く。①にぷい燈7.5YR7/4①繊維 黄白色粒石英 角閃石①補修孔あり。 197他

3 ⑦波状日縁部片。平行沈線・爪形文で菱形構成①にぶい燈7.5YR6/4(i)繊維 石英 赤褐色粒

4 ①平行沈線③灰黄褐10YR5/2④繊維・貨白色粒・石英G補修孔あり。 35 

5 ①平行沈~:m 爪形文③lこぶい黄符10YR7/3④繊維 石英・)J_'f白色粒

6 ①波状口縁部片。平行沈粉、①lこぶい黄燈10YR6/3①繊維 黄白色粧 角IXI石

7 ①波状口縁部片。無節縄文①Rs赤r[;l5YR3/3④繊維・石英 長石ー角閃石 17 

8 ①胴部「く」の字状に内折する。上制l に平行沈~~~ 浅い爪形文で菱形を構成し、下側は無節L縄文。①赤褐2.5YR4/6 16 

G:繊維・結品片岩・貨白色粒

9 CI付加条縄文十刺突文①にぶい褐7.5YR6/3G:繊維 黄白色粒石英ー角閃石 62 

10 ①底径8.2cm⑦上げ底。羽状縄文①lこぶい褐75YR5/4(l繊維・結晶片岩ー石英①内而焦げ。 26 

11 ①底径 (7.7cm)②羽状縄文①にぶい符7.5YR6/4①繊維・石英・長石・角閃石①底部木業痕。

81号住民跡 ①円径 (32.5cm)①頭部括れ、仁1縁部は内i耳気味に開く。内面頭部は鋭いJ去をなす。小さな 4単位の波状口縁。波頂部丁、に半 1・2・

第332-334図
設竹管状 I具同心円文。その下から干行沈線を垂 Fさせ、コンパス文と平行沈線文 爪形文を横iすに交互施文するが、コ 3'4 

P L89・90
ンパス文が 2列の部分もある。頭部はコンパス文 2:fllo頚部下は無節L縄文を施文するc③浅黄澄10YR8/3(l繊維細砂粒

2 ①器高22.8cm 口径 (20.0叩) 底径10.7叩①小さな三角形状の波状1_1縁 4単{立。無節縄文を菱形状に施文。①浅黄櫨 65・

10YR呂14④ 繊 維 黄 白 色 粒 石 英 角 閃 石 234 

。円 ①口符16.0c01②!!!\~ííL 縄文①lこぶい符7.5YR6/4包結晶片岩・石英・長石①外面に煤付着。 2' 82 

4 ①底径13.4cm②単節縄文+平行沈線ー爪形文を償位ー斜位..iHずに施文し、交点の一部に円形竹管文①燈7.5YR6/6①織 140 

維ー黄白色粒ー石英

5 ①口唇部に二三角形小突起。羽状縄文+平行沈線ー爪形文⑦にぶい燈7.5YR6/4①繊維・綱砂粒 225 

6 ⑦無節縄文のようであるが器面全体を撫て①にぶい黄償lOYR6/3③繊維 黄白色粒・州立l石 144 

7 ①無節縄文+平行沈線・爪形文①lこぶい黄褐lOYR4/3④繊維・粗砂粒 黄白色粒 116 

8 ①無節縄文+平行沈線と刺突文③にぶい黄褐10YR5/4①繊維・黄白色粒・角閃石~補修孔あり。 170 

9 ①無節縄文+菱形状に平行沈根①にぶい黄褐10YR7/4①繊維・粗砂粒・長石 11 

10 ⑦平行j尤線‘コンパス文①灰黄十日lOYR5/2①繊維 白色粒 微砂粒

11 ⑦口唇部に二三角形小突起。平行i主総 爪形文①明赤褐5YR5/6①繊維 石英 長石

12 ①IJ唇部に三角形小突起を破片内に 3。付加条縄文①lこぶい佐7.5YR7/4①繊維 結品片岩

13 ①粗雑な平行沈線①にぶい員一鐙10YR614(i)~鈍維ー結晶片岩 石英 89 

14 ①平行沈線 コンパス文①にぶい員一褐10YR5/3①繊.11・石英・長石

15 ① LR 縄文十日縁部に平行沈線ー爪形文①控7.5YR6/6①繊維・黄白色粒①波状口縁か。

16 ① RL 縄文+粗雑な平行沈線 爪形文①にぶい黄給10YR6/4⑪喰維 結晶片岩・粗砂粧 20 

17 Q;付加条縄文⑦にぶい様7.5YR6/4(C繊維結品 片宕 角閃b 204 

18 ①粗雑な平行沈線 爪形文①にぷい黄桜10YR6/4CD繊維ー結晶片岩 長石⑤補修孔あり。 189 

19 WRL縄文、 μ縁部に連続問沈料、CDにぷい侶7.5YR5/3①繊維 石英 215 

20 C号無節L縄文+u縁部にコンパス文①lこぶい黄禍10YR51災[繊維 貨白色粒 子ャート 47 
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東地区土器観察表17

近椛番号/頁 番号 ①言i測{直②器形文様①色調④1白土①備考 注記

81号住居跡 21 ①粗雑な羽状縄文①にぶい黄燈10YR7/4([繊維粗砂粒 石英・赤褐色粒 ぉ|

22 ②無節縄文を羽状施文G:褐10YR4/6Q:繊維粗砂粒角閃石 81 

23 ②平行沈線爪形文①にぶい黄褐10YR5/3Cl:繊維ー黄白色粒角肉，fi

24 ⑦LR縄文+平行沈線 爪形文で横位区画+区画問の縄文麿消し後コンパス文①にぶい黄樟10YR6/3①繊維・結晶片

岩石英長石

25 ⑦RL縄文+平行沈線爪形文③にぶい褐7.5YR5/4([繊維黄白色粒①外面に煤付着。 152 

26 CI付加条縄文(無節縄文に単節縄文付加)を菱形状施文③にぶい黄褐10YR5/3([繊維ー石英 39 

27 CI縄文+平行沈線・爪形文①にぶい黄褐lOYR4/3④繊維粗砂粒黄白色粒

28 CI波節RLR縄文①にぶい黄枝lOYR7/3③繊維・微砂粒

29 ⑦単節縄文を菱形状施文⑦にぶい黄桜10YR7/4([繊維・粗砂粒 子ャート 長石 931也

30 ②縄文+平行沈*Jft 爪形文G:褐10YR4/4G:繊維ー黄白色f首 長石・赤褐色粒 59 

31 CI闘歯状工具波状線+垂下する貼付文①にぶい黄燈lOYR7/3Cl:繊維・ i紋砂粒ー白色粒

32 ②波状口縁。平行沈品Iil(i)iこぶい黄f1l'10YR7/3①石英・角閃右・黄白色粒

33 ①羽状縄文+平行沈線刺突文①明黄褐lOYR7/6④粗砂粒ー黄白色粒ー石英・角閃石 6 

34 ①RL 縄文結節③lこぶい黄櫨10YR6/3①黄白色粒 角閃石

35 ①LR 縄文、口唇部に押圧 2③赤褐5YR4/6CD全雲母石英 長1i・角i河石 201 

36 ②文様不明瞭①灰黄2.5Y612①繊維ー微砂粒①不完全焼成の土器片。埋没士下層出土。

82号住居跡 CI櫛歯状工具横線ー波状線①俊7.5YR7/6CD石英・長石 角閃石

第336[羽 2 ①横位平行沈線。口縁部隆帝に刺突を加える。 CD浅黄燈7.5YR8/4①石英・長石ー角肉石 15 

P L90 
3 ②RL縄文③lこぶい黄櫨10YR7/4([繊維石英長石角閃石赤褐色粒

4 ②平行沈線・爪形文区画内にRL細縄文①明褐7.5YR5/6([結晶片岩 石英 角閃石

5 ②隆起線横貼付け後、 RL縄文①黒褐10YR312④繊維 粗砂粒 石英ー黄白色粒①大木系。

6 ① u尾文) +浮総文に刻み目 円形竹管文①褐10YR4/4①粗砂粒黄白色粒

7 ②口縁部内側に屈曲。浮線文に刻み目+刺突文①浅黄燈10YR8/4④粗砂粒黄白色粒 角閃石

83号住居跡、 ①器商 (40.0cm) ー口径27.5cm.底径10.3cm②小さな 4単位の波状口縁。縄文+半裁竹管状工具による平行沈線 爪形 607 

第337~343[li[
文を横{立・波状・政子状等に施文+円形竹管文①浅黄2.5Y7/3①長石 石英・角閃石・内色粒 723 

P L91~94 2 ①口径44.2cm② 4単位J症状口縁(一対は双山状)oRL縄文+浮線文に主IJみ目。 1手線文の内、上から 37"J目の 2条は縄文

jjIJ1文前に貼付け。①淡黄2.5Y8/3①黄白色粒角閃石石英 6801也

3 ①口径 (300cm) ② 4 単位の波状口縁と推定され、波頭部は奴円柱状、同i脇に三角形小突起。縄文+浮"'~文に刻み目① 714・

にぶい鐙7.5YR7/4①石英長石角肉石白色粒 727他

4 ① 4単位の波状口縁と推定される。縄文+浮線文に刻み目。口唇部に車闘しミ粘土紐を貼付ける。⑦にぶい燈5YR6/4④粗 276 

砂粒・ 6英長石ー角閃石①図上復元。 5871世

5 ①口径 (44.4cm)②平日縁。縄文+太め日の浮線文に刻み日①lこぶい黄笹山YR7/4①粗砂粒石英長石角閃石黄

白色粒 6521由

6 ①口径(l96cm)② 4単位の波状口縁(一対は双山状か)と推定される。縄文+浮線文に刻み目。口唇部に細い粘土紐 462・

を貼付け。①aff赤褐5YR3/3①粗砂粒 黄亡!色粒ー石英 488他

7 ①口径 (47.2cm)① 4単位の波状口縁と推定される。無節縄文+平行沈線。波頭部下に円形貼付文が剥法。①褐 97 

7.5YR4/3④黄白色j立 石英ー角閃石~補修孔あり。

8 ①口径 (41.0cm)①獣而把手4単位と推定される。単節縄文+平行沈線①灰黄褐10YR4/2④黄向色粒 角閃石 石英 320 I 

9 ①'-1径 (39.8cm)②双山状の波状口縁。横1)):浮線丈+RL縄文+平行沈線①にぶい褐7.5YR51従〕石英 角閃石・黄白色 440 

粒 赤十日色粒 510他

10 ①円径24.7cm⑦小きな=三角形のi&;[J(C:1縁2単位c!l!¥節R縄文@I<ミ灰10R5/1①粗砂粧石英黄白色粒⑦外面 部に煤付着。 576 

11 ①口径 (40.6叩)②4単位の波状口縁と推定され、短円柱状波Ti'i部に細い粘土紐を巻く。羽状縄文+浮線文に主IJみ目。 100 . 

口唇部に刻み目。①にぶい黄位10YR7/2①黄白色粒 角閃石石英 1061也

12 ⑦双山状の波状口縁。 RL縄文十浮線文に刻み目⑦にぶい燈7.5YR7/3④m白色粒ー角閃石 6691也

13 ②111状の波状口縁。 RL縄文十浮線文に刻み目+平行i土線①にぶい控7.5YR7/4①粗砂粒黄白色粒ー石英長石 角閃石 2161tll 

14 ①口径 (37.0cm)①羽状縄文+上半部に浮総文を横iす・鎖状に配し、斜{立の刻み目を入れる。①褐灰10YR4/2①石英 206・

長石①北白川干 f¥'l式系。器厚浮い。内面下半に焦げ。 683 
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東地区土器観察表18

遺構番号/頁 番号 ①計測値 ②器形ー文様 ③色調 ④胎土 ①備考 I王百己

83号住居跡 15 ①口径 (28.5cm)②小さな 4単位波状口縁と推定。胴部上位で稜を持って括れ、口縁部内湾して開く。 RL縄文+平行 9' 69 

沈線に斜{立の主IJみ目を一部加え、浮線文と同様の装飾効果。G:町赤灰2.5YR3/1④黄白色粒 石英・角閃石①図上復元。 243 

16 ⑦小さな双山状の波状口縁と推定。 RL縄文+平行沈線に斜位の刻み目①灰褐5YR512①黄白色粒ー石英 角rn石①外 237・

面部に煤付着。 584他

17 ①口径(l4.8cm)①内湾する口縁部に、環状に粘土紐を巻上げた貼付文。縄文+平行沈線③黒褐7.5YR3/1④黄白色粒ー角閃石 41 

18 ② 4 単位の波状口縁で、波JITí部に獣面.fl'ò手が取り f、Iけられていたものと推定される。単節縄文+浮~:~文に刻み目①にぶ 694 

い褐7.5YR5/3④黄白色粒石英ー角|主j石

19 ②波頂部に取り付けられた獣面把手。耳 鼻は刺突表現。器面は縄文十浮線文に刻み目。①にぶい澄7.5YR7/4①黄白

色牧ー石英角閃石

20 ①緩い波状口縁。波頂部脇に太い粘土紐を渦巻き状に貼り付ける。器而は縄文+浮線文に刻み r~ 。口唇部に細い粘土紐 10 

貼付け。①にぶい般7.5YR6/4C1結品片岩 石英・長石・赤伺色紋

21 ①口径 (35.4叩)⑦凹みのある波頂部。 RL縄文③にぶい黄燈lOYR7/4④黄白色粒 角閃石 7001也

22 ①底径12.4叩①下 3条の浮線文貼付け後に RL縄文+上 2条の浮線l文に斜位の刻み目を右上り 左上り交互に入れる。 682 

①灰黄信jlOYR6/2①黄白色粒石英長石・角肉石

23 ①底径 8.3叩②無節縄文+平行沈線に刻み目①にぶい桜7.5YR6/4①石英・長石 角閃石 57011也

24 ①底径16.0叩②横佐平行沈ipi下は無文悦澄7.5YR6/6①砂際 石英・長石・赤褐色粒 182 

25 ①底径11.8叩⑦RL縄文①にぷい棒7.5YR7/4④ 石 英 長 石 角 閃 石 白色粒~外面に煤付着。 588 

26 ②波状口縁部片。 LR縄文・結節文+口縁部沿いに刺突のある隆帯①暗褐7.5YR3/3①黄白色校・角閃石・石英 709他

27 ②口縁端部外反。 RU電文+梯子状の浮線文 浮線文に刻み目①lこぶい黄校10YR7/4①石英 長石ー角閃石・白色粒

28 ③RL縄文・口唇部に刻み目③黒褐10YR2/3④黄白色粒 石英ー角閃石①補修孔あり。 775 

29 ②波状口縁部片。 (RL)縄文+平行沈線+隆起線に押圧を力11え鎖状ー円形貼付文、打唇部に斜位の刻み目⑦にぶい黄 753 

稜lOYR6/4④石英・長石・角閃石

30 ②波状口縁部片。縄文+浮線文に刻み目密①にぶい黄櫨10YR7/3④白色粒・石英・角閃石 469 

31 ① RL縄文+平行沈材、①灰黄褐10YR612①石英・長石・角閃石ー赤褐色粒

32 ②波状口縁。口縁部「く」の字状に屈曲。縄文+浮線文に刻み目+浮線文間に刺突文③にぶい黄桜IOYR7/3④黄白色

粒-石英角閃石

33 ②口縁部に環状把手。浮線文に刻み目+刺突文③にぶい黄褐lOYR4々 @石英ー角閃石

34 ②波状口縁部片。波頂部下に省略化された獣面把手。縄文+渦巻き状等の浮線文に刻み目①にぶい黄褐10YR5/4①粗砂 297 

粒・貨臼色粒・石英

35 ②RL 縄文+浮線文に刻み目①灰褐5YR4々 ①粗砂粒 石英・長石・黄白色殺

36 ② LR縄文+横f立3条の沈線③にぶい貨枝10YR7/3①黄白色粒 角閃石~外曲Iに赤色塗彩。

37 ②縄文後ナデ。口唇部に渦巻き状貼付文①黒褐7.5YR3/l①黄白色粒 石英・角閃石 603 

38 ②浮線文に刻み目。 '-1唇部に棒状1二具腹連続押!二五①経2.5YR61同漏品j十岩=石英ー角閃七[

39 ⑦波状口縁部片。浮線文に刻み目+平行沈線 爪形文。口唇部に刻み目①にぶい褐7.5YR5/4①結晶片岩・石英 角閃石

40 ①無節L縄文ー結節文+上半部償位平行沈線の上にず一行沈線を斜位に交差。 a褐7.5YR4/3①黄白色1'iL'石英・角閃石 22211白

41 ②渦巻き状等の平行沈線+横位平行沈線開に刻み自信ag:赤褐5YR3/3④黄白色粒・石英

42 ①平行沈静、 爪形文+浮線文に刻み目①にぶい褐7.5YR5/4④砂磯 石英ーチャート・角閃石 711 

43 ① 0段多条縄文+平行沈線・爪形文①灰褐7.5YR5/2④砂疎・石英・長石・角閃石ー亦褐色粒 774 

44 cg: 縄文+浮~:~文に刻み目①暗褐IOYR3/3④石英 白色粒①北白川下層式系。 707 

45 ② RL縄文+格子日状に平行沈線①lこぶい黄燈10YR6/3④黄白色粒・イヨ英・角閃石 599 

46 G縄文+浮AsT<文に刻み目十円形竹t'{文①にぶい侶7.5YR5/3④黄白色粒 角閃石 489 

47 ①口径 (28.8cm)①口縁部、内側水平方向にのびる。縄文(大部分ナデ消される) +平行沈線・浮粉、文に刻み日+縁孔

①にぶい赤褐5YR5/4① 石 英 長 石 チ ャ ー ト

48 ①口径 (26.4cm)②口縁部、内側水平方向にのびる c 1手線文に刻み目+縁孔。器而丁寧に麿かれる。①灰黄侶10YR4/2 158 

①黄白色粒石英・長石角閃石

49 ①口径 (320cm)①口縁部「く」の字状に屈曲。浮線文に刻み日+平行沈線。屈曲部上側の浮線文間に縁孔。①にぶい 616 

段7.5YR7/3①黄白色粒石英・長石角閃石

50 ①円径 (23.8叩m)⑦口iまi部「く」の字状に屈曲。屈山部下側は無文。上側に、粘土紐を横{立・鎖状等にH占り付け+焼 187 

成前の穿孔 1 。①にぷい赤褐5YR5/4(i)~占品片岩 壬i英黄白色杭
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東地区土器観察表19

近構番号/頁 番号 ①計測値②器形文様①色調④胎土①備考

83号住居跡 51 ①胴部最大径 (52.0叩)②底部に段を有す浅鉢。残存部は証文で、丁寧に磨かれる。①にぶい黄検IOYR6/3④黄白色 111 

粒 向色針:伏杭ー角閃石 4431也

52 ①底径(l9.5cm)⑦底部に段を有す浅鉢。残イj"郊は無文①にぶい草HitJOYR5/3④黄白色粧・石英 角閃石 赤伺色校⑦ 351 

外面に亦色塗彩が部残る。 385 

53 ①ミニチュア土器。胸部無文。括れ部に小孔が巡る。①にぶい貨栓IOYR6/3③長石・角閃石

54 ①器高2.5cm. I~l径 4.2cm 底径 4.0cm②ミニチュア(手短)土器⑦にぶい黄燈IOYR7/2①石英ー白色粒・角閃石 1 

55 ①器I士';3.3cm.口径 (36cm) ・底径 2.6cm①ミニチュア(手J呈)土器③にぶい黄符IOYR7/4CD石英・白色粒ー角閃石 628 

56 ①底径 (4.4cm)①ミニチュ Yct器。平行沈線③陪灰黄2.5Y412CD石英ー角閃石ー赤褐色校

57 ②降線開に幅広の爪形文・内面口縁部刻み①灰黄2.5Y6/2④石英・微砂f~①北白川下回式。 79 

58 ②'1幅広の爪形文①灰黄2.5Y6/2④石英ー微砂粒①Jヒ白川下層式。

59 ②連続刺突文①!1，黄伺IOYR5/2③石英ー微砂粒①北白川下!百式系。 21 

60 ①口縁古11内側におり返す。集合沈線+1-1縁部に耳状 ボタン状貼付Jにを交互に施す。内面口縁部にもボタン状貼付文。 370 

①灰黄褐IOYR5/2④黄向色粒ー石1it・角閃石

84号住居跡 1 ①口唇部に二:角形小突起。 RL縄文+r"1縁部に横位鋸向状沈線①にぶい黄褐IOYR5/3①繊維 結品片岩 .6英ー長石 38 

第3471f(1 2 ⑦口唇部に小突起。(羽状縄文)①桜7.5YR6/6①繊維・石英ー長石 34 

P L96 
3 ②縄文+平行i主総①伺7.5YR4/3CI繊維 結 晶 片 岩 ー 石 英 長 石 42 

4 ②平行沈k，，)!.口唇部に刻み目①にぶい質経10YR6/4②繊維・結晶片岩 粗砂粒・石英

5 ①波状口縁か。平行沈~'JÀ 爪形文で菱形を構成①にぶい Vl燈IOYR6/3④繊維 黄白色粒石英 角閃石 21 

6 ②上げ底。羽状縄文①にぶい賞授10YR7/3③繊維・黄ド向色粒ー石英

7 ①底径 (7.6cm)⑦撚糸文G明黄褐IOYR7/6CI:繊維黄白色粒・石英①内両に焦げ。 4 

85号住居跡 1 ⑦無節L縄文①にぶい黄澄IOYR6/3CI繊維 結晶片岩 石英・角閃石①外面に煤付着。

第348図 2 ⑦ 0段多条 LR縄文①lこぶい掻7.5YR6/4①繊維・石英 赤褐色粒

P L98 
3 ②無節 L縄文+口縁部に爪形文①にぶい燈7.5YR6/4①繊維ー石英・長石 角閃石 チャート

4 ⑦術!歯状て具条線・波状掠⑦にぶい黄控10YR7/4①繊維・石英・チャートc3菌修孔あり。

b a:付加条縄文を羽;1)(施文①褐7.5YR4/4④繊維石英白色粒赤褐色粒

6 ① RL縄文十日縁音1¥に平行沈線爪形文①lこぶい黄椅10YR6/3④繊維 石英 長石

7 ②平行沈線・爪形文①lこぶい黄俊10YR7/4①繊維 石英・長石・赤褐色続

8 (l縄文+コンパス丈、平行沈線爪形丈①にぶい赤褐5YR5/4CD繊維石英チャート

9 ①ループ文①里褐10YR3/1④;ι附 E.石英 白色粧

10 ①粗雑なコンパス文①にぶい黄櫨IOYR7/4①繊維 黄1':1色粒・赤褐色粒

11 ②波状口縁部片。縄文+口縁部にコンパス文①淡黄2.5Y8/4①繊維 石英 黄白色粒

12 (l締病状工具条iit- 波状線⑦淡黄2.5Y8/4CI:繊維・石~・角閃石ー黄白色粒・赤褐色粒

13 CI組紐文+コンパス文①明赤褐5YR5/6④繊維・右英 長石⑤l人j面焦げる。

14 ① RL縄文⑦にぶい赤褐5YR5/3①石英，長石・黄白色粒①外面に煤付着。一度RL縄文施文した後、再度粘土を重ね

て同総の施文をしている。

86号住居跡 1 ⑦羽状縄文+平行沈線・爪形文+口縁部に焼成前穿孔、内面口縁部に沈線 l条を巡らせる Q G褐7.5YR4/3①繊維・黄 8 

第349図 白色粒ー石英 角閃石

P L99 
2 ①コンパス文①灰渇7.5YR4/2①繊維 黄白色粒・石英 角閃石 46 

3 弓〕羽状縄文+平行i土~:，~l 爪形文①伺7.5YR4/4CI:繊維ー黄白色粒 石英ー長石

4 ⑦破片内に 2か所の校を持つ。無文で l容に麿かれる。①にぶい黄褐10YR51説〉繊維・赤褐色粒ー石1tCD外面に煤付着。 34 

87号住情跡 l ①口筏 (22.6叩)⑦RL縄文①I珂赤褐5YR51凶〕石英長石・チャ ト 黄白色粒 2 

第350r司 ヲ ①底径6.9cm⑦無節縄文@Iこぶい黄投10YR6/3①石英 黄白色粒 赤侶色粒①外面に煤付着。 I 

P L99 
3 ①1氏{壬8.8叩⑦RL縄文@I珂赤初7.5YR5/6:I結晶片岩心英長石 16 

4 ①1氏径5.0c"，②LR縄文@(こぶい黄褐IOYR5/4(D結晶片岩 粗砂fi) 黄白色校 40 

5 ①底径4.2cm~;R L縄文①明褐7.5YR5/6①石英・長石 黄白色杭 18 
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東地区土器観察表20

泣構番号/頁 番号 ①計測{直②器形文綜①色調④胎土c1備考 注記

87号住居跡 6 ①平行沈私1・爪形文で菱形構成+貼付文③にぶい黄鐙10YR7/4①繊維・石英 黄白色粒 12 

7 a横位縦位に粗雑なコンパス文③にぶい褐7.5YR5/4([繊維ー石英 チャート①煤付着。 55 

88号住居跡 1 ② RL縄文①にぶい黄櫨lOYR6/3①黄白色粒ー石英・長石・角閃石①補修孔あり。 56 

第351図 2 ⑦ RL縄文①浅黄桜10YR8/3④白色粒石英角閃石 30 

P L96 
3 ⑦仁l縁部肥厚。 RL縄文①にぶい赤褐5YR5/4④結晶片宕 石英・長石

4 ⑦ RL縄文①にぶい赤褐5YR5/30貨白色粒 石英・角閃石①口縁部に煤付着。

89号住居跡 1 ⑦波状口縁。括れ部上はコンパス文状の文総と平行沈線・爪形文、括れ部下は無節L縄文③明貨褐10YR7/6([繊維 結 29 

第352図
品片岩ー砂1喋 角閃石 36 

P L96 2 ② LR縄文、口縁部に平行沈線ー爪形文wt宣7.5YR6/6([:繊維・石英 黄白色粒・角閃石 30 

3 ⑦ 0段多条 LR縄文①明貨褐10YR7/6①繊維結晶片宕ー石英・長石赤褐色粒 22 

4 c2縄文+浅い平行沈n~%①にぶい黄糧10YR6/4([ 繊維・結品片岩 石英，長石・赤褐色粒 43 

5 a櫛l指状工具条線刺突文①褐7.5YR4/4([:繊維石英・黄臼色粒角閃石

6 ②羽状縄文、平行沈線・爪形文十円形凹みw~吉褐 10YR3/4([ 繊維. iWj:砂粒ー黄白色粒

7 ②羽状線文①にぶい黄符lOYR6/4③繊維結品片岩・石英 長石・赤褐色粒 49 

90号住居跡 ①平行沈線爪形文①にぶい黄桜10YR7/3([繊維石英・白色粒

第354図 2 ② RL縄文+口縁部に平行沈線ー爪形文③控7.5YR6/6①石英・長石 角閃石

P L97 
3 ② RL縄文G燈7.5YR7/6④石英・長石 角|刈石・チヤ←ト 赤褐色粒

4 ②波状口縁。櫛歯状工具条~'~'R+口縁郊に刺突文①にぶい黄燈lOYR6/3④石英・長石ー角閃石

5 ①肋'目文+円形竹管文①にぶい黄符10YR6/3④金雲母ー石英・ III砂粒

92号住居跡 1 ②粗雑な<<:iJI位沈線①褐7.5YR4/4④繊維石英黄白色粒赤褐色粒 1 

第355図
2 ②平行沈線⑦にぶい褐7.5YR5/4④繊維・結晶片岩・石英，赤褐色粒P L99 

93号住居跡 1 ① RL縄文①明赤褐5YR5/6④石英長石 角閃石①外面に煤付着。 13 

第355図
2 ① RL縄文①樟7.5YR6/6④石英長石角閃 石 B P L99 

94号住居跡 1 ①口径 (31.0叩)① 4~"一位の波状口縁と推定される。 RL縄文+平行沈線+円形竹管文、縄文施文後に口縁部に沿って 15・

第356~358図
隆帯を貼り 11け、口縁部と隆帯上に刺突文①にぶい黄燈10YR7/2①角閃石・黄白色粒・長石①図上復元。 62他

P L97・98 2 ②波状口縁部片。口唇部鋸歯状。櫛歯状r:具連続弧状条~:，!f(+縦位円形車IJ突文・日縁部に櫛的i状r:具連続刺突文①にぶい

赤渇5YR5/4①石英・長石 黄白色粒

3 ②波状口縁部片。櫛l布状工具条線+縦位円形刺突文 口縁部に櫛前;Ij(工具連続刺突文①明赤褐5YR5/8①結晶片岩 石

英・黄白色粒ー角閃石c1補修孔あり。

4 ②j症状口縁部片。姉歯状工具による条線文係+円形竹符文，口j抗日及び括れ部に櫛歯状工具連続刺突文①にぶい燈

7.5YR7I4①角閃石長石・黄白色粒赤褐色粍

5 ①口径 03.2cm)①口唇部に刻み目。口縁部周辺に平行i;t線・爪形文を粗雑に施文①にぶい黄桜10YR7/40繊維・石

英・角閃石 白色粒

6 ①波状口縁部片。 0段多条RL縄文+平行沈線+口縁部に刻み①樟5YR6/6①結晶片岩ー石英

7 ②波状口縁部片。条線(肋骨文) +円形竹符文+i;t，京区画wt主5YR6/6([結品片岩田角閃石

8 ①波状口縁部片。 RL縄文+平行沈線・爪形文区画+円形竹管文+縄文麿消し⑦里褐7.5YR3/2④石英・長石

9 ②液状口縁部片。 RL細縄文+平行沈線 爪形文区画+円形竹管文+波頂部 nこ焼成前穿孔①lこぶい赤褐5YR5/4①石

英ー黄白色粒・角閃石

10 ①平行沈線・爪形文⑦にぶい黄鐙10YR7/3③石英・長石・角閃石

11 ②平行沈線+爪形文、口唇首1¥に刻み目①にぶい黄符10YR7/4④石英 長石・角肉石

12 ① RL細縄文+平行沈線 爪形文IK函+縄文麿消 LW!笠75YR6/8([結品片岩・石英・長石

13 ①櫛l均状工具条線+円形竹管文①にぶい黄侶10YR5/3①石英・長石

14 ②平行沈;IVl! 爪形文+鋸歯状に平行沈*Iil①樟7.5YR6/6([結品片岩 雲母ー石英・長石

15 ②幅広の隆帯に斜f立の刻み、平行沈線 爪形文①lこぶい黄粉10YR6/4④石英 長石 角肉石

16 ②波状円縁部片。条~~~t +円形竹管文、口縁部に止めのある条線CD黒褐10YR3ノ2①石英 長石

17 ② RL 縄文+平行沈線‘爪形文①にぶい黄校10YR6/4①結品片岩 石英・角閃石
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東地区土器観察表21

ュ旦構番号/頁 二高二号 ①計測値 ⑦器形・文相i①色調 ①日台土 ①備考 i士主己

94号住居跡 18 ②RL縄文①櫨5YR6/5Oi古品片岩 石英ー角閃石

19 ①無節L縄文①にぶい様7.5YR7/4①黄白色粒石英長石角閃石 11他

20 ①RL 縄文・結節文①にぶい黄綬IOYR7/3④黄白色粒 石英ー角閃石 27他

21 ②平行it，l+円形竹管文①にぶい黄櫨IOYR7/3①黄白色粒・角閃石

22 CI樹!商状工具条線と口縁部に予行沈線・爪形文十円形刺:;~文、口界部に55い刻み目①黄灰2.5Y4/1①石英長石黄白色粒

23 CI縄文+平行沈線・爪形文医画①lこぶい黄経IOYR7/3①黄白色粒 石英 角閃石

24 ②櫛歯状工具条線連続刺突文③にぶい黄校IOYR7/4①石英長石角閃石黄白色粒

25 ②縄文+平行沈~1Jt .爪形文区画+縄文麿消し+円形竹管文①lこぶい黄褐IOYR5/3③結晶片告・石英・金雲母①内面磨く。

26 ①平行沈線で連続菱形状文+連続円形竹管文①灰白IOYR8々 ①黄白色粒 角閃石 石英

27 ①綾杉状に平行沈線+円形竹管文⑦灰黄褐IOYR5!2④角肉石・長石・石英

28 ⑦RL 縄文+綾杉状沈線+円形竹管文①i主黄掻!OYR8/4①石英長石 角閃石

29 CI櫛I布一状工具弧状条線+円形竹管文①lこぶい償7.5YR6/4①結晶片岩 石英①外面に煤付着。

30 CI櫛歯状工具木葉状文+円形竹管文①lこぶい澄7.5YR6/4④黄白色柱 石英長石 角閃石

31 ①底径8.2cm②平行沈線を縦{す 9単位間に斜位施文①にぶい澄7.5YR6/4<I結晶片宥 長石

32 ②土製円板。径 4.7cmx 4.4cmo R L縄文結節文③にぶい黄澄IOYR7/3④黄白色粒角肉石

33 ②条痕+縄文+平行沈線 爪形文①灰貨褐IOYR4/2③石英・黄白色粒①北白JIIT層式系。

34 ⑦条痕+縄文+平行沈"p，爪形文①灰黄褐IOYR5/2①石英ー黄白色粒①北白)11下層式系。

1号土坑 1 ⑦櫛歯状工具条線波状線①にぶい燈7.5YR6/4④繊維ー石英長石角肉石 69 

第397図
P L 100 2 ②単節縄文を羽状施文①明赤褐5YR5/8④金雲母粗砂粒石英 13 

2号士坑 1 第397肉、 PLIOO ②波状口縁部片。平行沈線爪形文③桜7.5YR6/6④繊維結品片岩

5号土坑 第397図、 PLI∞ ②波状口縁部片。平行沈線十三角形印刻文③にぶい褐7.5YR5/4①石英 l 

6号土坑 第397図、 PL!OO ①集合沈線@t宝2.5YR6/6④粗砂粒ー石英・長石 角閃石①内面に焦げ。

7号士坑 1 第3971判、 PLIOO ①浮線文に斜{立の刻み目①褐灰IOYR4/1①黄仁I色粒 石英 10 

9号土坑 第397図、 PL 100 ①器高29.7cm.口径(20.8cm)・底径12.0叩②口縁部に把手cR L縄文を地文とし、平行沈線で文様を描 1・4・

出する。把手 FWIJに三角形印刻文。口縁部下に貼付文を推定4単位垂下させる。①灰褐7.5YR4!2④金雲母・石英 角閃石 6他

10号土坑 1 ②波状口縁部片。縄文+平行沈線①灰黄伺IOYR4/2①石英・長石ー角閃石・白色粒

第360図
P L 132 2 ②集合it線①にぶい褐7.5YR5/4C[結 晶片岩赤褐色粒石英長石

11号土坑 第397図、 PL 100 ①縄文+平行沈線+円形竹管文①にぶい樫7.5YR7/4①角閃石 白色粒

12号土坑 1 第360図、 PL 132 CI横位集合沈線+横位耳状貼付文①里2.5Y2/1④結品片宕・石英 6 

13号土坑 1 第398図、 PLIOO ②RL 縄文①灰黄侮IOYR4/2①角閃石・灰白色粒①外面に煤付着。

14号土坑 1 第398図、 PL!OO ①器高14.8cm・口径 08.2叩) 底径6.3叩①口縁部に向かつて大きく開く。仁l唇部に鋸歯状刻み部 3 

分 4単f立。無節縄文。⑦にぶい赤褐5YR5/4C[繊維 金雲母・石英長石①補修{L2あり。外面 部に煤付着。

16号士坑 1 ①器商38.0cm 口径27.6cm 底径12.9cm② 4単位の波状口縁で波頂部に 3条の奴沈線。 横位及び垂下する沈線・短沈線 7・8・

第398図
と列点刺突文で文様構成。内而口縁部に設を有す。C>>1'予7.5YR6/6①金雲l手・石英・赤褐色粒 12 

P LlOO . 101 2 ②沈線を斜位に交差 償位 .1百円形等に施すC>>I笠7.5YR6/8①金雲I:J.石英・角肉石 I 

17号土坑 第398図、 PL 100 ⑦集合沈線①浅黄佐IOYR8/4④ 粗 砂 粒 石 英 長 石

18号土坑 1 第398図、 PL 101 の口律 (31.0cm)② 4単位波状口縁と推定される。口唇部に刻みH。胴部にはY字状に垂 Fする貼

付文。 沈線短沈線列占刺突文で文様構成。内面H縁部にf去を有す。①符5YR6/6④金雲母 石英ー角閃右

20号 t坑 第398図、 PL 101 ①RL 縄文①黒褐IOYR2/3①îñ"l~ .石英角閃七 I 

21号上坑 第399図、 PL 101 ②頭部に平行沈線 爪形文。 I制部は O段多条縄文を菱形状に施文。①にぶい燈7.5YR6/4①繊維 3・4・

結晶片岩ー黄白色J立①下半部に焦げ。 6'8他

22号土坑 第399図、 PL 101 ①縄文+平行沈線①にぶい黄櫨IOYR6/4①石英 角閃石黄白色紋

27号土坑 1 第399図、 PL 101 ①集合沈線+円形ボタン状貼付文①灰褐7.5YR41的石英 角閃石

28 号 i~JJL 1 ②LR'RL 縄文+平行沈線 爪形文を肘J骨文状に施文(})字、侶7.5YR3/2①繊維ー石英

第399似l
P L 101 2 00段多条縄文を羽状施文①早1!OYR2/1([繊維 黄白色1'~ 赤褐色位 2 

一
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東地区土器観察表22

遺構番号/頁 番号 ①計測値 ⑦器形ー文相， G:色調 ④胎上 ~備考 注記

29号土坑 l 包櫛歯状工具条線〈E鐙7.5YR6/6G繊維 石英・長石.1ft白色粒

第399図 2 ②櫛歯状工具横位・鋸歯状条乱~，CD褐7.5YR4/3①繊維石英・長石 黄白色粒

P L 101 
3 ②無節L縄文②灰黄褐10YR5/2①繊維 角閃石ー黄白色粒

4 ②羽状縄文(前々段半撚か)CDii7.5YR6/6①繊維・石英 黄白色粒ー赤褐色粒 1 

30号土坑 1 第400図、 PLI02 ⑦ RL縄文①にぶい燈7.5YR7/4①石英・長石・角閃石 8 

31号土坑 1 第400図、 PL 102 ②平行沈線+三角形印刻文包 検2.5YR6/6G金雲母 石英・角閃石

32号土坑 1 第4001司、 PLI02 ②集合沈材、+耳状貼付文①にぶい燈2.5YR6/4④粗砂粒ー石英 4 

34号士坑 ①平行沈線+棒状等の貼付文③にぶい燈5YR6/4④石英・長石 角閃石 赤褐色粒

第400図
①口径 (6.0叩)②ミニチュア士 ?~o 無文①にぶい黄松10YR7/3④角閃石・貨白色粒P L 102 2 35 

35号士坑 1 ②獣面把手。貼付文+平行沈線①授7.5YR6/6①石英ー角閃石 黄白色粒

第4001豆l 2 ①口径 (392cm)①集合沈線①灰褐7.5YR4/2①石英ー角閃石 黄白色粒 4 

P L 102 

3 ⑦平面隅丸方形状の波状口縁部。装飾性に富み波頂部は扇状。集合沈線+ボタン状貼付文。①にぶい褐7.5YR5/3①粗

砂粒黄白色粒・赤褐色粒

36号土坑 1 ②集合沈t，，~①浅黄2.5Y7/3①黄白色粒

第400r刈
①括れ部に半紋竹管状工具による爪形文③にぶい桜5YR7/4①砂l磯 角閃石③外商亦彩。P L102 2 

37号土坑 1 ⑦集合沈k"T，+円形貼付文①にぶい褐7.5YR5/3④石英・長石ー角閃石ー赤褐色粒

第400図
P L 102 2 ①ニド松竹管状工具による爪形文G外而赤彩。 36号土坑 2と同一個体。

38号上坑 l ①縄文+円形貼付文、口縁部に凹凸文①にぶい褐7.5YR5/3①黄日色粒 石英 角|均五 8 

第400図 2 ⑦集合沈線③にぶい樟7.5YR6/4④石英・長石 角閃石⑤内面に焦げ。

P LI02 
3 ①底径 06.8cm)②浅鉢底部片。無文③にぶい褐7.5YR5/40金雲母・石英 角閃石 I 

39号土坑 1 Q)~量帯・押引文 短i土線①明赤褐7.5YR6/4④金雲母 石英ー角閃石

第401図
P LI02 2 ②平行沈折、による同心円文③lこぶい樫7.5YR6/4①石英ー角閃石

40号土坑 1 第401図、 PL 102 ②集合沈線①明褐7.5YR5/8④粗砂粧・石英

41号土坑 l 第401図、 PLI02 ②格子日状平行沈滞、+集合沈，;5'，①lこぶい褐7.5YR5/3④角肉石・黄白色粒 6'8 

42号土坑 I 第4011司、 PL 102 ②斜位の刻み目聞に列点刺突文①黒褐10YR3/1①石英 角|刈石 白色粒 I 

43号士坑 1 第401図、 PLI02 ②沈線+爪形文施す耳状・ボタン状貼付文③灰褐5YR4/2①粗砂粒・石英 17 

44号土坑 I ②獣面把手。地文は平行沈材、①lこぶい燈7.5YR6/4①粗砂粒ー石英=角 r}~石・黄白色粒 6 

第401図
P LI02 2 ①口径4.2cm②ミニチュア土器。無文。焼成前小孔。①明赤褐2.5YR5/6④石英・黄白色粒 7 

45号土坑 l 第401図、 PLI02 ⑦ LR'RL 縄文①にぶい赤褐2.5YR4/4G繊維ー結品片岩 石英 I 

47号土坑 1 ②集合沈線+耳状・ボタン状貼付文、口縁部に凹凸文①灰褐7.5YR4/2①石英 角閃石 8 

第401図 2 ②集合沈線+耳状 円形貼付文③灰褐7.5YR412④石英ー角閃石 黄白色粒⑦外面に煤付着。 23 

P LI03 
3 G:無節L縄文+口縁部に凹凸文十ボタン状貼付文③にぶい褐7.5YR5/4④角閃石 黄白色粒 28 

4 ②格子 H状に平行沈線+円形貼付文①にぶい黄褐10YR5/4④石英・角閃石 黄白色粒 29 

b ②波状日縁部片。 LR.RL細縄文+平行沈線①検5YR6/6①石英ー角扶Jb・黄白色粒 21 

48号士坑 1 ⑦粗雑な平行沈線、口縁部に凹凸文①にぷい椅7.5YR6/4①石英 角閃石 黄白色粒

第4021ヌ! 2 ②集合沈折、+ボタン状貼付文、口縁部に凹凸文③にぶい黄桜④石英 角 I)~石 赤褐色粒

P L 103 
3 ②浅鉢!十。深い平行沈線に爪形文①黒7.5YR2/1①石英 長石・角閃石⑦赤彩の痕跡あり。

49号土坑 l ①頭部径 (32.4cm)②沈線+刺突文①明亦褐2.5YR5/6④金雲f:上・石英 l 

第403図
P L 103 2 ①底径(11.9cm)①無節縄文①明赤褐5YR5/8①粗砂粒 石英 長石・角閃石 16他

50号土坑 第403図、 PLI03 ①沈線タIJ点刺突文④金雲母石英角閃石①内而に焦げ。 l 

51号士坑 1 ②集合沈線+耳状 ボタン状貼付文①にぶい黄鐙10YR7/4① 石 英 長 石 角 閃 石

第4031文l つM ①集合1:1ヒ線③浅黄t;{10YR8/4①石英 長石・角閃石・赤褐色粒 20 

P L 104 
3 ①扇状の波状円縁部。集合沈縦十ボタン状貼付文、口縁部に阿凸文①lこぶい黄褐10YR5/3①一石英ー長石・角閃石黄白色続
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東地区土器観察表23

遺構番号/頁 番号 ①計測値②器形 文様⑦色調①胎土G:荷考 注吉己

52号士坑 ②波;1犬口縁と思われる。 RL縄文+口縁部に平行沈線・爪形文区画+縄文麿消し③明赤褐5YR5/6④粗砂粒・石英 チャート 3 

第404図 2 ②縄文十平行i主総・爪形文区画+円形竹管文+磨消し③にぶい樟7.5YR7/3④結晶片宕・石英

P LI04 
3 ②RL縄文ー結節文①楕7.5YR7/6①石英 角閃石ー黄白色位 18 

53号土坑 l ①御前状工具横位条線①黒褐5YR2/1①石英・黄白色粒 7 

第404閃 2 Ø1'[~;ffi な横位平行沈材、③にぶい黄燈10YR7/3④石英 角閃石・黄白色粒・赤褐色粒 14 

P L104 
3 ②RL縄文+平行沈線爪形文+円形竹管文+縄文磨消し①にぶい褐7.5YR5/3④石英長石

4 ② 0段多条RL縄文+樹i歯状工具条線①にぶい黄椅IOYR714①石英 角閃石 26 

5 ②平行沈線による肋骨文十円形竹管文G暗褐7.5YR3/3④金雲母・石英 19 

55号十坑 1 第4041司、 PLI04 ②集合沈iil①明亦褐5YR3/2①石英 角肉石・黄白色位

56-"土坑 1 ⑦RL縄文①にぶい黄栓IOYR6/4①石英角閃石黄白色粒 11 

第404図 2 ② RL縄文③浅黄櫨10YR814④石英 角閃石・黄白色粧 16 

P L 104 
3 ①民径 (8.2cmJ②RL縄文③にぶい黄符10YR7/4①結晶片岩 石英ー角閃石 30 

57号士坑 1 第405図、 PL 104 ⑦隆帯 +LR縄文+単沈線①黒褐5YR2/2②金雲ほ・石英 角肉石

58号土坑 1 第405図、 PLI04 ②縄文+平行沈線、円唇部に渦巻状貼付文①筏5YR6/6④石英 角閃石

59号土坑 第405図、 PL 104 ②平行沈線、口唇部に刻み③麓5YR6必①黄白色粒 石英c2克成前の穿孔あり。

64号土坑 1 ①口径 (21.2cm)① LR縄文+平行沈線+区画内に格 f白状に"1と行沈総 部に爪形文⑦にぶい亦褐5YR5/3④結晶片

第4051劃
岩金雲母石英・角閃石

P L 105 ワ ①底径 (13.0cm)②結節文①明亦褐5YR5/6①結晶片岩金雲母石英ー角閃石G内面に焦げ。 13 

3 ②貼付文+平行沈線①明賞褐10YR7/6(D全雲母 石英・角閃石

4 ①償位平行沈線十口縁部に三角形印刻文①にぶい鐙5YR61企①石英ー長記 角閃石 黄白色粒

65号土坑 ヨ縄文+沈線+刺突文①明赤褐5YR5/6④結晶片岩 石英 3 

第406図
①縄文+沈線+刺突文①明赤褐5YR5/6(D結晶片岩ー石英P L 105 2 I 

66-0.土坑 1 ②平行沈線+刺突文①黒褐5YR2/2④石英 黄白色粒

第406図
P L 105 2 ②i:t線+刺突文、口縁部に隆帯①にぶい赤褐2.5YR4/4(D石英 角閃石ー赤褐色粒・白色位

67号土坑 1 ②平行沈線+三角形印刻文、日縁部に短沈線、内面口縁部沈線一条巡る①灰褐5YR412C[結晶片岩・石英角閃石赤褐色粒 8 

第406図 2 ②波状υ縁部片。幅広粘土を帯状に貼付けて短沈線+平行沈線+三角形印刻文、口縁部に短沈線、内面口縁部にi土線巡 7 

P L105 らせ波m部は渦巻き状に押引文①明赤禍5YR4/6① 1と同一個体。 11 

3 ②縄文+粘土を帯状に貼付け上端部には円錐状の貼付文・短沈総+平行I主総+三角形印刻文①黒褐5YR2/2① 1 2と 4 

同一個体と思われる。

68号と坑 1 ①'-1径32.2叩①3単位の小さな波状口縁。波状部に逆U字状の貼付け文+LR縄文+1.胴上半部に平行沈線と沈線を格子 6' 13 

第40781
白状交差+縦位 横f立平行沈線③明赤絹2.5YR5/6①金雲母・石英 16他

P L105 2 ②縄文+平行i:t線、口唇部に連続爪形文①にぶい黄符10YR61企①石英・角閃石・白色粒

70号土坑 第4071君、 PLI06 ⑦縄文+浮線文に刻み目①にぶい黄桂IOYR6/3①石英ー長;七 角閃石

71号土坑 1 ⑦ LR純文+平行沈線①にぶい赤褐5YR4/4①結晶片宥・石英 13 

第407図
①RL縄文+焼成前穿孔、口唇部に刻み目①明褐7.5YR5/6①石英 長石⑤外面に煤付着。P L 106 2 5 

72号土坑 1 ② RL縄文①燈7.5YR6/6④石英・長石 角肉石⑤外面に煤付着。 l 

第408図
2 P L106 ⑦縄文+粗雑な平行沈線①にぷい黄褐10YR4/3CI俄維 角閃石黄白色粒 3 

73号十一坑 1 第408図、 PL 106 ① 0段多条縄文①明黄褐IOYR7/6①石英・長石

74号七万L 第408["'1、PL 106 ②平行沈線+刺突文①明黄褐IOYR7/6④石英 角閃石①内面に焦げ。

75-~ 土坑 l 第408図、 PL106 ②集合沈静、+円形貼1付文①にぶい黄褐10YR5/3④石英 角閃石=白色粒

77号土坑 第408図、 PL106 a:平行・同心円状沈線+刺突文①明赤褐2.5YR313C[結晶片岩 石英

78号土坑 1 ②RL縄文+櫛歯状工具条線①明赤褐5YR3/3CI結晶片岩 石英・長石 5 

第408図 2 ②平行沈線 爪形文、隆帯 uこ縄文原体を交互斜めに押圧③にぶい符5YR6/4①石英 角閃石 26 

P L106 
3 ①半行沈線肋骨文十円形刺突文、円唇部に主IJみ白①にぶい綬7.5YR6/4①微砂粒ー石英 27 

4 ①平行沈"'~・爪形文、口伝部に小突起①鐙5YR6/8(D結品片岩 石英 角閃石 37 
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東地区土器観察表24

遺構番号/頁 番号 ①計測値 ⑦器形回文様③色調 ①胎土 ~備考 住吉己

78号土坑 5 ⑦ RL縄文+平行沈線・爪形文+縄文麿消し①明赤褐2.5YR5/6④結晶片岩'石英 角閃石 6 

6 ①縄文+平行沈線ー爪形文+円形竹管文③にぶい賞桂IOYR7々 ①石英ー角閃石・白色粒 12 

7 ¢縄文十平行沈線ー爪形文+縄文麿消し+円形竹管文①にぶい黄樟10YR7/3①石英 角閃石 7 

79号土坑 1 Q集合沈線①にぶい褐7.5YR5/4④石英・角閃石ー黄白色粒

第408図
2 ②長方形状の土製品。周縁に隆起線を巡らせる。①にぶい糧7.5YR7/3①角閃石ー黄白色粒P L106 

80号土坑 1・2 ①口唇部に小突起。平行沈線 爪形文①にぶい桂7.5YR6/4CC繊維ー角肉石・黄白色粒

第408図 3 CI菱形状に平行沈線・爪JF;文①にぶい絹7.5YR5/4(I繊維・石英ー赤褐色1立
P L106 

4 ②羽状縄文①にぶい褐7.5YR5/3C1繊維・石英ーチャート・黄白色粒

5 ②浅い平行沈線、①にぶい黄樟10YR6/3CC繊維微砂粒

81号土坑 I Q斜格子状に平行沈線①OIJ褐IOYR3/4(I繊維・角閃石 黄白色粒

第409図 2 Q組紐文+コンパス文①明鼓[褐10YR7/6①繊維・石英・長石・黄白色粒 2 

P L106 
3 ②平行沈線・爪形文a褐IOYR4必④繊維・石英 長石 1 

4 ① 0段多条縄文を羽状施文a褐IOYR4/4①繊維・角閃石ー黄白色粒 8 

5 ①底径6.2cm②無節縄文①明黄褐IOYR6/6CC繊維・粗砂粒・角閃石 黄向色粒①内面に焦げ。 4 

82号土坑 1 第409凶、 PLl07 Q結節浮線文①明黄褐IOYR7/6①石英・角閃石ー黄白色粒 3 

83号土坑 1 第409図、 PL107 ①降帝から橋状小突起、沈線+刺突文③暗褐10YR3/3CD金雲母ー石英

84号土坑 第409図、 PL 107 ⑦沈線+列点刺突文③にぶい褐7.5YR5/4CD金雲母・石英 l 

89号土坑 1 第409図、 PL 107 ②浮線文に刻み目①浅黄2.5Y7/3④石英ー角閃石ー黄白色粒

90号土坑 ②波状口縁部片。羽状縄文+鋸歯状平行沈線①にぶい褐7.5YR5/4(I繊維ー結晶片岩・雲母 11他

第409図 2 CI撚糸文L+円形貼付文、口唇部に刻み目①燈5YR6/6C1繊維 角閃石ー黄白色粒

P L 107 
3 ⑦ 0段多条縄文①にぶい黄鐙10YR7/4③石英 角閃石 黄白色粒

91号土坑 第410図、 PL107 ② RL縄文+平行沈線、+円形竹管文①明赤褐2.5YR5/6①結晶片岩 石英

93号土坑 第410図、 PL 107 ①器高16.7叩・口径(16.9cm) 底径7.8cm①縄文+平行沈i君、①浅黄2.5Y7/4③石英・角閃石 白色粒

94号土坑 第410図、 PL107 ②縄文+沈娘、内面口縁部に稜Cll7.5YR4/2①結晶片岩ー石英ー長石

97号土坑 第410図、 PL107 ② LR縄文+縦位平行沈線①明赤褐5YR5/6CD石英・長石・角閃石

98号土坑 1 ②(無節)縄文後ナテ①にぶい樫7.5YR7/4(I繊維 石英・角肉石ー黄白色粒 l 

第410図
P L107 2 ② RL縄文③にぶい黄鐙10YR7/4G:繊維・石英ー長石 角閃石

99号土坑 第410図、 PL 107 ①RL縄文+横位平行沈線①控5YR6必G:結晶片岩石英角閃石

102号土坑 第410図、 PL107 ②無節縄文+沈線区画内の縄文麿消し①浅黄樟7.5YR6/8④石英・白色粒

103号土坑 1 ②菱形状に平行沈線③明貰褐10YR7/6C1繊維 石英ー角肉石①外面に煤付着。 42 

第410r8
2 ② 0段多条縄文①黒褐10YR4/6CC繊維粗砂粒石英白色粒 38 P L 107 

104号土坑 第410図、 PL 107 Q無節L縄文①黒褐10YR3/1G:繊維石英ー黄向色粒

107号土坑 1 ①器高31.6cm'口径23.4cm.底径13.8cm①胴上半部の片側に沈線で渦巻状等の文様を描く③明赤褐2.5YR5/6④金雲母 石英

第410図
P L108 2 ①底径 (9.2cm)①沈線+刺突文①明褐7.5YR5/6CC結晶片岩・石英 角閃石

108号土坑 ①器高16.5cm 口径 (9.8cm) 底径6.lcm①平行沈線を斜位交互に施し、矢羽状文様を描出。③にぶい赤褐5YR4/3④石 2 

第410図 英・長石 角閃石・白色粒

P L 108 
2 ①底径7.6cm②単一節縄文G澄7.5YR7/6①石英長石角閃石 白色粒 l 

110号土坑 1 第411図、 PL108 ①口径(188cm)②波状円縁(4単位で双山状と思われる)。波状部脇に三角形小突起。口縁部隆 5・7

帯区画 +LR縄文+隆帯上下に斜格 f文帯+平行沈線①にぶい赤褐5YR4/筑む結晶片岩ー石英・長1i(})内面下半に焦げ。 11他

111号土坑 1 第411図、 PL108 ① 0段多条縄文③憧7.5YR6/8④繊維・結品片岩ー粗砂粒 2 

112号士坑 1 第411図、 PL 108 ①沈線十三角形印刻文・口唇部、長楕円形状に粘土紐貼付け③にぶい褐7.5YR5/4①石英・長石角閃石

113号土坑 第411図、 PL 108 ②縦i立沈線+刺突文③明赤褐5YR5/6①結晶片岩・石英 角閃石

114号土坑 1 ②U縁部に凹凸文、集合沈線+ボタン状日占付文③浅黄棒10YR8/4G:結品片岩 石英ー角閃石

第411図
P L 108 2 Q櫛歯状工具条粉、文係⑦明黄褐10YR7/6①繊維・石英 黄白色粒①紛れ込み造物。
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東地区土器観察表25

遺構番号ノ頁 番号 ①計調IJ値 c;器形・文機 ①色調 ④胎土 c[備考 I主五己

115号土坑 I ②平行沈線・爪形文①I珂黄褐IOYR7/6Q:繊維ー石英ー白色粒⑦波状口縁と思われる。 2 

第411図 2 ② RL 縄文CDtl[5YR6/6③繊維 砂、i磯・石英ー白色粒①底部付近の破片。 5 

P L 108 
3 ① LR 縄文①にぶい栓!OYR6/4①繊維ー角閃石・黄白色粒ー赤褐色粒

118号土坑 第411図、 PL 108 ②深い宇行沈線G褐灰7.5YR4/1④粗砂粒ー石英長石赤褐色粒

120号士坑 1 第412図、 PL 108 ②平行沈線で文様描出①褐7.5YR4/3④金雲母・石英 I 

121号土坑 ②平行沈線+短沈線①にぶい褐7.5YR5/3④金雲母ー石英・角 fJ~J石

第412図
2 ② LR縄文+沈線+刺突文CDt置7.5YR6/6Q:結晶片岩・;凸英 角閃石・白色粒P L!08 

122号土坑 1 CI隆帝下に縄文①灰黄2.5Y6/2④石英 角閃石・白色粒⑤外面に煤付着。

第412図
2 ②縄文+垂線+磨消し①黒褐2.5Y3/2Q)石英・角以J石.LJ色粒・赤褐色粒P L 108 

123号士坑 第412図、 PLI09 ②縄文+浮線文に刻み目①lこぶい絞7.5YR6/4①石英 角閃石 白色粒 1 

125号土坑 l 第412図、 PL 109 ②縄文+横位平行沈線③程7.5YR7/6①角閃石 黄白色粒 l 

1260土坑 ①器高20.0cm 口径18.5cm ・底径6.5cm⑦半裁竹管状工具による集合沈k~í! (矢羽状線横位線) +胸部下半の稜部分と下 1 

第412凶 段耳状貼付文間の隆線上に凹凸文+耳状ーボタン状貼付文⑦にぶい黄櫨!OYR6/3④石英 長石 角閃石 白色粒

P L 109 
2 ①口径18.5cm②集合沈線+耳状ー円形・俸状貼付文③黄澄IOYR8/6①結晶片岩 粗砂粒 石英長石 角閃石む某付着。

127号土坑 1 ②集合沈線+耳相・ボタン状貼付文+爪形刺突文①控5YR6/6①1'fl砂粒 石英

第413図 2 ②集合i尤線、十耳状 円形貼付文+凹凸文①にぶい褐7.5YR6/3④石英・長石 白色粒

P LI09 
3 ②集合沈線+耳状 ボタン状貼付文a褐7.5YR4/3①粗砂粒・石英黄白色粒

4 ②集合沈線+ボタン状貼付文①にぶい褐7.5YR5/4①石英'角閃石 黄白色位 赤褐色校

128号土坑 1 ⑦羽状縄文①にぶい褐7.5YR5/3①繊維石英角閃石黄白色校 3 

第413図 2 ② RL縄文CDt1i7.5YR6/6④ 繊 維 石 英角閃石黄白色粒

P LI09 
3 CI縄文+平行沈"p，①灰黄褐IOYR5/2④繊維・石英 角閃石・貨白色粒 6 

129号土坑 ③ LR縄文結節文①lこぶい褐7.5YR5/4①金雲母粗砂粒石英①胴部最](径推定38.6叩 o

第413図 2 ①波頂部に小突起コ平行沈線・爪形文①黒lOYR21lQ:繊維石英黄白色粒

P L 109 
3 ② LR縄文cl褐7.5YR4/3④石英 黄白色粒⑤外面に煤付着。

4 CI縄文+月h骨文状に平行沈栃lCD{¥F.5YR7必①石英 角閃石・黄白色粒⑤外面に煤付着。

D CI 縄文十平行沈~'~K})B音亦褐5YR3/4②Uf品片宕・雲母 石英

130号土坑 1 第413図、 PL 110 ②平行沈線①明黄褐lOYR7/6①石英ー長石・角閃石ー黄白色粒

131号士坑 1 第413図、 PL 110 C;櫛歯状工具条線①明褐7.5YR5/6③繊維・ 1且砂粒ー石英・チャ ト

132号土坑 l ① RL縄文G暗褐7.5YR3/4①結品片岩石英長石

第414図 2 ② RL縄文①にぶい桜7.5YR7/4④石英ー角閃石・黄白色粒①!洞部最大径推定34.4cmo 3他

P L 110 
3 ② LR縄文十平行沈線爪形文①明褐7.5YR5/6①減維黄白色粒・里色粒 2 

133号士坑 第414図、 PLI10 ②集合沈線+耳状・ボタン状貼付文③にぶい黄桂IOYR6/4①白色粒

134号土坑 第414図、 PL 110 ②縄文十沈線+刺突文③明赤十宮J5YR5/6Q)o粗砂粒 石英 長石ー赤褐色絞

135号土坑 1 第414図、 PL 110 ①底径8.5cm①縄文+集合沈線+円形貼付文①明黄褐!OYR7/6④石英 長石・黒色粒ー赤褐色粒① I 

内面 F半に焦げ。

140号土坑 第414図、 PL 110 ②円縁部無文①淡黄2.5Y8/3①石英'角閃石ー黄白色粒 I 

142号土坑 ①底径16.9cm①底部丸みを持ち、段を有す。 無丈。推定 9孔。①淡黄5Y8/4①黄白色粒・角閃石①内面に黄白色の澱粉 l 

第414図 状物付着。

P L 110 
②集合沈線③暗灰黄2.5Y5/2①黄白色粒・角閃石2 

144号土坑 1 第414図、 PLIIO ②縦位降線+縄文+平行沈線G褐7.5YR4/4③金雲母石英角閃石 l 

145号土坑 1 ②口縁部内側に折り返す。平行沈紋①にぶい黄tl510YR5/4①金雲母 石英ー角閃石

第414図
2 ②縄文十平行沈線、①にぶい黄褐IOYR5/6①金雲I手・石英 角閃石P LIIO 

146号士坑 1 ②1(';手部分。粘土組貼付け+平行沈線、表面に縄文。①澄5YR6/6(こり金雲母 石英・角閃石

第41481
②波状口縁部片。平行沈線①黒褐7.5YR2ノ2①金主主母 石英 角IXI石P L 110 
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東地区土器観察表26

遺構番号/頁 苔号 ①計測値⑦器形 文様G:色調 ②)胎土Gl1!'需考 注目己

148号土坑 1 ⑦ 0段多条 LR縄文①にぶい黄褐10YR5/4①繊維・石英角閃石 白色粒

第415図
②付加条縄文①にぶい黄検10YR7/4①?淑維粗砂粒 石英岨長石P L 110 2 2 

149号土坑 1 第415図、 PL110 ②RL縄文G符5YR6/6④結晶片宕雲母石英長石

150号土坑 1 ø~ 討す平行沈線+車1)突丈①褐7.5YR4/4G:結晶片岩ー石英・長石

第415図
⑦RL細縄文+平行沈線+刺突文①税7.5YR6/6①結晶片岩ー長石 角閃石P L110 2 

151号土坑 第4151刈、 P L111 ⑦(沈線区画一内に縄文)(D{笠7.5YR6/6①石英ー角i立]石・白色粒

152号土坑 1 ⑦RL縄文①明赤褐5YR51同)石英長石角閃石黄白色粒

第415図
P L111 2 ①底径 (135叩)②肋骨文状に平行沈紙切明赤十司5YR5/8④結品片岩 石英

153号土坑 1 第415図、 PL111 ①底律8.lcOl①高台部①赤福5YR4/8①黄白色粒・黒色粒①赤彩の痕跡O I 

154号土坑 l ②平行沈材、G明褐7.5YR5/8④金雲母石英

第415図
P L111 2 ~縄文+平行沈線①褐7.5YR4/4G: 金雲母石英

155号土坑 1 第415図、 PL111 ②波状口縁部片。斜格子状平行沈線後に降線ー沈線区画①にぶい褐7.5YR5/3④石英角閃石・黄白色粒

157号土坑 第415図、 PL111 ⑦RL縄文①にぶい燈5YR6/4④結晶片告・石英ー長石①内面焦げ。

158号土坑 1 ①口径25.6cm⑦ 4単位の波状口縁。 波頂部は 3つの山状。内面に稜を 3か所有す。口唇部に主1)み目があり、問に縄文を 7 

第一416閃 押しつける。胴部、 RL縄文(下半の縄文はナデ消されている) +沈線+刺突文+貼付文(事1)落のため形状不鮮明)①

P L 111 褐7.5YR4/4(l)結品片岩石英 長石ー角閃石①内面 F半が焦げる。

2 ①底径15.0cm① RL縄文①にぶい褐7.5YR5/3④結品片岩ー石英 白色粒⑤内面に焦げ。 25他

3 ①辰径(11.4cOl)CI縄文結節文①樟5YR6/6③結品片岩 石英・長石・角閃石

160号土坑 I 第416図、 PL 111 ①櫛歯状工具縦佼コンパス;tG褐7.5YR4/6④金雲母ー石英

161号土坑 第416図、 PLlll ~冷ヰ格子文+平行沈線区画①明褐7.5YR5/6①金雲母・石英ー角閃石

164号土坑 第416図、 PL111 ②羽状縄文①黒10YR2/1U繊維石英・白色杭

168号土坑 第416図、 PL 111 ①器高25.2cm 口径22.lcm 底径13.0cOl②RL細縄文+口縁部下に隆帯 沈線+刻み目・刺突文、 1 

口唇部に刻み目G検5YR6/6①結晶片宕 石英①外面に煤付着。

175号土坑 1 第417図、 PL 112 ②斜格子状に平行沈線①明褐7.5YR5/6④金雲I'J 石英 角閃石 2 

177号土坑 ②RL縄文 口唇部に刻み目①浅黄燈10YR8/3①繊維角閃石 白色粒⑦紛れ込みの造物。 21 

第417・418図 2 ②矢羽状集合沈線+円形貼付文③暗赤褐5YR3/2①石英ー角閃石 白色粒

P L112 
の底径(134叩)②矢羽状沈線G燈7.5YR7/6①石英・長石 角閃石①内面に焦げ。 I他|3 

4 ⑦集合沈静、+三角形印刻文③浅黄桂lOYR8/4④石英ー角閃石・白色紋

5 ①底径(10.2叩)②櫛歯状工具条秘文様①にぶい赤絹5YR5/4①金雲母石英 角肉石 8 

178号土坑 1 第418図、 PL 112 ②斜格子状に平行沈線①燈7.5YR7/6④石英・長石 角 rj~1石

180号土坑 1 第418図、 PL112 ②付加条縄文③明褐7.5YR5/6④繊維粗砂校・石英，角閃石

181号土坑 1 第418図、 PL112 ②平行沈線+三角形印刻文邸主黄澄7.5YR8/3③粗砂粒・石英・長石

182号土坑 l 第4181司、 PL 112 ② RL縄文CE椅5YR6冷①結晶片岩石英長石角閃石

183号上坑 1 第4181羽、 PL 112 ②無節縄文①灰黄街10YR4/2①繊維 石英ー角閃七・赤褐色絞

184号土坑 1 ①集合沈線+円形貼付文①にぶい!i'7.5YR7I4①結品片岩・粗砂粒・石英ー白色粒

第418図
①組紐文①I主黄符7.5YR8/4([繊維 石英・白色粒⑤紛れ込みの遺物。P L 112 2 

185号上坑 1 ①RL 縄文+浮kdi!文に刻み目③lこぶい黄舵lOYR7/4④石英 角閃石 黄白色粒①外而に煤付着。内面下手に焦げ。

第418111
②1長鉢円縁首GJí-。庁~~~j~文に刻み目+孔を巡らせるG:燈7.5YR6/6①粗砂粒・白色粒・赤褐色粒P L 112 2 

188号士坑 1 ⑦RL縄文+円形!砧付文・波状貼付文G褐7.5YR4/3①粗砂粒・ .fi英 白色粒亦褐色粒

第418悶
G櫛筒状工具による波状緩くDtこぶい黄!'1'10YR6/3④石英 長石 角閃石・赤褐色粒P L 112 2 

191号土坑 1 第419図、 PL 112 ①(縄文) +縦位沈線③袴7.5YR6/6②金雲母石英角閃石 1 

192号土坑 第419['):1、PL 112 ②横位ーまl位の平行沈"~①明赤褐5YR5/6G: 金雲 J:j 石英 赤褐色牧

194号土坑 1 ~，419図、 P L 112 ②(縄文) +集合沈線①にぶい黄褐10YR4/3①石英・白色位

195号土坑 1 ⑦波状口縁部片。格子状沈線を平行沈~~~{ß 阿①灰黄褐10YR6/2(l)金雲母 {j英・角閃石 5 
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東地区土器観察表27

遺構番号/頁 番号 ①計測値 ②器形・文様G:色調 ③胎土 @11"考 1主言己

195号土坑 2 ⑦縄文+平行沈，，?cG:褐lOYR41低金雲母・石英角閃石

第419図
3 ⑦ LR縄文③褐10YR4/4①金雲母・石英・角閃石 3 P L112 

196号土坑 1 ②無文①lこぶい黄綬lOYR6/4Ci繊維ー石英・角閃石 黄白色粒

第419図
P L112 2 ② RL縄文+連続爪形文①にぶい赤褐5YR5/4①繊維ー石英・角閃石ー黄白色粒

197号土坑 1 ①口唇部に三角形小突起破片内に 2。集合沈線①にぶい赤褐5YR5/4④石英 黄白色粒

第419悶 2 ②集合i土線③灰褐7.5YR4/2①石英 角閃石ー黄白色粒

P L113 
3 ③環状把手。下側に粘土紐を巻き結節沈線を加える①浅黄鐙10YR8/4①石英・昔、白色粒

198早土坑 ①口径 (24.8cmJ⑦緩やかな波状口縁で波頂部に貼付文。下半部に佳節 L縄文+上半部に櫛歯状工具条線で菱形構成+

第419閑 K:IJE位刺突文①黄樫7.5YR718④繊維石英ー長石 白色粒

P L113 
2 ⑦波状口縁か。無節縄文を羽状施文③にぶい黄櫨10YR6/4Ci繊維ー結晶片宕 粗砂粒ー石英

3 a弧状・渦巻き;lk'C手の平行沈線③にぶい褐7.5YR5/3C[繊維・石英 角閃石・白色粒

4 ①無節L縄文③にぶい経7.5YR6/4C[繊維粗砂粒・石英ー長石

199号土坑 l ⑦羽状縄文+頭部に平行沈線・爪形文①にふ、い黄掻lOYR7/4Ci澱維結品片岩 石英 長石 13 

第420図 2 ②平行沈線爪形文③燈7.5YR6/6CD繊維・粗砂粒石英・長石 18 

P L113 
3 a付加条縄文①褐75YR4/3C[繊維・粗砂粒石英長石 23 

200号土坑 l ⑦複節縄文①伺7.5YR4/3①結品片岩雲母ー石英長石 20 

第420図 2 ② RL縄文①明褐7.5YR5/6④結晶片岩雲母・石英長石 5' 30 

P L113 
3 Q.:結uiJある RL縄文①明褐7.5YR5/6①組砂粒・石英長石・角肉石 黄白色粒 16 

4 ① LR縄文+平行沈線・爪形文①明赤褐5YR5/8Ci繊維・石英 黄白色粒

5 ②RL縄文+円形竹管文G燈7.5YR6/8Ci繊維・石英ー長石・角閃石・白色校

6 ② RL縄文①明赤褐5YR5/6①繊維石英・長石角肉石 白色粒①外面に煤付着。 17 

7 ①底径3.4cm②手担土器③にぶい黄符10YR6/4C[繊維・石英・角閃石ー白色粒 6 

201号土坑 I ②RL縄文①lこぶい褐7.5YR5/3①繊維結品片岩石英 明色粒

第420図
P L113 2 ② RL縄文①校5YR6/6Ci繊維結晶片岩・粗砂粒石英

202号土坑 1 第420問、 PL 113 ②縄文+浮線文に刻み日+刺突文①灰褐7.5YR6/2①石英 角肉石・白粒

203号土坑 1 ⑦浮線文に刻み目①にぶい褐7.5YR5/4①粗砂粒石英長石

第421図
P L114 2 ①底径 (20.1叩)①RL縄文+浮線文に刻み目③にぶい黄控10YR7/4①粗砂粒・石英 長石

204号士坑 1 ②RL縄文①明赤褐5YR5/6①石英・長石ー黄白色粒告外面に煤付着。

第421図 2 ②撚りのしっかりしない RL縄文①にぶい褐7.5YR5/3Ci結品片岩・雲母 石英ーチャート

P L 114 
3 ⑦ RL縄文①明亦褐5YR5/6C[結品片岩・雲母・石英 長石

4 ②RL縄文①明亦褐5YR5/6④結品片岩・石英・長石角閃石黄白色粒 1 

205号t坑 1 ①口唇部に円孔のある.fl'!手。 1I岡部にも橋状把手が斜めに付けられ、さらに環状把手が付けられている。隆線貼付け後、平 5 

第421閃 行沈線で文様を.JUi<。中位に三角形印刻文c口唇部内面側に干行沈線。③lこぶし、赤褐5YR4/3④石英・長石・角閃石ー白色粒

P Ll14 
2 ①底径9.3cm②底部片。沈線a控7.5YR6/6CD石英・長石・白色粒・黒色粒 2 

3 ②内面口縁部に稜。細縄文+縦{立 横f立隆帯に刺突、口唇部に刺突①明赤信~5YR5/6C[ 雲母相砂粒・石英ー長石・角閃石

4 ②RL縄文①にぶい赤褐5YR4/4①石英・長石 白色粒・黒色粒

「υ ②無節縄文+平行沈線a褐7.5YR4/4①繊維ー砂隊石英 角閃石黄白色紋①紛れ込み遺物。

206号土坑 1 a:細縄文+平行沈材、+刺突文①にぶい赤褐5YR5/3Ci結晶片宕 石英・黒色粒 白色粒

第421・422図 2 ②*iA隆帝+細縄文+平行沈線文様③lこぶい赤褐2.5YR5/4①結品片岩・石英ー黒色粒・白色粒

P L114 
δ 円 ①縄文+爪形文①にぶい赤但J5YR5/4①金雲母 石英ー角閃石a外面に煤付着c

4 ②~:í!f位平行沈線①!Ji'5YR6/6④b一英長石 白色位

207号土坑 1 ①降線と太めの沈線で文相iをJ品き刺突を加える③lこぶい赤褐5YR4/3①石英ー角閃石ー白色位 1 

第422図
② RL縄文+焼成前穿孔+平行沈線爪形文、円形竹管文①浅黄符7.5YR81ぽ)石英 長石ー角閃石①紛れ込みの遺物。 3'5 P L114 2 

208号士坑 第422凶、 PL115 ①内面円縁部に稜。*iH立沈線+刺突文、口唇部に刺突文Q)A音亦褐5YR3/2②金雲母ー石英
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東地区土器観察表28

遺構番号/頁 番号 ①計測値①6~形文様G:色調①胎土0:備考 7王百己

208号士坑 2 第4221苅、 PLll5 ②横位沈総+刺突文①にぶい赤十智15YR5/4①金雲母 石英

210号土坑 1 ①1::1縁端部外折。平行沈iÎ~l 爪形文①赤褐5YR4/6CD石英長石 白色粒

第422図 2 Q)縄文+平行沈線十刺突文①赤褐5YR4/8CD金雲母 石英

P L ll5 
3 ①N:I，E位平行沈線+短沈線①l珂赤褐5YR51島①金雲母・石英

4 乞)縦位沈線十刺突文①明赤褐5YR5/6①金雲母 石英

5 ①RL 縄文①明褐7.5YR5/6④石英 長石ー白色粒ー黒色粒⑦紛れ込み遺物。

211号土坑 1 ②飾品状工具条kJit@にぶい黄桜10YR6/4CD~繊維粗砂粒 石英・チャート

第423図
① RL縄文①般75YR6/6G)11l砂粒ー長イ百P Ll15 2 

213号土坑 1 ⑦羽状縄文(l)ßJJ11i褐lOYR7I6G:繊維・石1;~ .長石

第423図
P Lll5 2 ⑦平行沈線・爪形文①黄褐10YR5/6①繊維 白色粒

215号土坑 1 ② LR縄文①明赤褐5YR5/6①微砂粒

第4231喝
P L 115 2 ②浅い平行it線③にぶい褐7.5YR5/4①繊維・石英ー黄白色粒

216号土坑 1 ②沈線斜格子文を平行i主総で区画。口拝部と平行沈線下に縄文を押f王。③程7.5YR6/6①金雲母 石英・角閃石

第423図 2 ⑦環状の波頂部。破片内無文①十日7.5YR4/4①金雲母 石英.%1閃石・赤褐色粒 2・12

P Lll5 
3 ②沈線+車IJ突丈①黒7.5YR2/1①金雲母 石英・角閃石田赤褐色位 3 

4 Q).i，tf立沈線+刺突文①鐙7.5YR6/6Cl.対古品Ji岩粗砂粒 石英・黒色粒 8 

217号土坑 l ①無節 L縄文⑦i主黄校10YR8/4CD~裁維・石英・長石 黒色粒

第423似1 2 ②RL縄文+平行沈"IlG:明黄褐10YR7/6①イイ英ー:長石・角閃石

P L ll5 
3 ②RL縄文+平行沈線爪形文①にぶい褐7.5YR5/4④1被維石英赤褐色粒

4 ②平行沈線・(コンパス文)①燈5YR6/6①繊維石英・黄白色粒赤褐色粒

5 ② RL縄文+平行沈線①浅黄澄10YR8/4①石英 白色粒黒色粒

220号上坑 1 ②波状口縁部片。無節縄文を羽状施文①明赤褐5YR5/6CJ.繊維・石英・黄白色粒 赤褐色位 7 

第424図 2 Q)l;幸先状工具沈線、半裁竹管平行沈線・爪形文(l)1~5YR6/6G:繊維 石英 白色粒

P L 115 
3 ①浅い平行沈.JilG:程2.5YR6/6④繊維・黄白色粧

4 ②qiun縄文を羽状に配すを燈7.5YR7/6①織Mt.結品片岩 石英・長石 3 

221号土坑 I ①口径 (30.9cm)②単節縄文を方向を変えて施文③灰褐5YR4/2([繊維結品片有 石英 27他

第424図
P L 115 2 ②単節縄文を羽状施文、円唇部に刻み 13①明赤伺2.5YR5/6C[繊維 結品片岩 石英 16 

222号土坑 I ②RL縄文①にぶい褐7.5YR5/4①結品片岩雲母石英ー長石 2 

第424図 2 ①底律 (96叩)②撚糸文③にぶい赤褐2.5YR4/4④1'rr砂粒石英 16 

P L 116 
3 ①底径13.2叩⑦縄文+平行沈線 爪形文+円形刺突文①にぶい鐙7.5YR7/4④繊維ー黄白色校 9 

4 ①底径10.6cm⑦肋骨文状に平行沈，，)!爪形文十円形刺突文①にぶい黄信10YR7/4①繊維 石英 角閃石黄白色粒G:外 I 

而底部に煤付着。

223号土坑 1 ① RL縄文①にぶい制I宣10YR6/4①右英角閃;百 貨白色粒①外面に煤付着。

第425医i 2 ⑦RL縄文①にぶい黄燈10YR7/3④粗砂粒・石英 角閃石 黄白色粒

P L ll6 
。η ⑦純文+コンパス丈①灰黄2.5Y7/2G:繊維石英・長石赤褐色粒

2240上坑 第4251~L P L ll6 ⑦付加条縄文〔互燈5YR7/6④繊維・粗砂粒・石英 チャート①内而に焦げ。

225号土坑 1 ① RL縄文+干行沈線 爪形文①黒褐5YR2/1([繊維 石英ー角閃石 黄向色粒①外面に煤付着。

者¥425111 2 ⑦RL縄文を基調①lこぶい褐7.5YR5/4CD石英 角|河石 黄白色粒①外而に煤付着。

P L ll6 
3 ① LR縄文①にぶい黄駁10YR6/4①繊維 石英・白色粒位外而に煤付着。

226号土坑 1 ②羽状縄文①印Jjl;l7.5YR5/6Cl.繊維・石英ー黄白色粧

第425図
P Lll6 2 ，tJ)平行沈線・爪形主:③lこぶいよ首位10YR7/48.冶x.1t 結晶片岩 白色針状粒 石英

228号土坑 1 ③(前々段半撚)縄文+結節状平行沈線ーコンパス文a;，こぶい焔7.5YR5/3①繊維 結品片岩 石英@外而に煤付着c 10 

~:;425Iill 
P L ll6 2 ②無節縄文①lこぶし、褐7.5YR5/4(U繊維・石英・長石 角閃石 5 

-593-



東地区土器観察表29

遺構番号/頁 番号 ①計測値②器形文様①色調④胎土⑤備考 注記

228号土坑 3 ②コンパス文①にぶいt音7.5YR6/4④繊維石英・長石チャート l 

4 ①底径(11.0cm)②羽状縄文G燈7.5YR6/6Q:繊維石英 角閃石・黄白色粒①内面に焦げ。 4 

229号土坑 1 ① RL縄文①にぶい経7.5YR7/4①石英 角閃石 白色粒③外面に煤付着。 19 

第426図 2 ⑦艶文①にぶい黄澄10YR6/4①白色針状粒・黄白色粒⑤ナデ条痕あり。 22 

P L]]6・117
②直前段半撚LL 縄文(3)~音赤褐5YR3/3①石英・長石・黒色粒3 

4 ① RL 縄文+浅い平行沈線⑦暗亦褐5YR3/2①石英ー長石・黄白色粒 2・10

5 ①底径 (6.0cm)②(無節縄文)①にぶい褐7.5YR6/3①繊維・石英 長石黒色粒 31他

232号土坑 1 第426図、 PL]]7 ② RL縄文+浮線文に刻み目①にぶい黄褐1OYR5/3④石英ー角閃石

234号土坑 a平行沈線+刺突で文様描出①暗褐7.5YR5/6くむ粗砂粒・長石①内面に焦げ。

第426図
②縦位平行沈線+刺突文①黒褐10YR3/1Q:金雲母・石英ー角閃石P L]]7 2 

237号土坑 第426図、 PLl17 ①羽状縄文①にぶい褐7.5YR5/4Cl.:繊維粗砂粒チャート 赤褐色粒

240号土坑 1 第426図、 PL]]7 ①底径7.5cm⑦ RL縄文Q澄5YR6/6①微砂粒ー黒色粒①外面に煤付着。

241号土坑 第4261羽、 PL]]7 ⑦沈静、区画内に縄文①明黄褐10YR7/6①石英 長石・角閃石・黄白色粒

242号土坑 1 第426図、 PL]]7 ② RL縄文+相雑な平行沈線 爪形文①にぶい黄櫨10YR7/3Q:繊維ー石英・長石・赤褐色粒 I 

243号土坑 l ⑦集合沈材、+耳状突起①黄燈7.5YR7/8④組砂粒石英長石ー里色粒 白色粒 9 

第360図 2 ②集合it線+耳状突起+ボタン状貼付文③にぶい黄鐙lOYR6/4④粗砂粒・結品片岩ー石英

P L 132 
3 ②集合沈線+耳状突起①にぶい黄櫨10YR6/3④石英 角閃石 白色粒

4 ②集合沈総+ボタン状鮎一付文③黄灰2.5Y4/1④石英・角閃石'白色村今

5 ①底径4.9cma集合沈線+ボタン状貼付文③浅賞授10YR8/4④石英 声]閃石 白色粒 1 

244号土坑 1 ②RL縄文+口縁部下隆線に刺突文③lこぶい宿7.5YR6/4④石英・角閃石・白色粒 I 

第426図
②RL 縄文+i-手線文に主IJみ目③にぶい褐7.5YR6/3①石英 角閃石 白色粒G:外面に煤付着。P L]]7 2 

246号土坑 1 ②鋸両日状沈線+刺突文(3)1登7.5YR6/6G:結晶片岩 石英・角閃石

第427図
②寸状平行沈総に沿って刺突文③にぶい赤褐5YR4/3C[金雲母 石英 長石・角肉石P L]]7 2 4 

247号土坑 1 第427図、 PL]]7 ① RL縄文①にぶい黄符10YR6/3①雲母粗砂粒ー石英長石 l 

249号土坑 第427図、 PL]]7 ②仁l縁部内側に折り返す。隆帝に刺突平行沈線・三角形印刻文Q:程5YR6/6④結晶片岩・粗砂粒・石英

253号土坑 1 ②縄文十平行沈線+刺突文①黒褐7.5YR3/2④金雲母石英 白色粧ー赤褐色粒

第427図 2 am.i位予行it線①陪赤褐5YR3/2①粗砂粒石英長石黄白色粒 2. 81也

P L]]7 
3 ②縄文+平行沈線(斜格子状弧状等)Q:燈5YR6/6④粗砂粒・石英・長石ー角閃石 4 

4 ①底径6.0叩⑦破片内無文①澄2.5YR6/6①金雲母ー石英・黒色粒 6 

254号土坑 l Q)*iH立平行沈線③H音赤褐5YR3/6①石英・黒色粒 黄白色粒

第427悶
②沈線+刺突文①黒褐7.5YR3/2④金雲母・石英CK外面に煤f、I着。P L]]8 2 

255号土坑 I 第428図、 PL]]8 ②波頂部片。平行沈線。直径2.3cmほとの円形JLあり o Q経7.5YR6/6Q:金雲母 石英ー角閃石 l 

256号土坑 l ②口縁部に続沈線+横{立沈線+刺突丈③褐7.5YR4/3C[金雲母・粗砂粒・石英

第428図 2 ②内面口縁部に稜。横位沈線刺突文①にぶい黄燈10YR6/4①石英 長石・角閃石⑤外国に煤付着。

P L]]8 
⑦破片内L字;1犬に刺突文Q:褐7.5YR4/3④石英 長石ー赤褐色粒3 

257号土坑 1 第428図、 PL 118 ⑦破片内無文①にぶい褐7.5YR5/4④金雲母・石英・角閃石

259号土坑 1 ② LR縄文十日縁;}j)に平行沈線・爪形文①lこぶい黄鐙1OYR6/4③繊維・結晶片岩 石英

第428区l 2 a付加条縄立.+平行沈総ー爪形文①にぶい黄褐10YR5/3C[繊維・長石ー黄白色粒

P L]]8 cv付加条縄文を羽状施文①lこぶい黄燈10YR7/4①繊維 石英‘長石・黄白色粒3 

260号土坑 1 ②口縁部内傾。 RL縄文+平行沈線G暗黄灰2.5Y5/2②石英ー角閃石ー黄白色粒 12 

第455図 2 ②縄文+i子線文に刻み目+刺突文①黄灰2.5Y4/1④粗砂粒 石英ー角閃石 黄白色粒 16 

P L133 
3 ⑦波状口縁部片。縄文+集合沈静、①にぶい褐7.5YR5/3①粗砂粒・石英ー白色粒 ]] 

4 ①底径 (9.1叩)①平行i土線 1 破片内無文①にぶい黄経10YR7/3④石英・角閃石・黄白色粒 2' 15 
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遺構番号/頁 番号 ①計測値⑦器形ー文様③色調 ①胎土 G:備考 注記

261号土坑 1 ②無節L縄文+平行沈線・爪形文①灰褐5YR412①石英黄白色粒黒色粒G:外国に煤付着。

第428図 2 ②無節 L縄文①にぶい赤褐5YR4/3①粗砂粒石英黄白色粒黒色粒①外面に煤付着。

P L 118 
3 ② RL縄文①にぶい按7.5YR6/4④結品片岩 石英・角閃石 3 

263号土坑 I 第428図、 PL118 ②波状口縁。平行沈線菱形状文様①にぶい樫7.5YR6/4Q::繊維・粗砂粒 2 

264号土坑 l ⑦内面口縁部に稜。 RL縄文+沈線十刺突文①枝7.5YR6/6CI結品片岩雲母粗砂粒石英

第455図
2 ②it線+刺突文⑦褐7.5YR4/3CI結晶片岩雲母粗砂粒石英①外面に煤付着。P L133 

3 G:横位ー渦巻状iti，車+刺突文①にぶい褐7.5YR5/4④結晶片岩・雲母ー粗砂粒・石英

266号土坑 l ②内面口縁部に稜。鍔状の凸帯+it線+刺突文、口唇部に刺突①赤褐5YR4/6①金雲母 石英

第429図
2 G:斜格子文状に平行沈線、①褐7.5YR4/4④金雲母 石英・角閃石P L118 

268号士坑 1 第429図、 PL 118 G:橋状把手。縄文+平行沈線①明褐7.5YR5/6④金雲母・石英ー角閃石

270号土坑 1 第429図、 PL118 ②耳状突起貼付け+集合沈線①浅黄2.5Y7/3①白色粒 角閃石

271号土坑 1 ①平行沈線+円形竹管文①里7.5YR2/1③粗砂粒 石英・黄臼色粒

第429図
2 ⑦細縄文①暗赤褐2.5YR3/4①石英・角閃石 黄白色粒・赤褐色粒P L118 

272号土坑 1 第429図、 PL118②波状口縁。羽状縄文+口縁部に平行沈線爪形文③にぶい燈5YR6/4CI繊維結晶片岩石英長石 3 

273号土坑 第430図、 PL 119 ②縦位貼付文・隆'niに沈線とへラ先刺突G.糧5YR6/6①石英・角閃石

275号土坑 I ②波状口縁部片。波原部下に突起があり両側凹むが貫通しない。横位置 *1f1位・斜格子状に平行沈線。突起及び周辺にへ

第430図
ラ先刺突。①明赤褐2.5YR5/6④石英ー長石 角閃石

P L 119 2 ⑦ RL縄文+平行沈線①にぶい極7.5YR6/4④砂1磯石英長石 白色粒

276号土坑 1 第430図、 PL 119 ①平行沈線①にぶい赤褐5YR5/4①金雲母・石英

278号土坑 1 第430図、 PL119 ②集合沈品~，G.l灰褐7.5YR4/2①石英・角閃石ー黄白色校①外面に煤付着。

280号土坑 1 第430図、 PL119 ⑦集合沈線①黒褐10YR312①石英 白色粒黒色粒①外面に煤付着。

281号土坑 1 ②内面口縁部に稜。 LR細縄文+沈線・横位に指頭状の押圧痕、口唇部に刻み目①にぶい褐7.5YR5/3④結品片岩 石 2 

第430図
英・長石G:外而に煤付着。

P L 119 2 ①波状口縁部片。内面波頂部下は三叉状に扶られる。沈線+刺突文、口唇部に刻み目①賠褐7.5YR3々 ①金雲母ー石英

283号土坑 1 ②波状口縁部片。縄文+浮線文に刻み目。円形貼付文があり獣而把手の 部と思われる。①浅黄鐙10YR8/3①粗砂粒・

第430図
角閃石・黄白色粒

P L 119 2 ②{主鉢片。平行沈線+ヘラ先刺突③様7.5YR6必④石英ー長石 角閃石

284号土坑 1 ①口径(14.9叩)②平行沈線区画!大jに斜裕子文③にぶい褐7.5YR6/3②石英・角閃石 黄白色粒

第431[司
P L119 2 ②口縁部の平行沈線 Fに斜格子状沈線①鐙7.5YR6/6④石英ー長石・角閃石ー赤褐色粒

285号土坑 1 ②平行沈線区画内に斜格子文①にぶい桂7.5YR6/4CI:金雲I) 石英

第431[週
2 ①口径 (34.2cm)②口縁部緩やかな波状を呈すると思われる。無節縄文を羽状施文①にぶい褐7.5YR5/3①金雲母 石英P L119 

286号土坑 1 第431図、 PL119 ①底径(10.8cm)⑦縄文を地文とし、半裁竹管状工具による平行沈線や単沈線で文様を描く。 U字 1他

状区両内には斜裕子文。①にぶい掻5YR6/4①金雲母 石英

287号土坑 1 第431図、 PL120 ① RL縄文①にぶい褐7.5YR5/4①石英 角閃石・黄白色粒

288号土坑 1 第431図、 PL120 ② LR縄文+斜格子状に平行沈線単沈線+平行沈線区画⑦にぶい褐7.5YR5/4④石英・長石ー角閃石

289号土坑 1 ⑦口縁部から斜め下に粘土を貼付け、刺突を加える。平行沈線区画内に粘土紐を斜格子状に貼付ける①にぶい黄燈

第432図
10YR6/4④石英長石・角閃石黄白色粒

P L120 2 ①平行沈線十円形竹管状工具を斜めに刺笑①明褐7.5YR5/6①石英・角肉石 赤褐色粒

3 ② RL 縄文+沈品~，G.ltこぶい褐7.5YR5/4①結品片岩・芸母 石英

4 ②結節文十同心円状に平行沈線③にぶい黄椅lOYR6々 ④石英 長石

291号土坑 1 第432図、 PL 120 ①羽状縄文①にぶい赤褐5YR5/4CI繊維 結品片岩・粗砂粒ー黄白色粒

292号土坑 l ②口唇部に三角形小突起。付加条縄文を羽状施文+平行沈線爪形文とコンパス文③にぶい権7.5YR6/4④繊維石英・長石 7・8他

第432図
P L120 2 ①底径10.1叩①無節u電文①樫7.5YR6/6③繊維・石英 長右・赤褐色粒①内面に焦げ。 11 

293号土坑 ⑦羽状縄文十頭部に平行沈kfi①にぶい黄鐙10YR7/3①繊維 石英・角閃石・黄白色粒 亦褐色粒①!洞部最大径41.7cm' 40 

第4331~
残存I肯45.8cmの大形深鉢。 {世

P 1120 . 121 2 ①底径 (22.4cm)①羽状縄文①にぶい黄燈10YR6/4③繊維石英・角閃石黄白色粒 33 

一
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辺構番号/頁 番号 ①計測伯 ⑦器形ー文係 ①色調 ④胎土 Gljl~し考 y士記

293号士坑 3 ①平行沈iP!・爪形文とコンパス文+~' 創立に円形竹管文①髭7.5YR7/6①繊維 石英ー角閃石

4 ②平行沈線、コンパス文①11点灰武25Y412U繊維・黄白色粒 40 

5 cl付加条縄文を羽状施文(:)1こぶい民1J11OYR7/4U繊維 石英 長石ー赤禍色粒 16 

6 ② 0段多条縄文を羽状施文c])1こぶい黄筏IOYR7/4①繊維 石英 黄白色粒①補修孔あり。 30他

7 ① RL縄文+口縁部に平行沈線 爪形文①褐7.5YR4/30繊維ー結晶片岩ー石英国白色粒①外面に煤付着。 40 

295号上坑 l ②口縁部内面に綾。平行沈線+刺突文①黒褐IOYR2/3①石英 黒色粒 白色粒@煤付着。

第434図 2 ②平行沈線区画内に斜格子文①l暗褐IOYR3/3①金雲母 石英

P LI21 
3 ②i旧縄文+平行沈線、刺突文①黒褐IOYR2/3①金雲j手・-b英①外面に煤付着。

297号土坑 l ②浮"，?-、文に刻み目①里伺5YR212①石英・黄白色粒

首'i4341~J
②浅鉢片。平行沈総+短沈"~⑪明赤褐5YR5/6①石英ー長石 黒色粒P LI21 2 

298号土坑 1 ②縄文+平行沈総を横位羽状に胞文①にぶい賞授IOYR7/4①石英 黄白色粒①外面に赤彩の痕跡あり。 1 

第4341'災] 2 ②ilH立隆線+LR縄文十干行沈線引萱5YR6/6①金雲i手 石英 角閃石

P LI21 
3 ②縦{立沈線に沿って刺突文①明赤褐5YR5/6①金雲母・石英 2 

299号士坑 第435図、 PL 122 ①口径 (431叩)②羽状縄文①にぶい慌7.5YR6/4②繊維・結品片岩

301号土坑 1 ①内面I仁1縁部に稜。短沈線、〉状 八状短i尤線+印刻①lこぶい赤褐5YR4/4①結品片宕 石英

第435図 2 ②内面円縁部に綾。貼付文が剥落。沈"，p，+三角形印主(1)文①褐lOYR4/4①石英・長七 角閃石

P LI22 
3 o平行沈線、仁l拝部外側に車1)突(l)1珂赤褐5YR5/6④ 右 英 長 石 角 閃 石 白色粒

4 ①浅鉢JI"o jむ線|互凶1内に 1;1)突①褐7.5YR4/4①石英長石角 J)~)石

5 ②(，間縄文) +IiH立予1f沈材、+三角形印刻文①褐7.5YR4/3①粗砂粒・長石 角|河石

6 ①縦j"![平行沈~:Jj!間に爪形文①叩j亦褐5YR3/4U 金雲 j手・イ日英

302号土坑 1 ①仁l径14.3cm⑦無節L縄文①黄以2.5Y4/1①繊維・石英ー長石・黄白色粒

第4351羽
⑦無節L縄文③にぶいt%¥7.5YR5/4①繊維ー石英・長石黄白色粒① 1と|司 個体か。P LI22 2 

303号土坑 l ②双山状の波状口球。縄文+平行沈線田爪形文による文様+部分的に斜{古の刻み目、口唇部に主1)み目①Il[i褐IOYR3/3

第435 ・ 436[~J ④結晶片宕・粗砂杭ー石英 長石①外面に煤付着。

P LI22 
2 ①縄文十平行沈線‘爪形文による文様①にぶい褐7.5YR5/4④黄白色粒・赤褐色粒 角閃{i 7他

3 a横{立隆線を破片内に 3条十 RL縄文①黒尚IOYR2/凶〉黄白色粒・黒色粒①外面IにtJl;付着。

305号土JJL 第436図、 PL 122 a: 緩い波状口縁部円。 RL縄文a褐7.5YR4/3U繊維 石英・黄1']色粒

307号土坑 l ⑦平行i主線区画内に斜絡子文①にぶい褐7.5YR5/4G結品片岩・石英 長石

第4368] 2 O，I，[位・同心円状沈静、+刺突文①符7.5YR6/国滝川占)十完・石英ー長石 角閃石

P L122 
3 ②縦{士沈;I:st+車H突文①明赤褐5YR5/8④金言I手 石英 6 

309号土坑 1 第436JllI、 PL122 ⑦ LR縄文①暗褐7.5YR3/3①石英ー長石・赤褐色粒 2 

310号土坑 l 第436肉、 PL 122 ②集合沈総①暗褐7.5YR3/4①石英角閃.[j

311号土坑 l 第436図、 PL122 ②縦位沈線①明赤褐2.5YR5/6④金雲母石英角閃石赤褐色粒

314 ij土坑 1 第436図、 PL 122 ②口唇部に 2個ー単位と目、われる=角形突起。頚部に陸線。斜佼ー横位・弧状沈線+口縁・突起部、

降線下に短沈線+三角形印刻文①陪褐10YR3/3①金雲母 石英

316号土坑 1 ⑦内面に稜。横位 鍵の手状に沈粘i!(l)A音赤褐5YR3/3①金雲母 イi英①外面に煤付着。 3 

第437図
①波状口縁と思われる。斜格子状に沈線〔E褐7.5YR4/3②石英 長石ー赤褐色粒P L 123 2 

317号土坑 第4361辺、 PL123 ⑦ LR縄文+平行沈線文様(l)i主7.5YR6/6c:L金雲り 石英cl外商に煤付着ο

320号上坑 第4371司、 PL123 ⑦集合沈線+結節浮線文 円形貼付文①lこぶい黄鐙10YR7/30石英長石 角伏j石

321号土坑 第437図、 PL 123 ① LR縄文①にぷい黄綬10YR7!4③結晶片岩 石英長石角閃ゐ 2 

322号土坑 1 ② LR縄文①にぶい較7.5YR6/4c:L繊維石英長石

第一437図 ? 】 ②平行沈"'~、I①にぶい黄鐙10YR6/4①繊維・結晶片宕・粗砂粒 石英 6 

P L123 
3 ①1氏径9.4cm① RL縄文①にぶい褐7.5YR5/3(主結品片岩・石英 角WJ石 白色粒 511也

323号土坑 第437図、 PL 123 ②集合沈材、⑦赤褐5YR4/8①有i砂粒石英長石ー角閃石 I 
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遺構番号/頁 番号 ①計測値②器形文様 G色調④胎士⑤備考 {王言己

324号土坑 ①集合沈線+耳状 ボタン状 指円形貼付文+耳状突起に刺突、口縁部に凹凸文①にぶい黄桜10YR7/4①粗砂粒ー石 釘|

第360. 361図
英長石・角閃石

P L 132' 133 2 ② 1と同様の施文①灰黄褐lOYR5/2①粗砂粒ー石英・長石・角閃石① 1と同一個体。 56 

3 ①集合沈線+円形貼付文、耳状突起が剥落③黒褐lOYR31l①粗砂粒 石英 長石ー角|河石

4 ①集合沈~:)R+ 耳状・ボタン状貼付文、口縁部に凹凸文③黒褐10YR3/1①石英・白色粒 60 

5 ②I_J縁部内側に折り返し環状を呈すO集合沈線十ボタン状ー耳状貼付文①灰黄褐10YR4!2①石英長石角閃石・白色粒

6 ②獣面モチーフの耳状突起。背の部分と両側面に半裁竹管状工具の刺突丈①灰黄褐10YR4!20石英長石角閃石向色粒

7 ①集合沈線+円形貼付文、凹凸文①にぶい黄鐙lOYR7/4①~ll砂粒・石英・角閃石 黄白色位 89 

8 ②)車体不明の縄文、結節文①黄灰2.5Y4/1④石英角閃石 黄向色粒 8 

9 ①底径 (10.1叩)②集合沈線+~:I，~位に紐状貼付文 ボタン状貼付文叶引犬貼付文に刺突①晴J:!i黄2.5YR4!2④粗砂粒・石

英長石角閃石白色粧①内面に焦げ。

10 ①1長径7.5叩a横位沈線③明亦褐5YR5/6④石英 長石.f11閃石ー黄白色粒 1 

11 ②集合沈線、①lこぶい黄燈10YR7/4①石英 長石・角閃石・白色粒 106 

328号土坑 1 第438図、 PL 123 ①器高26.6cm.口径(l9.5cm) ・底径7.1叩1⑦キャリバー形。円縁部は緩やかな波状(単位不明)。

RL縄文+1同部仁半は波状等の沈線、下半は沈線懸垂文①明赤褐5YR5/6CD石英ー長石ー戸]閃石.ift白色粒

329号土坑 1 ①(羽状縄文)①にぶい褐7.5YR6/3④繊維ー結品片宕 金雲母・石英・長石 25 

第4371ヌl 2 ①J!!~~n R縄文①にぶい黄綴10YR6/4④繊維結品片岩石英長石c2外面に煤付着。

P L123 
3 ②力!~節縄文を羽状施文+粗雑な平行j尤線①lこぶい褐7.5YR5/3①繊維 黄白色位 19他

330号士坑 第4381叫、 PL 124 Q)横位基調の平行沈線、椅円形 rj()][内に ~:i，Ë位平行沈線③にぶい栓マ 5YR6/4①石英 角閃石 黄白

色粒

332号土坑 1 第438図、 PL 124 ①口径 (355叩)②4単位の波状日縁と推定される。波頂部両脇の口唇部に細い粘土紐を 2本ずつ 1'2 

巻きつける。 RL縄文十胴部上半に平行沈線文様③淡黄2.5Y8/4④粗砂粒 石英ー角|対石・黄白色粒

333号土坑 1 ②集合沈線①にぶい賞2.5Y6/3①石英長石黄白色粒 1 

第438図
2 ① LR縄文①にぶい賞続10YR6/3①長石 角閃石ー赤褐色粒 2 P L124 

334号土坑 l 第439図、 PL 124 ②口縁部内面に折り返す。 LR縄文①にぶい褐7.5YR5/3②金雲ほー石英

336号土坑 1 第439図、 PL 124 ⑦ RL 縄文+.市状に平行i:t線・爪形文|瓦画+区画内の縄文を麿消し①掻7.5YR6/6①結品片岩・雲

母ー石英 f可閃石 赤信j色粒

337号上坑 1 第439図、 PL 124 ② LR縄文③にぷい黄符lOYR①繊維目石英長石赤褐色粒

338号士:tfL I ①無節L縄文①lこぶい褐7.5YR5/3①繊維 粗砂粒 石英・長石・角閃石

第4391記i
2 ② RL縄文(j)l守7.5YR6/6①石英長石角閃石・黒色粒P L124 

339号土坑 第455図、 PL 133 ②縄文+浮秘文に刻み日①灰褐7.5YR5!20石英 黄白色粒・虫色粒

340号土坑 1 ①口径23.2叩①RL縄文①灰白10YR8/2①石英ー角WI石・黄白色粒①外面に煤付着。 3他

第439図
①口径 (31.1cm)②RL縄文G僚7.5YR7/6①結晶片岩 石英長石・角閃石①外面に煤付着。 1 P L124 2 

341号土坑 l 第4391羽、 PL 124 ②(羽状縄文)③にぶい経7.5YR6/4C!繊維ー石英ー角閃石①煤付着。 3 

342号土坑 1 ②集合沈線十二主角形印刻文③灰黄褐10YR6!2①石英・角閃石 黄白色粒

第440関
2 ②f首位 矢羽状集合沈線①にぶい黄燈10YR7/3①石英・角閃石'黄白色校P L 124 

347号土坑 ②単節縄文を菱形状に施文(j){宝7.5YR7/6C[繊維ー結品片岩・石英・長石 3 

第440図 2 ②波状口縁部片。波頂部は小突起状。単節縄文+打縁部に平行沈線ー爪形文①にぶい黄褐10YR4/3①繊維ー石英ー虫色 4 

P L125 粒黄白色粒①外面に煤付着。

348号上坑 第440図、 PL 125 ①無節縄文③校7.5YR6/6Cl繊維・石英・長石・赤侶色粒 黄白色粒 3 

349号土坑 I 第4401割、 PL 125 ②集合沈線+耳状ーボタン状貼付文①にぶい黄桂10YR7/4①石英ー角閃石・黄白色粒c2外面に煤付着。

350号土坑 I ①波状口縁と思われる。 縄文+平行沈線文脈①淡黄2.5Y8/4①石英・角閃石 黄白色粒

第4401泊 2 ⑦{手線文に爪I~文③淡黄2.5Y8/3①ゐ英・角閃石 黄白色粒

P L125 
3 ⑦浮線文に本1位の刻み目⑦燈5YR6/必7石英 長 石 黒 色 粒 白色粒

4 o獣面把手片。日を貼り 10け、左日剥落。③符7.5YR6/6①石英 長石 里色粒 i当色粒

351 >}土坑 CD口唇部に小突起。 RL縄文+口.l\吉1;にコンパス文 2 列'.3:lé~5YR6/6CDi剣佐ー砂臨 む英 6 
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lli11~番号/頁 番号 ①計測値 ②器形・文様 a色調 ①胎士 ①備考 i王記

351号土坑 2 ①羽状縄文+日縁部に平行沈線・爪形文③校7.5YR6/6④繊維・結晶片岩 石英⑦煤付着。

第441図 3 ②JllE節L縄文①にぶい褐7.5YR5/3④繊維ー結晶片岩・石英 2 

P L 125 
4 cz:櫛歯状工具横位・弧状条線①lこぶし、黄11tl0YR7/4G:繊維 石英 里色粒G外面に煤付着。 13 

5 ②無節L縄文ClJai'i灰黄2.5Y4々 ①繊維 白色粒

6 ②お下がりの粗雑な平行沈線③黄灰2.5Y4/1@;繊維ー雲母 石英①補修孔あり。内面にも粗維な平行沈線。外面に煤付着。 4 

7 ②LR縄文①にぶい褐7.5YR51峨石英ー長石 里色粒 8 

8 ①底径 (9.9cm)② RL縄文CE僚7.5YR6/6④繊維・結晶片岩ー粗砂粒ー石英・長石

352号土坑 1 ①RL縄文③褐75YR4/3G:繊維結晶片岩雲母・粗砂粒①外商に煤付着。 B 

第441図
2 ⑦RL縄文①明褐7.5YR5/6①石英・長石・黒色粒ー黄白色粒G外面に煤、内面に焦げ付着。P L125 1 

353号土坑 1 ②RL縄文①にぶい黄燈10YR7/4④繊維長石黄白色粒・黒色粒

第442図 2 ②波状口縁の浅鉢片か。 RL細縄文ClJI'霊7.5YR6/6④結晶片岩・石英 121也

P L126 
3 ②波状口縁部片。縄文+へラ先刺突+縄文麿消し③にぶい黄澄lOYR7/4④長石 角閃石

4 ②口縁部肥厚する。半裁竹管状工具爪形文ClJt奄7.5YR6/6④石英・長石・角閃石

354号土坑 ⑦集合沈線③にぶい黄褐10YR5/3④石英ー長石 白色粒①外面に煤、内而に焦げ付着。

第442図
①口唇部の把手周縁に刻み。償位平行沈，，?， .爪形文①lこぶしミ亦褐5YR5/3①繊維 結晶片岩 砂磯信紛れ込みの遺物。P L 126 2 

355号土坑 l 第442図、 PL 126 ②緩やかな波状口縁。波頂部下に焼成前穿孔。 縄文後、円縁部に沈線と爪形文。①黒褐IOYR3/2

G繊維石英①外而に煤付着。

356号土坑 1 ②浅鉢か。羽状縄文+口1@部に 3条、胴部に 2条の平行沈線 爪形文+口縁部に指頭大の円形押圧文①明赤褐 19・

第442図 2.5YR5/6G:繊維・石英ー角肉石ー黄白色粒 25 

P L126 
2 ①底径10.4cm②羽状縄文③明赤褐5YR5/6G繊維 石英ー角閃石・黄白色粒 赤褐色粒 26 

3 ② LR縄文①灰黄褐lOYR412①石英ー角閃石 黄白色粒①外面に煤、内面に焦げ付着。 34 

4 ①無節L縄文①明赤褐5YR5/6①繊維 結晶片岩・石英・長石ー赤褐色粒 10 

5 ②波状口縁部片。縄文+平行沈線・爪形文③にぶい黄褐IOYR5/3G:繊維・石英ー黄白色粒 5 

357号土坑 l ⑦波状日縁部片O 粗雑な平行沈線ClJli7.5YR6/6([繊維 石英'長石・チャート 43 

第443図 2 ② RL縄文+平行沈線・爪形文①lこぶい黄燈lOYR7/4([:繊維 石英 黄白色粒

P L126 
3 ⑦撚糸文①にぶい燈7.5YR6/4①繊維石英・雲母黄白色粒 24 

4 ②付加l条縄文+円縁~~に緩い波状平行沈線①淡黄2.5Y8/3④繊維・黒色粒・黄白色粒

5 ⑦付加条縄文①?J~黄2.5Y8/3([:繊維 黒色粒黄白色粒⑤4と同一個体かc 51 

6 ⑦平行沈線ー爪形文、コンパス丈@t宣7.5YR6/6G繊維・石英ー赤褐色粒・黒色粒 26 

7 ⑦波状口縁部片。羽状縄文+口縁部に緩い波状平行沈線③にぶい黄位IOYR6/4@繊維結品片岩白色針状粒・石英長石

8 ①無節L縄文③にぶい黄櫨lOYR7/4G繊維ー角閃石 黄白色粒 50 

358号土坑 1 ②平行沈線、平行沈~;;rÇ ・爪形文G.lH首赤褐5YR3/3②結晶片岩 石英ー長石ー里色粒

第443図
⑦RL 縄文+平行沈線爪形文+円形刺突①黒7.5YR2/1G:繊維石英黄白色粒・赤褐色粒P LI27 2 

359号士:坑 1 ②口縁部緩い波状を呈し、その千鳥の位置に三角形小突起。付加条縄文を羽状施文③燈7.5YR6/8④繊維・石英・長石 6'7 

第443図 2 ①RL縄文①にぶい褐7.5YR5/4在繊維・石英・黄白色粒

P L 127 
3 ②緩いコンパス文③にぶい麓7.5YR6/4([繊維・局英ー黄白色粒

360号土坑 1 a 櫛歯状工具波状条~~p(①灰 iト日 5YR4/2④繊維 石英=黄白色粒・角閃石

第一444図 2 ①前々段反撚RLL縄文①にぶい赤褐5YR4/4G繊維ー長石・黒色粒ー黄白色粒

P LI27 
3 ②RL縄文①暗赤褐5YR3/6①繊維石英長石黄白色粒

361号土坑 1 第4441雪l、PL 127 ②付加条縄文+口縁部に爪形文①にぶい赤褐5YR5/4CD繊維 粗砂粒 5 

362号土坑 1 第444図、 PL 127 ③RL 縄文+平行沈線文係①lこぶい赤褐5YR5/3G結品片岩 石英

363i'i一二1-.坑 1 ①複々節RLRL縄文①にぶい黄褐lOYR4/3①繊維・雲母ー石英ー長石ー赤褐色粒

第444図
(l縄文+1'H宇佐な平行沈"'~，①黒褐 IOYR3/2④繊維・石英・角閃石 黄白色粒P L 127 2 

364号土坑 1 第444図、 PL 127 ① 0段多条LR縄文+u縁部に平行沈総爪形文③にぶい詮7.5YR6/4Q繊維石英・長石・黄肉色粒 2 
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東地区土器観察表34

遺構番号/頁 番号 ①計測値 ②器形ー文様①色調 ①胎土 ①備考 1主目己

367号土坑 1 ② RL 縄文①黒褐10YR3/2④黄白色粒・赤褐色粒⑤外面に煤付着。

第444図 2 ②緩やかな波状口縁。 RL縄文+口縁部に平行沈線①黒褐5YR31l④石英ー黄白色粒 雲母 9 

P L 127 
②へラ先状工具刺突文①灰褐7.5YR4/2①石英 長石 黄白色粒ー黒色粒・赤褐色粒3 

4 ②緩やかな波状口縁。 RL縄文G桜7.5YR6/6C1繊維・粗砂{¥1.黄白色粒①外面に煤付着。

5 ⑦口唇部に三角形小突起。付加条縄文を菱形状胞文+口縁部に平行沈線①にぶい赤福5YR5/3④繊維祖砂粒・石英ー長石 2. 10 

6 ⑦(鉦節縄文を羽状施文)③明赤褐5YR5/6C1繊維 石英・長石 角閃右⑤内面に焦げ付着。

369号士坑 1 ① RL縄文cl明亦褐5YR5/6①結品片岩・石英 長石・黄白色粒 6 

第445図 2 ②平行沈線 爪形文、コンパス文、平行沈線①にぶい黄校10YR7/4①繊維・石英・角閃石

P L127 
3 c;櫛筒状工具液状条品~，ClJにぶい黄燈10YR6/3①繊維 石英・長石ー角以]石 黄日色粒

4 ⑦ RL 縄文+コンパス文①にぶい黄褐10YR5/4C1繊維長石黄白色粒

371号土坑 1 CV!憂い波状口縁。 RL縄文+沈静、①灰黄褐10YR5/2([角閃右・黄白色粒 7 

第445図
P L 128 2 ② LR縄文+2条隆線懸垂文①灰黄褐10YR612③角閃石・黄白色粒 6 

372号土坑 1 第445図、 PL 128 ②平行沈線・粗雑な爪形文③にぷい黄桜10YR6/4G:繊維・黄白色粒

373号土坑 第445図、 PL128 ②波状口縁。 RL縄文①にぶい褐7.5YR6/3④石英ー角閃石①外而に煤付着。 l 

374号土坑 1 第445図、 PL 128 a 横佼集合沈線①にぶい黄櫨10YR7I4①結品片岩 粗砂粒ー赤褐色粒

375号土坑 1 第445園、 PL128 ②矢羽状集合沈線①明黄褐10YR7/6④結晶片岩・+~砂粒 石英

376号土坑 ①縄文+浮線文+縄文⑦褐7.5YR5/3①石英・角閃石ー黄白色粒

第445図
c;縄文+浮~~~文に刻み目①黒10YR2/1①石英角閃石黄白色粒P L128 2 

378号土坑 1 ①平行沈線文様+斜伎の刻み へラ先刺突①にぶい黄1:l[lOYR7/3①石英 角閃石・黄白色粒

第445・446図 2 ①底径(18.lcm)⑦浅鉢底部片③にぶい黄燈10YR7/3①石英・角閃石 黄白色粒ー赤褐色粒 51 

P L 128 
②RL縄文+i手続、文に刻み目①にぶい黄櫨10YR7々 ①角閃石 黄白色粒3 

379号士坑 1 第446図、 PL128 ②浮線文に刻み目①にぶい赤褐5YR5/4①石英・長石 黄白色粒

380号土坑 第446図、 PL128 ⑦簡略化された獣而把手。縄文+渦巻状浮線文に刻み目①lこぶい褐7.5YR5/4④石英角閃石・黄白色粒 I 

381号土坑 1 第446図、 PL 128 a縄文+縦位平行沈線①明赤褐5YR5/6④金雲母石英角閃石

382号士坑 1 第4461~1 、 P L128 ①無節R縄文+ヘラ先状工具連続刺突①明褐7.5YR5必①石英・長石・角閃石①外面に煤付着。

383号土坑 ⑦隆帯、斜{立基調の平行沈線③褐7.5YR4/4④金雲母・石英

第446図 2 ②口唇部に突起。縄文+浮線文+ (縄文)①殺7.5YR6/6CD石英ー長石・角閃石 赤褐色粒

P L128 
3 ②内面に稜。縄文+沈静、+刺突文①黄褐2.5YR5/3③金雲母 石英

384号土坑 1 ①複節縄文①明赤褐2.5YR5/6④結品片岩石英

第446図 2 ②波状口縁部片。無節L縄文と単節RL縄文①にぶい黄控10YR6/4④結品片岩 石英

P L128 
3 c;経ぃ波状口縁と思われる。(無節R)縄文①にぶい黄燈lOYR7/4①結晶片岩 粗砂粒

4 ②平行沈線・爪形文、コンパス文、干行沈品~，ClJにぷい黄櫨10YR7/4C1繊維 黄白色粒

5 ②羽状縄文+櫛歯状工具コンパス文①lこぶい黄桜10YR7/4①繊維・石英 黄白色粒

6 a平行沈静、 爪形文①にぶい黄燈10YR7/4①繊維・粗砂粒 黄白色粒

389号土坑 1 第446関、 PL 128 ⑦無節縄文+i手続、文に刻み目①にぶい黄褐10YR4/3④石英ー角閃石

390号土坑 1 第446図、 PL 128 ②縄文+渦巻状浮浪文に刻み目①浅黄2.5Y7/4④石英ー黒色粒

391号土坑 1 第447肉、 PL 128 ① RL縄文結節文③明赤褐5YR5/8③黄白色校チヤ←ト・赤伺色粒

392号上坑 ①口径(18.8cm)⑦ 2単位の波状口縁で、日縁部に環状把手が4か所付くものと推定される。文様構成は縦位 2分割。 1 

第447図 RL縄文+波状部把手下から隆線垂 F+横位・縦位 蛇行平行沈材、①!ポ褐5YR412①金雲母・石英①図上復元。

P L 129 
①底径11.7叩①縄文+沈根+刺突文G桂7.5YR6/6②結品片岩粗砂粒石英⑤内面に焦げ。2 

393号土坑 ①RU田縄文+日縁部に平行沈線+刺突文①lこぶい黄褐10YR5/4①結晶片岩 子ャ ト

第447図 2 ②平行沈線文j;fl①にぶい赤福5YR4/4①黄白色粒 黒色杭

P L 129 
⑦口縁部鋸歯状。木業状平行沈線+口縁部櫛向状工具刺突、縦位竹管状工具車IJ突①黒褐7.5YR2/2②石英角閃石黄白色粒3 
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東地区土器観察表35

遺構番早/1=-[ 番号 ①計測値 ①器Jf!.文係①色調 ①胎土 ⑤備~. /主記

395号上坑 1 ①器高12.2cm• lJ径 (19.2cm) 底符 (IO.5cm)②器厚薄い。括れ部 Fは羽状縄文o上は幅広の爪形文を 3段配す。内 I 

第447図 面口縁部に短沈線。①灰茂褐IOYR4/2④石英 長石①外面に煤付着。北向川下層式系。

P LI29 
2 ②複節縄文①褐7.5YR4/4①結品片岩・金雲母 石英

398号一二仁坑 1 第447WI、PL 129 ② RL 縄文①にぶい黄燈IOYR7/4④石英角閃石黄白色粧赤福色粒 4 

400号上坑 1 ⑦付加条縄文①黒褐7.5YR312④繊維石英・長石黄白色杭赤褐色粒 I 

i:il447図
P LI29 2 ②羽状縄文①にぶい鐙7.5YR7/4(f繊維・石英 黄白色粒ー黒色粒①内面に焦げ。 4 

401号土坑 第448図、 PLI29 ② 0段多条RL縄文+平行ì:t線①にぶい褐7.5YR5/4②石英・黄 I~J 色校

402号土坑 第448肉、 PL 129 ② LR縄文③にぷい赤褐5YR5/4①金雲母ー石英 黒色粒

405号土坑 1 ⑦波状口縁。粗い平行沈線①lこぶい燈7.5YR6/4①繊維・粗砂粒ー長石①紛れ込み造物。

第4481斗 2 a:押引文十円形貼付文①暗褐7.5YR3/3④金雲母石英粗砂粒

P LI29 
3 ②羽状縄文(前々段反撚)@iiil7.5YR4/3①繊維 石英ー黄白色粒⑤紛れ込み造物。煤付着。 2 

406号土坑 第4481司、 PLI29 ② LR縄文③にぶい赤褐5YR4/3①金雲母ー石英 1 

407号士坑 l ① RL縄文+円縁部横佐平行沈線開に鋸歯状の平行沈線①灰褐5YR4/2④石英 角閃石 3 

第448図 2 ②口縁部無文①褐灰IOYR4/1①石英黄山色粒

P L 129 
3 ⑦平行ìHJR 十円形竹t~ 文③黒褐IOYR3/2④石英・長石

409号土坑 l ②倍子日状に平行沈線③黒褐5YR3/1④金正:下手 石英

第448図
¢縄文+縦位平行沈線、①lこぶい褐7.5YR5/4①石英・黒色粒 赤褐色粒P L 130 2 

410号土坑 ②RL 縄文結i市文+沈線+刺突文G褐IOYR4/6④石英長石 2・4

第448図
2 ⑦RL縄文ー結節文+沈線+刺突丈①灰黄伺10YR4/2④石英・長石P L 130 

412号士坑 l 第449図、 PLl30 cv口唇部に三角形小突起 20 (渦巻状)貼付文+平行沈線十短沈線 三角形印刻文@O青赤褐5YR3/6

①結晶片岩石英・黄白色粒

417号土坑 1 第449肉、 PL130 ②干行沈線+三角形!'jJ刻文①暗褐IOYR3/3①全雲o石英

425号土坑 l ①縄文+平行沈絞αにぶい赤褐5YR4/3①金雲母 石英

第449図
①(縄文) +平行沈線+短沈線G褐7.5YR4/3①金雲母石英赤褐色粒P L 130 2 

426号土坑 ⑦無節縄文+組雑な平行沈"\~①lこぶい黄褐IOYR5/4④黄白色粒ー赤伺色粒

第4491刈
P LI30 2 ①縄文+平行沈線爪形文区岡+縄文麿消し①浅1~11:f[ lOYR呂13①結晶片岩石英・黒色粒

428号士坑 1 第449図、 PL 130 ⑦ RL縄文十浮材、文に斜位の刻み日①黒褐IOYR312④石英・黄白色粒

429号土坑 1 第449同、 PLI30 ②集合沈線+円形貼付文⑦にぶい褐7.5YR5/3(j)黄白色粒・黒色粒

431号二I~坑 1 ⑦よさ形状に平行沈線ー爪形文①にぶい賀福IOYR5/4([繊維 石英

第449閃
② LR縄文③灰黄褐10YR412([繊維・砂隊ー石英・赤褐色粒⑤外面に煤付着。P L130 2 

433号土坑 1 ②右 Fがり平行沈線+た下がり沈紋③にぶい黄櫨IOYR7/4④石英 角閃石 黄白色粒

第449図
P L130 2 cv縄文+平行沈線+刺突文G褐7.5YR4/6(l)石英長石ー黄白色粒

434号士坑 1 第449図、 PL130 ②相雑な債依平行沈線⑦にぶい黄福IOYR5/3([繊維・石英ー黄白色粒

436号土坑 1 第449図、 PL 130 ②羽状縄文十平行沈線、Ci褐7.5YR4/4①繊*"・石英 黄白色粒・赤褐色粒 I 

438号土坑 1 ①無節縄文⑦黒褐5YR3/1①繊維・石英 亦褐色粒

第450図 2 ②羽状縄文G明赤iiil5YR5/6③繊維・砂i喋ー石英・黄白色粒 7 

P L 130 
a つ ②波状1-1縁と官、われる。 縄文+菱形状に平行沈線・爪形文①繊維ー粗砂位・主ゴー英ー亦褐色粒 3 

4 ⑦ LR縄文③にぶい亦褐2.5YR4/4(j)石英・黄白色粒 黒色粒 6 

5 ①波状円i量と思われる。ヘラ先状工具刺突文①黒褐IOYR3/2Q:繊維 石英・長石

4.j]号土坑 ②波状口縁か。隆帯。縄文+平行沈線、短沈紋①暗赤褐5YR3/誕〉金雲母 石英

苦手4501主l
P L130 2 ①平行沈紙!と沈線を裕子日状施丈①にぶい褐7.5YR5/4①石英ー .9"色粒

442号土坑 1 cv波状口縁と忠、われるコ平行沈線①l珂赤褐5YR5/6②繊維 石英・長石

第450図 ワ ① RL 縄文①灰黄褐10YR4/2(j)繊維・石英 黄白色粒

P L 130 ο q ②夜討J縄文①明赤iJ55YR5!6①結品片宕石英黒色粒
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東地区土器観察表36

遺構番号/頁 番号 ①計測値②器形 文段⑦色調④胎士⑤備考 {王日己

445号土坑 ②波状口縁部片。無節L縄文G)aff灰黄2.5Y4/2①繊*It 黄白色粒 ~R色粒 12 

第450図 2 ①粗雑な平行沈線①にぶい伺7.5YR5/4G:繊維 石英ー黄白色粒 10 

P L 131 
②羽状縄文G:符7.5YR6/6①繊維ー石英 里色粒①内而に焦げ。3 39 

447号土坑 1 第451図、 PL131 ②羽状縄文(2褐7.5YR4/4①繊維・結晶片岩石英黄白色粒 8 

448号士坑 1 ② LR縄文①lこぶい褐7.5YR5/4④繊維 黄白色粒・里色粒

第451図
②無節縄文を羽状施文①にぶい黄褐10YR4/3G:繊維・石英 角閃石・黄白色粒P L131 2 

449号士坑 ②口縁部穏い波状。 liI位i尤線を横位平行it線区画①にぶい赤褐5YR4/3①金雲r:J:.石英 11 
第451図

②沈線+刺突文@A音褐7.5YR3/4G:金雲1:[.石英c:¥外面に煤付着。P L131 2 22 

452号士坑 1 ②羽状縄文①にぶい褐7.5YR5/4<I繊維ー結晶片岩 石英 2 

第451図 a縄文+平行沈線・爪形文③黒褐10YR2/2①繊維・石英黄白色粒黒色粒P L 131 2 

453号土坑 1 第451Wl、PL131 ①波状口縁と思われる。平行沈線爪形文①にぶい赤褐5YR5/4④繊維石英 長石①外而に煤付着。

454号土坑 1 第451図、 PL 131 ①羽状縄文①灰黄褐10YR4/2G:繊維 石英・黄白色粒 1 

455号土坑 1 ②羽状縄文①褐10YR4/6G繊維 石英・黄白色粒G外面に煤付着。 4 

第451図 2 ⑦羽状縄文+平行j土粉、 爪形文、コンパス文①lこぶい黄櫨lOYR7/4①繊維 石英・黄白色粒 9 

P L 131 
② LR縄文+ナデ①にぶい黄信10YR7/4④繊維ー結晶片岩・石英 角閃石・黄白色位3 6 

458号土坑 l ② L RI 主主;③にぶい黄掻10YR6/4④繊維 黄白色粒・黒色粒

第452図 2 ② RL縄文+平行沈線①にぶい黄褐10YR5/3①繊維ー粗砂粒ー石英・長石・黄白色粒

P L 131 
②縄文+櫛歯状工具横{立波状条線i①灰黄褐10YR4/2G:織綾 石英ー白色粒〈勺〉 7 

4 a付加条縄文を羽状(菱形状)施文③にぶい黄褐10YR5/4G繊維 .fi失 2・10

5 ①!長径(lO.4cm)②上げ底。羽状縄文①明黄褐10YR6/6C[繊維・石英ー黄白色粒 ヨ

459号土坑 1 ②浮線文に斜位の刻み目①にぶい黄櫨10YR6/3①石英・黄白色粒・赤褐色粒

第452図
②平行沈線+爪形文、斜位の短沈線+円形竹符文①黒褐7.5YR3/2③石英ー黄白色粒ー黒色柱P L131 2 9 

463号土坑 1 第4521ヌ1、PL 131 ⑦羽状縄文①にぶい褐7.5YR5/40，噴維結晶片宕石英

466号土坑 l <I緩い波状口縁。隆帝(渦巻き文)貼り付け。無節縄文⑦にぶい赤褐5YR4/4④石英 黄白色粒・黒色粒

第452図
②連弧文十沈線懸主主文G:控7.5YR6/6①石英 角閃石 黄白色粒G:外面に煤、内面に焦げ。P L131 2 4'5 

468号土坑 1 <I付加条縄文を羽状施文①にぶい黄褐10YR5/3④繊維ー結品片岩・粗砂粒ー石英

第452図
②羽状縄文①黄褐10YR5/6①繊維ー結晶片岩・粗砂粒 石Jj~@外面に煤付着。P L 131 2 2 

470号土坑 1 第452図、 PL131 ②撚糸文①lこぶい赤褐5YR4/4④石英ー黄白色粒 赤褐色粒

473号土坑 1 第452図、 PL 131 ②結節文①にぶい赤褐5YR3/4G:結晶片岩石英黄白色粒①内面に焦げ。

474号土坑 l ⑦ 0段多条RL縄文③里褐2.5YR3/2G:繊維 石英・黄白色粒・黒色粒 1 

第452図
②(複節縄文)①にぶい赤褐5YR4/4①繊維結品片岩粗砂粒石英P L131 2 2 

西地区土器観察表 1

遺構番号/頁 番号 ①計測{直 ①器形・文様①色調 ①胎土⑦備考 注記

96号住居跡 l ②波状口縁部片。波頂部下に渦巻状!1占付文①lこぶい黄経lOYR6/4①石英‘角閃石・黄白色粒 250 

第477. 478Pヰ 2 ② J字状等の沈線区画内に縄文①lこぶい黄信10YR7/3(C石英 長石ー角l河石 黄白色粒 赤褐色粒①外面上半部に煤、 120 

P L152 内面下側に焦げ付着。胴部最大径28.0cmo 他

3 ①沈線+単節縄文③にぶい黄信10YR7/3④石英 角閃石 黄白色粒 199 

4 ⑦沈線区画内に円形刺突文①捻2.5YR6/8①石英 角閃石'黄白色粒 201 

5 ①波状口縁と忠われる。口縁部|盗帯同に連続円形刺突文、隆帯下に LR細縄文③褐7.5YR4/3④石英 角閃石ー黄白色 104 

粒①外而に煤付着。

6 ②浅鉢か。口緑部無文部ー下に鍔状の隆子昔、降帝下に無節縄文①灰白10YR8/1②石英・角閃石 256 

7 ②口縁部無文帯下に隆帯、隆帯 Fにヰ:節純文①明褐7.5YR5/6①粗砂粒・石英 角閃石 43 

8 ①U縁部i皿文帝下に隆倍、破片内無文①lこぶい校7.5YR7/4①石英 角i刈石・黄白色粒 27 
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西地区土器観察表2

遺構番号/頁 番号 ①計測値 ②器形ー文様 ③色調 ④胎土 ⑤備考 ?_t~己

96号住居跡 9 ①浅鉢か。縄文+末日の沈~'jR①灰黄褐10YR5/2④石英 角閃石・黄白色粒

10 ②隆帝下に無節縄文+沈線①lこぶい黄桜lOYR5/3④石英 角閃石 黄白色粒 l 

11 ②口縁部肥厚。口縁部に円形刺突文、胴部にi尤線③灰黄2.5YR6/2①石英 角閃石 黄白色粒

12 ①隆線懸垂文+無節縄文①にぶい黄褐10YR4/30石英 角肉石 黄白色粒 123 

13 ①隆"，?，懸垂文+無節縄文+沈材、⑦灰黄褐10YR5/2③石英 角l河石・黄白色粒⑦内面に焦げ。

14 ①ì;t"，~、区画i①灰褐7.5YR4/2①石英・角閃石ー黄白色粒⑤外面に煤付着。 218 

15 ①器高 (2.6cm) 口径(11.2cm)①皿状土器。無文③黒2.5Y2/1①石英角閃石黄白色粒

16 ⑦細い条線①にぶい黄櫨10YR7/4①石英 角閃石黄白色粒 2091出

17 ①沈線区画内に単節縄文①にぶい黄経10YR7/4④石英ー角閃石・黄白色粒 赤褐色粒

18 ②雨垂れ状の連続刺突文、もしくは短沈紋①灰黄褐lOYR6!2①石英 角閃石 黄白色位 7 

19 ②深鉢上部の把手部分。 七面の平面形は環状で沈線を l条めぐらせる。側面の両方向からも穿孔される。器面は沈線区

画内に縄文。③黒褐7.5YR3/2①石英・角閃石 貨ドi色絞

20 ⑦深鉢上郊の環状把子部分。外面恒1)の側面に深さ 6mm前後の未貫通孔 2とそれを結ぶ沈線。①にぶい黄控10YR7/3①石 107 

英・角閃石ー黄白色粒

21 ①沈線区画内に縄文①黒褐7.5YR3!2③石英ー員一白色粒G:外商に煤付着。 220 

22 ①杯状の装飾把手か。 F端に剥離痕あり。③にぶい絞7.5YR7/4①石英 角閃;百 黄白色粒 176 

97号性}邑跡 1 ①口径 (36.0cm)②単節縄文①にぶい亦褐5YR4/3①結晶片岩石英長石ー角閃石 2 

第480図 2 ①仁l径 (26.7cm)②鉦節縄文+上半部に平行沈総文様①にぶい鐙7.5YR6/4C1繊維・粗砂粒 1・60

P L153 
3 ①波状口縁と思われる。羽状縄文③にぶい黄櫨10YR6/4Q繊維・石英 黄白色粒

4 ②平行沈線+平行沈線・爪形文③にぶい褐7.5YR5/4Q繊維・石英ー黄白色粒 赤褐色粒

5 ①底径14.4cm② 0段多条縄文を羽状施文①明黄褐lOYR7/6C1繊維ー石英・赤褐色粒

98号住居跡 ①口径 (36.4cm)① 4単位の波状口縁か。平行沈線爪形文①にぶい黄桜10YR7/4④繊維ー石英・長石角閃石⑤図上復元。 15他

第482凶 2 ②波状口縁と思われる。平行沈iil・爪形文(l)f!;)7.5YR4/4Q繊維・結晶片岩・赤褐色粒 8 

P L 153 
3 ②波状日縁と思われる。平行沈線 爪形文③にぶい褐7.5YR5/4①繊維・結晶片宕・赤褐色粒

4 ② 0段多条縄文を羽状施文①にぶい黄!lt'10YR7/4Q繊維 黄白色粒・赤褐色粒

5 ②lit節縄文①にぶい黄HflOYR7/4④繊維 石英・赤褐色粒 46 

6 ②羽状縄文①にぶい黄褐10YR5/4Q繊維 石英・黄白色粒 赤褐色粒①外面に煤付着。 34 

100号住居跡 1 ⑦ LR縄文①筏7.5YR6/6C1繊維ー石英，チャート・黄白色粒赤褐色粧黒色粧 4 

第484図 2 ②波状口縁と思われる。平行沈線爪形文③褐7.5YR4/4U繊維・石英赤褐色粒黒色粒 37 

P L154 
3 ①粗雑な平行沈線l③にぶい黄褐10YR5/3①繊維・石英 角閃;白 黄白色粒

4 ②横位平行沈静、+波状線(l)a音褐10YR3/4Q繊維ー石英・長石 角閃石・黄白色粒

5 ②粗雑な平行沈線①Iこぶい貰褐10YR5/4(l繊維 石英 角閃石黄白色粒①外面に煤付着。波状口縁か。 14 

5 ⑦波状口縁部片。平行沈線。口縁端部に刻み目。①にぶい黄褐10YR5/4C1繊維・黄白色粒 ω 

7 ①波状口縁部片。予行沈線⑦にぶい黄褐10YR4/3④繊維・石英 赤褐色粧 49 

8 ②無節縄文(l)~青褐10YR3/3任繊維ー結品片岩粗砂粒石英黄白色粒 69他

101号住居跡 1 a::残存器高29.7cm 口径22.lcm 底径8.lcm②欠損するが口縁部に把手 2か所。 U縁部の担手聞に微隆起帯を弧状に配し、 3 

第486. 487図 口縁端部及び微隆起帯に沿って円形刺突文を 2 .71J巡らせる。刷部は沈線により V字状 .n状に[~:画し、区画内に証節縄

P L154' 155 文を施文する。①にぶい黄燈10YR7/3①粗砂粒 長石・右英 角閃b(i外而上半部に煤付着。内面下半は焦げる。

2 ①把手部分。口唇部から二又状に延び橋状郊に至る。内面側は逆 16J字状。①m7.5YR6/8①石英ー長石‘角閃石① 15 

橋状部に煤付着。

3 ①緩い波状日縁。口縁部無文j日ffにLR縄文③淡黄2.5Y8/4④{1英，角閃石 黄白色*:1 8 

4 ⑦口縁部無文で隆帯下に条紋l①にぶい黄検10YR7/4④黄白色粒 黒色粒 11 

5 ⑦斜{立 *.fIIUL:?尤線①lこぶし、黄符10YR6/3①石英 角閃石・黄白色粒

6 ②J尤線懸垂文十 LR縄文③にぶい黄符10YR6/4①石英 角 [l~)石ー黄日色粒CK 外而に煤付着。 1 

102号住居跡 1 ①口i科目~*い波状c )，~節 L 縄文①にぷい黄信10YR7/延繊維ー粗砂粒・石英 白色粒 45 
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西地区土器観察表 3

近構喬号/頁 番号 ①計測値②器形文様③色調④胎土G:備考 注言己

102号住居跡 2 ②平行沈続、①灰黄福10YR4/2①繊維・結品片岩・石英・黄白色粒 赤褐色粒

第488図 3 ⑦目占付文+縄文+平行沈貌①にぶい樟7.5YR6/4①繊維・石英 長石ー赤褐色粒

P L 155 
4 ①平行沈~~， .爪形文G燈7.5YR6/6④繊維粗砂粒石英・長石①波状口縁か。

5 ①底径8.1叩②上げ底。無節 L縄文①にぶい黄符IOYR7/4①繊維・黄白色粒 黒色粒 赤侶色粒①内面lこ焦げ。 42 

103号住居跡 1 ⑦無節R縄文①にぶい褐7.5YR5/3CD繊維粗砂粒・黄白色粒 黒色粒ー赤褐色粒 10 

者'489Dヌl 2 ②波状H縁部片。 0段多条縄文を羽状施文①灰褐7.5YR412Q:繊維・石英・黄白色粒 3.21 

P L 155 
3 ①波状口縁。平行沈iÍ'~~ 爪形文③にぶい褐7.5YR5/4Q:繊維・結晶片岩ー右英①補修孔あり。 14 

4 ②連続爪形文⑦灰黄褐10YR6/2①繊維ー石英‘黄白色粒

104号住居跡 1 ②無節R縄文①にぶい黄褐10YR5/3①繊*~ 黄白色粒・里色粒

第490図
2 ②平行沈材、①黒褐2.5Y3/1④繊維・石英角閃石黄白色粒P L156 

105号住居跡 ②緩やかな波状口縁。降線区両内に縄文①にぶい黄櫨10YR6/3①石英 黄白色粒ー角閃石

第491図 2 ②沈材、区画+縄文①にぶい黄招JlOYR7/3CD石英・黄白色粒 角閃石@jト面に煤付着。

P L 156 
3 ①底径13.4cm②器而の摩滅激しい①明黄褐10YR7/6CD石英 黄白色粒，角閃石

106号住居跡 G:緩やかな波状口縁。縄文+沈線+日縁部ヘラ先状工兵刺0c①にぶい褐7.5YR5/3①石英黄白色粒‘角閃石G:外面煤付着。 7 

第492図 2 ⑦ RL縄文+僚位縦位沈線+縄文麿消しCDi:霊7.5YR6/6④粗砂校石英黄白色粒角閃石

P L156 
3 ② rnJ字状区阿内に縄文①lこぶい黄f¥{IOYR7/ 4CD石英ー黄白色粒 角閃石 赤褐色粒 8 

4 ②口縁部下に指頭押圧のある隆帯①にぶい黄経10YR7/4①石英ー黄白色粒 角閃石 4 

5 ⑦無節縄文+隆帯・懸垂文①lこぶい黄燈10YR6/3④石英 黄白色粒・角閃石①外商煤付着。 6 

6 ①底径9.2cm①小さめの底部から胴部に向かつて大きく開く。 RL縄文十降線区画+縄文麿消し①浅黄2.5Y7/3④石英・ I 

黄白色粒角閃石

107号住居跡 1 第493図、 PL 156 ②RL縄文+隆線区画③浅黄償IOYR8/3③石英・貰白色粒ー角閃石

108号住居跡 a 緩い波状口縁。格 f目状に平行沈線③にぶい黄褐10YR5/4①繊維 石英 首白色粒ー角閃石①外面に煤付着。

第493図 2 ②平行沈線+爪形文①灰褐7.5YR412Q:繊維・石英黄白色粒

P L155 
3 ②平行沈線・爪形文①黄褐10YR5/8G.:繊維ー石英・長石ー角閃石・黄白色粒

109号住居跡 1 ⑦波i犬口縁。縄文十平行沈線 爪形文①にぶい褐7.5YR5/4①繊維粗砂粒・石英ー長石 11 

第494図 2 ①緩やかな波状口縁。mr，unL縄文と RL縄文を羽状施文G鐙7.5YR6/6Q:繊維結晶片岩 組砂粒①外面に煤付着。

P L156 
ο つ ②無節縄文(j)11吉灰黄2.5Y5/2G.:繊維 黄白色粒ー角閃石

110号住居跡 ①浅い沈線区画内に LR縄文①lこぶい褐7.5YR5/4①石英・黄白色粒ー角閃石①外而にj;¥t付着。 6 

第495図 2 G隆帯+縄文+ix線①にぷい黄按10YR712①石英黄白色粒角閃石 5 

P L 157 
3 ①縄文(撚糸文) +沈線区幽十縄文磁消し③にぶいお7.5YR7/4④石英 黄白色粒・角肉石 7 

111号住居跡 ①口径30.0cm②深鉢上半部。口縁部は渦巻状文と楕円形区画、区画内に前々段反撚縄文。胴郊は前々段反撚縄文施文後、 77 

第496図
ix，車l2条を内状に施す。③明黄侶10YR7/6④石英・黄白色粒 角閃石①外面に煤付着。

P L158 
2 CI器高25.5cm 口径20.2cm 底径7.6叩⑦高台の付く深鉢。 RL縄文①明褐7.5YR6/6①石英・黄白色粒 角閃石⑤外面上 埋

半に煤、内面下半に焦げ付着。

3 ②区画内に縄文①浅黄燈IOYR8/4④石英ー黄白色粒・角閃石 19 

4 ②大形の深鉢。隆線により敵手状文や懸垂文等を描く。 RL縄文③明黄褐10YR7/6CD石英・黄白色粒ー角閃石 11也

5 ①器高14.3cm.口径 03.6cm) ー底径7.8cm①高台の付く片日深鉢。粗雑に縄文施文①lこぶい黄信10YR7/4④石英・黄白 1も

色校角閃石赤褐色粒

6 CI器高21.6cm・口径32.4cm. 1.主任8.1cm①無文。 一部に整形時の条痕③浅黄径7.5YR8/3④石英 黄白色粒・角閃石 41也

112号住居跡 1 ②波状口縁部片。粗雑な平行沈線③lこぶい黄符10YR6/3CD，jl(維ー石英・長石 白色粒 28 

第498図 2 ②平行沈線。にぶい褐7.5YR5/3①繊維結品片岩・チヤ←ト 石英 91也

P L 158 
3 ②平行沈線爪形文①lこぶい褐7.5YR5/4①繊椎チャート 石英赤褐色粒 36 

4 ②羽状縄文③にぶい黄ilil0YR6/4①繊維 チャート・石英・赤褐色粒 黒色粒①外国に煤付着。 24 

113号住居跡 1 第499凶、 PL 158 ②破片内無文①灰黄褐10YR6/3①石英・黄白色杭 角閃石 I 

114号住居跡 I 第4991'1、PL 158 ②山形押形文C討を7.5YR7/6③石英・赤筒色粒，黒色粒 黄白色粒 4他
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酉地区土器観察表 4

遺構番号/頁 番号 ①計測値②器形文様①色調④胎土<3:備考 注記

114号住居跡 2 第499図、 PL 158 ②彼片内鑑文①にぶい赤褐5YR4/3④結晶片岩 石英①撚糸文系土器と恩われる。 I 

115号住居跡、 1 ①底径11.0cm①垂下する隆線開に無節縄文帯と鉦文帝を交互 3単位に配置①にぶい黄栓10YR7/3①石英黄白色粒角閃石 2 

第500・501図 2 ①器首:i29.7cm'口径 (24.4cm) ー底径6.5叩②~;flÏ位条線①にぶい校7.5YR7/4④石英ー黄白色粒 角閃石G'外面日縁部に煤。 l 

P L 157 
3 ②緩い波状口縁。楕円形区画I人jに単節縄文a:褐7.5YR4/3④石英ー黄白色粒ー角閃石①外面に煤付着。 3 

4 G:隆線下に縄文①にぶい黄燈10YR6/40粗砂粒 石英 黄白色粒・角閃石 30 

5 ②口縁部に粘土紐を惰円形状に貼り付け、頂部に円形刺突、左右に短沈線①浅黄2.5Y7/4④石英ー黄白色粒 角閃石 8 

116号住居跡 1 ②波状1-1縁部片。平行沈線ー爪形文(j)A古灰黄2.5Y5/2①繊維 白色針 tk1'立・石英粗砂粧⑤白色針状粒の含有顕著。 114 

第502図 2 ⑦波状日縁と思われる。平行沈ií，~ .爪形文①にぶい黄控10YR6/4Ci.:繊維ー石英ー黄白色粒 4 

P L 157 
3 ①口縁部緩やかな波状。平行沈線a符7.5YR7必①繊維ー石英・黄白色粒 赤褐色粒 黒色粒 27 

4 ②平行沈線・爪形文①明赤褐5YR5/60繊維・石英黄白色粒

5 ②無節縄文を羽状施文①明褐7.5YR5/6①繊維・石英ー長石・赤褐色粒~外面に煤付着。

5 ①底径7.4cm②上げ底。無節縄文を粗雑に施文③明褐7.5YR5/6G:繊維・右一英 黄白色粒・黒色粒①内面に焦げ。 l' 47 

117号住居跡 1 ①平行沈線③にぶい黄燈10YR6/4①繊維石英黄白色粒赤褐色位 2他

第504図 2 ②無節L縄文①にぶい黄澄10YR7/3Ci.:繊維・石英 黄白色粒・黒色粒⑤外面に煤付着。 3 

P L158 
3 ①器高2.1cm 口筏 (2.9cm) 底径1.8cm②手足土器③にぶい黄褐10YR5/3①石英黄白色粒 角閃石

475号土坑 1 第509図、 PL159 G:平行沈線文様①明亦褐5YR5/6①金雲母 石英・赤褐色粒 1 

476号二I坑 1 ⑦隆帯下に縦佼条線①にぶい黄桜10YR6/40石英黄白色校 角閃石 10 

i:[0509図 2 ②縦位条線①灰黄褐1OYR5/2④石英ー黄白色粒ー角閃石①外面に煤付着。 3 

P L159 
3 ②i尤線区画内に縄文①にぶい黄褐1OYR4々 ①石英 黄白色粒ー角閃石

477号土坑 1 第509図、 PL159 ②羽状縄文G燈5YR6/6CI繊維・粗砂粒ー石英・赤褐色粒①内面に焦げ。 2 

482号土坑 1 ①上側に把手が付くと思われる。口縁部に沿って隆帯+隆帝下に無節縄文+沈線+縄文麿消し③にぶい褐7.5YR5/4④ 6 

第一5091~1
石英・黄白色粒ー角閃石⑦外面に煤、内面に焦げ付着。

P L 159 2 (j)無節R縄文+V;J:I(沈線区画+縄文麿持'iL@{主7.5YR6/6④石英ー黄白色粒ー角閃石・赤褐色粒 12 

3 ②j尤線区画内に縄文①にぶい黄桜1OYR7/40石英 黄白色粒 角閃石 14 

4 ①底径5.3cm②深鉢に付く高台部。胴部下端に沈線が確認される①にぶい黄澄10YR7/4①石英・黄白色粒 角閃石 5 

483号土坑 1 ②羽状縄文③灰褐7.5YR4/延)繊維・七英 赤褐色粒

第510図 2 ②平行沈線①絞7.5YR7/6①繊維ー石英ー長石・チャート

P L159 
3 cl 縄文+組事110な平行沈線①にぶい黄櫨1OYR6/4CI繊維 結品片岩ー石英

484号土坑 1 ①装飾il':手部分。 JM部は左右楕円形状部に沈線と円形刺突文、口縁部は隆線に沿って円形刺突文。①にぶい赤褐 I 

第510図
5YR5/3①石英・黄白色粒・角閃石 赤伺色粒①外面に煤付着。

P L159 2 ①異形な口縁部。 ~$É位陸線沈線区画内に縄文③灰黄褐1OYR4/2④石英黄白色粒ー角閃石③外面に煤付着。 3 

3 ②降帯下に単節縄文①灰黄褐IOYR4/2①石英・黄白色粒・角閃石 4 

485号士坑 1 第510図、 PL159 ②破片内無文①にぶい椴7.5YR6/4①石英ー黄白色粒・角閃石 赤褐色粒 2 

486号土坑 1 G:隆帯ー縦位隆線+縄文①黒褐IOYR3/1①石英 黄白色粒ー角肉石・赤褐色粒G補修孔あり。外面に煤付着。 19 

第510図
①大形i菜鉢j十。縦位沈線区l函内に縄文帝と無文帯を交互配置G澄7.5YR6/6③石英・黄白色粒 角閃石ー赤褐色粒 l他P L159 2 

487号土坑 1 第511図、 PLI59 O，i，1位隆線区画内に縄文帝と無文帯を交互配置①浅黄2.5Yア7/3④石英・黄白色粒 角閃石①外面に煤付着。 I他

488号土坑 第511図、 PL 160 ②単節縄文+内;11{沈線①黒褐2.5Y3/l④石英ー黄白色粒・角閃石⑤外面に煤付着。

489号 1-坑 1 ①器I白'j17.5cm.口径13.6cm 底任6.l cm②刷部は丸みを持ち、頚 i~Þで括れた後lこ、口縁部lこ向かつて聞く。頚ms付近から

第511図 Ll縁部に僑状把手 3単位。把手!二端は渦巻きを恵:識した環状で、その内 2つには頂部に凹初、を施す。把子部分の内外商

P L160 は円形刺うと:・凹綻で加飾する。口縁部内面に綾を持つ。胴部は隆線を 2本単位で横位 J字状ー斜位などに胞L、降線

区画内に LR縄文を施文した後、縄文施文の周縁部に沈線を隆線に沿って施す。①浅賞投IOYR8/4④細砂粒 長石・石

英①器商丁寧に磨かれる。外面 k半部を中心に煤付着。

492号土坑 1 ②橋|犬把手。 l二部は環状(6字状)で橋状部は二又。橋状部~胴部に RL縄文。①灰黄2.5Y7/20石英 黄白色粒 角閃石 9 

第511・512凶 2 ②橋状把手。把子部分と刷部に単節縄文①にぶい黄援10YR6/4①粗砂粒 石英 黄内色粒ー角閃石ー赤褐色位 10 

P L 160 
①底径1O.7cm①残存高37.5cmの大形深鉢。沈線を 2本単位で垂下させるが下半までには及ばない。縄文帯と Jilt丈帝を交3 

互配置する。 地文は粗雑である ο ①lこぶい鐙7.5YR7/4①石英 黄白色牧 角閃石①内而ド干に焦げ。

604 



西地区土器観察表5

遺構番号/頁 番号 ①計測値⑦器形文様③色調①胎土G:備考 I主吉己

493号土坑 ①口径 (33.0cm)~降帝下に単節縄文①にぶい黄燈lOYR7/4④石英・黄白色粒・角閃石①外面に煤付着。 l 

第512図 2 ①口径 03.5cm)②口縁部内湾する。口縁部無文で、頚部から胴部に向かつての沈線あり。①にぶい褐7.5YR5/3@石 2' 25 

P L160 英黄白色粒角閃石G:外面に煤付着。 33 

3 ①口唇部内側に突出。撚糸文+it線文様G河月赤褐5YR5/6①石英・黄白色粒・角閃石 34 

4 ②口唇部内側に突出。撚糸文+沈線①にぶい黄棒10YR6/4①石英 黄白色粒・角閃石 9 

5 ②縄文+沈線+縦文磨消しQ)tこぶい黄澄10YR5/3①石英・黄白色粒 角閃石

6 ②縦位降線+無節縄文+蛇行沈線①lこぶい黄樟10YR7/3④石英・黄白色粒 角閃石 31 

7 ①*1，1位条線①にぶい黄桜10YR6/4④石英・黄白色;j!~ .角閃石 17 

494号土坑 l ~縄文+沈線、口縁古11に沿って円形刺突文①灰黄褐10YR4/2①石英ー黄白色粒・角閃石 3 

第513図
2 ②無節縄文①淡黄2.5Y8/4④粗砂粒石英黄白色粒・角閃石 5 P L 161 

495号土坑 1 ②縦位隆線+RL縄文①浅黄櫨lOYR8/3@石英 黄白色粒・角閃石 4 

第513図 2 ②沈線下に縦位条線③灰黄褐10YR4/2④石英・黄白色粒 角肉石・赤褐色粧

P L 161 
3 ②(沈線区画内に)刺突文G校7.5YR6/6@石英・黄白色粒ー角閃石 赤褐色粒

496号土坑 1 第513図、 PL161 ~隆市下に LR縄文③暗褐7.5YR3/4④石英ー黄白色粒 角閃石・赤褐色粒 6 

501号土坑 1 ~縦位陸線開に無節R縄文帯と無文帯を交互配置①淡黄2.5Y8/3④粗砂粒・石英ー黄白色粒 角閃石田赤褐色粒 8 

第513. 514図
2 ①底径 (9.2cm)②破片内無文で丁寧に磨かれる①にぶい黄検10YR6/4④石英・黄白色粒ー角閃石①内面に焦げ。 41也P L161 

502号土坑 1 第5141~ 、 P L161 ②無節縄文③黄褐10YR5/6①繊維石英 長石ー黄白色粒⑤内面に焦げ。 4 

504号土坑 ②平行沈線・爪形文①にぶい燈7.5YR6/4①i載維 石英・黄白色粒 黒色粒 I 

第514図
2 ② LR縄文①褐10YR4/6④繊維・石英・長石 黄白色粒・黒色粒⑤補修孔あり。外而に煤付着。 2 P L 161 

505号土坑 1 第514図、 PL161 ②羽状縄文(0段多条)①鐙5YR6/6<I繊維ー石英・長石'黒色粒 赤褐色粒①内面に焦げ。 I 

509号土坑 1 ①胴部から隆帝にかけて橋状把手が 2単位付けられるものと想定される。隆帯 F側及び把手部分に鉦節縄文。隆帯上側 1 

第514lil
は無文。①にぶい黄麓10YR7/4①石英・黄白色粒 角閃石⑦胴部最大径推定40.0明。内面に焦げ顕著。図上復元。

P L162 
②RL縄文+縦位沈総lCll1'音5YR61ら④石英 武白色粒ー長石 角閃石・赤褐色粒ヲμ 4 

510号土坑 ②十黄位平行沈線①にぶい黄掻lOYR6/4①繊維 石英 長石・黄白色粒

第514図
2 ②羽状縄文①にぶい黄検10YR7川④繊維黄白色粒赤褐色粒①外面に煤付着。 2 P L162 

511号土坑 1 第515図、 PL 162 ①口径 (36.0cm)②隆借+縦位隆線+隆線開に無節縄文帯と無文帯を交互配置①明黄褐lOYR6/6① 7・13

黄白色粒 角閃石赤褐色粒①縄文は隆線上にまで及ぶ。 . 24他

514号土坑 1 第515図、 PL162 a*f，1位|を線+粗雑な縄文①樟7.5YR6/6④石英・黄白色粒 角閃石 赤褐色粒

515号土坑 1 第515図、 PL162 ②平行沈線 爪形文①にぶい黄樫lOYR6/3G:繊維・石英

518号土坑 1 第5151ヌ]、 PL162 ②縄文+沈線区岡+縄文麿消し①灰褐5YR4/2①石英黄白色粒・角閃石 赤褐色粒G:外面に煤付着。 1 

520号土坑 1 第515図、 PL162 ①平行沈線，爪形文①にぶい黄褐10YR4/3G:繊維 石英ー黄白色粒・赤褐色粒 2 

524号土坑 1 第515図、 PL162 ②高台の付く底部片。破片内無文③にぶい樫7.5YR6/4@石英ー長石①石英の含有量多い。

525号土坑 ②平行沈線・爪形文①にぶい黄櫨10YR6/4G:繊維 粗砂粒ー石英ーチャート

第515図
2 ②付加条縄文を羽状施文①控7.5YR7/6G:繊維 石英・赤褐色粒ー黒色粒 3 P L162 

528号土坑 ②隆線区画+縄文+区画周縁部の縄文をナテY肖す、口縁部トーに円材、①浅黄符10YR8/3①石英，黄白色粒 角閃石 27 

第516図 2 ②口縁部に向かつて内湾。単節縄文+沈紙、区画+縄文麿消し①にぶい黄褐10YR5々 ①石英黄白色粒角閃石G外面に煤。 67 

P L 163 
3 ②隆;~日+蛇行隆線+隆帯下側に単節縄文と 0 段多条縄文①にぶい黄褐10YR5/3①石英 黄白色粒・角閃石ー赤褐色粒 59 

4 ②口縁詰15無文、沈線下側に LR縄文①にぶい燈7.5YR6/4①石英・武白色粒ー角肉石ー赤褐色1立G外面に煤付着。 29 

5 ~横位沈線|ご側に縦位条線①にぶい澄7.5YR6/4①石英 黄白色粒・角閃石・赤褐色粒 6 

6 ①口径 07.6cm)①頭部で括れ口縁部に向かつて開く。口唇部内側に突出。器商荒れるが、縄文施文後に沈線区画を施 31・

し、縄文を麿消すものと思われる。①浅黄樟10YR8/4①石英・黄白色村戸 角閃石⑤外面に煤付着。 32 

7 ①底径 (8.4cm)②破片内無文①浅黄2.5Y7/4①石英・黄白色粒・赤褐色粒⑤内面に焦げ。 72 

8 ①底径7.8cm②縦位沈線あるが干端までには及ばない①にぶい賞澄10YR7/4①石英ー黄白色粒・角閃石①内面に焦げ。 60 

531号土坑 1 ①隆布下に無節縄文+沈線、+縄文麿消し③にぶい褐7.5YR5/3①黄白色粒・赤褐色杭@外面に煤付着。 5' 13 

第516・517凶
? ①隆帯 Fに無節縄文①にぶい位7.5YR6/4①黄白色粒 赤褐色粒 6・10P L163 
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西地区土器観察表 6

①計測値⑦器形 文様①色調④胎土⑤備考

第517図、 PL 163 ②~'，í;É位条線+蛇行垂下する沈線G:燈5YR6/6①粗砂粒石英ー黄白色粒角閃石

②単節縄文を短い単位で方向を変えて施文①灰黄褐10YR4/20石英ー黄白色粒 角閃石①器面荒れる。

CDM，!位条線G褐7.5YR4/3①石英 黄白色粒・角閃石

遺構外土器観察表 1 (第519~525図、 P L 164~ 167) 

番号 グリット ①計測値⑦器形 文様 G色調 ①胎土②布考

1 B e 15 ①撚糸文RCDにぶい褐7.5YR5/4C[結晶片岩・石英

2 B d 14 ①撚糸文R①にぶい松5YR6/4U結品片岩・石英ー赤褐色粒

3 B d 14 ②撚糸文原体の引きずり①にぷい経5YR6/4④結晶片宥 石英赤褐色粒

4 D h55 cl撚糸文L①にぶい鐙7.5YR6/4Q:結品片岩・石英・長石 黒色料:

5 D h55 位撚糸文L①にぶい黄澄10YR6/4①石英・黄白色粒 灰白色粒・黒色粒・赤褐色校

6 B e 13 ⑦111形押型文G澄7.5YR6/6CD結晶片岩・石英ー長石 黄白色粒ー赤褐色粒

7 B d 14 ②山形押型文G校7.5YR6/6①結品片岩ー石英 長石・角閃石黄白色粒赤褐色粧

8 ②L)J形押型文(2燈7.5YR6/6Q:結品片岩 石英・長石・角閃石ー黄白色粒・赤褐色粒

9 E c 59 ①組紐文①にぶい1ft褐10YR5/3CI繊維・石英 黄白色粒⑦外面に煤付着。

10 E a 51 CDRL縄文+'-1，科目にコンパス文 3列①lこぶい黄燈10YR7/3④繊維 石英ーチャー卜・黄白色粒 黒色粒・赤褐色粒

11 ⑦波状口縁。頚部上側は平行沈"'~ 爪形文を菱形状施文、胸部は中節縄文を羽状純文①にぶい黄綬10YR6/4CD，時*ffi 石英 角閃石

12 E e 57 ⑦波状円縁部片 c 波頂部下に焼I，)Z前穿孔。櫛 l羽状工具による条~:fJlと刺突文①lこぶい黄褐10YR5/3④繊維 石英ー黄白色粒

13 ①器高17.7cm 口径 05.0叩) 底径8.7叩①無節縄文①lこふ、い燈7.5YR6/4①繊維 黄白色粒・黒色粒⑤外面上半に煤付着。

14 ②口唇部に三角形小突起。 LR縄文十日縁部にコンパス文①にぶい褐7.5YR6/3④繊維・石英 長石ー黄白色粒

15 E c 58 . 59 ①緩やかな波状口縁。波m部 Fに焼成前穿孔。波頂間口唇部に三角形小突起。単節縄文後、平行沈線ー爪形文を口縁部に沿って施

文L、その ICは同じく肋骨文状に施文o CDi註7.5YR6/6CD繊維・右英 黄白色杭・赤褐色柁〈E外面に煤付着。

16 Be11 ①"lJ点刺突文、 i:t線①灰黄1<sl0YR4!2④繊維ー石英 チャー卜・赤褐色粒

17 Bf11 ②$>lJ点刺突文、沈最RCDにぶい黄控10YR6/3①繊維石英・黄白色粒赤禍色粒

18 B e 11 <b櫛歯状工具刺突文、平行沈線ー爪形文①にぶい鐙7.5YR7/4①繊維'石英・黄白色粒 赤褐色粒

19 B d 14 ①無節縄文+平行沈線文様①!反黄褐10YR5/2(i:繊維 石英ー灰白色粒

20 B g 15 o櫛歯状て具コンパス文+平行沈線①にぶい黄澄10YR6/3④繊維 石英ー黄白色粒①外面に煤付着。

21 E e 57 c::櫛l布状工具による五葉状文+刺突文+円形竹管文①にぶい亦褐5YR4/3①繊維 石英ー黄白色粒

22 E c 58 ①μ{壬28.9cm②複節RLR縄文⑦にぶい黄1(i'10YR7/4①結品片岩・石英・赤褐色粒

23 E f 54 ②波状口縁部片。波底部に三角形小突起。平行沈線ー爪形文による入り組文様。①にぶい黄控lOYR6/4①石英・黄白色粒 角肉石

24 D g54 ②浅い予行沈線による木葉状文①にぶい符7.5YR6/4④石英・ !N白色粒 角閃石

25 D h54 <b付加条縄文①にぶい澄7.5YR6/4③石英ー黄白色粒・赤褐色粒

26 E f 54 ⑦ 0段多条RL縄文+口縁部に平行沈線ー爪形文、胴部に円形竹信文①にぶい検7.5YR7/4CD石英・黄向色位 赤褐色粒

27 D g54 a撚糸文+口縁部に平行沈線 爪形文③にぶい黄程10YR7/4①石英・員白色粒 角閃石・赤褐色粒G外面に煤付着。

28 D i 51 ① RL 縄文+平行沈線・爪形文による木葉状文+区画外の縄文麿消し①時灰黄2.5Y5!2①石英・黄白色粒 赤褐色粒

29 E c 58 ② RL 縄文+平行沈線ー爪形文による入り組文様+区画外の縄文麿消し①にぶい黄燈10YR6/3①微砂粒 石英・貨白色粒 角閃石

30 E e 56 a:縄文+平行沈i号、 爪形文による入り組文様+区画外の縄文麿消し+円形竹管文①にぶい燈7.5YR6/4①結品片岩・石英 黄白色粒

31 E e 53 ①、F行沈線十コンパス文①にぶい黄{Rl0YR6/4④石英・灰白色粒ー赤褐色粒・黒色村

32 E b55 ①綱縄文+櫛歯状工具木葉状文+円形竹管文③にぶい褐7.5YR5/4①石英・長七[・黄白色粒

33 D h54 ①底径 (8.2cm) ①平行沈静、による木来状文+円形竹t~: 文①にぶい黄鐙10YR7/3①石英 黄白色粒・黒色粒

34 D j 52 ②口縁部内湾。縄文+平行i:t線文様①浅黄燈10YR8/4①石英 角閃石 貨白色粒①外国に煤付着。

35 E c 53 ①縄文+渦巻Iki手線文に斜{立の刻み目。隅部に耳状突起。口唇部は綱い粘土紐で加飾。①鐙7.5YR6/6iI結晶片岩・石英 角閃石

36 E e 56 o波状口縁部片。純文+平行沈線ー爪形文と斜位の刻み目。口唇部に貼付文と斜位の刻み目。G明亦褐5YR5/6①粗砂粒 石英 長石

37 E c 58 ②縄文+i封:JJt文に刻み日+円形竹管文①lこぶい褐7.5YR6/3④石英・黄白色粒 赤褐色粒
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遺構外土器観察表2

喬号 グ1)"ド ①計測(直 ⑦器形ー文相手 ①色調 ④胎土 ①備考

38 D j 51 ②獣面把手。縄文+浮線文に斜位の刻み目①lこぶし、黄桜10YR7/3CD石英・長石ー角r，:J石・貨白色粒

39 E c 56 ②獣面把手。縄文+浮線文に才村立の刻み目①にぶい黄按lOYR7/3④粗砂粒・石英ー角閃石ー黄白色粒

40 E c 54 ⑦獣而把手。浮線文に斜位の刻み目⑦浅黄2.5Y8/4①石英ー長石・黒色校 赤褐色粒ー黄白色粒

41 E e 59 ②集合沈線+ボタン状貼付文、口縁部に凹凸文①灰1'11褐10YR4/1①石英 角閃石 貨白色続赤褐色粒

42 D i 51 ②集合沈線+耳状 円形貼付文、口縁部に凹凸文③にぶい燈7.5YR6/4①粗砂校ー石英・角閃石ー灰褐色粒ー赤褐色粒G:外国煤付着。

43 ②縦位績{立弧状等の平行沈線①にぶい黄櫨10YR7/3④石英・黄白色粒角閃石赤褐色粧

44 ①集合沈線十耳状 (C字状)!泊付文に半裁竹管状工具先端の車IJ突①にぶい黄桜10YR7/4①粗砂粒・石英ー長石・赤絹色粒

45 E d54 ①口径 (5.6cm)②ミニチュア土器。破片内無文。焼成前穿孔、破片内に 2。①浅黄2.5Y7/3①粗砂粒 石英 角]¥:J石①図上復元。

46 E d57 ②ミニチュア土器片。平行沈線 爪形文 円形竹管文①灰貨褐10YR5/2①石英ー長石ー黒色粒 赤褐色位①図上復元O

47 E f 54 ⑦ミニチュア土器片。口縁部に格子臼状平行沈線、胴古]5に爪形文①浅黄桜10YR8/4①石英ー角閃石ー黄白色粒・赤褐色粒

48 D j 51 ①ミニチュア土器片。 縁孔あり。胴部全体に沈線文様①にぶい黄控10YR7/30G石英・角閃石 黄白色粒 赤褐色粒

49 E c 58 ②口縁部下に隆帯。幅広で浅い爪形文を密に施文。口唇部に刻み日G褐灰10YR4/1④石英 長石ー赤褐色;j!iI:

50 E e 57 ②幅広で浅い爪形文を密に施文o 口唇部に刻み目①灰黄褐10YR412①石英・長石①外面に煤付着。

51 E e 56 ①波状口縁部片。幅広で浅い爪形文を訟に施文。口唇部に刻み目①にぶい黄信10YR6/4④粗砂粒・石英 長石

52 E c 58 ⑦波状口縁部片。 j皮Tii部下を除き口縁部凹む。羽状縄文+n状沈線+縄文麿消し①にぶい黄樟10YR7/4①石英 黒色粒 赤褐色粒

53 E a 54 ②波状口縁部片。幅広で浅い爪形文を密に焔文。内而口縁部に刻み目①灰黄褐10YR4/2④石英 長石 チヤ←ト

54 D j 51 ② (R L)縄文①灰黄褐lOYR4/2④石英長石 黒色粒⑤外面に煤付着。

55 D i 54 ⑦条痕{査に複節縄文(:j)A昔灰黄2.5Y5/2④石英ー長石・黄白色粒

56 ②破片 Ic側に稜を持ち、稜の上側に倍子白状沈線①にぶい黄信10YR6/3①石英 黄白色粒①内面の指頭圧痕顕著。内面 F側に焦げ。

57 D h49 ⑦ 0 段多条縄文を~~状施文。口唇部に刻み目。 暗灰黄2.5Y5/2①石英ー黄白色粒③外商に煤付着。

58 E e 57 ⑦ヘラ先状工具による連続刺突文①黄灰2.5Y4/1①石英ー長石 黄白色粒

59 E e 56 a幅広で浅い爪形文を密に施文十ヘラ先刺突①にぶい賞25Y6/3④石英・長石ー黄白色粒⑤内面と外面のへラ先刺突範囲に赤彩。

60 位)幅広の爪形文を密に1iill文①灰黄2.5Y6/2①石英 長石・黄白色杭

61 ②円形竹管文③黄灰2.5Y4/1①粗砂粧・石英ー黄白色粒

62 E b51 ②工具不明の連続刺突文①黄灰2.5Y5/1②石英 長石・黄白色粒

63 ①器高(l4.2cm) ー口径(13.6叩) ー底径 (68cm)①集合沈線、口縁部に三角形印刻文①にぶい位7.5YR6/40石英・黄白色粒ー黒色

粒①内面の色調は全体が黒褐10YR3/1c悶上復元。

64 E a 59 a横f立 渦巻状等の平行沈線+三角形印刻文①にぶい燈7.5YR6/4④結品片岩 石英

65 E d53 ⑦i症状口縁部片。結節i手線文①lこぶい黄投10YR7/2①石英・角閃石 黄白色粒 赤褐色粒

66 E b55 ②口唇部内側に凹線 1条巡る。沈線+短i尤線+三角形印刻文①にぶい黄樟10YR6/4①金雲母・ t[砂粒 石英・長石 角閃石

67 ②口縁部内面に稜。口縁部上側に装飾突起があり、内外面に沈線で渦巻文、周縁部に刻み目、側面に押引文。口唇部に刻み目。胴

部は刻み目のある隆帯下に渦巻文を貼り付け、横{立沈線の後、交正刺突を加える。①にぶい黄褐lOYR5/3G金雲母 石英

68 D i 56 ⑦口縁部内面に稜。波頂部下に未貰通孔。口唇部に刻み目。口縁部に綬沈線。刻み目のある隆帝下に貼付文ー沈線・短沈線後に交

互刺突文。⑦にぶい黄桜10YR6/3①金雲母石英長手1

69 E b55 ②内面口縁音]1に稜c!:黄{立沈線(一部に結節あり) +口縁部及び憤位沈紋1聞にi目立短沈線(一部に~?:]位の沈線) +口縁部下の一部に

交互刺突文と括れ部に三角形印刻文G控5YR6/6①金雲l手ー石英・角閃石

70 E c 55 ①仁l縁部内側R~厚。口容部に刻み目。横{立沈線+日縁部に短沈線、+交正利突文①にぶいiln.5YR7/4①石英 長石・角閃石ー赤褐色粒

71 E f 55 ②円縁部外側に折り返すっ口唇部に 1主主:JC爪形文。機f，):平行沈線問に斜格子状沈線。③lこぶい検7.5YR6/4①石英・泣白色粒 frJ閃石

72 E d55 a 縄文+I~I縁部に斜 i立(一部斜格子状)沈線十干行沈線|正画③lこぶい褐7.5YR5/3④金雲 J:j: .石英・赤褐色紋

73 E b55 ②口惇部に刻み H。口縁音]5に横位干行沈線。縦位結節沈線+、F行沈線区画+結節文③黒褐10YR3/1①石英ー黄白色粒 白色針状粒

74 E c 55 ⑦口縁部「コ」状貼付文に短沈線、その下に竹信;IJ(工具連続刺突文①にぶい燈7.5YR6/4①金雲母 石英 角閃石

75 D 1154 ⑦口縁部に1尚歯状工具による扶りを述続させる。①晶、7.5YR6/6①金雲母・石英 角閃石

76 D i 57 CVl!別立j:U'Il+交互刺突(短沈級)を加えクランク状の文慌を摘出、連続刺突文③にぶい佼7.5YR6/4①金雲母 石英 角閃石

11 E b57 ⑦日紋部上端に縄文、その下に 1)(J状の貼付文、隆却下に有節沈料、①にぶい泣鐙10YR6/4①砂際 石英・長石 角閃石

78 E d53 ①渦巻状沈線l司に飾的状l具による連続刺突丈(:Dにぶい褐7.5YR5!30石英 首白色紋 角|均七i⑦補修孔あり。
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遺構外土器観察表 3

番号 グリッド ①計測{直 ②器形・文様 ①色調 ④胎土 ①備考

79 B f 15 ①器高28.8cm 口径 (31.6cm) .底径7.2叩②口縁部下に凹線 1条めぐり、その下から胴部下半にかけて弧状・斜位等の沈線を粗雑に

連続させる。①掻7.5YR6必①石英・黄白色粒 角閃石 赤褐色粒①外面一部に煤付着。

80 E d 54 ①庭径(11.8cm)ci残存高約58cmの大形深鉢。欠指するがt側に渦巻文。胴部は沈線懸垂文と u.n状沈線医画内に単節縄文。③に

ぶい黄経10YR7/4④石英黄白色粒角閃石赤褐色粒⑦内面は丁寧な磨き。

81 D i 55 ②口縁部下に凹線 1条巡り、その下にF主将、による楕円形区画を施し区画内に RL縄文。胴部は縄文後に沈線を 2条単位で垂下させ

沈線開の縄文を磨消す。③にぶいi別荘lOYR7/4④石英ー黄白色粒ー角閃石 赤褐色粒

82 E c 58 ①口径28.4cm②沈線をIci，[位に連続させる①にぶい黄澄lOYR7/3①石英・黄白色粒ー角閃石①胸部の上側のみ逆位で出土 (PL47)。

83 ② 2 条単位の沈線懸垂文+弧状沈1況を縦位に連続させる。 CDí~黄燈10YR8/4①黄白色粒ー角閃石・赤褐色粒

84 Bfll a橋状把手。把手周縁部に縄文。胴部は縄文+n状沈線区画+区画外の縄文磨消し①lこぶい黄櫨10YR7/4①石:9l:・黄白色粒 角WJ石

85 Bell ②幅広の低い隆帝。口縁部に太目の~:i!Ë位交互短沈線①にぶい黄校lOYR7/3CD石英ー黄白色粒 角閃石・赤褐色粒

86 B f 11 ①緩やかな波状口縁。縄文+渦巻状に沈線+縄文磨消し③浅黄燈10YR8/4④石英・黄白色粒 角肉石

87 Bell ②縄文+沈線+縄文麿消し③にぶい賞燈10YR7/4④石英 黄白色粒・角閃石ー赤褐色粒

88 Bell ②緩やかな波状口縁。口縁奇11に小さな僑状把手。口縁部に沈線 I条を巡らせ、その上下に刺突を加える。胴部は口縁部との境に稜

を持ち、 RL縄文後に沈線区画。③にぶい黄怪10YR6/3③石英・黄白色校・角閃石

89 B d 13 ⑦緩やかな波状口縁。 2条の隆帯問に交互円形刺突文。隆帯下に単節縄文。①lこぶい黄桂10YR6/3④石英・黄白色粒・角IJeJ石

90 B e 14 ① 18 Jの字状粘土紐を二つに折り曲げたような装飾把手。把手部分外面から胴部に単節縄文。①にぶい黄撹10YR7/4④石英・賞

白色粒 角閃石・品、褐色粒G:外国に煤付着。

91 E b54 ⑦沈線連弧文①にぶい黄樫10YR6/3④石英 黄白色粒・角閃石・赤褐色粒

92 ②椅円形状の装飾把手部分外面から胴部に無節縄文。隆線に沿って円形刺笑文。①lこぶい黄燈1OYR7/4①石英・黄白色粧 角閃石

93 ②RL縄文+ 状沈線区画+1><:画外の縄文麿消し③にぷい黄濫10YR7/4①石英 黄白色粒目角閃石

94 B g 15 ①波羽口縁部片。波頂部は楕円形部分に沈線と円形刺突文で加飾。口縁部に円形刺突文を巡らせる。 胸部は沈線区画内に縄文。①

にぶい黄櫨10YR7/4①石英黄白色粒 角閃石①外面に煤付着。

95 B e 14 ①波状口縁部片。波頂部下に 18Jの字jJ粘土紐を貼付け、沈線を加える。内面の波J良部下に未貫通孔あり。①にぶい賞筏

10YR7/4①石英長石・角 Ij~J石ー赤褐色粒

96 B g 15 ②装飾把手。内外面及び側而部に 18Jの字J犬隆線。外面は隆線 tに無節縄文。①にぶい黄澄10YR7/3④石英・黄白色粒 角閃石

97 B g 14 ①(  ] )状沈線区画内に縄文①灰黄褐10YR6々 ①石英・黄白色粒 長石・角肉石

98 B f 13 ②(  ] )状沈線区画①にぶい黄澄10YR7/4④石英・黄白色粒=角閃石ー赤褐色粒

99 E b53 a弧状・横(立沈線lズ画内に LR細縄文G暗灰賞2.5Y512④結品片岩ー石英・長;白①外商に煤付着。

100 ②沈線区画内に縄文①黒褐2.5Y3/2G::石英・黄白色粒 角閃石

101 ci把手上部側面方向に貫通孔 1、頂部・内外面に未貫通孔 3c 頂部からの両側面部に未貫通孔 2ずつ。胴音11は波頂部下に貫通孔 1、

沈線、沈線区画内に無節縄文。内而口縁部下に沈線 2条。器面丁寧に磨かれる。①にぶい樟7.5YR7/4④石英 長石・赤褐色位

102 ⑦口縁部 nこ粗雑な刺突のある低い隆帯。内而口縁部に沈線 2条。①lこぶい黄褐lOYR4/3④石英・黄白色粒・角閃石

103 E d 53 ①長さ6.4cm.最大幅3.4cm.中央部幅2.2叩ー厚さ0.9cm 重さ22.9g②平面分銅形状の土製品。板状楕円形の両側面中央部にへラ状工

具による焼成前の扶り。全体をナデ。線刻ー貼付け等の意匠はみられなし」①浅黄2.5Y7々 ①黄白色粒 角閃石③初期土偶かc

104 B e 14 ②土製品。形状は四角柱状もしくは三角柱状と推定される。周縁部に円形刺突文列を配する。①灰黄褐10YR6/2④石英 黄白色

粒角肉石⑤土偶の部か。

105 D h54 ②土製品。 端部は扇状で円形小孔 3が貫通。①にぶい黄燈10YR7/3④石英・黄白色粒・角閃石・赤褐色粒G)fR状土偶の腕の部分か。

106 E d55 ①径 3.1x 3.3cm⑦土製円板。土器再利用。側面部を研磨する。①黒褐10YR3/1④金雲!手・石英 長石

107 B f 14 cl残存長2.8cm・頭部径1.5cm②石棒状の土製品。全体をナデ。③明黄褐10YR7/6②石英・白色粒 角閃石・赤褐色粒

奈良・平安時代、中・近世遺構外出土遺物観察表明531図、 PL 170) 

且官了口ヲ グリッド ~:f fjJ[ 特 徴 色 調 1台 土 備 考

1 須 恵 器 斐 外面、擬格子状の叩き。内面、同心円文。 黒5Y21] 石英・長石

2 B d 14 須恵器蓋 天井部は小さめてい環状摘みが付けられる。 灰黄2.5Y7/2 微砂粒白色校黒色粒 内面に白然c!iIiと灰かぶり。

3 B d 14 陶器括鉢 内面に 8条単位の卸日あり。 に~し吋金7.5YR6/4 組砂粒石英・長石 内面に一部自扶柚あり c

4 古銭 寛永通宝。

5 11i銭 寛永通宝o
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第 6章行田大道北遺跡出土の暁泊玉について

中村祥子(園亭院大準大学院)

第4章第 2節にあるように、行田大道北遺跡の縄文時代前期に属する住居跡から、琉王自製玉が出土してい

る(第346図)。群馬県内の縄文時代遺跡からの琉泊製品の出土例は、管見の限り本例が初めてであり、琉泊

製品の流通全体を考える上で重要な資料であるといえる。

琉拍とは樹木樹脂の化石で、普通赤褐色や飴色に近い黄色を呈する。縄文時代は前期後半から玉の素材と

して利用が始まり、中期後半が最も多い。筆者が確認した限りでは、琉王白製品が確認された縄文時代遺跡は

全国に80か所存在している。八幡一郎、野口義麿を始め、寺村光晴、北海道については松下豆、東北地方は

佐々木清丈、福田友之諸氏による成果があり、また室賀照子氏を中心とした科学的に産地を導く方法の研究

も一定の成果を上げている。以下、本遺跡より出土した琉拍玉の意義について考察を行いたいと思う。

琉王自は軟質で砕けやすいという性質上、穿孔途中に破損するものも多い。本遺跡の資料は、表面が丁寧に

整形されているため、製作時に破損したものとは考えにくく、使用時に破損した可能性が高い。縦穿孔と横

穿孔が同じ工具によったかどうかは確認できない。琉拍の産出地は千葉県銚子市に確認されており、銚子市

粟島台遺跡において中期の琉泊玉未製品が多数検出され、ここが琉拍流通の発信地と考えられる。他に東京

都八王子市にも少量確認されているが、利用の可能性は明らかではない。

本遺跡の玉は、他の琉王白玉と比較して長軸が長く、縦方向に穿孔されているという特徴がある。前期に比

定される琉拍玉のうち最も定型的な形状をなしており、これに似た形態のものは他に例を見ない。大きさの

時期的傾向は、大まかにいって、前期から後期後半にはやや大形のものが存在し、後期後半以降には大形の

ものは少なくなるようである。基本的には大形のものは、原産地近くに集中するようである。

関東地方における琉泊出土遺跡を概観すると、千葉県内に集中しており、時期も縄文時代中期に属するも

のが多い(表34)。こうした中で、分布の傾向を見ると、前期に属する資料は、総点数の割には関東一円に広

がる傾向がある。縄文時代前期には、琉泊もこうした流通システムにのって各地に運ばれたのかも知れない。

本稿は平成 8年度園撃院大皐卒業論文の一部を手直ししたものである。ご指導賜った小林達雄先生をはじ

め、資料見学等でお世話になった方々に深く感謝する次第です。なお、紙面の都合上、参考文献の一部を略

したことをお断りしておきます。

表34 関東周辺地域の縄文時代琉泊出土遺跡数

群馬 栃木 富山 長野 山梨 埼玉 東京 神奈川

前 期 1 

中期 2 6 3 8 1 

後晩期 1 1 1 

引用・参考文献 寺村光晴「日本先史時代の琉泊」学部創設35周年記念論文集，和洋次子大学 1985 

『千葉県文化財センター研究紀要13 生産遺跡、の研究 2 玉 j 1992 

五味・野fcr研究紀要10 山梨県立博物館・山梨県埋蔵文化財センターj1994 

福田友之「本州北端の琉泊Jr青森県立郷土館調査研究年報 19号l1995 
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第 7章まとめ

第 1節遺跡の変遷(東地区)

行田大道北遺跡東地区からは、縄文時代前期関山式期から中期加曽利E式期にかけての遺構・遺物が検出

されている。ここでは、おおまかに 6期区分して遺構・遺物を概括し、遺跡の変遷を追うことにする。

1期(縄文時代前期関山式期及び黒浜・有尾式期)の遺構と遺物

住居跡30軒、土坑71基を本期と判断した。住居跡は関山 E式期 2軒 (39号・ 41号住居跡)、黒浜・有尾式

期28軒(1号.2号・ 18号.31号 .33号・ 34号 .37号 .40号・ 44号・ 46号・ 54号 .56号・ 70号・ 71号・ 72

号・ 73号・ 74号・ 75号・ 76号・ 77号・ 78号・ 80号・ 84号・ 85号・ 86号・ 89号 .92号・ 95号)が該当し、黒

浜・有尾式期が本期の主体となるものである。

黒浜・有尾式期の住居跡分布をみると、 44号・ 56号・ 46号住居跡や74号・ 77号・ 89号住居跡などのように、

長軸方向をほぼ同じくする住居跡が 3軒前後のまとまりを持っている状態がうかがえる。前者は縦列するよ

うな状態にある。安中市・中野谷松原遺跡 1)では当該期の住居跡が「列状集落J形態を呈していることが明

らかにされている。住居跡の平面形は、隅丸方形・(隅丸)長方形・隅丸台形などがある。隅丸台形とした

もののほとんどは「長台形Jとされるもので、黒浜・有尾式期に特有の形態との指摘がある 2)。

黒i兵・有尾式期の住居跡は著しい重複・拡張のため、柱穴構成を明確に把握できないものも多かったが、

おおむね 4基もしくは 6基主柱穴とみられ、 6基主柱穴のものは 3基ずつが並列するものと想定される。ま

た、本期住居跡の多くには壁周溝から対の状態で溝状の掘り込みが認められた。同様の掘り込みは、月夜

町・三後沢遺跡の当該期住居跡などでも確認されるが、同遺跡のものは間仕切り溝と判断されている 3)。本

遺跡では、当該期住居跡にほぼ通有の形態としてこれらの掘り込みが認められていることに加え、南東側も

しくは東側に掘り込みがみられること・掘り込み聞の幅などの位置的・規模的な観点から、本書では出入り

口部と想定した。

第533図に主要な土器を集成した。黒j兵・有尾式期の古相から新しい段階の土器がみられるが、波状口縁

は4単位とみられ、安中市・清水 I遺跡<1)で検出されたような 2単位波状口縁の土器は確認できなかった。

2期(縄文時代前期諸磯a式期)の遺構と遺物

住居跡37軒、土坑65基を本期と判断した。住居跡は前期黒i兵~諸磯 a式期と想定した22軒(14号 .20号・

22号・ 24号 .26号・ 27号・ 32号・ 36号 .45号・ 47号 .52号・ 53号 .57号・ 58号 .60号・ 61号 .63号・ 67号・

79号・ 81号 .88号・ 90号住居跡)、諸磯a式期と想定した15軒(3号・ 12号 .13号・ 21号 .29号・ 43号・ 48号・

49号 .59号 .64号 .69号 .82号 .87号 .93号・ 94号住居跡)が該当する。

遺構の分布状態は 1期に類似するものの、住居跡がやや小規模化するようである。

第534図に主要な土器を集成した。 59号住居跡からは、 4単位波状と想定される深鉢とともにコップ形の

土器が出土している。また、本期から北白川下層式系の土器(第540図)が散見されるようになる。

3期(縄文時代前期諸磯b式期)の遺構と遺物

住居跡 4軒、土坑29基、掘立柱建物跡 1棟を本期と判断した。住居跡は前期諸磯 a式~諸磯b式期と想定
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第540図 北白川下層式系の土器

した l軒 (68号住居跡)、諸磯b式期と想定した 3軒 (35号 .66号 .83号住居跡)のみであり、 1 . 2期に

比べ遺構分布密度が極端に減少する傾向にある。ただ、 4期と想定した 4号住居跡からも諸磯 b式期の良好

な資料が得られている。 83号住居跡は平面隅丸方形であるが、他の住居跡、は形態を明確に把握できるものが

なく、柱穴構成等も不明である。

第535図に主要な土器を集成した。先述したように 4号住居跡からは当該期の土器が大量に出土している。

また、 83号住居跡からも大量の出土遺物がみられる。同住居跡からは北白川下層系土器も客体的にではある

が出土している。 83号住居跡14は中部高地に類例がみられ、鈴木徳雄は北白川下層式 諸磯式聞の“中部高

地交渉連鎖網"による類型的変化と捉えている5)。

このほか、 4号住居跡からは珪藻土製の小形石棒 2点が出土している。同様の石棒が前橋市・荒砥上ノ坊

遺跡の I区72号住居跡(諸磯b式期)からも出土しており 6)、本遺跡例も諸磯b式期の遺物と判断しておき

たい。能登健の集成 7)によれば群馬県内で 9例の前期石棒が確認されており、群馬県内においては縄文時代

前期に石棒が分布することは確定的とされている。縄文時代前期の石棒については、いずれも小形品である

ことなどからその存在を疑問視する向きもあるが、形状はまさに「石棒jである。ただ、中期以降の(大形)

石棒とは系譜を異にするものと想定され、時期的にも諸磯b式期に限定されるようである。

83号住居跡から出土した琉拍玉については産地不明であるが、岐阜県・丸山遺跡において 7点の琉泊玉が

出土している8)ことや、先述したように北白川下層式土器が出土していることなどから、「東山道ルートj

でもたらされた可能性を考えておきたいが、確証はない。

また、 203号土坑からは上層からではあるが決状耳飾りが出土しており、墓としての性格が想定される。

4期(縄文時代前期諸磯c式~十三菩提式期)の遺構と遺物

住居跡14軒、土坑50基を本期と判断した。住居跡(4号.5号圃 6号・ 7号'8号.9号・ 10号.28号.30 

号.38号・ 51号・ 55号・ 62号.65号)は、小規模なものが多い。各遺構の分布状態は全体的に環状を呈する

ようであるが、数軒・数基単位のまとまりがあるようであり、クッキー状炭化物が検出された遺構は調査区

の東側に集中する傾向が認められる。

第537図に主要な土器を集成した。 55号・ 65号住居跡や126号土坑からは諸磯 c式土器の優品が出土してい

る。 9号住居などには凹凸文を施文した当該期の土器がみられる。また、 4号住居跡からは十三菩提式土器

の良好な資料がある。

クッキー状炭化物(第 3章第 3節)は、残存脂肪酸分析 9)からは加工食品の可能性が指摘されている。い
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わゆる「縄文クッキーjと呼称されるものである。本遺跡からは総数70点以上のクッキー状炭化物が、諸磯

c式期の遺構に限って検出されている。こうした縄文時代の加工食品は、「パン状JIハンバーグ状JIカリ

ントウ状jなどの形状のものを含めて日本海側や中部高地を中心とする各県の縄文時代遺跡で出土例が知ら

れているが、群馬県内では現在までのところ本遺跡例のみである。本遺跡のクッキー状炭化物には、中央部

に指頭大の凹み10)iJ{特徴的にみられる。なお、山形県・押出遺跡1Wl)には渦巻き状の文様が施されている。

5期(縄文時代中期五領ヶ台式期)の遺構と遺物

住居跡 2軒、土坑92基を本期と判断した。住居跡 (15号・ 16号住居跡)は調査区の南端付近に位置し、そ

の北側に土坑群が展開する状態にある。

第538図に主要な土器を集成した。南東側に近接する八城二本杉東遺跡(本書所収)からも中期初頭の土

坑群が検出されているが、全体的には本遺跡の方がやや古相を示すようである。

6期(縄文時代中期中葉・後半)の遺構と遺物

住居跡 5軒、土坑12基を本期と判断した。 5期との聞には断絶期があり、中葉・後半の遺構・遺物も連続

するものではない。中期中葉と判断したのは土坑 3期のみで、他は中期後半(末葉)の遺構である。住居跡

(17号・ 19号.23号・ 25号・ 50号住居跡)の内 4軒は調査区南側に集中する。 17号.23号住居跡からは石囲

い炉が検出されている。

第539図に主要な土器を集成した。 207号土坑などからは中期中葉の焼町類型土器が出土している。

第 2節遺跡の変遷(西地区)

行田大道北遺跡西地区から検出された遺構・遺物は、縄文時代早期押型文期の114号住居跡を除き、①縄

文時代前期黒浜・有尾式期(~諸磯 a 式期)と、②中期後半(末葉)~後期初頭の 2 時期に大別される。

①縄文時代前期黒浜・有尾式期の遺構と遺物

住居跡12軒、土坑10基がある。住居跡 (97号・ 98号・ 99号'100号'102号.103号'104号'108号'109号・112

号・116号'117号住居跡)は主軸方向をほぼ同一にするものが多く、 109号住居跡を除き、調査区西側に集中

する。集落はさらに調査区外の南西から南方にかけて展開している可能性がある。遺構の形態等は東地区の

ものと同様な状態にある。

②縄文時代中期後半(末葉)~後期初頭の遺構と遺物

住居跡 9軒、土坑21基、掘立柱建物跡 3棟を当該期と判断した。各遺構は111号住居跡を除き、調査区西

側に集中する。住居跡 (96号・101号'105号.106号・107号・110号・111号・113号'115号住居跡)は、表土の堆積

が薄く削平を受けているものが多く、遺存状態は概して悪かったが、柄鏡形敷石住居跡である96号住居跡は

比較的良好な状態で検出されている。明確に柄鏡形敷石住居跡と断定できるものは、この96号住居跡 1車干の

みであるが、 105号・ 107号住居跡も本来は柄鏡形敷石住居跡であった可能性があり、数軒単位で集落が形成

されていたものと推測される。

柄鏡形敷石住居跡は、松井田町において仁田遺跡や暮井遺跡12)が昭和47年に調査されたのをはじめ、本遺

跡に隣接する行田梅木平遺跡、二軒在家二本杉遺跡13)などでも調査されている。
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本遺跡96号住居跡や仁田遺跡・暮井遺跡例では主体部と張り出し部との連結部に石固い施設が検出されてい

るが、二軒在家二本杉遺跡例には同様の施設は認められない。この連結部石囲施設については、地域的・時

期的な限定性が指摘されており 14)、群馬県内において「加曽利EIII式」から称名寺式期にわたって設置され

た施設と考えられている。また、この石囲施設はその位置から「埋蓋」と同様な性格が想定されている。

本遺跡の柄鏡形敷石住居跡については、奥側に置かれた玉石の問題、本来の床面の問題など、残された検

討課題も多い。後者については、敷石面がそのまま床面として使用されたとは想定し難いとの前提に立って

いるが、今後、何らかの機会に検証したいと考えている。

〈引用・参考文献、註〉

1 )大工原 豊 1996 r中野谷松原遺跡縄文時代遺構編j安中市教育委員会

2 )原 雅信 1991 i群馬県における縄文時代前期の住居形態についてJr研究紀要 8j (財)群馬県埋蔵文化財調査事業団

3 )菊池実 1986 r三後沢遺跡 卜二沢遺跡j(財)群馬県埋蔵文化財調査事業団

4 )長井正欣 1996 r清水 I遺跡』原市第一県営住宅遺跡調査会

5 )鈴木徳雄 1996 i諸磯b式の変化と形式間交渉一文様変化の継起的累積性と形式問の諸相Jr縄文時代J第7号，縄文時代文化研究会

6 )小島敦子 1995 r荒砥上ノ坊遺跡 U(財)群馬県埋蔵文化財調査事業団

7 )能登 健 1995 i縄文時代前期の石榛についてJr荒砥上ノ坊遺跡 U(財)群馬県埋蔵文化財調査事業団

8 )野村宗作氏の御教示による。

9 )中野益男 1995 i残存脂肪酸分析の現状と課題Jr月刊考古学ジャーナルjN仏386，ニュー・サイエンス社

坂井良輔・小林正史 1995 i残存脂肪酸分析の方法と問題点j同上

菊池 実 1995 i脂肪酸分析と考古学的成果」向上

10)新潟県.i中の原遺跡にも同様のクッキー状炭化物がある。鈴木道之助 1991 r図録・石器入門事典(縄文)j柏書房， iN-1 

縄文時代の食糧J参照。

11) 山形県立うきたむ風土記のE考古資料館 1996 r第 3回特別展縄文のタイムカプセル押出遺跡』

12)石坂 茂 1990 r仁田遺跡・暮井遺跡j(財)群馬県埋蔵文化財調査事業団

13) 田口 修 1992 r二軒在家二本杉遺跡』松井田町埋蔵文化財調査会

14)鈴木徳雄 1994 i敷石住居祉の連結部石囲施設 群馬県における敷石住居内施設の一様相Jr群馬考古学手帳jVol. 4，群馬土器観会

上記のほか、本遺跡の報告書作成にあたって下記の文献を参考にしている。

奥野麦生 1989 i黒i兵式土器の系統性とその変遷Jr土曜考古』第13号，土曜考古学研究会

埼玉考古学会 1990 iシンポジウム大木、有尾、そして黒浜 縄文時代前期中葉にみる系統と交流の実態Jr埼玉考古別冊 3j 

縄文セミナーの会 1989 r縄文中期の諸問題』第 3回縄文セミナー

縄文セミナーの会 1990 r縄文後期の諸問題』第 4回縄文セミナー

縄文セミナーの会 1993 r前期終末の諸様相J第 6回縄文セミナー

縄文セミナーの会 1995 r中期初頭の諸様相』第 8回縄文セミナー

安達尊信 1996 i黒j兵期の住居の主柱構造と系統についてJr群馬考古学手11'則 6，群馬土器観会

山本陣久 1976 i敷石住居出現のもつ意味(上)・(下)Jr古代文化j28巻 2・3，古代協会

山本陣久 1996 i柄鏡形(敷石)住居と石棒祭記Jr縄文時代j第 7号，縄文時代文化研究会

村田文夫 1995 i柄鏡形住居士止考 その後Jr季刊考古学』第50号，雄山間

村田文夫 1985 r縄文集落』考古学ライブラリー36，ニュー・サイエンス社

神奈川県立埋蔵文化財センター 1996 r敷石住居の謎に迫る』資料集

神奈川県立埋蔵文化財センタ 1996 r平成 7年度かながわの遺跡展 謎の敷石住居跡j

都築恵美子 1990 i竪穴住居祉の系統についてー縄文時代中期後半から後期初頭の住居変遷と時期的動態 J r東京考古j8， 

東京考古談話会

赤城高志 1992 i縄文時代柄鏡形敷石住居の微視的分析Jr人間・遺跡・遺物j 2電発掘者談話会

櫛原功一 1995 i柄鏡形住居の柱穴配置Jr研究報告』第 6集，帝京大学山梨文化財研究所

Q
U
 

'
l
A
 

ハ
hu



抄録

フリ 7ゲナ ヤシロニホンスギヒガシイセキ(ヤシロイセキ) オクナダダイドウキタイセキ(オクナダイチイセキ)

書名 八城二本杉東遺跡(八城遺跡) 行田大道北遺跡(行田 I遺跡)

副書名 関越自動車道(上越線)地域埋蔵文化財発掘調査報告書

編著者名 長井正欣・田口修・飯塚聡・中村祥子

編集機関 山武考古学研究所 〒286千葉県成田市並木町221番地

発行機関 日本道路公団・群馬県教育委員会・松井田町遺跡調査会

発行年月日 西暦 1997年 3月 31日

フリガナ フリカナ コ 一 ド

所収遺跡名 所在地 市町村遺跡番号
北 緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

ヤシロニホンスギ 群グノ馬マケ県ン碓ウス氷イグ郡ン松マツ井イ田タマ町チオ大オア字サ
36

0 138。 19880308 24.000m' 

八城二本杉
ヒカPシイ七キ ヤシロアザニホンスギヒガシ 18 47 

東遺跡 八城字二本杉東792-2他
02" 52" 19880901 

関越自動車道

10401 (上越線)

行オクナ田タ大タイ道ドウ北キタ グンマケンウスイグンマツイダマチオオアザ 36 138
0 

19880711 16.l00m' 

群馬県碓氷郡松井田町大字
建設工事

18 47 

遺跡
行オクナ田ダア字サ大ダイ道トウ北キタ732他

11" 41" 19891003 

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

八城二本杉 集落跡 縄文時代 住居跡 32軒 前期土器(関山式)、中期土器 前期関山式期の円形柱穴

東遺跡 円形柱穴列 2基 (五領ヶ台式、阿玉台式)、石器 列を中心とする 2群の住

掘立柱建物跡 1棟 類、垂飾 居跡群。

土坑 205基 中期初頭土坑群。

弥生時代 土坑 13基 前期後半~中期前半土器、石剣 再葬墓の可能性あり。

平安時代 住居跡 2軒 土師器・須恵器

行田大道北 旧石器時代 細石核

遺跡 集落跡 縄文時代 住居跡 117軒 早期土器(押型文)、前期土器 前期黒浜式期~諸磯 c式

土坑 535基 (関山式、黒浜・有尾式、諸磯a式、 期を中心とする集落変遷

集石 5基 諸磯b式、諸磯 c式、北白川下 がみられる。

掘立柱建物跡 4棟 層式、十三菩提式)、中期土器 前期諸磯b式期の住居跡

(五領ヶ台式、焼町系、加曽手IJE から琉泊玉出土。

式)、後期土器(称名寺式、堀之 前期諸磯 c式期の遺構か

内式、加曽利B式)、石器類、琉泊 らクッキー;伏炭化物が出土。

玉、小形石棒、クッキー状炭化物 前期の小形石棒を検出。

中期初頭の土坑群。

後期初頭の柄鏡形敷石住

居跡を検出。

時期不明 i奪 3条
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八城二本杉束遺跡、
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行田大 道北遺跡
(行田 I遺跡)

一関越自動車道(上越線)地域埋蔵文化財発掘調査報告書一
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